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まえがき
現在，ソ連・束|炊諸lIil・'Ⅱ１１を含む社会主義体ＩｌｉＩｌが大きく揺れ11i))いている。
社会主義体Ilillのこうした11iﾉﾉ揺の水質は，これまでの唖Ⅱ11:した社会とiJi義の原1111
と官僚IIill支配が行きづま')，その根本(1<｣な打|ｻﾄ|と転換が求められていること
にある。経済の緬域についていえば，社会三iﾐ義継済のル|Nとされた指令的計
画経済Ili1l度とその基礎となる１１{i雌手段のlIilｲｉＩｌｉｌｌが有効に機能しなくなり，所
ｲ『制の多様化（さらには私有化）とTl丁場１%(Jll1の導入を主たる内雰とする絲済
(体制）改jIIIfの実施によって新たなる蘇L1iの道を模索しようということにほ
かならない。
しかし他力，当ii｢iiの|背勢の'ﾘ|らかな特徴は，この社会ｵﾐ義体ＩＩｉＩｌの1ljj1揺のな
かで，二つの異なったりi))きが}'１，てきているということである。一つはソ連・
束|吹諸国のiij1きであＩ)，もう一つはilll玉|の11i)1きである。
ソ連・束lXｸ(諸|玉|においては，；'11('i多くの混迷と不透'ﾘ1な状況をリ|き起しつ
つも，ともかく械極｢1<｣に改革をｌＩｌＬ進め，これまでのｲilljiiL[した体IIillからの|ＩＩＬ
」illを志|f,Iしているものと兄ることができる。それに対して''１国のばあいは，
1978年末以来積極的に改ｌＩＩＨととりくんできた実績を有しながら，８８ｲ|ﾐのイン
フレ昂進に象徴される改J1I1iの挫折を契機としてjﾐ導椛が改JII1i派から保守派の
千・に移')，指令(19計画経済を基本とする絲済体ＩＩｉｌｌと，７illllilな復古(I<｣イデオロ
ギーによる官僚Ililll1り締めつけのりｉｌ化が志|ｲﾘされているのである。
もちろん現ｲｌｉの保守派脂導部のなかにＷｆ盾と対立があり，品i薪爽ﾉJ渦.と
いわれる御小平を頂ﾉﾊ(とする主流派は〆依然として言葉の上では「改革と|)ﾄｌ
放」を継続すると繰り返している。しかしそれよりも)iI1liljlな老人グループ，
とくに陳雲（1W！((''１１委此会主任)，］;震（'玉|家iii'1i三)Hi）らはなお強力な復古三iﾐ義
をかかげて内部的な対立を深めている。
最近，ｌ]本の新llH（｢jlﾘ||]新'111」1990年９)1181]）が伝えたところによれば，
ｌｌｌｌ(雲が'''心となって「災１０１的戦''１if」をまとめ，指導部内に提H1,したという。
1Ｖ
その'ﾉ'零は÷1ｍアメリカを主要な敵とするという設定のもとで，｜正|内の政沿，
経済の強力な''１央集椛化を主張したものとされている。
こうして''1|正|の経済改J111iは，とくに1989ｲＩｉ６)１４１１の天安''1ﾘllil歪事件以後，
Iﾘ1確な展望を失い，きわめて悲観的な兇通しのもとにおかれ，また権力構造
の最_'二層lIflIの内部矛１百と不安定'11】が激化するという状況のもとでその短期的
な子illllを立てることすら|MIiな状態になっている。
私たちはこの著作の題名を「''１国経済の新月irlijとすることにした。’１１国
経済の新同ilhiとは，踵かつた毛沢東指導~卜の行きづまりから抜け'１１,し，１９７８
ｲF末から始まる経済改革の約10ｲlilll1の展開をとおして，1988年以後すでにの
べたような経済改茄lIl11Iillを主要な内奔とする逆行)91にはいって現在に至る同
１ｍを意味している。
この過程は経済改ｉＩＩＩの進展という視点からみたばあい，全体としてさまざ
まな''１１折を経ており，一方では積極｢I<｣を成采と，他力では挫折と逆行の経過
を含んでいる。
本諜はその過職における諸'''１題を，それぞれの分野において，またそれぞ
れの視点からとりあげ，盤１１１１と分析を力|Ｉえた諾論文から成')立っている。以
下汗各章の要旨を簡lliに紹介しておく。
第１章は，本書全体の総論として，改革|ｻﾄ|始以来１２ｲlilli1の!|ﾘL跡をあとづけ
ている。全体を三つの段階に分けているが，そのうち1988ｲliにいたる第１，
第２の段l1Iifでは，ともかく改革がIiilhlきに進んだこと，しかし同時にその不
整合性の結果として経済過熱という否定('り状況が生まれたことがIWI(明されて
いる。さらに第３段階において，８８年以後，経済改革の挫折を契機として保
守派が主導樅を掘り，リ|き締め政策への転換が行われた経過を説'ﾘ'し，その
結采，「|'|正|の経済がiii大なＭＩＩｉにlWiっていることを指摘している。
第２章のねらいは，ｌＭｉ米のソ連・束|狄諸|玉|におけるスターリン型社会主
義体||i'1の劇的な肺ｉ壊が，’１１|正|の改]１１:，ｌＩＭ放政策に対し，教訓として何を物
語っているのかを検討することにある。筆ご行は，５０年代以降，今|]のゴルバ
チョフ時代に至る経済改jII1fの構想，試行を総括したうえで，改革の挫折の原
因は一党支配を'１Ｍ:したまま，政治体Ilillの変革を伴わなかった点にあること
を指摘する。また，マクロ経済政策の谷I1ll｢１０連1Ⅱ，その運川を拙い得る人材
まえがきｖ
の育成，そしてTlJ場批)|《１１打グループ，集|]|のiiIi1IUjの保証，などの条件を考慮
せず，盲'二|的に111場１%(Ill1を導入することは，弱肉ﾘii食を足とする１９世紀の無
政府的資本主義体Ili'１へ逆行する危険があることをﾘｶｉ調する。
第３章においては，まず1989ｲ|え６月に起こった大安|ⅡｌＺｌ１件以後，’１１国の経
済改革政策の変化の経過と|ﾉ（l容を説'ﾘ'し，改革が:１，後退せざるをえない状
況が指摘される。つづいて84年１０)]に採択された「経済体Ilill改革に関する'|’
共''１央の決定」にさかのぼ')，そこで'ﾘ1らかにされた''１|Tlの経済改IYLの枠iliⅡ
みと主要な内容を考察し，あわせて改ＩＩＩｆについての'１１|正|のエコノミストの諸
見解をレビューしている。さらに，現指導部が大安|Ⅱ1zlWl:以後ﾘjUjに推進し
ている「ブルジョアｌＬｌｌｌｌ化批1<'|」の動向に注'二'し，その|ﾉl券を説lﾘＩする。
第４章の課魍は，1980ｲIﾐ代後半の食)|<Ｍｆ産の僻|Ｉ状況に((<点を当て，農業
部門におけるＩＩｉｌｌ皮改1111がもたらした問題点を解IﾘＩすることにある。農政に関
わる軍要な議論の流れを辿りながら，まず，８５年以降の食Wil〔４Ｍkの停滞の要
|人1が，農業基本処設投ｒＭ不足，ならびにIlllilB'１農家を営農ゴミ体とする農家絲
営IlilIに対するjilll人評ｲ111iにあったことが論証される。ついで，食粘柳業農家の
育成を通じた農業経営の谷I1ll化政策が挫折する過私｛を分析し，さらに，農家
の家庭内分業の進展＝兼業農家のjmllが，食)ＷＭ！)柵|ⅡⅡ１，非農業lIiljIⅡ1のいず
れにおいても所1M:111(として不十分であるうえに，安定性を欠くことに原因が
あることを指摘している。
第５章は，鉄鋼業の腿|Ⅱ|過稗と産業jMI織の分析を通じて，今１１の'１１国の経
済構造の特質を１１W(IﾘＩし，今後の経済体ＩＩｉ'１改１１１１[の行力を透視する試みである。
iiii半で1949年以降の鉄$|iilのＬＭｆ１ｉＭ推移，および鉄fllil部'''1の各秘形態の企業
の形成過程が当'1師の経済政策との|jM連でlﾘ|らがにされる。後半においては供
給サイドからみて，集柵1<ﾉ計II1ji価域と分椛｢l<｣市場倣城とにおいて，それぞれ
Jn点的大企業と屈地(1<｣''１'Ｍど業とが併存するという，鉄flliI部|Ⅱ1における二爪
榊造を折'11,している。そして，その二兎柵造を支える，鉄flilil製品の多様な需
給関係を，TlJ場と計画，’'１央と地方といった要素を組み込んだ，Iilli格メカニ
ズムによって分析し，filt後に鉄fliil産業の合理化のﾌﾞﾉ|(１１がﾗﾊﾞされている。
改革後の農村におけるⅡ:業化が''１|玉11人l外の研ｿＷｉの|共|心を集めているが，
第６章では|;'1発)|UillI片としてのｲ丁効性という観点から郷鋲企業の発展の特徴と
Ｖｌ
その要は１，および'１１|越叶Aについて検討を加えている。郷鎮企業の発展をめぐ
る従来の議論を盤班したうえで，郷鋲企業全般と製造業部'''１の業種別の成長
動向，雇Ｉｌｌｌﾘﾘ(収効采，lliiiilll1災紙，地域ｌｌＩｌの格差などをlllMiMし，双jlりし''１，１のもと
での|正|蛍企業による供給の不足が郷鋲企業の急速な発展をもたらした茶本(,<ノ
要因であることを指摘する。また，経常業統の分析をjumして，郷鎮企業が地
域の利害UAl係と辮接ｲ《可分の，非経済的要素を多分に含む経営糺I織であ')，
そのことがT'１場lli))向に敏感に反応する効果をもたらしていることを強調する。
第７章は，改ＪＩｌＩの対ﾀﾄ経済的Ｉｌ１ｌｍを扱っている。リilｲＩｉ，保守派Ｚｉｉ導の指導
部も，少なくとも公式には「改J1I1iとｌｌＭ(」は継続するとのべている。本章で
は，まず包括的に「対ﾀﾄ|Ⅱl放のｌｌＵｔｌＩ１什的体系」についてのべ，つづいて経済特
区の役割，沿ＩＩＪ地域の|)ﾄ1発，外登導入の戦略，対外fjl(易の方針などについて
概説している。２iY稀はllllBlilの対外|}Ⅱ放が|'【[洲に進展していないのは，ｌＥｌ内に
おける制度改１１１１Kが不十分なことによるものであると指摘している。
第８章では，経済改ｌＭＭｉｌｉｌにおける}|ｲ政'''１題について解説する。本章は，
財政改革の課題，財政改ｊ１Ｉ１Ｌの腱|Ⅱ１，財政の柵造という三つの部分によって柵
成され，雌後の節において，lIIlniIのIは政が÷1ｍする'''1題点，具体(1<Jにいえば，
財政の比Ili低下，！'ｲ政赤字の慢性化，袖luj金のjWi人傾|(,1などについて解'ﾘ1し
ている。
「官倒」（官僚による経済(I<｣不正行為）の生成の要|Alを，社会主義システム論，
途上国近代化論の議論の流れを念頭に微きながら，社会学的なアプローチに
よって解lﾘＩする試みが節９漱である。筆者は，｜縦史的なシステムlli云換が進み
つつある今'三１，一般(I<｣には非谷川的なりil象とみなされている「官倒」の背景
には，近代化論の文１１１Fとは別の谷1111性をもつ「銭（企業）・椎（行政）ネット
ワーク」が存在することを指摘し，その特質を経済改JIIl:の１１ﾘl1filとの関連でIﾘ｜
らかにしている。そのうえで全iY料は，「`R・liill」現象を根絶するには，改革の
徹底化がその節一歩となるものの，突き詰めれば，「銭･椎ネットワーク」の
に1己祈定による以外に途がないことを強訓Ｉする。
節10章では，1978ｲ|え末以降進鵬した経済改革と並行して腿1)ﾄ|された政治体
IIill改革についての論繊を系統的にあとづけ，紹介する。８０ｲﾄﾞにおける都小平
発言を契機として展llllされた「MU1l改lYi」をめぐる論縦，それから一時期お
まえがきｖｉｉ
いて1987年の第131Ⅱ|大会iiii後に提起された政治体lliIl改1111[論の状乃,L，つづいて
88年前後に注目された「新権威主義」論争がとＩ)あげられ，それぞれの問題
点が紹介されている。
もちろん，上述したような''１|玉|情勢の複雑さと不透'ﾘ|さ，さらにわれわれ
の力量の限界から，なお多くのｌＩＩｌ題が残されていることを認めなくてはなら
ない。その課題は今後のｉｉ１ｌ:究にゆだねることにしたい。また，各担当者のあ
いだでの若干の見解のﾉ|;'1述も残らざるをえなかったことをご説(解いただきた
いと思う。
最後に，２年余に及ぶわれわれの研究プロジェクトに，それぞれの専門の
立場から協力をlillLまれなかった方々に深く感謝の意を表したい。
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１第１章中国の経済改革
_そのl21Flll1の!|りし跡一
（１）
Ｉはじめに－当ｍｉの諸状》。
ソ連，束|炊，’'１|]Elを含めて，これまで社会zii義体ＩＩｉｌｌをとってきた諸睡|がい
ま激しく揺れ動き，ｉ昆迷ともいうべき状態にlWiっている。そのなかで，ソ連，
東欧の国ぐにが当ir1iはなお'''１折をくり返しながらも，ともかく経済体ili'|の改
111[をめざして前向きの模索をつづけているのに反し，これまで改革を進める
上である程度推進的な役割を来たしてきた'１１国は，いま逆に保守派の主導権
のもとで，これまで進めてきた改j1IIfの方liilに逆行し，イデオロギー的にも伝
統的な社会主義に|Ⅱ|帰しようとしているかにみえる。その結果として，指導
部内での対立を深め，経済の深刻な停滞を17(き，’五|瓜の不iillliが広ま})つつあ
る。
鼓高の実力者･といわれる都小平は，ソ述の改IIl1iの新しい![ﾘﾉきを「真のマル
クス主義に合致しない」と批判し，束l炊識国の1ll1lfT1についても「ｍＬい路線
から逸脱している」と非難したし，二|{震mlLj：)i1iVはさらに，ソ連の改革を「修
j[主義」ときめつけた，といわれる。今ｲli（1990年）の２)］には，党内部で
｢ソ連非難決議」が非公開で採択されたともいわれている。
しかし１１１|]ilの経済は，198811主９)]に開かれた節l3j0131l1全会を契機とする
改革抑IIillとり|き締め強化への路線Ili云換以後，きわめて深刻な|亜|雌と行き詰ま
')状態に陥っている。lIil家計Ⅱ11委員会''１家蕪主任は，1990年４)］に開かれた
全|玉|人E3代表大会における報ｆＬｒのなかで，一方においては89年度圧|氏経済発
展の「成果」をうたいあげつつも，lTil時に当1(IiのｌＩ１ｊＭｌｉとして，(1)総需要が総
供給をlまわっているという'''１題がまだ解決されていない，(2)Ｉ業生産の成
災速度の落ちかたがあまりに急激である，(3)柵造調盤の進股が緩`腱である，
(4)経済効率の悪さが依然として改められていない，(5)操業係jl1あるいは操業
２短縮の企業がふえ，Ⅲ｢'１部の待業打（失業肴を葱味する）が1W太し，－＃'１住
民の｣liiiliにｌＭＩＩｉをきたした，などの諸状i兄を挙げて｣mliのＭＩＩｉを訴えている
のである。しかも後にのべるように，これら雨大なiMfMllをどのように解決
するのか。現指導部はこれについてlﾘl1iliな折導方針を提起することができな
いでいるというのが現状である。
本章では，ひとまず1978ｲﾄﾞ木にはじまる''１|刊の統済改革の１２ｲIiにわたるそ
のｌｌりし跡をふりかえ})，段ﾙｻﾞを辿ってその'''１題点をlﾘ|らかにすることを意図し
ている。そのばあいやはりjIi点を，以Ｉに指摘したような，リTl指導部による
ﾘ|き締め政策へのib<換以後の1111折したＩ１Ｉｊ勢に対する批判的分析と解Iﾘ1におく
ことが必要と考えている。
lI1lJilの総済改LIl1[についてこのような訓咽を設定することは，社会主義('Ｍｉ'｜
全般がいまiimiしているlMlIiからｌＭｌ１,するためのｌ１ｌＩｉ－の選択，すなわち経済
改IYiをとおして伝統的社会三ｉｉ義計山体IIillから，Ｔｌ1場lHu1llにもとづく新しい経
済体Ilillに移行するそのili云換Mh秘において，それぞれの社会iﾐ義の|玉|がnlmliす
る共通の諸'''１題をlﾘＩらかにし，その法I1llWliをさぐる」Ｌでなにがしかの認識の
手がかりを得ることにつながるであろう。
総じていえば，’'''11|の経済改JYi:のこの12ｲlill11のzlI態の展|外1，その'111折の恵
味するところは，経済改革をiiiilｲ１１きにおしすすめ，」1iiiiは市場社会主義の実
現をめざす改革派のﾉﾉ品と，それをlIllIlL，111'し戻し，伝統(I<｣な社会上iﾐ義計
画経済の枠組に復ﾘii)しようとする保守派の力最との対立と相剋の過程であっ
た，ということである。
本章においては，この１２ｲﾄﾞの過程を，第１段ﾙヤ（1978～84ｲ'１)，第２段階
(1984～88年)，ＺｉＪ３段階（1988ｲ|:以後）の三つの段'１１Vに分けて叙述を進める。
その際節１，第２の段階は，ともかく経i斤改jIlkがiiiilhlきの力lhlをたどった時
期としてあわせて節11節においてとりあげ，リ|き締めへの転換以後現在進行
'|』の鋪３段ﾙｹﾞをjimI節で解'ﾘＩすることとする。以下本論にはいる。
Ⅱ経済改１１|との展|Ⅲ|と経済過熱
''１|玉|の経済改ＪＩＩ[は，ソ連，束lXkのそれよ')大きく立ち遅れ，1970年代の木
第１章’'''五|の経済改〕ｉ１ｌｌｉ－その12年'''１の軌跡３
期になってようやく本格的な展|ｻﾄ|をみせるようになる。それはかつて経済改
茄を「修正主義」ときめつけ，杣ｌＬ１の路線をＩＭ２してきた毛沢東が死i士して
から２fli余り経った78年12月の党第llj9131l1全会を契機として!'ｿL逆にのせら
れたものである。
11期３１１１全会のコミュニケは，当ｍiする経済改jYiの雅本的課題を提起し，
これまでの過度の集権体IIi'１を改め，椛限を人１１１１に地力行政lli位と企業に委譲
し，「断limとして経済法!!'|にもとづいてzllをはこび｣，「Illli{直法１１１１の役;';'１を正
視し，党と行政，行政と企業の分離を進める」という経済政?I1j:の』ｉｆ本1);〔則を
強調している。３''１全会はさらに農業の改革について言及し，人民公社の[１
主椛尊Z1i，ILl留地とIlH1人､'１業の雰認，食枇の過大な買付けを抑え，貝I工げI111i
格をリ|き上げるなど緩和政策を打ち'１１,し，のちの生廠責任IliI1導入のための道
を|汁Ｉいたのである。つづいて展Ｍ１'されはじめた｢'１|正|の経済改革はその当初に
おいては大きな成果をあげ，｜玉|際的にも注目されるまでになった。
以下，まずその第１段階の概略についてのくる。
１経済改革第１段階（1978～84年）
第１段階の重点は，農業の分1'1Fにおける経済制度の全般的な改革におかれ
た。
’'１国は1949年の革命とともに，全|玉|的範'１１における土地改革を完成した。
しかしその後，liW知のように，毛沢東路線にもとづく急激な集'''化を強行し，
とくに58年以後は農村人Lli公社という高度に空想社会主義的な制度を導入し
たために，農業のLlﾐ産力は行き詰ま')，農民の生活は長ﾉﾘ|にわたって疲弊し
た。
第ll1Ol31l1全会以後，指導部はまず農乢の経済｢Iりな負拙を1峰減する方針を
とＩ)，1979年３月，食粘iをはじめとするＪ１r要農産物の賀｣二げ{llli格の大|幅なり｜
き上げ梢置をとった。そのリ|き」<げlI1Fiは，食粗は20％（ｉＩｉｌｌ当てを超える買付
分についてはさらに50％卿)，illl料作物は20％（超過分については同じく50％jW)，
綿花は15％（超過分については20％1W)，豚は26％，その他'4秘類の産物につ
いてはそれぞれ20～50％で､あった。
概算によれば，このリ|き」：げによって農民１人当た')の収入は１年''１１に１８
４元あまりふえたことにな')，その結果，腱民の'liiiliは杵しく改蒋された。
それと，並行して，それまでの人LkL公社を枠組とする集|Tl絲営方式を解体
して，Ｌｌｉ歴貨佃Iillを灸|;lilに艸及させることになる。
農業における'MilliｲFIlillとは，人民公社のillll紬を廃｣|:し，それまでその下
部jMl織である41搬隊をlli位として行なってきたlIlI-il<ﾉな集団経営をやめ，二|：
地の所ｲi権はあくまで集lTlnTｲiとして残しながら，それを各農家に分配し，
その経営は各農家にiii1iけIiわせるというや})かたであり，その収極は|正|への
売１１度し義務を采たし，集|、１１へのⅢ１１を支払った残余はすべてそれぞれの農家
にﾘiT}属するというものである。一言にしていえば，ネ|:会三ii義農業jIill織の基本
的なありかたとされてきた集lJl経憐の解体とI|,Iil人絲営の復iiliにほかならない。
このIlill度は1984ｲli木には今lilil農家総数の96.6％にまで艸及し，’'１|玉|の農村の
基本的LMijill織となった。
農業におけるﾉlﾐﾙ極〔征Ili'|は，結采として農L1jの生産枕極性を大きく商め，
('ﾐ産の飛蹄｢I<｣'''4人をもたらした。請flIIill導入以iiii（1953～78fliの26年'''１）と
導入以後（1979～8Ｗ）の７ｲﾄﾞ''１]とを比ll攻すると，農業総/Ｍ;袖のｲ|き'''1平均
成長率では)募入iiliが3.2％であったのに対し，導入後は9.4％，食)|〈Ｍ=産の年
ｌｌＩｌ平均成長率は導入iiiが2.4％であったのに対して，導入後では4.9％に涼ｉ
まった。とくに84イトには食柵/Ｍ:高４億731ﾉノトン（人|］１人当たＩ)392キロ
余）という史lifi鯛の墹廠を達成したのである。
他力，この段'１Mrにおける都１１７の経済改I1I[は，Ⅲlljのもつ政治(Iり・経済119柵
造の複雑性とIiIljn11:性のゆえに，初歩的な試行段lIfIrに１１まったのである。その
試行のｺﾞﾐたる|ﾉﾘ容は企業の自主i【椎拡大におかれた。
企業に'二ii椎の拡大とは，企業に一定の杣１１ノミ性をﾉﾉえ，企業の|:|発性と積極
性を高めてこれまでのｲilI1l1l:した企業符111体Ili'１をｉｉＩＷｌｉ化しようとしたもので
あった。そのためにつぎの二つの}什瞳がとられることになった。節ｌには，
各企業はlElから｣ｊえられた計１１mを実施する以外に'１三iﾐｉＩ<｣に/Ｍｉを行ない，そ
の製,１，１，を日三ｉｉｉＩ<〕に１１K光することができるようにしたこと。節２には，企業が
一定の'二1ＬＬ査金をもって｣'２朧拡大のための投安を行い，また従業員に奨励金
を支給し，冊1tを拡大することができるようにしたことである。
なおこの企業の日ＬＬ資金についてみると，その初)０１には利ilMIIY(係Ilill度がと
ガ)ｌｉ､ｉｔ’'''11|の経済改ｊＩｌｌ:~そのl2fIilHlの11りし跡５
られ，企業がⅡilに納入する利illlの約10％1iii後がｌＶＩ係され，ｌＬＩＬＬ盗金にあてら
れたものとみてよいであろう。その後'982ｲriiii後になって納税力式に移行す
ることになる。納税ﾉﾉ式とは，利ilMHW保IIill度と異なI)，利ilMはひとまず企業
の丁にﾘii}屈し，そのなかから一定の税金を|玉|に支払い，残余は企業の手に掌
ｌｌｉｌされ，lLILL資金になる，というものである。納税ﾉﾉ式は企業の日二ｉｉ椎を
いっそう強化しようとしたものであるが，そのもとにおいて企業の手もとに
残される利ilM1の率は12～13％であったとみられる。
1984年の洲査によれば，企業の利illlW(iIK率は平均して2159％という数字
（２）
があげられているので，この２カイlillIlに企業の11ｲ務に牒Ｉする'２１ｶﾐ椎はかな'）
拡大されたことがみとめられる。
なお，この節］段階において｢l主椛拡大のiil(行にiiⅡみこまれた企業の数は，
1980ｲ|ﾐ当||(Iiiliil家了算に$Ⅱみこまれていたl1il徴企業総数４〃2000の約16％にＪ１
たる6600企業にⅡ:まっていた（ただしそのなかにはｲiﾉﾉな大企業が多く含まれ
ていたので，その'Ｍｋ棚からいえば60％，fllilMⅡlWiからいえば約70％を,'iめていた)。
以｣て，改11(:節1段'11;fの経過と特徴を要約すれば，それはまず節ｌに''１国の
改ｒＩ１ｉがその初発段ﾙｬにおいて，とくに農業の分111}において“奇跡”とllVLばれ
るほどの成来をあげたことであ})，それはlEl際(1<」にも大きくilil='され，評｛111ｉ
されたことである。このことは，llillﾉlにおいて改jIl1f派の政治(1<ﾉなﾉﾉ量と威信
を高め，少なくともこの段l1Mfにおいては保守派にﾊＩして優位に11ﾉ:つことをTil
能とした。たとえば1980ｲlTiii後に''１|]ilの経済は一ｌｌｌ'ril<｣に不調にlWil)，それを
機会に二'1実liilllljl絲済を絶対化するような'東雲の「訳|幣政策」がiiimiにＩ|''た
ことがある。しかし改革派は，その後それを|||'し返し，陳雲の「ril11ul経済を
主とし，Ｔｌｊ場調節をIWli肋とする」という命題をｊＭｌし，あくまで「計mjlとilj
場の結合」というテーゼを鴎腓し，８'1年l())]のaiJI21Ul3ill企会において，改
lIlIiをさらに一歩進める力針を進め，改革鋪２段牒Irにiiii進することに成功した
のである。以~|､.，改jYi第２段W1rに移る。
２経済改革第２段階（1984～88年）
’１１国の経済改１１１[は，1984年10川に|Ⅲ|かれたl219l31l1今会を樅に節２段階に
入ったとみられている。
６４１三産寅住IliIlの拡大とそれによるLlﾐ歴ｌＬｌｉの飛111棚：的lfil｣2を主要な内雰とする農
村の経済改L1IEはこの''料９１にほぼ飽和点に達し，ここで新しい'''１題とＭｌｌに111Ｋ
ｍすることになる。
他方，改'１１[のrlM(はこの||;洲を契機として農村から都市に移ることになっ
た。
第１２ﾉﾘ１３１１１全会は「経済改革に関するＩｌ１共'１１火の決定」（以下「決定」とｌＷｆ
称）を採択したが，その内雰は「社会主義経済は米本的に商品経済である」
とのl川ｌｉな認識をうちだすとともに，第１段階よりも－歩進んだ，改革にお
ける総合的な青写真を提示したものであった。
こうして第２段階における改'１１[は，一方においてよりいっそう高い段階に
進められたと|司時に，他方新しいl7Mlliのなかで経済過熱，インフレの進行，
産業榊迭の不均ｉｌＷなど新しいＭＩＩ;のなかで手づまりにlWil)，ついに1988年の
破綻を迎えることになる。このような意味で、第２段階はいわば改革の進展
と挑折の二砿性をもった過程として認i識されるので､ある。
まず農村の改jIIEが当iiiiした紺'111題からみていくことにしよう。
現象｢1<｣にいえば，1985年以後，’''１１ilの農業は惇WIl:状|i兄に陥Ｉ)，農産物とく
に食糧，綿花のjM1産が頭うちになった。食緑の生産高は先にのべたように８４
年には４１意731刀トンのピークに達しながら，以後数ｲﾄﾞ'''１はその水準に及ば
ず，やっと89年になって４億745万トンとわずかにその水準を超えたのであ
る。
そのような行き詰まりのＩＨＩ因は多様であるが，まず節ｌに，責任Ilillへの移
行がこの時点でほぼ今'五|の農村に行きわたり，その効采が汲みつくされたこ
と，第２には，農村にTIT｣州il1llが浸透するにつれて農厳物をつくるよりも冊|」
業あるいは農村企業（いわゆる郷鎮企業）に伽きに行く方がずっと収入が多
いという矛)両が生まれたこと，第３には，’五|の政策にも欠陥が生まれ，農業
への'五|の投資がきわめて立ち遅れ，不十分であったことなどが指摘されるで
あろう。
このｌ１Ｉｌ題をさらに基本｢Iりな視点からみると，責任制普及以後のもっとも三i曵
要な'１１題は，経'嵩規模があまりに川､さく，また分散的になってしまい，そ
のために水利柵ＩＤ(など雑礎施設への投資，科学技術の導入，経常符理の総合
第１章’''111|の統済改革~その12年'''１のﾘﾘし跡７
的改葬などがきわめて不十分にしか行なわれなくなったことなどである。’''１
題はこうした小農維済体Ili'１のなかから，新しい４Ｍﾐﾉﾉのｲｲﾉﾉな担い手をいか
に(i'|出し，育成していくことができるかということにある。党および政府は
そのためにここ地のjlill史の集''１，それを可能にするための余剰労働ﾉﾉの非農業
部''１１への'ﾘU(収，谷Ill1lIりなり,l模をもつ家族経'溝の)(i'１Ｈ１,などを'二１桁してきたが，
それはこれまでのところきわめてlMlliで･あ')，llUi調に進んでいない。
都市の改hII[に'二Iを移すことにしよう。1984ｲﾄﾞはillTlTにおける改]＃:が大きく
進展したｲﾄﾞであった。先にのべたように，この年の10)]に採択された12期３
（３）
'１１企会の「決定」（およびそれに先立つ|玉I務院の「]ＩＦ↑iBA定｣）は改l1I1iの進展の
ための械極(1<｣をプログラムを提起したものであった。そのＺｉﾐ要を|ﾉＷｉ〔は，（１）
企業日三ｉｉ椎のいっそうの拡人，(2)iillllil符１１１１体Ilillの改jIl10:’であった。
節ｌに，企業lL1三ｉｉ権のいっそうの拡大についていえば，企業はこれまでの
lLl主｢Ｍ三産椛，｜仮売椛に〃|lえて，その製,Iii1lI111i格をも一定の範llIlでlLlら決定で
きること，減IIlil賞」illJiL金はその70％を企業に|Y{係できる（のちに灸額W{係と
なる）こと，企業のもつ遊休fMiはｲi償譲渡できることなどが確認された。
第２に，計画梓川体ＩＩｉｌｌの改革とは，マクロ経済管Ｊ１'1体IIillの分1111:において
｢指令性計IIljlの範１１１１を適当に縮小し，指導''1|：計画とilj場調節の範lnlを拡大す
る」という定式をうちだしたことにみられるとおり，一部のＨ１要な経済iiIilli力
については義務(1<｣な}旨令性Tillm1の力式をとるが，一般的な経済的iilim))につい
ては{m格，利子率などいわゆる経済｢l<｣テコに依拠する指導(１９計画により，さ
らにはTlj場調節にまかせるというﾘlliﾉj的なﾌﾞﾉ式に広く道をｌｌｌｌいたのである。
その後たとえばl987fli初ｍにおけるili1l)IW1邦１１１ｷﾞ住にみられるような保守派の
攻勢があ')ながらも，趙紫陽を代表とする改jIl1d派はそれを兎１１Ｍし，この年の
１０１１には党jiyl31iil大会がＩ)ﾄ1かれ，さらに改１１１１，:を－歩進めることになる。
この大会における報告のなかで趙紫|場は，企業の「所ｲ｢椎と総営椛の分
離」の原l1llを強調するとともに，「ＩＲＩがThi場を調節し，ＴＩＴ場が企業を誘導す
る」というilj場社会主義のlHulllをlﾘｌＩｉｉＩＩ§にかかげ，さらにマクロコントロール
をｲ]｢効に機能させるためには，どうしても「械極｢I<｣かつ着実に価格改ｊ１Ｉ１ｉを進
め，商,Ｉｉｉ１１の{llli格と各枕４Ｍi要素のｲllli格を洲節しなければならない」ことを強
調したので､ある。
８このような枕極||<｣な｣i1l1念とﾉﾉ針にもとづき，この||制０１には彼》剛ill度，企業
踵責征Ili'|，企業のiiiIinIli'１および株式Ili'|のiij,(ｲiなど，さらに一歩進んだ改j1I1i:}ル
世がとられるようになったのである。
しかしuI1のような都TITにおける改ｌＩＩ:の進展は，｜而川に多くの|ﾉ､lｲI((I9な火
lWiとイ〈轆谷をはらむものであり，そうした矛１，の帯hIiは，経済過熱，インフ
レの進行，１藍業柵造の不均衡などマイナスの洲ki兄をひき起し，やがて1988
ｲ'三に入って矛盾が一挙に衣mi化して破綻をまねくことになるのである。それ
はまた改ｊＩＩ１ｊ:派と保守派との搬烈な|'ﾙlｲﾄのjMI1でもあった。
以~|丁，1988年に入ってからの改ｊＩｌＩ':とその'11折の経過をIlIli格改J1l1Lとインフレ
の巡行の''１１題を''１心としてみていくことにしよう。
iii年すなわち1987ｲｌｉの節131111大会の「決定」を受けて，趙紫'1坊を'１１心とす
る改革派指導部はIllli格改ｊＩＩ[とのとりくみをはじめる。５IZ130llから|ｻﾄ|かれた
党''１央jB(WLi局節91111介体会議は，I1lli格の改ｊ１ｌ１１:と貸金IIill皮の改11111をﾎﾟiIiぴつけて
実施するﾌﾞﾉ針をlﾘＩらかにした。ｆＩ嫡突ﾉﾉﾗ柵'''１､平が外l2lilの賓客に対し「危険
をともなっても'１ﾘilililとしてI111i格改I1I1iを行う」ことを－１史ならず衣lﾘlしたのも
この１J〔である。
６月なかばには，２Ｍｔ手段の１１;倒(I<ﾉな人１，i１１分について二亜I111i格を廃｣こし，
I111i格をlLIlll化するﾉﾉ針が打ち('１,され（新ｉｌｌＹｲ|:l988fli()）ll811fE)，７月末に１１齢
]ご業製,ｌ１ｉ１１の(illi格自'''化〃針が発衣された（新?fiIi社1()88ｆｌｉ７)j2311fE)。さらに
７)}2811には灸|玉|のｲ１名銘ｲiI(iのたばことilIliのI1Ili格のIl1Lliげが実施された。
つづいて８)11511から''１央lB(if１局jiJl()|ＩＭＦ体会議が|Ⅲ|かれ，「I111i格･貸金改
jYi:に関する初歩的ﾉﾉ針」が「１%〔Ⅱ'|的に採択」された。
しかしこのように，一ﾉﾉにおいてI1lli格改jIl1':のIlf世が進展をみせるのと並行
して，他ﾌﾞﾉ，物I1lliの余而｢l<)な｣iｻﾄがはじまることになる。ll1lJilの小売物(111i脂
数をみると，1985～87年のj0llll1には，‘|Ⅲ平均｣ﾕﾅﾄ率は7.4％jlV11度であった
が，８８ｲrIi半期にはiiiiｲ|ﾐ|両ＩｊＵｌ比12.7％にはね｣上がった。こうしたli1i勢のもと
で，｜正|LIU大衆はインフレが今後ますます激化することを必至とみて，８)]に
入ると灸Ｉ１ｉｌの都TIjで人BA棋な物盗のfX,liめと，ｉＹｉ金のり|き］くるしに走り，パ
ニック状態が発生することになったのである（貯薪率の]､藝降と１両)('１(|<ﾉなIL川り
い）
はすでに４～５）IIJ〔から各1mではじまっていたという）。その結采，インフレは
節１章’'１|]ilの総済改ｊＩｌｌｆ－その12年''１１の１１りし跡９
さらに品進することにな')，この11ｉの1,．半１０１（７～12)j）にはインフレ率は
一挙にiiij年|司191比24.5％というirliさに達したのである。結局，８８ｲ|ﾐ全年につ
いてみると，’'１|玉|のインフレ率（''１|正|では小売物(llli指数をもってインフレ率の
主要な折標としている）は公式発表ではiiijｲｌｉ比18.5％，椎illllによればfillTIT部
では30％前後に達したとされるまでになったのである。
こうしたインフレの破川)的進1丁のもとで，当然のことながら指導部内にお
いて改１１１４２派に対する保守派の圧ﾉﾉが商ま')，経済政策についての主導権は趙
紫腸から保守派の老人グループに支持された|玉|務院総lilIl李1119に移')，政策の
力|('1は改''１１J:から訓耀とり|き締めの保守｢|<｣なﾉﾉlfilに急転換することにな')，改
革のヴィジョンはその影を人'''1Wに薄めることになったのである。
８１－１末にl1llかれた|]:|務院常務会議，および９)了「|〈旬に|ｻﾄ|かれた党１３期３''１
全会がその政策急転換の場となったのである。
３経済過熱とはなにか
以-k，経済改l1IIl:の最初の1()年'''１（節’’第２段Ⅲ|r）の!|りし跡をたどってきた
が，この'１柳1，とくに第２段階における'''１腿の焦点は，改革の進展が同時に
経済過熱ともいうべき不jlﾐﾄﾞ|↑な状況をリ|き起こし，それがインフレの昂進を
まねき，さらには現ｲ|ﾐ，すなわち節３段ﾙﾄﾞ（1988年以後）における保守派=ｉｉ
導の１，ｍをまねいたことにある。
それでは，経済過熱とはなにか。それはどうして起こったか。
ll1hilの経済成｣之は経済改ｊ１ＩＩＯ:の段ﾙﾄﾞにはいってから，とくにI:業部'''1の成災
は全般的に高い水準で1ＩＩｉ移してきた。そのなかでも1984年１０１１のl2lUl3''１今
会，８７年10月の節131Ⅱ|大会のように改ｊ１Ｉ１１:の新しい股開が打ちｌｌｌＩされるごとに
それを受けて投盗とiM1iの過度の拡大が起こり，その結果「j超高度成長」つ
（５）
まり継済過熱という現象をリ|き起こしてきたのである。
統計によれば，1984年の］Z業総/|i産額はiiiiｲli比16.3％｣(ｳであったが，８５ｲ'１
には214％噸という高さとな')，８７ｲIilO)]のl31Il大会における改玻の進展と
の関述でいえば，８７ｲﾄﾞの]二業４Ｍi17.7％jiYlにつづいて88ｲliにはふたたび20％
の大台に采って20.8％に高まった。いずれもそれぞれの年の計lI1ill三|標を大き
くＬまわっている。
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表１総需要の総供給超過率（1983～88年）
(111位：％）
|Iq561
LllLLJLＷｉ１[１１１『総需要の総供給j田過のl上率ＧＮＰ成長率年木のiiii年末現金（Ｍｏ)流j血itに対する増〃Ⅱ率 1６．２１１．２４６．７
}'１，所）其敬漣・胡季［1989］171F〔．
表、lりにみれば成長率が高いことは肯定的に評Illliされるべきことのようで
あるが，この時期における''''五|の高すぎる工業の成lを率は多くの否定的な結
果を生み}１１,したのである。
第１には，産業榊造の_上で各部|Ⅱ''''１の不均衡をし'三みlIj,し，投資は多くのば
あい加工二[業とくにii剛財工業など短期'''1に高い収益を得られる部'''1に集匹|’
し，経済成長全般のボトルネックになっているエネルギー，原材料，交通運
輸などの基礎的な脈業部'''１には投資がlfilかわないことになる。資料によれば，
1988111における力''二[:工業の全二[業ｌＭｆ厳額に占める比率は43.9％に達し，そ
の噌大速度は採棚，原材料工業のそれをおよそ１２ポイント」壬まわ')，全ＩＥｌ工
（６）
業平均発腱速度のおよそ２倍の高さであった。こうした不均iiWの結果，原材
料，エネルギーとくにfEﾉ｣の不）〔'とが高ま')，交通輸送の緊張が起こったので
ある。
それは節２に，総需要の過度の拡大をリ|き起こし，いわゆる「|Ｅｌ氏所得の
（７）
超過分配」と，総供給が総需要に追いつかないという否定(lりな状Dilをもたら
すことになり，それは｣′i然のことながらインフレを昂進させるl)ｌｉｌＸｌとなった。
呉敬灘の論文は，表ｌのような数字をかかげて，絲済過熱とインフレの関連
を示唆している。
それでは，’lll玉|では改I1I3:の進展とともに，なぜこうした経済過熱という否
定的な塊状が起こることになったのか。
節１に，経済過熱については，コルナイの提起した「投資飢餓症」という
概念がこの'１{|題の分析)||具としてきわめて適切である。
投資飢餓症とは，企業が|芒１i二L責任をともなう独立した１１１，Ｍ三旅者として雌
節１章Il1llilの経済改fI1i-その１２ｲlillI1の軌跡１１
立されておらず，「ソフトな予算IIi''約」とlJilの「iliHilijﾐ義」のもとで，積極
１１<」に投資をふやし，生産をふやそうとするIWilf1をいう。改J1|[がある職度進み，
企業の自己資金がふえたが（1984ｲli段ﾙﾄﾞで企業の純｣|X益の約2159％が１W保され
るまでになっていた)，依然として官僚制による庇護のもとにおかれていると
いう条件のもとで起こる現象である。
節２には，その投資の力lfilに呪IIillするマクロコントロールのメカニズムが
有効に機能せず，とくにIilli格体系のゆがみによって，投資の内奔榊成が不均
衡とな')，投資は当iiiiの|正lLb経済が緊急に必要とするエネルギー，原材料，
交jln輸送などに向かわず，誤ったI111i格シグナルに導かれて矧j0lllIjに利益の_上
がる加工Ｉ業に集ｌＩ１することになるのである。
要約していえば，’11国の改１１１とのこの段lWrにおいては，ミクロの次）Cでの企
業の活性化は大きく進んだものの，その企業の投査・生産行llijlを誘導して均
衡をもたらすべきマクロコントロール装置の未完成と機能不全のために経済
過熱という森定的な現象を結果することになったということである。
マクロコントロール装置の岐大の欠陥は，先にものべたようにIilli格体系の
ゆがみにあった。第131Ⅱ|入会以後，改革派があえてIilli格改１１｜:にとりくむ重大
な決意をした根拠もまさにここにあったのである。しかし，その意図は不幸
にしてインフレの激化が先行したことによって挫折した。
経済過熱とは，改lYiがなお非整合｢|<Jであり，企業の官僚IIilll工|家への従属が
依然として支配的である段階においては避けられない現象であったといえる
であろう。
111改革路線の後退とり|き締め政策への転換
（鋪３段l1Mi-l988年以後）
113期３中全会における転換とその意義
198811ﾐの夏は，指導部内の改iYi派と保守派の対立が尖鋭化し，その闘争の
結采優位に立った保守派の主導のもとで，政策路線の急転換が行なわれたと
いう激動の季節であった。
政策路線の変化一改jIh:からの後退とり|き締め政策への転換一は，この
ｲｌｉの９)1に|ｲﾄ1かれた党の'31013''１余会において公然化されることになる。こ
1２
のとき以後，保守｢lりな老人グループに支持された李'''9総1111が，趙紫|場総書記
(当時）にかわって経済政策の爽椛を握ることになったのである。
１３期３''１全会は「経済環境の終ＩｉＩＩｉ，経済秩序の蝶IliIi」（以下「盤Iilli，幣頓」
と'}１%称）を基本(1り方針としてかかげ，全i｢li的なり|き締め政策と保守｢I<jな政沿
路線をとることになる。ここでその後の諸決定を総合して，政策転換の主要
な内容を要約すれば，ほぼつぎのようなものとなる。
（１）当iniインフレlj1111illのために今i【Iiil<｣な資余り|き締め政策をとる。1989ｲ|ミ
度の'二１標はインフレ率を「iiiiｲIiよりも|ﾘｌ１ｉｌｌｉに下まわるようにすること」にお
かれた。当然，I111i格改h1lIl:の課題は光灸に'111上げされる。
なお全1ｍ的なり|き締め政莱のﾉﾘ11111は当初は1989,90年の２カイlﾐ'''1とされた
が，のちに89ｲｌｉｌＯ１１末から|)'１かれた節l3jUl51I1全会においてはさらに１年以
上延長して「３年'''１もしくはそれより若干災い'１(lrlHl」をかけて達成すること
と変史された。
（２）nil指導IIfljは当ｍのインフレjEMfのji要な原|人|を，総需要が総供給を超
えて膨脹し，それによって貨幣供給１，tがjiIi大したことによるものと認識し，
それをlIl1えるためにもっぱら行政(|<ﾉｲﾙ世によって需要をlIl111iIIすることを主要
な対策とする。そのためにまずlllil走査朧投資のBL模を人lWiiに縮小し，賃金，
奨励金，「集liJlil1YY」を減らして111柵蕪金をIlllえる。
銀行剛(資のlIl111i'1とともに利率スライドIlill貯蓄などを導入して碩金の増大と
貨幣の|Ⅲ[|収をはかる。
（３）経済成｣定率を低くlIl1え，1989年のiilllljlIl標はＧＮＰ7.5％，農業４％，
二[業８％噸とする。m11fliiに雌業榊造の不均衡を是]|;するために傾斜政策を
とってエネルギー，原材料，交jnliiii送などボトルネックの打|排|をはかる。
（４）対外(1りには「改]'|[と開放は継続する」と宣伝し，ｌ]!'内的にも「計l1ii経
済と市場調節を紬イヤする」というブノ針をかかげながら，実際には主として伝
統il9な１T政拙:侭にたよ')，計llII経済の優位を伽ＩＩして事実ｈ１１場原IM1の導入
はlIl1制されることになる。江沢乢総書記は1989年９)]末の報告において「当
1｢ii，’五'1｣11Ｊ経済を塾IIli，盤'u【(する過私}で計l11ilの三ｉｉ導的役諜||をよ})多くﾘｺﾞi調しな
ければならない」と率il1Iにのべた。その意|､|〈はいうまでもなく，マクロコン
トロールの欠lWiを，Ｔｌ丁｣i坊機織のよ')いっそうの導入と完ＩＩＩｉによってではなく，
第ｌｆｉｊｉｌｌ１ｌ正|の総済改hIIIi-その12ｲlzlll1の!'りし跡１３
伝統的な官僚Ili1l的統Ili'１経済に復ﾘii)することによってつじつまをあわせようと
いうことにほかならない。
さらに，l989fli11)lに|}ﾄlかれた13期５''１全会で採択された「－Ⅲiの整Iilli・
整頓と改革深化に関する決定」では，端的に「計I1ljl体IlilIを改禅し，｜旨令性計
山の範|Ｆ１と;';||谷を適切にふやし，指令性計1111の厳､Ni性を強め，指導性計画の
実施方法を充分なものにする」とのべるまでにいたっている。
（８）
比較｢Iり客観(Iりな立場に立っているとみられる香港のiIl1lIil経済新聞』（19
89年11)］６１]）はこの'''1題について，今後二，三ｲ１２は計im1経済の程度と範ljll
は増大するだろうし，企業はそのLMi，経'尚，ｌ仮売，賃金などについてこれ
までよりもきびしい「検査，監将および統Ｉｌｉｌｌ」を受けることになるだろうと
折摘し，さらにこれまですでに|＃l殺された４Ｍi手段市場，証券交易所などは
試験(１９に継続されるだろうが，これ以ｌふやされることはないだろう，との
べている。
一言にしていえば，lliZi換以後の政策ﾉﾉ向は，改ｊＩＩ[へのヴィジョンを事実上
欠落させたものになってしまったということである。
保守派によるリ|き締め政策へのlli云換のもう一つのIl1IiirIiは，経済の分野だけ
でなくイデオロギー分1Ilf全般におけるしめつけの強化である。1988年４１１か
ら５１］にかけての天安|''DJL《場における学生クill識分子の抗議はこうしたしめ
つけに反対し，Ｉｊｕ呈化を要求する述勅であった。しかしりil指導部は６月４［ｌ
に武力をもってそれをIlill圧した。それに続いて火:趾の学:ど'１．ｹill識人の逮}llliと
追及，「思想教育」の強化，大学/'２の11叩訓練，「市鋒に学ぶⅡij､魁運動など
６月４１１のﾘlii圧以後しめつけはますます強化されている。「1本の新聞報道に
よれば，共朧党｢|'央組織部は最近社会科学院，人l1lilI報社，光1ﾘ11]報社など
に現役fir人を指導絆部として送})こむことを決めた，といわれる（『jlﾘ''１新
|川」1990年６）ｌｌＯｌＩ)。
さらに，絲済U1iにおいても同じく精ﾈlll(1<｣復古現象がみられるようになって
いる。ｊくる２月，黒施i]:省を視察したi]:沢lXj総書記は，毛沢來時代に強調さ
れた「人慶桁ﾈ''１」を持ちｌＩＩ,し，「ｲiilll戦線だけでなく全|正|各1値業の労働稀，
llill識人もこれを学ばなくてはならない」とﾘｶ柵した（新華社1990ｲｌＲ３)］７１三I
fIii)。
1４
それでは，保守派の三ｉ２導によるijlき締め政策の結果はどのようなものと
なったか，またなりつつあるか。それは一言にしていえば，絲済の低落，行
き詰まりとililiIiLということに尽きる。
まずここで，1989年におけるリ|き締めの爽紙をみておくことにしよう。保
守派指導部はり|き締めの〕Ii点をまず'111走査産投ifM圧縮におき，それをきび
しい行政的柵iiiによって1((i逃してきた。
｜工|家統計1,)の発表によれば（｢北〕i(週報」１９()ＯＩＩﾐ５)11511,18,)，l98Mi全
ｲ|ﾐの社会lilil定資産投資は4000億元とな})，iiiiｲliよ')500偲兀ilik少し，比率に
して11％の圧縮となった（Illli格_ﾋｹﾄ分を考慮に入れると実、l<ﾉな下げ|I1Viは20％
以｣二であった，とされる)。lhlil走査産投資のうち，離水建設投登についてみる
と，その額は2.3％減少した（物Illllけ卜分を老11Kにいれると12％減，新莱社l990
fli21]2611flii)。プロジェクトの数からいえばこれまでに企|正|のJilPMlL設１ノノ
8000余Ｊr(Hが悴｣こされ，それによって今後数ｲlilH]の雅本処設投資675憶兀が
（９）
圧絲iさｲ'た。
銀行剛l安のjUL模も大きく１１１縮され，その結来，企業の流血jifii余が極端に欠
乏することになり，企業と企業のあいだ，企業と銀行のあいだで債務返済不
能の現象が)Ａまり，1989ｲ'２１～９)]の』011111に，企業I責務とどこおＩ)の規模は
1000億）Lを超えた（｢北ﾙ(週#|(」1989年１１)'2811,12暖〔)。こうした状i兄は企業
の正常なLMiiili勅を妨げている。
融資のり|き締めはまた多数の企業，とくに郷`ＭＥ業の例)龍をリ|き起こして
いる。
２経済成長の低落，市場の冷えこみ，失業増大
以上のようなり|き締め１片ii(iは1989午後)ドにいたって|玉|LL経済とくに工業部
'''１の急速な淵ちこみをもたらすことになる。８９ｲﾄﾞ全ｲ'三の］:業総ｌｌｉ産額は前ｲ'１
比6.8％１Wであった（88ｲliの収｣と率は208％)。８９ｲﾄﾞおよび90ｲliの)三lHll推移を
みると，衣２および衣３のごとくである。
なお'990ｲliのmljl(Tlについてｲ１１:ｆのiWli足をすれば，ｌ～２)］を皿算してiiiiイド
|両lﾘﾘ1と比較すれば0.9％減，Ｉ～３Ｊlをjmjiil:して|同lじくiiiiｲＩえ|両ｌｊ０ｌと比較すれ
ば０％，つまl)'７１１水準ということになっている。つづいて４)二１，５)]にはZI：
第１章1111玉|の総済改]ＩＩＩｉ－その12年|lMの１１りし跡１５
表21989年]ﾕ業上|ﾐ産成挺率の川)'１１(ｌｉ移
~mTmTnm小''’３１’ ４）１
１１３６
１３．７
]て業生産総額(憶兀）
iiii年lTil)1比1W(％）
１２)1
1168
３．４
５１１
１１４５．８
１１．１
111,所）｜玉|家統計16i)の発衣による．
表31990年工業生朧成長率のⅢlHlli移
１１１２Ⅲ ５１１
１１９４
４．２
]:業生産総額(億元）
前年|両１１１比噌(％）
１１１，所）圧l家統計局その他の発表による．
業生産の若干の'111復がみられる，ということになる。また平均l]廠額にもと
づいて計算した|玉|家計mjl委員会および|玉|家統計局の数字によれば，ｌＨは前
))つまl)1989年12)二lよ')9.3％下降したことになっている（『金融時報」l990
fli3)三120日，香港「又'潅報」ｌｉＭ曵３)1191])。
［補注］＿ＭＩＥ)の表の成長率の脂数はすべてiiii年|両Ⅱ0|此の桁数であって，」二述
のｌ)]についての計画委皿会の指数を例外として，系統il0な前月比の指数は
公式発表からはえられないのが実Iiliである。したがって[業('ﾐ産の客観的な
動向を知る｣二ではiMli点があるが，Ｍ'[のところやむをえない
上掲の数字からほぼ1ﾘ|らかになるように，’'''五|の二[業化産は今年に入って
さらに低落の(qiilhlをたどるようになる。こうした状DiLは，｜正|の財政収入の過
半を,liめる|玉'尚企業の利潤・税金の減少とならざるをえない。国家統計局の
発表によれば，今年の節lllLl半１０１には予算:|ﾉﾘ|玉|営企業の納税iiii利袖は277億
元で，前年|司j0I比20.6％減となった（新華社199()ｉｌﾐ４）12311竜)。
’'１|玉|の現指導部は当初，二[業LMiの下降9il象は整IWi・難頓政策の肯定的結
采であると楽観的に税1ﾘIしてきたが，1989ｲＩｉの１０月前後からは一転してその
否定的影粋に'二|をlfilけざるをえなくなったのである。
以｣ｭのように，］:業生産の急速な低落が起こった原lk1は多様であり，一般
的にみれば固定資産投資のり|き締め，流1lij1ifli金のｲ〈足など投入ｍの'１'1題が指
１６
１１１iされるであろうが，ここではｌｌ１ｌＥｌの】'11｢'iの総済状勢のなかで，需要､iから
くるきわめて特異なIlil象として，i1Tjiﾙの冷えこみ（１%〔又では「ilj場彼軟」とい
われる)，Ｉ１ＵＩＩ賃の111＃人という'Ⅱ||i('iについてもっとlllill)下げてlﾘｲIﾘＩしておく必
要があるように`U､われる。この特異なり[l象については，’'１|玉|の諸文献はこれ
までのところすでに多くの論文を発表してさまざまに論じてはいるが，リil4j〔
の'''１池はなお未解決のまま続いている。介般｢ｌ９状》,Lをみるために岐近の「経
済'１報」（199011え5111511）に発表されたiiliiiIii員論文をリｌ１ｌｌしておこう。
「1989ｲ'１６）|にはじまＭ､|｜に及ぶ|]1|ﾉ､lil1lY1i11M､i/6i１１場のｲ《景肯(状況はす
でに１０力)]以｣1持続している｡」「この10力)]のj0lllll，1989年８)lから１１)］ま
での述統４力)~ＩＩｌＩｌは社会''１,'１，１，小売総額はマイナス成｣之とな')，そのために|]il
lﾉﾘ経済界の切実なllAl心をリ|き起した。士ｲ'２の12月から今ｲ|主の２}ｌ－ＭＴｊまでは，
たまたま元ｊ１とｲ伽（注：|Ⅱ''１)|のこと）の二人節'１とぶつかり，ＴＩＴ場の売
行きはいくらか|J1復し，一W'１の|司志はilj場の趨勢について楽帆ｉＩりな見かたを
した。しかし２)]の''１ｲijにはいってからは，｜]〈|内ilj場の状態は11i度1<降し，
売れ残りiWi111i1lの範lHlはひじように広まっている。３）l木の統計によれば，灸
|正'29の行，１１１，区のうち19｣山|スのﾈ|:会lWi,1,,1,小売ﾙ鮒〔iはすべて士ｲｌｉより下降し
た。Ｔｌi｣坊変化の速さ，起伏の大きさは人びとをしてとらえどころがないとい
う感じを深めさせるとlTiil時に，わが'王|のilIi11iI1ii',Tlj場はそもそMIIiIij(に冷えこ
むようになったのか，という'''１)ulを考えさせるようになっているのである｡」
滞貨の哨人はil1iYli物資（1989ｲlilOllの'1,Ｍでカラーテレビの#＃fifは200万台を
_上まわった，「Il1lnil維済新|Ｈ１」ｌ()89IlilOI13()||）だけにとどまらない。1989ｲ１１の
10月iiii後からＬＭｉｌＩｲとくにJ|(鉄金ＩＪＩ，鉄fl1il，イililll化学]二乗などにもＩｉｌｌＩｌ;貨の1Ｍ
大現象が広まり，さらにエネルギー部'１１１にも及びはじめたと指l1Xiされるよう
になった（｢経済||報」l989Ilill)12311)。これはiM1i1Iｲ産業の生)賎低下による
('三塵11ｲWif要の減少，資金ﾉＭＬなどによるものとされている。９０年ｌＩｌのllil家
統計ｈ)の発表によれば，８９ｲli今ｲﾄﾞのＬＭｉｌｌｲの企|玉lIlII(光額は23421意うじで，iiiiｲｌｉ
比0.8％減であったという（｢人lLl1報」１１ﾘﾀﾄ版]()90年ｌ）1251])。
全睡|の:Hlliliで人びとが争ってi剛Ｉｉ物盗とくに家fu製,'ii11を買い漁|)，預金の
り|きおろしに走ったのはついﾉﾉＷハ1988ｲ'１の又のことであった。それから約
ｌｆｌｉののちになぜ状況が逆j胸<してこうしたWif要激減，Tli場冷えこみという奇．
節１章ll1llilの経済改ｊＩＩＩｉ－そのl2jlillllの!'りし跡１７
ﾘlLなりil象が起こることになったのか。’'''五|の文献はつぎのような諸要|人|をあ
げている。鋪ｌには，iiijのｲ'二の住１Ｍ)術!】i)ｌｌｌ<｣なIIい漁')により家地などiiljY1i
Ilｲ，しかもあま')質のよくない製,1,,1,までiiilIillしで大斌に買い込んでしまった
こと，第２には，政府が政策(|<jに)Ｉｉｌｌ率の商いスライドIlill貯蓄を設けたために
ijiⅨの手もとにある査金が貯蓄に|('|かつたこと，節３に，賃金，奨励金，集
ｌＪＩｉＭｌなどがIWjllllllillされ住LLの収入が減ったことなどで､ある。
たしかに，これらの諸典lklは一定の根拠をもっているといえよう。しかし
先にiⅢ|lした『経済||報ｊ評論貝論文は'''１１也をさらに一歩Ⅲlll)１丁げて，つぎ
のように総ll1iしているのである。「われわれは今||のilj場冷え込みを，その
本質からいえば一種のＷｉ造｢l<｣冷え込み”ということができるであろう。そ
の１%(lklはつぎの点にある。わが'玉|のljaUlにわたって形成されたI111i格のゆがみ，
Y1j形(|<｣に発股した製,'Ⅱ１，柵iliは裾要の榊造に)iml応していないのである。した
がって1Mi貝ﾉﾉが一歩i｢ｉまり，１１j場がかな'))鮒iiにな')，il1jl1i我がよ')多くの
１１１場選択権をもつようになってから，わが|正|の製,ｌｉｉ１１榊迭はついに社会(I<｣需要
の｛Ⅱ'１からの１Ｍ九を受けたのである。ilj場は，いまだかってなかったような
"冷え込み”という形式をもってわれわれに|川造調整の=典求を提起したので
ある」（｢経済'1報」1990ｲli5)11511)。
ｕ｣1，評論員論文のl旨I11iはやや1111象的であるが，その慾lIltするところは，
''''五|の製,'h1,の,ＩｉＴ１,質が劣恕であるｌに，産業榊造，製,lii1lli造がil1jW行の需要の
変化によって適切にiillil節されることのない，伝統(I<ﾉな非Tlj場原１１１１によって文
ll1iuされたものであることを指摘したものにほかならない。1988ｲﾄﾞのインフレ
予期,Mllのi<ｌｉまI)のなかで，il1iW行はｌ１Ｗ１１ｉｉ１１ならなんでＭ１うという災↑１ｹを行
ｌｌｉ１ｌを兄せたが，その波がjlXまるとlIliiYI欲を一挙に失ったのである（李鵬はこ
のﾘJ象を「川iiZな住ＬＷ)あいだに，（l/〔｣:が')するものは)1Jうが，｜i/１１〈が})するも
のは買わないというii仙心1111がある」ためと解W<している。「北〕j(週報」1990年４
)ll71j，文献ＩｌＭｌ９〕!；〔)。しかし，企業のIl1l1は需要の減少にjilil応して,ｌｉｉ１,質を改稗
しあるいは樅)韮を減らすという11j場Ｉ)側1にもとづくｊｌ州な反応とiillil盤機能を
欠落してお')，依然として|可じ製,ｌ１ｉ１１を大』ｉｔにつくりつづけ，莫大な滞貨をつ
くりだし，化厳と資金のiMi環のｲ亭'１１１１;DII象をｌｌｉみ''１,したということである。
したがってTl７場の冷え込みという｣Uil象は，’'11巡|経済におけるTI醐原1111の機
１８
能不今にあること，Ｔｌ丁場１%〔１１１１による訳l盤を媒介すべき杣i格体系のゆがみ（社
会主義ｌＥｌのIlIli格体系は“ゆがんだ鏡の]ilnil”になっている)，一言にしていえば
経済改l1I1iとくに市場ＩＤ剛1によるマクロコントロールのメカニズムがI[常な機
能を喪失していることの結采として起きている現象だということである。
ｌｌＩｌ題の解決はり|き締めを続けるか，それとも緩和するかではなく，改j1IIiを
深めるのかどうかという'''１題なのである。
リ|き締め政策強行のもう一つの否定｢l<」結采は，失業の1W人である。
失業１W大の原|人|はすでにのべたような建設プロジェクトをはじめとする|in
定ifiS産投資の大''１mを圧縮，銀行剛I資のり|き締めによる弱小企業とくに農村の
多数の郷鎮企業のliill産にある（1989ｲﾄﾞ''１に約300ﾉﾉのHlll鋲企業がWlfl1iされた。
｢日本絲済新'111」1990ｲ|ﾐ３)］９「Ｉ)。なかでも都Tl1の雄設プロジェクトでIlillいて
いた多数の農村｛'1,身労伽打や，郷鎮企業に'ﾘU(｣|Xされていた農村の余剰労１１１Ⅱ1ノノ
が，職を失って農村にﾘiiIらざるをえなくなっている。
資料によれば，l989fI主に郷鋲企業が||)U(収した農村余剰労IliI力は1988ｲ|きよ}）
50％減少した。ここ数年のあいだに農業から２次，３次産業に転移した人品
の労働ﾉﾉはIljぴ農業にもどり，その数は処築部|Ⅱ]からのりi,}農打だけでも500
刀人に_上っている。その絲采，MIEil1l玉|の農村ではおよそ8000万人の剰余労
働力が「IIJ,路を待っている」といわれる（｢ｌＩ１ｌＪ《|経済新|Ｈ１」l989fl皇１１)]2011)。
これら失lMi農LLは，1989年のはじめ頃からlIMiを求めて各地を流れ歩く，い
わゆる「盲流」という異常な流山kliIjil象を41ﾐみ}')しておl)，これは1990ｲ|ﾐに
なってもなおⅡＭﾐをⅡⅡ|るBL模で続いてお')，広ﾘﾄ|，」二１１J，北京などの駅前
広場はＩ!『宿してllMiを求める多数の失業農libで』''1まっている。その数は数iT〃
に」さ')，もっとも多い広〕l〔省だけで､も５０ﾉﾉと610()刀ともいわれている。こ
うした異常な現象は部TlTの交皿，飲食，衛生社会WL1安などのI1で砿大なlIIl
l辺となっている。
以｣この農村出身労Iilill者の失業にllllえて，fillilil]体の失業状況Ｍｉ大化して
いる。国家統計局の公表によれば，1989年末における都TIT失業者の数は378
ﾉJ人で，失業率は2.6％，８８ｲﾄﾞに比べて０．６ポイントけＩした（香港「文lilli報」
1990年４)12511)。玩崇武労IliI1;11は最近「このままでいけば失業率は４％を超
えることになろう」と言lﾘＩしたという（｢Ⅱ本経済新'111」199()年６)１２Ｈ)。も
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ともと都市の企業はいわゆる「在llMi失業者」を多数かかえてお')，その数は
2000万にも及ぶとされている（''１|玉|の品近の「社会失業率」は約２％なのに全
人氏所有Ilill企業の「ｉｉｉ職失業率」は15～20％にもなっている。「ll1IEl総済新'''１」
1989年11)]20[1)。－なおBllの資料によれば，全|副8000万の企業職員・労働
者のうち冗員は約30007Jつま')37.5％という（｢経済｢l報」1988年８)]171-1)。
今年の２月の調査によれば，岐近のり|き締めと企業体IIill合理化の要請のなか
で，全'二E|全人氏所有，集lT1jiliｲ丁企業で4.3％のレイオフが実施されていると
いう（香港「又ｌＭＩｉ報」1990年４｣］５１１)。こうした状況からみて，都TIiの失業
ｌＩＩｌ題も今後大きな'''１題となることが予想される。
３引き締め政策の破綻
前J1(でのべたように，1988イド９月にはじまった保守派指導のり|き締め政策
は，インフレをlJl111illするという人義名分はあったにせよ，経済成長の低落，
市場の冷えこみ，失業の哨大などのTIib定(I<｣な諸結果を生み出してきた。後に
のべるように，インフレそのものに対してもそれを完全に柳Ilillしえたわけで
はない。
こうした状況に対し，保守派指導部もこれまでのようなり|き締め一本槍の
政策ではやってゆけなくなり，その政策は破綻せざるをえなくなったのであ
る。
この新しい変化は，’１１三年つまり'989ｲli第４l1Ll半期ごろからはじまり，今年
に入ってからかな')|ﾘ1碓な現実のｌｉｊ１きにな')つつある。その動lfT1については，
まずつぎの三つの状況を指摘しておく必要がある。
節ｌは，当ｍ経済の活性化をはかるためには11ｲ政・金融のり|き締めを緩和
せざるをえなくなっていることであり，第２には，これまで抑制してきた経
済改革と開放のさまざまな措置を復活させ，Ｔりぴ菰祝せざるをえないという
動きがｌｌｌｌてきたことである。第３には，しかしながらイデオロギー面で､のり｜
き締めは依然として強化され，また|司時に経済政策のir1iでの転換もなお限定
的で，また整合性にも欠けており，政策余体が矛１面ととまどいにiihiちたもの
となっていることで､ある。
まず第１のり|き締め緩和のnllきからみていくことにしよう。去る３月の全
２０
国人lXj代表大会における報iIiのなかで，季'119総｣111はつぎのようにのべた。
｢'五|務院は〔'''''１ｈ〕つぎのようなｌＩｆ趣をとることを決定した－金融を適度
にゆるめ，一%'１の融盗をふやし，三iﾐとして企業の流勅資金のji杣'1と商業・物
資・貿易の【I付資金のＷⅡ1にふ')むけること，lIi金利率とliill1,金利を１，１:訳｜
雛し，〔'''''１ｈ〕一部iWi,'h１，については値Iきげもすれば他~｢げもするというI1Ili格
調整をililll41:iTなうこと，などがそれである｡」
実際には，役・融安緩）lillの1冊上は，李'119発言に先立ち1989ｲ|え11)]ごろから
実施されてきている。これまでの緩和ﾘﾐ紙をみると，８９ｲIilUlには人氏fl(行
が秋作食)H,{のf(い付けのため2001意元を文}'１,した（秀港「又lilIi報」1989ｲ|ﾐ11)’
８「|）ほか，企業へのl()()0億〕Lにのぼる迫力|IMIlifIi，今`|i，９０ｲ|:Lの３）|には
246憶兀のlmilじく辺jll1ll剛l資，５１１にはｲii1jlijWにI1fしむ家flij，朧業機械などの
企業lhlけに500偲兀のiW1I1盃を決めた。｜両111<ｻﾞに企業へのlYYll,金利を126ポイン
トリ|き]､､げた（『１１本統済－１Willll」1990年５川８１１，および５）１２()１１)。にもかか
わらず，今ｲliに入ってからの]:業/|：産の↑''１ぴが依然として`1Aわしくないこと
から，ｌＩ１ｌＫｌの経済UL1係紙はさらにいっそうのＭＩＩ盗と金利リ「|くげを要求する論
調を強めている，といわれる（｢１１本絲済新llll」l990fli5I]１８１１)。
さらにきわだった転換は，これまでＩＷｊｌＩｌ１えこんでいた１１'ｊＹｌｌを，まるで手
のひらをかえしたように，逆に奨励するような１冊i(iがとられるようになった
ことである。」くる３｝'’１'i1l工Ｍｉ業ｲ11は「これまでのiI1jY1illllllill政策は４'三活水準
の低迷をＷ(いた」とまで公言し，それまでljllllillしてきた家fli製ｉｌｉｉ１１のil11費拡大
を|正llXiに呼びかけた，という（｢'１本絲済新lllljl9()0ｲl:３)lllll)。『人氏'１報」
(l990fli5）12711）は評論ii論文を発表して「iMiは経済発展のｉＭ渦剤であ
る」とi論じ，Illil人WlliのＷ２ｌＷＩｉを強調した。またつぎのような新蕪社jIil他
(199()年４）１３１１）もみられる(，それによれば，今fliの３)]，ｌＢ(１１１:は３億8000
万元を文川して'２|動11〔製造企業の滞貨となっている製,Iii11を企業から買い上げ，
lL1勅lIiTl雌にテコ入れした。’'１|ﾐIlil汽I|〔貿易公iTlの当事渦によれば，｜両|公司は
今年の｣1)|ﾘﾘlに6000台のｲli1j1iiMiﾉﾉ''1をＨ１い上げる計凹という。
香港「又ｌＭｌｉ報』（ｌ９９Ｍｉ３Ⅱ19｢I）の報j辻はこの新しい政莱11i)jlfilについてつ
ぎのようなｶｷﾞ説をのせている。「''''1;|はこれまで数年'''１にわたる篇jilLi費を批
判し，今ｲＩｉはTりぴ適度な111川を|是起し，また柴lJllWiXWjを適当に緩和し，粉
節ｌ素Il1llilの総済改1'１'i－そのl211illIlの!'りし跡２１
二ｌｘの不什I1l1なIilli格を洲雛することになったが，その11(I<jは冷えこんだiIj場を
iiIi｢性化させ，それによって'己Iilhk1j継済を｣'２朧，交換，分Illu，ｉｌｌｊ費の｣iと性11H環の
!|ﾘLjiiにのせるためである」と。
しかしこのような急激なjliZ<換が，来たして-|･分なマクロ｢|<｣分析と兄透しを
もってなされたかどうか，大きな疑'''1を感じざるをえないところである。
つぎにﾘillI諦点における経済改jlII1:１A:ii(f復iiliの1lU11f1Iについてみよう。
先にリ|)Ⅱした去る３）lの全|正|人LL代表大会における季'１１%ilili告は，改ｉ１ＩＩｉに関
する|l《')なお限定｢I<)，ｉＩＩｊ柵I<ﾉなﾉﾉ針に１１２まっている。報flTは当i｢'iの政策の鋪
６項|=|として「経済体Ili'1改Ｉｌ１ｊ:の深化と完成は，企業改iII1I:の深化とマクロXMIIi'｜
システムの雌分化にIiＩ点を世くこと」とのべており，そこでは「lmiiの改ｌ１Ｉ：
は盤Iilli・盤I11Iiに本(|:すべきもの」であることがﾘiiiﾘﾙ'され，また計11H1経済とTlJ
場訓|節に|判する}111象｢I<ﾉな議論がながながとつづいている。また企業の経営論
I111illの「整liMiと発展｣，」:場焚責mlillの「略持と改稗」について触れてはい
るが，｜両1時に「企業の党組織に｣Ij(if１．，ＭJ(i｢'iの脂導を-|-分に発揮させ」るこ
とをあわせてり鮒｜ilしているので､ある。
しかし'2述のようにリ|き締め政莱が行きiiiIiまり，絲済の低落が深刻化する
とともに，地ノルベル，企業轡1ＷⅢベル，さらにはエコノミストのなかか
らかつての趙紫ljjli子iﾐ弊'１棚lの改Ｊ１Ｉ１ｌ:１１):iIfを''１胱起するlli))きが｜11,はじめており，
|ﾉＷﾄの注|］をひいている。そうしたなかで二[｣;勘災支任IlilIの強化，郷鋲企業の
役;!;||の兄lj:し，浴il川域発展戦''１ifの1'１爪視などが衣mliに１１１，てきており，また
７｢MI111i格のり|上げなど，部分｢I<ｊではあるがI111i格改]'''1:の||職もと')あげざるを
えなくなっている。I1Ii(l1llではこうした何１１(ilをみて，改jIl1i派の主導椎がiljぴ強
まる可能性もあるとiiMill'|している。
郷鎮企業についてみると，とくに政府がいまljnを悩ましている人ｈ(:の失業
粉を'ﾘﾄﾋ収する役;I;'１が大きいことにMfiP禅lIfllもﾈｷﾞ|]せざるをえなくなったもの
であ')，政府は今年に入ってから，これまで非効率として淘汰するﾉﾉ針を
とってきた郷鋲企業の保謹育成にのりだし，いわゆる「人進入'11,」（大いに
輸入し，大いに柿''１Iする）を奨|肋し，さらには必要な資金を横lW1<｣にIHi1I1資す
るまでにlli云換したのである。ちなみにﾍｲﾄﾞ５)1の|]il憐企業の工業化雁叡iはiiii
IliliiUU1比２％噸にすぎなかったのに対し，郷鈍企業は7.9％ｲ１１１ぴているので
2２
ある（｢'1本経済新'111」ｌ()90年６）12011)。
しかしこうした経済改jII1iへのTlilqii斜は，光にものべたように，現ｲ１２までの
ところIﾘⅡill;をヴィジョンをもち，轤谷１１<ﾉな政策体系をもってうち１１１，されたも
のとはいいがたく，維済の低落伽|(ilに対する応急(l<ﾉ対策としてとられている
こと，さらにもう一つは，他力におけるイデオロギー(Ｉ<ﾉ，政治的しめつけは
依然強化されたままであるということについてもう一度指摘しておく必要が
あろう。またIIilln)i(liの特徴としては，総済政策における''１央政府の指弊性が
衰え，」莵海，広来などのii)llhlにみられるように，」山ﾉﾉ｣B(府が積極ｉＩりにイニシ
アティヴをとっているのに対し，’'１Jしは状》ilにIlllされて迫|随するという状況
がみられることをつけ力Ⅱえておこう。
４スタグフレーションの諸局面
現指導部のijlき締め政策は，急｣２ｹ'しはじめたインフレをlIlIIli'|して，大衆
｢l<ノパニックと社会ｲ《安を鋲iiili化させることを大義f'１分としたものであった。
その後の事態をlﾘ|らかにするために，1988年以後のインフレーションの)１％１１
推移を見ておくことにしよう（衣４参!|(1)。
表の数字は，ここでもiiiiｲlえ|前ｌｊ９ｌ比の指数がとられており，現実のインフレ
率-Ｍ・の1Iij11filをＪＩｉＩｉｌｉに反'1火していない。具体｢l<」にいえば，この指数によれば
1989ｲ'三の下半期からけIlWiiが縮'1､ＩＷｉｌ('1をたどることになっているが，それが
やや過大に反１１火されているのである。というのは，そのiiii年つまり８８年の下
表４小売物Illli総lH数1:ｹﾞﾄ率（|iiiｲliliillUllt）
(1Ｍ位：％）
l988fli
1iiiｲIzliil月lﾋｰﾋｹ|率
７１１
１９．３
１２月
2６．７
F可
L｣
l990fli
1iiiｲliliil111bM.*
４１１
３．１
111,所）「''１[El統iil1liillI各}>・断１１:社1Eその他(1()9()ｲ'１１～`!）1のｲ什放は|ﾘrll1j社1990ｲ１１６）小１１１屯)．
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Ｗ０１から89ｲｌＺ初めにかけての'1柳lの'二ｹ|率が高かったという現実１１<｣要因があ
るからである（しかし毎)|のiiii)二l比に|）Mする指数についての系統(1<｣公表がな
いので，岐近のインフレ率の継続(l<｣Ｌ鼎'1Mを数字(l<｣に雌かめることはいまの
ところ不可能である)。なお全年平ｌＬ｣のインフレ率についていえば，８８年は
18.5％，８９ｲ'三は17.8％で，ほぼlTilじﾉＭ(iに｣|:まったことを付記しておこう。
こうした状況を背景として，’''''１の諸文献では1989年ｌ）]頃からこれをス
タグフレーションと規定するかどうか，についてさまざまな討論が行われる
ようになった。もちろん>'mll1Iはこれを否定する)ILlWi(をとり，李Ⅱ川89年５
)］「妥当な梢琶をとればスタグフレーションは避けることができる」と発言
している（｢経済１１級」198()ｲli5lll()１１)。しかしエコノミストのあいだからは，
スタグフレーションの可化性を州１１iする|ｲﾘきが少なくなかった。たとえば北
)i(大学のⅢ!;以寧教授は「もしもインフレがさらに悪化し，金触り|き締めがiＴ
きすぎれば，スタグフレーションは起こりうる」と折摘している（｢経済ll
1Iill」1989ｲｌｉｌ)］４１１)。
たしかに1989ｲｌｉ''１項まで，２０％を超えるインフレ率が継続し，他力すでに
みてきたようにく'ｉ産が低落I{lmlfT1にlWil)，失業が増大するという局Tliが出現し
ていた限り，事態はすでにスタグフレーションのIimliに入っていたとみなす
十分な根拠があると思われる。しかしながら当局Ｉｌｌｌｌは，その後インフレの－Ｌ
外''１冊が「)１を迫って縮小し｣，とくに90年に入ってからその傾向がlllilまって
来たことを強調している。たとえば般近の新莱社報j]h［（1990年５１１３１]）は
｢政府が実施しているインフレlIl111illllj(策がluMi粋なDMLをあげている」とし，
さらに脹盤|正|務院発展研究センターＭ１|ﾈｲﾓの「'１１１'ilのインフレ性の物Illli-Hト
はすでにIIl111illされた」とする発言を細介している。｜両|報iiiによれば，その根
拠は「jm1f発行h(:が1988年の700{意〕亡近くから198()ｲ'１の21()偲兀ヘと人llWiに１１，iIi
少したためである」とされている。
この新Jlli社報j､[はさらに，ｊＷｉｌ''１家の兄皿しとして「今ｲ'１Ｍ判]の今|玉1小売
物I111i総水準の上ﾅllWiiを１０％以下にlIllえることは充介に可能であ')，うまくい
けば５％iii後に'''1えこむこといI能である」とＭＨ燗しているのである。
しかし''１|正|経済の現状を客観(I<｣に分析するならば，このような楽観説に十
分な根拠がないことは1ﾘlらかである。筆打としては，ＩＩｉＭをいわば「i替在ｉ１り
２４
スタグフレーション」と脱走することがjlil切ではないか，と考えている。こ
（l（１）
のｌＩＩｌ題については，’'''２';|のエコノミストの１人，魏傑も|両|じDl定を提起し，
｢スタグフレーション)|夛成の体Ili'lll<｣要lKlがとりのぞかれない|]ilにおいては
〔''１略〕せいぜい物I111ii〕|(紬などﾘjlIlilli1<｣，行｣B(｢l<ノカ式に依拠してhlliiｲlillりスタグ
フレーションを瀞ｲｌｉｉｌ<ﾉスタグフレーション（１%〔又はＭｌ！Ｍ冊脹）にｉｂ<化させる
だけで､，その結采はさらに悪化したスタグフレーションを淋在させることに
なる」とのべていることを紹介しておこう。
兼者が「ＷＩｉｉ１<」スタグフレーション」とりA左する根拠は，nilｲ１２のところ，
衣i（ii的にはインフレ巡行のllliiの縮'Ｍ(!'(ilがみられるけれども，｜ﾉ､lｲＩｉＩｌ<」には1り
ぴインフレのfi1,進につながる多様な洲ｲ１１１１<」要|火|が依然としてﾘjiく残ｲrしてい
るからである。
その節ｌは，リTlｲ|ﾐｰﾊﾞ'１物資の１１/〔｣2が')lIllIlillは主として行政１１<ﾉｲﾊ:ＩＩＴとくに多
微の補給金の文Ⅱ｣,によるものだということである。里'１１｢i)力Ｍｉ著な成采とする
M||食Ｉ１Ｍｌｌｉ格の「安定」の状i兄がその例である。Ｃ/Ｚｉ"ａＤａ/6１（0ct」3,1989）
の紀要1「は，］989年1())|の時点で|;'1家統計１両)のiillililr結果をリｌ１ｌｌしながらつぎの
ようにlffliliiしている。それによれば，８９ｲliに入ってからの刑食,１１１１，の小売I111i格
はたしかにiiiiｲ'三12)１とliilじﾉＭｌｉに||:まった（岐近数年'''１の突状は，ＭＩＩ食品のＩｌｒ［
|:がりが灸般(|<｣小売Illli格Iｽｹﾄのiii婆なlll1lKlであった)。それは各主要Ⅲ｢'1で“fl（
いものiiuプロジェクト”（注：iii'|食,'Ⅱｌ１Ｉｉｌ１１､､げのためのﾘｉｉﾉ｣な行政ｉＩ９ｌ州）を進め
た成果である。しかし|而川ＩＦに｢l:|家統計局のillil森は「このようにI111i格を低くｌＩｌ１
えるために'１額の政)'１:補給金」が必要とされたことを示唆している－と」ｉ
禍ｃﾊﾉﾉ'αＤＩＷ【yの記１１はのべている。それによれば，北京，－Ｍ｝，天津を
含む28のｉｉ要郁ＴＩＴにおいては，８９ｲ|【の-ｔ)|川に，豚肉供給のために１０億元以
１．，野菜の供給のために２億兀以Ｉの補給金が文}]｣,された。若二|・壜の]<'/'１｢|家た
ちは「､11食,'Ⅱ１，への[〔#Iiの|(||i給金が地力政１１１:のｲ;Ⅱ当なｊＭｊになっておI)，また
''１|正|のIllli格システムのllIl題点をMH化させている」とlff11iiし，さらにIWIi給金と
しての文,I|',が多いために他の雌業への必要な投査を|水ⅡMliにしているとつけ力|｜
えている，という。
今年の３)]の時点で「金融'1緋ｌＡｊにのった,l1i1徳倫の論文もほぼ|而lじｌＩＩｌ題点
を指摘し，つぎのように書いている。「1989ｲliの物I1lli」tｹﾄの勢いが弱まった
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のは行政('り統ＩＩｉ'１と11ｲID(Ｉ(11i給金jiljllによるものである。統iilによれば，若二｢の
人fillTlTの小売物I1lli指数が１ポイント|､・がるのにはﾄﾞ''１給金をｌ～２｛意元墹加す
（１１）
る必要があり，地ﾉﾉ11ｲllij(への１Jﾐﾉﾉはひじょうに入きい｡」
こうした財政iuillの｣'１り人は，いうまでもなく政ﾙ『の'1ｲｕＭ;字をふやし，皿
貨１Ｍ発の1N因ともな')，インフレTﾘ充のi替在要|火|となっているのである。
(呪に，1990年８）|に入ってからの報Ⅲによれば〔新JIIjﾈ|:1990年８)二11811〕政
府は「食粗ｌＭｉを奨励し，ドili給金Iilllを'峰城するため」食)WIlIllli格ﾘ|上げの方
針を決定した，とされている)。
その節２は，nilｲlii1ihIJの千''１に膨人なＭｉｌｌ(ﾉjが帯ｲlIiされていることである。
資料によれば，ｉｉｉｌＭ)丁.もとにあるU１１余は約2000億〕c，ＩＭＴは5146｛意余兀，
あわせて約7000億余九のlWiIMﾉﾉがあることになる（谷川Ｍ文lilli報」1990ｲli3）１
２０１]，イル嬬新発言)。一'1柳l住民の丁もとにあるリi1余を'1Ｊ(収する|｣(1<｣で，定期
TMFの利率スライドIlillをとった結4,Ｍｉ金が急1幹したが，1990ｲﾄﾞに入ってから
利率を下げるなどのｲﾙii(iをとったといういきさつがあった。
いずれにしてもこの7()00Ｉ意元という淵ｲｉｉｉＭ胴Jﾉ｣の１１リノはひじょうに大き
く，『経済l]報』（199()ｲｌｉ５１］１１１）の記Ｚ１ｉは，これを“iiiM111に|】1じこめら
れた虎”にたとえ，「いつでも逃げＨ１,して11J場に衝1供をあたえる可能性があ
る」と警戒をllViぴかけている（199()ｆｌｉ５)111])。
また岐近|]本の旅仲行の観察によれば，人氏ｆＭが４）１１５１二|から金利を1く
げたのを受けて，f1il｣hljは金のIUIi入に地っておl)，人述の友訂〔i１１店の金製,W,光
場のショウウインドーの|iiiは「光を競って“,Ｉｉｉｌ,定め”をするﾘ)女の熱気でム
ンムンしていた」という（｢''水とll1lJiljl990fIi6)］５１１)。
今後の状i兄の変化によって，IjiIXjのインフレ．判りl心l1l1をさらにlill激するよ
うなことがあれば，そのﾎﾟiIi采はスタグフレーションの11)｣〕１１ということになら
（１２）
ざるをえなし､であろう。
ガリ３には，lI1llilのインフレのUIl状において，コスト・プッシュの要ｌｋｌは依
然として大きな役ｉＩｉｌｌをiii(じている，ということである。すでに指摘したよう
に，現保守派指導IIlllのインフレ対策は，投資BJ模の縮小，ＭＩＩ登の圧縮，il1i賛
仰Ilillなど総需要をijlき締めるI11l1miだけを追求し，供給のIIlllからの対策，すな
わち企業体IIill改1''１，:による２１ﾐﾙ侭効率の|「,1k，マクロコントロールの機能を１Wi立
別して，）韮業榊造，製,ｌｉｉｌ１榊造の不lﾑﾉ術とゆがみを辻jliし，型,'iii,コストをワ|き~|､、
げ，「有効供給」をふやすための努ﾉﾉは火?客していたのである。
他力，’'１|正|の諭文献では，fii金のijlき締めがゆきすぎるほどになっている
のにインフレが依然後退しないlH1lklとして，とくに1988ｲﾄﾞ，８９ｲ'１に入ってか
ら，LMiIlｲのiilIlI1が')による製,'１，１，コストⅢＩの要|火|が指摘されるようになっ
ていたのである。「''１|王'一発股と改IIIlIjに発表された論文は「榊造のゆが
みがLMi手段I111i格を｣ﾕﾅﾄさせ，1988年５)]には]ルi度しIllli格は10.4％_けlし
た」という里|ｉ災を指摘しつつ，「ＭＴ体Ilillのもとにおいてはコストの増力Ⅱも
物Iilli-I二外の一つの１１１要な1)l〔lklであり」，’''１ｌｉｌのばあい「コスト・プッシュと
デイマンド・プルの混谷性インフレの特徴がますますlﾘＩらかになっている」
（１３）
とのべているのである。Bllの査料によれば，８９ｲＭｔ初の８力川''１に~'て業製,１，i'１
生産コストは202％上ｹ'し，iiiiｲ'１１両|期に比べて８．９ポイント11ｳ大した’とい
う（香港「又'１１K報」1989ｲ'１１０Ⅱ1511,Ａl)北ﾙ(ｌＩＭｉｉＷｉの報jh)。
生産財，とくに石炭，＄llil材など」,L礎'１<｣lHi材料のI111i格が－Ｍ.すれば，現ｲI1iの
''''五|の経済体I|i'|のもとにおいては，各企業が谷I1l1化や技術I1l1’:新の導入によっ
てそれを|ﾘﾘ|(収する可能Wliはないので，これはl:業製,1M11i格今般のけＩの原lkl
となるのは必然である。「コストｌｹﾞﾄおよびその１１(||作１１１が物(llliをiifil鵬させる
のに対しては，デイマンド・プルの作１１１とlTil様に対処がｌＭ１ｌＩｉである」と別の
文献は書:いている（｢Il1l1H|経済斬|Ⅱ|」1989ｲli()Illlll)。
今後はさらに石炭Ⅲ格のり|き」2げがM11に-Ｍなど，コスト・プッシュの
要lk1はlN1入することが考えられることからすれば，たとえﾘＭ１はインフレの
進行がやや鈍化しているようにみえても，スタグフレーションのiil能性は決
してなくなっていないと)|<'１Ｗ｢せざるをえないのて､ある。
1Ｖ暫定１１<｣なまとめ－経済効率lnl｣この課題
前項において，現指導部は放近にいたってこれまでのり|き締めlB(策をかな
りの稗皮緩和せざるをえなくなっていることをＩＨｲiIIiしたが，もしもこのよう
な再転換が今後ひきつづき進1丁するとすれば，１りぴ総需要を拡大し，インフ
レのTljfil,進とならざるをえないであろう。秀港の｜｢L|・ｲli代』誌は，リ|き締
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表５］:業LMi効率にｌｌＭする杵｢の指標
工業化１１蹄〔ｉｌ７ｊ
元当たりエネル
ギーiiIiW1i(：
(標all;炭換算一ｔ）
工業今iiﾂﾅMiI
生産Wli
liiii
蝋一ｍ▲
Ｉ
本川１
１９．４１
iiii101jMii大卒
（％）
本川
(几/人） 低~ﾄｰ率
１．４３
－５．１７
1989年
1990年
鋪ｌｌｌｕ半)０１ －１５．８
注）］二業灸ji労働41：産Wliの統計範l)||は介入氏)ﾘ｢ｲillillｲ!Iい〉二採算工業企業．
工業製,'１，１１コスト低1,F率，二[業''1(光ｆ'|統率，工業資金利益率の統計範lll1は公人h切り↑ｲi↑Ｉｆｊｉ
算|ﾉ､１１:業企業.エネルギーii1i哲趾の銃iiI範lIllはIILおよび県以｣tの余人氏)ﾘ『ｲTIli'１および集
｜Tl所ｲillill1I業企業．
兀業製,'１，１，コスト低1,＊IlMlのマイナスはコストj村人を示す．エネルギーilIiillilK1､.＊も同
じ．
ｌｌｌ所）「緑済'1報」1990ｲｌｉ２１１７１１およびI()90ｲIﾐ５）Ｍｌｌ．
めが緩和されればTlj場の冷えこみ状況はある程度改蒋されるだろうが「薬
〔注：テコ入れのための交金を意味する〕が足りなければllllmE杵な改善はあ')え
ないし，逆に薬が多すぎればインフレのTﾘ燃ということになるだろう」と指
（Ｍ）
１１iしている。
そうだとすれば，ＩＩ１ｌＥｌ経済にとってｌ１ｌＩｉ－のⅡ１，路は改革を深化させて経済効
率を高める以外にはないことになる。しかもその前提条件として｛llli格管理体
I|i'|の改善とI111i格体系の迷jlﾐを進めることが当iiliもっともjE要な課題となるで
あろうことは疑いない。
’'１国の経済体制にとっての亜大な火lWiの一つは，これまで一貫して経済効
率の低さということにあった。これに関連してlI1llilのエコノミストは，これ
まで経済改Ilrが一定の進股をみせたにもかかわらず，経済成長の型は「効祐
型」成長ではなく，依然として「迎度型」あるいは「投盗墹大による外延的
（１５）
1戊長」型で､あることを指摘している。
｜正|家統計局その他の機関のまとめによれば，品近における経済効率に関連
した指標は衣５のごとくである。
表５に兄られるような経済効率の継続(1<]低~「がどのような妾は|によっても
たらされたか。この''''１１１１については，ひきつづき立ち入った研究がi了われな
くてはならないであろう（これは今後の研究洲迦として残すことにしたい)。い
2８
ずれにしても，Il1lEl経済のりJｲiﾐの行き詰りを打１１Ⅱするためには，あくまで経
済改革を深めて経済効率を高め，経済成長のUlUを「外延(19成災型」から「効
祐型」に切りかえていくほかはない，ということになる。これが本章の暫定
的結論である。
[補論］
以上，本論はその執2iYl1棚1のIIill約から，1990ｲli5)liiii後までの維済実績に
もとづいて，’'''11経済の11iﾉﾉlfilを分析したものである。ここでさらに，それ以
後の公表データにもとづいて，特fliili足をしておきたい。
まずその後に発表された1990ｲ|ﾐｰﾋ半期（１～６)]）の二[:業実績について。
ｌ正|家統計局の公表によれば，６月の兀業LMiは，それまでの不振をややｌ１Ｘ
ｌ)戻して，二Iﾕ業生)韮総微l752I意元，「iii年|司期比5.9％噸となった（｢これは今
年になってからのI:業ﾉ|三雄j杓大ll11iiの最高である」－新寸IF社1990ｲl主７)]11日)。
そこで１～６)１，つまり-k半j0l今体では，Ⅲ業化)肢MMiは9254億元に達し，
前年同)0]比2.2％hl4となったのである。
こうした若干の変化をふまえ，保守派指導部はこれを]三楽生産が|Ⅱ|復しは
じめたlﾘ]らかな兆候とiﾐ張し，そのスポークスマンである哀木は７月291]の
談話のなかで，これを「軽lWiWf11Ijが相当大きな成采をあげた」ことの証1ﾘ］
として強調している（｢維済Ⅱ報」1990年711291])。衷水はさらに「このよう
な勢いをつづけていけば，とＷの工業と|ﾐ産の計画|=|標である６％jWの達成は
実現できる」と|折言しているのである。また｣二判０１のインフレの進行につい
ては，’11頁ｲ|ﾐ|司り０１比3.2％_けＩに｣Ｌまったことを指liliし，1990年全体では７
～８％以|ﾉﾘにlIl1えることが可能であるとして「物Illliの継続｢I〈ｊ下落」をも指摘
したので､ある。
それでは，それに続く６)]以後の工業４Ｍｉはどのようにｌ１Ｉｉ移したであろう
か。
公表によれば，７）]の二[業生産総額は1542億元，iiiiｲﾄﾞ|両Ｉｊ０ｌ比2.9％増（新
華社1990年８)二１８１１）とな')，６)１に比べてまずその↑''1びlI11Viが低下した。そ
の月'''1総生産額は６)1のそれに比べて2091意尤減少し，平均[I産額をとって
比較すると15.8％低~|化たとされている（'而''２)。
第１章１１１１玉|の経済改:iII1D:－その12年|Ｍ１の１１りし跡２９
つづいて８)]の実績は総額1562億元で，前11三|両IlU1比4.6％増と報道されて
いる（新華社1990年９)］８「1)。しかしこの絶対額を不振であった前月つまl）
７月のそれと比べてみるとわずか20億元hM1,1.3％哨にしか達していない。
ピークであった６月の総上上産額に比べると約189億元の減少となる。
こうした岐近の状況からみて，１）iL守派指導部が５，６月の一時的|ｎ１復だけ
を根拠に楽観的見解を〈')かえしているにもかかわらず，紙済の行き詰ま'）
は決して打開されていないことがlill:認されるのである。
なお新燕社電（1990年７月ｌ１Ｉ１）によれば，｜工|家統計局の「官員」が，今
年の工業生産増大の計画Ⅱ標である６％を達成するには，下半期において毎
月８％増を継続実現しなければならない，と指摘していることもつけ加えて
おくことにしよう。
７月，８月の工業生産の動向については，なお次の３点を指摘しておく必
要がある。
第１点についていえば，全人氏所有IIiIl（'玉|肯）企業のｉｌｌ１ぴは前年同期比７
月0.7％，８月1.2％と低位にあＩ)，集lI1Ilill企業はそれぞれ１％，4.8％のiill
ぴ，集団iIill企業のうち郷営企業は5.7％，9.3％の111ぴとなってお})，指導部
がもっとも重点をおくべきだとﾘ血調している唾|営大・I|刀型企業の発展が依然
として極度に不振となっていることである。
第２点として指摘されることは，本章のなかでもすでに指摘した経済効率
の低下傾向が依然として改まっていないことであり，ｌ～７月の予算内工業
企業の納税前利益は，前１F|荷ｌｊ０１よ')２０２％iliji少している（新華社1990年８月
８Ｕ）。
第３点は，８月になってからの「新しい動き」として，これも現指導部が
もっとも重点を置くエネルギー，素材曇産業の「ｲ''１ぴ率が落ち，マイナス成長
にさえなった」とされていることである（以１２は新華社1990年９)１８ｐ)。報
道によれば，８月の原炭の生産は前月よ')2.8％減少し，発電量の伸び率は
１７ポイント卜．然し，エネルギー生産総趾はl1i三年同期比で1.9％減少し，籾鋼
の伸び率は前月比で４ポイント下がっている。
新華社通信はその原因として「|玉|内の総需要の不足と，工業榊造調整の遅
れの影響」と指摘している（新華社1990ｲＩｉ９)１８１]）が，それについての具
３０
体的分析はなされていない。
以上は二l:業しＭ２を'''心とした考察であるが，他力今年の農業生産は比較的
好調と伝えられ，夏作食粗の収穫fIkは9935ノノトンとな')，史ｌ岐高であった
１１１貢年（1989年）の夏作穀物をさらに６％1ｔまわったと報道されている（新Ｊｌｌｉ
社1990年８）１１１１）。（しかし人'二|のji杣'１とのUAI述でいえば，1989年の時点で食枇
の総Lli雌額は史｣1f耐jとなったが，1人き'ｉたりの食)M,t1liイ｢鑓からみれば，８４ｲ'2に
は395.5キロであったのに89年のそれは369キロとなり6.6％の減少となっている
－秀港「又'１僻&」1990年９)１６１])。また農村における流迦機榊の火lWiから，
数年前の):}作のときと|両１じょうに，農hLの｣|X極物販売の'11靴（いわゆる“売
繊Ｉｉｉ"）というリil象が呪われていることが|旨摘されている（同上)。
いずれにしても，経済状i兄のこうした１J;Iii'１１１<ﾉｲ《1辰によって，保守派指導('１
は大きなlMlliにilli｢'iしてお')，極度の|ｲ〈|窓から一つには趙紫|場時期の改革１８：
iZiを|祈り｢｢1りに，体系を無視して復iiUiさせるというii1)きをとり，また他力では
指導部内の対立を激化させる要因となっている状況にある。これからの下半
期の政治｢l<｣，経済(|<jli)jlfTIがさらにいっそう注'二|されるところである。
[注］
(1)本節の叙述に含まれた資料は，傾雑を避けるために，一部を除いてijl川
文献を挙げることを省略した。詳細な典拠については1111箸「ﾘ,1代'１１国の総
済改jIIIij学Ｉ腺「房f１１，１９８８ｲ|iを参11((されたい。
(2)絲済体Ilillli1i究所綜合調査組［1985］３頁。
(3)国務院の「i117行Bi定」とは［[業企業|L'二ｉｉ樅拡大に関する暫行規定」
（1984Kド５)1）および「計luli体Ilillの改神についての治:千の暫行規定」（1984
年10)1）の二つを指す。
(4)典敬馳・iIi1l季［1989］１７頁。
(5)呉敬趣（｢肥国民経済的噌艮速度擁IlillｲIiimll史的範'1111ﾉﾘ」「人民'三1報」１９８５
年５)11711）の指摘するところによれば，l9841li後半（注：党の「経済改
jIiIj:に関する決定」が採択されたl2I9131l1全会前後を意味している）には，
改jYiの機述の高まりとともに一種の衣i｢li(I<」を好景気ともいうべきブームが
ｆｌｉまれ，企業には「投資して41§産をや'）さえすれば高額の利潤を雌得でき
るという｣01侍が412まれ，「各種の公iTl，企業がiilii後の箱のように発展した」
という。
(6)石|ｲil欣［1989]。
jiJljWf’'''五|の経済政Ｊ１|'':－そのl2fliIlllの!|りし跡３１
(7)「l1illMT得の超過分|lid」とは「貨幣形態による第１次分配が，実物形態
による鹸終分lMi[lを超過すること，つまり'１t幣をもって文払われるii1i費基金
が実際に供給可能なiiMi財の額を上まわることを指している（｢経済学Ｉｉ１Ｊ
柵」l985fli4）ＩｌｌｌＩ号による)。
(8)これは北京経済||報社と香港経済導報社の｣し|両]編集による刊行物である。
(9)劉姓軍［1990］16頁。
(10）魏傑［1989］111頁。
(11）馬徳倫［1990]。
(12）この点については，’'１|玉|の文献もこれを重視してつぎのようにのべてい
る。「スライドIIi'１預金，利率リ|」:げはⅢＭ､ら預金を'ﾘUUIXするという点で
は著しい効果をあげた。しかしHIi金はいって､６Ljil金化が可能で､，広い意味
では貨幣供給fitの一部分であるところから，いったん１１１:苔に変仙が41三じた
ばあいには金NMI安定にとってはマイナスになる時もある｡」「それにjllえて，
スライドIli'|預金は銀行紐'営のコストアップにつながる｡」（jlilt建国「対外債
務は返済TTI能の範'111|ﾉﾘ」「北H(週報」４`肘，1989年１０)三13111,13頁｡）
(13）王ノル謝多等［1989］13-14頁。
(14）林衡［1990］４８頁。
(15）魏傑［1989］110頁。王秋業［1990］
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第２章ソ連・束|政の激動と｢'１|玉|への教訓
Ｉソ連型社会主義のiii壊
11989年以来の激動の性格
「1989年の社会主義諸|正|を柵るがしたあのilWnll))は，春４月に始まった'''１玉１
の民主化述如の未'１１１１有の高まりをきっかけとするものにほかならなかった。
……loo7j人を越す人びとが徹底した非暴ﾉ｣主義による平ﾈ'1パレードを天安
lI11LiJ《場周辺に線Ｉ)広げた……のちに束|炊諸|玉|にⅨ主化の波が訪れたとき，多
くの抗議行ｉｉｊ１がlIIlJilで兄られたのとliil様の非恭力(1<｣で平和的なデモンスト
レーションの力式を採)Ⅱしたことは，決して仙然ではなかったと`MAわれる。
（１）
lﾘＩらかに，束|炊諸lIlの１１１６衆は''１|玉|の経験から多くを学んでいたのである｡」
たしかに，巨視(1<｣にみればこのような兄方いI能であろう。われわれ來欧
ｲﾘ1究洲よ’とかく来'炊諸|玉11ﾉ1部に系Iii1iされた矛)iZirと，ソ連に対する二Ｈ１の従
屈（i'３:接(I<]従屈と，ソ連型政治経済システムのⅡh:輸入による'''１接的従属との
二重性）への反発に束lXI(諸|]§|の激llij1の主lKlを兇がちであるが，今Ⅲ界的なソ
連型社会主義のⅢ|壊過稗が進行''１であるとすれば，’'１１玉lと束|炊における述動
のﾈＭｉ作１１]は無視できない。しかしながら，束|)<k洲lilのLIj衆がそれほど''''二F｜
の１１１１題に|』M心を持っていたかどうかは疑'''１で､あ')，火1Kk洲玉|における11111Kkか
らの強烈なインパクト，それと一体化した対ソｌｆＩ立の要求，その紡采として
のナショナリズムの噴llllは，’'１|玉|の氏zii化迎iIUjにはみられないものであった
のではなかろうか。
ソ連型社会主義への批判，とくに，佃|人文配にまで五'１達した一党支配の政
治榊造に対するﾙﾋ判は，束|玖諦'二K|ではすでにほとんど結実し，ソ連でも進行
''１であるが，’'１国では''１|折した。ここではまず，束|炊諸|玉1での事態の巡行を
要約してみたい。ソ連のゴルバチョフ政椛のもとでのペレストロイカ（建て
ガリ２章ソ辿・東欧の激1lj1jと'ｌ１Ｉｌｉｌへの教ｉＪｌｌ３３
ｎｈ:し）とグラスノスチ（言論の|当'''１）の地ｲＴは，束|狄洲玉|にも深刻な影響を
及ぼした。ゴルバチョフは，1987年から88年にかけて束|玖諸|正|を歴訪し，
ポーランドとハンガリーにおける改]''0:の進行を激励し，他の束|狄諸|玉1にもソ
連なみの改111[を要請した。しかしながら，チェコスロヴァキアが変わりばえ
のしない書記長交代を行い，伝統(l<」に親ソ｢1<jなブルガリアが'二|先だけのペレ
ストロイカ支持を表|ﾘＩしたほかは，火ドイツのホーネッカー体Ilillとルーマニ
アのチャウシェスク体||i'１はlLlらの体Ili'|の宏疋を誇示して改I1Eの必要を認めな
かったのである。８９ｲli5)Iのゴルバチョフの訪'１１はＩＩ１ｌ玉|のLXJ三ｉｉ化述勅にもllill
激を与えたが，束|炊諸|玉|でのその後の二|ｷﾞ態の進行はおそらくゴルバチョフの
,U､悪をもj越えるものであったろう。
後段でのべるように，束lXM111ilにおける体Ilill内改IYiの度Jiiなる失敗は，従
来の政椛党の主導による，「プラハのｲﾄﾞ」ｌｌｉ１の｣二からの改IYiを不可能にした。
天安'''１二}『件とまさに同じ'1,1989ｲ'三６)］411に爽施されたポーランドの部分
｢Iり日''１選挙は，「連帯」を'１１心としたⅨ体Ili'１勢ﾉ｣の｢Eliilli1り勝利（上院100識)ｉｉ
のうち99議席を獲得）となった。Ilill限選挙のため1〈院では多数をｲM1|果しえた
統一労働者党は刑|閲に失敗し，８９ｲ1ﾐ９）|に「連帯」願'''１のタデウシュ・マゾ
ヴィエツキを竹ﾈ||とする述立|人11%1が成立した。少数派となった統一労Ili1l者党
は90ｲ'三１月に{iWiを「ポーランド共和|正|ﾈ|:会110主fii義」としたが，党員数は
激減している。ハンガリー社会主義労Ili1l料.党は89ｲrklO)1に「ハンガリー社会
主義党」と改称したが，ここでも党員数は激減し，９０ｲli3)]の日１１１選挙では
得票率１１％で保守政党の氏三iiフォーラム，ｌｆｌｌｌＩ民三iﾐ|司１１M，独立小地主党につ
ぐ第４１党として完全UV党となった。
改革に及び腰だったチェコスロヴァキアとブルガリアで､は，党改革のテン
ポの差が選挙の勝敗を分けた。l989flill)]のプラハの100〃人デモにllllきれ
て「プラハの春」の兄直しを行ったチェコスロヴァキア共産党は，党名を変
史することなく９０年６月の|÷''１１遊学にのぞんだが，ｒｒ想以上の他liH11」とい
われ第２位を確保したものの，得系率は13％にとどまり，反体IIillのTli氏
フォーラムの過半数雌得を許した。他力で，３５年にわたるジフコフ書記長の
('101人独裁体Ilil1に対する批判が強かったブルガリアでは，４Ｍ:党がジフコフイ!!'｜
近を一掃して「社会主義党」と改称して9()イド６月のI4lllI選挙にのぞみ，首都
３４
ソフィアでは劣勢であったものの今|玉Ⅱ'<」には過)|《数を)雌卜して束|炊ではただ
一つり|き続いて政椛をｌ１ｕｉすることになった。
故'１ｌｂ:を拒ブルた〕l〔ドイツとルーマニアは，もっとＭｉｌｌｉ１りな展|Ⅱlを示した。
1989ｲ|そ９月以降，ハンガリーとチェコスロヴァキアを経１１Ｉしての東ドイツTIj
hliの大iM11lIlは，１０)１７１１に処|]il401i1flｲﾄﾞを迎えた東ドイツの政椛をゆるがし，
11)]には27ｲIiぶＩ)にベルリンのlIirの11)(1)壊しがＩＨｌ始された。政椛党の社会主
義統一党は「IXj主｢|<jｲ|:会主義の党」と改称して90年３）lの|と1111選挙にのぞん
だが，選挙絲采は第３位で16％の得票率であった。いずれもiILiドイツの'7Ｍ
の政党から資金｢'<｣にも人的にも介、'<｣な支援を受けたキリスト教乢主lTiⅡＩＭと
社会Ｌｕ：党が｣孟位に地ll1,したが，なかでもキリスト教Ｌｕﾐ|司MHは保守３党の
迎合で48％を｝愛得して政椛をIllSl1することになった。〕|(ドイツのｌ２Ｉｌ１Ｉ選挙の
投票率は93％と異常に商く，束11リドイツの1ﾘ統一へのl｣LL族的熱狂と1三lい期待
が投卯(率をｌＩｌ１Ｌ上げ保守jlM鴇の勝利をもたらし，束ドイツ（ドイツlxj主共ｲll
l玉|）の|正|家としての１１１１減は不可避となった。ルーマニアでは，チャウシェス
ク体IlillのⅢ|壊が流Ⅲの惨｡|Iとルーマニア共産党のii1j減をもたらした。８９ｲlill
)｝のルーマニア共産党節l41nl大会はiiMit》一致でチャウシェスクを６期迎統し
て諜紀災に選,''１,したが，１２)1の反チャウシェスク・デモにルーマニア|玉llljjilI
が谷流してチャウシェスク夫妻は逮Iili・処１１|'され，ルーマニア共朧党は雲散
霧111』し，｜[|党|人)改rI11:派がZii導する枚|正|戦線が爽椛を掌|＃｛し，９０年５)三1のlL111I
選挙で１J;伝ｌｌｉＩ<｣勝利をおさめた。
かくして，〕|〔欧金城で従来の一党文IIiUは目''１逃挙の結采つぎつぎと川|壊し，
社会hlj三iiii義政党をとびこえて保守政党が政椛につき，当ｍの経済危機１１１，ＬＩＩ１１
のために完介な|告lll1Tlj場経済への移行を２１きり促している。「ﾂﾅIiIiI折階級のiiii術
政党」の一党文Nuと，’'１りし集柵I<)行政折令型経済計画化とを特徴とするソ述
型社会三ｉｉ義（1()30年代に形成されたスターリン1MjlLl:会j三義）は川|壊した。従来
からの政権党が政権を掌握しているブルガリアにせよソ連にせよ，もはやこ
のソ述型社会三ｉｉ義にはもど')えない。しかしながらまた，これら洲正|で社会
主義の枠内での民三ii11<J1ﾘﾉﾋがiii能であるという保証はなく，むしろ二|「態は安
本主義の復１１１１｢へ，それもilN欧lli1iWⅡ:|正|家とはほど遠い19111:紀(1<ﾉ資本主義へと
lhlかう危険が|什摘されている。こうした状況は，’'１|正|にとっても不可避な股
ガリ２章ソ連・來欧のIilWdi11と''１|ＴＩ|への教訓３５
望となるのであろうか。それをまず考えてみたい。
２中国型社会主義は存在可能か
’'１|玉|の現状を，いまだソju1社会jﾐ義の枠内にあるとjIjM筵することは可能
であろうか。過去においても，そして現ｲｌｉではなおさら，’''１１１|はソ連型とは
異なった１Ｍの''１国型ﾈ|:会主義を建設しているのではなかろうか。l979iIi4
l1，労Iilil者'二|主符川)|:究会議訪ｌｌ１ｌＪｌの一員として２週''1]にわたって北京，南
京，杭ﾘﾄ|，-Ｍmを訪||ｉしたあとで，211Y者はつぎのように譜:いた。「わずか２
週'''１の兄聞で|工大な''''五|を語ることはj1Mllなことを承知の上で，あえてその
印象を総括すれば，’'''五|社会主義がすでにソ連社会ｶﾐ義と|司画のものになっ
ているとはいえないが，少なくとも，かつてソ述で行われたような論議と政
策が現ｲ[の''１|工|の当1ｍする諸課題に対してかな')のｲ丁効|ﾉ|Ｉを持つと一般に認
識されており，それは]E当であると考えられること，したがってまた，ソ述
社会主義を分析するさいの視角が，’|'|玉|社会Zii義の実態を分析する祝）(jとし
（２）
ても有効であろうということが，筆ご''１な')の結論である｡」
当時すでに，文化ﾉＷＬ命と火脚m進に対する批判が'1ﾄ1始されていた。「1949
年以来の中丁ｌｆ人以共ｆｌ１｢lilの雁史の''１から，文化人革命と人Mili1進をのぞいたら
何が残るか。1949～52年の|玉|氏経済復興j01,1953～57ｲ'三の第１次５カイド計画
期，1961～65年の調整J0lである。これらの時ｊＯｌはすべて，劉少奇が主導椎を
握って経済述営を行った|明り|であ')，それゆえに’｢劉少奇蕾路線』として文化
大革命当時に打倒の対象とな')，劉少奇は｜｢''１|玉|のフルシチョフｊとして非
難され追放されたのであった。節１次５がr計u１１当時の''''五|は，『向ソ一辺
倒』というスローガンがあったことでMil'られるように，ソ連型の童よ[業優
先・’'１央集椛的1丁政脂令Ui1の計uU1化をおし進めてスターリン型の政治・絲済
機榊をつくりあげようとした。毛１Ｍ〔が二ii導した大IliMiと文化大l1I1i命は，ソ
連型社会主義が定肴することによってもたらされる諸矛盾を，非ソj型1の手
段で解決しようとする試みであった。人ll1il1進が失敗し文化人11k命が否定され
つつある現ｲ１１の''１|玉|は，ふたたびソ述社会主義に接近する以外にないように
（３）
’3Aえる｡」
ソ連・東１敗諸'五|では，ソ連型社会主義の欠lWiに対する批判と是JI1の努ﾉ]が，
３６
スターリン死亡の1111:後からj１Ｍしていた。それは，衣iiliI二は経済政策論争と
して，｜ﾉﾘ雰的にはllj(if１体Ilill批)|《'|として↑『われていた。すなわち，スターリン
時代に定耕していた継済政策のＴ１１１し－それはりilｲrのソ述型社会主義の経
済柵造の火llii/iを認め，スターリン||＃代１１<ノソjuU維済政策が社会主義建設のJil1；
本ｴﾘであるというjlB統性をゆるがすものである－は，1950年代なかばにお
けるマレンコフのuj(策lli云換（〕､]:業優先の綾ｲ11）とフルシチョフ農政（農業収
奪から農業係謎へのilii<換）にはじまり，６()ｲﾄﾞなかばの経済改革論争に発展し
た。他ﾉﾉで，５６ｲ１１のソ連共1紫'ｿ,ij伽01111大会で公然と|Ⅲ|始されたスターリン批
判は，ソ述においてはスターリンIlllUl人のｌＩｔ』|《'|にとどまりスターリン体Ｉｌｉｌｌ－
スターリン以後もｲｲ統した''１りし集椛(I<)宮川|<｣政治機柵一そのものへの批jl1ll
に発展することをlIl1Ilillされたが，來欧洲Iil，とくにチェコスロヴァキアにお
いては，６Ｍiの「プラハの存」において，’'１央集樅｢l<j経済計lIIjl化力式への批
!'くりが，この方式とイiTU分に紬ぴついていた↑}･僚ｌ１<)政治機職への批判に発展し
た。まさにそのために，「プラハの存」はソ述の武ﾉﾉ介入によってi來結され
たのであった。スターリン｢I<」)l(ilﾀﾄ政策への修i［としてのソ迎とユーゴの利ＩＩＷ
(l955fli）は，スターリン'111k代に杣|÷lにjlliｲTしていたユーゴ型ﾂjl1li1l肴['三ｉｉ牌
111ﾘﾉ式が他の來欧洲lilにも解禁されるかにAy､われたが，ソ連型社会主義の政
治柵造が大きく変わらないかぎり，（当のユーゴにおいても）ツナIli1l科['三iﾐﾉililf
lH1の定才(i:はlM1lliであった。結)iのところ，ソ述・束|炊における1960年代の経
済改r11ii論ｲﾚは，ＩＩＩｌｌ趣が経済政策のあれこれの選択にとどまらず，〃|i存のソ連
型社会三ｉｉ義そのもの，すなわち而僚１１り政if1l1W造と一体化した''１火集権｢l<ﾉ計､１１
化力式が経済｢I《｣不ｌＬｊｉｌｉの２１ﾐ典な１%〔|kIであること，したがって政治liWi造，社会
IIilI度のhLzii(lり改ｊＩ１ｌｊ:が必要不可欠の条'１卜であることをlﾘ|らかにしながらも，そ
のhli打l<｣改iIlEを妨げる政治のｌ１ｉｒがあま')にも強l1ilで､あることをも，｜可時に示
したのであった。
1979ｲ|空'1時の2ｉＷ'iの'211象は，つぎのようなものであった。「毛Ｉ)<火の死後，
そして’１１ﾉﾘ人iillj辿放後の'''１';|は，ようやく毛沢東批判としてのスターリン
批判を実際にｌＩＨ始できる時点に逸したのである。しかし，「劉少奇路線」が
打倒の対象になってからのこの2()年''１１に，ソ連・刺吹ではiiii述のようなさま
ざまの小態が巡行していた。これらのzll態をひきおこしたのと|而１じょうな春
ｊｉＪ２章ソ述・＃〔'１<kの激11i)｣と'''１１１|への教訓３７
棚｢|<J要lIilは''１|]己|にもｲＷｌＬていたのだが，その苑Uilは文化人L1II0:命によってお
しとどめられていたのである。したがって，リilｲ１１のｌｌ１ｌ１ｉｌは，「ｌｌＬｌＭｌＩ』が追
放された1976ｺﾞﾄﾞ秋以来，経済政策の手１１１[し，スターリン批1１，総済改jYi論ｲﾄ，
ユーゴ型労Iliﾙ行自主/iｻﾞji1l1のTﾘ評I111i，『プラハのｲﾄﾞｊおよびその逆流を，［E縮
された形でlTil時に経験しているようなものである。……ソjlEの経済改革に対
する「修ｌｍｉ義」のレッテルはそのままにして，いまやまったくソjlll・東欧
のl960fli代と|両1じ川詔で経済改j1IkiiM卜が展ｌｌｌｌされている。ユーゴのｿjrllill者lLl
主符班についても，肢近のIl1l進|では１４体(I<｣な紹介が行なわれている（''１|叩|：
全科学院ＩＩＷ１Ｌ経済{i1l:究)ﾘ『の束|吹(i)|:先スタッフl()人のうち，ユーゴィル''iは４人
であった)。しかし……政治榊造の収ｊＩＩＩ':がないかぎ')，ｌｆＩ了ｉｆ符理は災Ｉ）ｌＫ化し
ない。「プラハの芥」は，あれほど人規模にではないが「北京のｲﾄﾞ」とよば
れるLL主化要求の壁新|H1その他で1ﾘIhlされた。この『北)i(のｲﾄﾞ』が政治の壁
につきあたって底冷えがしてきたのも，まさに「プラハの杣とlTil様である。
かくして，「|ＩＬｌＭｌｌ」追放後，リ,lｲ１１の''１|玉|は，かつて忌避したソjmiU社会二ｉｉ
（１）
義のソ連UiUミニ||多lliへのjh[をひたすらあゆんでいるようにみえる……｡」
これは10ｲIiiiiiの印象である。その後，’''１１１では，腱村における改ｊ１ｌ１ｉと対外
|)}|》j(がソ連などに先行して実施され，MllTlTにおける改ｊ１ＩＩ１:も才(f手された。’二1%〔
－慶氏は，大安|Ｉ１１ＺｌＷｌ:以後に，’''111における改ｊ１Ｉｌ:を，ソ皿と比較してつぎの
２点にまとめている。
「①経済の一部分の改ｊ１Ｉ１ｉ:→仙部|Ⅱ|との矛lri→他冊|j１１１１．分111fの改ｊ１Ｉｋへ，とい
う試行鉛誤のつみ正ねによる改ｊＪＩ１１:の進腔。ｌｉ１ｒｌｌｌⅢのように，’'１|玉|では腱村にお
ける改革と対外||ﾄ|放が光↑iした。農村では人LL公社が解体されて，農家論Ii
IIillが発展した。対外|Ⅱ1放のiniでは外交導入法が州'1定され（l()79年７)l)，iIWI11ll
の溢水を社会了ii義体Ilillにビルト・インすることが認められ，経済特|スも設立
された。これがIIllTlJにおける改1111':を促し，I984flilO)]の''１|]il共産党jiJl21U13
1l1全会における『経済|'Ｍｉ'１改jYiに|1Mする''１共IlL火の決定｜をもたらした。そ
こでは，農村から都TITへ改zIIiのJ｢i:ﾉﾑ(を移すこと，｜正|家-企業関係の改ＪｌＩ１ｉ，特
に企業の1iii性化が課題になった。企業のiiIWIi化，IEI家と企業の関係を変えて
いこうとすると，企業を1ｌｘリ巻く外lIflliI<」洲兇|係，例えば11j場，I111i格，金Wi1l１，
１１ｲ政，あるいは政治1([iの改jVLが必要にならざるをえない。l986fIﾐql〔からそれ
３８
が課題になってきた。’'''１１|の今l」までの改二11111:の過ﾌＭよ’大休以｣このようにた
どることができよう。経済の一部分の改jII1iからl(f)まってそれが仙部''１１と矛)izi
し，そして仙部'１'１，他分111}の改ＪＩｌ:へという試行鉛誤のつみ爪ねによる改ｒＩＩｊ:が，
ソ連と比j鮫した場合の（ただし，榊想レベルであるが）’'１|]ilの特徴というこ
とができよう。’'１唾|の改ＪＩｌｌ:はいわば，文化人jIlI命がもたらした経済的，政WLi
的危機からのll1LIlI1のために緊急避ｌＩ１ＩＩｉｉｌ<｣に，ポル針撚のないままに航iilに}|｣て，
航ｉｌｉＬながら徐々にﾉﾉliill！'ｉをlﾘ|らかにしていくというようにもいうことがで
きよう。そのﾙili采，邸il状では，ｉｌ１いメカニズムと新しいメカニズムが併存し
ているという状況がみられる。……
②政治改]ＩＩＥに「ⅡL1つの川Ｍ〔11'|」という枠がはめられ，極めて限定('りであ
})，かつ，その実行も遅れている。……１１几|つの』ｉｆ本1%〔I1luとは，『社会とiミ
義の道１１人LuXj主主義iMiij，『共Ｉif党のlfiI弊ｌ「マルクス・レーニン三ｉｉ義
と毛沢東`ＭＡｌの堅持である。このなかでは３稀'二|の『党の指導」がポイン
トである。……以北，まとめてみるとＩｌ１ｌＦｌの改j1l1iの特徴は，大lluな，しかし
（５）
斉谷性を欠いた総済改hY1:とID(治改11111の遅れであると総llliできよう。」
これをどう評｛llliすべきか。ll1lJilは'ﾘ|らかにllIﾘＵｌﾐ権的行政折令111計画化方
式からはlilliれつつあ')，腱業改ｊ１Ｉ[と対外|Ⅲl放においてはソ迎や東欧諸|正Ｉよ'）
も先行しているが，新しい絲済述営モデルにjill達したとはいえない状況にあ
る。また政if}的には，一党文配が鴎持されているというﾉ`11(では|ﾘ1らかにス
ターリンlli1I政治柵造がｲＭＬている。したがって，現在の''''五|はいまだ，
｢ソ連１１１１ｲ|:会Ｚｉｉ義のソ連lli1ミニI|多Jl1」の範ljlllﾉlにあ')，ｊｌｌ１ｌとＩのll111il型の社会
主義(1<」改ｊＷｊ式が兄''１，されたとはいえない状態にあるといわなければならな
い。したがってまた，ソ巡・火|炊におけるソｊ１Ｍｌ社会三ii義の肋|壊は，’１１|正|に
とっても今|｣のきびしい教訓となるはずである。
Ⅱソ連・〕|Ｍ(における体Ililllﾉﾘ改革の試み
１総合的改革の必要性
ポーランドのヴォジミエシュ・プルスは，1961ｲliの先駆(1<」労作『社会三ｉｉ義
経済機能の一般(I<j諸lHl題」（j1jiiMMは「社会Zii義絲済の機能モデル｣，1972年
節２章ソ述・來欧のilMI1と''１|玉|への教訓３９
の英語版越名は「社会ji義経済におけるilj場｣）において，イ|:会jzi義Ililll史におけ
（い
るすべての経済決定を３グループに分普'Ｉしている。すなわち，ＪＩＬ本(I<ﾉなマク
ロ経済i,り決定（''１リルベル，すなわちlIl家機関のil11:接決定)，経常('<)経済決
定（企業レベル）および１１Ⅲと労１，１１に関するIllDl人レベルの決定である。プル
スは，Illil人レベルにUA1する決定は「ふつう（Iﾀﾞ'|外的な時jU1を除き）分椛化さ
れ，市場を媒介として実りi』されなければならない」とし，第２グループの企
業レベルの決定が集椛化されているか分椛化されているかという点で，従来
の（1930ｲｌｉ代に形成されたソ述捌の）集椛化モデルと，彼がＭＩＬｌ１Ｉｊする分椛化
モデル（Tl７場メカニズムの迦川をともなう計１１１１１絲済モデル）を区分する。
しかしながら，１鱗史｢1<｣には，Illil人レベルに関する決定まで（つまり，３グ
ループすべての経済決定において）集椎化された，戦時共産主義モデルがｲｉｆ
在し，班念としてはその後Ｍ三き続けたのである。この１１'1念は，’'１|玉|の文化
大jYI命において'ﾘlらかに役iiliしている。その意Ⅱ|〈で筆洲よ’プルスのいう集
椛化モデル，すなわち'93Ｍミモデルを，「1111念としては戦時共産主義モデル
をＪＩＬ本｢1りに継承しながらも，』L体｢l<｣な']標としては－[|《|ｲ|:会三ｉｉ義(1<ﾉな経済'二ｌ
立化をめざし，Uil物(1<j計uil化に大きく傾斜しながらもＩｌｌｆ黙のうちに商,Iii11・貨
幣|Ｈ１係を計画の''１にＺⅢ実_kお})こんでいる，本来(l<jに二１１k背反｢1<｣な計凹化力
（７）
式であった」と〒!|きいたのである。
プルスのいう「経済決定の多重レベル」は，ネ|:会主義社会における諸利諜
の対立の存在を根拠としている。ｌｌｉ－のfMl:会(|<)利霄が無矛IiZiに成立してい
るという幻想への批判が，1960年代の経済改jY1:の発想の'''１発ﾉﾊ(であった。当
11;↑，｜Wil稔氏は次のように書かれていた。「ソ述邦の計I11il経済において，これ
まで経済(I<ｊｌｌｉｌｌ激のIlill度が予想ﾀﾄの結来や逆効来さえひきおこすような欠陥を
もっていたという事災は，ＩＴＩによるものであろうか。それは，社会ｺﾞﾐ燕のも
とにおいても，イlIil人またはIlljlH'|企業の利益と'五|LL経済全体の利柿との'''1に，
NMlしえない対立がｲＷ１ｉするためではない。それは，社会主義のもとでのIlljl
人の利袖と企業の利抽と社会全体の利抽との合致ということがこれまできわ
めて安易に考えられていたことに''１米している。……以iiiには，一方におい
てはｲllil人の利袖と社会の利袖の合致が社会三ii義のもとではアプリオーリに保
障されているかのようにみなす安易なjull祈論がｲＭそすると|司時に，他力にお
４０
いては，たとえ利客の↑Y灰が生じたとしても，それは公締優先の政治(1<ﾉ・jii
徳(1<｣アピールと大衆的カンパニアによって雰易に片づけられるかのように，
（８）
みなされていたのである．」このような「lB(ifliI<｣･jii徳的アピールと大衆(1<ノカ
ンパニア」が，まさに文化人bIl1i命の象徴であった。
IlHil人の利袖と企業の利抽とｲ|:公企体の利袖がBi1行社会主義のもとではl1lIrI
的に一致せずｊＩＷｆ:の対立と才I17iが容糾(l<｣にｲＭｉするとすれば，３稀の対立を
訳1終するためには３櫛の１１Ｗ(;策が必要であることは[|'ﾘ１であろう。社会介体
の経済(1<」利害と企業経営Ｉの||常(|<」利需とが一致しなければ，｜正|家機|奥1があ
らかじめすべてを決定して企業に命令する「Ｉｌｌりし集椛｢|<｣行政折令ｌＩ１計lIljl化ﾉJ「
式」は経済('<｣にｲ《今１１１１であり，企業にl21ZiiiI<｣な決定樅を認めなければならな
い。これが，「総済改j1l1i」の訓ｕ四である。企業と(llll人との'''１にも利害の対立
は存ｲ|ﾐする。従来，社会Jiﾐ義|疵|の|玉|憐企業は|Ｍjなく社会Ｌｉｉ義｢I<ﾉな性格のも
のとされ，処iiii-LはそこでIlill〈労Wi腓持が企業のＺｉｉ人公であるとされてきた
(|玉|家が労Ili11州l]家であるから，［Iil家の所ｲiと絲営は労|､１打lLI身の所有と経
憐にほかならないという論拠で)。しかし，リ１１実の|工'尚企業においては経憐
と労IliIが分ＩｉＩＩｌＬ，労働洲ｊ疎ﾀﾄされている。ツノIlill折が真に企業のｉｉ人公とな
るためには，まず職場・企業のILji化，lLIEi州川が必要である。これが「ツナ
IIi川〔'三i拙:川」の課題である。また，リilﾘﾐのﾈ|:会二iﾐ義nil家はＩ|,Ⅱ人としての労
Ili"行・Ｔｌ丁乢の利袖を十全にbdI央していたわけではなく，むしろ実態は官僚機
榊の文１１１１Uであった。したがって，ツナI1IiI〈行・llj瓜の立場から|]!'家機柵を氏iiiI<｣
に改i1lIiすることが必要であり，これが「llij(ifii1<ルｕﾐ化」の課題である。した
がって，少なくともこの「経済改１１１３:｣，「リブ|〃ｈ１ｆｎｉ管１Ｍ!｣，「政if)('<｣民カニi化」
の三つの洲廻は，いずれもDII(Ｗ:会二に茂にとって必要不可欠の課題である。
筆■荷は1985ｲliに次のようにｉＩｌ:いた。「絲済政Ｊ１ｌ１１:は，３il段階の社会主義にお
いては|正|家と企業と||,Iil人の３判･の利客が－致せず，その'''1の説|蝶が必要であ
る，という認識から１１１，発した。この３名･の利需が，’'１ﾘﾋ集柵l<｣計lIIil化によっ
て矛屑なく一致しているというのが，放棄された「計'''1のﾈ''１話」であった。
しかしこの３ｆＨ･の利諜を訳|盤するためには，１Ｍ家と企業との'1M係の訳1雛（企
業の'二|立性(ｉＩｉｉ立を''１心とした絲済改革）だけではなく，企業とIlIIl人とのi奥Ｉ係
の調繋（'２１拍符11'1を含む，llMi｣』liにおけるLL三にｉｉ義)，およびIl1l家とIlAl人との
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関係の調整（|司政レベルでの民主主義）が必要である。このような多m｢i的な
調整を通じて，経済的に合理的で政治的に民主的な社会jzﾐ義体llillをいかにつ
（９）
くりあげるか，ということが現代社会主義の'''心｢1勺課題であると思われる｡」
この総合的改革が，現代社会主義が生きのびるための必須の条ｲﾉﾄであった。
しかしながら，1989年以iiijに試みられてきた体ilill内改ZVfは，いずれも諸般の
Ilill約から一つの課題だけに集'１'し，その結果はさらに多くの矛盾を11=てみ出し
てきた。これらの部分的改j1lHが挫折または不徹底に終ったことが，1989年の
激動をもたらし，社会主義体制の全般的危機となったのである。なお，あら
かじめ｢'１|玉|の場合にふれておけば，８４flえ10)]の''''五|共産党１２期３''１全会の
｢経済体制改IIiEに関するll1共｢'１火の決定」では，農村の改革での成功にリ|き
続く都市での改Ill1iについて，「主として二つのｉｍにおける関係のｌｌｌ１題を立派
に解決すべきである。すなわち，’五|と全人乢所有IIill企業との１１iしい関係を確
立し，企業の自主権を拡大すること，また従業員と企業との]Ｅしい関係を確
立し，企業における勤労者の主人公としての地位を保証することがそれであ
る」とのべられている。ここでは，iii述のような同家と企業と個人との３名
の利害の調整を念頭において，｜玉|家と企業との関係における，企業の、主性
確立を[|I心とした絲済改革と，企業とｲllljl人との関係における、主管１１１１の方向
とが提示されているのである。ただし後者の点では，後段で「工場長責任制
の実施」が強調されており，自主管1111はまだ先送')になっていた。また，同
家とIlHl人との関係における政治的民主化の方lhlは提ｊ起されておらず，「党の
指導」が強調されている（『北〕i(1iFl報ｊ1984年１０１１３０｢１，%1Ⅱlll付録)。したがっ
てここでは，後述するようなハンガリー型経済改革が意|叉|されていたとみる
べきであり，政治的民主化述勅が容認されず89ｲ|主６月の天安'''1事件へと発展
する危険性がすでに含まれていたとみることができよう。
２東欧における個別的改革の挫折
前項でのべた，「経済改革｣，「労llij背'二|主符迦｣，「政治的民主化」の三つ
の課題にそれぞれ独自にとりくんだのは，1968年から開始された，「誘導ilj
場モデル」の導入を意lXlしたハンガリーの経済改革，５０年以米のユーゴスラ
ヴイアのいわゆる「'二1主管I![1社会主義」の試み，および68年の「プラハの
４２
春」におけるチェコスロヴァキアの政治的民主化である。これらはいずれも
総合的改41[にはほど速い－ｍ的な改IYfであ')，それゆえに不徹底にとどまら
ざるをえなかった（｢プラハの春」は総合的改IYKに発展する以前に武力介入
によって排折させられた)。８０１１ﾐ以降のポーランドは，改jYiの着手が遅れた
ために，自主的な労Ilill述１１ﾘﾉの急速な拡大によって伽lillされて経済危機のｌＩ１で
三つの課題すべてに一挙に｣I)<')jlillまざるをえないという，いわばULl重苦の状
態に追いこまれ，政WL1il<j不安定のもとでili政-1,.の経済改j1l1iを選択し，その結
果はⅢ|重苦をますます深めることになったのである。
1968年１月１１１から'１ﾄＩ始されたハンガリーの経済改11＃:，「新経済メカニズ
ム」の導入が総済改j1I1iのIl1llirliのみに集ｌＩ１して，「プラハの存」のような政ｉｎ
的民主化に発展しなかったのは，すでに56年にソ迎の武ﾉj介入を経験したハ
ンガリーが介入の1ﾘﾘilのlill避に努ﾉﾉしたこと（政治的民主化をタブーとする
かぎり経済改革そのものとしてはソ連もかな')の''１ｍを祥認する１１]意があっ
た)，「プラハの春」へのソ連からの圧力の高まりがますます政治的民主化の
危険を実感させたこと（労I1Ii11fil÷|主符llllの導入も|TTI様のI1l1llIで不可能であっ
た）以外に，ハンガリー11iﾙliL以後，一党支Ⅱ[lの枠|ﾉlであるｊＦｉｌ度の民主化（反
体制分子への､Ｍ１政策）が爽行され，当iHiの経済改ｊｌＩ[の進行に必要な，政府
への圧|氏の信lllnがｲＷＩＬていると判'１ﾘrされたことがIi1l1llIとなっている。
このような，政if)(l<山ｕｉ化を|Ⅱ|避し労liI者|芒ｌｊＬｉ符11Mをもタブーとした経済
改革は，つねに国瓜のiiiiに経済的成果を|ﾘ|らかに示すことによってのみ，体
ＩＩｉｌｌの安定を保証しうるものであった。実際に，経済改JlI1i導入後の最初の５年
''１１はハンガリー経済は111【1訳|に拡大し，「ハンガリー経済の1'f金時代」とさえ
いわれて，政if1iI<｣民主化抜きの経済改革は成功したようにAllわれた。しかし
これは，当'1#のｌｌｌ:界絲済のllUi洲な拡大にハンガリーが仙采した結果であり，
'五|際競争力が経済改ｊ１ＩＩｉによっていちじるしく改稗されていたわけではなかっ
た。1973年の石１１１１ショック以降，ハンガリーではlJil際jlX支の悪化から国内経
済の引き締めにjIix換せざるをえなくな')，国IXiの実質)ﾘT得は低下した。部分
的な市場導入は所得格差を拡大し，経済政策に対する批判は80年代を通じて
一党支配の政治体Ilillに対する不信の高まりとなってあらわれた。
ハンガリーの経済学洲Ｊ・コルナイは，経済改11''１における意図と実態の乖
節２章ソ述・東欧の激ii))と'''1K|への教訓４３
雛の原l大|について，「妙AIli'１体系の人Ｉ的性格」と，「ソフトな予算Ili''約」の二
（10）
つをあげている。ハンガリーでは，I11Ii格と賃金についての複雑なDLIIil1システ
ムが導入され，しばしば改訂された。「生きた諸組織が，Ｘ川手をめぐって，
そして結局のところ利ilMや４Ｍ:．成長をめぐって|ⅢIに競ｲ'し谷う現実的市
場競争を，何ぴとも人、l<｣に模倣しえない。しかるにわが|Ⅲ|では，きわめて
複雑な法的諸規IIi'１によって，生きた競争を机_上で（ほとんど成果のない）シ
ミュレーションをしようとしているのである｡」
赤字企業の倒産を存認する「ハードな予算Ili''約」のり血】洲は，ｌ疑似的なもの
にすぎなかった。「真の分椛化のもっとＭ１要な基準は，洲Ｍ(liを分権的に
請負っているかrIfかである。つま')，企業が'二|分のlllLでlZM雛を実感しうるよ
うに，陸|腿経済レベルの識llMIlIのlWi1沢を企業に『権限委譲』しうるか否か，
である。……持続(1<〕なＩ11火が『死』つまり企業整刈1へと導くのではない。そ
れとは逆に，収扶性への考噛なしに，『企業の死」終｣Ｍ合併がiT政的な決
定によってなされるのである。ＴＩＴ場が自然淘汰を行っているので､はな〈，官
庁が生死を命じているのである｡」
ハンガリーの1968ｲﾄﾞ改J''1':を三ｉｉ導したＲ・ニェルシ（iiiiハンガリー社会主義
党議長）も，８４ｲｌｉの論文で，改I11iが途'１１でＩ亭洲:すれば当初にｲｧｲｌＬた政治的
信頼が消滅する危険があるとして，短期的にリスクをおかしてもさらに改革
を進めるべきであると主張した。ＴＩｊ場メカニズム利１１１のいっそうの前進は，
これまで聖域であった「扉川|の保障」と「Iilli格の安定」とに丁をつけること
を意ﾙ|tする。これは過渡(l<」に社会(1<)緊張をリ|き起こす可能性があるので，政
策の方lfi1に関して座汎な社会'１<｣支持が必要であり，政治||り民主主義の拡大，
（１１）
なかんずく議会IIill民主三ii義のiili性化が要求される。つま')，いっそうのTⅢ｢場
化といっそうの乢主化のi)川上榊想であったが，長ﾘﾘＩ化しIillj画化したカーダー
ル体Ilillは上からの体Ililllﾉl改JVD:を発展させる機会を逸し，８９ｲﾄﾞにカーダールと
交代したニェルシも，二'１F態の進行に追い越されてハンガリーは保守勢力の主
導のもとでTlT場化に走ることになったのである。
次に，ユーゴスラヴィアの「１２１主答理社会主義」とチェコスロヴァキアの
1968年の「プラハの春」の'''１題点について略述しよう。ハザⅡIillのように，ユー
ゴースラヴィアではすでに50年にソ連型社会主義の宮ＩＷＩ<jl！'：格を批判してひ
４４
とたび圧|蛍化された企業を労IliIｲ'ｉｆ,主櫛1,,1に移行させた。企業はほぼ完全に
'２１立('<ｊであ')，企業lli位の労IIIiI稀集lillがﾂ）IliI者評識会を進,,!,し，経営に責任
を持つ労働者評議会は企業長を公募してｲ[命し１W(rする。ロ三iﾐ符理企業は
もっぱらT'j場において経済谷１１１M'1'２を追求し，’五'家計lIlj1はL'て産科に対する情報
提供サービスにとどまり，企業はilll上|に計画を作成する。しかしながら，こ
のシステムは現実の労'ﾘﾘ'者の'L'ｺﾞﾐ管1M能ﾉﾉを過大評Illliして社会余体の利害調
終手段を欠いていたために，それぞれのlLl主符Lll企業が無政府的Tb｢場経済の
｢'１で企業エゴイズムを発揮し，ユーゴスラヴィア経済を深刻な/i２５機に追いこ
む結果となった。経済｢I<j危機は，111央集樅(19統合機柵としての|正|家および党
の役;!;||を強化する力|(ilに作ⅡＩした。もともとユーゴスラヴィアでは，職場．
企業における直接Ijuﾐ主義が爪祝された反iiIiで代議Ilill民主主義は峰祝され，
社会今体の利害調盤は実際_'二はユーゴスラヴィア共産主義者|TTMの一党文lHiu
にゆだねられていたのである。この意味で，労'1ﾘ'者'L|主符迦の背後には強力
な中央集椛化が不TTI火であった。かくして，谷I11L的な経済運営方式も民打1り
な政治体Ilillも欠吻|lした「'二Ｉｊｉ/剛'1社会主義」はユーゴスラヴィアの壮大な実
験を「lfI主悴１１１１のﾈI||話」として，労伽州rl主符Ji1Mのｲ1｢効性にも疑'111を持たせ
る結采となったのである。
チェコスロヴァキアにおける1968年の「プラハの存」は，チェコスロヴァ
キア共)韮党の主導のもとに，襖数政党の参力|Ｉする議会Ilill民主主義を復活させ
て政治iI9乢主化を大きく前進させようとする試みであった。このi11I接の契機
は63flﾐのマイナス成及に端iIOにあらわれた従米型計凹維済の破綻に直面して
の経済ＩＩｉｌｌ度の今而(|<ｊ１１ｊ検討であったが，６８ｲ川月のチェコスロヴァキア共産
党行釛細HiI1は「時代おくれの経済符珊lill度が保持されたよ|)深い｣1,1,11は政ｉｆ１
ＩＩｉ'1度のゆがみであった。社会三ｉｉ義(|り民主三ｉｉ義は適時に拡大されなかったし，
革命(1<j独裁方式は官僚主義にUij落し，チェコスロヴァキアのあらゆる生i1Ii分
野における進歩を'''1審するものとなった」と分析して，政治的hlj主化を最優
先課題とした。集会および結社のに|['１の実りilが公約され，そのiii雌条件とし
て新'111．雑誌に対する検'1mが廃｣’されて'二１打I<]なＩI｣,版が可能となった。この
結果として共産党をも批判する言論・'1111版の'二''１１がﾘﾐ現し，「プラハの春」
（もともとは毎１Ｍﾐのプラハ斉楽祭をさす言葉であった）がiilWi歌された。
節２章ソ連・束Ｉ)(kの激1lij1とl1IlIilへの教訓４５
ブレジネフ'１非代のソ連は「プラハの春」を1956ｲliのハンガリーになぞらえ
て反革命の野放し状態で､あると批判し，６８年８)三１２()|]夜から判］にかけてワ
ルシャワ条約機織５力|]jIのrlf隊総計607ｊを勅典してプラハをはじめチェコス
ロヴァキア金三上をIlilllJﾐした。このIにlj的圧力を背景に９）ｌには｣Tlくも検|}りが
Ｗ:開され，翌年にかけてドプチェクガリ－書記をはじめ50ﾉﾉ人の改革派党員が
除名された。「プラハのｲﾄﾞ」のl｢そ殺はチェコスロヴァキア|ﾉl外に深刻な影響
をあたえた。この圧殺によってその後20年以_'二も系械されることになった国
民の不満は，チェコスロヴァキア共雌党主導による体Ililllﾉl政jYiのTVHilをほと
んど不可能にしたのである。ソ連でも，この軍事介入に批判的な党員は除名
され，６５年９１１からllM始されていたコスイギン緑済改Ｊ１I[も改革派への逆風の
ために中途半端に終らざるをえなかった。束|炊今域にわたって政治構造の､10
主的改革はタブーとされ，経済改革が政治改革へと発展する道は附され，そ
のことが経済改革それ(１体をもイ〈徹底にとどまらせることになったのである。
「プラハの春」の改JiIIilLl体も，それが短命に終らざるをえなかったために
多くの点で不十分なものであった。政治｢1り氏J三Ｍ上が肢優先課題とされたため
に，その他の課題は111対(|<」にl峰祝され，あとまわしにされた。経済改革の１１１，
発点としてのﾘ111ﾉﾉ｢I<ﾉなｲilli格システムの導入は1967～68ｲﾄﾞにｲlIil人所得の急速な
上昇とインフレ的物'111iけＩを′'１じさせた。また，チェコスロヴァキアの改革
は党内の改革派官僚が主導したためにテクノクラート型改j1l1fとして｜11,発し，
69年以降に日主符珊lilll史の導入が検討されることになっていた。当時，オ
タ・シクを補佐してこれらの改j1IIfの立案にあたったイジ・コスタは，のちに
次のように書いている。「チェコは，ソ連の勢ﾉ]圏にある|玉|のなかで，比較
的崗度の工業発展段llMiにおいて非資本主義１１<｣所ｲｲWIi造を1iii提としながら，経
,尚｢1主管肌の要素を|];'１１Ｊ経済計illilの分椛的体Ilillのなかへ統介しようと試みた，
鹸初の|玉|である。成功するための前提条件は，ユーゴとは比'|咬にならないほ
どiiMjたされていた。その試みはやりとげることができなかった。それは外部
の力の優位によって芽のうちにlliiみとられた。……ユーゴの労ljW者自主答理
の長年にわたる経験，および短命に終わったチェコの6Ｍiから69年にかけて
の民主化の萌芽は，社会Ｚｉｉ義における計両と|÷|主轡1111の統合をlxlるときに生
（１２）
ずる'１１１題点とＩｌｉ\決の可能性を示している｡」
４６
かつて19701F代の｢'''五|では，小改jIlK，’'１改革，大改革という分類がされて
いた。小改革はソ述型（コスイギン改:iY1:)，’'１改ＩＩ１ｉはハンガリー型，大改iVi：
は市場指lfilに'二1主1蝿'1を繩Ｉ)こんだユーゴ型とされ，「プラハのｲﾄﾞ」型の政
Ｗ１９Ｌｕｉ化は言及されていなかった。天安''''二|J件以後の１１１国が，束|玖におけ
るソ連型社会主義のｍ１壊からもっとも学ばなければならないのは，まさにこ
の１１M題ではなかろうか。
３ゴルバチョフ改革の構想と障害
1965〈|ﾐ９月に|ｻﾄ|始されたソ迎のコスイギン経済改111〔は，企業に対する義務
的計山指標のII1ll減を'''心としたものであＩ)，リーベルマン論文が提案したよ
うなりliUji1<jImi格Ilill度は導入されず，ＬＭｆＴ.段が商品ではないことを前提とし
た資材・機械補給IIill度もﾙlIi侍された。しかも，前述のようにこの概度の改ｉＩｌｋ
でさえも「プラハの春」介入後の逆風のために''１途半端に終らざるをえな
かったのである。その後東欧諸国では，ｉiii節でのべたような各椰の改革が進
行したが，ソ連のブレジネフ時代は無為に終始しゴルバチョフによって「停
滞の時代」と非iilliされている。ゴルバチョフ政権発足当時の|Ｈ１腿点は，ソ述
では来欧諸|玉1とは異なっていまだ体IIillの危機がliIi在化せず，したがってゴル
バチョフはまず改１１'11の必要を」から説1M:しなければならない，ということに
あった。しかし説１１|:が成功するにつれて改lIl1zへの川待が高まり，今度は逆に
約束された改革の成采が上がらないことに対する不iiMjが政治的な危機を発L'三
させることになったのである。及砂質氏によれば，「『ゴルバチョフ経済改
判が当初に到達Ⅱ標とした新しい経済メカニズムはまだ部分(l<｣にしか，不
完全にしか実現されていない。総合｢1<ﾉな改JYjqにはほど速い。したがってまだ
部分的，－ｍ的にしかそれは樅能していない。他力で､，古い経済メカニズム
は壊されながらもまだかな|)強く作１１Ｉしている。結采として，全体としての
ソ連の経済メカニズムは強度な機能不全の状態にある。経済改ｉ１ＩＩｆと経済危機
（13）
とのｍＩｌｌ瀞巡行の根ｉＩｌ(はここにある」とされている。
それでは，現在の「ゴルバチョフ改111[」の臓想はどのようなものであるの
か。経済改革il11当のアバルキン｢,１１１首ｲ１１は，1989年11)]にｌｌＩＩかれた「ラジカル
な経済改Ｊ１ＩＥの諸'111題についての今連邦学術・実践会議」で報告するに先立つ
節２軍ソ連・火|秋の激１１i))と''１|Ⅲ|への教訓４７
て，「ラジカルな総済改JVD:，当初および長期の諸措慨」という文書を討議資
料として公表した（｢経済新'111」節43号，198艸10)1)。以卜，この文書の|ﾉl容
を要約してみよう。’i三i1mHiでは，危機意識があからさまにのべられている。
｢ラジカルな経済改j111iは，ペレストロイカの成功の決定的な要lX1であり核心
である。しかしながら，４ｲlilll1の11Ｉ化い努ﾉ｣のあと，まさに経済においては
期待された改善は牝じなかった。状況は悪化を続けている。人々の１１１には愛
１MKが哨人し，それが左ｲTの過激派に利用されようとしている。したがっても
う一度改革の榊恕，「|的，実行過jFiLを考え直し，経済を危機的状態から脱却
させる具体的で現実的な1冊世を検討することが必要である｡」
最初の項'１，「品終|Ⅱ1り」では，経済の雌今化のために労Ijillと経営への有
効な刺激と社会的４Ｍ;の効率的な調整が必要であるとして，所有形態の多様
性，所有･生産･分|ii[lの労１１ﾘｌｉｌ<ﾉﾉi1礎，主要な調雛手段としてのTIT場の利川（金
融市場，労働力TIT場を含む)，発達した社会保障Ilill度，計画｢I<｣な'玉|家的経済
脱Ili'1の５点を，新しい経済システムの基本的特徴としている。次の「たどっ
てきた道」はゴルバチョフ政椛発足以米の過去４ｲ|式'''１の総liliであるが，「ラ
ジカルな経済改j』'１１:の実施は乢主化なしには，政治システムの変Luなしには不
可能である」として，1989ｲliを政WL1改rl1fのllll始，ペレストロイカの質的に新
しい段階としている。
第３項１－１の「移行期の選択肢」では，「保守的（》|ﾘi次ｌ１り移行)｣，「ラジカル
(Tlj場制|浪の－挙廃｣[:)｣，「ラジカルで穏健（Tlj場形成促進と＃AIIillメカニズム
創出)」の３種の方策がMILブバされ，「ラジカルで穏健」が望ましいとされてい
る。第４項目の「移行j0lの経済メカニズムの基本的諸要素」は，「社会主義
的所有の多様な形態の発展｣，「金融・ｲ訂ｌ１ＩＩｉ'１度のペレストロイカ｣，「労働支
払の改革｣，「TlJ場の形成｣，「illl織柵造のペレストロイカ｣，「対外経済活動の
ペレストロイカ」の諸節に分けられている。最後に「改1lb:の諸段階」として，
第１段Ｉ階（1990年）は移行１０１の経済メカニズムを)iillll1,する準lilli段階，第２段
階（1991～92年）は移行j01の経済メカニズムの発動，第３段階（1993～951F）
は改革発展のプログラムをｿ<111Iする段階とされている。
これらの構想にもとづいた次｣０１５カ年計画（1991～95ｺﾞﾄﾞ）案の作成は1989
年12月の人氏代議員大会で承認され，それ以降，所有法（1990年３月)，所得
４８
税1去（1990年４月)，企業法（1990ｲli6)I）などがIIill定されている。しかしな
がら，前記のアバルキン柵想そのものが内容的に折衷的で矛盾を含んでいる
｣二に，具体的な改IYL梢置の実行には各方、iからの反対が強い。９０年６月に，
ソ連岐高会議はルイシコフ首朴|提案による，パンの３倍値上げを含む市場移
行計凹案の兼し戻しを決定し，ゴルバチョフ大統領も経済改革案に対する論
議が不十分であったことを認めざるをえなかった。ルイシコフ首相に対する
批判（それはいわゆる「改革派」のＩＩ１ｌからも「保守派」のII1llからＭ｣,てい
る）は，実際にはこれまでの経済政策の失敗の責任を'''１うものであり，政府
に対する信頼の欠如がラジカルな改11110:の実施の障害となっている状況は，７０
年代のポーランドの度重なる改j1l1i試行の挫折を想起させるものである。ここ
では，経済的に合JJl1的な改I1l1i案が政胎不信のための抵抗によって流産を亜ね
たのであった。
４経済改革の可能性
前述のように，「'１央集椛的行政指令型計画化方式は，需要の多様化に対応
した供給のりlli力性を保証することに成功しなかった。いまや，この型の計剛
化力式にもどることは不可能である。それでは，一路，ＴＩＴ場指lhlUMの経済改
革に向かうのが合理的なのであろうか。ここには二つの主要な'''1題がある。
一つの１１１１題は，社会主義経済における経済改革はもともと計凹と市場という
｢水とilI1」を融和させるlMIliな試みであ')，「計山のﾈ''１話」を「市場のﾈ''１話」
で代替すればすむようなiiilliなものではない，ということである。もう一つ
の''１１題は，ソ連型社会主義が川Ｉ壊しつつある諸国で，果たしてＴｌ１場は期待通
')に機能するか，ということである。hfl知のように，かつて釘)小平は，「白
い猫でも黒い柵でもねずみを取るのは良い猫だ」と諮った。ねずみを取る
(生産力を高める）のに，Ｆ１いりWｉ（社会主義的な方法，計、経済）で駄|」な
ら黒い術（資本主義的な方法，ilj場経済）を仙ってもいい，という含意だと解
釈されるが，｜と1い猫でも黒いｊ'１'｢でもねずみが取れなかったらどうすればいい
のか。
前者のＩＨＩ題に関連して，Ｌコルナイは，1980年の論文で，効率性と社会
主義倫理という２種類のIilliliiI〔体系の衝突が社会主義経済のディレンマである
第２章ソ巡・Ⅲ〔|状の激ｊｉ１１と'''111|への教訓４９
と指１１１iしている。コルナイによれば，「効率(1<ﾉな綴;｣111とllll織化にとって一般
的な有効なljl〔｣111」として，(1)符｣i１Ｍ･と勤労打をともに弊し〈よりよい業繊に
lfilけてjIill激するような物町I<｣かつ倫llllil<]インセンティヴ・システムが必要で
ある，(2)狭ljiiiなriiil1(の経済'１<」利)Ⅱ，効率｢l<ｊでないｉｉＭｌの梓｣|:，(3)あらゆる状
〃,l・タト的環｣党への辿迎かつ柔jl次な１mm応，（'1)意志決定打の企業家精i《''１，つまり
)(i'|急性，111'i新の女Wli，／lhjlWill1が必要とされる，(5)ゆだねられた|Ｈ１題や決定
に対して，すべての激jIL〈決定料･は''11|人il<｣貢([をiiわなければならない，の５
条件があげられ，他ﾉﾉ，「社会ziﾐ義経済の(術lllU1l(1111」として，（A)社会主義(1<］
賃金Ili'Ｉ度のliIilllillの１%〔ｊｌｌ１（｢各人はその労Wlに応じて」と「|両１－労１１ﾘ１１而'一賃
金｣)，（B)社会Ｌｉｉ義はﾘﾘ打を雰赦なく放逐する溢水１２義(|<)競ｲﾄの残酷さを一掃
する（迎,''１息の111(１１１１)，（C)ｲ|:会はつねに完全雁)１１を州ilLており，ひとたび)隻得
された７Ｍkは将来にわたって例綿ilHされる（安余の１%〔l1l1)，（１）短j0l利害，部
分利害に対する災)９１ｲＩｌ４ｉｌｉ:，介体利害の優先，があげられている。
「社会主義｢l<j洲IlUi1l1をとなえる経済学稀のあいだでは，この二つの1111Ｍ体
系一効率llliとｲ|:会j【我｢|<｣倫li1l1のI111illl〔のあいだに/f1l1TはｲＭＬないという兄
解が根づいてきた。おそらく，この考えはポーランドのIjlt人な経済学肴オス
カー・ランゲの社会了iｉ我｣〕'1論に|兇Ｉする1930fﾄﾞ代にill:かれた１１｢ﾘl↓(ｌ<ﾉ研究〔土屋
清訳「計画絲済1111論」イ|:全ＡＭ(社，1951ｲ|ﾕ所収〕の''１でもっともlﾘ|暗に表Iﾘ1さ
れている。ランゲはワルラスの感化をうけた分椛(l<JlIj場経済をフパしてみせて
いる。それは効率｢I<」に機能し，ITilll#に社会主義(I<｣諦1%〔｣ｉｌｌ１にもとづいて榊築さ
れる社会システムに'''１１辿なくフィットする経済である。……経験に照らして
みればこの伝統(|<｣な考えﾉﾉは実証されなかった。－ﾉﾉでの効率性の(1)～(5)の
条件と，他力でのｲ|:会?ii義の(A)～(1)')倫I1lﾘﾙ〔川とのあいだに衝突がおこるの
は避けられないように`1Aわれる。社会主義経済の数々のディレンマは，まさ
（１４）
し〈この２ド剛[のIllliIll1〔体系の術突によってひきおこさｵしているのである｡」
一応成功しているかにみえたハンガリーの経済改jIIIU:も，このディレンマの
例外ではなかった。「おそらく，これまで､のハンガリーの爽践の妓大の成果
の一つは，矛liZiPのyLllMが光丁したとか，解決されたとかいった幻想を抱かせ
ようとしたことではなく，試行鉛誤や探求の課題を背、いこんでいることを
Iﾘ|らかにしたことである。……『純粋なｊそして充介に１１%(1111通りの』｜｢無
５０
矛)百のｊ社会などはｲＷ１兆ない。１Ｍ実のシステムはどんなものでＭ１[ﾉ7:に矛
盾した原理や要請の実際的な妥ljll1の-1:に成')立っている。……われわれが'ﾘＩ
らかにしなければならないのは，さまざまな社会システムにおいて，社会的
諸勢力によってＩ』範(1りi洲即'1のあいだにどのような妥協がもたらされている
か，ということである。妥協，矛盾の辿11ﾘ)形態が，できるかぎりより谷I1ll的
でより有益な６のたらしめるために貢献すべ〈努力してみなければならない。
（15）
……」矛盾はできるかぎ')民二iiiI9に調整しなければならないし，改革の実践
にさいしてはできるかぎり広範なコンセンサスが必要である。コルナイはそ
のことを，後述するような「llll正|の改i1＃:満への助言」の''１でもく})かえして
強調している。
後料のＩ１Ｉｌ題，果たして社会jzi義経済でTIi場がj0l待皿l)に機能するかという
'１１１題については，もともとTlj｣iﾙは計画の枠内では機能しえないしTIT場導入は
Iilli格のつＩ)あげ，不当利得などのマイナスをもたらすだけだという見方も雌
い（ソ連における協ｌＴｉＭ谷の梓及はこの点で一般民衆に反感を持たれてい
る)。他方で，当而のマイナスIjil象はまだ市場が''１途半端にしか導入されて
おらず企業''１]競争が本格化しないために生じているのであって，市場が本格
的に導入されれば解１１１Iするのだという見方もある（この兄方によれば，ソ連
の脇|両liMl合はまだ杵及が足})ないのである)。
しかし，Ｔｌ７場を有効に機能させるためには，ただ現IIillを解除して目111放任
にすればいいというわけではない。UiL代の資本ｺﾞﾐ義TIT場は完全な|皇1由TIT場で
はなく，｜玉1家のさまざまな現Ilillと住民j脚力その他からのDAIIillを受けることに
よってⅡＺ常に機能しているのである。社会主義経済にとって必要なことは，
第１に，従来の計imIiilり要素を今Ｉｒｌｉ的に|験火することではなく，｜玉1家がマクロ
経済等珊1政策を谷Il11的に連)÷|Ｉすること（諸種の法的現Ili11，金剛(・財政政策，
社会政策，行政指導などによって）を学ぶことである。第２には，そのよう
な法律・Ilill度を総合的につくりあげ，それをi11場の実態に応じて機動的に運
)Ⅱできるような人材･を養成することが必要である。第３には，自主的な労働
運動，４１２活協|司組合，（i;民ｍｉｊ１，環境係謹述Ｕｉ１１などがilj場批判満として|芒''１１
に行勅することが保証されなければならない。このような条件を抜きにした
盲|=li1りな市場導入は，Ｔｌ丁場のメリットを生かすことができないばか')か，市
ガリ２歳ソjll・〕|〔欧の激ｊｉ１１と'''１１《|への教訓５１
場のマイナスが従来のiillllilのマイナスよりもさらにひどく|]iuMz三iiIiを圧迫す
る可能性がある。チェコスロヴァキア科学アカデミー経済1iⅡ:究阿｢のドイバ所
長は，「本当はl芒IlI1TIル経済がどんなものであるか誰にもわかっていない」
とf｣Ｌｉｌと'し（｢毎|]新'111」1990ｲ'１６)]ⅢＩ付)，ポーランド灸llilﾂjWill述MrMIのミオド
ヴィチ議長は，「ポーランドは社会係ljiiillill度を欠いた19111:紀の資本主義にな
}〕そうだ」と警fLiしている（｢jlﾘ||]新'111」l990fli6)11411付)。！！`(いりiViでもねず
みが１１１れず，社会=iﾐ義諸|]ilが無政府｢I<jTMli経済と対外Ii1i務の衆積によって，
ラテンアメリカ洲正|とｌｎｌ様の破産状態に追いこまれる/djlMliは高いのである。
IIl1l1l玉|経済体Ilill改革への教訓
)|重手啓二氏は，1984ｲlilO)]の'１'共12川３''１全会の「継済体Ilill改11|[に関する
決定」に関連して，’'１|;lilの改ｉ１ＩＥｌｌ標モデルについて次のように|旨摘している。
「(1)ハンガリーUi1改jIl11:を参考としながら，企業に対する|玉|の符Ill1を直接
統ＩｌｉｌｌｌＩ１心から''１１接統Ili'''''心へとiilﾘi進｢I<｣に転換させようとしている。こうした
改rl1iとしては，ユーゴスラヴィア，ハンガリー，ポーランドに続く社会主義
国では４番|=|の試みである。
（２）指令性計凹のiilﾘiW1<｣縮小，脂導性iilllljlのiilﾘi次(1<」拡大という改zDYiのＪＭＫ
力lfilはlﾘ1雌であるが，｜|標モデルにおける指令性iill乢指導性計画，Ｔｌ1場調
節の３判の具体｢1<｣比ili，および指導ｌ１ｉ計lIIilの|人1容と実施形式の２ﾉﾊ(について
はりil征でMll当lWiiのある兄１１１ｷﾞが存ｲl里している。この激||/kでは，｜]標モデルに
ついて十分な合意が)|診成されていない。計l11jl的商,1,,1,経済iiiIiiは，計画｢1りにﾉJ点
をおく兄解も，nW1In1,経済にﾉﾉ点をおく兄解も含んでいる。それゆえ，『決定』
は，ハンガリー改ＪｌｌＩ’:に近い改hYLも，ﾌﾐＨｉ１<｣に指令`lllHiilllIilをｲ;||当に残した改革
も許窯しうる論1111榊迭をもっている。とくに指導'！'；計１１川は，1111解の仕力に
よってｴlJ実_上指令Ｉ！';計llljにとどまる危険性をはらんでいる。
（３）(2)で述べたことは，ﾌﾐは'１１|玉|指導('１における改j1IIfllVii魁をめぐる見解の
不一致の現われの一つである。先に，改革嚇怒をめぐって三つの'1棚|が区分
されることを指摘した〔1979～80年の第１)01は「計IUjliiMil節とilj場調節の絲谷」と
定式化される考えﾉﾉが，８１～83ｲliの節２１０１は「計画経１斤ｊ;，i1ij沸洲節補」と定式
５２
化される考えﾉﾉが，８４ｲli以後の節３j9lは「計IUjl(|<ﾊﾙi１１，１１，絲済」と定式化される考え
方がｲ｢ﾉﾉになった〕が，それはこの改ｊ１ｉ:|隙想のｲll述，したがってll1lE1指導部
における異なる故JII11:柵想iDlﾘ|流のﾉ｣関係の変化によるものである。これが改rl1i
の規模ないし深度，さらに改jII11:)ＩＵＵＩ１６をめぐるｲⅡ述となってIililわれ，改jYi1Ili進
（１６）
のｲ《安定要|Alをなしてし､る。……」
政WWl9不安定要|人|を含みながら，ｌｌ１ｌｉ１の経１斤体Ilill政jIII1:がハンガリー型をめ
ざしていたことはlﾘＩらかであろう。ハンガリー!'i1の'|'|Elilへのilil1ll可能性の検
討をさしおいて（ハンガリーと''１|玉|との絲済(I<)諦条件の錐が大きいことはい
うまでもない。ハンガリー全体の人１１はMIiliの人'１に等しいのである)，
政ifliI<｣には一党文配をﾙlli特しながら絲済(l<｣にはilj場(Ｗｉ斜を深めて1980年代半
ばまで大きな破綻をノパさなかったハンガリーの状Dllは，’'１|正|の当局肴にとっ
ては典lLkをそそるものであったろう。８４ｲlilO)l決定に顎る過程で，８４年２)ｌ
の「経済{Ｊ１:究ｊは，ll1lJil社会科学院経済学家代表|Ｊ１の「旬牙利経済体lli'１考察
報併」と，ｆｌ↑熱．Ｗ｣《什（レジェ・ニェルシ）のけり牙利経済体Ilill改１１Ｍ勺総験」
を褐放している。また'|'|玉|は85ｲliにハンガリーからコルナイを１７(いているが，
コルナイはそのさいに“SomeLessollsoftheHungarianExperiencefor
ChineseReformers”と|越する，タイプ１%〔柵56ページにおよぶ報告を準IiIliし
ている。
「'１国とハンガリーの大きな差異（大|:lilとしてのll1lJilの[|立性と，コメコン
およびワルシャワ条約機ﾄﾙの一員としてのハンガリー，Il1lElにおける発腿段
階の低さとハンガリーにおける''１程度の発展段l1Mr，ｉ'1111]ilにおける政治・社
会・文化史の企1/li｢l<」なＩ11逆など）をiii肌にしたＩで，コルナイはあえて，iilii
圧|には比較分析をｲ脳範にする１分をllilii似性があると1ﾐﾘI§する。それは，ひ
としくソ連l1i1のiTfj度に''１火集椛ｉＩりな維済/i細'1とりjMi'Ⅱl<ﾉな1111速ｉ１<Ｊ成長パターン
からの脱却jMI1にあることである。コルナイは''１lIlとのilI1:接比較はほとんど
行っていないが，彼のilｿ)〈しiのｌｌＩでのハンガリーの絲験のﾘｊｉ調点を，若干抜き
書きしてみよう。
「システムが「社会?ii義」の名に１１/〔するかｲfかを決定する主要な判定』i§準
として，所イル態をllxl)_'二げることはできない。規範(l<ﾉな意'１ﾉｌｔにおいては，
生廠が効率｢l<」に行われ，生iili｢ﾉ|〈準や雌ii1iの質が|ｲ'1｣」ているシステムが，社
節２厳ソ連．Ⅱ〔欧の激IIi))とll1I1ilへの教訓５３
会三iﾐ義なのである。公Jliが町Iil(し，平弊な機会がすべての人々に｣〕えられる。
|鵬|洲やり,xj人を社会が救済する。盃ili(の谷'1'1｢I<)を'１Ｗ)において，経済計山が
ＪＲ要を役;!;'|を果たす。これらすべての喫件は，一定傾城における私('<jiiIi1Hl1や
（１７）
私('<ﾙﾘ｢有とも完全に１１',j立するのである｡」
「ハンガリーでは，改ｊＩＩ１ｉへの移行にあたって『''三'メカニズム｜つまり官僚
|,<｣指令システムの徹底したlItPl《ｌＩｉ１<j分析が行われた。……つねに逆行の危険が
ｲｲｲ,ｉしていた。｜'｣システムの完全な批)|〈'|がなければ，この逆１丁の/djlljtはよ'）
ﾘjiいものになっていただろう。この１ｌｂ｣irに）'(iＩする批)|《'Ⅱ'<｣を態度こそ，ハンガ
リー改革のﾉ｣の〃i(なのである。ただﾘﾘﾉﾊ(は将来に対する'ﾘⅡilliな展望の欠如に
ある。……ここに木１１Ｗ(;の'''1腿がある。「来たして，リil実('<｣でかつ実践｢'<｣で，
プラグマティックなアプローチでシステムの１１１[新を進めながら，１両川に人々
を鼓jML1Ii))かすような将来ヴィジョンを提起することがそもそも可能である
や否や」という''1111mである。……もっと後にそれができるかもしれないし，
（１８）
Ｉｕの'五|が成功をおさめるかもしれない｡」
「ﾘilｲﾋﾟの〔ハンガリー経済の〕llM1Iliと改jII1J:とはどの〉１１１１度の述|Ｈ１をもっている
だろうか。……「改jIIIfの故に」ではなく，「改ｌ１Ｉ１ｌ:にもかかわらず」lMlliがLli
じたという兄伽ｷﾞに2ｉｌｉ肴は|司懲する。〔しかし〕ハンガリーにおける邸ilｲ１２の経
済(I<ﾉなlII1Mliは改革過程を促進するものにはなっていない。……ここから他|玉｜
にとって爪要な教i9llが導かれる。｜ＩＭＩ(設定に十分に|』伽で，雌出や/Ｉｉｉｉｌｉ７Ｍｌ《
のひかえ｜|な｣二鼎にのみつとめ，このペースを持続する力がベターである。
持続できないような急成艮から減速ないしは下降すると，改Ｊ１ＩＩ':への大衆的文
（１９）
侍がそこなわｵLる……｡」
「インセンティヴをよ')強iiMすれば，所１Ｍ:格兼を禅く。極々のIll1ll1から競
争についていけない人々がいる。……これらの社会Ⅲiには特Hllの配噸が必要
である。イ《幸なことに，改11110:の初１９１には，この机の社会政策に-}分な熟慮が
]|tねられなかった。……効率性の蹄iIiと他力における社会｢I<」公正．平辨．安
定の公準とのあいだには，大きな対]>:や矛)iIiが存在する。……このディレン
マを１１１/i（沢する一般(1<)を処ﾉﾉ鑓はない。……社会政策の改善§が改革過程の有機
（２０）
｢I<)部分とならなければならZbIFい｡」
「IIill度１１<ﾉな変化，つまり、t婆な}Ⅱiiiの包l1iiil<｣をllUilIl＃や般終'1<｣な到達点の青
５４
写真については，災l0lil<｣計画がぜひ必要である。……ハンガリー改革はこの
ような戦略も青写真ももってこなかったし，いまだもっていない。……合理
的な思考に訴えるだけで，すべての速いが払拭されるとは考えられない。相
互に対立する社会('<〕勢ﾉ｣や利祐集|Ⅲ|があり，また政治権力をめぐる争いもあ
ろう。それでもなお，’'１|正|の尊}Ⅱ青を)illらない外部の馴察肴とはいえ共通の改
革プランを支持する広範なｌＥｌ乢的コンセンサスを｝獲得するという楽)iiM的なシ
（２１）
ナリオを，除ﾀﾄするわけにはいかないだろう。」
このコルナイの「楽観｢1りなシナリオ」は，ハンガリーについても実現しな
かったし，ソ連のアバルキン柵想に対する|玉|内(1り反応においても，実現はMil
難であることが容易に予想される。天安|Ⅱ|事件以後の'１１|正|では，「広範な|正｜
氏的コンセンサスの獲得」はますますＭＩｌｉになっているのではなかろうか。
上ｌｊｌ〔－慶氏は，天安'''1二ｌｉ件以iiiiにおいても次のように冷iWiに分析している。
「……改革の進展がさまざまな'''１１辿，ｌｌｉＬ礫をリ|き起こさざるをえないこと
は雰易に理解されよう。企業lLI主椛の拡大，二[:場長責任IIillの強化は，党や行
政の'二'''１１１組織，胖部の既得柿と矛１両せざるをえないし，また所破産などのネ
ガテイヴ・インセンテイヴを労働料がどこまで容認しうるかはかな})'１１題の
残るところである。その一方，改Ｊ１|[を経済ｍから政治，忠想1rliへおし広げよ
うとする知識人，学生などの存在がある。彼らが，党，行政の'１１間幹部等か
ら反発を招いていたことは疑いない。
このようなlliL礫，矛盾を背景に1986年12月から1987年１月のiIi)|耀邦解任に
いたる巴ＷＩﾕが生じたとAH､われる。……この一迎の経過から少なくとも次の２
点を指摘することが可能であろう。節ｌに，改jYi:には一定の限界があること，
少なくとも現ｲ１１の段階では，改lYq:はあくまで､効率化を｢''心とするもので､あり，
それに必要な限りで政泊体Ilill改革に手がつけられるとしても，それが直ちに
政治，ＡＵ､想而の民主化に結びつくものでないこと。第２に，しかし効率化を
'''心とする改革と|)ﾄl放は，今'１の条件のもとではひきつづき行なわれなけれ
ばならないことがあらためて硴認されたことである。
ここには，Ｉｌｌｌ放体制下のﾈ|:会主義として，改jVj:と|ﾘﾄｌ放がもはや後もどりで
きなくなっている現実が示されているといえよう。その意味で，開放体Ilill下
の社会ｶﾐ義として，今|]の''１|]1は，効率化と社会主義の{ｌＩｌｉ値体系との調和と
節２章ソ連・來欧の激１１i)｣と1'１|]ilへの教訓５５
いう，きわめてlMlliな課題をかかえこみながら効率化を辿求せざるをえない
といえよう。この場谷，効率化の｣１，Ｗ《に谷わないものの切Ｉ)|弁て，それも合
Hl1的根拠のないままの廩切I)怜てという方|{ilに進むT'1能性もあることは兄落と
してはならないであろう。また，安本主義ＩＭＬ経済，その経済秩序の変動に
対応しつつ，なお安本三ｉｉ義経済への依存をﾘｺﾞ】めるというlJMlliな課越にも直ii1li
（22）
している。．…．．」
大安Ｉ１ＷｉＩﾉﾄ以後，llZl|ﾉﾘにおけるコンセンサスの)|診成が'1川;になっているＩ
に，資本主義諸'二Iilからの経済IliI裁はますます''''五|の経済的|ＭＩｌｉを深めている。
'１１国は来たして，大安il1ly川ﾉﾄと1989～90ｲｌｉのⅡ〔|秋のⅢk1iﾉﾉから何を学ぶのであ
ろうか。一党支配の強化とｊＭ(府｢'<JIlj場経済の横iTは，おそらく岐恕の選択
であろう。
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第３章経済改革と「ブルジョア'二''1三Ｉ化」批判
Ｉはじめに
’'１国でl98911iに起きた６．４うぐ安''''二lWl:は政胎i(liの激1Iijlであったが，その
背景には経済改１１１kがもたらした経済過熱による1988年奥の経済的・社会｢l<)危
機があった。
ｚ１１件のIlIで成)>:した川)(hIj体Ili'１はﾕ|｢件の烟11ﾘﾉ稀の摘発，参ﾉﾉⅡ者への教育・
指導を進めるｊＭ１１で「ブルジョアlLIllI化」反対liM卜をjliⅡ細した。’'１|正|の般大
の課題である総済改Ｊ１Ｉ１ｉの''１でﾉｌｉじた「ブルジョアｌｆＩ１ｌ１化」（ＩＪＩ|(,1への批判は，
その改I1l1iの三ｉｉ導きＨである)|in紫陽iiii総:ilI:記が批判の対象であるだけに，厳しく
行われている。
まず二lWl:以降の改jlI1ilB(策の変化が大きくないことを(illi認しさらに'984ｲ|曵
以米の改革uj(策の腰|Ⅲ1をふまえた」2で，多彩な改jVil1l1論の''１でどの部分が
｢ブルジョアに''''化」（ｌｊＨｌ('１として批判されるようになったのかを'１ﾘ【観してみ
たい。
ＩＩＸ安''''三川牛と経済改iIlIl：
１調整強化で強まる改革見直し気運
1989ｲ|その天安''''二lWl:は，iiiiｲ|ﾐ８)]の経済過熱による大衆(l<」換物パニックに
みられた経済｢I<」・イ|:会(|<｣を危機が背景となっていた。このため，ｌＴｉｌＩＷ卜に
よって議場した江沢ｕＪ体Ilillは，iiiiｲ|え９月からすでにＩＨＩ始されていた経済調整
にいちだんとﾉﾉを入れた。その結来，Ｉ業総｣Ｍ１額の↑111ぴ率は88ｲｌｉの20.8％
から，８９年には6.8％へと鈍化し，さらに90ｲ|曵節lllLl､'4｣０１には↑''1ぴ率ゼロに
まで落ち込み，失速を|川避するための通りjな將要ｌｉｌｌ激莱が必要なほどにまで，
5８
経済訓蛎の効采がＩがったといえる。
こうした''１で江i)<111j体Ilillは，1989年から91ｲﾄﾞに至る３カ年の総済調整政簸
を実行することにな')，８９ｲｌｉ１１１１９「'’’'１共第l3j0151l1全会は「－１稗の蝋
備・雛''111と改]ＩＩＥ深化にUAIする決定」という形でその具体策をとりまとめた。
この３カイ|訓整計11111の'１１では，総済改〕'''1:の深化と対ﾀﾄＩＷｌ放をリ|き続き｜(雌
することが'ﾘ1言されているが，実際には雌''１が強訓'され，企業改航について
も経営iii1iii責任Ilillをリ|き続き災行し，改１１iiLてゆくことが提起されているだ
けで，株式ＩＩｉｌｌなどの所有Ilill改ｊ１Ｉ１ｌ:の爽験には闘及されていない。またIll'i格改〕１，１１
についても，すでに実施された１件慨については柴'1脈Ｉ！'：と計凹性をﾘｉｉめる力|(,｜
が示されており，新たな展ｌｌＩ１は二ｒ定されていない。公休としては，改革はiiiｉ
進への股望を欠く''１で足踏み状態にあり，むしろ後退を迫られるのではない
かと懸念されている。
３カイ|訓幣計画に対するｈｌｊ衆の改ＪＩｌＩｉ後退への懸念のなかには，「経済特区
とﾀﾄ資企業に対する政策が変わる｣，「農家戸】'１経営iiIinllillが変わる｣，「化|人
経営，私尚企業に対する政策が変わる」というものから「1990年にはボーナ
スが廃｣|:される」というＩｉＩｉｉｌＩＩｌなものまであった。このため『人hIjl三|報』はﾈl：
説「党と国家の政策は変わらない」（198()ｲlil2Ⅱ2411付）を発表し，一連の改
革拙置は変わらないとの政11<l:発表をｉＷＩｉ柵するに亜った゜
そこで，本節ではまず経済改Ｊ１|[の政策1｢'iで，天安|Ｉ１１ｚｌＷ卜以後どんな点が変
化し，どんな点が変わらなかったかを雌認しておきたい。
２改革政策における変化
財政収入，特に中央政府財政収入の拡大Ⅱｲ]攻の地ﾉﾉ政府によるii1in体Ilill
について，「決定」は，地力の!'ｲ政積極ｌ１ｌｉを|(il-上させたプラス効采のほか｣也
区封釧，i1j場分割，爪襖投査をIu｣踵する等の弊需があったとして，’'１央への
財政の集''１を高めるﾉJlfilで改ｊ１Ｉ１１:を進める，とした。’２'1|Ⅸ所得に,liめる財政収
（１）
入のl上ilt，灸|正|財政｣'１人に,liめる''１央叫l政の比菰をil9/iめるため，当1(li具体(|り
には，地ﾉJから'１１Jしへの||ｲ政Ｉ納を１１ｹやし，地ﾉﾉﾈililⅡjを適当に''１||減するほか，
条件のある地力では「分税Ilill」を試験iI<｣に実行することになった（李鵬「灸
'五|人瓜代衣大会におけるlH(府iiMi)｣報flf」（19()()ｲ'１３）１２０１１），『人乢|l報」1990ｲⅢ
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１１６Ⅱ)。「分税Ilill」とは税jliIi〔を''１央liEl定jlX入，地力|iljl定l1X人，共符｣'１入に分
（２）
け，この枠組を地ﾉﾉの特殊性にljijじて運11Ｉするものである。金融i('iでも中央
のコントロールが枕化されることになった。
国営大中型企業の重視へ趙紫陽総評記の下で「ｲ|:会ｺﾞﾐ義初級段ﾙｹﾞ論」
が採択され，化|人絲憐（｢|Ⅲ体戸｣)，私営企業の発展が過度に強調された点
への反省から，「決定」では{|,11人経営，私営企業に対しては，生'韮財の販売
や長距離'''1の卸売業等への参入を禁ずるなどilj｣i坊管｣111を厳しくし，また佃人
収入の'IlfIiIli'１度と納税Ili'１を厳しく通)Ⅱする方針を決めた。
これと対照的に，｜]i悩大ＩＩ１ＵＭＥ業の''１核'１<〕作1Ⅱを九分に発抑させることが
強調された。調整101における|限られたエネルギー，原材料，輸送便宜を，重
点とされる大ll1lli1の効率の良い企業に優先(I<｣に供給することになった。これ
は，社会主義体↑'|の''１核として|正|`尚企業の役;!;'１がi1liiW111iされてきたこととljM
逃している。経済改'''１iにおける佃|人経'宮，私'断企業と|]１１，１:↑企業の評Illliの変化
については第１V節で排税する。
郷鎮企業へのコントロールを強化近ｲ|弍忠ｲｌｌＩを示してきた郷ｆＭｒ業に対し
ては，「決定」では「洲終，雌'肌改造，｜(il-lJのﾉﾉ針の1,.にｉｌｌｋ全経営に向
けて指導を強化してゆくことになった。，Iii11質が悪く，轡1111が劣')，経済効率
が悪く，｜正|`営大''１』１１''１核企業と１%〔料やエネルギーをllXl)谷いするような郷鋲
企業を軽川しようというものである。
l990fF5)lになって$l1lM;Ｍ:業を積極(1<｣にiiiliI1lliする論評もあらわれるように
なり，８８年９)]からｌイｌｉ半u-l1続いた郷鎮企業の盤liIl1・終ｌｌｊ]((も一段落したよ
（３）
うである。この論評によると，８９ｲ'２に約300ﾉﾉの郷ilMr業が雛llllさｵしlOOI意元
分の投資が圧縮されたという。８８ｲＩｉの郷ｆＭ冒業数は1888ﾉﾉであったので，
16％の企業が雛１１Mの対象になったことになる。
対外貿易における適度な集中の実行l988fliに笑ﾉﾘ(!jされた対外貿易諸rlllill
は，対外貿易の発展を促しているが，外貨の分１M(と対外貿易秩序の混i1iしを助
長している，として「決定」は次の６点の集ｌｌＷ柵の実行を決定した。
①大l]の一次)韮,liil1のDliil,Ⅱ１，と１１１要物盗の輸入は，｜];|の指定した対外貿易公TTI
が統一的に11)<')扱う。②lli脳の秤''１Ⅱ19対外貿易公T｢ILI業・貿易公司および
対外貿易取扱権を持った!'{)龍企業以外の対ﾀﾄ貿劾公ｉｉｌは１１)<')締り，撤廃し，
６０
ｲl1Ijl人による対外ff易の１１)(扱いは禁｣上する。③対外貿易｣|)<扱椛をもつ４Ｍi企業
は，他社の製,１ｉｉ１１を買いつけてjliiiiill1,したり，輸入物登をl胸《売した'）してはなら
ない。①外l1fIY(係にIlUする地区ごとに異なる優遇政莱を１%(ｌｌｌｌｉ１<｣に)だ｣上する。
⑤別に|玉|のｊＬ定がある､！》谷を除いて，対外貿易の外貨決済はすべて銀行が行
う。⑥対外債務fl1i入れの窓|]を盤''1K[，盤j111し，あちこちからＷ)入れるnil象
を兜１１Mする。国から~|〈達された↑ｌｊｉｌ)入れBAIlill指標を厳格に実行する。
これらの集''１｜併置から，逆に対ﾀﾄ貿易秩序に雌じているilIl乱のり(態が浮か
び_上がってくる。
企業党組織の政治的核心としての作用を強調1989ｲ|え８）Iの「ｌｌ１共''１火の
党の雄設をﾘｉｉ化することにIjMするjlnllill」のなかで，「企業の党illll織は企業の
政治｢I<］核心である」とあらためてBA定された。この規定は，法｢I<ｊにもすでに
|llilめられている］:場災（社長）の法人の踵，企業の'''心としての機能を揺る
がす６のではないか，との疑惑を/|化させた。
党'|'央組織＃'1の脱１１)|では，超紫腸iiii総ﾃ!':記が|歴'１kにした党のl旨導および`ｕＡ
恕政WL11:作の機能を'ﾘ1(ill;にしたにすぎないとしている。しかし，リ11実の企業
|ﾉAlの人'''１|卿係では，微妙な力|兇Ｉ係の変化をもたらす可能性を持っているとい
える。
３変わらない改革の基本政策
以_'２，ｉ]:沢I｣Lli体IIillが３ｶｲﾄﾞ洲幣計凹の''１で示した改１ｌｂ:政莱の変化を兄てき
た。
財政における集'１１強化，｜正１１>１大Ｉｌｌ型企業の敢机，郷鋲企業へのコントロー
ル強化，貿易体IliIlのり|き締めなどは，これまでの経済過熱の'１１で､解決を辿ら
れていた'''1組ばか|)であり，必要な訓脇に)/]iするもので，改革の」iL本政筑に
変化はないとiijlilllliすることができる。このことは，経済改１１１１':がもはや後戻り
を許されない段階に到達していることを反'１ﾘ(ししているとみられている。
新体Ilillの~ﾄﾞでは，ｌｌ１ｌｌｉｌ全体の'交定に」１k人のカノi1Aが世かれてお')，政治の安
定がそのiii提で，経済の安定はその基ＩＵＭＩであるとされている。このためKill小
Jlz主１１Wは，当i(liあらゆる論争を避け，少なくとも２ｲ'三はやらず，1987年の第
（１）
l31ml党大会のIlVf線，力'１，政策は変えないことを要請している。
第３厳絲済故Ｕ１Ｅと「ブルジョア''111Ｉ化」批判６１
したがって，経済改LVLはしばらく)uL踏み状態にl1fiるが，大安ｌＭ１Ｚ川ﾉ|:に連座
した経済界の人々はごく一部であり，各界の大部分の総済改jII1f実務家が健在
であるため，改１Ｗ)刊始11i))はlfl靴ではない。｜lIl題は''１央のリーダーシップの
政策選択にかかっている。
党組織の企業における核心作111の強調は，「ブルジョアlL1111化」批)|('|の''１
で政if)工作胖部のlliMli復ﾘii}と発言ﾉ｣強化を促すことになり，改jYiムードは一
時il9にかな')後退することが予想される。
Ｈ１経済改〕''１１:の展|)｜|過稗
’'１|正|の経済改IYiは，1984ｲﾄﾞ１０)]の''１典l2I0l31I1全会で採択された「経済体
IIill改hViに関する決定」以降本格化する。そこで第１11節では1984年「決定」で
liIilめられた枠jlillについて(ili認し，節131m|党大会での社会主義初級段階論採択
によるその枠iiillの拡大について兄たＩで，1984ｲ|ﾐ以米爽践｢Ｉ<人皿論｢1<｣に充実
され，展|ｻﾄ]されてきた改hil1iの新しい価城，および改J1l11:柵恕の多うじ化とその具
体化における'''1題点をlllW1Mする。
11984年「決定」で固められた枠組
（１）生藤ﾉﾉ論。「社会力１錠の根本(1<｣ｲ[務は社会｢1<ｊ４Ｍｉﾉ｣を発展させること
にある」と論|折した。これは社会ｊｉ義についての新しい解釈であＩ)，1956年
（５）
''１|]il共産党卸〕８１Ⅱ|入会でﾉ|{雌の発股をﾘ１１洲した論点の発展であるという。
（２）商,ｌｉｉ１１絲済論。イ|:会Ｚｉｉ義絲済は「Ｊ１ﾐｲ｢Ilillを蜘雌とする計lm1性のある商Ih1，
経済である」と論|折した。これは，iillUlil，Tlj場，ｉｗｉ１１Ｍ【朧の関係についての
iiiM卜の帰絲であるが，計I11ilとTlT場のllA1係については今'１までｆｉＭ１･が続いてい
る。
（３）計lIIjlﾉﾉ法論。「社会三ｉｉ義計illil絲済は必ず'21党(1<ﾉに(illiI/1法Illlに依拠し，
これを連１１ｌすべきである｣，「指導Ｉ！liiilluI1は２ｉｉとして絲済のテコの述川により
実りilする」ものであるが，「指令I1liiilllljiもまた必ずｲllli(１１１〔法I1lIを運川すべきで
ある」と論断。
（４）企業論。｜正|家と企業の礫|係では「政介分Iillli｣，「所ｲi権と経憐椛の分
６２
MlIli｣，「法人」の地位のIill:立などの力|ｲﾘが固められた。
（５）具体的政策の主なＩｌ１ｌｌｍｏ
①都市二[業での改革では，二'二場・企業の|とl主椛の拡大，工場災（牝脹）
責任ＩＩｉ'１の艸及，利潤-12紬の納税IIi'１への改IYI，政府と企業の分離が，組
み合わせられてセットとして進められることになった。
②計画体Ili'|の改革では，指令性指標の数を減らし，指導性計l11il部分を拡
大することに力点が置かれた。
③「Ｉｉｌｉ格体系の改111とは全体の経済体IIill改工灯)成Tffのカギである」として
積極的に(illi格改革を推進することになった。
２「社会主義初級段階論」の意義
’''１正|の経済体IIill改ｈＩｌｌ:の大枠は1984ｲﾄﾞの「決定」でlililめられ，計画性のある
llWl1ii1,経済の下，｜玉|街経済のほかに集|]|所行I|i'１経済，私営経済など多様な経済
形式を積極的に発展させることになったが，この発展がどこまでf'|達すれば
社会主義の枠組に抵触することになるのか，また利子のような非勤労収入の
位置づけ等に|ＭＩＩがあった。
1987年10月の節l31U1党大会は「社会主義の初級段階における党の基本路
線」を決定した。「社会主義初級段ｌ１Ｉ１ｉ論」の骨イ･は，①''１|玉|はすでに社会主
義||i'１度の確立を終えている。②しかし，いまだにその初級段階にある，とい
うものである。近代化した社会主義の実りTlは2050ｲ１１１J〔に到達される|=|標であ
り，当面は工業化と41三虚の商品化，社会化，近代化を実IA1することが主な課
題となる。
「社会主義初級段階論」の採択で集|］|経,港企業と秋尚企業，特に私,断企業
の存在と発展が公認されることになった。また，労Millに応じた分配に入らな
い孤金や債券の利イ･収入，株券の'111｣1収入，経営打収入に含まれるリスク報
ＩＷＩｌなどが，違法でない限')公認されることになった。
３拡大した改革領域
次に1987年３)1のlEl務院経済体Ilill改jYjWi討'ＭＩＩ弁公室の「1987ｲli経済体llill
（６）
改]|[試案」により，改J1I[の新たな伽城がどの方irliに拡大しつつあるかを兄て
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おきたい。l986flえの経済過熱llllIIillの収JlLがIxがったとの評I111iに立って穣柵l<ノ
な改革案になっている。
ｉiii文では当面の'''１題ﾉ`'､(として，大ｌｌ１Ｕｉ１企業の活ノルＭと，化産11ｲTlT場と資金
Tl丁場が小さすぎること，マクロ経済符111の科学｢1りでｲｲ効なﾉﾉ法が探Ｉ)あてら
れていないこと，をあげている。
企業改革の深化｜];'１岬M1IiWi業でリースまたはiii1in経憐を枝極(1<」に推
進する。小型iWi業は競光に付すことい1能。｜玉I'営大'l1UiU企業でそれぞれの特
徴に応じた経営責任Ilillをリミ行する。企業の迎合投査による新会社は一般に株
式形式をとってよい（Uilﾘﾐに1987ｲ|ﾐ４)]から大''１型企業で､絲徴請負責任Ilillが
（７）
急速にiluF及された)。
工場長（社踵）責ｲﾓIIillとI:場艮ｲrj0ll三1標責ｲErllillを灸1｢liiI<｣に'１(i進する。樅|折
経済連谷を広範に組織し，業帆部'''１，１ﾘi有IIill，地区'''1における分;!;ｌ|、封鎖
を打破する。行政('り公i｢|で企業を符I1l1するものは６)ｌまでにＩ!！(立採算企業に
転換し，lI1,来ないものは１兆｣|:する。
商品市場の発展｜]１家統一配分物溢の机類と数zlITtを減らし，flIil材，セメ
ント，木材，石炭などの′ＭｉＩｌｲＴｌ1場を発展，改善する。貿易体IIillについては
今年は大きな改革を行わずl988イトの大＃し模を改i1lIiにIlliえる。
資金市場の発展lWi業手形i)|受，丁.形;!;||リ|業務，Ii1i券．株式発行，を拡
大，改禅し門ｌｊｉ業銀1Ｔと|米険公而|の企業化のテンポを｣iしめる。｜司業金liI1I1機関
'''1のコール取り|を促す。
マクロ経済管理の改善イ労|玉|信川計lⅢ1を編成する。灸'１１|玉||際収支計画を
編成する。計画内１１iﾉＭ１設のための盗金を集めるため，一般,fi,け債券の発行
を銀行に委託する。
改革試験を立派に行なう①１１t腱，広州，武漢，稲'１坊，１Ｗﾄ|など27郡ＴＩｊ
の金融改j1I1i試験で木端jiM・の企業化のj､[を探る。②16の''１級:HllTlTでの機榊改
革の試点を立派に行う。③企業経営メカニズム改i1I1iのiijMi。ごく少数の|玉'尚
企業で慎茄に株式''111のiijl(験を1了う（1986ｲlill1l頃，今l1ilで株式Ilill度の試験が
（８）
活発にｲﾃなわれたが，効采は`w､わし〈なかったという）。，|,央とl也力，地区
''１１，企業|A1の株式による盗本迎合は奨l功し，企業の社会|（,,け，当企業従業員
lfTlけの株発行は厳格にコントロールする。④住宅ＩＩｉｌｌ度改〕１，１１:の試験。,'011台，ｌ評
６４
山，ｌ(|:塊等の写lillTlTでの１１;宅IlilⅡ史改１１１１０:の試験を企ﾉﾉをあげて立派に行う。
４各派の改革構想とその具体化の問題点
1984ｲ|i以米部１１１，」:業1mで行われた一迎の初歩(1<ﾉな故ＪＩＩＩｆと新たな実験をふ
まえて経済改Ｊ１Ｉ１ｆのj１１筋がかな')はっきりしてきたこと，１０ｲI主米の改革の''１で
中'五|政府，シンクタンク，学界などのRIliLl1ll家がfiち，経験も横みIEねられた
ことから，経済改1'''1:についてもいくつかの考え力の災なったグループがＬＩﾐま
れてきた。
1987ｲﾄﾞ10)1にlilil家経済体Ilill改ｊＩ１Ｉ委員会は，全lflilの８グループに，８８年から
95年の今後８ｲlillllの経済体Ilill改ｊ１Ｉ１ｉのｌＩ１ｊ０ｌ柵恕のＩi)|:究・立案を委託し，その成
（９）
采はｌ９８ＭＺ７)1までに集約された。
改革の突破口に関する４派の考え方各グループのｊｌＷｆを見ると，今後の
改JII1iの突破｢|について大きく'１１１つの考え方に分かれていることがlff摘できる。
①(llli格改ｊ１Ｉ１ｊ:派。｜;lil務院発展(i)|:究センターの呉敬漣と1i'｢|小)||のグループがそ
れで，競争のあるTIT｣;吻体系の処設が新体IIillの金1`Ｍ機能を発抑させるための
基本条件であ')，（llli格改ＩｌＩｉは|ｲ《U11lIiで危険を伴うが，」Tlくやらないとますます
困りIlliで危険になるとしている。このためｌｆｌｉｌ１は！((iIWi，２～４ｲ|き'三|は基本(l<」
転換を実行し，５～８ｲlil=|は改hiIILの強化・改神をはかる，というかなり強硬
なスケジュールを三三ｉｉ鵬している。
②企業改１１１１１:派。北H(大学のh1i以寧教授のグループがそれである。壬班を''’
心とする''１央党校グループＭｎ:業改flIi派に属する。企業所有ＩＩｉｌｌの改革が改革
の'''心であり，Iilli格改１１１１１は改Ｊ１↓:のりii}紬であ')突lilkl］とな')えない，とする。
スケジュールとしては，品初の３年'''１は企業総'１編iMIlillの発展と充実，株式
Ilillの実験を続け，４～５ｲIil］にiii1i負Ilillから株式Ilillへの移行を行い，６ｲﾄﾞ[|以
降は株式Ilillの全i(Iii1<ﾉﾘ鋤血をはかる。
③総合派。劉洪，洪ｲ櫛Ⅱを貢([肴とする国家iil凹委ｆｉ会グループ，劉|玉|光，
張lli元を寅作行とする''''五|社会科学院のグループは，ilj場，企業，政１１:Iのマ
クロ経済符Ｊ１'１，での総合(1<ﾉなｌＩＩｉ進が必要とｉｉﾘ！《している。
④漸進派。呉Mil青教授を寅任者とする人氏大学のグループは，1988(Ｍ､ら
95年の８ｲl亘'''１は社会了i{義初級段階の'l1iiii1Ulにあたるため，この1011111に新体Ilill
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の加川り枠組を形成することは不Til能であ')，枠組形成の）１１礎的条件を整備
することが課越だ，としている。リil段階では４Ｍﾐﾉ｣の発展ﾉＭ(iに対してＩＥＩ打
経済の範|川が大きすぎるため，非国ｲ｢経済の発展をはからなければならない。
株式IliIl度は横|折迎合企業には有効であるとしているが，一般|正|営企業の株式
化は時期尚早としている。
1988年価格改革案の登場1988ｲｌｉ５)]Kill小平''１央軍委三ｉｉ)iViが一定の危険
を}=i'しても物lilli改革を|析行すべしと発言，８)二Iの''１共''１火政治局第lOllTl全体
会議で「|､格・賃金改JYiに|兇Ｉする11i〔案」が原11|Ⅱl<」に採択された。これは，Ｉ１ｌｉ
格改iYi:により「|正|家がTIT場を調節し，117場が企業を導く」体Ilillを実現すべく，
今後５ｲﾄﾞ前後でIilli格関係を初歩｢|<]に洲盤することを|]標としていた（『人瓜
日報」1988年８）１１９１二|)。
その「原案」採択の発表は８月末の今|正ⅡI<〕賀,liめパニックをリ|き起こし，
９)]に入ると経済の今iTIi調整に急jli武換せざるをえなくなり，Illli格改革は'１１１１上
げされるに韮った゜
「ＩＪＩ〔案」は，国家計画委員会が臨時(I<｣に作った|玉|務院のI1lli格委員会が作成
したものを政治局全体会識が採択したもので，その'ﾉl雰は1989年にflIil材Iilli格
を細雛する稗度のゆつく'）したペースのもので，これも調整強化へのｌｌｌＺｉ換で
（10）
I(【リ｣こめになったといわれる。
1988年２月271]|正1務院がﾉk認した|]:|家絲済体Iljll改革委員会の「1988ｲliの経
済体柵１１改革深化総合案」（新韮社４)11911)，３）|木の人乢代表大会での李鵬
竹相の政府活⑩)報告，のいずれにも88ｲ|量の改jIII1:の課題としてI111i格改iViがあげ
られていなかった。またiiii,llj,の|盃|家経済体Ilill改Ｊ１|[委員会の８グループへの委
託答｢'１案の討論会は６)Ｚｌ初めに北〕i(で|ｻﾄ1かれてお')，答'１１が集約されたのは
７１１１１１であった。
以｣二の材料から判断すると，l988fliのIilli格改h01If柵恕は，５月頃郡小平主任
が急拠提起し，趙紫陽総子!':記と李'''9首相がこれに迫|随したものとみられ，十
分な事前検討と政策的なフォローアップがなされないままにHf場し，流産し
てしまったといえる。
6６
1Ｖ改革における「ブルジョアlLlll1化」批判
１私有化批判
株式制，経営請負制，私営企業の展開1984ｲliの'１'共１１１央の「経済体IIill改
１Ｗこ関する決定」にiｲﾄって，企業の所ｲｉＩｌｉ'|をめぐる改iIl1iの試みが次々にくり
ひろげられた。従来の|正|営介業の所ｲiIlillと経営メカニズムを改111[する力llLilと
して株式Ilill，経附ilinlli'|が実行され，また「社会主義初級段階論」の採択で
私営企業の急拡大がみられた。こうした１１i))きは全体として国ｲｉＩｌｉｌｌの改１１１[をど
ういう力lhlに導くのかをめぐって，溢水三iﾐ義のTViiilililli，ｌ正|有IIillをTIf定する議
論をＭｉみ}'１，すことになった。
まず株式IIi'１，絲徴請負IIi'１，私↑;↑企業の腿llMについてiii単に兄てみよう。
①株式IIiIIol983ｲﾄﾞから企業|人lでの資金集めのために株券を発行することが
認められるようにな')，８４fliには北〕i(に「天橘株式ｲillll公司」が成立し，外
部発行も行われるようになった。しだいに，資金集めの手段から改11[の有力
な力lhlとして圧勝企業の株式会ｲ|:化が検討されるようになり，８６ｲlきには広東，
1夏'''１，１２海などで「株式，Ii1i券1剛1jlUi定弁法」が公ｲi』され，株式会社設立
ブームがL'三じた。イド木までに株式IlilMY業が6000～7()00に達し，６０余{意元の株
が発行された。
1986ｲ|〈10月から1111にかけて総I1l1弁公窒と譜:記処は，７０％が|玉|家株，２０％
が企業株，１０％が従業此株という柵恕を宣伝して株式化ブームをＷ)Ｉ１げた
が，１１I11lDf村証券MII会長の伊1伽|Ｊ１'|がjliu紫|場総I1l1と会兄し，｜]!'ｲ1｢!'ｲ)藍を食い
つぶすや')方に激しく反対して，株式ブームは1く火にな')，論ZiIlillがIMLさ
（11）
れるようになったという（｢'11:界経済導報」l989fM）1301])。
②経営請負責（[Ilillの普及。趙紫陽荷jl;Ⅱは1987ｲli4)lに_l1iiJで訓|杏を行い，
各種の形式の総↑端i1ifl責任ＩＩｉ'|をｌＩｌｉ逃し，大'''２M企業をiiIi性化すべきだと折摘
した。４)I以降，総営請fl責(rIlillは急速に艸及し，イ|：木までに大'１１型|玉附]：
業企業で各種形式の経営論ii寅任Ilillを災行している企業は82％に達した。
経営請負責任Ili'|の具体的内需については多様な形式があるが，今|Ⅱ|艸及さ
れているj-iな形式は「iilii保一}11､」と称するもので，企業は納税と利ilMIMlIを
第３ＴＩ'ｉｉ総済改ＩｌＩＩｆと「ブルジＥ１ア'''''1化」批判６７
約束し，｜玉1家の指定した技術改造項I]実１丁を諸けiiい，１二Hf金総緬と実現した
（１２）
不||淵・税金（税iiii利絲）とを紬ぴつける，という“)である。
③私尚企業の急ｲ''1.1987ｲliの節l31iTl党大会以降，私尚企業の定義は，ＩｌＡ１人
が経営し，雁い人８人以Ｉの企業と公式に碓定された。
私営企業は1984ｲI主から85年にかけてかな|)の発展をﾗﾊﾞしたが，８５ｲ|ﾐ後半か
らの引き締めで発展の速度は鈍り，1987ｲ|苞の私営企業公認によ})急ｲlllを見せ
た。公式統計によると，1987ｲli木，全|玉'1300余〃のＩｌＡＩ体]ｺﾙiJiのうち従業員
８人以｣二の私蛍企業は約11.5万を数え，雁Ⅲ折は184.7〃人であった。この
ほか，28.3〃の合作経済illl縦のうち実質｣▲私');↑のものは６７jで雁Ⅱ|稀は96万
人，さらに集ＩＪＩ企業の名義で蔽録されているが実際は私'断のもの５ノノ，扉用
打80余〃人であった。以｣2を合計すると，全圧|の私憐企業は22.57j7i，雇用
料は360.77j人となる。これに対し'玉|務院農村発腿センターは企'五|の農村の
（I(1)
私営企業は約40ﾉﾉであるとIIliTilしているという。
1988ｲ|ﾐ４)]171沢のＭ法修jli案」では「|玉|家は私徴経済がtMk脱走の範ｌＲＩ
ｌﾉﾘで存在し発展することを許窯する。私営絲済は共ｲiiIIill経済の補充である」
という＃l定が力Ⅱえられ，６)三|には「私尚企業jlU｢定条例」弊三つのＩＭＬが公布
され，法的環境が幣えられた。
ブルジョア自由化と批判された論調天安|ＩｌｌｚｌＷｌ:に至る１１Ｊ主化要求運ｌｉｶの
''１で，経済改jI11iの力lfilにⅡ川して「|几１つの基本１%111||」に反するとされるいくつ
かの論調が現われた。その後批判の''１でとりあげられたものをみてみると次
のようをものがある。
①「私有Ilill宣言｣。４川Xifii化要求グループの''１から「''１|;iilの希望一私
有Ilill宣言」という文書が'''１された。この苣:言は10カ条にのぼるJlﾐｲiIliIの罪状
をあげ，「共ｲ｢IlillというこのｉｌＭｉｌを除かなければ''１|]《|に典のLIj主とlと''１１はあ
りえず，富強にな})えない」とのべているという（｢人比１１報」（海ﾀﾄ版）l989
Ilil2n41]）。
②国有Ilillの雁史(|り使命完Ｔ論。経済学者呉lil(漣は，「|Jilｲ]｢h'|の使命は'1界
｢1<ﾉにすでに完]'し，｜玉|ｲiIli'１はすでに妓終'１りにTIf認さるべき段階に来た」との
べたという（｢'１界経済鯛'1」］9891Ｍ月３１])。
③民営化論。オーストラリア・モナシュ大学在獅のiIfｲi光，腸'ＭＩＬは，「1１
６８
国では数ｲliのi((iIilliの－１､､に一挙にⅨ営化を|祈行すべきだ，と主ｿliiした（Ⅲ界
経済導報」198()ｲli2）１６１１，２)]201])。
④私有化論。ミノ|Ｍ２，リl（学１１(，糀小Ｉｌｌｌが「経済IiH究jl988ｲ|ﾐ9,11,12)}U･に
発表した「''１|正|の改ｊ１Ｉｌ:10ｲﾄﾞ｣，および「ll1lRl-発展と改:i1l1i」1989年２>ﾅに
掲載した「11lllil改hII11:の展望とﾉﾉ策」でii帳した改jII1D:案のエッセンスは私ｲillill
（１１）
にI工かならない，という。
⑤盗水主義と社会Lii我のiilii体Ilill接近論，１１Ｍ.発展論。係越L'三，李震はi１１１体
Ilillの「収敞」論を腱|)ﾄ'し，洪敵ＷＩｌｌ，呉埖lilliはiil'j体IlilljMK発展論を展開した，
（１５）
とざオしる。
趙紫陽と「ブルジョア自由化」批判呉樹背''１|正１人hlj大学Hill校長は1989ｲ'二
８)12311に北ルリＷ:!Y:｣ミとして赴任したが，趙紫|場iiii縦!}:記批判を含む経済
学界での「ブルジョアlfllII化」ルヒ判にもっとも熱心な人物であり，９)三１１１１
（１６）
には北〕i(大学経済系弊の|＃lいた私有化１１t判座談会に,}'１，〃i'ハ識話を行った。ま
た北Ji(大学経済ｲﾘ|:究)Ｗは10)二12511に「'１１哲人'''1'iU企業所ｲiIIill改ｈ１ｌｍｌ１論討論
（１７）
会」を|)卜Ｉき「株式化」批!'《１１をめぐって激しい討iiiiiが行われた。
呉樹青は８)１７１１の｜｢経済参考』紙に「趙紫'1坊|而|志が「私有化」のIIL論を
（18）
あと111Ｉしした」とＭｌｌＩ也する｣造又の「私ｲi化」批)|《'１論を股Ｉｌｌした。
呉Iiil青は私ｲ『化論判のI1l1論と策''１件を六つにまとめて逐一反論している。そ
れは以下のようになっている。①ＬＭｉﾉﾉの卿((《にf’１をilIrl)て社会主義と資本
主義の区Bllをｲ淀，改jYiの政if}力|､]を11K')１１１１すもの。②「収赦論」を持ち｣二
げて社会主義と安本三iﾐ義の本質｢I<｣区HlIを|慶味にするもの。③経済生１i舌におけ
る所ｲillillの地位とｲﾉＩ;111を祈定して，il1iI1,11,経済の要求に従って所ｲiIliIlを改造ま
たは刊述すべきだとするもの。④共ｲﾌﾞIli'１の|人1災を盃llllして共ｲTIlillが社会主義
の絲済｢l<｣Ji1礎であることをTIf左するもの。⑤(|ｉｌＷｊの変化を'二|笑にして共有
Ⅱillがｌｌｉれた1樅山I<｣必然Ｉ！|iを711;左するもの。⑥iMNlU係lﾘlIM;化を|]実に私ｲiIlill
の魔力をほめそやし，共有Ili'１の作)Ⅱを否定するもの。
呉MilTliによると，趙紫陽は，①公然と私ｲ1.化を主張しなかったが，フリー
ドマンと話をしてから共ｲL1｢化度の低いセクターに''１｢i斜政莱をとり，｜玉|徴企業
は郷鎮企業のメカニズムを導入すべきだと{i１度mﾐ雌し，私ｲ『化論者を力づ
けた。②改111姉|)ﾄ1放と|几|つのルＩＪ〕ｌＩＩＩｌｌを分裂，対立させたのはj､大な誤l)で
第３章統済故hI11iと「ブルジョア'''''1化」批》|<'’６９
ある。趙紫l坊によれば，何がｲ|:会iii義のjiiかは訓i6lﾘｌ１ｉｌｉにできないので，社
会ｶﾐ義の堅持を言わない，あるいは少な'三|に『１うのでよい，という。③党内
においてブルジョア|皇Illl化を祥認，支持する趙紫|勝らは，側恕解放」「経済
IIiでは反'二Ill1化をやらない」というスローガンの1,.に私ｲ1.化論打の帆点をあ
ふれさせ，マルクス=i{我の立場をl蟠持している|司志に対して圧迫，打撃を与
えた。このためにまやかしの剛論家が樅行するようになった，という。
10)]の北ﾙ(大学の討論会では，「株式化｣，「株式州||」がごく一部の私ｲ]｢化
論打に利111された点が批判されたが，「株式Ilill」が'五|`iき「人ll1lIi1企業の改111'1の
（19）
ﾉﾉ|ｲﾘとな'）うるかどうかで論争がiiわれた。北京大学はlili以寧教授以下「株
式派」の諭容が多いので､ｒｉｉＭ１はかなり激しかったようだ。
２近代経済学と「ブルジョア自由化」批判
次に，ＺｌＷＩ以後，いわゆる近代継済学，’l1llHlでいう「I1Li力経済学」の受雰
について，どのような仙ｌ４ｌｌが行われているか，と')あげてみる。
’'１|玉|社会科学院出版の『''''１１１社会科判誌は，l990flil号にili1I代光北H(人
（20）
学経済学院教授の「illiﾉﾉ経済学に!Y:ぶいくつかのｌｌｌｌｌ題」という論文を，｜両１２
ｹ）･に諏崇台武漢大学経済学院名誉院長の「10ｲ|i米のわがｌｌｉｌにおける|Ⅲ１発経済
（２１）
学の1i)|:先と応111」という論文をｲ||次いで拙救した。
この２論文は，いずれも''１|玉|の改Ｊ１|［・ｌｌﾄ1放のために近代経済#学の学習は布
111である，との立場を1ﾘl示している。しかし，ｉＩｉ１Ｉ代光論文は，近代経済学の
111111'1分析，計算子iⅡ'|技術，符111千段に学ぶことはiil能だが，iLi1=ＩｉＩ<｣に崇拝し，
そのままそつく')受窯することはできない，と述べ，批)|('|的受容の立場を強
調している。
iUl代光論文は，近代絲済学学科においてｌｊｔｌｌ《'lすべきいくつかの何iliilをあげ
ているが，ｆｉｉなものは次の４点である。
①「|正|ｲＬ１ｌ１ｲ朧の私人化」「化|入所ｲ｢Ili'１のTﾘ処」「私有Ilillfi:言」などの主張，
｢国営企業のＭｉ柵がｲ《'ﾘlllii(」という議論を批)|《''し，ｉ汁凹経済とi1j場調節
を結合した社会主義の1Ⅲi品経済迦行メカニズムを堅持しなければならない，
とする。②ケインズの1111論を''１|巡|の条件を考えずに導入して財政赤字無害論
を流行させた誤り（謡喋台論文もこの点を強洲している)。③完全な111場経済
７０
の実現が改革の|=|標であるとしてnl1m1の機能を意図的に過小評価する傾'hlo
④榊造的インフレ不可避論，およびフリードマンに影響された１１''i格の全、'二I
Izll化で一挙にilJj粉均衡を実現できるというユートピア的考え方。
この２論文によって，’'''五|では大安''１Ｗ件以降の「ブルジョア日[''化」批
判の１'１でも近代経済学の学習の方針は大きく変化していないことがわかる。
批判は一応これまでみられた特干のゆきすぎた何!'(ilとその影弊を是Ⅱﾐしよう
という範Ⅲ1にとどまっているが，｜Ｉｌｌ題はむしろマルクス経済学lljli常の内部に
浸透している近代経済学の影響の方にあろう。
３市場経済論批判
計画とTIT場のUM係については，Ｚ１ｉ要な政ih的節|=|にその定式が変化してき
た。天安'１'ｌｚＷｌ:以降は改革の'1標は「荷'1Ⅲ1絲済とTl丁場調節を結合した経済連
行メカニズムを)611川する」ことにある，とされるようになった（｢江沢比総書
記の講話（９）１２９１１)」「人氏｢|報」1989年９)1301])。
1982年のl21ml党大会では，「計画経済を主とし，Ｔｌ1｢場調節を従とする」原
Ⅱ'1が採川され，８４年のＩｌ１共''1央の「継済体Ilill改]I[に関する決定」では，「社
会主義経済は共ｲillil1を基礎とする計111]il性のある商,Iii1,経済である」という規定
になった。これには，社会主義継済は完全なTIi場調節によるTlj場経済と異な
るものである，という注釈がついていた。
1987年の第131Ⅱ|党大会では，８４ｲliの決定の1細'1に力ｌ１えて，改11111により実現
すべき新しい経済運行メカニズムは「|正|家がＴＩ｢場を調節し，市場が企業を導
く」メカニズムであるべきだ，とした。同時に計画調節と市場調節という手
段を立派に連)Ⅱしてバランスのとれた経済発展を災現すべし，とされた。
大安'''１二ＩＦ件以降，l31ml大会の定式を否定したわけではないが「|玉|家が市場
を調節し，Tlj場が企業を導く」という規定は便１１｜されなくなり，「計画経済
（22）
とTl1場調節を結合する」という新しい言いﾌﾞﾉに統一されることになった。
この言い方はH1j小亙lz1lLMf委主ｲ[が天安''１１事件iil1:後の６月９１]に戒厳部隊
幹部を接見した時に「われわれはり|き続き計画経済とTl丁場調節の結合を壊持
する。これは変えてはならない」と述べたこと（｢人民１１報」1989年６)127｢I）
に''1未している。「ブルジョア|とllll化」批!'くりの''１で，1311Tl大会の規定ではili
ZiJ3iVt経１斤改革と「ブルジョア「Illl化」批判７１
場経済の役！;||の評(illiが強すぎて当iiliのｿ|き締め体Ilillに適合しないiriiがあるた
め，新しい言い力が生まれたものと考えられる。
経済改Ｊ１ＩＩ':は1984ｲｌｉ以来本格化して，TlT場の育成，所ｲrIlillの改革深化の力|('１
で多くの爽験が枕みIliねられてきた。その''１でI1I1iiiliiliでも多彩な腰|＃|が試み
られている。天安''１１二１Ｗ卜以降展||ﾄ|された「ブルジョアlLllll化」批判の''１で呉
樹青が展|＃Iしたような批判は，９)]の江沢IXi;附話以降ほとんどみられなくな
り，天安''''二|印件にilL[接|乳lﾉﾉした|凍一瀞や］Ｍｉなどの一部急進グループへの批
判を除いて，改10|'iにおける1111論探索は学術(|<」観点として依然lL11I1なiiiＭ１に委
ねられている，とみることができる。
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第４章「改革」農政と農業'１１１題
Ｉ「改jYf」農政下の食粗''111辺
1978～84ｲﾄﾞの食)W1i/l【j韮の発腔はめざましく，イli率４９％のｊＷＩｌ率をフパした。
この食糧iVMfのテンポは政策１１山村の予想をはるかに超えるものだったよう
で､ある。
1982年木の全|]il股村=l:作合繊において，ノjllLは，ll1l1il共i雅党第１ｌｊ０ｌ３｢'1全
会（1978ｲ|え12)]）後の食)W,tllj(錐について，政府は農LLを休ませるために食粘ｉ
の輸入を決めた，と柵｣了している（｢人氏llflul982ｲlil21l2311)。
1979年９１三|のll1Ul4ll1今会では「今後比１１咬(I<｣踵い)011111にわたって今'五|の食
)Mi買い付け指標を1971～75ｲｌｉの水i((iに安定させる」（｢人l｣kLll報」1979ｺﾞﾄﾞ10)］
６１１）ことを決定していた。政府の1Mい付け食)ＭＩｉはｉｉにIilliljijilXiへの供給食
)M,iである。都Tlj人||は，７１～75ｲｌｉの平均の約１ｲ意5323ﾉJ人から1980年には１
億9140〃人へと24.9％1Ｗえている。４１１１余会では，政府が必要とする食粗は
ざっと25％噌えているはずなのだが，買い付け鼓はｊｉｌｉやさないことに決めて
いる。その代わりに，大力(:の食)lMIijliiiii人をその後しばらくの||Ⅱ続けることを政
府は決めたのである。３ｌＭｒ会の改jIIEによっても食)ＷＭﾐ歴が人''１冊に11ｳえると
は予想していなかったのであろう。節６次５カk年iillllilでは，８５年の食粘i生産
'二|標は３ｲな6000万トンであＩ)，これは80ｲ'１からの↑''1ぴ率としてはｲIﾐ平均
2.5％である。経済を幌iIiLさせたと言われた'１柳l，つま|)改〕'Imiiの65～78年
における食)|<Ｍ：産のｲli平14｣｣(ﾘｶ'１率は3.5％であった。だから，３lll全会直後
の食糧４Ｍ:の兄j、しは机めて控えめだったのである。
３１１１全会後の食lWlﾐ11ifの｣杣'1率はWli述のようにｉｌ１ｊかつた。食粗のlB(府買い
付け量のｊＷⅡ1率Ｍｉ脳itの１１杣Ⅱ率を逐年｣そ''11るようになった。「''１|正|統計ｲ|え
鑑」によると，食)Nil【jliiii入は1982ｲ|〈の16007Ｊトン余をピークに減少し，８５ｲ|そに
７４
は5807Ｊトン余に|､､がった゜
３''１今会I〔後から1984ｲ|えまでの食W1t`|ｉ産の１１４人，とくに82～84年の大IW1名
を背景として，将来の食)|《Ｍｉ厳に対する兄jI]qしはｌｉｌ１ｉめて楽観的になった。８１
年１２１］に設立ざれ後に|玉|務院農業発ｌlⅧ|:究センターへとケト格し，「政iYj:」１０
年（３｢|'全会後のl()〈|:）の農業政莱をリードした''１|]il農村発展ｌ１Ｉｌ題研究グ
ループ（以~「「(i1l:先グループ」とＩＩ１ｈ称する）は，８４ｲ|〈の人lHl作のⅡ!〔後に2000年
にlhlけての食)WitlIl1liを次のように丁illllしていた。「1984ｲ|：の食枇ﾎﾟＭ搬最を
JIL数として年率2.5％の;|;||谷でWIlＩするならば，２()()()ｲﾄの我が'正|の食WMZ産
品は６億435ﾉＪトンに達する。そのときの人|］を12.5億とすると１人当たり
488kgである。極イリⅡ，醗造111およびその他｣:業)'１食)Wilt54357jトンを差しり｜
いてもなお５億5()0()ノノトン残Ｉ)，ｌルIﾉiたり440ｋｇをiIIill1iすることができる。
こうして，1人111たＩ)250ｋｇの飯米と50kgのMIiのWif典をiiMiたすことができ
る。これは，アメリカ，ソ迎などのlJilが１人｣↑た')llill｣kと総Llﾐ産額1000ドルで
（１）
あった頃の食物ilIiH1iﾉＭ(iにﾉ'11当する」と。
ところが，Ｉのような楽机(I<」を二rillllが行われたそのｲlｉ（1985ｲＩｉ）に食紐生
)藍は人ll1i7iな減少をフパし，その後机亭１１%を続けている。この悴11W|;が始まるとす
ぐに，それまでの農業政策に対して批判ｉＭＭ\がりilれり(ｆ}めた。’''心('り論点は，
農業投査のi),iIii少にともなう農業2ＭiﾉﾉﾉiL盤の低1,.という点である。1980ｲ'三以
降，｜正|家!'ｲ政からの農業」i(本姓設投riiは減少し，水利処設への労'１１１１ﾉﾉIiﾉﾉ員メ
カニズムはⅡ|壊し，化朧ﾉｊＪｌ蝋は弱体化しつつあったが，それでも３''１全会
後の数frllI1は食)W1tﾉＭｉは１１杣|Ｉした。この点についてMx又は「過去の建設の基
礎がなかったならば，このような成采は得られなかったであろう。……この
数年農地の水利1｢'iについては，ノ川良(|<｣に古い安本を食い潰してきたのである。
農家経`尚IlilI（１）;〔文では「家族ﾙﾐ包Ｉｌｉ'|｣）の実施以来，人('１分の地力で農地の水
利建設を｣|こめてしまった。他ﾌﾞJでは，少なからざる水利施設が壊れ，ｕﾘﾄi存の
（２）
施設も久しく修l111されていない。……水利施設の効来は人lIlFiに低下した」と
指摘している。また，「農lXL｢|報』の評論貝も「岐近あるＭ１Ｉ１家は，農地恭
本建設投資が少なくなり，農業は新たな停滞の||棚1に入っている，と警告し
ている。’'１央のlTiljlL《もこの意兄が注I|に伍することだと認めている」（1986
イド７）122[I）と述べていた。
ｊ１Ｍ章「改iIl'':」農政と股業'１１１題７５
1985年以降のLlil龍の(州|:とは)l(illl(!(|<｣に，食)Miilili1Iiは8()ｲﾄ代の半ば頃から急
哨し始めた。「改IYi」ｌ()ｲliの食粗のLMiとiiliYYの推移を|ﾇ'１にフパした。ＬＩｉ産
品と食川消費鼠の数１１１[はｉ''１|](|統計ｲ|主鑑」から，総iiIiYIihtの数(inは農牧漁業
部経済政策li1l:究センター食)Wi川究グループがまとめた論文から得られたもの
で､ある。
1979～83年の５ｲ|Ⅲの食)W,(総ii1j伽Tこの｣1ｳﾉﾉ'1は6050ノノトン，イ'二|z均1210万ト
ンであった。その後84～88ｲliの５ｲ|Ⅲはｲｌｉ平均1520ノノトンずつhMIえたことに
なる。食)Mii研究グループによれば，８４イドまでは生藤がilliilliをＩ｣iill)，６ｲｌ２ｌｌＩｌ
の衆横で余剰は7425ﾉｊトンであったが，８５ｲ|i以降はi''１Yllが'Ｍ１をＩｊⅡ|るよう
（３）
にな')，８５～87ｲﾄﾞの３イlillllでｲ〈足は5530ﾉＪトンだったという。
総iM1i品のうち食Ⅲii'iYlilitのjWIl1率が1984ｲ｢以降鈍化し，８６ｲ|ﾐ以降停滞し
ているところに注||したい。総iiLi費１１ｔと食I11ii1jY1i｣itとの雄は，極イリⅡ，］｡業
１１１（｢''１|玉|統計ｆＭ劃によれば，箙造1Ⅱ･製jlll1J11食糊は食)||食)W,(にfiirまれる)，飼料
111の食)M,{，そしてllIliEであるが，その大冊'１分はiiil料１１１の食)Mil〔て､ある。した
がって，８４ｲ'三以降の食)M,i総i1ljYliのｌＷＩｌｌは飼料)'1食Witの忠jililによってもたらさ
れているのである。liiil料11棚を急hl1させた要|人|は，所1(ﾄの｣２ｹ１に伴う食化iiIi
水準の|(,１１２，よ'川↓体｢|<｣に旨えば|AI類iiljY｣jの｣村大である。
図によれば，飼料１１１食)W,iのiiljYYは198()ｲﾄﾞ代の半ばIJ1から忠｣Ｍ１しているが，
肉の４Ｍk量，ｉｉ州こ''１tがこの'|制01かMiiil料)'１食柵iljYIiの｣柳川率と対応して１Ｍえ
たわけではない。この矛1i7iは，’'１|]《|における家畜のＩ式統(l<」飼養形態（Ｉｌｈｌ々の
農家がｌ～２頭の豚を身近にある雑多な飼料で飼育するＷＩ給(|<ル態）と近代(|<｣
飼養形態（商ＩＷＭｉとしての錐１１氷）とのiiil料)Ⅱ食)W,tlliZ<換率（ｌＭﾐ産砒／iiil料１１１
食柵I1iY1侃）の違いによって税lﾘＩすることができよう。イパ統的飼養形態のも
とでの飼料DII云換率はJltflliに低い。しかし，この飼養形態のもとでは｣(＃大する
都ＴＩi需要に対応することはできない。illi,１，１Ｉ,経済の発股によって，８０年代の半
ば頃になってようやく家flfの近代(1<｣iTil強形態が１Ｍ(しり(ｆ１め，飼料濡要を急速
にjMI川させた，と。
1978ｲ|ﾐ木の１１期３''１今会からちょうど１０ｲ'三を経た88ｲ|え木の今'五|農村兀作会
議では，農業が|玉llXi絲済の』,L礎であること，食糊''１題が絲済発展の死命を柵'Ｉ
する'''１題であることが|リびりjiTJH1された。
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図１食枇のLMiとillY1i
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挑）食111食柵I1iY1lfitはｌ人当たり食１１１食WlWjY1iiikに人|］を杜ﾄけ
た仙食枇総41三雌』itとともに「''１|通|統iil･年鑑1989年」より．
食枇総11111111ｉｔは「農業経済|I111uj」l988HlA5J0１，３ｒ〔よ|)，
87,88年は推定(lh．
節４章「政ｉ１ＩＩｉ」農政と農業'１１１胆７７
１１１紀雲は次のように述べている（｢人Ⅸ｢1級」l988flil2)11711)。
「当而の農村'''１腿あるいは農業'''''四とは，主として食)Wii'''''四である。……
'''１題は，我がlKlの食粗，綿花のLMfが1984年に大台に采って以降１１Jぴ停滞し
ているところにある。この状態が改神されずに続くならば，改ｉｌＩｒに対して，
|正lLk1j経済の発展や国lXj(lliiiliの安定と改善に対して深刻な形郷を1Ｊ-えるであろ
う。」
「人'二|のjMI力||，｜正lLIIjの/li1iI1｢水準の|(,１１２，食物柵迭の変化にしたがって，食
)M,iに対する濡要はますます'１W火するであろう。……食)l<1,柵要のＷⅡ1は不可逆
(1<」を傾lnlである。リilｲﾋﾟ我がlJilの人'二1は毎年二｢数1'｢ﾉﾉの速さでjiｳｶl1してお')，
食枇の消費は征ｲﾄﾞ1000～1500ﾉｊトンの速さでｊｌｌ１ﾉﾉ||しているのであるが，耕地
は毎ｲ1120～27ﾉJヘクタールの速さで減少しているのである｡」
「兄落としてはならないことは，農業'''1題は決して川)部｢1<｣なＩ''１題なのでは
なく，全局に|ＩＩＪわる'''１題だということである。一般(l<｣な絲済]I:作この'''1題な
のではなく，総i流|zの１Ｍ【な11m１１片'''１題であ')，政ＷＬｉＩｌＩｌ１辺でもある｡」
３''１全会後の経済発腔によってllillXiの姓iiIi7M(iも急速に|(,l｣したが，一度
ﾘ|き'さげられた(|（１１Ｍ.((《は，社会(|<jiliLi1iしなしにはり|き｢げられないであろう。
まさに，111紀雲が述べているように，食樋諾要の１１ｳ人は不１１１逆｢l<Jを傾|ｲilで､あ
')，食糧問題は政洲''1題なのである。＿上のり'111からわれわれは，４Ｍﾋﾞﾉj基盤
の弱化を背景とした食)M,ilMiの停洲;と人'二lのjlｳﾉlⅡ１，生iiliﾉＭ(iの|(T1Lにともな
う食粘伽費のj１４人によって，食)WIillll題が深刻な'''１腿として浮かび上がってき
たことを知り1Mしる。
」孟述の農村二11件会議に,'''１１，IiVした企l1il各地からの代表とのl`K談会において，
趙紫腸は「これからさき農業を発股させるには，次の三つの条件に頼らねば
ならない。一つは，政莱にIlil(って農lXjの彼極|/ｌｉをリ|き}''１すことである。……
二つは，科学技術に虹(ることである。……三つは，役ifMjWⅡ1に噸ることで
（１）
ある」と述べている。発ﾄﾘ<11然のことが述べられたに過ぎぬように兄えるが，
三つ'三|の「投ｒＷ)｣脚力||にliliる」というのが孟要な慾'1ﾉkをもっている。３''１全
会後の農業政策は，趙氏|(|らがMiL案した「政策と科学にlIHる」方針のもとで
進められてきたからで､ある。
1980年９)ごＩにγIIjl5Iil鋒に代わって剛;||の座に就いた趙紫|場は農業基zML設に
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おける水利重点主義に批判｢1りであった。趙氏は1980ｲｌｉ初の「紅旗」誌に掲救
（５）
した論文の'１１で「今後の数年'''１，農業のji4産はｊＺｉとして政策と科学に頼るべ
きだ」と提案していたが，「政策に)|U((る」とは，農家経営IIillの導入によって
農IXjの生産に対する積極性をリ|きＩ１１,すということである。「科学に頼る」と
は，農業化産を｣１１ｶ人させる技術｢|りな|＃慨として，優良種子の辨及，iW1i慨の工
夫，家畜飼料の谷li1l1i1りな配合など科料1りな栽培，科学(l<ﾉな飼養に''１点が置か
れるべきだということである。さらに，従来の水利雄設に触れて次のように
言う。
「'二l己の力量に合わせて段ＩｌｒｉＩ<｣に農業雑木雄設を続けて行かなければなら
ない。私がここで言うのは，農地ルＭ上設ではなくて農業基本建設である。
……というのは，これまで言われてきた農地基本姓設では内容が少し狭すぎ
る。｜］を|；Mけば水利，農地改良，」:壌改良では狭すぎる。農業ﾉﾙ本建設は
もっと内雰が胆い。水利，二k壌改｣iLも含まれるし，交Iliil施設，極イセンター，
乾燥施設，倉lIliなどの建設も含まれる｡」
「今後はむしろ水利建設投資を少なくして，資金をその他の急を要する事
業に使わなければならない。milｲ|ﾐわれわれは農業科学技術曲の基>Ｍ些設が非
粥に遅れている｡」
1981年１１月に|汁|かれた第519l全人代節４１JTl会誠で『経済建設に|)Mする１０大
方針ｊが趙首ｲⅡによって報告され，農業は政筑と科学に頼るという力針が確
認された。他力では，｜玉|の財政文Ⅱ１，については，今後は''１央財政の投資範lIl
を次第に縮小し，ｊ■ﾐにエネルギー，交j､，新興]_:業にＩｈｉｌ)向けるという方針
が示された（｢人hlJl1報ｊ1981年１２１１１１－|)。
lFlの農業投査政策における|ﾘⅢＩｉなﾉﾉ針転換であった。1980年代に人って|玉｜
家財政における農業投査は大|偏に減少した。趙紫陽の言う農業基本処設投資
もhi4えなかった。｜正|の財政投資政策において農業投盗が重視されていたとき
には，地力11ｲ政もまたその大半が農業投資にl辰Ｉ)lfilけられていた。しかし，
'五|の11ｲ政投資政莱のlliZi換は，1980ｲ'２代初からの財政Ilill度の改革とあいまって，
地力財政における農業投資をも急辿にiliili少させる力|h]へと導いたようである。
この''１１の事情は，「地ﾌﾞﾉの財政諸IiIli'|度が実施されてからは，地力各級政府
は財Ⅶi(を拡大し11ｲ政収入を1W)やすために競って二Ｍi業に投資した。……農業
第４章「改J1IIi」農政と農業'''１腿７９
は……'二l然災害の危険が大きく利益が少ない。しかも，食粘ｉｌＭｉが増えれば
増えるほど財政補助は大きくなる。当然の成り行きとして訓iも|』M心を示さな
くなった。“農業を）ｉｆ礎とする，，というスローガンは指導満の談話の１１'にだ
（６）
け見られるようになり，“|｣光農業”となってしまった」と税|ﾘ１されている。
３L'１全会後の農業政策の特徴の一つは，ここ地蕪撚整Iilliに対する投資の減退
である。だから，1988ｲliの農村二[作会議で「投資のｊＷｌｌに虹(る」力針が付け
力Ⅱえられたことは，従来の農業政策のjlりし道を修IliするIir典な意味をもつので
ある。
それでは，この政莱'''１<換に至るまで，つま})食＃Ｍ２産に対して楽観的な兄
通しが支配していた'1《!「には，農業4Ｍtはどのような条件によって文えられる
と考えられていたのであろうか？既述の「研究グループ」は，1984年に前
年までの実績をもとにｉＴった食粘t所給予ｉｌ１ｌｌの'１１で，需要に対してその後の実
勢を上lnlるほどの墹加を兄込みながらも，生産が持続｢1<｣に需要を１１Ⅱ|るだろ
（７）
うとの結論をl[,していた。
（８）
「研究グループ。」のi7lii小柴論文は，「われわれは今後の17ｲIilll1に食粗生産は
安定的に増加し，毎ｲ１１２．５～3.0％のfl;||谷で噸大することはIilIl;災にiJ能なこと
だと考える」と述べ，以下のような根拠を挙げている。
第１に，’'''五|のlM1放後の食ＷＭ主産の発展速度，llWiLの食糀化産のこの
３０年'''1の発股速)史と比１１咬して，２．５～3.0％というｲ|ﾐＷ１ｌｌ率は決して商く
はないこと。
第２に，農家経尚Ili'1の実施によって農乢の/Ｍｉに対する積極性が高
まっていること。農１Ｍﾎﾞｲll当の'二|主権を持つようになったので，仮に政
策に誤')が生じたとしてもそれに抵抗する能力は非ｆｌｉに高まっており，
これこそが今後の安定(I<｣な｣瞥産を保証する航要な条件となっていること。
第３に，’'１|玉|のjl)Utは'1上界の先進的な水i(Eと比べて大きな遅れがあ')，
増産の可能性が大きい'１１．低｣|スミ昂農地の?;||谷がまだ非術に高いので，増
産の可能性が非淵に大きく，今後の科学技術の艸及による増産の可能性
も大きいこと。
歴史的に兄て決して高すぎる噌力Ⅱ率を想定しているのではないこと，’1上界
の先進的な水iViと比べて大きな遅れがあり，しかＭＹ１産余ﾉﾉが大きい農地が
８０
広範に存在すること，これらはjw1韮の淋在性を示すものであるが，それ自身
では現実的な可能性を示すものではないだろう。これらを現実的なものとす
るためには前提条件として４Ｍﾐﾉﾉﾉi剛の整iliがなければならない。解放後の
ｌｌ１ｌＥｌが，耕地の'Ｍﾐﾉjをlnl復し，高めるために，lIil家投資をｊｌｉｌｌｌとして膨大な
労Iiil1投入を蓄績してきたことはhli1ｹi''のところである。「研究グループ」はこ
の事実に全く無'對心であった。
農家経営ＩＩｉｌｌへの移行は，確かに農､１３のLlr産に対する績極性を喚起した。し
かし，その積極性をﾙlli侍するためには，それを支える条件が必要である。一
つは，個々の経営体の範111を超える」ｉｆ礎的条件の盤I)lli，もう一つは，IlIil々の
経営体が自らの蓄械によって経営を拡大することを可能にする農業の収溢性
と社会経済的環境の保証である。これらはいずれも農家経営Ilillそのものに
よって生み出される条件ではない。ところが，高氏が農家経営Ｉｌｉ'｢|〈の農吸の
'二I主権こそが将米の農業生藤の安定｢'<｣な成長を保証する条件だとしていたよ
うに，「研究グループ」は農家経`洲'|そのものを過大評(Ⅱ'iしていたようであ
る。
IIiWmi1IiTl,絲済の発展と食I限ｊｉ業戸
1982年１１月1511の全|正|農村こ[{i：合繊で〃型は３''１全会後の農業政策を「８
億農民の猿極性を|･分に苑liliさせるために，生'龍隊と社iiに'二|主椛を｣うえ，
'二|留地・家庭Ｈ１'|業・集Tl丁交易を復iii｢・拡大し，各秘の責任Iljllを打ち立てねば
ならないことを強洲してきた。農業柵造を調幣し，農民に休養をﾉﾉえるため
に，｜正|家は伽|ﾐ150()刀トンの食)Witをjlillii入し，大'１１mにｉｉ要農mll産物のfIい付け
Iilli格をリ|き上げることを決め，その後さらに多柧維`宮（訳注：一般に食枇作
物以外の経鴬極'二|を指し，広い意味で非農業を指すこともある。以下では多祁経
尚という川語をそのままⅡ)いることがある）を発展させることを決めた」と概
括し，「これらが農民の積極性をリ|き,''1,し，それまで梓柵していた農業を発
展させたのである」（『人氏１１報」l982fIil2)123｢l）と述べている。
Ｌｌﾐ産隊と社員に'二|主椛を与え，各柧の責任IIillを打ち立てる政策が急速に農
家絲営Ilillへと導いたことは周知のところであろう。農家経営ＩＩｉ']のもとでiWiI1n1，
第４章「改ｊＩＩｌ〔」農政と腱業'''１題８１
経済の発展に伴って食縄ＬＭｉ形態のどのような発腱が考えられていたのか，
これが本節の検討洲辿である。
３''１全会においてそれまでの食)Wli1l'心政策が改められ，食)Nil【作物以外の極
１１が発腱し！(ｆ１め，農村の経済|叶造が変化し始めた。衣１，２，３は３''１介会後
の農村経済柵造の変化を表示したものである。
農村社会総/'三)１脚iを農業(|ﾐﾙ儲(iと非農業化i)淵1(iとに分けてみると，1978～
83ｲliの最初の５ｲlillllには，農業〈ＩＳｉ靴Iiと非膿業ﾉ'三i鮒Iiの年Ｊ１え均成災率はそれ
ぞれ14.5％と165％で余り兼がなかった。そのため，社会総ﾉＭｉ額にlliめる
農業生産額の;|;'１谷はやや低1化たにとどまった。７８～80年には農業'|{産額の
WIi成比は微jlilすらしている。しかし，８３～87イトの４ｲlilHlには農業ｊＭｆ額の年
平均成長率１４２％に対して，非農業化産額のｲ|i平均収｣で率は25.2％とＩｉＩｉめて
高い値を示した。1984年以降は農業/|{産額が,'iめる１ill谷は急述に低1､してい
る。
股業の|ﾉ､１部では，食糧作物とそれ以外に分けてみると，３''１灸会のUlI後に
食)Mii作物のﾄﾙ成比は急落した。ただしこれには食)Mliiの1978ｲliの｣WL作，８０年の
ｲ《作という条件を考慮しなければならない。３１Ｍr会以降農業の|ﾉ､１%'１では食
)|Ｍ；物以外の極'1の成長が辿かつたが，７８～8()ｲﾄﾞの数(lll1にはその趨勢が増'1Ｍ
されて表示されているのである。その後は84ｲ|【以降の食撮4Ｍk額の柵成比の
低1〈が特徴的である。
農村労Ilillﾉﾉの榊成でみると，1983～84年にｌｈｉ換期があったようである。８４
ｲ'2以降農業従I|州の,!iめる;|;||イヤは急速に低]化始めた。８３年までは農業従二|｛
打の＃;11合はやや低]北たが，農村リブl1Iiﾘﾉj総数の｣1杣'１数のほうが多く，農業従
恥行の絶対数は1ＷⅡ|していた。しかし，８４ｲＩｉ以降は，柵成比が低下したばか
')でなく，腱業従J|端数そのものも減少し始めた。ツナIlilﾉ〕柵成のｌＩｌｉ移は農村
社会生産紺におけるﾄﾙ成比のＩＩＩｉ移と完全に符介している。
農村経済の多様化とともに，「411〔業戸｣，「ＪＩＭ(戸」といわれた新しい農村
経済の担い手がり１１れてきた。余|]ilWMの説'ﾘ|によると「専業戸｣，「ilIXK戸」と
は次のような農家である(｢人hbllⅢ1982ｲⅡ）１１４１１)。
農家経営IIi'１のもとで，腱家は多極経徴を行い分業化を進めた。それと
ともに，ｖｊｉｌ１１ｌｉＩ<｣な技術や経'剛ﾋﾉﾉを持ったⅣIji業7i・重点)~iがり,lれてきた。
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表１農村社会総化廠額部ｌ１１１ＢｌｌＩ慨成｣上の||(；移
'8７
９４３２
１００
４９．６
３４．８
７．７
３．５
４|､４
農村社会総/剛徹(i(伽c）
lT1-L織成比（％）
うち農業総化》蹄((（％）
農村]:業/|{叶糊i(％）
〃処築業〃（〃）
’’迎輸業’’（〃）
〃商業〃（〃）
2038
１００
６８．６
１９．４
６．６
１．７
３．７
2792
１００
６８．９
１９．５
６．４
１．７
３．５
412`１
１００
６６．７
２０．０
７．８
２．０
３．５
5034
１０(）
6３．２
２３．１
７．４
２．６
３．７
(j340
１００
５７．１
２７．６
８．１
3.0
‘１．２
7554
１００
５３．１
３１５
７．８
３．２
４．３
||Ⅶ）「''''１iⅡＩＩＬ村統iilfl:鑑」1985,1986,1988ｲI:版．
表２農業総L'三瀧額部''１lHll榊戊｣上の１Ｍ；
'83
2750
１００
７０．６
４９．３
イ.６
１７．６
４．９
２．３
'87
4676
１００
６０．７
３６．５
４．７
２２．８
７．０
４．８
農業総21三藤#(i(侭jIj）
ｌｉｌ１｣ZIMi成｣上(％）
うち洲Ｍ:物(〃）
うち食W,(（〃）
林業(〃）
牧滞業(〃）
剛業（''）
漁業(〃）
1３９７
１００
７６．７
５９．０
３．４
１５．０
３．３
１．６
1９２３
１００
７１．７
５２．１
４．２
１８．４
４．０
１．７
２１８１
１００
７０．５
４９．６
４．５
１８．５
４．５
2.0
2483
１００
７０．５
４９．０
４．４
１８．３
４．７
２．１
３１８０
１０(）
6８．６
４５．４
５．０
１８．３
５．４
２．７
3620
１００
６３．０
３９．３
5.2
22.0
６．３
３．５
4０１３
１００
６２．２
３９．４
５．０
２１．８
６．９
４．１
||',所）ｉiii衣とlii化．
表３農村労１１Ⅲlﾉﾉ部'''１》'|榊成比のｲ化移
1978
30638
１００
８９．７
８３．８
５．７
４．６
’83
3469(）
１００
８７．９
８１．５
５．８
６．３
’84
359(j８
１００
８４．２
７０．９
６．７
９．１
’87
39000
１００
７９．２
膿材労働ﾉﾉ総数(ﾉﾉ人）
｜両I-MMi成｣上(％）
うち農林・牧・Ｍｌｌｉ１Ｍｉ
（％）
うちＷＩｉ１Ｈ(％）
農村｣:業(％）
その他(％）
31836
１００
９０．４
32672
１００
９０．７
33867
１００
８８．８
37065
１００
８１．９
37990
１００
８０．２
8３．８
６．１
３．５
8４．７
６．１
３．２
8３．１
６．１
５．１
6３．３
７．４
１０．７
８．３
１１．５
８．５
１２．３
'''１所）iiii我とliilし．鵬付ﾂﾅllillﾉ｣数には|正悩ｌＭｌｉ労Hillﾉﾉ数が含まれていない．
i繩jiW縦燃鮒鯛側:鴬蹴騨１Ｍ：
:繍jin鋸=回淨ＩＦＴ
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表５耐ijmL農家労１１１１ﾉﾉの就業部'''１川Iil1MG (％）
純農業労N11ﾉﾉ雌卜１１企業労１１１１ノノINll業専業労'1ﾘﾉﾉ」他ｌｌＷｌＩｉ１１ノノ ）《業労働力
5１ 2９ Ｉ ７ ９
たことになる。表６ⅢijmI1LR1,〔業)iの経'尚梛'１
1970ｲli代の初期には
90％以上が純農家であ
り，この'J〔からⅡ業や
､１１乗が始まった。半ば
薊'11ｆｔ＝１１１ｔ=llliII=lIil≦|;Ｉｆ
班から社隊]:業が広く弊及し始め，８()ｲ'１代初めに急成長101を迎えた。’１１
時に姓築業が急速に発展し，集lIllMll業も′l;まれた。続いて農業から分離
してきたのが家庭Mll業や''111|人経`断の二脚業である。これがvli業戸の）i蝿で
あった。
農家労Ilillﾉﾉの就業刊'１１１Ⅲの榊成は表５のjlnl)である。表''１の兼業とい
うのは農業（〃伽作物）と他の棚＝|との〕|〔業である。
南ju1iLの1983ｲｌｉの専業戸数は総農家数の約12％を,!iめたが，このうち
のＩﾉJ78977iのillil杏によると，］<'１〔業戸の経,断剛三|は衣６のように分類で
きる。
千二[:業とは，リlill繩，搬物，手下げカバン，崎イ.，ソファー，カーテン
等のⅡIll1lMll]二や竹器，セメント板の製造等である。ﾌﾟﾙＷｉ業は，！]f菜，
１１/i水，薬材，食)l11Mi等の戦培である。誰ｈＩｉ業には，家''１６，期，兎，豚，
牛，ミンク，蛮峰などの護殖があ')，労務業は雌築，述輸等である。ｉＨｉ
業にはサービス業が含まれる。
すでに1979ｲ'１から農家経`剛illを導入していた農業地ｊｌｌｌ;安徽打勝県地区の
（10）
1981年の]！ｉ〔業戸に|1Mする調査報告は次のように述べる。
「称県地区では農家iii1iiillillを実施して３ｲｌｉ余Ｉ)経ち，農業化産は急速な発
展を遂げた。農家はⅡﾘﾄｺﾞに衣食のｌ１Ｉｌ題を基本｢I<｣にI岬決し，手元に金が余るよう
にな})，ﾂﾌﾞﾉJも余るという状況になった。……余った金をどこに投査したら
良いのか？余ったﾂﾌﾞﾉﾉはどこにＩｌｊ１ｌ１を求めれば良いのか？……調査におい
てわれわれは，多祁絲営や家庭Fill業がltll茂(l<｣良いところでは家族貝のなかで
ｊｉＭ章「改11'１:」農政と農業'''1題８５
分業が始まり，技術を持つ表７安徽1什勝Il11JL区のＷＬ業)ｉ（1981ｲ|:）
たものがj(',〔業的性質を持つＷ[柴の櫛|’ノi政総(桃)i数にlIiめる判ｲﾔ
益１１Ｋ．’卜・羊・‘ｌＭ１ｌ６１()7戸４０．７％た生産を始めるようになっ 謎蛛４７１２．２
て，一群の1'ji業戸（これら養兎・家禽３８()６９４
謎M(（14826３６．８の農家はいずれもｌ～２枕|」 養盃５３０１．３
の錐殖業，ノ111二[業あるいはそ搬物２６４２（1６
１Vi水２６７０．７のほかのiiill業をiii体としⅦ１，〔 化き５
業梛'三|の収入が800兀以」Xで梨(ｌｌｉ７５１１９
州1i（８７５２．２農家総収入の50％以Ｉを,Ｉｉめ
る）が現れているのをみいだした｡」このような専業戸が，1981ｲﾄﾞの勝県地
区の統計によると，４７Ｊ280)~iあり，これは農家総数の6.3％であった。専業
戸の内訳は衣７のｊｌｎｌ)てある。
ここでは，呼業FiとはIHiU分されたW|地での|ﾘﾄ極作物のほかに農家の従来の
Hll業秘Ｆ１を拡大し，iWiIIiT114MiにまでilQiめた農家である。
Ｉの専業戸のうちから，ある養峰DJ模拡大腱家の例が次のように紹介され
ている。
察集公社銭李大隊の謎Ⅲ細[業J｢季上ＭＩＩは，一家６人，労I1Ii1lﾉjは２人で
ある。1980ｲ１１には耕地１０ムーをiii'iけ負い，１３/Wiの蜜峰を飼っていた。と
ころが二またをかけていたために８１iilも峰に逃げられ，400元近い損害
をこうむるという災雌にあった。農業と養峰との'''１の深刻な矛１百である。
夫婦２人での計算:によると，ｌムーの耕地はコストをリ|いた年純収入は
130元余にすぎない。１０ムーの|ｿ|｣也でｌイＩｉの収入は1300ＪCである。４
ムーの「'二1糊１１」だけを残して飯米をIiliil米し，イ１１ｲli20余ﾈiPiの蜜峰を飼え
ば，養峰だけで収入は2000元をｊｌＸｉえ，これに４ムーの耕地からの収入
500元余を加えるとｲlijlX人は30()O)１ｺ近くになる。こう計#１１:して，季は養
峰に専念するために４ムーの「l1Mll」だけを残して６ムーをLMi隊に
返した。
この李氏の例を紹介した後報告打は，「llilあるいはTlj場が彼らの１１)|《lilI，飼
料，NII食,W,弊に対する必要を保証することがｌｌ１,来れば，……彼らは二|川を全
部}'１,して農業からはなれ，に1分が経憐する4'１〔業生朧に専念し，充今にﾐｌｊｉ業の
８６
道を歩むことができる。こうすれば，股業に従ﾕ|「する農家は二１J山を拡大し，
農業経憐の規模を拡人し，これらの農家も農業専業77となるだろう。調査の
状i兄から見てこの段ﾙｹﾞに至るまでにはなおﾉ|Ⅱ当の時'１１１を要する。当irliは，
……iii1illlllを辞退してl]柵11だけにする腱家は未だ机めて少ない」と述べて
いた。
専業戸のLlﾐ成，このﾘTl象は杣il的なI{l((|ｲﾘであったようだ。ｌＵ１ｌｊ述のl982fIき＊
の全|玉|農村二[作会議でﾉﾉ｣'１６また農村経済の発展を「１１{産責任Ili1lの全般(Ｉ<」を
実施によって労lill効率は著しくi＃iま')，労働ﾉﾉは大いに節約され，Ｌｌｚ産｣itは
増え｣'１人６噸えた。これによって広範な農Lljは余った労|i[ﾘ)力と安金を横帆的
に利)|'し，多極経憐を発展させ，分業をすすめ，農MII)離物のilli1WI皇産の発展
を１ＩＩＬ進めてきた。lWi11ii11Lli雌の発展，これが農村経済の新しい)机Ｉｉの雑木(1<」
を特徴である」と総llIiし，「ｉｌｉｌ'すべきことは，今睡|各地で，技術がすぐれ，
経営能ﾉ｣を持ったＩｌｊｉ業ｆＭｉ料･が数多くＭＬてきたことである｡彼らは，集'１１
からKII〔業部'''１を論けiiったＸＩ１ｉ業41：産稀と共に，多極経'尚の'１１からあるｌ祇|=｜
を突ｌｌｌ１させrliﾉﾊ(をｲ｢する兼業農家となってお')，その''１には専業戸へと発展
する農家も多く，この傾lfilはますます進んでいる」（｢人氏｢1*M」1982年12)1
2311）と述べて，「４'１〔業、」という商,Ｉｉｉ１,/Ｍｉの祖い手がりilれてきたことを指
摘していた。
例として挙げたiIjjlm'}↓と称l'IuIll区における1,〔業戸の経営種'三|のＩｌ１運は，農
村絲済の発展，多様化の進股1史の違いと)'してよいだろう。農村経済の発展に
よるﾂjrl1li11力の非農業への移1Iih，農家絲徴の多様化による商,lii',ﾉＭｉの発展，こ
れが1980ｲlﾕ代に入ってからの'''１K|農村の特徴ｉｌ０なlIijjlhlであった。
それでは，農村継済の発股とともに，食粘i4Mfはどのようなﾉﾉlfilに進むの
であろうか？iljぴﾉﾉ111に幾場してもらおう。この点について農村ｴｲﾉ'三合繊
でのﾉj1lL報告は，」iの称１MJ也区の調査報f1fとほぼ|両１じょうを兄皿しを述べて
いる。すなわち，
「Uilｲｌｌｉの請負経済はi三として」危地耕作のiii1iけ食いである。各椰の異なる総
営祁１１に従二|ｉする爪点戸は大多数が二|川のiii1i負を放棄してはいない。しかし，
多極経`断と](ｌｊｉ''１種Ⅱの分業の発展とともに，ますます多く肌11〔業生産村や経
営満が徐々に耕作からＩＭｌｉれ各柧の]qji業7iとなって発展することは必然｢I<)を過
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稗となるだろう。」
「人fitの人々が徐々にここ地からlillliれこ'2地|ﾘﾄ作以ﾀﾄの各櫛の専業4Ｍ代に従zl1
するようになれば，二１２地|ｿ|:作もまた11,〔業化′Ｍｉにしていくことが''1,来るだろ
う。このとき初めて農業LMiの１１W,Iii11化率を高め社会化を実りiIすることが出来
る｡」
しかし，それにはＩ;||当'1Ⅷ|がかかるだろうと刀LlLは兄､､していた。政策的
には，党''１火は1984ｲ|ﾐの１号jum達でiii1iii樅の譲波という形での農家IlUの二'2地
の賃Ｉｌ１ｉｌ對係を認め，２ｲ'１後のl986イトの１号jln達でiiiIifl樅の譲波によって二k地
を食)|<Ｍ三厳を専''１Ⅱ1<ﾉに行う農家に集'|'し，絲尚の谷li1l1化を横恢的に進めるﾉＪ
針を打ちｌＩｌ１した。
二ｔ地耕作を徐々にVji業化4Ｍkにすること，これを'''四宿)'1K北地区では県委
員会が公社，大隊を指導してｌＩＩｉ逃した。すなわち，食粗専業戸の育成である。
農家経営Ilillによって|ﾘﾄ地が細分化され，零細なDA模のIUIlH'|維営農家が広範に
ｲＭｉしているという状況のもとでどのように食)ＷＩｉＩｌｌｉ業戸を育成したのか？
以1,.はその(ﾀﾞ１１である（『''''１;|農LLL#'１」］983ｲIi3112111)。
雁北地区の主嬰な食)Ｍ１|【4Ｍ代11,4の一つである大|而1IILでは，1982イドにiWi1W1
食粘i５トン以ｌの農家131戸（総農家数の0.3％）が|仮光した食)WiiはIMM
い付け食糀の３１％を,|iめた。
111委員会はこの実態を総'１１iし，lIlへもっと多くの食粉を提供するため
には食粧専業戸を大いに発股させ，彼らを横恢(1<｣に文持しなければなら
ないと判断した。そして，1982ｲｌｉの冬から1983ｲﾄﾞの存にかけて，１１１４委員
会は公社，大隊を指導してljl(｢111〔|訓査を行い，５トン以｣Ⅲ(光できる
農家が2000戸あることを知った。
県委員会は彼らを支援するためにWilli地を彼らのところに集'|'し，ｆｌｆ
人遺族など労I11illﾉﾉがｲ<足している農家や専業7iの請負地の譲渡をすすめ
た。また，食枇=<Ｉｊｉ業戸の科学｢1<｣耕作を指導するために，県下16公社の'１１
心地区４カ所に技術サービスセンターを設世し、優｣｣Ｗ【ｲの供給，秘ｲ・
の処１１１１，病虫害防除，技術指弾などに責任を負った。このほか，資金，
種子，盗材等の優先(1<｣供給，貸付，ｆＭｉｉｎＳ材のためのiiii払いｌｌｆ置などの
優遇措世を識じた。
８８
この頃，食)W,|【１ｔ'１〔業戸育成のための支持政策は，）Ｉ１ｆｌＬ地区だけではなく全|正｜
各地で進められたようである。
二k地の集'１１については，「各地では二１１地の調幣や請負権の譲渡に対して融
通性のある多様な力法が採)Ⅱされた。ｎら請負地を辞退しようとする農家に
対しては，ulIちに彼らを支持して集|ﾘ|をjuhしての譲波を認め，また[１分でｲ[１
丁･を探して譲渡することをも認めた。多極経尚をうまくやっている股家に対
しては，積極的に彼らの]qji業4Ｍ２を援Uﾉﾉし，彼らができるだけ171く二|地から
Iillliれるための条件を作った。」川を放棄する農家に対して，仙111ｊ０ｌｌｌＩ１ｌＩ１の｣二
地改｣iLや施設hW）IⅡ|などのｔ地に対する役人資金を譲り受ける農家から谷llll的
に保証させた」という。
食枇専業戸を支侍するために次のような梢置が採られた。
（１）食粗作物のIilli格条件のｲ《利を是IIiするために集団が食)W,側〔業戸に
査金援助をすること。
（２）農業銀行，信用合作社が食粘叫業戸に優先的に低利の11ii付を行う
こと，また，食Wi部１１１１は食粘Ｗ,〔業戸との契約に際して30％のiiiili度余を支
払うこと。
（３）食>'１６(農家の負担をi1脚Ijiすること。ｉ]i脈fTfi:i:ﾘU県の|ﾀﾞ''一集|Tlへの
公積金，公締金，符理費，義務労Ilill等の負liuをirIi積りｉｌｌｌ)から，mii績，労
１１１１力，人'二lの比例;l;||今に改め，ムー当たＩ)負１１[をそれまでの30元から２０
元に減らした。Ⅲ)｢江省劉叫の|ﾀﾞ''一ムー当たりの集|可|への公績金を
２０～25うじから３～７元にi1iiIiらした。文教・術/l2UM連の支出を二ｔ地負拙か
ら受益若負l1lに改めるか，あるいは二'二地と労l1Ii1lﾉﾉの比例負111として土地
iilLlをムー当たＩ）７元から２几に下げた。
（４）食枇専業戸に化学11U料，農薬，種子，農業機械などを優先的に供
給すること。
（５）食粘柳業戸に対して物｢|<｣奨励を与えること。例えば，ｌＩＸ売食櫛1
戸当たり５トン以北あるいは1人当た'）１トン以｣工の農家に対して，化
学'''''料，農業機械などの物iI<｣奨励をリえる。
こうしたことのﾙiIi采，1983年には各地で食)WMA1ji業戸が急速に哨力||したとい
う。とくに江ilLi打，llliILi行でのｊＷⅡ|が1ulH箸:だったようで，ｉⅡ西行では食糀専
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業戸は総農家数の7.5％，lll11Li済では6.0％になったという。
’1｣illi省雁北地区で５トンu-lni1WlW1食粘iを''1)(光した腱家は，1981年には
239戸あＩ)農家総数の0.04％であった。1982ｲliにはll42Jiに｣Ｗえ０２％になっ
（１２）
た。翌1983ｲﾄﾞには大''１Mに11ｳえてＩノJ2000戸に達し，2.1％になった。上述の
ような食粗Vji業丁ifi成政策が効を奏したのであろう。
しかし，３午後の人lilⅡｉＬの二|｣Ｍと''１に関する報｛!『は，「1983ｲ'三に二'二地調整
の、枝は総耕地|｢li枕の12％であった。1984ｲliには2.6％を,!iめたが，1985年
には0.9％になった。この数字から兄て，わが1Mの｣:｣也雌''１の速度はますま
す早くなるというようにはjll;んでいない」と述べ，さらに「総`営桃Ⅱが不安
定なものに対しては，彼らの総↑>ｵﾉＭ(iのlhll:を援lUjし，少しずつ｣'１人を安定
させてここ地からIlillliれるのを促進する。二k地からIillけしるのを望んでいてその条
(ﾉﾄがIilliわっていないものに対しては，急いでl:地をｌｉＩれさせてはいけない」
（１３）
と従来の政策に反有をＤＩＩえた。
雁北地区の1985年の状DiLについて党地区委員会の趙洲iii;・ＩﾘＩｉｉＭが報ずる
（１４〉
ところ|こよると，
食職専業戸の蒲Iii1iﾄﾞ迫が深刻である。懐仁''１１の10)Tの比)|咬的大きな食獅
専業戸の調査によると，1985ｲｌｉの食>M1(作付けｍｉ１ｉはiiiiｲliと比べ15％il1ili少し，
生雄最は27.8％落ちた。■('１〔業7iだけではなく一般の農llLも食)M1i作付けiii積
を減らしている。
雁北地区では1985ｲ１１の化学llU料の加I1Uhtは対iiiiｲ|え7.4％減少した。
=[:.Ni'１業が発達している｣也城ばかりでなく，純農業｣山城でも耕作放棄に
よる荒地ﾘJ象が'三I立つようになった。
化学IlU料，イiilllなど化廠盗材のIilli格がＩﾂＩしたにもかかわらず，1985年
からの食糀に対する「liill三七」（契約jltの３W;||を公定(llli格，７;Iillを超過買付(llli
格とする）の1M付Illli格によって，トウモロコシの売波しI111i格は50ｋｇ当た
り２元ほど減少した。
｜司様な労'１１１１ﾉﾉによる収入が，イーi炭ｌＩｉｌｌ)では年に少なくとも2000元，建築
の諸けfiいでは130())Cになるが，農業労Ilillでは7()O～8()0元にしかならない。
他の作物と比べても食)'１，i作物による収入は少ない。ムーュ】た')収入は食
糧約80元，illl料100～l50JC，iIill菜150～200〕c，111『菜70()～800元である。
９０
食粘i作付け腱氏に対するrllllが１１tいだけではなく，政府からの農業投資
が減少し，－W|lの｣山刀では農業ﾄﾞilillﾉﾉ余や食)|俶!〔業戸に対する援助資金を]ｌＸ
ｌ)消した。
農村経済の発腿とともに食)Wit(|i産からＩＭＩｌｉれる農１１Ｊが食)iＭ２雌に]！,〔念する農
乢に二'二地の論fi樅を澱Ｉｉ度し，それによって食)Ｗ１ｉﾉＭｉ農家の〃A模も拡大し，食
)|〈Ｍﾐ塵も専業化するだろうという兄、しは，政莱｢l<｣提案がなされるとlTTl時に
既に|Iff雌に来')」｣ｆていたかのようである。
Ｈ１農家の経済１T1liI
３''１全会後のｌＩｆ１紅i柾Ilill，つま')農家経営Ilillの導入が，農1剥刎illi格ﾘ|きＩ
げ政策とｲｌｌ侯って農LLの/|：厳に対する積枇'211をリ|き,''１,したことは訴定すべ〈
もない。全|兎|でもっとも｣'しく農家経営Ilillを導入した安徽有称11ﾘ也区における
導入当初のilIil査報〈Ｌｉは，食)ｌＭﾐ朧が人lWiiにjW111することを伝えると|司時に，
｢農家経剛illのfMl以降農乢の利袖と農業!l三雄は洲爽に|剰述するようになっ
た。耕作の繊Ｉｉｉ<ｌｌｌｉはi(.｝iまり，I21らil1j費をIIl1えてＭ搬投盃を噸やそうとする
側filがIjilれた゜iWUMU区lWilMl谷系統のlU(完状況から兄ると，この３年米生
IiiIi物資Ⅱ戊売のfli平均１１ｳﾉﾉ１１率はlo％を超えていないが，農業'|ﾐ朧資材販売のfli
O5）
噌力Ⅱ率は20％を超えている」として表８のようなデータを>ｋしている。
全国il<)に｣,iLると，農家経営Ilillの艸及は1980ｲli代に入ってからであった。こ
の農家経鴬IIillのJllMLと対応して，８０～81年とやや(州|;した食)|<Ｍﾐ産も急速に
哨力l'し船めた。農家経営Ilillは膿乢の４Ｍ§に対するｲi1iliI《性をリ|き}'１,し，農業し'：
)韮への投入をlW1llさせたようである。『'''''1|農村統計ｲ１１蝋｜によると，農家
の上上産性lilil走査朧の#Iiは衣９のようにｌ１Ｉｉ移した。８]～83ｲliのhi杣|l率は，純収
入の1''１ぴ率をはるかに超えていた。表８安徽`ih称ll1UlLlﾒJlIil川胎壜系統
｜Ul(売額のｌＩＩｉ移1985ｲliの食)ｌＩＭｉｉ韮の減退によって
食lML機の可能性がⅡ'｜ばれるように
なってから，ﾐﾉlflI1nili範大学のW71場氏
は80ｲliIt1iii1l4における農家の投資行
jj1の背景を次のように脱IﾘＩしている。
1９８０1９７８
wWilliliiilliiJilIill２．１６６９．５２４．１６．４
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表９膿家の/Ｍｉ性固定安産・純｣|)(人の|化移（ｌ凡!ｉたり元）
1９８７
４６２．６
２０．５
４．４
1985
397.6
１８．７
４．７
純収人（１）
lIIil走査雌投fif(2)
(2)／(1)％
223.4
６．８
３．０
111,)ilT）「ll1l1ilIItｲ､l統ｉｉｌｲ|(鑑」1985,1986,1988ｲlH版．
すなわち，「Ⅱ|米からの“農村＝農業＝|ﾘﾄ>lijliI作物”という局i｢liのもとでは，
農民の選択は一ﾉﾉl(,|に|U(られてお')，……農藤物I1lliｲﾊﾞの」:ｹﾄは，／Ｍｆ品の噸
（１６）
力'1と農民の収入の１ｹ１．に対して'ﾘ|らかにllill激'１<ﾉな作１１１を及ぼす」と。
３''１今会以iiiiには，農業2Ｍiでは食)Mii1ll心政策が採られていた。農村での
第２．３次産業は始まったばかりで余Ｉ)光股していなかった。３１１１全会の後，
農業における多ﾉｲl｢I<｣発展，農村I:業など第２．３次廠業の振興が図られるよ
うになったが，これらは，」|X人ｉｌ１ｉとして不安定であったばかりでなく，就業
の機会も限られていた。だから，「改JVD:」の初jUlには，農h1jの経済行為の''’
心は耕極作物，とくに食)M|,iの/Ｍｉにあったといえよう。これが，Ｗ｢氏のいう
｢農村＝農業＝｣ｿ|:机作物」の)ｎ)Iiiである。３''１余会後に食)WM111i格は引き上げ
られた。さらに，公定ｲllli格での買付Ｚ鼠を1971～75ｲﾄの平lﾑ1趾に|凸|定し，それ
を超える分に対して50％のプレミアムを付けるというIllli格政策のもとでは，
l仮売逓を期やせば１１ｳやすほど平均Illli格が_けＩするＩＭＩ|みになっていた。この
価格Ilill度が後に|玉|家11ｲlB(の川ｌｌを雨くしていくのであるが，ここではこの'''１
題には触れない。このような外部条件を背策として，農家は食粘i生産に対す
る投資を噸やしたのである。
農家経営Ilillの導入によってＩｿ|:地は企農家にほぼ均等にI1l1U分された。l984fl三
の冬から1985ｲﾄﾞのｲﾄﾞにかけての，ilLi蔵を除く今|]:'28行・i1i・ｌＬＩ治区の93郷の
社会経済典１Ｍ説1杏が示すところによると，Ｉ〃181のもとのｊＭｉ隊のうち，
耕地を人'二lに応じてl11iU分した41ﾐﾙif隊は701％，ｿjllilﾉﾉに1,tjじて配分したのは
7.7％，人'１とツノllillﾉﾉの)ＷＪに応じて|､1分したのが213％，能力（技術水準
や経営能ﾉﾉ）に応じて11Ｗ）したのが0.4％であった。ｌ農家｣iたり耕地は
8.35ムー（0.56ヘクタール)，この耕地が平均9.7力)ﾘiに分Ilil(しており，ｌ力
ｑ７）
所当たり0.86ムー（5.7アール）であった。各農家は小｣UjJ1｢をいくつかの分'１１（
9２
したところに持つようになった。耕地のllu沃度，住居からのllillWIi等の条件を
公平にするためである。このjlﾘﾄ地配分ﾉJ式は農業生産にとって枕々の不介ＪＪｌ１
をもっていたが，当初は農１Ｍ)ｲllIIlMlⅡ|<]jlﾘ|地経営に対する意欲は非常を高ま'）
を見せ，ほとんどの農民が耕地を要求し，均等な配分を要求したという。よ
うやく衣食にこと足りるという状態のもとでは，耕地は農民がLI2iiliをﾙIli特し
ていく」iでのⅡｌｌｉ－の基本的なﾉliiili手段だったからである。
１農家当たり60アールにも達しない零細な継営DJ模では，投資がもたらす
利益はili:ちに限界に達し経営発展へのjiiはふさがれてしまうであろう。iiiillI
の表９で示されていた1984ｲ'三以降の農家|iⅡ定rMf投資の停滞はこの事情の反
映であろう。農民は発腱し始めた商,W,秘|=|あるいは{Ｍｉ業へ転換することに
ｌｌｌ１ｐを求めなければならないが，これらはいずれも安定性に欠けている。だ
から，将来への見通しが持てないとはいえ，二|川耕作を放棄することは』Ｍｘ
的なllfiili条件をも失ってしまう１１能性すらあ|)''三I'険である。1984ｲ|ﾐ初めに党
｢'１央が耕地の諸ｎ期|Alを１５年に延長する､u達を{'１,した後，政策(Ｉ<｣怠'又Ｉとは逆
（18）
に，人'二|にl応じた配分がさらにjViえ耕地はさらに細分化したという。他の部
''１１への''二i'険は，基本｢l<jな生活条件を保証する範lHllﾉﾘで行われなければならな
い。このような意味で農家は零細な二'1地経営を維持せざるを得ないのである。
この零細｣地紙憐を超える資金，労Ｉｉ１ｌﾉﾉによってｲ《安定だが所得を端)1111させ
る他の部門への進Ⅱ｣,を始めることになる。これが零細絲営の危険を回避する
方法である。零細な土地経営をjlilllとしてそのＩｉｌ１辺に多極経営部'''1が形成され
るのである。
こういう状i兄について，農村発展ｌｉ)|:究センターのﾉＬｉ辺・戴小京iilii氏は，セ
ンターと所il:，湖北，｜llim，寧亙の街・lLl治区~1〈の８県の調布隊が共|両]で実
施した調査にJiLづいて次のように述べ，農業('三朧の発展に対するIli''約要lklと
零細経営農家の行動様式を指摘している。「川辺で冒険するという行iill様式
は農家経常の|司質性を樅みＩＩＪ,す。６万6000戸の家計調査から兄ると，所得階
層別に見てもilW11ii11化率ﾙﾄﾞ層Ｈ１|に見ても，農家の１人当たり食粘i播種i面湫は非
常に接近している。illl料作物，豚の飼育にも|而I様な特徴がある。しかしこれ
らの農作物は，需要のり!'i力性が低いかあるいは|玉|家がI1lIi格水準を抑えていて
高｣|X人を上げるのは靴しい・」こうして，零細経営のもとでは「ｌｌＦｌ辺で行動
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するという行動様式は非農業価城に広が')，農家の兼業化をjIiみ'１１,す｣。し
かし「農家にとっては非農業への)|ﾘﾋ業も安定的なjlilllの外Il1llのliIjl辺にすぎな
い。こうした状DiLのもとでは，非腱業への就業は農醐勿iWiIIlil1化の促進に対し
てIIill約的な作用を及ぼし，さらにｉ１１ｉ１１１１１,農1韮物供給の衰退に導くことすらある。
|而川に極々の原lklによって，余剰労IliIﾉJのJIilLl蛍｢I<｣就業と対応して……人１１
（１９）
にWＭ２する貨幣がil1iYYiin城に流入する伽lfilをもつ｡」
1980年代に入って，表１，２，３によると，とくに84年以降股村の節２．３
次雌業は急速に発展し，農村の余剰ｼﾞﾌﾞIliI力に対する就業の機会は端えてきた。
農LLにとっては就業のための選択肢がhMIえたわけである。しかし，農村にお
ける各種)雅楽の発腿は農家|Ｈ１の分業を促すのではなく，農家|ﾉlの分業を促す
にとどまっている。
1984年にｿ伽されたiiiill11の農村ｲ|:会経済ﾘ|↓lli1調査の報侍によると，農村に
おける業秘Hllの労１１１１報'''1111には杵しい兼がある。すなわち，１ツナIlilll三|Ｊ１た'〕の
労I1lill搬酬は，耕柧作物4.9〕Ｃ（食糊作物はさらに低い)，帝産4.4〕C，農)制刎'１
（20）
]:業8.4〕c，商業・飲食業8.6〕[j，jili1liiii業・］:業,１Ｍ'1]:業１５．０元であった。農
村経済の発腿につれて，農乢が所１４ﾄを噸やしていくためには農業はむしろ重
荷にすらなってくる。こうして，農１１Jは農業に対する各祁の投盗を減らすよ
うになる。しかも，近年農村の生雌`|ﾉlill1il走査)韮の''１では］：．Ｈ']業機械，運輸
機械のI1jめる需||谷が急速にｊＷⅢしていて，農業)Ⅱ|nＭと安)壁の;'}||谷はＩｉ１,Iiってい
る。しかし農民は，農村経済の発腔に対して家庭|ﾉﾘ分業として対応しており，
新たな就業lIilll1I1の没定性が(Mi仰されないかぎり」川｣ﾘﾄ作を放棄しようとはし
ない。
党''１央譜:記処農村政策研究案および|玉|務院農村発展(i)|:究センターによる
1987ｲ1三の農村固定mlIl察人<(訳|盃の食)Wit/Ｍｉに|』MするｊＩｉＭｆは，農111Ｊの資金投入の
実態を次のように報告している（｢農lLl三Ｍ」ｌ９８８Ｉｌｉｌ）ll61l)。
「投資割谷というﾉ`１Kからは，1986ｲｌｉのl7iPI↑たl)平均の食)Ｍ１(作物｣ＭＥ潰川
は288.3元で，農家経脚|ﾐ産Ylil11の28.4％であった。この;|;||谷は1984ｲｌｉより
9.5ポイント低下している。投資金荊lのTliでは，８６ｲIﾐを84イドと比べると，食
櫛作物生雌111川は8.7％減少し，減少|Illilが]１k人で、あった。その他では林業が
わずかに減少し（-0.9％）たが，その他のIIilll1l1はいずれもjW1llした｡」
９４
「－部の耕種作物を三i三体とする村で２．３次)鼈業が少なく，食撮以外の経営
種[1が多くないため，食粘i耕地に対する農民の投盗がある稗度増力|,している
以外は，多数の村で秘度の差はあれ投入が減少した｡」
「農村経済の発展におけるこの新しい'''1題は，食粗栽j済の利益がｲ|Ｆ１対的に
低いこと，また食枇救培農家の社会的負担が１１１いことと関連している｡」
上の報告で，２．３次旅業の発展が遅れたところでは農凪の食税生産投盗
がいくぶんｊ１ｉｊえたと指柵しているところは注'二'すべきである。これらの地域
は，経済の発展段ﾙｻﾞがまだ既述の「農村＝農業＝jlｿ|棚作物」の局面iにある地
域であろう。言い換えれば，農村経済の発展に従って農家は兼業化へと進み，
食粗耕地への投入を減らすようになるということである。
｜可じ農村固定点観察説|沓の農村資金にUMする調査は，農民の投資意識を次
のように概括している（｢農１Ｍ報」1988年１月2011)。
「伝統的消費意識が依然として農家の投資意搬を支配している。農村で
ＩＨＩ々の農家経`営が実施されるようになって以来，農家は''1なる11ﾘ費単位から，
消費と上上産の二砿の機能をＩＩＩｉえた実体に変わった。１４|ﾐｶli1li位としては，習
慣の影糾で農家のil1IYY意識は濃厚である。しかし，ＬＭｆｌｌｉ位としては，少な
からざる農家が[１分たちが置かれている経営主体としての地位を本当に認識
するには至っておらず，投査意識は強くない｡」
上のり'１１１における「伝統(19」とは，人民公社体Ili'11､､の農家に対してのこと
であろう。人民公社体Ilill下では，生産機能はもっぱら｣Ｍ１隊にあり，農家は
消費単位であった。ここで'''1題としたい点は，農家の経尚主体としての認識
が足りず，そのため投資意識が低いとしていることである。1980年代の初め
頃は，農家経,断Ili'|の導入によって農民の生瀧に対する枕極性は高ま')，経営
の|=1主椛を得たことがその後の農業41己産を持続的に発展させていく重要な条
件であるとすら考えられていたのである。ほんの数年をしか経ていない１９８０
年代の半ば過ぎには，外部条件の変化にともなって，農民は，生産に対する
積極性を失い農業に対する投査を減らすようになってしまった。ここでは，
意識そのものがⅡ'１題とされるべきではなく，意識を変化させた背景こそが1111
題とされるべきだろう。
農家の兼業化において農外に流出する労IjiIﾉﾉは概して強壮な労働力であI)，
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劣弱な労I1liIﾉ｣が農業に残される。１４村では労IliIﾉ｣がｊＭｌｌだとされているが，
劣り》を労働ﾉﾉのもとでは，器細なBA模ではあっても必ずしも過剰ではない。
このzlj情は耕作のﾈ１１ﾙﾉ(化あるいは｣ｿ|作放棄として伝えられているところでも
ある。
農村「改ｊＩＩＩＵ:」の岐初の数ｲlillIl農業/I【産に対する積極l1liをもたらした農家経
尚Ilillも，農村経済の発展，農村経済|怖造の変化とともにその限界を狐ｲ,ﾐ化さ
せていると兄なければなるまい。
1Ｖ結論的要約
これまで述べてきたことをiW1liiに変約しておこう。
３１１１全会後の|玉lhliの生活水準の|(,１１によって，食粗の総il1i費鼠は急速に増
川'し始めた。1980ｲﾄﾞ代の半ば以降このIlIi1fT1はとくにhllIi鞘:になった。食物構造
が変わ')，｜Alll1I1のWlliが急速に哨力|'し始め，iTil料)'１食粘濡要が急増したから
である。仙此食糀/Ｍｉのほうは84ｲｌｉまでは|||【[洲にｊ１ｉｌｌ１ｌ１してきたが，1985年
に大'１Mな'ｉｌ１ｆ少を示して以来停滞が続いた。食)W,iil1jY1iが４Ｍiを人'1Mに|｣Ⅱ|る傾
|('1が現れている。生藤のＩ亭INll;を背;F1として，それまでの農業政策に対する批
’'１が兄られるようになった。８０年代に入って農業雌Ｍ上設投資を縮小したた
めに，農業/Ｍ:力』牌盤が杵し〈弱体化してしまったという批判である。こう
して，３''１介会からちょうど１０年を経た88ｲｌｉの灸|玉|農村-[作会議で，Ｔりぴ匡｜
家財政からの農業離水処設に対する投盗を1Mやすという力針が確認された。
しかし，３''１全会後の農業政莱にはもう一つ爪要な特徴がある。
結論的にいえば，それは農家経州illに対する過大評｜1''iである。「ｲﾘ|:究グ
ループ」に代表されるように，農１Ｍ)lLl主椛がＩｉＩｉＩ泣されるがゆえに，農家経
尚IIillそのものが農業１Ｍリノの発腔を文えると考えられたのである。２１１''#の理
論家たちは，この過人iiwllliを，’'１|]ilIlL業の技術的後進'！|ﾐのゆえに，あるいは
農業本来の特性のゆえに，家族経,i)にそが農業｣Ｍｉに血しているのだと言っ
て初i強した。
３１１１全会において，従来の食枇'''心政策が改められ，農村経済の多ﾌﾞｲ,的発
腔がＩ化しすすめられるようになった。ｉ１Ｗｌｌｉｉ１１絲済が苑股し船め，｜両１時に食枇412
９６
産から他の部'Ⅱ'への労I'ﾘ'ﾉﾉの移1ｌｊｊ１が始まった。農家経営IIilIの導入に際しては
土地を均等に請け負わせる力法が採られたが，商品経済の発展と労働力の移
動はﾆﾋ地の請負樅を談i度するというUil象を/'ｉみⅡ!,した。こういう情勢を背景
として，ｉ１ｗ１１ｉｉ１１経済がさらに発展すれば，二':地を手放す農家がさらに現れ，ここ
地は耕作に専念する鵬家に集'１'するだろうという兇通しが立てられ，食枇専
業戸育成政策も採られた。当初はそのような発展があり得るかに見えたが，
1980年代の半ばに政策｢l<｣支持が減退するとともに，食粗型j(業戸もまた衰退(,り
傾向を示した。
農家経州ｉｌｌ１ﾏの農民は，社会経済(Iり環境の変化とともに異なる経済行動様
式を示した。すなわち，」'i初は商品経済が腰'ﾘﾄ'し'(iLiめたとはいえ未発達で，
農lRiにとっては就業の選択肢も少なく，経済iiIidjllは基本的に'二地耕作に限ら
れていた。こういう条件のもとでは農民は農業投資に対して積極的な姿勢を
示していた。しかし，農村経済がさらに発展し就業の機会が噸えると，労働
ﾉ｣の他の部'''1への移りij1が進んだが，農民は農家内分業としてこれに対応し農
家の兼業化が進んだ。農家の兼業化は，零細BA模での農業経営の|司質性を雌
みⅡ｣'し，農業（食粘i）１Ｍ:のiWil1ii11化と農村経済の発展に対して障害となる可
能性すらはらんでいる。このようなljllilⅡ|の根拠は，農村経済の発展によって
生じた農業（食樋）4Ｍｋによる所得のﾉＨ１対('りな低-「と兼業机|]の所得川;(とし
ての不安定性にある。
1988ｲﾄﾞの農村I作会議は，’１|家財政からの農業投資を1Mやすことを確認し，
農民に対して呼び労Iilill蓄秋をｌ１ｖぴかけることによって，これまでの農業政策
を修正した。これが実行に移されるならば，腱業（食織）」Ｍ２の低収祐性を
いくぶんかは和らげることは１１｣,来るであろう。しかし，それでもなおこれま
で農業ＬＭｉの発腱に対する|jiif害となってきたもう一つのJiL本iI9な要|天|は雑木
的にそのまま持ち越されることになるであろう。
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節５章’'１国鉄jliiil業の展|刑と産業組織
Ｉはじめに
本章の洲廻は，’'１|玉|鉄鋼業における産業Ⅲl細の検討を、じ，実体経済の変
化に11|Iして経済改j1I1iを論ずることにある。鉄'１１１業および''１｢lilの産業刑I織全般
（１）
に|剰しては少なからぬ先行業絞があり，本章もこれらに依拠するところが少
なくないが，あえて怠'又|する点を強調すれば，つぎのようにいえよう。すな
わち'949年以降の)韮業iIill細の形成をあとづけ，経済改:111則りlに現われた変化と
その歴史｢I<｣合意を浮き彫りにすること，および今[1の鉄flIiil産業をめぐる市場
組織の情報を盤IlIl・検討し，この1｢'iでの経済収jIIkの到迷点と'''１題をIﾘ|らかに
することである。また２１W'i'二|身についていえば，1978ｲ|堅の段ﾙﾄﾞで「''１[lilにお
ける''１小鉄flIiil企業の存立条件」と題する小論を書いており，イ《十分ながらも
（２）
70ｲli代における鉄fliil業のilif業$Ⅱ縦と地域il9TIT｣i坊l1Vj造について分析した。した
がって本章はその'１１|題意識をリ|き継ぐものともいえる。
一般ｉＭ１Ｗでは，’'１｢i<|の従来の経済システムは1950ｲ'１代にソ連から導入さ
れた''１央集桃｢l（｣計画経済であり，そうしたシステムの変Ｊ１|にそ経済改iII1iの課
題ということになろう。しかし２１Y稀のｌｌＩ１解では，こうした''１央計画｢Ｉ<jシステ
ムが効果(1りに機能したとAl)､われるのは節１次５カ年計Ｉｍ１ｌ９ｌ（1953～57ｆＩｉ)，人
間M進以降の洲整j9l（1963～65年）あたＩ）にとどまる。それ以外のI|制０１にはIlill
l史(1<ﾉな地ﾌﾞﾉ分椛化が行われた')，llij(治変jijjの絲采経済迎営がiliLiliLしていた')，
あるいはiili所がｲ'１乗する｡'1態が/|{じていたようにAy､われる。このうち大蹄1進
期（1957年以降)，小WM進｣0１（197()～72年）のIlill皮改革については今|]の経済
（３）
改ｊＩＩＩ１:の前史としてとらえるべきだ，というのが2iY者の艸側り立場である。そ
うであるがゆえに，また実体経済の変化にl1l1して今[1の改JVi・')ﾄ1放政策をと
らえるためにも，解放iiiiにルーツがあり，第１次５カイ|ｉ計画期にプロトタイ
100
プが形1｣11§され，人MMi・小IliM進l0lに修]|;され，さらに今'１大きぐ変化しつつ
ある,|,lIlの)薙業柵造．)寵業$１１織の変遷をl縦史的にあとづけることが必要とな
る。さらにいうならば，産業illl細の分析に不ii｢欠なＴＩ｢場$１１織の変化をとらえ
ることによ})，今lZlの経済改T'１１１:にあって一つの''1(||であるところの企業'二Ｍｉ
権の拡人と11i｣i吻経済化が，一体いかなる|人1実をもったものであるのか，’ﾘ'ら
かにすることができよう。
なお，本章では特に素材産業の代表｢'<｣業柧である鉄`'１'1乗にしぼって議論を
展,汁,した。」'初の予定では，ノⅢ'：・ポ''み｣ﾘﾉ:てlIl製造業の典型として'二111ﾘﾉ]'()曜
業についてもlTil様の作業を行うつもりであったが，紙数の那谷で》''稲に譲ら
（４）
ざるをえなくなった。いずれにせよL述の課題を来たすためには，産業とし
ての成熟皮や滞要榊造のｲ１１述を！（まえ，鉄flliil・ｌ２ＩｊｉⅢ''１のみならず↑}･業>Ｍ１[にお
ける雌業iIi,,織の比較が必要であることはいうまでもない。本章は，こうした
試みのいわば節一歩ということになるが，行iiiiiで'ﾘ|らかにきれるzll態は，多
分に他m1f業についても'71様にあてはまるIIill度Ｉの|''|題点にかかわるものであ
る。｜(,|i完｢I<ﾉな別稿がiMliされているとはいえ，水飛はそれ'と１体として完結し
た内需が|=１桁されている。
１１鉄fliiil4Miの１化移
１鉄鋼生産と国内供給
’'''五|における近代(l<｣な鉄鋼業は1890ｲｌｉに(ill識された淡陽鋼鉄廠にはじまる。
その後，１１本の役''1＃やﾀﾄ膣|資本の進'11,，うち続いた内lMliを経て，1949年の''１
ﾐｲI曠人比共ｲ'１|玉|収:fﾉ:ｌ'瀞に新政府がり|き継いだ。鉄jllilUAl連の溢水としては，｜|Ⅱ１
本,liIiIi下の鞍'１１に銑fliil-賞製鉄)ﾘ↑，水渓・イ｢紫||’（ﾘ１１ｲｌｉの附|l鉄`１Ｍ|公司）に高
炉製鉄所，人述．撫llnlililll・犬1=|上.-Ｍﾘ;に瓦lzfMiの製鋼所，龍hYl（inJ北价・
ii川lbに鉱'|'等が，それ以外の地域については人l)i(・大治・正座・兄'ﾘ|など
（５）
に若干の鉄flIiilメーカーがあったにすぎない。ちなみに49H1ﾐ以前の>Mlil4Miは，
（６）
431liの92.3ノノトンがピークで､あったといわれる。
さてlXllにアホしたように，鉄flil化厳は1950ｲli化木以llflt，急墹・急減をアパし，
その後60ｲ|<代後半の瀞込み，７０ｲ'2代｣|&ば以降のｲ州l;のあと，８０ｲﾄﾞ代初皿(の浩
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図１鉄fliiil/Ｉｉ１)ﾄﾞおよび鋼材輸入
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1二の停滞を例外としてｊｌｉＩＩ人Itlilhlにある。このうち，５()ｲ|:代木以降の変iﾘ)は大
跳進政策とその後のiﾘﾉil幣政策によって，６０〈|i代後半の藩ち込みは÷LilItlii繰り広
げられた文化大革命の影郷によって，７０年代ＷゴのＩ州|;は毛１１<火llMiの政治
(I<」幌iIiしによって，一般(l<ﾉにiiluIﾘ'されよう。８()ｲ|え代初ljnの悴洲はこの'|柳1にと
られた調幣lB(策の彩粋とAy､われる。ｌｌ１Ｉｒ１Ｕｌによる蝿iIiLはあるものの，/Ｍｉは拡
人する趨勢にある。とはいえ，７８ｲ|え以降の>|<llfliilLMiのｉｌＩ１びはｲｌｉ率６５％にと
どま'入この'''１の/|{'龍|];'1｣りりi得（物('<ｊＩ既念）の成｣ii:率９２％を大きく下|ｎ１つ
（７）
てし、る。
他力，fliil材のjliiiiIl1l人は196()ｲli代初Unの一||制０１を除き純jliiii人の状況にある。
60ｲ|ﾐ代初nIiの場合は人ll1Miの反liIjで)|《'１鋼の|]!'|ﾉﾘ供給|,|体落ち込んでお')，こ
うした''１での鋼材DliiiiIl11は11災を感じを否めない。禰要の減退もさることなが
ら，対ソ負Ｉｉｌｉの返i舟のため，ｊｌＭｌ１なlliiiill11を行ったTii能'Ｉ！|{がil9ljい。ともあれ，
60年代半ば以降，｜|<lrIUlによる変ii)1はあるものの，flliil材jIiiii人はjVi大する趨勢に
あった。このうち8()ｲ|《代初ljIiの落ち込みはこの'１机１１のillil雛政策の結来であろ
うし，８５Ｉｌさiiii後の忠１１ｳは経済改jIII1:による最気の過熱と貿易)川illの弛緩による
ものであろう。８７ｲli以降のＷう込みは，リ|き締め政策を反'１ﾘ|Ｉしたものである
リＩＩＩＩＩＵＵＩＯＵｕｕＩｕＯｕＩＯＩＩＩＩＩＩＩＵＩＵＩＩＩＩＩＵＩＩＩＩＵ
１０２
う。このように，flliil材lilii人の変勅は多分に景気反応(I<jなものである。ここで
は在庫変iiﾉﾉという経済Ilill度にかかわる人|Ｈ１題について言及する余裕はないが，
ともあれ，｜]:||ﾉlの鉄jIiil需給はこの'''1基本１１<)にタイトにＩ((i移してきたと#１１１さえ
ておく。
つぎに銑flliil比率をみてみると，’'１|Ⅱ|鉄鋼業の大きな特徴として銑鉄とＭｉに
Ｉｉｊ１ｉｉ斜している柵造がみてとれよう。と')わけ人lMi191,1970〈|孔代後半の'1側ｌ
に顕著となっている。つまりこの'|<洲，新たな鉄fllil/Ｍｉ設Iilliは高炉段階にと
どまる傾,filにあったか，製iliil・ＩⅡ:部'''１が'11〉I(ili1Oにｲﾉ:ち〕Lfれる状D1lにあった
ことになる。
２鉄鋼生産の地域構造
衣１にみられるように，解放ilLL後に遼lMii[，北京，lIlllIi，河北，－ＭF，湖北，
llu川といった地域にlITiiｲIiしていた鉄鋼４Ｍiは，経済発展の過私｛で全|正|的にllX
l)組まれるようになった。しかも屑鉄・flZ力の供給があれば１１)<')組める製鋼
部''１１のみならず，iWiIlji設Illiを必要とする製銑IlilIl1l1まで全|玉|的に行われている
点に，１１W放後の鉄fll1il雌業l1l1U世の大きな特徴があるといえよう。また，内陸部
の新たな鉄fl1il朧地の場ｲﾔは一般に銑鉄生藤に何'斜している状〃,Lがみてとれよ
う。
ちなみに''１|正|の｣iHi谷，鉄鉱資刈ｉｉはおおむね公|玉|に分散している。代表(I<ﾉな
鉄''1としては，鞍111.本渓（遼寧)，糞來（Iii1北)，繋枝化・西,ｇ，（llLl)||)，人
１%(・古交・MiU''4（lllilIi)，ｉ柳；（（il鯨)，燕湖（'交徽)，包虹Ｉ（内蒙Tlr)，部ﾘﾄ|・大
治（湖北）といったあた')が挙げら化その仙各｣山に''１小の鉱lIlがある。
l984fliにおける鉄鉱ｲｰ｢/Ｍ:は’億2800ノノトン，うち人iUi1鉱||｣は69.3％，’'１型
は９１％，′Ｍ１は21.6％，というシェアとなっている（規模区分については表
５参!|(1)。’１１小鉱lllは今般(I<)に貧鉱であり，その》fr，〉|《１１鋼１トンの生i鼈に
（８）
つき鉱ｲｉ４～５トン，イT灰２トン，その他0.5トン必要であるという。すな
わち爪ｌＴｔ減111の概皮がi高く，｜玉||ﾉl登１Ｍ(に依拠するかぎ')，鉄fIiil業の立地が鉄
鉱'11に近接する|Nil(１１はｲ《可避である。しかし盗源１１１Ｍ:と|Ⅱ１発・輸送のコスト
を考慮に入れると，１１ﾘﾀﾄからi蔦i品位の鉄鉱ｲﾆiをDliiiii入し，臨海部で銑fliil-1llZI三
虚を行う選択もあＩ）うる゜７８ｲ|ﾐ以降プラント導入が行われたLifll｣製鉄所の場
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合は，まさにこうしたケースであ')，鉄#|Iiil′|：産におけるllj(策転換を血１１実に示
すものといえる。
111鉄fllil業の形成jＭｉＬ
１設立時期別現存企業数
表２では鉄flilill)MjlMﾘ１１ｲT企業fl簿から，設立ｲ|え次B'１，業種別のクロス．セ
クション・データを作成した。これらがlﾘ1刀くされていない企業については除
外してお')，１%Bfii料の包州範lI11ともども，盗料(l<｣にlUTWW)あることをあらか
じめお|祈りしておく。また設立ｲｌｉ次とは，舶仰<)に]」場の建設が始まった年
次であり，操業ＩＨＩ始時ではない。
さて，鉄鋼業のみならず企業Ili''１史全般にかかわる'１１国の特徴として，企業
における屈地｢1<｣もしくはIJi部|''Ⅱ'<」'1'１格のりiiiざを１斤llliiできる。ｌｊｉｉ盗料でみるか
ぎり，一部の'二〔大企業を除き，一般にｌ企業はｌＪｌ１業所もしくはｌ地城内の
襖数:Jll業)ﾘ｢より成')立っている。また鉱llll11jlⅡ|やiIiil火材料・コークス製造と
いったｌｉｌｌ辺部分のみならず，Ｉｉ１ｌ:先，iniilii探査，エンジニアリング，施］:と
いった分11Fに至るまで鉄flIil関迎の企業もしくはｚｌＩ業lliｲ立（|JIl家刊１１:でＭ|:Dl1i・
維賀がまかなわれる組織）に含めて考えられている。さらに，iflY<iE-[業Nllの
系ﾀﾞｌｌｕﾀﾄの，｜ﾀﾞ||えばｼﾞﾌﾞ'1Ⅱl改造hlll1I1やil〔W搬業，さらにはルルベル以下の集lJl
セクターなども鉄鋼業に含まれているﾉﾊ(に注意を典する。
ulLのﾉA(にＩＹＩ意しつつ，衣２からうかがえるＷｊ〔は，」[Alｲ『企業の約４分の
1にあたる部分が1958ｲliの人１Ｍ｜進j0lに設fﾉ:されているA1Xである。これに次ぐ
のが7()年iiii後の']､ll1hl進'０１，さらに65,（)6ｲli投艸fの文J1|い三線建設)(11というこ
とになる。すなわち企業DJ模をひとまずおいて考えれば，今日｢|<｣にみていわ
ば極/,ｉｉＩ<｣な経済l1ij(策のとられた||(洲に企業の新設が多数みられたことになる。
他ﾌﾞﾉ，本衣によるかぎり７８年以降の総済改１１ｌｂ:のlK1iijU1には，企業の新設・新DB
参入が川Ｍ<］にみられなかったことになるが，１%〔盗料で}''１１足・紹介ざれＭ１１
度に逃した企業が少なかったということにすぎず，実際には後述のように，
この時)U|にも少なからぬ企業の新設がみられた。
ともあれこうした統iil1I<｣二Ｍ〔を記述'li1ijliliでi11i光すると，以lくのような鉄flil1
表２年次別・業種別鉄鋼関連企業設立状況
鉱'''1高炉１－賞ｌ平・ilii炉ｉ圧延・力''二［’１Ｍ．探査･設計･施二［｜周辺1分類不詳。代代代代代年年ＦＦドドドド８９１１ｉｆｉｆ４４０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５計Ⅲ皿加卯如ちち妬５５５５５５５５５６６６６６６６６６６７７７７７７７７７７８８８８８８各９９うう１１１ １１０３１1１２１ ００００００００００００ＩＩＩＩ０Ｉ００００００００００００９０００００００１００１０００００００００６０００００９０つ『』屯Ｉ▲。Ⅱ几、ヘリ色Ｉユ１Ⅱ上勺Ｉ▲、〃⑨ハペリ●Ⅱ▲バペＪで１１、〃△、〃▲勺Ｉ上勺Ⅱユハクム００００Ｏ０ａＩＬ４扣五３１３１１１３１ ００００００呵毛』几処△００１０００ｍ〃〕、／』 ２１ 1１２１１１１１－－１－１１屯ⅡユわⅡ△ ００００１００１００００００００００００００００００００００１００００１０１０１つⅡ几凸Ⅱ几４扣誼、〃△１口几、〃曰くｍＵハノ】４扣玉可■且、〃】ｎ“』０－１０１０００００００００００１０００１１０▲勺Ⅱ＆つ１１。Ⅱ几４扣甜【〃０。Ⅱ几 １１１１ＩＩＳ０Ｌ□Ⅱ几2１ ４１０１００００００１０１０１１００００屯Ⅱユ勺ⅡユマⅡＬ、〃』、／】つ日几 3１０００１１００１００冗毛Ｊ句、〉■Ⅱ且臼Ⅱ几 １１７１ １１１０００００（ｘＵ利ⅡＬ『１人 1１１１１１１１ １１２１ １１２１１１３１１１１１１１１１９１１１８１１７１４１４１５１１１２１１１１１ １１２１３１２１１１ １１１１４１１１１１１１ ００００００００ｔ００００００１１００００００００００８０００６０００００００｜つⅡ▲勺Ｉ上、クムハハ〕でＩ△ハグムハィリｎＷ〉口Ⅱ几司Ⅱ▲でⅡユ ０００００１０１０００１０００００００００００００００００９０１００００００’一■Ⅱ几つⅡＬｎｕ〉１０ユ勺Ⅱ上句くＪハペＪＦｎＪの”白刊■且００００００００１０００００１００１０００１００００９０６０－０００８００００｜勺ＵＬＦｈＪでＩ上イーユ 勺ⅡＬつⅡ几０８００００００００１００１０００００００００００ｍ〃〕【ＪＩＦ【』の〃〕〈ｎＵ、〃』４ハボ ２4１１０００ｌｌＦｎＪ〈ｍＵ ３１1１ ０００６０００００００６００つⅡ几、〃】勺Ⅱ几ハモ〉２１１１ ２１１１０００－００ｍ〃□、〃』 １１１１5６１６５１４５１６７１９８１
出所）中国冶金企業名録編jliit部［19851
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業の形成過稻}を拙〈ことができる。
２鉄鋼業の形成過程
まず，第１次５が1ﾐ計Ｉ１Ｍｌにはソ血よ})'|L火集権的な計lllji経済Ili'Ｉ度と重Ｉ
業優先の発腱)Ｉｕｉ略が導入され，また実体経済のmiでもソ連からのプラント導
入が大々的に行われた。鉄鋼業に対する新規|血|定資本投資（｢基本建設投盗｣）
（９）
は｣二業全体の18.6％にあたる46.11意元に達し，表３のポノＡ１(項'二|に集'|'(I<｣に投
入された。
しかし第１次５カイ|き計１１１１｢'１の5611i，毛沢東により「十大関係について」と
題する論文が,１１｣され，集椛化のゆきすぎや大企業価J1tに対する足正方針が示
（10〉
される。これを受けて1957年から58年にかけ，計画経済の地力分椛化や'１１ﾘﾋ
（］ｌ）
こ[業・地方I:業の|TTI||#発展がｌＴち,'11,される。鉄ｉｌｉにかんしても三つの大型企
業（当時の』i唾((iで>|《'1鋼１Ｍ：50万トン超゜鞍''１，武漢，包頭)，五つの｢l1iKU企業
(liil5～50万トン。火源，jli慶，イi景111,,lli,鞍'１１，lililll)，１８の小型企業（|両１５万
トン未iil'１iolllllIlll，ノ1《徳，良治，臨１分，jUi化，南ﾙ(，枕州，谷IlU，三lﾘ１，新余，済
０２）
耐，安似li，￥'１｣ⅢI1i，漣川ｉ(，｛W{|卿，｜iﾘ'１州，i1t陽，蛇IﾘＩ）の新設・拡充が決定された。
ただし'958年以降の大腿進の過稗で鉄fliilの大''１m増産が提起され，状況が一
変した。７年でイギリスに辺いつくというスローガンのもと，５８年の＃'1鋼ｲ'２
表３第１次５カ年計画期（1953～57年）の鉄fl1iil朧業菰点項|］
1．》〔北鉄鋼ﾉi勧也の形成拡充Ｗ(''１（>I1lfM557ノノトン）・本渓（高灯ｉ２』IL110ノノトン)，大
述鋼廠，樵ＩｌＭＩ廠
ドノi設チチハル特殊jljillM((１５ノノトン)，古林鉄合金版，熱iiI粗欽
廠，古林〃《素lMif，戦'1大イ｢柵llijil火材料厳
2．TII;''１鉄jM｣,ＵＬの発展新設ｊＭｉ１鋼鉄公而’（１）9116()ﾉＪトン）
拡允人冶特殊鋼廠（束ドイツよ'川乞延設Ｉ１Ｉｌｉの導入）
3.111:北鉄鋼）,L地の形成Ｗ｢設巴Ⅲi鋼鉄公司の新設（１）01156万トン）
拡充人原・イ｢);llllの製鉄)ﾘi，天il1・ルl1lllの製鋼所，lililll耐火
材料lWf
4・その他」x流の製鋼能ﾉﾉ拡充，’１１i鞍'１１の高炉luL設
ｉｌｌｉ南jlulxの光災（紫i]:鉄鉱の処設，jit慶・蛇Iﾘ1鋼鉄，重慶特殊
鋼廠の拡充，ｌｊＭｌＩ無縫鋼稗１W(20万トン・プラントの導入［ハン
ガリーより］）
’'１小鉄鋼建設（烏魯水滴・済iIi・安陽・Ｉi+ＩｉＷｌ）
１Ｍ｢）陳［1989］ｌ()7頁，繩・ｉｉＭｉ［1986］1871〔．
節５章’'１|玉|鉄鋼業の展lIHと産業組織ｌＯ７
産１０７０万トンを|｣標に全|玉|各地で小型商klFiに対する大衆的・地域的な取り組
（１３）
みが展llHされた。
さて1961ｲ|きになると，大MIM進政策に対する全ini的な調整が行われ，経済運
営も'１１央集椎に|Ⅱ|帰した。６０ｲli段l11ilrで約3000あった鉄鋼関連企業は65年に至
るまで516に整理･)111l減され，とりわけ地力レベルに2800nij後あった企業は大
（１４）
部分がW1鎖され，316企業を残すのみとなった。鉄flIiil業に対する投資として
は，主として首都鋼鉄公司，人H1(鋼鉄公司，天津鋼廠，屑lIlfliil廠，－ＭF第
１・第３鋼鉄廠，j5鞍lIl鋼鉄公而|の拡充，＿MIj節５fliil鉄廠，南京柵11鉄廠
(上海lhlけ銑鉄供給基地）の新設，５８ｲﾄﾞより着=]二された成都無縫fliil符廠（ハン
（１５）
ガリーよ')20万トン・プラントを導入）の続行にlfT1けられたにすぎなかった。
６５年以降，冷戦構造の緊迫化に伴い，内陸でのrii源|)'１発と=[業移jl1武をめざ
す三線建設が始まる。準戦１１《I、ﾏということで，基本的に|÷I力によって，すな
わち既存企業の技術lijliと，節１次５カ年計lIM1にjit点項|=|の処設にあたった
（16）
ｉｔI工隊に依拠して行われた。まずllLljll行の繋枝花（鉄鉱・炭坑立地)，貴ｿ,ﾄ|省
の水城（電ﾉ]立地)，illi泉（鉄鉱立地。５８ｲli着]２，訳|繋政策で''１|折）に投資が集
１１１きれ，つづいて西南，西北の長城，賀陽，侠四，illi寧，石'111Ⅱlの特殊釦iil・
鉄合金工場の建設が行われた。さらに「小三級」と称し，東部の'''''１１地域に
も平地炉工場が配置された。
鉄鋼における三線建設のり|↓型(I<ｊ２Ｉｌ例はllU川，世),ﾄ|，雲南の打境に位極する
繋枝花鋼鉄公司で，６５年に雌設を|ｻﾄ'！(f１，７０年''１，銑，７１ｲlilli云炉操業，７２年圧延
設備稼働と建設が進み，今[IではIIq南地力有数の銑鋼一貫皿点企業となって
（17）
し、る。
さて文化大革命の影響を受け，1960ｲﾄﾞ代後半に鉄ｊｌｉｉｌ２Ｍｉは悴淵;し，鋼材輸
入を拡大せざるを得ない状DIIが21{じた。ＩＩＬ此６９ｲliにはｌｌ１ソ武力衝突が起こ
り，’１１|割は米ソiilij大lLlと対lll;↑せざるを得なくなる。熱核)|哨卜に備え，工場の
分散とｌＬ１給的な絲済圏の建設が不Til欠なl1UilIIffとして登場する。また食粗|皇|給
のための４Ｍ&財供給を雌(果すべく，１ドルベルでのＪ:業化が打ち出され（いわ
ゆる「ミルI､]i業｣)，′Ｍ１鉄鋼業の試みがIVlBllされる。さらにこうした課題を
笑現すべく，「１１央集椛的計山経済の地力分椛化が今、〈｣に行われた。こうし
て大踊1進で試みられ，６０年代iiii半に切り捨てられた小高炉・小鉄fliiilが多数復
１０８
活する。局地｢IりTl１場|劃を対象とし，新たにＩとl主椛をIlilWされた県１吋政からの
（１８）
初ilUJ金によって，こうした企業のｲｱ:統が保証されることになる。かかる政策
は後に大IM1進と|両|様，否定的な意ｌＬｌ<あいをこめて小脇進と'１vばれる。この時
期に１１)<ＭＩＩまれた比較的jU膜の大きなプロジェクトとしてはiii[南行の郷l1jli鋼
鉄廠（70年建設|)ﾄ|始）が代表(I<｣であるが，鉄鉱供給の兄込み速いから，後に
（10）
銑''１一貫41三藤を|祈念している。
こうした冷)'0(柵造下の分椛｢1<]経済発展戦''１片は，1971年の米'１１関係改葬，’１１
国の'五I連復ﾘii}，７２年のll1l1lKl交lITl襖を契機に転換する。時あたかもl]''１|玉|交
lnl復の当|=|，武漢鋼鉄公iTlの冷''１１圧延設ｉｌＩｉに対する新|]鉄のプラント輪111,契
約が締結されたが，=[:業のみならず経済政莱全般における転換，対外開放を
象徴するものであった。
とはいえ，1970年代半ばiiii後の鉄fliilに対する産業政策は，政治的な混iliしも
あＩ)，必ずしもIﾘ|確なものではない。７６年の段階で>IillfliIilL'三朧に占める大企業
(年産100万トン以｣1）の比率は687％，｜両|じく''１'Ｍｒ業（同１００万トン以下）の
場合は22.4％（その他は非鉄$liil企業･非冶金ｌ業部系統）となっておl)，さらに
77年から78年にかけ，’'''1,鉄鋼企業のjL模拡大をはかるべく，積極｢1<]を設I)Ｉｌｉ
投査も行われた。しかしこれらの地力''１小鉄`liiil企業の赤字は7811A段l1lilrでＭ
（20）
億)cに達したという。
鉄flliil業に対する産業政策は1977ｲＭ(から78年初めにかけて|＃'''１１された「鉄
鋼業は大慶に学ぶ」灸'五|会議（｢人乢|]報』l978flil)]1811）でili云換に向かっ
たと思われる。この会議を契機に地ﾉﾉ''１小企業の繋叫．Ｗ]i編が打ちH｣,される
とともに，設IWi投資は既ｲ｢企業の更新改造と，不足する鉄鉱資源の'１}1発に傾
（21）
斜111u分された。また宝|||製鉄所節lI01=I:？|｢が，ターン・キー・プロジェクト
として新|]鉄から導入されることになったのもこの時｣９１である。こうした大
規模プラントの導入は鉄鋼以外にも及び，後に「沖雌進」として批判され，
華｢lRl鋒追い落しの'二1実となり，また8()ｲﾄﾞ代初頭の洲幣政策の背景となった。
さて'978年以後，’１１小鉄fliil企業の盤1111が進む。こうして354の小鉄廠，４３８
（22）
高炉，合計6600ｍ`が|ｿ|鋏され，製fliil部'''１のlWlf班も進んだ。すでにみたように，
70ｲ|え代後半以降，鉄fliil4Mfの↑''１ぴは経済成災率を－１く'111っている。新規投資に
ついては宝'1｣製鉄)１Tがll立つ糖1座で，図２に示したようにuﾘﾋﾞ存企業の改造に
第５承’''１F|鉄jIlil業の股lIllと)潅業$|[織１０９
図２鉄`ljillDlil定Ｔｌﾋﾟｲf投盗とその|ﾉﾘiil（
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（23）
爪点が置かれた。ちなみに節６１１火５カイ|き計Im1j9lllll（1981～85fli）’'１に宝'11節
１１０に[事に投入された投資は11()侭〕ijで，この'１籾０１の鉄#|州Ｉ係』,L本建設投資
（２１）
総額170｛意〕cの64.8％に|;'１ﾐllしたという。
しかし他ﾉﾉで，1980ｲ|ｉ代iiii半についてみれば，１りぴ小高炉・小ｆＭ１を哨設
（25）
する11i)｣きがみられた。たとえばii1北f、場ｲﾔ，８５ｲ１１節lllLl半j0lに小型製鉄所
が１３企業，17高灯i，谷計湘了t527maが橡IliI1l1で，他設''１のものが７企業，８
高灯１，合計l95m3あＩ)，さらにこの他，新設もしくはiljlⅢ|をiillIlillllのものが
14企業，１９高炉，618,3あったという。そしてＷｌｉ段l1Mrでこれらが稼働する
と，合計で34企業，４４iWjllJi，l340m3とな')，７８ｲ|：の訓雌前の40薇lji，１０９５
（20）
､`を'二|Ⅱ|るという。
なお，1986年段Ⅲｉｆで90ｲ|ﾕを岐終ｲＭ(とする節７次５ｶｲﾄﾞ計Ⅱlilが筑定された
が，爪点施策として既存人企業，と')わけ鞍''１，iljJi(柳''１，武淡，本渓，ｌｌｌ
＃〔菜！!!〈の改造・拡張，不足製,ｌｉｉ１１のＪＩＭ(/Ｍｉを禍げ，新剛A投資にはiＩＩ種il<)であ
（27）
一つた。
1980ｲｌｉ代後半は経済過熱とり|き締めが1117環(1<」に“し，政ifiiIりにＭ〈安定な
状況とな})，鉄flIiilM〈hLJi馴が続いた。こうしたなか，８０ｲ'２代末には1りぴ四
('1|からのプラント導入による供給ﾉﾉの拡大が打ち/'１,され，施火製鉄ni，イiＨ
鰍
(３８.()：
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Ｚ１ノIL本姓設投査匡1史ﾄﾞﾉi改造その他
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所製鉄所の新設についてのljlﾙﾉﾉ要請が|]本企業によせられたという（｢１１本
総済新'111」1989年11)１１８｢|)。ｉiii打の場ｲｬは鉄鉱立地，後稀の場合は)〕i〔材料を
jliiii人にたよるlliliimiim型の立地になろうが，とくに魂】〔の場合はＴＩＩ:|Ⅱ|鎌の「沖跳
進」政策にも含まれてお')，巨大製鉄)ﾘ｢の新規投盗計１，１は，今'三Iの段階にお
いても形を変えて路襲されているといえよう。
３設立時期別現有規模
さて以一上の形成jdMul1を踏まえ，次に設立'１洲l別の鉄fllil企業nilｲ]｢就業打数を
みてみよう（図３)。資料のlIllllIj点は表２と|前l様である。いわば多業jMi[にわ
たる鉄鋼業の〃L模を就業肴数によって代表させ，集計Ｉｉｌ(としており，規模の
大小にかかわる労IlillJl2産性のｲⅡ述がb(||央されていない点にＷ(意しなければな
らない。
さてJijil代ｌｌ１ｌＥｌの｣i笏谷，ｌ企業おおむねlJl1業j1rということから，ひとたび
なんらかの形で設立された企業は，屈地(I<｣に発展する。一般に設立'１;洲が古
ければ11｢いほど，その'''1の拡大・ｆＷｌ:｢I<｣統合により，現ｲTBA模が大きくなる
点を;I;||りり|かねばならないが，qilｲ１１の鉄fliil業のL刷りＪｉＩ<｣ルーツはlﾘ|らかであ
図３設力:ｌｌｉｆｊ０ｌＭ'|』,lｲi従業員数谷計
111位･千
4００
300
夕､’ijl呂
業
Ｌ１
数２００
ﾉ６，
１０
前Ｉ. 鯛壱M叩ハ〃００ Ｕ0
～l()I()fli代３()ｲlH代ｌｌ１ｌ復)0１２ＦＹＩ）３ＦＹＩ）５ＦＹＰ
ｌ１＃'01
11}所），lIlliliMr企業朽鯛Wi1lili部［I()85］より聯'.．
第５瀬’'１[lil鉄jIlil業の11柵と朧業組織１１ｌ
ろう。すなわち，解放u1iiiにiiとして外|]jl資本によ')設立された企業，大WIl
進j0jに設立された企業，節1次５カイ|ｉ計画期に設立された企業，三級建設)０１
から小躍進j0lにかけて設立された企業のｌｌＩＩに，就業粁数のii【iiで今'三|の鉄flliil業
を文えていることになる。衣２と対||(!すればlﾘ|らかなように，解放iiii，およ
び節1次５カイド計lllilj01に新設された企業は１企業あたりの＃J模が大きく，逆
に大跳進，三線・小Wi1進)０１の企業は数の;';||にスケールが小さい。ただしすで
にみたように，大llh1進・三線)０１の企業にも，DJ模の大きなものも含まれてい
る。
他力，その他のll1ijU1には今||からみてめぼしいDJ模の企業が設立されてい
ないことになる。しかしこのことは，これらのｌ|制Ulに鉄鋼業の発展がみられ
なかったという意'１ノドではない。企業の新設が少なかっただけで，むしろ既存
企業の更新・改造に発展のImlKが紐かれていたと考えるべきであろう。なお
1985年時点での操業企業ということで，７８ｲＭｌｌ設のliilIlが'11i促されていない
点も1W意されなければならない。
４鞍山鋼鉄公司の発展
さて鹸後に，価|》'|企業の発腿過秘ということで，１１１/１１放iiiiから存在し，’'''五l
lilt人かつ最爪要企業の一つである鞍lllfllil鉄公i｢1の>l11flliilおよびflIiil材４Ｍ;の推移
を表４でみてみよう。このうち196()，６５，７２，７３年の統計数字はアメリカ議
会報告によるものであるが，その他は'''11il(11'１の公表(ilI〔である。またアメリカ
議会報告の数字もﾉﾙ本｢I<)に''１|]1のifli料に依拠している模様である。
ともあれ，iilij系列の数字に多少の,'''１人')がみられるが，ありそうな数字で
はある。すなわち鞍ｌｌｌの場ｲﾔ，東北を,!i徹したソ連により，’１本のI1lillL地時
代の設備はおおむね持ち去られ，ガリ１次５カイ'１計画で改めてソ迎のプラント
を導入し，拡充したという経紳がある。大蹄進JU1の数字にはこの時期特ｲ丁の
燕ｌｌｈｌのあととバイアスが含まれているとAIAわれ，1957ｲﾄﾞの数字がノーマルな
ものと考えられる。この数字に依拠するかぎり，５７ｲ|iから78ｲliまでの21年'''１
のilllぴは年率3.6％ということになる。また78ｲ'２から87ｲ|きにかけての経済改
刺０１にはｲI〈率わずか1.4％の成長にとどまる。ちなみに''１|玉|全(/lNの鉄鋼4Ｍｔ
のilllぴは，１iii粉のj9lllllにｲﾄﾞ率]3.3％，後判の)UⅡ|Ⅱについては6.6％の成促が
1１２
表４Ｉ隣''１鋼鉄公而|における鉄鋼/|{１１１代のｌＩＩｉ移 (ノノトン）
Ⅲ鋼
１１
５３
７０
９０
１００
鋼材 )|ＭＩＩ鋼材鋼材指令性
'949
1950
1951
1952
1953
1954
1955
195６
１９５７
１９５８
１９５９
１９６０
１９６１
１９６２
１９６３
１964
1965
1966
1967
1968
1969
1970
１９７１
１９７２
１９７３
１９７４
１９７５
１９７６
１９７７
１９78
1979
1980
1981
1982
1983
1984
1985
1986
1987
1988
1989
1990
530
590
5２
４５ 5５３．１３
５５３．４１
2８５．４１
３０７．１８
８４
Ｍ(）
226
320
248
680
322
419
575
Ｍ(）
6８０．７２ `１４９．７６
４１《1
504
520
726
749
771
452.28
461.7
469.8
486
502.2
526.5
430
5()５．９．２６７．４７
１１５(）
''１所）ノTl｣:悦三［1971]，355r〔，［El家統iilM1:業交jlH物溢統iiliil編「111｢I?|]:業統i;|盗料
194()～1984」’'''１１|統ｒｉｌⅢl川|:，1985ｲｌｉ，2711〔’’１１家統iillji［1987］３川〔，ifi金]§
業部''''111鋼鉄]:業fI1鑑編l1ili姿Li会［1987］５３５１〔，雌１１１ｲ1K鑑綱ｉｉｉ部編・Ｉｌｌ版「鞍lll
fli鑑l985j，1985ｲ'１，７`１，７〔)Ⅲ〔，鞍jli綿済研究ｉｉ１ｉ[1987]，ｊ()illtEcon(〕micComittee
o(ｔｈｅＵ.S,Ｃ()1191℃ss,Ｃﾉﾉﾉ"(ｲﾉﾉ1尺('assess"ｌｃﾉﾉﾉq／〃(7)"()"ひ'’1975,陳Ⅲ［1986］
144Ⅲ〔’’１１|扮院総済技術ｲ|:会伽柵究''１`い：弁，ll11Iil経済ｆｌｉ鑑編靴委i１分編「''１|正｜
経済ｲ１１鑑1988」経済/１１;plﾘ|',版ｲ|:，1988ｲ１２Ｖ，８()I〔．
(28〉
達成された。ソjlMiiの'１人二[業として節１次５カイlRiillIIl1j01にTljﾉ|化た城||｣f1iil
鉄公司は，’1lらの発腿という意ＩＤＩ〈では社会主義｢I<)維済成長の糸ijlIliたＩ)えな
かったといえよう。なお，表４には鞍|I｣鋼鉄公iTlのfliil材LMfにUAilする第７次
５ｶｲﾄﾞ計画j0lの指令WIiiillllll指標を示した。８４．８５ｲｌｉ段'11;fにおいてMliiil材菰量
にして約９諜||がlIil家に対し公定I111i格で計画'''１荷する('1分ということになる。
姉５fi'ｆ’'１|]Ｉ鉄jl1il業の11&|)１１とｌｌｉｆ業iIlIl織１１３
1Ｖ鉄鋼業の)liIi業iill織
ｌ企業規模と生産集中度
表５では1979年段階で策定されたD,l膜区分を示す。こうした人｢'１小の区分
のほか，’'１央の冶金]:業部との|jll係から，爪ﾉＭｒ業，地ﾉﾉ''１小企業，その他
のT:業＃'１１１１１の企業という区分も設けられている。鉄fliI業の陽介には'１１火・地
力の冶金]:業部・ｌｉＴｉ系統の企業が圧倒｢1<ルェアをもつ。
このうち虹点企業は，川Ｍ<｣に、l:(|<)統合の進んだﾉＵ'ｉＭ:業および''１小の
一部特殊jliiil企業よ')なり，さらに冶金]:業部の「ilh:lfli企業」と冶金ご[業刊|l・
省級政府の二重指導を受ける「ilI供企業」に区分される。後打は1〕;〔料調達，
生産，Ｉｌｋ光のirliでi合金］:業冊'１の計lIljlに包摂されるものの，Ⅳ'１椎，所ｲi権は
省レベルにﾘiT)脇する。一ﾉﾉ，地ﾉﾉ''１小企業の場合は'ihlﾉlで符LIMすることに
なっている企業ということになり，このうち比校(l<｣DB模が大きいか，もしく
は、'１:｢1<j統合のみられる企業を「''１小`ＩｑｌｌｌｉＭ:業」と称し，一般の地ﾌﾞﾉ''１'ＭＺ
（29）
業と区Hllしている。したがって，一つの地域に所符ｲ『lB(レベルの異なる鉄fllil
企業が複数存在するようなこともしばしばみられる。たとえば安徽宿の,'5砿
lIlTIiには冶金工業Nllll1I:IfliのJR点企業である1Mi鞍'１｣fllil鉄公i｢１，地ﾉﾉ''１小企業と
して安徽行に所属する慈i1i1l鉄廠，，Ni雌11｢,ljに所属する,Ｉｌｉ,鞍lllili鋼鉄廠があＩ)，
（30）
近年にいたるまでそれぞれｉｌＩｌ立に，競合する製,ｌｈ１１を作っていたという。
表６（ａ，ｂ）では1986ｲ１１段ﾙｬにおけるJｉｔ点企業および''１'ｌＷｉＷＭｒ業の#'１
表５鉄fIiilllUjlM:業のBJ模区分
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銑鉄ｲＭｉ
鉄鉱イiｲＭｉ
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ノノトン
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１Ｍi）李成端１１%Ｍ「紙iill:仲川|}」ll1lEll1ｲuj(総済''１１川l:，ｌ()8()ｲﾄﾞ，８２()!〔、
１%〔資料は，｜lil家iilllMiji会，ｌｌｉｌ家処設委ｊｉ会，！'ｲ｣Ij((|l｢jⅡ1ﾘｊｌＵｆ／Ｍ２没符､１１
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表６ａ重点鉄$'１M企業４Ｍif指標（1986年） (万トン）
所在地（ill談年次ＩＩＩｊＷ銑鉄ル1ｲイ鉄鉱石コークス合金耐火材料
爪点企災合iil
lｵM1外Ijjli公而１
天il1各#１版
MillI鋼鉄公iil
宣化ﾙﾘ鉄公司
lllI1IlIliｿillllii）
火1((』しl鉄公司
色jj(ijl1l鉄公而１
鞍111j1i鉄公司
逝寧鎌Wi公司
水沢jlI鉄公而１
樵lil1ijII廠
大迎鮒1版
斉斉I1Aiii鋼廠
｣zill升j１１版
｣zillj1i(''1鋼鉄総'W〔
`13鞍１１１鋼鉄公司
鎌ﾄﾞﾙﾙI鉄公司
武拠i11鉄公司
大ifiiMlWi
illli蝿ﾄﾞ1鉄公TT1
iliiIj鉄砿
堆技化jlI鉄公ｎ１
準枝花砿１１１公iil
jR腿』し1鉄公可
jit腿特殊鋼廠
i]:illI12MM）ｌＭｌｉ
成川l無縫符廠
i1tﾄﾞﾙﾙ1M〔
水城鋼鉄版
侠ilIijMW（
酒》l鋼鉄公司
illi寧外I服
寧又ｲｶﾞ'111''１鋼鉄１W（
Itflllifi金]:業総公iil
3liIｿﾞﾄ|鉄合金廠
逝川鉄合金版
古林銚介金廠
Mllili鋏合金臓
峨11.1鉄合金廠
巡波鉄合金廠
illi61L鉄合金廠
吉林炭索廠
ｉＷＩＩ炭粥廠
i6ﾄﾞﾙfjl火材料廠
徳ﾄﾞﾙ耐火材料服
iiW&耐火材料版
ｉｌｌｉ北iil火材料服
3793.02
1919２９`1.09
１３９．４９
１９４３１２７．６７
７．４２
3342.69
３１６．１３
９１．１３
３４．１３
６５．４１
2584.`１３
２５５．５７
162.07
９２．３１
６．６４
9７０５．２４
１７７８．４７
2239.7
１３８．１６
７０．３４
7８．３２
２．２２
０．８６
０．６５
2１５．８５
１５．５８
１１．７３
５．９
北京
天il1
iiil北
ｉｉ１ｆ化
河北
’''四
内蒙古
遼寧
遼寧
逝寧
逝寧
逝寧
黙iNliI：
上海
」話ill
安徽
ｉｎＩｉｌｊ
湖北
湖北
ｉＡＩｉｌｊ
海南
四川
lllUll
l1Ⅱ川
ｌＩＬＵＩｌ
ｌｌｑ１１ｌ
ｌｌｌＵll
iIt州
１１１州
侠ｉＵｉ
ｌｌｉＩｌ
青海
寧叉
江蘇
遼寧
迷寧
古林
ｉＡ１１ｉｆｉ
ｌｌｑ１ｌｌ
ｌ１ＵＩ１
11.1Ⅱ
古林
｜IIll
iiiliIj
８５．０１
２６０．２
２８５．０２
６５７．８２
２４３３．２１
4６．２６
Ｍ6.68
172.43
749.05
1０３．１２
１９６．３６
７１０．０８
102.96
８２．２８
５１９．９６
９０．０８
１５７．６４
４４６．２６
０．６４
１．７５
０．０３
５．０８
７．３１
２８．５８
１４.`1２
５．３３
２．６５
１．５８
１９５４
１９１６
(1980）
173.72３２０．１９１１６．５1262.5-197.38
２９．１２２．４３
２８．４３２１．３`Ｉ
３７．６２８．９３
５２８．５８３１１．２１‘168.62１５．３９
２`18.13２７０，０３０．３２１５４．１
１７０．４９２０２．６１２５４１７１１．１３１５２．３８Ｌ7６
２３．４１
`１３０．０２１１２２.`1６‘１１９．６８‘1８１．９９２６０．４２Ｌｌｌ
５１．０７３７
４１１１‘１８．５６‘'２．９５`ＬＯ７
435.16
178.66２０７．８６９１．１１３．２８154.2
７７３．８８
７８．７７０．０５７２４．５５５９．５７１．３５
２６．３２１８．８３
３６．０５３５．３６
３５．１２２９．６２
１４．０１１０．８２
１０．４５７．１９ｗｌ８63.47‘14.45
１０．２１８．０３
６．６７０．５７２．４２２７９．６２６８．０７
２１．ＩｌＭ,８５
３９３
１２２．６１４２．５９８１．１２
５．３８
５．５４
１８．８２
５．２１
２．８５
９．９５
４５９
1937
80余年
１９５４
1５．７７
７．７１
1978
１９７０
１９５５
１９１３
l958
iIi朝時代
１９６４
１９７３
解放前
１９１９
６０ｲﾄﾞ代半
1958
１９５８
１９６６
2１．１２
２．１７
２．２２
4．８５
4.59
1.9
０．４３
１９５８
196イ
１９５８
１９６６
１９４３
１９４９
１９５３
１９５８
１９６７
１９５０
l９７１
１ＦＹＰ
ｌ９６４
１９５８ 1２．１５
４．８１
３．４３
３．３６
ｻﾞﾘﾄ｜
侠西
1958
1969
第５章’'１|正|鉄鋼業の股|)ﾄ|と朧業組織ｌ１５
ｂｌｌ１小骨幹鉄fIjil企業JME脂標（l()8()年）（7ノトン）
所〈'1地（ill識(１２次ｌｌｌルＩ銑鉄鋼ｲイコークス、l火|ｲ科鉄鉱イｉ
''１'Ｍ`}1汁企業合iiI
lll蝉'１鋼鉄総公liI
Hl1台鋼鉄廠
'k徳鋼鉄廠
ｲi家11:鋼鉄駁
決滅鋼鉄厳
ｨi人柵鉄砿
紫卜|鉄砿
臨洗鋼鉄公ｎｌ
ｌ２ｉ〈i鋼鉄撒
呼ｲ11浩特鋼鉄廠
wi撫鋼廠
北行鋼鉄廠
凌源＃I鉄廠
係''１鉄砿
MﾄﾞﾄﾞﾙｷﾞＬｌｉｉＩ廠
iii腸線材廠
人巡礼鋼職
人巡輔二札銅版
錦IﾘIijM符廠
in化鯛鉄廠
'１(ｲi獅鉄ｌｉｉＫ
１Ｉ,i林鋼鉄廠
ｌｌＡ附浜ｨｌＬ鋼廠
ＩｉｌＸ鋼鉄廠
無#》鋼鉄廠
徐州鋼鉄廠
蛛州鋼鉄廠
iliIlI鉄砿
INUOlllI鉄liliH
ifilll鉄砿
ｲﾘ'11鉄lwl
41jil鉄鉱
wll鋼鉄廠
渦渚鉄砿
介肥鋼鉄公n1
3iiIll鋏li1ii
tif梅１１１鉄砿
鯛AliしＩ鉄廠
三lﾘI鋼鉄公ｎ１
ｉ冊洛鉄砿
Ｗｉ余鋼鉄轍
i［,Ｉｌｉ鋼廠
ｌｉｉ日鋼鉄廠
ｉｆ郷鋼鉄廠
鉄坑鉄砿
七?|〔１１１鉄砿
済11i鋼鉄廠
曜無鋼鉄服
9６０．２１
５１．`1８
６．７２
１０．９１
１２．５６
7５４．６３
８１．Ｍ
２９．１２
3０．０１１８１２．４８9６２．８７
８０.`Ｉ
１０`１８.`１２
８１．０３
３２．６３
１９．６７
１３．３９
７．６６
ｉ'11.|上
ｉｎＩｔ
ｉｌＩ１.'［
ｉⅡ1.[
ｉｎ１．|上
ｉ１１１.ｌｔ
ｉ`1.L
IllIIl1
l111lIi
lAIW〔,Ｉｉ
ｊＨ寧
逝寧
迷寧
逆寧
遮寧
逝寧
遼寧
遼聯
ｊ必寧
iIi林
iIiHs
lA1iiuil：
lMuil：
ｉｌ灘
ｉ［珠
ｉ[鮴
ｉｌ:珠
ｉｌ:dK
iKdii
il:バド
ｉｌ:dif
iK邸
il1iil：
il1ril：
安徽
安徽
安徽
安徽
Ｉｈｌ処
'９５８
１９５８
１９５８
１９５８ １１０●
５
５
１
１
3９．６
3８．２１
３６．０２
２３．１５
2１．４３
２６．８６
４．５２
１２．６８
１１．０９
２２．８２
Ｌ５３
20.08
16.5
１９５８
１９４７
１９５８
１９５８
１９５９
１９５８
１９６７
１９３３
１９３５
１９３８
解放1iｉｉ
ｌ９５２
Ｉ９５８
１９５８
１９００
２１．１)`Ｉ
２０．８２
Ｌ３Ｉ
2０．２１
２２．３７ １．０４ 1３９．６５
'４．５４
１２．６
１２．４７
１３．２３
１０．４５
１８．７１2７．８４
１３
３３．９
１０．３１
３７．９６
4７．４７
８．８１
２６．３`Ｉ
1５７．４８
７．０８
２４．３８
２７．７８
２３．７
３．５６
１４．７２
'９５７
１９５８
１９５８
１９５７
１９７１
３５」)６
１３．６２
１０．３１
１６．０１
1５．９８
１０．４３8．９５
５１．２５
６．０８
３７．９６
３３．２８
３．４５
1９５７ 3０．９１
２６．８３
32．］５
２０．５１
4５．６５
１７．９
2７．０３
１０２
1０８．２２
1９５６
１９７０ 1５．６
７．２１
l９５Ｈ
ｌ９５８
９．１５
３０．６
１．２１
２２．０３
Ⅱ．`11
21.0329.07
５７．８２
６７.()４
内
桝
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ⅳ
収
束
Ｉ
、
．
’
．
Ｉ
．
Ｉ
●
●
Ｉ
．
’
－
１
：
．
．
．
．
：
。
．
：
－
１
１
－
－
－
－
－
１
－
l958
1965
1957
195I
l960
1４．２
５０．０５
７．８２
１７．０７
4４．３２ 1０．７５
３７．６２
１９．３３9.05
20.0`Ｉ 13.02 ３．５９
２７．８９
３３．１７
1９５８
１９７０
5４２１
１９．９７
6９ １
１
１
６
●
●
８
２
３
－
1７．８０
５１．７５ ３１
116
所〈'1地（illiMIr《I状↑Ⅱ卵Ｉ２凡鉄ルI|イコークスh|火|ｲｲ!}鉄鉱イＩ
ﾃﾞﾅﾊﾞb銅版
狼lIIijM鉄脚（
済lli鉄廠
金倣鉄Iiii
ljAlll鉄砿
韓HlH鉄砿
安ﾄﾞﾙ鋼鉄Wf
WfﾄﾞﾙiMMi
郭城jM鉄廠
拠ﾄﾞﾙ鋼鉄Ⅱ（
1《隙鋼鉄N（
人広''１鉄砿
漣iMi鋼鉄廠
冷′Ｍ:鉄M1i
iilllII(鉄砿
洲'111鉄職
広州jli鉄廠
広州机jMM（
人`i(１１１鉄ＩＤｌ
柳川鋼鉄W〔
威遠鋼飲廠
lBuill鋼飲廠
進１１MM鉄廠
櫨ilIi鉄lil‘
lI2Iﾘljli鉄公Ｉｉｌ
ﾛﾊﾞﾄﾞﾙjIi鉄WIi
iMi州鋼廠
祈楓八一鋼鉄総Wf
雅iii邸鉄廠
１１１収
''14〔
１１１４〔
llllk
lll4〔
llIII〔
ipIllj
i1111i
湖.北
川.|上
iAM北
湖.|［
iAIⅡi
iAIⅢi
iAllli
広＃〔
広4〔
広來
1958
1958
1958
1919
1938
1977
19；８
１９６６
１９５８
１９５:１
１９５８
,lO､６２ 33.02
５．７７１５．２０
２０.(）
６５．１１
７２．８３
３３．７４
Ｍ．１２(１１．８８６８．６８５()．１９５６
９．２１１１．４１１
２”１２２８．５７３１５７４().`１５
１１．７６７．５２１１．３１１｛Ⅲ１１
2１．３８
４．４８
１９．１
４．７２
，１９．１２
1958
1958
1970
11)I)６
１９５８
１９２１
,I(Ⅳ1.1‘1７．１１３１).５２５５．３
１９.`1１
3３．２７
３０．３０
２９．１)３
２０．３(｝
３１．５３
２６．６
１２．３６
２２．９３
２２．７３
l７１ｌｌ
Ｏ４２広IlIi
lIq1ll
llqlIl
lllI川
３０.`１２
１２．１３
１０．０６
１Ⅱ、１２
２４．２１
１０．１(１
３．５８
110.52
９．２９
２０.`1８
７．７
2０．１５
２．１１
1９５８
１９３０
１９５８
１９５８
１０．１
１１３．５５
２(ｌｌ６
蕊ＩＩｉ
峡IIli
llIll
Wi楓
１９３８
１９(i５
１９５８
１９５１
４９.`１３
５．９７
２３．５
１７．５６
59.08
９．５９
`10.09
`１．０６
１７．８１
１５．６１
5０．１５
１６．１(） 6.`１４
29.09
''１１ﾘ『）ｉｆ『令｣:業部ll1lMiI鉄｣:業ｲli鑑編llli黍』1分［I()8()］259-326頁．
ＩＭＴ｣:業部ll1Ilil鋼鉄｣:災ｲ|【鑑IMlili姿』l谷［11)87］１１)５，２()１，２()2,337-368,535,539
n．
’'１｢Elifi金企業f’１鉢細Ilili部［1985]．
設年次およびUil有４Ｍ:能ﾉjを》j《した。これまでの叙述を)Ni強するものである
が，火脚M進jUl以降，いわば分IIil((1<」にllI<})ポⅡまれた企業の少なからぬ部分が，
今[|において｣山城レベルの鉄#|i1il生産の''１核(|<ﾉなイト在となっていることが｣111W１１
できよう。その他，数ではli{lii'ｌｉＩ<」を一般の''１'ＭＹ業の場合には，人ilj分が大
（３１）
Wl1進・小１Ｍ|進１０１に)(ill処された企業ということになる。
ちなみに，l9Wliにおける〕|Ｍ(企業および''１'Ｍ１･Il(↑企業を合計した銑鉄，
M1鋼，fl1il材の生産趾は4390,4756,3545ノノトン，今|玉|の総′ｌｉ１紐Tl:は5064,
（32）
522()，4058ノノトンで，４Ｍ:に,'iめる;ｉｉｌｌｲ十はそれぞれ86.7,91.1,87.3％とな
る。これらのみでは｝ili柵lL率に'''１題があるが，その他の企業は舶仰<｣に''１'ＭＭ
jiJ5fi'ｉｌｌ１Ｉ玉|鉄`Iilil雌の股|＃|と1曜業組織１１７
模で，Ｉ|刑|々のTli場シェアはｌ桁以1､､のりＭ,IしうるIllllと)l1lll枡されることから，
衣６をもとに'if業組織論でしばしば11j場寡,!il史のllFi機として１１ｌいられるハー
フインダール折数（Ｈ１）を計jl〔した。
すなわち，Ｈ１＝ZS2＝２（x／2x)２
１≧Ｈ１＞Ｏ
ただし，ｘ：(llilHll企業の化廠ZIi(：
その結来は，銑鉄().()459,%'１鋼().()515,$|Ｍ１材().()522となっており，一)iLす
るときわめて競↑'ｲ1りなﾉＭｉ榊造をもつ。とりわけ銑鉄/ＭｉにこのIijnl(,Iがりｊｉく，
この分1Ｍこ''１小DJ模の企業がjlさｌｌ１していることになる。これは高灯MMfが大
T-1L1メーカーの寡,li状ﾙ,lにある’'水の常搬からすると｣ｊＷＩ↑をＺｌｌ態である。
すなわちll1ll1lの場合，銑jIlil-1LM:業による嫌,!iが未成熟で､，高炉のみの''１小
企業が多いということになる。そして)'1ⅡflM{雌，鋼材/Iii韮とおりてくるに従
い，わずかではあるが卵,liiI<jlWilfilが/|iずる・
以｣2の分析，と')わけfliil材についての分析は，製,Ｉｉｌ１１の櫛Hllや質を例IXに入
れていない点で､火lWiがある。I1lli格体系が製,１，１１，の希少ＩｆｌｉをⅨ|UILしているとすれ
ば，２Ｍi糊指標を１１lいるべきであろうが，銑鉄，）|(llfl1il，fliiil材HIlのデータを入
丁･するのは曰Ｍｌｌｉである。人企業と''１'MbE業の|Ｈ１で，鋼材にかんしては一桃の
｢棲み分け」も成立しているようだが，このAIAについては後述する。
ともあれ，こうした「競ｲＩｉＩ<)」１脚造が大lMi，三>IML談・小MMiの各'１棚｜
に)llll速化されたことは(ｉｌｉ狭であるが，では今'１の経済改j''１，:の'１判り1はどうか。
衣７に示したように，＃lljliilおよび銑鉄のいずれをとってＭＭ(企業の比率が
（33）
低Ｉ､し，’'１'Ｍど業の比率が１ｹ'したことになる。WllflililﾉＭｆの場合には1985年
と86ｲ'１で趨勢の逆Ilj1iがみられるが，こればiflllの橡Iil111ⅡＷ１という，いわば特
別な要因によるものであろう。
以｣工のIilml(ilは，l980fli代においても小高灯i，小fMiのlVIIi没が行われたとす
る先ほどの叙述を裏づけるものである。’'１小企業における企業の新設もしく
は設IWiの拡張はhlli箸:であったことになる。
ならば，1978ｲli以降の''１'ＭＹ業蛎l1l1の方針はいかに解釈すべきか。一i｢liで
進》'|('<jを性絡のものであったといえそうであ')，他ﾌﾞﾉでﾌﾞｲ《徹底をＭ)であっ
たともいえそうである。あるいは雌''1にみられるような大企業の↑''１ぴ悩みに
1１８
表７鉄flm化産の規模》'１柵成 (〃トン,％）
IIIjM'|;IWmUt樅ｌｌ１Ｍｌ１ｋ
ｉｆｉ企系統
j1jX'|:I雁の川|畑'１構成
Jliifi金系統 冶金系統
汀
非冶金系統
合計liilルド
4２．８１．１
２６．９０８
２５．７０．７
３０．３０．８
１４．７１．１
82.81.9
178.43.5
－
‐
‐
｜
知施ＩＬ’一
１
‐
Ｉ
薑
知搬〃
綴Iiil化膿 ！；紗ilﾙﾎﾟ JWMKMﾙド $いⅡ上率（hilllil比'１
５７８．０１５.(〕
619.1）１７．１
６６８．３１８．０
769」１９．２
877.520.2
100(1521.5
1091」２１．０
17.8
15.6
17.8
10.9
239
26.3
20.7
０．５
１１１
０．５
０５
０．５
０.(）
０．５
218.9
183.9
106.5
2`13.1
274.3
306.2
306.9
９
２
３
１
３
５
０
９
●
●
●
■
ｏ
●
５
５
５
６
６
６
５
3802.Ｉ
ＩｌＩ１６.(）
3550.9
3737.8
1001.2
1383.7
5063.5
976.0
９２１．１
93,1.8
1011.5
1149.2
1318.７
１５１１２.`Ｉ
25.7
27.0
263
27.9
28.7
30.1
30.5
'980
1981
1982
1983
1984
1985
1986
3712.1
3560.3
3715.8
`'002.1
1347.5
`l671Ll
52208
2896.878.0
27.10.97711
2833.276.2
297().(）７`1.2
3171.873.(1
33`l().`１７Ｍ
3703.0727
}'１所）治金]:業部''''１１|鋼鉄]:業ｲlH鑑編lili委員会［1987］５()91〔．
対し，’'１小企業が機敏に需要の拡人に対応し，またそのための条件があった
ということになろうか。逆にいえば，大企業の場合こうした条件に欠けたと
いうことになろうか。あるいは，そもそも大企業は経済効率に劣るというこ
とであろうか。
２規模・範囲の経済と経営状況
表８の場合，｜折１１｢｢l<｣な数字であ')，－１１Ｍ三雄における'１１１接l1iの#;''1)振')方，
]旦場|ﾉﾘIllli格の計jiil:方法などｲ《lﾘ|な点も残るが，％Ⅱflill/|そ１脚11,〉ⅢfIiil利税額，姿
金利税率のいずれの折標をとってＭｉ点企業，すなわちJirimI<j統合の進んだ
大型企業が経済効率のⅡliで優れていることを示す。鉄fIIil業における規模の経
済性に鑑み，常識(1<ﾉな数字といえよう。
他力，1960年代初nmや78ｲﾄﾞ以降とられた''１'ＭＥ業蜷IljIi政策の背景として，
''１小企業の絲営が多くの場谷欠Illにならざるを得ず，１１ｲ政からのﾈ11i助命を必
（３４）
要とした点が指｜ｉＩｉＩされる。人lWM進，小WM進１０１に続き，総済改ｊ１ｌＩｆ期においても，
地方分権｢1<]Ilill度改JIIIj:をiii胱とし，地域レベルで赤(↑:鉄#|i,il業に対する補助金文
,Ｉｌｌ,の介意が成立した可能性もある。しかし一ﾉﾉで，衣９に示されるように，
このllUの鉄`lIiil業の経');↑状況は，大きく改稗されたといってよい。また，そも
そも利ilM総額は火１１１総棚を121111')，産業今体としては熱学であった。７Ｍﾕ以
降，火ｌＭｒ業の一IIillは盤liU1されたが，他力で景気の－Ｍにともなって赤字企
業の黒字転換も進んだことになる。しかも企業数の推移でみるならば，８３年
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表８鉄鋼ＬＭｆとり』模の経済
iWiljiiIrl4膝
」-9.-11(．、】、
８３３
８０３１）
１７６
763）
銑鉄化醗凹
〕C／トン
１６１
ﾎﾟjWi容ｨＩ（
公称トン
Ⅲ
４５２）
９．５
７．３！）
)|ⅢM2MiY1l
jiL／トン
２４３
)ＩⅡ鋼利ilui【ｉ
ｊＬ／トン
登金利税率
％
ｊＭ企業(80ｲﾄﾞ）
（8ｲｲﾄﾞ）
'''1Ｍ粥(80ｲﾄﾞ）
地〃''''１，(8ｲｲﾄﾞ）
'|''Ｍ１幹(8ｲｲＩＫ）
262３４．４
２１２
２０．４
204 30(）
ｉｉｉ）ｌ）６()ﾉ,Ｗ[14｣．２）５２ＪＩＰｌｉｊ４ｊ．３）359JIWj4j、４）ll2jIWlAj．
なお，利棚([とは利ＩＭＩ･税金を含めた#(i，fii金利税率(％)＝文ﾘ,l利柵(i／(純l1Iil走査雌十
平均流ｌＩｉｊｊ盗金)．
''１，)i)i）陳ｈＭ：［1988］１Ｍ〔，ｉＷ(Ｍｉ［198()］Ｉ４７ｌ19,1501〔．
表９鉄鋼DM係国尚企業の火lll状Ⅲ１１
火ｌｌｌ企業
火'11紺
(憶兀)Ｂ
１０．０１
１１．１３
１５．３４
１６．２８
１８．９４
１６．６６
１０．７３
８．９８
４．１８
３．９０
３．２３
１．０５
０．３３
０．１２
０．３８
０．１０
０．２８
０．６３
０．０９
０．４４
０．７２
０．２５
０．４７
利1W総#【（
(憶兀)Ａ
３７．０７
３９．９２
２８．９６
２７．４６
２３．３６
２４．３５
４４．４６
５２．２０
５７．１６
５５．６２
５９．０１
９１．３１
１０６．０２
７８．９３
８２．０１
２．９８
７９．０３
８７．２１
２．６１
８４．６１
１０３．８４
２．６９
１０１．１５
Ｂ／Ａ
×100
27.00
２７．８８
５２．９７
５９．２９
８１．０８
６８．４２
２４．１３
１７．２０
７．３１
７．０１
５．４７
１．１５
０．３１
０．１５
０．４６
３．３６
０．３５
０．７２
３．４５
０．５２
０．６９
９．２９
０．４６
｣ＭＨ(％）
１９７２
１９７３
１９７４
１９７５
１９７６
１９７７
１９７８
１９79
1980
1981
1982
1983
1984
1985
1986
l］６５
１１０３
１０６９
１０８３
１０７６
１１４２
１１５２
１０７０
９５７
８４２
７９０
７６４
７８３
８１６
８８５
２１６
６６９
８９９
201）
６９(）
９２３
２１１
７１２
753
680
705
692
712
712
598
536
4l５
３８１
２８ｌ
ｌ３９
６４
３７
９１
6４．６４
６１．６５
６５．９５
６３．９(）
()６．１７
６２．３５
５１．９１
５０．０９
４３．３６
４５．２５
３５．５７
１８．１９
８．１７
４．５３
１０．２８
採１１}ｉ・選鉱
その他
1９８７ 1０８ '２．０１
擁}''１．選鉱
その他
1９８８
孫１１１１．選鉱
その他
}'１所））万・典［1989］381,382m’１１家統iil1ii）［1987］314,315ｍｌｉｌ［1988］
377,378r〔，ｌｉｉｌ［1989］324,325Z〔．
１２０
を底として，それ以降むしろ新)JA参入がllllIHi箸に進んでいることがうかがえる。
Iiiill11の衣２の｣;》谷には85ｲ|弍段l1ffの主要１１)Ｍ企業ということで，８０ｲli代の新設
企業についてはもとよりlili捉状D,lにｌＩＩｌｌ四があったわけであるが，おそらく冶
金工業部系統のlJil営企業と忠われる衣９の数字のii1iるところ，人|M1進・小ＩＭ１
進期にリ|き続き，経済政１１'１，:期の1《ばullfitにも鉄fll111lA1述|]i脳企業の新設がhllWi：
にみられたことになる。１１卜られる状乃,Liillil処からして，こうした企業が大企業
である１１能Wliは小さく，すなわち''１小企業のTTI能Ｉ！'ｉがりｊｌい。
ｕ｣:をまとめると，1978ｲli以降の総i片改革期についてみると，最気のけＩ
にともない鉄$'１，１１乗全体では絲憐状DiLが改神され，総体として成｣ji;旅業となっ
ている。８３年uiiiiには1)if業細細の幣'''1がすすんだものの，８４ｲﾄﾞ以降，｜人l利I<)
には効率の班い'|'小企業がむしろ1''１ぴ，イⅡ対(I<｣に経済効率の｣iLいﾉUlM:業の
↑'|'ぴが{州１１１<)であることになる。効率のよい企業が＃１模をさらに拡大し，悪
い企業が雛11'1．淘汰されるという近代(|<ﾉな経１片発展においてみられるべき趨
勢が，経済改j'''0:)０１の後)'4ではみられなかったことになる。
３市場構造と製品価格
表l()では鉄fliIil製,liI1の,',,１，|=|》ｌｊｊＭＩ期'１シェアを示した。いわば高度な技術．設
Iiliを要する商級,１，１，，大｣'i11製,l1iIlほど〕Eﾉﾊ(企業でIﾉ|;られ，’'１小企業は一般にそれ
以外の，いわば低級,1,1',||の分11!『で強いことになる。つまl)''１小企業がi\趣と
するのは，処i没]要|川|のfIiiil材・線材といった分11FであＩ)，さらにいえばiii1気
変11i))の影響の大きな分111;ということになる。７０ｲli代末以降の高成｣ﾐと，それ
にともなう仇宅，］洲，公共施i没などの処設]:1Ｍ噸人に艦み，処設査材に
対する滞要が忠jViしたことは''１１らかである。こうしたfliliI材・線材に対する需
要の忠lMIが，’'１小鉄ｆｌＭＨ業のシェア｣W人につながったことは想像に靴〈ない
が，大企業にとっても機械]:業，lliiil久illiY1l財i1lif染等に|(,ｌけられる商級１１１１１，の禰
要が１１W大したはずである。ただしこうした需要は製,1,11Ⅲiii１人の拡大によってか
（35）
なりの郷度iillIiたされたともいえる。’'１小企業がjMl7のｲﾉﾊﾞ要を背jitに1111び，他
ﾉﾉ，大企業はi｢ｌｉ級,iii１，の供給を｜･分に111いきれなかったともいえようか。
ｕＩの議論では鉄fliil製,ｌ１ｉ１ＩのI1lli格llI11ujに言及しなかったが，この'''1の趨勢と
しては公定］:場渡しIllli格の全般'１<ノリ|き’げと，ilT場流jmの容認．拡大があげ
第５１１ｔ’''111|鉄fIiil業のlluIⅢ|と産業組織ｌ２１
られる（衣11参１１(()。後ｆ行に 表１０鉄flilil業（鋼材/Ｍｉ）のML模Hll
“楼みぅ>け”状UIl（I()84｛｢）（％）ついてはlEl家計llU1（llil家iillllil
jli｝ＭＹ業’'''１､企業その他委il会およびif｢金｣:業部(こよっ
ｊＭｉ)し条Ｉ()()･(）
てＩｉＩ;定．１〈達される計lIIil）の）翅７３．７２６．３椛伽L条
人11ﾉ鋼９８．３１．７過達成部分に対する企業ｎｊｉ ｌｌｌｌｌ:２鋼７２．７２().６１２
椎の容認，および地ﾉルベル小形鋼４４７５(1８‘Ｌ５
優[,〔ﾙﾉ鋼８７．７１１．８０．５の企業についての|玉|家Tillm1の 線材４７．３５Ｌ３Ｍ
ｲ《j血)Hの2111,1ｍiがあるように’|'|V板８３８’(i2
iwllf８８.イＩ().(）（)･７`U､われる。鉄鋼製,ｌｉＭ労般のマ ケイ索鋼11（８９．２１().６０．２
クロな物1,,,i統計は与えられて，|||伽５３５441）２１）
シームレスパイプ７２．１２６．９１.(）いないが，統Ilill外流血の状DlL 湘庇パイプ４７．３'１４．２８．５
については衣12,13でラバされ Ｉ１１）′ｌｉＩ蹄(i比率か/Mil,(:ルキ;であるのかlﾘ|(ill1でな
い．る。１'lii我がクロスする1988年 ｌｌｌ１ﾘT），i１１．１iル［l()86］1521J〔・
のfliilH供給の数()２から1'1'||折し，
|正|家計１１mに包摂されず，かつ「|家lUI(ｿ12でもない流皿も約４分の1イイ在するこ
とになる。物資('１１１１１（/|旅11ｲ供給(|Ⅱ''1）をjmじたilj｣洲ijmがこの部分に入る
のか，企業の日家'１１)CjI6に含まれるのか定かではないが，例えば84年における
｣ｺﾞ|Ｉの〕､ﾉﾊ(､１１:供企業（?|〈''1はこの段ﾙﾄﾞで米光成）の場イヤ，jIiil材/|;産:'7tは447ノノ
トンで，｜正|家計lllilによる｜旨標は378ノノトン，これにilルベルの}H令IﾉlilIf標3(）
ﾉﾉl､ン，１%〔料供給とバーターで化産されるilj分3().7万トンが！)||わり，｜'|家Ⅲ)（
（31刑
売All分は8.3ノノトンにすぎなかったという。８４年段l1Mrということで表１２，１３
と厳密なltl鮫はできないが，つぎのようにいえよう．すなわち，？』Ｍ(１１１１:届企
業の場合は|玉|家iillllllに，〕[ﾉﾉl(１１１１:(ＭＹ業の｣>ﾙ谷ばさらに｣山ﾉﾉifl1ililに包摂される
比率が大きく，｜'|家lIlCi/,iの全｣山が乏しい。逆に''１小企業の｣卦介は，」山ﾉﾉ計''１１
にfi;Tまれる部分があるとしても，ｌＬＩ家|仮うIC舟'1分の比率は爪点企業よ'）も高い
ということになろう。また_I1iilの陽介は｣,(j剛I<｣かつｲ|Ｉ対｢I<」に独立した人二[業
地jlll;であることから，１１１１:供企業にたいする地ﾉﾉ計111116桁ｲﾃ(I<)'！|i格のものであ
る。他ﾉﾉ，’'１小企業に対する｣山ﾉﾉiillllilの場合は，’'１火iillllilでﾉﾉえられる供給
メニューをﾄﾞlliうべ〈，地ﾉJ政１１１:が｣也｣Ｉﾙの'|''Ｍｒ業におろす性格のものであ')，
すでにみた赤字企業の減少という価|(,|および衣11で示される趨勢に艦み，こ
１２２
表11鉄fIilill卿jlllのＩ１ｌｌｉ格訓整とilj場化（1980～88ｲＩｉ）
('五|家物Ｉｉｉｉ総励，１１ｲ,B(部，ｉｆ↑金]:業舟|l）銑鉄，コークスIlIi倍のり|き」そげ（製鋼111銑
をトンあたり１５()〕1コかlPj2()()〕C，ｆ１ｊ物１１１をliilじく２２()元に．コークスを73〕Cから90几
に)．ただし鍋１１１は'｝|き」Lげず，」Ｍ１(lMifi':として処１Ｍ!．
(ifi命]二業部）鉄鉱ｲ｢ＩｌｌＩｉ格のり|き」そげ．地ﾉﾉでの地場/Ｍ；･jMHuX光のlﾙ合は宵レ
ベルにおける(ｌＩｉ格決定に委ねる．
(iiLi余｣2業部・ｌｌｉｌ家物lllIi総Ｉ１ｉ)）鋼材，ｆｌｉ鉄1`１１:IlIi格の調終．
(ｌＩＩ家物l1lIi総勵，ｉｲﾄ金|:業部，商業部）ilMl材Illi格のり|き上げ．
(|I11jf院)リ|締めID(雄のもと，’二1ｊｉ樅}Ｉ;入試i『企業に対し，イlil1剛鵬のための製,W1
Illli格リ|き下げを容認．
(|Ｍｆ院)一部ｉｌＷ１１１ｌ１１のフロート(lIIi格化と/M1l1ｲの(llli格リ|き」とげを容認，あわせて地
ﾉC産業係識のための11i｣坊ｆｌｆｊ'iを蛾jl2．
(|正|家物I1Ii総)前)［'ｉｔ]:堆雌,'１，１，(lIi烙に|兇ＩするｆＩＩ:１２の'|『定脱走｣．イリｌＬ１ｌｉｉＩ１，地ﾉｱ供給ＩｌｌＩｉ
格で輔利・赤字のものについて2()％のフロートを容認．
(IEl家物(II1i総)同)）一部jlNl材につきＪＲ＃ＭＹ染Illli格をⅡ､lる地ﾉﾉ(lIli格設定を容認．
(l1il務院）iillujlを超jlliして/Ｍ:された′lij卿1ｲに|Ｈ１し，ilj場Miijmを容認．
(i合金二[業部，lIil家物IllIilh)）鉄今金Ililil行のり|き」きげ．
(|F1家物(lIihi）鉄鋼製,1,,1,(111i格についてもフロートを容認．
(冶金こ[業部･lEI家物Illlilni）fli物111銑，製鋼１１１銑に１W｢規格を禅人，あわせてIllli格ﾘ｜
き」きげ．
(１ｈ余]X業冊'1)１１脚.なり|き］zげ,計l1Iil外Mijjlnへの紙111,1111税公iillLの'ﾙ<嫁，|川議(Illi格・
Illli格外負111のﾘjiIlill桴のl1jjﾙのil6i1iLに特iIi．
(ｉｆ１余]｡業部）コークスの地域ﾀＷｌｌ１１Ｉｌｌｌｉ格のｿ鋤リ|きＩげに秤Ｉｌｒ．
(ifi金｣二業部．|Ⅲ|家物Illli101i）８大人手の(Illi格ﾘ|き」Zげに勝{!；．
(|正|家物(Ｉ１ｉＩｎ))地ﾉﾉ鉄鋼の超jlM2雌分に技術jYiWr1Il200うじを」:采せすることを染１ｔ．
(|ＥＭｆ院)１１梢企業で/Ｍｉされる/Mifl1ｲのうち計l1Iil超過分の１１[ｉｉｌｌ｣l(光については１
１《20％のフロート(llli格を認める．
(|ＬＩ家物(lIiln)）鉄鉱ｲi，コークス，銑鉄，ｊＭ塊等の2Ｍ:州lIliWfを洲耀．
(|Ｆ１家物II11ilii1･l1il家物fiiIi5)）iilluⅢ|Ａ１製,{１１，のlljﾊﾟ１１１を禁llこするとともに，『il1111i外のIL1ﾈ|：
llH売製,?】(lI1i格のフロート」Ⅲ20％を剛ｿﾞ６．
(lEl家物(lMi1n))貿川ill度が代､11注文Ilillに代わったのに伴い，輸入鋼材に対する(Ili格
差i11i給を11ｲ政部からi1I〔桜ユーザーにおろすこととする，
('111家物(lli1h))jlM(鉄jlil企業が海ﾀﾄか'･’１$(材料を輸入する場合，「ｌｉｌｌＡ１ＩｌＩｉ格との差#〔ｉ
は企業努ﾉ｣でⅡ及収せよとのjln知．
(i合金｣二業舟'１．|Ⅱ|家物IlIlili1）一部特殊iliilについての地力フロートＩｌＩｌｉ格の｣:'114をリ|き
Ⅱｆ、
(lEl務院）/|ｉ産11ｲIllli格，公共料金の安定とカルテル行為の禁llzをj1H達．
(|ＥＩ家物I1liIii）業界|Ⅱ体・企業集lJlによる狐,IilT為を染1ｔ．
(lEl務院）生産'1イ・炎jIn料金の/Ｍ１;1111ﾘｊｉ化．
80ｲＩＨＩ）１
２）１
３月
７Ⅱ
９）Ｉ
１０１１
８１年６１１
１
１
１
１
１
－
１
１
１
１
８
８
１
－
82年
83年
７）I
７Ⅱ
８）１
１０１１
８４ｲｌｉ５）１
８１１
８５年１）］
６１１
８６ｲＩ２３１１
Ｍ１
８７ｲｌｉ５）1
88イドｌⅡ
''１，所）｜Iil家物(lliln)物I1l1ilI)｢究lili［l()8()］632-70311,｜Iil家iill1Mj三l会条W1R州ｆ［1987］1193頁，
iWi栄漱［1988］53-941〔．
第５Will1lJil鉄鋼業の股１%|と1〃《業組織１２３
表１２了iﾐＷＭｉＩＩｲの''１りし政府統一配分化樅（％）
鋼材イi炭木材セメント{ｌ２ｉ大
3５．７
３５
２５
１５．６
１３．６
5８．９
５７．９
５１
４７．２
４３．５
8５
８０．９
５７
２７．６
２５．２
7７．１
７４．３
５３
４７．１
４６．８
１９７９＊
１９８０＊＊
１９８２＊＊
１９８７＊＊
１９８８＊
111,所）．「|ﾋﾙ(週iilljl()89ｲｌｉｌｌ１１１４[1号．．､イ｢11;(卒一・「''''１Ｈ１のインフ
レーションと綿済改bOI10:」（｢アジア絲済」第３()を筋２)))．
表１３鉄f1iil製,Ｉｉｉ１１の生産と供給（1988ｲｌｉ）
ﾉＭｉｌ１Ｉ：Ⅲ1,21,(：うち'1|家販売「|家iiliYll罪イｌＬ初ｲlill1〔イＭ〈ｲli1jlii
銑鉄
製鋼111
鋳物１１１
鋼材
1０６．７
４１．３
６３．７
８７．２
6０．５
２５．３
３４．３
７７．９
1()６１．(）
７２６．８
913.3
452`１．６
７４９．４
２５２．１
４７７．１
１３１７．６
3913.8
3293.6
２０８．８
１１５．８
55()０．２
３９８６．３
１０８１．１
４６(》１．４
ＩＭＴ）１１１１家統Til1,ＭＩＮＩ［198()］379r〔・
の部分は地域TIT場の爽勢により兄合ったものになっていると】|《ｌｌｌ折される。
つまl)，nil状の鉄fliiil製,１，i11ilj場は，①|玉|家計Ⅱ１１により公定I1lli格で供給される
部分，②さまざまな段'11;ｌｒのllM計l11ilで供給される(|j分，③I1lli格協議にもとづ
き企業が'二|家11k売もしくは委託11K光する部分，よりなっている。そして他の
('三産財と'71様，趨勢としてはｲ|iを辿って''１火の統Ili'|が級ｲ|'されてお')，また
フロート(illi格の変１１i)1111Ｍもなし)i))し｢|<」に撤廃されるなど，Ｔｌ1場化が進んでいる
ように思われる。
なお銑鉄と鋼材を比]鮫した場什，lLl家１１K光比率でiiM･がi｢)jい゜すでにみた
ように，銑鉄の供給の場ｲ十には''１'ＭＹ業の比率がiniい。すなわち'１１小企業ほ
どBAIlillがゆるく，したがってilj場化の幌度も商いといえようか。
４中小企業の経営状況
さて，，１，小鉄fliil企業は総ｉ滞改Ｊ１|[IVlにおいてﾎﾟllfliil・銑鉄41猟のシェアを拡大
した。ここではこうした状》dをもたらした''１小企業のTl7場および絲営状況に
（37）
ついて，，'１，Ｍi灯i・圧延メーカーである凹安jI1iil鉄廠を?Ｗｌｌとしてみてみよう。
この企業の場合，冊ｌｌｌＭ:楽でなく赤字企業の典型として紹介されており，ま
た高炉メーカーでなく，必ずしも標i((i的な企業ではない点，招意を要する。
1２４
西安jllil鉄廠は196()ｲ|ｉに凹安ilj所屈の地ﾉﾉ|]１１憐企業として)(ill化され，８３ｲ|:以
降，｜爽i11il『冶金Ⅱ:に移符されている。８７ｲﾄﾞ段階の1M趾ｉ・労'1,1ﾆﾊﾞ.数4313名，８６
ｲ|ﾐ木のUil定資産l〕'1I1lli43947jjDliil残存Illlill/〔3713万)C，イｌｉ廠能ﾉﾉは)'111鋼５ノノト
ン，fli'il材７万トンにｉｉ奨製,ｌｉｉ１１は杵jUDけ&索flilI，低合金$'1,1．鋼材はfiiに建設材料
として仙われる。８５ｲＩｉ段ﾙｬの溢料では，８６ｲﾄﾞを'二１機とする新川,lの識lilli投溢計
画がアバされているが，８７年段階の盗料でみるかぎり''１｣|:となった模様である。
当企業は1966ｲliから87ｲﾄﾞまでの21ｲlillUのうち，１２ｲ'１は赤字で９ｲliは鼎↑:維
尚であったという。このうち78ｲliまではlILi安市が11ｲ11j(ﾄﾞI1i填する「政策１１<｣火
ｌｌｉ」企業であり，以後は企業'''１{樅の拡大によ')，111袖を'二l巳IＭＩＩする形と
なっている。６６ｲliから86年までの系ｲｆＭ;し}:は8000余ﾉﾉ九，７８ｲ'１以降でも衣１４
に示すように６ｲ'2にわたって赤,↑:で，赤了:ｲﾔ計紺は3474ﾉﾉ元に達する。ただ
し，好UILであった8()，８４，８５ｲ|《'川合は1Aい}:で，利ilM1総額は谷iil5297j〕Ｃと
なっている。前Ⅱ１，のi没IWi投iniiil111ilは84,85ｲｌｉの好UILを;ilY策に打ち'''１されたも
のであろう。なおこれらの数`↑:から逆ji〔すると，７７ｲ|え以前の12ｲ|〈'''1は６ｲＭｉ
字，６ｲlilMi字ということにな')，’'１'Ｍ:業をめぐる付Iil的な状》,!と艘谷(|<」で
ない。型,l1M111i格が統Ili'|される一ﾉﾉで地ﾉﾉ||ｲJB(によ')一定額のｶﾉi;字iili填が文lll，
され，こび)('１分は企業にとって赤字と意識されなかったものと`Ｗうれる。
ともあれこの企業の場合，型,'Ⅱ１，は機ｌ１ｌ１ｉ]:業．Ⅲiil久illIYIi財lfilけでなく難本｢I<」
に述設材料lfilけであり，また)JIL模の小さな１Ｍi製flIiilのため効率も恐く，競ｲト
ﾉﾉに劣る。したがって裾給緊ﾘliで光Ｉ)丁Ⅲ｣)ﾙのさいにはｌｌｋ路が(illi洲されるも
のの，紫気が悪いと１１１１;賃の'１１ができるＩ'Ｍ〔にある。ちなみに，198()ｲlﾐの場ｲｬ
は農村の住宅ブームとIillTIjのルＭ２設ブームで黒(↑:lliK換し，逆に82年の場合
はり|き締めに鋼材lliiiii人の拡人がﾉ)|'わ')，１１j｣坊が低迷し，従業Liがセールスに
'１１つたという。またｌＨ(料となる１１'i鉄のイリlとで，三つのflij炉および'Ｍ１の)|;延
設IMiはルＭ<）にｲ《冗灸操業の状け１１にある。さらに，イuXL11,/,が発/|北，８６ｲﾄﾞに
は冶金]:業IIiljよ'）ｌ力)|の操業仲｣'二処分をくらっている。そしてこうした企
業状DlLのほかに，衣l5のように，ｌＨ〔材料，エネルギーなどの(llli格Ｉ:ｹﾞﾄや貸
金・諸絲l1iのj1iii力'１といった要|大|がＩⅡわ')，経↑;↑を｢i{辺しているという。
さて衣１４に示されるように，総/|ﾐ)紫紺は大きく↑''1びているものの，1984ｲｌｉ
以降の変lli)1をみるかぎり，必ずしも安定したものとはいえない。ｌ仮売jl)(入と
節mifll1llil鉄jljil業の股|Ⅲlと'１(』業jlill縦１２５
表l4illi安鋼鉄廠のiﾐ要維済折標（]978～8()（Iと）（111位：ノノ九,％）
7８７９８０８１８２８３８４８５８６
総生産#(ｉ
販売収人
利ｌＭ総荊ｉ
安金fIlilW率
Ｍ7８
３３０３
－４８２
3６０３
１５５１
１８８
１７．３
3502
7050
１０９
６．２８
１６０５
１８３５
－５１８
－９．２９６
６１２
１１２９
－７８９
－２１
１１１８
２００１
－２７４
－４４
１４７７
－８８７
－１６．２
３７０５
－５２４
－１．１２
2()(ﾙＩ
２３２
４．７６
ｌｌＩ１ｉ)『）房・リ↓［1989］3501〔．
表１５１１V宏fliil鉄廠における低ｲｬ金#'１'ilの/Ｍｉ(|Ｉ（l()82～871'１２)1）
8２８３８４８５８６８７．１８７．２
lli(材料
IililUj材料
燃料・IIi11ノノ
il1l:披労W川
職j酬維１１１(含|Ｍ１）
職１場2Ｍ！(？
2２２．１７
６３．８３
６７．０２
１９．４９
４９．６７
４２８．１８
1()９．９１
８(Ⅲ１６
７３．５３
１８．０(）
３８.`l`ｌ
`１１０．３４
2４５．９７
８８．９９
６９．０３
１８．５０
４７．４２
《１６９．９１
3８３．１８
１２１．３８
８５．１６
１９．０(）
５().２３
６５８．９５
１１７２．６９
１５０．３３
８６．７１
１８．０８
（〕９.()9
71)().９(）
４９().Ｏ(）
2３８．００
８３．Ｍ
１８．９０
６().８６
８９７．３６
５５２．００
３()9.0(）
ｌ()１．０(）
２５．２６
５１．０６
１()0８．３２
１Ｍ｢））ルリＬ［1989］354Ｊ〔．
なるとさらにｲ《安定である。とりわけ85ｲﾄﾞの数字は，それがJ|;しいとすれば
111場変１１ﾘ)の大きさをＩ(||実に物iWiるが，利ilM総菰iのﾉ|〈準に鑑みて誤'111〔のTTI能''！|ｉ
もある。いずれにせよ，総１Ｍ釧と111)(光｣'１人の差#〔iはｲ[１床変１１iﾉﾉということに
なるが，そうなると総ＬＭｉ菰iをjiiI:111,する場合のfii;〔定llilllliが気になるところで
ある。製,IiTl,(111i格の変11iⅢ状況が刀くされないかぎり，水衣からは)胸l11Dl模の実Ｈ
ＩＩ<｣変化をlliIlることができない。
ともあれ，ｕＩのI11i報が物iWiるところ，’'１小鉄jliiil業の経尚は好イ《》ilの影響
と１%〔材料入丁･のlMli易，すなわちili場の彩粋を受けやすいということである。
しかもこうしたiIj場化は1978ｲﾄﾞのIlill皮改jIlIJ:を契機としている模様であり，お
そらくlU1lj述の「鉄flIiil業は人慶に121`:ぷ」灸１１;|会i縦での決定によるものと考えら
れる。
皿常の117場経１斤の｣對什，好〃,l)０１を)雅楽の拡大１９１とすればｲ〈〃,1Ｊ０１は)11然なが
ら谷IM1化の''釧lとなり，こうしたサイクルを練')返しつつ技術進歩が進み，
企業規模の拡大もしくは淘汰がり(Uilすることになる。とりわけ鉄fIiilの場合，
装世111の雌業で､あ')，景気のlﾘﾉ'(,'が,|j場に増'|'Mされて反'1ﾘｌＬされることから，
ｲ《況川の11丁｣iﾙのjl吹訓に対しては，しばしばカルテルの結成などにより１１''i格水
126
準の維持がはかられる。
こうしたことから考えると，地力レベルの鉄fllil企業に対し，投盗主体であ
})，かつ人ﾕｌｌ椎を１１ｨＩる地方政府によ')，イ《i)iil対策やＩＤＩ〔材料の手当などの優遇
（38）
政策がとられたとしても不バリ､識でない。’'１'Ｍ:業といえども鉄鋼の場合は数
千人の刺ⅡD,l模をもつ地域ｲ『数の大企業である。」山城絲済に対する影辨を考
えれば，地力政府にとってこうした企業をIiillllifさせることは雰易にできそう
もない。表11では地｣i脇雄業保繊のためのTlT場封釧や企業llUのカルテルを禁｣|：
する皿迷がIlik兄されるが，そうした１丁為が広範にｉＴわれていることを端的に
示すものであろう。1988ｲli半ば以降のり|き締め１局)|(liにおいても，Ｌ'三産財につ
（39）
いての地域｢I<ﾉな１１J場li1fjliの'''''四が各｣也から伝えられている。
４１２産集''１度からみた鉄flMl業のilj場柵造は一｣､Lして競ｲ'ｲI<ｊであった。好況１０１
には市場の拡大によりＵ四Ｍ目業の''１１題は後景に退くが，しかし不i>iL時におい
ては地力政111:の庇趣のもと，ＴＩ｢場は|＃1鎖('りとな')，イＭ１Ｉ１化されるべき産業iIll
織がｉｌＭ:されるIiI11filにあるように忠われる。
５重点大型企業の経営状況
IiiﾉＭＹ業の場合，維済故１１＃:jUlにおいてLiflll$Iliil鉄総lilifの新設はあったものの，
基本的に企業数の1ＷⅡ1はみられなかった。そして鞍lllfl1il鉄公TTIの＃１１鋼生産の
↑''１びがﾉ('１実に物詔るように，既ｲＭＥ業の史新・改造・拡張は滞要の拡大を」：
|Ⅱ|る規模で行われなかった。こうしてM1#|iil・銑鉄/Ｍｉのシェアは低下した。
ミクロレベルでの企業経営については首#'1鉄fliiil公iTlにおいて経営請負Ilillがモ
デルとして試行されてお')，これらを含め，’1ｲ務諦表にもとづく時系列的分
析が待たれる。しかしここでは，許された紙数およびifiS料の関係から，亜ﾉﾊ（
大企業の経'i)↑状》｡について，いくつかのl11i報と集iil数字にもとづき'１'１題点を
指摘するにとどめる。
１１１点企業は改jIl1iiiii後を皿じ岬測りに黒字経↑;↑であ')，利ilIll｣工納をj垣じ|玉|家
}Ｉｲ政に大きく奇｣ﾉしてきた。たとえば鞍Ill鋼鉄公ｉｉ１の場ｲﾔ，処|正|以来851rま
でに，』,1本処設投盗（新川jl定資本投盗）として5668他元の財政資金が投入
される一方，逆に'１１１家に対し355.21意元の利iML紬・税金納入を行なったと
（40）
いう。史新改造などの溢金ilIiiにDMする時系列ｉＩ９ｌＩＩｉ移はlﾘ|らかでないが，しか
第５章’|'国鉄#liiil業の腰|;Hと朧業組織
表１６主要IF〔点鉄#liil企業の実りil利潤と翻保額（ﾉﾉ元,％）
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1984年1979~83年
{Y(保率
１８．１５
３７．６４
６４．１４
３５．６０
３９．１４
１４．３４
２０．１１
７２．１１
１３．４６
１３．５４
３２．３６
２６．３８
実現利ilW
597553
１７３５７３
２４９５８
７１５２９
１８８２９１
89478
８４１８９
55766
５６８１６１
１２９９６１
49330
2032789
留保利ilMl 留保率
鞍''１
武淡
包頭
太１$〔
ｉｆＭｌ
`ID鞍'１１
本渓
繋枝花
｣ZiiIj
犬il1
1ililll
合計
23846
24823
８０２３
６２８９
29367
３４５９
４１９９
１２６１７
１４４７３
３２８７
3603
133986
５２８１８
４１７８３
９３９７
１４５３８
38352
１１３２８
１２７７０
28477
55760
１７９１９
5852
288994
８．８４
２４．０７
３７．６５
２０．３２
２０．３７
１２.６６
１５．１７
５１．０７
９．８１
１３．７９
１Ｌ８６
１４．２２
1３１４０７
６５９４１
１２５０８
１７６６８
75022
２４１２３
20878
17496
107533
24270
１１１３３
５０７９７９
''１，)ﾘ｢）治金部iｲﾄﾞ金総済Ｄ１究所ＭＭ肌1代組［1986]．
表ｌ７ｕｌ新改造その他の資金｢）lil達内訳（投溢総額を除き％）
IIU11,(企業 ''１小企業
１９８４
７．１４
１２．３２
２３．３９
９．２４
９．９４
４．２０
０．０(）
６２．８９
０．５６
４．２０
５８．９６
１．４０
1９８３１９８４１９８５ 1983
４．８６
１２．１４
２０．３７
５．７６
0.00
12.76
０．００
６６．４６
１０３
６．７９
５８．６４
１２３
1９８５
１２．８５
２．０２
３０．３５
７．３９
１６．１１
６．８５
０６２
６０．８６
０．３９
４．５１
５５．６４
６．２３
投盗総訂ｉ（偲兀）
財政資金
圧Ⅱﾉl借款
うち処設銀行
=I]内i銀1Ｔ
その他
外交利111
121ＬＬ調達
うち淌金部
地ﾉﾉ政府
企業・事業
その他
1１．３９
７．０２
１３．３５
６．７６
０．００
６．３２
０．４４
７８．９３
５．２７
３．２５
７０．４１
０．３５
1５．７０
８．９８
１７．９６
７．１３
６．７５
４．０８
０．２５
７２．４８
１．０８
１．４０
７０．００
（)３８
2３．３３
１．２４
２４．２２
８．０６
１２．１７
３．９９
０．０９
７３．００
１．５９
１．６７
６９．６１
１５０
出所）’'１蛾人氏共ｲl111iliMr]二業舟'１計miT1・l1Ij報研究総)ili［1986］129,131
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し国家にとって鞍lllf1iil鉄公司をはじめとするTm点企業は，表16に示されるよ
うに，いわば超優良企業であったことは否定できない。ここでは利潤留保率
の相違が気になるところであるが，ＩＬｌ主椛拡大の試行企業であるか否かによ
（４１〉
るところが大きいようで､ある。
ともあれ，鉄鋼製,11,の公定(llli格は少なくとも重点企業の生藤賀を補償する
１２８
水準で決定されていると判|折され，したがって－１('iでＷ;i越されているともい
える。、｢'i，企業ｌ４ＩＳｉｉ樅の仙人にもかかわらず，一般の〕1KﾉA(企業は償」ill基金
（､１２）
すら十分にＷＩＣＩしできないとされる。またlJil家iil111ilによるMlillは地力''１小企業
に比べ|ﾘ|らかにﾘ｡iい（ＩｉｉｉＩｌ',，衣４参!|(1)。’'１小企業がiIi場に反応しL'三産設Illiを
拡りl念する一方，イ《》｡｣Ulには地ﾉJ政１１１:のIji鋤が１９|侍できそうであるのに対し，
１１rﾉＭＥ業の場合はiilⅢ外/Ｍｉについてもそのスケールから1〕;(材料の入手に'''１
題があＩ)，かつiillllj外製IliiI1についてのI1lli格1｢liでのBJIlillも強い。さらに('ﾐii1ilHil
述の人員等も多数かかえこんでいるため，WICiI:された盗金もしばしば住宅等
の非LMJl<ｊｌｌ１途にⅢいられねばならない。
さて表17では，改〕'''１:Ⅲlにおける更新改造そのIllLの役riirii金の洲達状況を，
重ﾉj1K企業，’'１'Ｍ:業について比較した。いわゆるルＭＨ設投武を除く'111走査
本投資ということで側Iliはあるが，すでに|ﾇ'２に7ｋした川剛竺設投資比率の低
1く状況，およびliflllに対する優先NU分の状DIlに艦み，ある稗度の一般化は1リ
能であろう。すなわち，ＪＩＭ(企業，’'１小企業とＭＩＬL訓|迷盗金，と')わけlLl
LL盗金を》ｋす「企業・〕|Ｉ業」の;Ｉｉｌｌ谷が高いが，こ｢liﾉﾉﾊﾟ企業のlj笏谷にとくにhli断
である。すなわち''１小企業'川合には，」山ﾉﾉ政府による11ｲ政外の調達を含め，
政府部|Ⅱ１，金剛Ｉﾊﾟ'''''１のいわゆる他人溢水への依イトが強いのに対しＴＩＩ点企業
の場合にはjl;||対(|<)に|,|ﾉJ史'ｌｉｌｌ<」である．これは利ilM1W(1Ｗ)多寡にもよるが，
いずれにせよ，’'１'ＭＹ業の｣iﾙﾍには地ﾌﾞﾌlB(11<|:，およびその符''1;ｌｉ１<にある金剛１
部'''1の庇遡を受けやすいことを示すものであろう。つまl)改１１ｌｂ:jUlの1983年か
ら85イドにおける鉄fliilにかんするかぎり，爪ﾉ川曽業の場什は''１'ＭＢＥ業に比べ７
節I|i''約がよりハードであったことになる。
こうした状〃,lのもと，城lllflil1鉄公iTlなどでは企業|ﾉﾘ外を対象とするｌｉＩｉ券発
行，省|ﾉl企業を対象とし製,'１，１，の優先l11Iu分をＷ)込んだ|人llili苑1T，さらにはjliiii
人代将型,'１，１，の捉供によるﾀﾄＰｔ枠のＩ盤１１卜などをjmじ，盗金・外１１tの説l述川Ｔ
（､１３）
なっているという。今なお1川史産業である鉄jlil業にあって，とりわけ経尚_Ｌ
の優位性をｲ丁するはずの〕n点企業が，コストのかかる登金説|達のルートを新
たに|ｻﾄｌｌ１ｉせざるを111:ないほど盗金不足であるのはiWfきである。盗金調達の多
様化は，もとより総済改jYI:のめざすﾉﾉ向でもあろうが，」２記のﾉJ法は希少な
製,１，１，とのバーターでliil様に希少なrii余・外１１tを(ilＭＩＬするということでもあり，
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TlT場メカニズム，および査介Tlj場の仙令な発展とは，やはりlllli1illiがあるとい
わざるをえない。
以_L要するに，I1i点企業の場合には利ＭＬ納を含めた国家計l[川のIIill約が強
く，また改jII1j期にかぎってみても予算Ilill約は''１小企業に比べてきつい。つま
')DJ模の優位性を発揮してよ')多くの利illIを蓄積し，発展をはかることが大
きくＩｌｉＩ約されていた，といえよう。逆に，’'１小企業の場合には，規模におけ
る比)陵劣位にもかかわらず，景気｣ﾐｹﾄとTl１場化を享受し，利ilM拡大を実現す
るとともに地力政府の保謎もあわせて享受したことになる。
Ｖむすぴ
’'１|玉|の鉄fllil業における産業・ilT場lill織の緋徴は，しばしばいわれるところ
のﾈ|:会主義｢Iり大生厳による雌Ｉｌ１的WIi造にあるのではない。I1Mmlり人企業によ
る灸睡|的計llIlli1り供給と，これを補充する，脚也的｢'１'Ｍご業による局地ｉＩ０ＴＩＴ場
図４計DmllIll給とjＭｌｉｊＭｉ
Ｑ
ｌ３０
的供給との二重柵造からなる。二重柵造とはいえ，竃１１１やillj費地に立地する
平電炉メーカーを除き，」ｉｆ本(1<」に原料地立地型の属地｢1<)企業がこれらの構造
の払い手であり（もっとも屑鉄を原料とする平flZ炉メーカーの場合は，１１畑地＝
原料地というべきで，例外は宝'11のみか)，また企業jljM模のi('iでも連続性があ
る。
こうした柵造は，規模のiiliでは'１１|正|でいうところの大企業対'１１小企業の構
造ということになるが，経済ＩＩｉ'１度にI1l1していえば，従来では''1央計山と地方
計山，現在では計画とTIj場のﾆﾙｨ榊造におおむね対応するものである。取点
的大企業の41ｉ産が全、的に|正|家計画で伽,lllillされているかといえば，そうでは
ない部分もあるし，属地(1り''１小企業が|･今なTl７場メカニズムのもとにあるか
といえば，とくにｲ《況期にはそうではなさそうであるが，ここでは(史宜的に，
前者を集椛(|<｣計ｍｉ１り榊造，後料を分椛(|<J｢'1場的榊造と呼ぶ。
’'１１題を111純化し，ある地域に対するある鋼材の供給は|玉|家計I11jlによって配
給される部分と，その地域の地場生産によって供給される部分の２本立てで，
かつ,'１Ｔｌ,質はlTTI-とする（図４参||(1)。iii｢荷は一律のこ[場渡し{111i格にIiiiii送・係骨
質を加えたIilli格ｐ･で一定益ｑ･供給される。つま')，｜玉|家111[l給にかかわる供
給'111級は点Ａ（p０，（I｡）となる。これが地域|ﾉIの需要''１１級ＤＤＣのﾀﾄｲI1llにある
ならば，超過供給比すなわち|玉|家配給量と供給Iilli格に対応する需要品との
差は，在hiliとなるか返_Ｌされるか，もしくは不足する他の地域になんらかの
形で供給される。イ《足の経済にあって，ＬＭｉ財配給部'１'1が過大な'１１告を行い，
ともかく希少な資ili(を１１１１さえておき，プレミアムをつけて横流しするような
ことはありそうなことである。ただし，このように十分な供給が確保される
場合でも，nm給品を返_|」て地城内でlLl袷することも可能性としては考えら
れる。地域|ﾉﾘ自給の供給'''１線と｣山域内需要'''１級の交点の(illi格が|玉|家配給{llli格
を下|Ⅱ|る場合である。配給昂の返上がTil能なこと，地方レベルでの生産が許
容されることが，そのさいの条ｲﾉﾄとなる。'110給Il11i格が相対(1りに商い水準で設
定されている場合にありうる事態ということになるが，’'１|正|においては高率
の'''1桜税が課せられる紙巻タバコの4Ｍｔに，こうしたことからくる混乱が典
型的にみられる。
通常の場合，｜玉|家計画はスケール・メリットのある大企業によって担われ，
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1玉1家配給点は地域内需要ＩＩｌｌ線の内111'１にある。そして大企業から遠方であれば
あるほど，輸送手段が未発達であればあるほど，配給I1Ili格は高くなる。政iYi
前には|玉|家配給IIIi格が地域内のプライス・リーダーであり，地場生産はこれ
に従い，赤字生産の場合は地方財政よりﾄﾞili坂が行われた。したがってNU総Iilli
格が商いほど財政支}'1,は少なくな})，地場生産の可能性が高まったと考えら
れる。そして配給昂，地場生産丘の合計が，配給(illi格に兄合う需要をiiMiたせ
ない場合には，財政補l眞にﾉﾉⅡえて，地力計画による;!;||当も行なわれたと考え
られる。
改j1I1iによる基本｢|<J変化は，１通|家の配給以外の需給が基本(1<｣に市場メカニズ
ムに委ねられるようになったことである。つまり'五|家計画により一定品の安
価な供給を前提としつつ，その残余＃'1分についてはTIj場メカニズムにもとづ
き，ｌＭｌｉ生産によって供給される。しかしその場合，地域的Tlj場に対する｢Iil
家計画の影響は不可避である。なんとなれば，配給iiLの配分方法いかんによ
')，残余部分の需要'''１線の形状も異な')，したがって地場’'三崖の需給均術点
も異なってくるからである。たとえば地域内需要'''１級でフパされる濡要のうち，
高I111i格に対応する需要から優先｢I<］にI1IU給がなされる場合（ケース１），各レ
ベルの需要に均等に比例iHIU分される場合（ケース２)，さらに配給(illi格を下
限とした低Iilli格に対応する需要から優先的に１１１１[l絵がなされる場合（ケース
３）を想定してみると，残余需要'''１級の形状はそれぞれＤ'Ｄ"，ＤＤ"，ＤＤ''′
のようになる。地場生産の供給''11級は右－lxが')であ')，ＬＭｉされたものは地
域内にかぎり消費されるとすれば，」ﾑﾉ衡点はＢ,，Ｂ２，Ｂ３となる。すなわち，
地場生藤の規模と均衡Iilli格はケース３＞ケース２＞ケースｌのlllfjとなる。ま
た当然ながら生産者余剰の大小もこのｌｌｌ【(である。つまり地方政府において特
定工業部'''1の発言力が強く，配給部'''１に対し影響ﾉ〕を行使しうる立場にある
とすれば，その兀業illlMl傘下の工業企業のBA模を極大化するような配給方法
を要請するであろうことは雰易にI1l1lliｷﾞできよう。Ｔｌ丁場封鎖の傾|何も|司様であ
る。
しかし他力，生産稀余剰と消費者余剰を合計した結合余剰の大きさはケー
（11）
スｌ＞ケース２＞ケース３のlllrjとなる。したがってilLi賛科･余剰についても|両１
棟である。つまり地域経済もしくはｉｌｌｍＷ１にとってはケース１が望ましいこ
１３２
とになる。こうしてl-L体(I<]を状B1Lは，特定の｣Mli雌業および三ii併部'''1と地ノノ
llj(府，もしくはユーザーおよびその三ｉｆ悴('１１１１１とのﾉ｣llA1係によ')，決定される
ことになろう。
なお，u｣2において｣也場(|{旅による供給ｌｌｌｌ線はｲTlがりであるとしたが，
Ⅱ5）
liaⅢI<」には｣山方'１１'Ｍｒ業においてＭＨ樅およびiii(ulJilの経済が辿求されてお')，
111純ではない。しかしこうした場ｲﾔでも幼ﾄﾞ|賊業保測1<ﾉなilj場剛il1iの'''１題は
起こりそうである。いずれにせよ，地ﾉﾉ,Ij(１１<l:とｌＭｌｉ１ｌｉｆ業および1両)｣山｢|<｣をilj場
との|剰係については，さらなる先lﾘ1が必要である。
さて，こうした二:ｉＭＩｉ造という｣ﾘ(l実の人きな枠iilIみは，行論からlﾘ|らかな
ように１ｶ$史(I<jに形成されたものである。人ざつばにいって，ＩｉＭ･の柵造は||｜
外lEl安本ｕｉ族資本の社会１１義(I<)改造と，節１次５カイ|き計回り０１にソ迎よ')導
入したターン・キー・プロジェクト，６()ｲﾄ化卜ばに|ﾉﾘ陸IIfljに移'1'1[された三級
処設，さらには78ｲﾄﾞに|｣本よ')弊人されたターン・キー・プロジェクト（宝
||'）等によ')，（Ｍｉﾉﾉ１１<｣基礎がﾉﾉえられた。一方で後判･の榊造は大脇進，小
lM1進１０１のIIi'１度改]'10:と政策により化ＩＷｊｉＩ<ﾉﾉﾙ礎がｲﾉiきられ，さらに経済改１１|則りlに
発展したことになる。
このうち三線処設の｣)ﾙ谷には，ＪＩＭ瓦(I<」に|と|ﾉﾉにより，Ｍｊ存企業から枝分れ
する形で大企業の新設，技術の移ｌｌｉＫがiiわれたという意味で，さらなる検討
が必要とされよう。他力，lTilじターン・キー・プロジェクトの導入といって
も，1950ｲ|ﾕ代のソjlEモデルと7()ｲｌｉ代の''水モデルでは|入隊が大きく異なるこ
とはいうまでもない。鉄鋼業の11晩後段|lﾄﾄﾞをllIilするといっても過崗でない'１本
式のllilMill型[〔大鉄''１，ilコンビナートが''''１ilにj募人されるのは，、|(iilililのilli江製鉄
所の光成に遅れることl()年，７８年のことであった。しかも輸入プラントによ
る供給ﾉﾉの拡大は「祥IM1進」｝I上!'《'|という)|ｼﾞで8()ｲ｢代初蚊の調悠政策により政
策１１りにiTii定され，結果としてlliMiM1J:｣鍬１１ﾉ:地の導入・iliZ<換も遅れてしまった。
ともあれ，大'五|であり，かつ各地に一定の鉄鉱盃illiをｲ｢するＩｌｌｌ玉|において，
鉄鋼業のｌｉｄ世がｌｊｌ〔料｣也とりわけ鉄鉱ｲ｢剛山をｲHlf1することは，－１｢'iで立｣也諭
(1<ﾉなflJ1l1性をもつ。また，５()ｲｌｉ代から7()ｲ'１代にかけての米ソillli超人|正|との桁
l1Ui体ＩＩｉｌ｢卜にあって（ソ述とは()0ｲ|ﾐ代以降)，鉄flilil業が|ﾉ､l陸刊ljに分I1il('11111世される
ことも，一i｢liでIlfIlW1<)地政判|<ﾉｲｬ｣ill1性をもった。さらに，鉄flliil供給の不足に
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,11]｢,iした地方政府が，ボトル・ネックのI1W1illiとiiKIⅡ拡大をめざし，地ﾉ７分椛
化を契機に鉄ｆＩｉＩ業に１１)<リポ|'んだことは，それなりに積lilMI<ﾉなことである。そ
して改IlEj0lの１０ｲliに及ぶ高度)ﾉﾘ0挺の]〈，マクロi'<)および),i)地(I<ﾉなＭ１襖''１１線は
大きくシフトし，爪点企業からの供給は１０ﾉ:ち遅れ，lliliii人が噸大する。他力，
経済改]''1:によ')地力'|'小企業の鉄fliiil製,1,1,についてはフロートI1lli格が導入され，
TIT場I111i格は高l鵬する。’|'小ごＭ(;および地ﾉﾉ政府はこれに反応して供給を拡大
したが，大企業は，そのスケールとiil1uI経済のIlill約，および政策当１両)の選択
から，これに－１分に対応することができなかった。と')わけ」:場渡しI111i格の
統Ilillと利ilW上納Ilill度はルＭ」にﾙlli特され，他力で投安IlilⅡ史が改ｊ１Ｉｌ:された結果，
資金ＩＩｉｌ１約がタイトになった棋様であ')，企業の発腿は立ち遅れた。
こうして大跳iili･'ＭＭＬ)０１に１１)(1)illlまれ，結来(|<ﾉに安川i(のミス･アローケー
ションをもたらした'１１小鉄fllil企業が，経済改h1I川lにおいてＭｉ'i来的にＩ１ｌ４Ｍｉ
された。つまり２度あることが３度あったわけである。とりわけ今'111の場ｲﾔ
は117場メカニズムがiiiil/liに益｣笏し，ｌｉｌ気の|ﾐｹﾞﾄとｲll侯って''１小企業のシェア
拡大につながった点が特徴といえる。
すでに述べたように，朧業iiill織の変化を考えるルドrには，好U1LjUlのみなら
ずイカ,I川にも肴|'すべきである。と')わけ''１|玉|のilj場化の程度は，イ《DII期に
こそ突態が示されるとAu､われる。196()fl§代IiiiW)iﾘﾉil鰹jU1にはまさにUj(策(|<｣に
火脚M進の洲蜷がiTわれ，′ＭＭ進についても78ｲｌｉ段l1MiでlTil様なことが１丁われた。
今'111の調幣政莱にあっては，総済改1'''0:の論nl1に従うかぎ|)，ＴＩj｣坊メカニズム
にもとづき企業の盤I1l1・ＴＶ編が1丁われるべきであろうが，Bilｿﾞﾐは必ずしもそ
うした力|(１１に|句かっていないようである。
以_しから1《'||折し，不i>,L時に企業の''１編・終｣〕MがiTわれるようなメカニズム
のﾄﾞﾙ簗がさしあた')必要となろうが，そのためにはjlh力llij(府と企業のUM係を
改め，より|)Ⅱ放された｣山城Tlj場を(１１１,''１,することが1iii提となろう。また災１０ⅡI<ノ
には，雌椛(l<]計Ⅱ１１１｢l<」柵jdliと分Ｗ<ﾉilj｣州|<j榊造の二J[榊造を改め，Tmﾉ１１K企業に
対するIilli格・IIill度1｢iiでのMillを撤l兆し，Tlj場におけるjli等を競ｲ'側係の)(１１Ⅱ'１，
をはかるべきであろう。そうした状〃,1下において初めて〃終業組織の1ﾘ編・イャ
１Ｍ化が進股することになろうが，」1然ながら雰易な訓L題で､はない。
他方，鉄鉱資iIIiのｉ[Ｍが分散(l<jであ')，かつＩ;||対｢I<｣に貧弱であることに鍬
１３４
み，一Mllll1料のilm外依ｲｲとjliiii人う゜ラントによる脇ＩＩＪ型コンビナートの新増設
は今後の鉄鋼業の発腔において不可避であろう。さらに製品需要の多/(ｌ化．
高度化のi｢|iからも，技術移lliiiによるＭｉｲ｢大企業の改造，新規プラントの媒人
は不'１避である。いわば五点企業の鹸化・新設が差し迫って必要となる。現
状に鑑み，〃AIIi'１の撤廃，すなわち'１'|i格ﾘ|き」二げと利ｉｌｌｌＷｌＩＩ米の拡人がただちに
砿ﾉＭｒ業のテコ入れにつながることは'ﾘＩらかであるが，それが企業生産ﾉJの
拡大にi'１〔紬するか否かはＨｌｌｌ１Ｉｌ１ｌＬｌである。ミクロレベルの改革はさておき，技
術導入の調整，ini金・タト賃の丁.｣1等の産業政莱(l<」介入はイ《可避であると判|折
される。
政策当)同)の逃択としては，一ﾌﾞﾉでilj場化を促進し，他ﾉﾉで亜点企業に何i斜
した藤業政策をと')つつ，産業iIill細の谷jll1化を|又'るということにならざるを
えない。｜此界の鉄鋼業の趨勢に鑑み，’'１'Ｍそ業の盤理．:lIj編は避けられない。
しかし''１小企業は－ｍiで地域継済の発展を支える存在である。その存TIfが地
域経済に１７．える影響は大きい。鉄鋼業における)韮業illl織のlIi編は，したがっ
て経済の'''１|辺にとどまらず肌優れて政if1iI<jな'1111迦ということになろう。
[注］
(1)華粉の[|にするかぎ')，鉄#'１１１にかんしてはすでに6()ｲ１１代よ')石川滋教授
を'''心とするアジア経１斤(i)｢究所のＩｉ１ｌ:究グループにより主として技術(1<ｊＩｌ１ｌｌｍｉ
から1ﾘ｢先が行われてお'）（|両lli1l:究1ﾘil:１１「'''１１《|維済のＭ１ｌ股剃シリーズ参
！|(1)，７０年代以降も|]'|'継済|)１１会の調査#11〈!rなどでしばしば｣|)(リ」xげられ
ている。また'１１|]ilでも1985ｲ|ﾖ以降，「''１|]:|鋼鉄二[業ｲ'１鑑」がＩｌ１ｌ版されるよ
うになり，謡Ｍｌｉ［1986]，陳［l()88］などのｌ旛業組搬に関する研究も行わ
れている。
その他，産業iIⅡ織論今般にかかわる'1本人の1U｢究としては，九lll［1９
８８]，菱lll［1990］が!|i要である。
(2)１１１局［1978]。なおこの作業に先行する業紙として，化判'''料のilj場榊
造分析をj、じ'Ｍ１化学llU科プラントのｲｲ立榊造をIﾘ|らかにした石１１｜
［1974］が参1M1されるべきである。
(3)ｌ川ilj［1990］参11(!。
(4)｜ｌ１１ｉ１ｊ［1991]。
(5)陳［1988］ｌ()6〕P〔。
(6)認Ｍｉ［1986］１頁。
第５章’'１国鉄鋼業の展開と産業組織１３５
(7)国家統計局［1989］３１頁。
(8)識・湯［1986］152,153,164頁にもとづく。
(9)以上の鉄鉱石生産についての記述は，国家統計h）［1989］489頁。
(lO）『毛沢東選集」第５巻，人於Ⅱ1,版社，1977年所収。ただし，原テキスト
とのHMに異同がある。
(11）｜n局［1990]。
(12）認・湯［1986］145頁。
(13）この1111の経緯については宇野rii昭ほか「fjil代'１１|工|の歴史1949～1985」有
斐閣，1986年，175頁に詳しい。
(14）認・湯［1986］146頁。
(19陳［1988］108頁。
(16）冶金二[業部には直属のエンジニアリング部門が設計院および建設公司と
いう形で各地にある。これらは各時期に枝分れする形で各地の１場および
設備の建設を}'１ってきた。各建設公司の設立および発展の経純については
治金工業部''１国鋼鉄工業年鑑編Dliii委員会［1986］329-335頁に詳しい。
なお丸'１１［1988］145頁によれば，三線建設期にも海外から若干の技術
導入がはかられたようであるが，文IYIの影響から「数多くのトラブルが発
化結果として技術移転のコストをきわめて高くつかせることになった」
という。
(17）陳［1988］108頁。
(１０田島［1978]。
(19陳［1988］109頁。
(20）識・湯［1986］146頁。
(21）陳［1988］109頁。ちなみに第５次，第６次５カ年計画期（1976～85年）
の鉄鋼関係固定資庶総投資500億元のうち，３２％は既存企業の更新改造に
使われた。
(22）同上。
(23リ周伝典「発展鋼鉄工業的幾Illil戦略ﾈⅡ策略'''１題」『工業経済学報」1984年
第１期。
(24）冶金工業部に'１|玉I鋼鉄工業年鑑編jlili委員会［1987］423頁。
(２，識・湯［1986］158r〔。
(２０戚向束「当心小高炉Wj度興起所帯米的'１１１題」（｢経済管理」1985年第８
期)。
(27）丸山［1988］155頁。
(28）国家統計局［1989］299頁より計算。
(29識・湯［1986］143頁。
Ⅲ陳［1988］１１７頁。
G1）中|玉|冶金企業名録編lliit部［1985］参Ⅲ
1３６
(32）｜Iil家統計１m）［1987］282r〔。
(３Ｄただし，ここにはiiiﾉﾊ(企業，’'１小企業の数がそれぞれ変りi))するという'''１
題がある。，|,］ＭLL共ｲlllJilhMr]i堆部計１,'１１可.|洲川究総jﾘ『［1986］４，６
瓦によれば，liIil辺Wlj分も含めた広義の鉄jli'il企業数のｌＩＩｉ移は以下の衣のとお
’)。爪点企業数のjiｳilMliがただちにシェアの変ji))にiIIl:結するとすれば’
１９８３．８４年の場ｲＷ)ｒＩＩﾉＭＥ業のシェア低1,.はｌＩｉにJIt点企業に指定される企
業の減少で脱lﾘ|がつくことになるが，８５ｲ|{の二|#態は，各爪点企業の(|ﾐﾙ制広
大が，’'１小企業のそれに及ばなかったことを端｢|<jに物iWiる゜
1９８２
１３２
１０５１
１９８１
１３０
１１１８
1９８３
１０２
１１０６
1９８４
１０３
１１４３
１９８５
１１４
１２０４
ｉｌｉＡ１Ｋ企業
''１小企業
(3Ｉ）ｌｌ１ｌＩ）［1978］参１１(!。
(35）菰ｌｌｆ１]［「Jlilillllf処｣〕11鋼鉄］:業発IlllllliI<)川'6111M係」「''''五'二I:業継済Ｉｉ１ｉ先」
1988ｲﾄﾞ鋪310I。
(3(）冶金部if)金絲済(i１１先miMIjil洲繍'１［198()]。
(37）扉ﾙlli''１［1989］３５()-354瓦，Il1lJiliflY<Ｍ:業名録細!|iii(|ｊ［l()85］I43r〔。
(38）l1llIil社会科判塊絲済IiH先)ﾘ｢宏鋭絲済楢;｣〕'1課題ﾎﾟ|［［l()88]。
(3)鉄jlililではないが，各剛Ｍｉｌｌイ・illll1i財に先Ｉするilj｣ﾙﾙ|釧の|ﾀﾞ11が『｢'''１絲
済ｌ１Ｉ会会報」］()9()ｲli5）い），１７頁に紹介されている。
(ｲ0）柳ｿL勲「jljil鉄]:業技術改近(|<｣特ﾉMll総験」（｢''１|玉'二l:業経済{洲Ｕｌ９８(jfli
第４川)。
(１１）ｉｆ『令部冶金経１斤Ｉｉ１Ｉ:究)ﾘi人fliiil洲査《'１［1986]。
(ｲ2）例えば粒llljliil鉄公ＴＴｌの｣ﾙｲ十，jiJ7i火５カイ原l1111ijUlllI1Il1に設liliのuI新・改
造に2`1.6億元必要であるにＭ､かわらず，企業にＩＷ係されるIfi〔All」i哩金は１５
偲兀にとどまるという（M剛iil絲済Ｉｉ１ｌ:究iﾘ『［1987])。
(ｲ3）冶金二[業(llllil1il鋼鉄]:業ｲﾄﾞ鑑編illli姿』i全編［l()87］l71r〔。
(lＩ）証lUlは幾何学を１１|いて容易に可能であり，行l''＃する。
(15）本漱では１．分に1ﾉﾋﾞＩ１Ｉ１しなかったが，詳しくはlll$Ｍ１()78］を参||((された
い。
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Ｉはじめに
1978ｲ'１木の節lllUl3ll1全会後の，一迎の維済体ilill改ｊＩＩｌｑのなかでfitも注１１さ
れている成来の一つは，郷&恥:業の発展がもたらした農村におけるⅡ業化の
進腔のJ|「災であろう。
今１１，郷鋲企業とは，農村地域に立地する，ＩⅢ人経営農家を除く，すべて
の業種にわたる非|通'１;jrの企業ＩＩｒをl旨し，かつてのＭＷ(l:時代の社隊企業の
系譜をリ|く''1｢・村ﾄﾞﾉｫの公営企業にjl1え，Illil人経'蛍，共|両|経営の私営企業，お
よび公私混合経憐企業など，多様な所ｲi形態の企業を含む。経悩DJ模におい
ても，家族のみを従業員とし，ごくわずかの資金しか持たない浮細経営から，
従業員が2000人を超える，旅行)Ⅱ靴の/|{雌］:場やｲI〈'''1ﾙ''化産額が’億元を」：
|Ⅱ|る化学繊ﾙlIi染色(｣:｣2げこ|:｣;ル（いずれも，im1il糊沙州lllLで，数Ｉi(〔はl()85年段ＩＩＩｊｌｉ
のもの）などの公憐企業まで，その範'111は広い。1988ｲﾄﾞ木の柵UILは表１にみ
られるとおりである。なお，後にみるように，農村のJI2l正|営企業のfi称，範
嬬は84ｲｌｉ３)１１４１]付のlB1il務院皿達で変皿される。本fiLiUiでは，似IHI:_'２，７８ｲ|iま
での'１棚|については杣隊企業，７９ｲ|さ以降は郷鎮企業とlWLぶこととする。
この#'''１鋲企業の発展11ijjlfilがＩｌ１ｌｌｉｌｌﾉlﾀﾄの(Ｉ|:究者のllAil心を集める｣ill1lIlは以一|､､の
４点に変約される。
①公尚企業の製造業部''１’（鉱業，木材の伐採・jiE送を含む）の名'三|の4Ｍ代
額は，1979～88ｲ|えの10ｲﾄﾞ'''1に，ｆｌｉ平均で約25％噸の急速な成踵を遂げ，８８ｲ'三
には今|正|の二[:業総'Ｍｉ額の約20％に達している（郷`Ｍ冒業今体では約25％)。
節３次部|Ⅱ1の成及も|]覚まし<，今やりlllMIME業が111に農村経済のみならず，
|玉|Ⅸ経済体系のなかでｲ《可欠のセクターとなっている。
②腱家経営論ii壷fEllill（農業化１１航mli'|）の導入の絲采として顕在化し
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表１郷#1Ｍ邑楽の件数の惟移
('２段は件数，１１１位は川ﾉﾄ．1,.段はlfnY業?'1たりの従業f'１･数）
商業・
飲食
１２．３８
１１．７
１５．４３
７．２
処築
１５２．４２
１８．５
１５９．００
３０．８
１，６０９．１８
２．３
１１９．９(）
８．１
１，８８８．１６
4(川１６
１２．３
４．０７
５０．５
７．３１
１１６．９
1９７８
公営企業
|Ⅲ人企業
共liil絲桝企業
郷ｆＭＦ業
５．８３
１７．１
1９８８ 2３．２８
１０．７
9９．７３
３５．２
7７３．５２ 3７２．５５ 6２３．２３9５．５８
１１１，)ﾘ『）1978ｲ'2および88ｲ|:の郷鈍企業はlEl家統iilln）［198()ａ］２`'5-24(111.
1988ｲﾄﾞの，公街企業，IUilMY業，上llil経剛卍業はｌｌ１ｆＩ１;人l｣lLJI〈ｲⅡlI1l農業部[1989］
210-2111J〔より算||',・
た，農業部'''１の余剰労伽ﾉﾉの雁llllﾘﾘUlX効｣１Ｗ鞘:しく，1988ｲli木には農村地域
の労llilﾉﾉ総数の約24％にあたる9500〃人以｣Ｚに就業槻会を提供している。こ
の「ｌｉ１１１ｉ二[:不離郷」（I1ill膿しても，Iillli付せず）としてl1il'られる，農村地域で移住
を伴わない，農業＃'１１１１１から非農業刊lllIllへの労llill移ji11，ならびに郷鋲企業の先
進地域で，農村の経済，政治，文化1/'iでの''１心地として建設が進む，小城鎖
への一部農村労１１ﾘ1ﾉﾉの移iii{は，光介ではないにしろ，農村の余剰労働ﾉ｣が人
ｉｉｉに大都11丁へ流入することを'''1｣|:する効果をもっている。
③一部沿１１川城の製造業刊ｌｊｌ１１ｌの'liiiill'１が''1馴に'''１び，外lfil型|)ﾄ1発11U(ｌｌ１ｈを推
進する原動ﾉJとをl)つつある。1988ｲ|ｉ初､lに議論がiⅢ|)ll燃した，労'111集約部|Ⅱ１
のiWi11ii1Ⅶiii,111,拡大を槌イ･に[業化を促進する，というinil'|)ﾄ１発戦''1＃榊恕も，そ
れまでの郷鎮企業によるＩｉｈｌｌ１ｌ突続が一つの論拠となっている。
①’'１央政)|;|；による役ifiiやi(11川もなければ，｜H1材料の計1111111<｣な{i;||リ当ても
なく，ｌ収売ルートの|糊'１６ないというイ《利な状況のもとで，郷鎖企業が急速
な成腫を遂げた要|火|は，独立孫il1:，１１Ｍ柾|已則11をljl(11'１とし，１１J場１１i)11（,1に敏
感な企業体質にあり，それは|正|憐企業のIli'１度改j''１[のモデルになっている。
このような成采の反ii1i，郷騏企業の急速な成及が，ｌｌｌ〔材料のｲ《足，I1lli格の
高騰をもたらしてインフレを力Ⅱ辿した')，ｌ１ｉｌ尚企業との競谷を激化させるな
ど，｜玉|民経済の発展にマイナスの形郷を及ぼしたことＭ#実である。また，
その経営基盤は概してlllil弱であるために，マクロの経済政策，さらにはIB(ifl
１４０
１青勢に/[：右されやすく，これまでもしばしば人｣itの企業がliill産，lJllfl1iに兄，|ド
われてきた。
しかし，それらのｌ１Ｉｌｌ四点を含めて，11ｲlき'''１の腱村Ｉ業化の経験と実績は，
途上|進|における二I:業化11mll1＃にllljわる議論に多くの論ﾙﾊﾞを})ＭLしているといえ
よう。
本章のねらいは，こうした'111題意識から，いかなる条ＩＪＩ:のもとで郷鎮企業
の発腿が可能であったのかをl1Vi1IﾘIすることにある。iiiliずるにあたってはまず，
従来の議論のＺｉｉ要なiiliM1Aを糖｣ll1し，郷鋲企業の発腿をもたらした要lklを検討
する手がか')を兄いだすことにする。ついで，郷fMr業の発展1Hl11hlとその要
因を先Iﾘ'し，さらに，そうした発展をもたらした企業体Ｈの特質にもふれる
こととする。そのことを皿じて，今後の郷鎮企業の発展のTil能性と'''1題点，
開発戦''1＃としてのｲ｢効''！|iと|U(界をlﾘ|らかにしたい。なお，対象とする時期は，
1988年までとし，必要に応じて最近ｲ|ﾐの?１１情にもふれることとする：
Ⅱ農村]｡業化をめぐる]ﾐな論点
はじめに，１%1発IMklII＃として#IIllfM:業の発展をどう捉えるか，についての議
論を紹介しておこう。
’１１|玉|のｲﾘ|:究稀の'''1では，ｉiii節の②の実紙を，111に''１|玉|における経済改JIIl:の
成采に|Ｗまらず，途ｌ｣rlilにおける新たな｣:業化11UUI1片を模索するうえで－つの
素材を提供している，としてilgi〈riiliIilIiする兄１１１/i(が一般(1<｣である。そこには，
先進諸|玉|の|)l(特)01,および今'1の途ⅡElの二|:業化〕ＭｉＬにおける，農]:llMの不
均等な発展，農村，鵬業の衰退，人Ⅲljにおけるインフォーマルセクターの
膨張などのIhl象をｿILlll付べき経験として捉え，郷`Ｍ:業の発展をlllllIとする農
村の二[:業化は，まさにそれらの潴矛)iZiをlWi1決できる，新たなタイプの工業化
戦略である，という共j、した懲搬がうかがわれる。
Ｉ業化lMlUll＃といっても，まとまったJ1l1論体系をなしているわけではないが，
その骨子は，農村経済を非農業部'''１＝郷$Ｍ２業と農業刊ｌｌｌＩＩｌから榊成される二
IR桃造であることをiii肌としたうえで，＃1'1`Ｍ冒業が腱業冊lllM1の余剰労働ﾉﾉを
|ﾘ山収しつつ発展することにより，その二iMlii造がlWil1jされ，｜](|氏経済の一元
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的な近代化へのステップとなる，という|ﾉﾘ容である。つま')，ルイス流の，
都Tljの近代[:業部IⅡ|と農村の伝統農業部'''1からなる二爪榊造論の類推から，
農村地域での工業化のシナリオを拙く，いわば農村地域２部ｌ１１ｌｌｌＩＩモデルとで
（ｌ）
もいうべき111論{反説である。
新たな|＃1発I1l1論の榊築をlHlhlする魅ﾉﾉiI9な榊想であることは否定できない
が，農村地域が－つの経済111位であることを前提とし，都ＴＩj＝近代部|Ⅱlとの
連関性を不''１１に付すなど，ＩｌＨ充理論として光成するには，少なからぬllI1題ﾉﾊ（
を残していることは否めない。しかも，111論として体系化するには，「I1illli三上
不離郷」lIWの労働移ﾘﾘﾉは，現実には戸淵|i１１度によ')，農村から都Tl丁への移住
が厳しくＩＩｉ'|限され，また，国尚企業が，ｊＭｌｌ就業状態にあるうえに，人事採
用はオープンに行われていない，という''１|玉|に特殊な里ｌＩＩ背によるところが大
きい点を考慮する必要がある。
しかしそれにもMAIわらず，今|]の|)｜1発途_L|正|の二[業化ｊＭｉｌにおいて，］ﾕ業
部'''1の成長率が↑１１当i薪い水準をﾙlli侍する一力で，農業lIflll''1の余剰労働ﾉjが吸
収されず，大都市でのインフォーマルセクターが祭積(l<｣に拡大し，失業'''１題
が深刻化するというnil実に'1((らすと，$I1lj鎖企業の発展をＪ１蝿とする，農村Ｉ
業化についてのli)|:究の深化が|｝'１発1111論に資するところ人であるように思われ
る。
こうした肯定的な評ｲI11iに対し，８Ｍi代''１頃から，「llWliﾆﾋｨＩｉｌｌ郷」型の労Ｉｍｌ
移動のllMLが指摘されるようになる（｢絲済参考jl988flilO)三１７１])。
もともと，「離二１Jといっても，充今なll1L農はごくまれなケースであり，
郷鎮企業の就業者はほとんどすべてが，iii1ifl耕作地がl1l1U分される兼業農家)ＩＨＩ
であった。所得水堆のhl11n1を'１１１わず，いずれの農家も，都ＴｌJ戸籍をもつ住民
とは異な')，食枇のI11iu給を保証されているわけではない。しかも，郷鎖企業
の経営は，マクロの経済lB(策，政ifili1j勢の影響を受けやすく，経`貢Ｊｉ蝋は一
般にll1iZい。したがって，郷鎮企業の従Ｉl州･は，最低|u(の飯米を安定的に{ill；係
する必要があ')，農業外収入が豊かな場合でも不硴爽な将来に備えて，請血
地の耕作樅を転貸せず，＃'1放経'営を行ったり，荒廃させたままにしておく|ﾀﾞ'１
が少なくない。このことが，1985年以降の穀物と'三塵の停滞をもたらす－つの
要因となっているのである。
１４２
さらに，1988ｲli[J〔から，「lillfl1不}illli郷」ｌｌｉ１の労llill移りillのⅡＭ１に関連して，
郷鋲企業を111心とする農村の]:業化戦''1杵そのものをＩＩｌｌい直す議論が腱|ｻﾄ1され
るようになる。論点は，次の二つの点に要約される。
節１はWIfllTIJ化はＩ:業化の必然(1<ﾉな所)曜であＩ)，柵llTIj化がもたらす集)Ii1i効
果をilMLした農村の]::業化論はｲi効なｌＩｌ苑11m''１＃とはなりえない，とする兄解
である。その論拠として，郷鎖企業の絲尚にしろ，小城鎖の処設にしろ，ＩＬ
模が小さく，分散しているために，安川i(利)'１のilIIiでスケールメリットを発lil（
できず，投資効率が悪い，という点を挙げている。
そして鋪２の点は，現行の「ｌｉ１Ｉｌｉ二lx不lilMlll」lli1の労llill移動は，ｌｌ１ｌＥｌに特殊な
#|lTlT・腱村llIlの二Jii柵造を１１W(il1jするどころか，(jihljllIIのL'三iilimiでの格兼をll1jl
定化する，という批判である。これは，股lxiの都Tljへの移動をＩｌｉｌｌ限している
うえに，都'117i鰯をもつ，｜玉'１;↑企業の)lﾘﾋ業折にﾉﾉえられている，食櫛，イＭｒ，
各祁丁.1'/１，fl2宅,１１１U分など11刈ｉｍｉでのさまざまな優遇|叶置は続けるという，ｿ〔
|青に対する批判であり，経済政策にw(まらず，社会'８(策，さらには政治体Ili'１
（２）
の改jIIIJ:にUAIわる洲廻をl是起している。
こうした批判は，たしかにこれまでの］:業化のlllll廻点を突いているが，そ
こから提起される代枠的なl1Uill汁，｜÷llllなｿjlliI移１１i)1をIii胱とした，’１１規模hllili
を=[業化の111核とする，１ＩＩＢ,L棋都Tliと腱村''１１の２＃'''''11111モデルがどれほどﾘ[ｌ
実にｲi効'！|ｉを持ちうるかは疑'１１１である。それはともかく，従来の]二業化の|Ⅱ（
界を州1iするＩｉ１ｌ:ｿｗｉ･でさえも，立地条|ﾉﾄをiiiiかした郷鎮企業の発展とその)雁
川'|ﾉﾘUlX効果を問くiiiliI1lliしていることＭﾄﾘ(なのである。つまり，上記の二つ
の論点は，郷ｊＭ?業の発展と「lMIi｣:不IlllMII」lli1のﾂﾉIIIill移動を，都iliの近代｣：
業部ｌ１Ｉｌ，および農業部'''１との|仏Ｉ係をⅢ!}に入れた，｜]illjLln経済の|)'１発戦'１'片体系
のなかでどう位|i(l付けるべきか，をiiMlとして拙起している，といえよう。
ところで，政策111当肴の|Ａ１では，そのiiMij1がlElilIxj絲済にマイナスの作川を
もたらしている，というIHllllから，郷釧企業を統lﾂﾞii介すべきであるとの兄１１Ｗ
が根ﾘｶiくｲＷｌＬている。
それは，一つには，郷鋲企業がi高｣|ｗｌﾄﾐを101侍できる業種において，乱立す
る|Nil｛,lにあるうえに，一般に設IilliがⅡＩ式であるために，資源．エネルギーを
ＩＭＩiするからである。さらにより深刻な''１１１辿は，ｌH1材料の確保，製品のllX路
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をめぐって，｜玉|省企業との'''１，あるいは郷繊企業''１１で競ｲﾄが激化し，そのこ
とが|玉|街企業の経営｣のllfltfil；となるとともに，１%〔材料のI1lli格の高I騰をもたら
し，インフレをワ|き起こす=要|火|となっていることである。邸,l災に，天安Ｉ１ＩＩＺｌｌ
(ﾉﾄ後，絲済ﾘ|き締め政策の一環として，郷6Ｍご業を統廃合するためのDII:接，
''１１接の+'１:世が講じられ，その結采，IIi'１雌，｜》l銑すＭＹ業が統ｌｌ１１したことは記
憶に新しい。
しかし，199011ﾐ６)]にはllil務院が，不況の長19I化によって１W大した失業打
に対して扉用機会を拡大する必要から，農村地域の公尚企業条例を発布し，
iりぴ郷鎮企業の育成に采Ｉ)｛'１,した（｢'1本継済新lllljl99()ｲli6）12011)。この事
実が示すように，郷`Ｍ:業が''１|玉|の経済改'''１〔の成秀を/Ｍ｢するほどの販要な
セクターとなっていることは否定uMliい二'1実なのである。さらにまた，’五脳
企業の体Ili'１改革のIMM)ICが丁･想されるなかで，郷鎮企業の絲櫛行Ⅲｲのなかから
今後の''１'五|経済をリードする企業家が］'Ｍ１,することを１０１侍するlfT1きも少なく
ない。
要するに，双ﾘﾘLIli'|のもとでの|玉lhlj維済体系のなかで，メインセクターとし
ての11蝋企業に対し，サブセクターである非|Ⅱ'尚企業がいかなる谷Ｉ１ｌ１ｉｌ<｣な位
世関係を保ちうるか，を検討することが辿られている，といえよう。
以｣工の他にも，イllil々のiiiIii点については，本論のなかで｣|ズリⅡｆることとし
て，ｉＩｔ後に，前節の④にUAIわる，郷鎮企業の企業|Ｍ１にふれておくこととす
る。
かつて，趙紫|場がi｛ＷｉｌｌⅢ|発戦''１片の１１(:進を表IﾘＩした談iii1iのなかで言及したよ
うに，郷鎮企業の発股:典|火|といえば，ilj場競ｲ'にjllHlljijできる企業体質にある，
とする兄解がいわば常搬として定ｲﾋﾟﾙている（｢人IXill#|(Ⅲ988年ｌ）12311)。
1F|`断企業の体llill故11111:がｉＭｊな政策課腿となるなかで，「鉄販(i宛」の体liTを持
ち，「大釧飯」を食べるiWliを打破するためには，１１ぃ0ﾉ:孫ｊｉ１:，llj締rlufull
をｌＪｌｉＩ１'１とする郷#Ｍご業の櫛｣iIl1機柵を|巡悩企業に導入すべきだ，とするキャン
ペーンもしばしば張られてきた（｢人hLl1報」l988fl28）１１２１１)。
けれども，郷鋲企業は必ずしも，効率性を頑視する，イャ11'1('りな経営組織で
はない点にFIM意する仏典がある。たしかに，郷鋲企業は利１１Mの肢大化を'二I指
して，ＴＩｊ場動lfTIに敏辿に対応するものの，その内実はといえば，経尚効率を
1４４
IMLし，一般にliuylﾉｌｉｉｌ<｣な赤字を抱え，それでも存続し，操業することがiﾘ能
（３）
を企業体質なのである。そうした企業体質こそ，llilhb経済を腿iliLさせる要lkl
であるとして，経洲11織の谷｣111化の必要性を三iH狼する人も少なくない。この
＃､(は，後に詳しくふれることとして，ここでは，郷鋲企業の企業(Ｍｒについ
てのコンセンサスは，Tlj場１１i))|(１１に１Ｍ(感である，という点にあり，経営の谷｣Ｍ１
性にあるのではないことを強洲しておきたい。
さて，これまで紹介してきた縦論を今めて，従来の郷鋲企業に|兇|する｛i１１先
は，サブセクターとしての非|];脳企業が農村地域において急速に発展するこ
とが可能となる，マクロ(I<ﾉな条|ﾉﾄとメカニズムについての分析が不一|一分で
あった。この点の分析を通して，農村]:業化の爽紙を11)検討することが，｜)'１
発戦略に関わるT議論を活性化するうえでｲ《可欠であるとABAわれる。
Ｈ１股村]:業化政策の腿|ＩＩ
1979ｲIiのｌ１ｊ０ｌ３１ｌ１今会にはじまり，８４ｲ|〈のl2j0l3ll1全会を総て，８７ｲＩｉの13
1111余|玉|代表大会に亜る過程で，絲済体Ili'|改hII1iは，１１棚l垳剛を効果的に作J)1さ
せるﾌﾞﾉlIilへ進んできたとみることができる。Uil災には，依然大きな比爪を,'ｉ
める公ｲillillを）iLIMliとする計11111絲済の仙或にMlillされながら，Ｔｌ棚１１}〔Il1が機能
する経済の傾城が，糾余'''１折を総て次ｶﾞﾘに拡大してきた，といえよう。こう
したi<ﾘl流のなかで，郷鎮企業の総`尚iiM))が許雰されることになる。
本iiiﾘでは，人此公社時代のｲ|:隊企業の発展過jlW)特質を指１１Mしたうえで，
'１１央政府が，郷ｆＭ冒業の経尚iilili))に対する＃L↑|lを緩＃||するためにiドルじた一迎
の柵iiiを概観し，それまでの股業文援，’４１立ｉ１<)な｣也城経済圏ワル)！)１５を折|h]し
た農村二[業化政箙がどのようにlliZ<換したかについて検討する。
１社隊企業の発展
’lll玉|のｲﾘ｢究打･の'''１では，改１１１１１:路線を支持する立場から，３''１全会後の#1'１鋲
企業の発展を1970ｲlH代の農村]:業化とは|折絶した，「無から(|化た」過私}と
して１１lえるliLTIきが少なくない。しかし，いかに3111介会後の発展が劇(１０とは
いえ，；'''1鋲企業が突！(l11lll花したというのでは事実認搬においても，論mil<｣に
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表２社隊企業の''１１１餅【|の|ｉｉｉ移
（億ﾉL，liWﾘlllUﾉ､1は対|iiiｲlijiiijIll率％）
ぅナ，［柴′Ｍ２＃(Ｉ
７８
（》Ｉ（２０．５）
ｌ()３（9.6）
１２９（２５．２）
１６９（３１.()）
２４３（４３．８）
うち公Ⅱl者jlMil鮒(１
'９７１
１９７２
１９７３
１９７４
１９７５
１９７６
1０２
１２３
１４１
１６７
２１３
２７２
３９
４６
５５
６７
８７
１２４
(２０．６）
(１４．６）
(１８．４）
(27.5）
(27.7）
(１７．９）
(１９．６）
(21.8）
(２９．９）
(４２．５）
''１所）llllFl農業fli鑑llM1liil委しl公［198()］321瓦．
Ｍ《ｌｆｌ然であろう。そこでまず，７()ｲｌｉ代のｲ|:隊企業の発匹ｌｉｊ１ｌ｛'１を柵111Mしてお
く。
衣２にみられるとお')，1971～76ｲ'１にはｲ|:lljMr業のﾉＭｉ額の名ＵのillIぴ率
は，政ifL1状》１１の影郷を受け，変血))があるものの，年1ｆ均21.6％四人lXi公社継
尚の二[業(Ｍｉ額に|U(ると26.()％に及ぶ。また77,78ｲ|iには，イ|:隊企業総生産
#【iがiiii年比それぞれ，43.7％，２Ｍ％の１１１１ぴをみせ，社|域企業の就業名が農
村総ﾀﾞﾌ１１１１ﾉﾉの9.5％に|;I|当する，２８()()刀人以｣に達し（｢人hul報」I979fli9
HlO11)，３''１全会後の郷#Ｍ冒業の発股に劣らぬＤＭ:の爽紙をフパしている。
Ｊｉｈレヴェルにおいても，｜ﾀﾞ||えば，IMrihのｲ|:隊企業の1973～76年の総収入
（１）
1WiのⅦ亡Iの↑''１ぴ率は28.9％に達している。また，蘇１１Jモデル地域一'lll;におい
ては文]|則りlの社隊企業の発股の'二|党ましさはよく知られているとお')であり，
その｢'１心の一つ，ｌＭｉｉ郷に|H1しては，徐元lﾘl・葉)Ｉｌｌが70ｲ|i以降85年までの農
（５）
村]:業化のjlZ統ｉ１<ﾉな発展jMI1をｲilli,ｌｌｌ,している。
したがって，３''１全会後の郷&ＭＥ業の発１１Ｗ)特質を検討するうえで，１１１に
11i場1%〔１１Mの導入による給采としてではなく，1970ｲ１１代の農村｣:業化の進展か
らの述統的な過程として捉える視↑(1が必要不'１火である。そうした観点から
（６）
の数少ない論稿の一つに，徐党・沈Ⅱﾘﾋﾈii・孫ﾉﾉlﾘ1がある。
それによれば，1950ｲ'１代の，労Ililﾉﾉを含む/Ｍｉ要索の逼迫状UILのもとでの，
強ﾘ|な爪二[業偏重の農村工業化政策の失敗は)'1然のりi}紬としても，人'1が急
tiｳする70年代においては，イ《hとする催業安金を，農村経済の多様化特に社
隊企業の発股を皿して訓l達する必:典|ﾘﾐがあ')，’〕il実に以下のような発展の可
能|/|{があった。それは，①ｌＨ令性iil111I櫛｣111体Ilillのもとでは，riiiIl(配分のﾉﾉ式
１４６
が現実の，多様でiﾘ変的なｲl:会の粥要に対)心できず，空隙が41ﾐじ，いったん
符１，体Ilillが緩むと，’'１小の企業は隙に求じて入り込むこと，②膿業('１１１１１の余
剰労Ilillﾉﾉの有効利111,③役rii資金が少なく，４Ｍi能ﾉﾉは短j011111に形成され，
効采がすぐに呪れるなど，’五''１;↑企業に対する有利性，④労１１ﾘl集約lli1企業とし
て，労1111資illi(の谷｣１１１１的利)'1。
つまり，社隊企業が急速に収災する11V策には，折ｲﾃ性計画経済体Ilillのはざ
まに，さまざまなIli''約のもとでの，半合法｢1<｣な「Tlル」が存ｲＩＬ，’１１火政府
もそれを黙認するという里llli1iがあった。そうした環境のなかで社隊企業が利
ｉｌｌｌを追求する仙機は，人以公ｲ|:，/Ｍ:大隊，【|i巌隊に資本形成を委ねられて
いたからであ')，ｉ<}i利ilWを雌11ﾄすることができたのは，いわば小|Ⅱ|')が利く，
'ＭＨ棋な経蛍体であるがゆえに，「'|i｣ﾘﾙ」1lijjlfi1に敏感に反応し，収抽が１０１侍
できれば参入し，そうでなければ撤退，転業することが可能であったからで
ある。
人瓜公社Ilill度のもとで，さまざまなIIill約を受けながらも，地域レヴェルの
非農業部|Ⅱlにおいてrii本形成をｌｌＩｉ巡する機会が既にｲＭ１し，３''１全会後の郷
鎮企業にみられる↑刈り)原1111が略われていた，とみることができるであろう。
ところで，ｌｉｌｉ１ｹillのように，この'１柳lの農村工業化政策のねらいは，農業の
近代化を恭礎に，ILI立的地域経済|割を形成することにあ')，その|=|的を達成
するために鉄fliiil，機械，化学11u料，セメント，石Dとの]i小Ｉ業の発展が特に
推奨されていた。1978年のⅡＭでの杣隊企業による(|ｉ産額の柵成比をみると，
機械，処材のillIiIWllI1lで総生)ｉＭｉの53％，さらに冶金，化学，イi灰・コークス
を力||えた，］i小]:業に関連する５部'''1の合計が68.9％，電力，イ11111をもﾉﾘ||え
ると69.5％と，投入11ｲ，「'''''１１|ｲの牝1糊Iiが今体のほぼ７割を,liめている。こ
のＩＩ(')では，社隊企業の産業部''１１別('２産柵造は，’'１火政府の農村I:業化政策
（７）
を反'１央してし､た，といえるであろう。
こうした「Tli場」環境が，ｉＷｉ１１ｉｉ１,経済の原jI1lの導入によって農村経済のiili｢性
化を'又|ろうとする，３'１１余会後の政策ili云換を契機に，どのように変貌するの
かを次項で検討する。
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２３中全会後の市場形成過程
双軌的な経済体''illのもとでの農村]:業化政策のＪｉ剛'は，農村の経済体制改
1,,[がスタートしたil1〔後，1979ｲｌｉ７）１３［Ｉ付で|玉|務院が苑ｲ1jした「社隊企業を
（８）
発腔させるためのｲｌｉ:,ｴの'''''四に'兇Ｉする規定（試行ｚ１Ｙ１案)」にフバされている。
そこで，この規定をやや詳しくみておくことにする。
まず，郷鋲企業の発展のlliI<ﾉは，ガリー義｢'<｣には農業/Ｍｆに，さらに，「E'氏
'|：iiIi｢，大兀業，jliiiii1l11のⅢ(ＩＵに判二|:することにあり，絲徴にあたっては，「庇’
地IIill向」（各地のﾕlII11iにふさわしいﾉﾉ法，手段）のj;〔1111のもとに，現地の資源
を｣iL本とし，原料，１１ij1ﾉﾉの(illi保をめぐって，先進('<ﾉな人BA模]:業と争奪する
ことは避けるべきであるとしている。そして，郷ｆＭ:業の経徴を許雰される
範UWとして以｢のような業榔を挙げている。
①農業関連のilliY1iI1ｲ，/|：産財の/'三塵。つま'〕，農１１i'])漿Ｉ１ｉ１１１ｌｌｌ二[’’'１小農共
製造，農業)Ⅱ機ﾄＩ１ｌｉのI|釧!とその部１ＷⅢ２，１１u料．農薬．fiii1料）１１１１]｡。
②工業)Ⅱ原料，エネルギー，述築材料の採掘，／Ｍｆ・力'[[・具体的には，
石炭，鉱産物の孫lllll，逃鉱，メタンガス，レンガ，イT灰，セメントの
製造，水ノル火）jによる1200ノノワット以下のjjM模の苑flijo
③建築，運Iiiiii，イIfi物の枕み降ろし。
④伝統'１<ﾉな二[芸,１，１１，，IiiiiH111hlけiWilI1i1lの４Ｍ:，およびﾈ11i償貿易。
⑤縫製，修１１１１，旅航，飲食業。
さらに，条件の許す地力では，
⑥大BJ模二l:業の冊ll11ii1lLmlf製品の/'三床請負。
⑦半端なもの，あるいは余分な１%〔材料，廃棄物などを利川した小妙A模を
化学，金屈，治金，および''111百貨の2Ｍｔ・
郷鎮企業の経営|)i〔Ｉｌｌｌに関してはおよそ次のようにＩＩＬ定している｡まず，原
材料の職人，製,Iiil1のllX充は，各邨の力法でllillXi経済計ulilにiiiⅡみ入れるべきも
のは組み入れるが，人氏公ｲ|:が狐lLlに生産計IHIを立ててもよいとしている。
また，企業の運営にあたっては，独立採算，｝11益|芒lLLI1杣を１%〔11'1とし，外部
からの介入を戒め，行政J11ii)に対しては必要に応じて，IilMljllf世を採るべき
ことなどを強調している。
みられるように，$IlllfMf業はかつてのＪｉﾉj、工業の伽域に１Ｗらず，多力､iの
１４８
業種へ参入することが合法化される。特に，ｌ１ｉｌ比経済体系のなかで，圧|営大
jlJA模企業のサブセクターとして，il1jYliM供給，サービスの促進，柿Ｉ'１の拡大
に貢献することが，新たな郷鋲企業の役;Fllとして爪要祝されるようになる。
むろMlmiiとしては，腱業文援を郷ｉＭＹ業継');↑の優先｢1<)課題として掲げてい
るものの，農家経尚iii1iIillillの１Ｍ(，人LRj公ｲ|:||i'|皮のﾙｷﾞ体と１Ｍして，nil実に
は農業の近代化をＪ１#礎とする地域経済圏の(化Ｉﾉ:という，従来の農村兀業化戦
ll1ffは現爽には111j減することになる。
そして，企業の述↑;↑にあたっては，計luil経済の価j或との|塊ljlUをもちながら
も，経済改〕'''0:，対ﾀﾄlHl放をｲ|雌するルＭ(策のもとで，ilT場１%〔J11を1Ｊ;iI1llとす
ることが認められることになるのである。
このようなTl『助経済の伽城での合法｢lりな企業経↑;↑が川'Ｍりにどのように拡
大したのかをみておくことにする。
まず，郷鋲企業の徴業iiMi))は空llUiIりな広が')をみせるようになる。従来，
郷鎮企業のiTMjjiiiiil111は，「|人|地IlilM」のiii雌のもと，「三就地」＝「就地llX材，
就地力||]:，軌｣Ｍ'ill;」（１）;〔材料のIili係，Ⅲ[，｜Ul(ｿ12を｣ﾘ川で行なうという）の)；i
I1llに従い，処ｉｉｉとしてはローカルTMliに|U(定されていた。しかしりil実には，
行政当川)によるコントロールがないままに，「三就地」の突破が進み，こと
に1984ｲｌｉ以降，11,1はおろか満を越えた，かなり広いIiul川で原材料の調達，製
ｌ１ｉｉ１,の販売を１Tなう企業がj1i杣|'し，そのような趨勢を地認する瓜i1lﾘ|が支配１１<｣と
なる（｢ｌｌ１ｌｌｉｌ郷鋲企業#|(」ｌ９８５ｌｌｉｌ１１９「ｌ)。1985ｲ'１の''1Ｍ(で，200の大型の郷
鋲企業（平均就業fi･数369人）を対象とした調査によれば，117場競ｲﾄの激しさ
（９）
から，製,Iiil,のうち35％が滴ﾀﾄﾍⅢ(売されていた，という。こうして，’'１]・村の
レヴェルのｆｌｉｆ要と供給に根ざし，ローカルな範'１１１でのiiWji〃をjiL本としていた
社隊企業のI1li緒は大きく変貌することになる。
こうした↑)↑業iilhli)1の?lLfllllIl<｣な拡大を促進したのは，流juml(liでの一巡のDLIlill
緩ｲ||｝lLWiである。1983ｲｌｉ２)12611付の「農村のＩＷｉＩ１ｉｌ１１流jlIMMillの改1'''0:に関する
若二'二のｌＩＩｌ題についての試行脱走｣，1984イド７)11911の「腱村の商,１，１，流皿二[:作
をさらに一歩よ')よくするためのfMi」などにおいて''１りし政府は，｜正Ｉ尚lWi業
企業と供flIj什作ﾈI:以外の各柵流皿ルートの発腔を奨|ﾉj))するとともに，一定の
条件のもとで，股業川役人11ｲ，｜Ⅱ'１，１，i１，などを「IllII111i格でlUK売することを許可
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し，また，'IilIiliに膿)雅物と郷鋲企業の製品を扱うfll光ilj場を設置することを
認可した。
こうして$llll鎖企業がili場lHul1に基づいて総↑;↑をすすめる環境はIIi'１度(I<｣に整
備され，それに伴い，１Ｊ;〔材料の確保，製!'iＴＩＩの''1)(111片もili場への依ｲｧ:度をﾘi1くす
る。ilj場への依存度は，地域や，ｌｊｌ〔材料・エネルギー，製,IiiU,の７Mi【類，また企
業が公`営か私憐であるかにより異なるが，８０ｲﾄﾞ代初めの今|玉ⅡIりなおよそのり;|｜
谷として，郷鋲企業が調達する原材料のうち，２()％は各級の計画'１１K1分による
（I（１）
背||当て，８０％は｢'７場での買い付けによるものであった。また，製,Ｆ１の111,荷品
のうち，５％は計l11ilにJifづく統一買い付け分，３５％が'五|`尚企業，あるいは内
（11）
ﾀﾄの貿易'1M係機|奥1からの受注分，６０％が日三Ｍｔl韮，’'1(充分であった。
郷鍍企業の経尚の拡大はまた，金ii1Il機関からの査金ＩｌＩｉ入れ＃AIlillが緩)lillされ
たことによるところが大きい。一連の金融改ｊＩＩＩ':が進むなかで，｜正|務院は1984
1「８)ｌ６ｐ付で，’'１｢R|農業銀行の「{高ⅢＭ:社の/ＩＭＩ;１１'1体Ilill改j1l1iに関する報
告」をﾙﾋilliする。この報告は，信111Ｍ；社の「'111．徴」から「LL徴」への移行
による，独立採算，111益自己川Ⅲを|ﾙiI1llとすＭｒ剛IiliⅡ繊としての改糺I，特に
民Ｉｌｌｌの貸付・ＩｌＩｒ入れのj｢t祝を提言している（｢人hLll報」l984fli8月1311)。こ
のﾙﾋilliを受けて，郷鋲企業への貸付は急速に↑''１ぴ，郷鋲企業の急速な成｣途を
促進することになる。
さらに，郷鋲企業の発展に|奥lわるＩｌＩｒ世として，1984ｲ'１１０)11311付の|Ⅲ|務院
の「農ｕｉが集鎮へ人')，定ｌｉｉすることのllIU四に|兇|するjmllil1」によって，農村
戸辮をもつ(l；比が，小城鎖へ移住することを谷法化したことがあげられる。
この拙世により，農業IIfljl1llの余剰労I1iillﾉjが定'11をiii肌に，郷鎮企業へ就業す
ることが可能となった。ただし，１MJ攻)|《『のj1iｲI他である鎖にはjllKl)Hされず，
新移住料は食Wit，食)llilllのlH1U給を受けられない，など必ずしも，余剰労働力
を小城鎖の郷鎖企業へ誘導する効采を持ちえていない。これまでのところ，
労'１１１１移動のliiulllIは，かなり限定されているのがｿﾐIi1iのようである。
一方，郷鎖企業の)ﾘTｲ]｢Ilill度は，1984ｲ１２３)］ｌｌｌ付のlEl務院jln知，「社隊企
業の新局、iを切')||}lくことに関する柵!「」によって大きく変化することにな
る。この』雌１１は，人乢公社IIi'|度の解体に対応して，ネI:隊企業のうち，公社，
４１Ｍi大隊，（Ｍｉ隊が経,断する企業をそれぞれHlllか企業，村弁企業と名称を変
１５０
史したうえで，Illjl人経営，各種共同経営をも含む，農村地域に立地する企業
の総称として郷鎮企業の名称を１１]いることとしたものである。jnd知はさらに，
各級の党・政府に対して，郷鍍企業を|正l営企業と|司列に扱い，必要な援助を
与えるように求めている。
イ'１１人企業については，圧|務院の|同|ｲ1ﾐ２)]271]付の「農村の個人経営の商工
業に|封する若干の規定」ですでにそのｲｱ在を合法化し，発展を奨励していた
のであるが，ここにおいて，建前としては，郷，村政府が所有する公営企業
とlTil-に扱われることになる。さらにその後，1988年６月25Ｈ付で|玉|務|境が
発布した，「中飛人氏共和|玉l私尚企業判行条例」によ')，８人以｣二を扉う私
営企業も合法的存在として，営業の|=1111が保証されることになる。
こうして，私営企業を含む非|玉Ｉ尚企業は，建前として|玉|営企業と差別され
ないことになり，文字どおり，合法的な存在となるのである。しかし，現実
には，「放」と「収」を繰Ｉ)返す政ifi状Uilに左右され，８６年後半から翌年１
)]にかけてのブルジョアｎＩｌｌ化反対運iRll，および天安門事件後今l｣に至る，
｢収」の時)U]にはｲlIl人経営の企業はもとよ')，公尚企業も直接，｜H1接の規制
をこうむり，倒産，閉釧に追い込まれる企業が統ｌｌｌ,することになる。つま')，
郷鎮企業は依然として，政ｉｆ↑情勢の影響をこうむ')やすい，不安定な存在な
ので､ある。
３''１全会後の農村工業化政策の蕪本i19なﾌﾞﾌ針は，経営i舌動に対するDlIillを
緩fllし，経営の拡大を促進する環境を整lilliすることによって，郷鎮企業の発
展を図ることにあった，といえよう。こうした政策を推進する'１１央政府のね
らいは，’二|ら投資を負担することなく，農村の集|Tl，IlHl人の日助努力によっ
て，農家収入の増大，雇川機会の拡大，および税の増収を実現することに
あった。つまり，従来のように，；Ｍ､]ご業を基礎に地力の自立的経済|醤|の形
成を指向するという，｜ﾘllifな開発戦''１%に基づくのではなく，いわば戦略なき
レッセフェールな発展がこの12ｲrlll1の農村]二業化過稗の特徴といえよう。
次節では，メインセクターとしての国営企業との関係に着、しつつ，郷鎮
企業の成長の軌跡とその要因を検討する。
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[Ｖ郷鋲企業の発展ﾘﾘﾉliilとその要|人’
ｌ農村経済構造の変化
産業部門別発展動向まず表３で，公`尚Ｉ業企業について1978～88ｲﾄﾞの
LMi額の１１(；移をみると，385億元から3550億〕Cへと９(ﾊﾞﾘｊｉに｣i肋Ⅱする。この
'''1の州=Iのｲ1ミユlz均ｈＷⅡl率は249％に及ぶ。｜両lM111111の|]i1世企業の工業(ljlⅡlの
哨川|率は121％であるから，郷鎮二l:業の/ｌｉ１ｌ脚iの↑''1ぴ率は'三lil世工業のそれの
２ｲﾊﾞをlxlnlることになる。
この10ｲlilll1の各ｲｌ２ごとの成長率の変!｝i))'１Mは大きく，lljdfi状UiLと関逃して，
経済政策のJiL調が「収」か，「放」かによって左右されやすい郷鎮企業の体
質を物謡っている。しかし，1980ｲ|{代には－１LＩして灸ｌ１ＩＩ総LMf額を大''１１，１に1２
郷fMf業の化雌額の１Ｍ;とｲ|:会総生藤ilXiにIliめる比率
（111位：憶兀，（）｜ﾉ､}は九１分|}<|'|；産#(il上，［］｜ﾉ､1は対前fIｲ,|,ぴ率）
表３
|：雛 炎ｊｌｎ
ｊｕｉ輸
商堆
飲食処築(3)郷fHl:災（総#(i比％）
３８５（９．１）
４２`Ｉ（１）」）
［9.9］
５()!）（9.9）
［20.3］
５７９（I().７）
［13.7］
（)`1６（１１．１）
［ILO］
７５７（１１．７）
［17.2］
1,035（１３．６）
［368］
l，`１２３（１４.()）
［4(19］
1,82(）（１６．３）
［27.6］
2,450（１７．７）
［31.5］
3,550（１９．５）
［4`し9］
'９７８
１９７９
１９８０
１９８１
１９８２
１９８３
１９８４
１９８５
１９８６
１９８７
１９８８
４，２３７
イ,６８１
[10.5］
５，１５４
[10」］
５，`100
［4.8］
５，８１１
［7.6］
６，４６１
[112］
７，６１７
[17.9］
９，７１６
[27.6］
１１，１９４
，５．２］
１３，８１３
[23.4］
１８，２２５
[319］
３５（６．２）
'１７（７．３）
６０（７．８）
７０（９．４）
100（11.0）
１３６（12.9）
217（１７．２）
３１０（１８．７）
523（２５．７）
6`１２（２６．４）
828（２７．９）
JJlj1，２４５（１６．３）１，８２７（18.8）［`16.7］2,413（２１．６）［32.2］3,243（23.5）
［3`Ｍ］
4,529（2`１．９）
［39.7］
`'7３（５７．０）’６９５（35.4）
111ﾘﾘ｢）（l)はlIi1家統計)ii）［11)89ａ］５１K〔．(2)の1978～83｛ｌｉはlIil家統計局［11)89ａ］２`l71r〔，1984ｲlRはIlIfif
人llL共ｲⅡ'１１農牧il(((災ﾊﾟ'１［l()84］Ｉ`１５頁，１()85～11)87ｲｌｉは'111家統計10,）［1988］3101〔，l988fliはｌＩｉｌ家
統iil･)両）［I989a］263jJ〔．（3)は'111家統iil･Ｉ`,）［1989ａ］２`I7r〔．］:堆以ｸﾄは，’11京統而|･IiT）［l()89ａ］
２４（〔，社会総化I)耐(iはliiliII:`I`１１〔．
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|Ⅱ1るｲIl1ぴをみせている。おおまかにみて，前半（1979～83年）と比較して，
経済過熱がＩＩｌ題視された後半（1984～88年）には成長率が加速し，平均して
２倍以上の水準に達する。つまり，ｉiii半の成長率はＩ|ﾐ平均判=|で14.5％であ
るのに対し，後半４年|Ｍ１は40.9％に達する。さらに，Ｉ|川人経営等を力'1えた郷
鎮工業全体の85～88年|M1の成長率は381％と，異常ともいえる高い水準の増
加率を記録している。
この1111,全業獅の公営郷鎮企業の，ｌ従業員当たりの'五|定資本額は，６４３
（12）
ﾌＥ（1978年）から2522元（1988年）へと3.9倍に哨加する。工業企業に限ると
この数IiuをLliTlるとみられ，成踵は外延的拡大によるところが大きいことを
うかがわせる。また，郷営の工業企業が1949～85年に投資した|Ｈ１定資本の累
計額は381ｲ意元に達する。そのｲii代別榊成比をみると，８１～85年の期間に３７
年|H1の投資累計額の65.6％，特に85年度だけで26.6％が集中している。物仙ｉ
ｔ外分を割りi)|いて考慮する必要があるものの，ここ数年で設備投資の量的
拡大が急テンポで進み，８０年代後半の急成奨をもたらした，とみてよいであ
（13）
ろう。
なお，後半の超高速の成長要因については，さしあたり，前節でふれた，
農業銀行，信、合作社による貸付BlIlillの緩和によるところが大きいことを指
摘しておく。また，1989ｲ'三の景気の大llFiな落ち込みにもかかわらず，郷鎮企
業は前年比15.8％増の成長率を；!(特していることもあわせて指摘しておこう
(『''１国郷鎮企業報』1990年６)151-1)。
こうした高成長の結采を反ｌＵｌＩして，金|工|の工業総４Ｍi額に,liめる，公営工
業企業の生産額の比率は，l9801Fiiii後には1割前後だったものが，８８年には
約２;!;|Iに｣二冊し，また，８８１１iの，$11噸工業企業今体ではおよそ25％に達して
いる。
工業部|Ｍ１の発展に誘発されて，建築，運輸・交皿，商業・飲食の非農業各
部｢ｌｒ１の生産額の111びも著しい。各部'''1のﾈ|:会総と'三巌額全l〉|s:に占める比率は表
３にみられるように，急速に上昇している。
郷鎮企業が今や，非農業部|Ⅱ1において，１１iに農村経済に留まらず，’'１国経
済を支える重要なセクターとなっていることはⅢIらかであろう。
非農業部'''1の[1覚ましい発展とは対照(1<)に農業部１１｢|においては，農家経営
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請負責任IliIlの普及をⅨⅡリル，集|Tl経営を細ﾉkする農業企業によるLMi額は農
業総41三産額のわずか２％iiii後に過ぎない（1978ｲ|i２６％，８４年16％，88112
2.0％)。しかも，この'|Ⅱ，腱村社会ﾙＭｉ産額に占める］:業Nlll111の比率は19％
から38％へと倍ji1しているのに対し，農業部'''1の比率は69％（78ＪF）から
47％（8811i）へと大''1Mに低1､している。その他の部'''１はほぼ横ばいであるこ
とから，企|正|規模でみた場谷，農村｣也城においては，従来の穀物モノカル
チュアから脱皮し，］:業Alll1'|を111要な榊成要素とする新たな経済榊造へ変化
（１１）
する何!|ｲﾘを示している。
雇用吸収表４で，）雅楽('''''１%'|の就業粉数の推移をみると，農業部ｌ１１ｌに
おいては減少，交皿・述liiiillilllMlでは横ばい，それ以外では，公営，非公`尚を
|}'1わずjiiijllするIqmlfilにあり，特に［業刊lll1llのji幼'1が杵しい゜その結JlL，１９８８
年度には郷鎮企業の就業打総数は95457j人に達し，農村ﾂﾅMil稀総数４{意８７０
７J人（郷村労Mi1l者４億67ﾉﾉ人と'五|営農｣勝の労Iilill巷803ﾉﾉ人の谷iil）の23.4％をIli
めるに至っている（公`ｉｌｉの農業企業就業粉を差しり|いた，ＪＭ&業部'''１の就業者
9295〃人の比率は22.7％)。
このＺ)1実こそ，郷`Ｍ:業の発股がもたらす雁1111ﾘM(｣|X効来として向く評{illiさ
れているのである。だが，この数１１１〔をもって，失業判をIWjしつつ，農業部
'１１１から第２，３次lIflll''１への雌業'''１のﾂjfllﾘl移11i力がスムーズに進んでいるとみな
すのは１１１計であり，移ji)1の|ﾉﾘ災をみておく必要がある。
まず，公営企業の就業ｺﾞ行に限定して1978～88111のl()ｲl2llUの推移をみると，
農村労１１，１判総数に,liめる;Ｉｉｌｌ谷は，７８ｲ|iの9.0％から88ｲ'１の120％へ｣ﾕﾀＩする
(非農業部|Ⅱ1にｌｕ４定したルドは7.1％から1Ｍ％)。この''１１の)ＩＩＬ村労Ijillﾉ｣の新DJの
１１杣'1数9521〃人のうち，21.7％にあたる2067ﾉﾌ人を$1111蚊企業が||ﾉU(jlXしたこと
になる。この期|川に公,)>↑の腱業企業の就業打は608ﾉﾉ人から250万人へと大ｌＷＷ
に減少するのに対し，Jli農業IIflll11lの｣ＷⅡ1数は24267Ｊ人にのぼる。したがって，
非農業部'''1に，農村ﾂjfIlillﾉﾉの｣'1幼||分の25.5％が11)U(jl>(された計jii〔になる。さら
に，公営の工業企業に限定すれば，農村労１Ｍ1打総数に,!iめる;|;||谷は，７８ｲ'三の
5.5％から88年の8.6％へと|と外する。この11年'''1のＷⅢ数l7727j人は，農村
労Ilil1ﾉﾉ全体の哨）Ｉ１ｌ１数の18.6％に'11当する。
一方，非公,尚のIlJil人経憐，ならびに共lTil継徴などの企業は，1984年以降，
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表４朧業部'''1》'1)Wt業什数のｲＩＩｉ移
(１１１位，ノノ人）
１９７８
６０８
１，７３４
２３６
１０４
１４４
２，８２６
３１，３４９
１９７９
５３３
１，８１４
２９８
Ｉ１７
ｌ４(）
２，９０８
３２，５０６
１９８０
４５６
１，()4２
３３５
１１４
１５３
３，()()0
32,635
１９８１
３８０
１，９８(）
３４９
１０７
１５３
２，９６９
３３，３４３
１９８２
３４４
２，０７２
４２１
１１３
１６２
３，１１２
３４，５３３
１９８３
３０９
２，１６８
４８３
１１０
１６５
３，２３５
３５，３５７
１４雛
]：雌
AMi)M：
交汕・皿愉楽
１１W災・飲食柴
谷ｉｉｌ
農村労例ノノ
対腱ｲlﾂﾅNilﾉﾉ比
Ｉ）イぞ郷鈍企業
２）川&業ﾂﾅIiiI刀
３）］:業企業ﾂﾅ#１１ﾉﾉ
8.9％９．０％
７．８８．０
５．９６．０
１９８７
２４４
３，３３９
５，２６５
８２８
１，３６`１
１０７
６１５
１０５
１，２８８
４２
９．０％
７．１
5.5
1984
284
2,549
3,656
６８３
２
２
７
０
％
５
５
８
３
９
１
１
．
Ｊ
８
２
７
－
７
Ｉ
、
’
．
１
９
２
４
８
７
５
１
9.2％
７．８
６．０
１９８６
２４１
３，()４１
４，７６１
８０７
１，２７０
１１０
Ｍ１
１０(）
１，１２２
４２
９．１％
８．３
６．１
１９８８
250
3,507
5,703
８５５
１，４８５
９９９
６８４
１１２
１，４２３
４０
農堆
]：ｊＩｋａ
ｂ
処築堆ａ
ｂ
炎ｊｍ・jlli輸業a
b
lBi業・飲食業ａ
ｂ
サービス業ａ
ｂ
公憐企業谷i;’①
ＩｌＡＩ人企業②
その他③
郷１Ｍ業(①②③)谷iil
鵬村ﾂﾅIlillノノ
川&卜l労Nilﾉﾉ比
Ｉ）介郷鉱企業
２）ＪＭ４業労W11ﾉノ
３）Ｉ:雌企業ﾂﾅ６１１ﾉﾉ
1２９１１（’
4５５１，()8(）
４，１５２
１，８８１
９４(）
（),()79
37318
４，３９２
２，５６２
９８４
７，９３８
３８，７８２
４，７０２
３，１５６
９１８
８，７７６
３９，８０１
４，８９４
３，６７５
９７７
９，５４５
４０，８７０
３，８４９
７０２
６５６
５，２０７
３６，６２３
20.0/11.8
21.4/11.2
13.2/8.4
23.4/12.0
227/11.4
14.0/8.6
14.2/10.5
13.4/9.7
10.0/7.(）
１８.Ｉ／１１.(）
17.8/10.3
1().9/7.4
2().5/１１．３
１９．８/10.7
12.3/7.8
ili）1983ｲｌｉまではすべて公営企業．198`!〈|【川l爺は|z段ａは公↑;ＭＹ業，－１《段ｂは公営企
業を含むすべての範端の郷釧企業．なお，Ｉ()84～88ｲｌＬのﾄﾙ成比は，ノｆＩｌ１１ｌが全郷鋲
企業のみのルキ{，右Il1llは公懲企業のルト(、
１１１１ﾘi）198(Iｲ|:以降の公鴬企業は，１１''１１農業{'１鑑31,iiIliMii全［I()85］l28-l29r〔，liil[1986］
１６()-1(illI，liil［1987］284-285ｒ〔，Ｉｉｉｌ［I()88］３１()-3111〔，ｌｎｌ［l989a］208-209,
212-213Ｉ〔、それIルトはすべて，ＩＥＩ家統ｉｉｌｌ１）［I()8()ａ］２４()Ⅱ〔．
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就業者数は急速に１ＷⅡＩし，1988ｲliには，個人絲尚3675ﾉﾉ人，共|司経営977万
人に達し，その今計4652ﾉﾉ人は郷鋲企業4Ｆ体の件数の916％，就業粉数は公
営部'１１にほぼ|ﾉﾛ敵する48.7％に及ぶ（IlAl人経↑;↑に限定すると，38.5％)。つま
')，農村の二[業化による非農業部'''1への労Ilill移Ⅲ)ハ雇111111k収の進股といって
も，１件当たりＷｚ均就業打数2.3人の佃|人経尚や，８．１人の|ﾒｶ|両|経営の零細企
業，とりわけiiii肴によるところが大きいのである。
しかも，実質は(|H|人絲尚であ')ながら，｜]il↑;ir，公営企業の名義をＷｌｉｌ)て，
尚業し，関係機関へ益録する「柵)二i経,断」が|;||｣1の数に迷するとみられる。
これは，金剛(機関の|｣皿|}ﾄ1設や，111)(充TIT場のlMllｲiにあたって公的企業の信用
を必要とすることや，私的経営であるためにnllMilされることを避けたＩ)，
（１５）
あるいは脱税の|=|(1勺で，）虫い範１１１１で行われている。これら実質的には私的経
'尚である企業の就業新も，公営企業の就業判として算入されている可能性は
Ilfjい。
辰１１１|ﾘﾄ!(収効采に関してさらにＷ{意すべき点は，農家経営請立責lTIlillと関連
した，産業》'１就業者の統計に|奥Ｉわる|ＩＩｌ１四点である。請rl責任Ilillのもとで汀各
戸に均等に請負農地が割')当てられ，当然のことながら，上記の非農業i各部
'''1の就業者･もすべて，諸ｎ地を,!iｲ)している。すでに指摘したように，公営
企業の就業打，私企業の企業主といっても，冗灸に離農しているわけではな
く，いわば半]ｉ・半農，半i洲i・半農が現実なのである。統計上，農業人'二lと
非農業人'二1とを区別する統一的なﾉﾉ法はなく，集計に当たっては，イド|('1に就
業する期ＩＨＩ，」|X人脈の大小を－１Ｍ)|=|安としているのである（｢農I｣ｕ]報ｊ
1989年９月７１１)。したがって，わが|巡|の第２枕兼業農家にＩ;||当するﾙiも，非
農業部'１１の就業肴としてみなされている可能|ﾉｌｉが大きい。
一般に，郷jiMr業の発展による，）71K)Ⅱ'ｌｊｌＩ(収効来，非農業部'１｢1への労１１１１移動
の実績を強訓Ｉする傾lfl1が強いが，リ,l実は充分なIljlL農屈がlUllUl)(された')，移皿)ｊ
するのではないのである。このことが，農業の合理化を妨げる姿lxlとなって
いる反面，$l1lI鋲企業が大尉こ倒産，｜Ⅱlfl1iしても，失業lIll)辺の深刻さを緩和す
る機能を来たしているのである。
いずれにせよ，農家経`尚請負責任IIillのもとでの，土地の;i;''1)当てﾉﾉ式と朴ｌ
ｍにDJ定されるところに，農村二I:業化の特色があるといえよう。
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は》'1の機会に譲るとして，発展のタイプＭｌ１ｌ(!(l<)であり，沿１１ﾘJ也域において
は全|玉1｢Ij場，さらにはlliiiilllllｲﾘけの，比11咬ｉ１ﾘｶ|[I:度の高い製造業が'''心である
のに対し，｜ﾉⅡ塵部では地域|ﾉlili場を対象とした、農産物！Ⅲ[や農業)||資材，
あるいは天然資ilI(の供給が二ｉｉである。
つまり，郷鎮企業の発展の判:しさが'1i､i:伝されているものの，それは遼寧省
以南，広東行以北の沿iil地域の発展によるところが大きいのである。1978ｲ|皇
以前から郷鋲企業が発鵬していた地域ではさらに進み，遅れていたところは
停滞，もしくは綬慢な発展という，地域|Ｈ１の発股の格差は|ｲﾄl〈傾lfilにある。
２製造業部門の発展動向とその要因
統計上のIIi''約から，一貸したli1i(((で(|ll1llBllのＬＭｉ１ｌｉ))|ｲ,1を分析することはで
きないが，1978ｲｌｉの時ﾉ,１Aの農業支援型の公,断企業のWlll11l》||ﾉMil化造がどのよ
うに変化したのかを'''心に，およその(lIilfilを|既槻しておく。
製造業の部門別生産動向まずtＭ１されるのは，表６，表７が示すとお
り，繊ﾙlli部'''１を'''心に，１１蛸ﾉlZiiI1｢にⅡh:被関わる，ｌｌｌｌｌ非lIiil久illiY1i財，ならび
にそれにUM述した''''１１１１|ｲを製造するiliX=[業lIilllIIlが|j《:しい成長を遂げ，il1iilMf
iTIiに関わるセクターとしてのJII要Wliをj刺しつつある点である。特に，繊維部
''１１のｲlllぴは杵し〈，郷鋲企業のLMi総額に,!iめるI1Vi成比は，1978年の4.5％
から83年には約12％へと」エケ'し，８８ｲﾄﾞには全１１(|総/|(産甜のほぼ４分の1に達
しており，郷鋲]:業全体のなかでｊＩｔＭｉ要なIIflIll1lの一つとなっている。
また，食,'iii,，製紙，縫製，文教111,1,1,,1:銭美術，皮革・毛皮力ⅡＩの非iIiil久
illil1iI1ｲIjM述iIflll1l1もi常j率の↑''１ぴをみせ，灸|正|の総Lli朧額に,!iめる比率も，家具
製造，］旦芸美術,liiI1で４１illを超えるのをはじめ，その他の部'''１もいずれも２
～３;l;||に及んでいる。よし体(I<」な,Iii11llを数１７kベースでみると，紺織物，紙jliii，
食)ｌ１Ｉ１ｆｉ物１１１１は今'五|｣ｔ３～４１;''1iii後に達し，特に前二肴の比率はこの８ｲIillUに
急燗している（衣８)。
こうして１１組二業WljlM1は，ｉiii､'2において総化産額の16.8％から29.9％へとﾋ
ﾅﾄし，さらに'988ｲ|ﾐには34.9％に達する。
このような産業柵造の変化は，郷鎖企業に|Ⅱ(らず，｜玉lhL経済DJ模の趨勢と
いえる。llj0131l1余会後の，灸般｢l<jな仰T11ﾄ水準のl(,|｣二により，il1j費11ｲ需要が
1５８
表61978～8711ﾐの/Ｍｆ蔀iと榊成比のｌＩＩ２移
（111位：偲兀，柵HlAﾙｶﾞ成比％）
1983flﾕ平均ｿﾐﾋﾞ〔成長率1９７８ 1987
1,482.8[59.4］
100.3（４．０）
６．５（０．３）
６４．３（２．５）
‘1.6（0.2）
204.0（8.2）
605.2(24.2）
159.8[71.2］278.6[64.()］虹［業部''１１ ％
lfi命
勉ﾉﾉ
ｨｉＤ＆・コークス
ィｉｉｌｌｌ
化学
機械
うち農器具修､１１
処林
うちカワラ焼き
森林
椛]:業部'１１
食，'１１，
紡縦
うち繊維
故縫
製紙
皮ｊＹｆ
又典
その他
４．３（１．９）
１．１（0.5）
1２．７（５．７）
０．２（0.1）
1８．６（８．３）
75.1(33.5）
41.2[18.`I］
４３．７(１９．５）
26.7[lL9］
４．１（１．９）
１１．２（２．６）
３．１（０．７）
２２．８（５．３）
０．３（0.1）
３７．６（８．７）
109.3(25.3）
27.4［(13］
８４．５(１９．６）
46.6[10.8］
９．８（2.3）
２１．５
２４．２
１２．４
７．１
]５．１
７．７
432.2(１７．３）1４．１
１９．１ ６５．７（2.6）
820.1[32.9］
200.0（８．０）
355.8(14.3）
37.8[l().9］128.6[29.8］
35.0（８．１）
54.2(１２．６）
52」[12.1］
1６．１（３．８）
６．９（１．６）
５．１（１．２）
1１．０（２．６）
1１．３（５．０）
10.2（４．５）
9.5［4.5］
５．２（２．３）
２．４（１．１）
６．０（２．７）
２．７（１．２）
2５．３
３９．８
９０．１（３．６）
６４．１（2.5）
１４．２（0.6）
９５．９（3.8）
162.8（６．５）
２，４９５．７
２５．９
２３．８
－３．０
３２．５
２６．７(１１．９）２４．１（５．６）
224.3４３１．３０
－２．０
Ｍ.０合計
1979年，1983ｲ'２は実質Il11i格衣爪
1979年，1983ｲ1Kは，張毅［1987］57-591J〔、
1987ｲIﾐは，Ｉｌ１ｌＦＩ郷鎮企業ｲ１１鑑編ｲ111姿ij会［1989］４４頁．
１１１）
ｌＭｉ）
増大するというＺ姉!』のもとに，１１１化学部'''１を偏双した従来の朧業政策を改め，
消費財供給を重視し，ｉ経工業の発展を奨励する''１央政府のねらいが実現しつ
つある，といえよう。
一方，従来の郷鋲]:業のJiL絆NljlIl1であった，建材，機械，化学，資川i(・エ
ネルギーの部Ｉｊ１ｌは，化学を除きｉｌＩ１ぴ率は緩慢であるために，郷ｆＭＥ業総ＬＭｉ
額の柵成比は低1､する傾lf1lにある。しかし，ほとんどの部''１１において，企ｌＩ１
総生産葱iに117める比爪はjW111する伽lfilにあl)，1988年段階でその比率は建材
52％，金屈加工44％，機械22％，化学44％，イi炭22％，建材〕および非金屈
鉱物の採柵il・選鉱75％，プラスチック36％などと，｜玉llXb経済を支える孟要な
セクターとなりつつある。
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表７郷`断・村,尚企業による21三産額と全|玉lLMi額に,Iiめる比率
（111.仇億元）
郷常・村営企業
による41ﾐ産額
(描成比,％）
全Iil比
（％）今lMS朧緬
重工業部|"１ ２，１７８．９０(６１．０９）ｌ(),４２８．２１２０．８９
7７．４３（２．１７）
1１．５４（0.32）
1７．３５（０．４９）
8９．５７（２．５１）
４．０４（０．１１）
０．７１（0.02）
５．８１（０．１６）
９．７０（0.27）
布炭
鉄鉱採掘選鉱
非鉄金liiil採捌選flK
建築材料およびＪ１:金川flK物採ｌＩｌＩ選釦ｉ
製塩
その他鉱物採IIil選鉱
木材伐採・迎送業
竜〃蒸気，１A〃ｋ
3４６．１９
３１．５６
７７．１７
１１９．４４
３２．５２
０．７３
１０８．４４
`１３３．０５
2２．３７
３６．５７
２２．４８
７４．９９
１２．４２
９７．２６
５．３６
２．２４
資源・エネルギー’１ ２１６．１５（６．０５）１，１４９．１(）１８．８１
７．２９（0.20）
９．７０（０．２７）
1７８．５１（５．０１）
１６．８２（０．４７）
１２．５３（０．３５）
３４．３２（０．９６）
1４１．１７（３．９６）
石１１１１精製
コークス
イヒ串ｉｔ
医薬品
化学繊維
ゴム
フ゜ラスチック
３９５．６３
４７．８９
１，１６８．８３
２９４．３５
１７４．６１
２２１．９２
３９７．４１
１．８４
２０．６０
１５．２７
５．７１
７．１８
１５．４７
３５．５２
化学’１ 4()０．３４(１１．２２）２，６９９．８４１４．８３
建築材料および非命m幼く物/)Ⅱ］：５４１．９６(15.2()）１，()3６．９２５２．２７
鉄鋼
非鉄金屈製錬，庄延，〃Ⅱ］：
金憾
８５．４８（２．４０）
５９．５６（1.67）
2３４．８９（６．５９）
9６５．９１
３７`１．４２
５３２．０３
８．８５
１５．９１
４４．１５
金屈′Ｉ ３７９．９３(10.66）１，８７２．３６２０．２９
機械
交通Ili輸設術
電気機械，および器材
電子，およびjln信設ＩＷｉ
計器打（
３８６．４８(10.84）
５６．１５（１．５７）
1４１．０５（３．９５）
４３．３１（１．２１）
１３．５３（０．３８）
1，７３８．５２
５９３．８２
７１７．２５
５１３．２１
１０７．１９
2２．２３
９．４６
１９．６７
８．４４
１２．６２
機械′Ｉ 640.52(17.95）３，６６９．９９１７．４５
軽工業部''1１ １，２６２．３０(35.39）５，３８６.()２２３．４４
水産
食品
飲料
煙草
飾１科
紡統
裁縫
皮革・毛皮
木材・・竹.i藤・草
家具製造
製紙
印ｌｉリ
文教体育Il11lli11
l:芸美術砧
１．５１（0.04）
2３３．００（６．５３）
６３．３０（１．７７）
０．３１（０．０１）
1７．３９（０．４９）
４５９．３０(12.88）
1１９．３５（３．３５）
６２．２２（1.74）
４６．５８（１．３１）
４０．５３（Ｌｌ４）
９３．７３（２．６３）
３１．１７（０．８７）
２４．２２（0.68）
６９．６９（１．９５）
３２．０１
１，１６３．０２
３３０．８５
３６８．０８
９７．１８
１，８８７．３９
３３７．３６
１８０．１８
１２４．９７
９８．４１
３５８．６４
１５７．４４
７８．１８
１７２．８１
４．７２
２０．０３
１９．１３
０．０８
１７．８９
２４．３４
３５．３８
３４．５３
３７．２７
４１．１８
２６．１３
１９．８０
３０．９８
４０．４４
その他 1２５．２６（３．５１） 1７３．４４７２．２２
合計 １６，２８９．９３］）
１８，２２４．５８２）
３，５６６．４６ ２１．８９
１９．５７
注）！)は村憐企業ujzの，各J1〔ごとの生産制が表示されている分のｲｬ
２)はＩｌＡｌ人経満などを含むすべての企業形態によるL|：I靴(iの今ｉｉｌ．．
}L所）１[|家統計1両）［l989a］263,273-274,295‘〔．
１６O
このうち，機械の柵成比
減に関しては，統計上の要
因によるところが少なくな
い。小型で力ⅡIが比較的iiii
単を，木製，鉄製，竹製の
農機具の生産を，かって社
隊企業で就業していたllMi人
に請け負わせる例が多く，
その分公営企業の４Ｍ:紺が
減少することになるからで
ある。いずれにしても，そ
れらを含む''１型，小型の農
表８郷鋲]:業製,IiiI1の全lrl化雌並に,』iめる比率
（1988年）
郷釧企業
３．２
５，６７９
２１７．３
４３２．９
総生産量
９．８
２１，０１４
３６９．２
１，２７０．３
比率(％）
３２．７
２７．０
５８．９
３４．１
原炭（億トン）
セメント（ノノトン）
燐酸肥料（ノノトン）
機械製の紙とボール紙
（刀トン）
食I111iIi物illl（ノノトン）
生糸（刀トン）
紺織物（億メートル)＊
細イlｊ（億メートル）
扇風機（刀台）
２００．７
２．１
１０．５
４２．７
１，９９１．４
４８０．１
５．１
１５．２
１８７．９
４，４９５．５
4１．８
４１．２
６９．１
２２．７
４４．３
IlI所）郷鋲企業は''１Ⅶ1;人hL;MllIl農業部［1989］232-2ｲ０
頁，今|正|は|]１１家統iilh）［l989a］296-314頁，＊は|玉｜
家統計川）［l989b］３９r〔．
（１６）
機具は，ほぼ全iiIliiI<｣にIlJjl人経営を含む郷鋲企業で４Ｍiされており，しかも燐
酸肥料の比血は1988ｲｌｉに全'五|総生産魅の４１;|Ｉ弱であることなどの事実から
(表８)，農業の投入財供給において郷鍍企業の爪要性は依然大きいといえよ
う。
一方，新たな何ilf11として，特に1984年以'1爺，従来に比べて高度の技術と多
額の資金を要する，技術・資本集約lliUの部'''1が'二I覚まし〈発展する。’二述の，
プラスチック，化学製,7,に力|lえ，ｆｕ気機械・機材極部,liil，（1988年の全|玉|比
20％)，ゴム製,IiiI，（36％）などがその例であＩ)，また，ｆＩｉｌ子機器・通信設備部
門は全国比は未だ８％強にすぎないが，８６～88年の３ｲlillllにＬＭＥ額が2.6僻
に増加する。
大型ＤＬＭｆ設Iilliを要する代表的な例は，広１１〔の111【i徳1'}↓における扇風機生厳
であり，1987ｲﾄﾞ度には，全ｌＩｌのﾙＭﾐ廠蹴の３分の1にあたる1000〃台を4t産
し，うち380万台がlIiiiillI1されている。その他にも，少数とはいえ，大都市近
郊には，部,1ii1,供給において全|正lTlj場の２～４iIillを,!iめるような企業が存在し
（１７）
てし、る。
このように今|正|規模でみた場合，郷ｆＭ旨業は，農業刊'11M1の資材･供給を担う
点での孟要性は従来と変わらないものの，自己完結型地域経済圏の土台とな
るような生剛蒜造からは１１１１皮し，多力Ⅱhiの製造業部'''１において生産を拡大し
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つつあI)，すでにいくつかの業柾においては，｜玉lhL絲済にｲ、l欠なセクター
となっている。
輸出動向いま一つの新たな伽|(ilとして注'三|されるのは，－部地域の郷
鎮企業の輪''1,産業化である。郷鋲企業によるliiiiilMj)|(,|についてはデータがき
わめて限られているが，およそ次のようなzlf笑を雌認することができる。
すなわち，郷鋲企業のjliiii,'|',額は1980年には227億)Cでjliiiill1,総額の8.3％に
（18）
達していたが，８０ｲ|曵代iiii14はＩ洲;気Ⅱｊｋで全|玉|比は低下するIWil｛,|にあった。輪
'''1,が急速に↑１１１ぴ始めるのは，衣９にみられるとおり，８６年からであＩ)，その
背景には，’'１央政１１１:が外lMUlliiill1I政莱を推進するなかで，｜可ｲli夏に，郷鎮企
業に対して外Ptの雌ｉ１ｌＬを奨励するキャンペーンを人々'1<｣に張る，などの事|青
があった（｢''１国郷@Ｍ:業報」ｌ９８６１ｌｉ７～８１]の紙mi参１１(1)。８８ｲl2iiii半に繊論が
表９輪１１１，のＩ|(；移と櫛成此 (lli位，億元）
，Ｗ１Ｉｌ
ＺｌｉｊＬ
４ｋ糸・紺織物
衣１１１１
１９８８
４２．９（１６．０）
13.0（４．８）
30.2（１１．２）
86.1（32.0）
2０．６（２０．７） 32.0（１９．８）
９．７（９．７）
3().３（30.4）
1５．３（１５．４）
９．６（９．６）
３．５（３．５）
４．３（4.3）
３．１（3.1）
1７．８（１１．０）
4９．８（３０．８）
25.3（１５．６）
l`１．９（９．２）
８．６（５．３）
８．２（５．１）
７．９（４．９）
繊；ＩＩｉ関係小iil
]:芸美術,'１１１，
食ＡＩＩ，
奇産物
化学製品
機械頬
軽]２業品
鉱厳IIijI
特雌物
その他
谷計
hliiiiｲﾄﾞｨ''１び》+((％）
３７．９（１４．１）
２７．１（１０．１）
１１．５（４．３）
１５．０（５．６）
１１．２（４．２）
２８．７（１０．７）
１３．６（５．１）
４．８（１．８）
３２．７（１２．２）
268.7(100.0）
５．６（５．６）
２．５（２．５）
25.3（25.4）
７．８（４．８）
３．９（２．４）
３５．６（２２．０）
162.0(l()().()）
６２．８
１，４７０．０
１１．０
6５．９
今|Ⅱ|輸川総#ｌｉ 1，７６７．６
１５．２対令l工１１t(％）
注）なお，1985ｲ'2の輪||伽は，全ｌｒＩ輪ｌｌｌｌ総制808.9億〕Cの5.4％にあたる
62.21iijL、
''１，所）1980ｲ|:，ｌｌ１ｌ１ｉｌ農業fli鑑綱Iliii委員会［l()87］292-293r〔、
1987ｲ|:，Ｉｌ１ｌＩ１農業flR鑑編llili委員会［1988］331-332Ｊ〔・
’888ｲ'2，Il1糀人l｣ＵⅦlIil農業部［1989］246-249r〔．
分|Ⅲ|↑iMI,総#【iは'１１|家統iilh）［1989］633頁．
１６２
１ﾘ|)||隙した沿海|》|苑戦略l1Vi魁は，このような$ｌｌＩｌ鋲企業による，急激な輪/11,の拡
大の実績をIR要な論拠として打ちＩｌ１Ｉされることになる。そして，この戦略榊
想の是非をめぐる論ｲﾄとはUAIわりなく，８６ｲｌｉ以降，郷fMr業のliiii出は１１【｛調に
↑111ぴ，８８年には|]!'内の１冊ｉｌＩｉｉ１〃iliiII11総緬にIIiめる比率が１５２％に達する。
lliii出ilWl1ii1iの柵｣Ｉｕ上は1986～88年で大きな変化がみられず，縦ﾙlli関係と工芸
美術,7,が郷鎮企業のlliiiiill11を代表する２大ilnfljlI1lといえよう。統計項｢|の違いか
ら，今|正llliiiillj1ﾙ鮒iに,liめる比爪をlIflll111Hllにjl1〔１１１,することはできないが，ｌ９８７
Ｉｌｉ度の紡繊,lii11のjliiiiilMIi22億5000万ドルは今|玉|のlliiiiill1,総額81Ｉ意1700万ドルの
（１９）
27.7％に達する，という。ＩＵに，花火のjliililllI1litが灸|玉|の６割を,1iめるなど，
（20）
小''１１物，雑貨jliliのDliiiill1,比率はllMiして高い。
当然のことながら，lliiill｣,がMiiんな行やTljは沿ill地域に偏在している。１９８８
年度におけるjliiiiiIl1,MMiの件T1iBllの柵成をみると，ｉ]:鮴行541億元（201％)，
腿來省33.8億元（12.()％)，ljlmiIj32､51意兀（12.1％)，＃)ri]:省302Ｉ意兀（1Ｌ
2％)，lll來行23.61意)じ（8.8％）と４有ｌＩＩｉのjIiiiiill1,＃【iは174.2Ｉ意うじであり，企ｌＩｉｌ
Ｍｌｌｌ鎮二[業のiWi,'n11jliiiilll,＃Iiの64.8％を,!iめている。とりわけ，繊ﾙlIi関係では，
i]i鮴，il1Ti]:，上ＩｉｌＩの２有１１１Jに，紡織の718％，紺製,Ｉ１ｉ１１の82.8％が集ＩＩＬて
（２１）
し、る。
ところで，」2記のｍＷｉのjliIiIll1,額とはBllに，「三米一補」（｢来料加工」－受
託ﾉﾉ''二[，「米|ﾉト（料）装配（定〔【i)」－ノックダウン，「米様ﾉﾉⅡ］：（訂貨)」－
サンプルjlll二I:，}Ililfi〔貿易）による，1988年度の，ｉｌＷ１ｌｉｉｌ,のり|き渡し額が公表さ
れている。それによると，｜i1年度のり|き渡し総#【iは29.4Ｉ意兀で輸出葱iの約
11％のjlJlM英に|;||Ｊ１する。そのうち今体の91％にあたる26.8億元が広東宵から
（22）
１１１，荷されている。こうした状況は，lWl放政策がすすみ，タト資と提携する椎ＩＩ４
が地方政府，企業へ委瀬されるなかで，労賃の急l鵬からiiﾘﾀﾄに生産拠点を求
める香港盗本がさまざまな形態で隣接する広東有に流入し続けていることに
よる。この「三米一}ili」型の外資との捉挑は，広】〔行のなかでも，珠i]ユデル
タ地域，ことに來莞iljにおいてもっとMliんであＩ)，1985ｲＩｉの段階で，玩』↓，
衣llli，地イ･等の15業祁，4000余Ｉ)の製I1Ti11の力'1二[:契約の|ﾉ|:数は2000件を超え，
（23）
今宵のこ[貨受11)<')制の６謀||強に及んでいる。
こうした外交との捉挑は，福建fTにも広がＩ)つつある。｜前Ⅱ17のiliilll県江|’
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鋲ｲ泗村は，ｆｌゴイ･時計のillllみ立て，lll工をＩ１１ｉ業とし，］987ｲｌｉの生i職tは約１
｜意||Ⅲ|で，香港TII場における梨,!ｎ1,の５１;１１前後はこの村で41ｉ産されたもの，と
（２４）
し、フ。
このように，低賃金リブllillを求める外資の，’'11:接，’''１接の流人に対応して，
沿１１m地域の郷鋲企業は広〕l〔fTを'''心に，iMllHl発戦''１＃柵恕に沿って，タト貨峻
iMLの柱として発展を遂げつつあるのである。しかし，ｉiii力迎関効来，後方連
lHil効果をもたないままに，文字どお')，｜兎|際1〈請)１１''二[Ｊｉｕｕとしての様ﾉ|;||を濃
くしているのが実情である。
３郷鎮企業の発展と国営企業
以上のような郷鋲企業の発展典|火|を，メインセクターである|玉Ⅲ尚企業のJ)j
lhlとの関述に焦点を当てて検討する。
）i'il知のように，３''１全会後，農家絲営iii1iii責任lIillの導入による農雌物の大
'１Mを増収，および政府による農'劉刎J上げI111i格のり|き」こげにより，農家の所
１ＭL水準は余般に苦しくlhl｣Ｌする。ｌ()79～88ｲｌｉのｉ１ｌｊＷＭ(（＝IMlifl力はﾌﾐ質でfIi
（25）
平均8.1％の;';||谷で_け'し，そのﾎﾟi'i采，農家のilI費意欲はi1lj腸し，il11Y1i財需
要は急蝋する。これに対して，｜玉|`)》↑企業の投査能ﾉ｣の|Ⅱ(界，およびTIi場動lfil
に敏速に対応できない企業iｲx質から，消費||ｲの供給が需要に追いつかない，
という状Dllが41兆てくる。こうした状況は，経済体IIi'１改jYiが進展するに伴い，
＃'111Jにも拡大することになる。ilIj1llIlｲ産業は，従来，国家による投盗が特に
ｲ《足していた部'''１であることから，$'''1鋲企業の参入も雰易であった。il1j費財
関述部'''１の郷鎮企業の急成長の;i'搬には，こうした?'１１青があった。
｜司様に，農家のil1jYW3要の拡大に糸リ'されて，杵しい成長を遂げたのが，
f1iil材，セメント，１Lなどを生産する処材部'''１である。１１:|憐企業の供給が不十
分であるうえに，］i小二[業の一つとして，人IXj公社時代からの発展のＪｉ垈礎が
あったこの舟lll1Ilの発展は，1980ｲli代をjnHじて，全|正lのfiﾐ宅投資の５;I;'１強を占
（26）
める，農家の住宅役rlSによって文えられている。
）ﾘT得水ｌｉＩ(;の向｣えに対応して，ｉ１ｌＭｌ柵造が変化するなかで，農家の平均支１１１，
柵成に占める住宅文lll,の比率は，1978年の3.2％から88年には１４９％に急｣工
（27）
ｹﾞける。そのなかで，空iiiiのfii宅他殺ブームをリ|き起こす1)I〔1lillﾉﾉとなったの
１６４
は，年'111平均して家計丈１１１，縦の２～３;!;||を住宅ljM連資材贄の!'け入にあてる，年
（28）
収500元以_|この高所得打)側であった。高伽T11卜粉)稗の多くは，iwi二[業の経営稀
であるが，彼らが余剰資金の多くを、三宅姓設に向ける要|犬|の一つは，事業ⅢＬ
模の拡大によ')資本家とみなされることを弊成し，他|人住宅ならば，法律の
保護を受けられる，という意搬があるためとAllわれる（｢iM州|]報」1988年４
月２３１]）。
また，査源・エネルギーUAI述部|Ⅱ1においても|司じように，’五|省企業による
供給不足が濡給関係を逼迫させ，そのことが郷鎮企業の成良を促す基本的な
要因となっている。特に資ili(・エネルギーのｲ《足は，｜玉|氏経済全体の成焚に
大きな影糾を及ぼしているだけに，’'１央政府は低利で特Hllの融資枠を設ける
などして，この部門の郷鋲企業の発展を奨励している。
一方，都Ｔｌ丁，農村を'''１わず，lliil久１１１賀||ｲに対する需要が高まるなかで，ｌＩｌ
営介業のなかで加工能ﾉﾉの限界から，；ｌｌｌｌｆＭＥ業へ部品の生産を委託するケー
スが多くなる。大都市近郊の機械部''１１においては，｜玉|営企業の部品力'1Iを請
け負う#IIlj紋企業が相当の数にのぼl)，北京，-Ｍ'，天津の３Tl丁と江蘇，断１１
（29）
両省の機械こ[業のほぼ５;|;||'よilillTIjの]:業企業に付設しているともいわれる。
そのなかで特に有名なのが，北京の，「lL1iMi」を商標とする，｜王|営電気洗ｉｉＭ
機工場の下請ﾉﾘ'1Iの系列化である。この=[:場は，部品の98％を家庭企業を含
む，農村地域の郷鎮企業へ委託加兀させ，急li1する洗瀧機の需要にあわせて
生産を拡大している。また，上海の宝'1｣｣M;においては，13の郷鎮企業が，’五｜
憎の「１１ＭＩＪ「永久」の'二Ｉｌｈ<''１の各種部,Iii11を大湿に生産している（｢中|玉Ｉ社隊
企業報」19841Ｍ)1131])。
このような委託力Ⅱ工は，｜Iil尚企業にとって，設備投資を節約できるうえに，
工場や従業ii川宿舎，食堂の敷地を(illi係しないですみ，郷鋲企業にとっても，
（30）
１京材料の確保，製,１１ＴＩＩの１lb(路が安定するなど，双方にメリットが大きい。人都
市近郊の郷鎮企業の発展の|]党ましさは，こうした相互依存UM係のもとでの
下請加工によるところが大きいのである。
要するに，郷鎮企業の急速な発展は，｜正|氏経済全般が高度な成長を持続し，
市場領域が拡大し，ｉｌＭｌの膨張が''１１題祝される状況のもとで，市場動lfT1に敏
感に反応し，｜玉1'宮企業の供給が不足し，商収拙が期待できる領域へ参入でき
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たことによる。しかし，nil実に，郷鎮企業のＴＩ７場進'11,にITilら行政_'二の汎IIillが
加えられることはないことから，高収祐が期待できれば，｜旦Iil尚企業の供給能
力に余裕がある傾城においても，郷鋲企業は無Ｉｌｉ１ⅡⅡ(に参入し，その結果，同
一の業種に郷鎮企業がiliLfﾉ:する一方，販路をめぐって，「iil蛍企業との''１１に競
合が生じることになる。こうした三１１態に'五|務院は1981イド５)１４１－Ｉ付の「社隊
（31）
企業が|玉|民経済調整のﾌﾞJ針を111〈ことについての若二｢の１１J定」で，綿紡績，
伽草製造のように，｜玉|徴企業の力||Ⅲ能ﾉﾉに余裕がある業机においては，郷鎮
企業の新規参入を禁じた。そして，発展すべき部１１１１として，食1W,，飼料，建
材，建築，およびエネルギー査源|冊|発など，現地の登川i(を利Ⅱ'し，｜玉１，首企業
による供給が不足しているlIilll11lを挙げている。
しかし，この極のDJ定は行政当局によるiiI接｢I<ﾉな介入をflぐうものではなく，
以後，同種の迦達が繰り返し公;ｲＩｊされることから'ﾘ|らかなように，一部の業
種においては郷鎮企業と|兎|街企業とのllUで，ｌ収売111場における競谷関係，同
種の製品の過当競争は続いている。
こうした，郷鎮企業の111場参入の盲|=|性，｜玉|蛍企業と$IlllfMr業との''１１のｲ１１
瓦に無関連な発展は，都11Jと農村にそれぞれ類似した)韮業柵造を41三みｌｌＪ,して
いる，として工業化政策をめぐる議論の焦点の一つとなっている。その点を
論証したのが，発展研究)ﾘ｢の朧業・企業研究宝グループである。それによる
と，庇|営企業を１１１心とするfillTlTの企業と郷鎮企業のそれぞれのl41iiⅢについ
て，1984年度のと'三産額の柵成比の札|似係数をみると，今体で0.721,重工業
部門では0.793,峰工業部''１１では0.929となる。こうしたiilj稀の類似性は，郷
鎮企業の市場参入が基本的には，ＴＩｊ場の需要シグナルの強さ，収抽率の商さ，
資源・技術障壁の低さ，および人ｉＩり摩擦が小さいことといった外｢|<jな環境に
（32）
よる。
さらに，糠俊が|前I様の手法で1987年度の〉'1]似係数を算:,''1,し，その結果が，
全体で0873,Ｚ１ｉ工業部''１１０．８５０，帷工業部'''10.955であることから，その後，
都TIiと農村の産業榊造のｲⅡ似性がよりﾘｺﾞiくなったことを｜旨摘している。その
要lxlとして，郷鎮企業が地Ｍ<ｊには労働生産性の高い('１１ⅡIへ参入する傾向が
強いことを挙げている。ただし，資金，技術，査祁i(立地のn1iでのｌｌｉＩ約から参
入の難しい部''１１もあり，$'''1鎖企業で建材部''１１の生産額の比率が高いのは，労
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表１０１()81～85ｲ|その投資系計とその榊成比（億〕c,％）
郷
250.2
３３．４
１２．６
１１１憐
投盗合計
鉱業・エネルギー
イＴ炭
イｉｉｌｌｌ
そのＩｕ
１ｌｊＺﾉﾉ等供給
製造業
食品・'111■1V〔・飲料Ⅲl：
紡織
建築ﾄｲ料，」|:金IMlll：
機賊拝
金凪
プラスチック
製紙
２，９６１．７
１，２４８．８
３１３．９
４０８．０
１４０．７
３８６．２
］，７１２．９
１７０．６
１６９．５
Ｍ２．９
３４５．６
１９．４
１６．４
３０．３
[13.3］
（５．１）
[42.1］
(10.6）
(13.8）
（5.7）
(13.0）
[57.9］
（5.7）
（5.7）
（4.8）
(11.7）
（0.7）
（0.6）
（1.0）
（３．０）
（５．２）
[86.7］
（９．０)＊
(１１．０）
(24.9）
(１４．２）
（5.1）
（3.0）
（２．８）
７．７
１３．１
２１６．８
２２．６
２７．４
６２．３
３５．６
１２．８
７．６
7.0
ｉｌｉ）＊うち，食,Y,が6.2％．
＊.fピイ薑機械，家1u製,１，１，，輪送設I1i報も含む．うち，「機械」は8.9％、
１１１１り｢）郷弁は，１Ｍf院今ｌＩｉｌ]:業艸介Iiri弊'Ｍ|け|x公室[1988]第7111}’’18-121
頁．｜lil洲よ’llil家統iilAiilA1走査雌投安統iilm［1987］22-231J〔．
（33）
Mil生産性は低いが，｜正脳企業との競合が少ないことに１%(lklがあるとしている。
こうした指摘は，たしかに典Ⅱ/k深いものがあるが，農村にlillTlTと類似の産
業構造を/|{み出す最大の要|火|はｌｌｉｌ徴企業による供給不足であることを兄落と
してはなるまい。しかも，さきにみたとお')，$Ｍ１雌額に対する，郷営，村
尚企業によるﾉ|皇産額の比率は，慨して|兎|家による投資額が不足している部'''１，
あるいは伝統的な技術に支えられた，役盗緬が少なくてすむIIflll111の比率が高
い。表10の郷営企業と国営企業の1981～85ｲliのlilil定投資の業Bll架計額の榊成
比が示すように，必ずしも投交分１Ｍこおいて，１''1満が競合，１１t複した関係に
あるわけではない。特に，鉱業・エネルギーlUiljlIIlと製造業部'''１の二つの部'''１
に大》'|した場合，lilii稀の迷いはM1ii箸であり，ｌＥｌ家がエネルギーIlilll1I1への投盗
を重点１１<｣に配分せざるを得ず，その分だけ下ｉＷになる製造業部'''１の投資分を
郷鎮企業がカヴァーするというﾄﾞili完的な|1M係をみることができる。
｜玉1家による投盗が|Ⅱ(られ，しかもilj場槻柵が部分的にしか機能していない
という特殊な状i兄のもとで，$lllIfMr業とlJil憐企業との'''１に競合する|jLl係が姓
じる－ﾉJで，見えざる丁によ')棲み分けが進む。他力で下請系列化にみられ
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るように，ｊｌⅡ瓦の依存UAI係の形成が，郷ｊＭＹ業の発展要ｌｋ１として重視される
べきであろう。
さて，郷鋲企業の急速な発股をもたらしたミクロ要因は，経憎に柔軟性が
あり，優れた競ｲ'能力をもつ企業体質にあることは疑いのないところである。
そのことは郷鎮企業がｲ側!(l<ﾉで効率性の商い経営jNI細であることに'１１米する
のではなく，むしろ谷1''1性，効率Ｉ！'iにとらわれずにすむ経営体であることが，
柔軟性な')競争能力を｣|iみⅡ',している。次姉では，この点を検討したい。
Ｖ郷蚊企業の企業体質
｜玉Ｉ尚企業と比､|攻すれば，郷鎮企業のﾉＭｉＩＺＩｉ，経↑)ir効率が高いのは，IfIIﾘ|の
ことのように思われる。事災，郷鋲企業が急速に/Ｍ；をｉｌｌＩばし，｜司業秘の|玉１
mI）
徴企業をｉｌｉＲ業に迫い込むなどの具体｢'りな辺ｌｗＩを紹介した')，ldI1定資朧，投入
ifii金：１１たＩ)の生Ｉ協額と利i閏・税，ならびに'司一業祁の１労Ｉｉ１ｌ稀当たＩ)の生産
1tにおいて，いずれMIllI鎖企業が人および'１１小のlIil徴企業を-ＭJ|る数{１１{〔を根
拠に，郷鎮企業の4Ｍt性，効率性の優位さを指摘する論文や洲乍が少なく
（35）
ない。けれども，ｌ労I1Ii1l者?｣ﾉiた')の樅Ｉ剛iが，｜玉''１)ＭＹ業の１ノJ4000元に対し
（36）
て，郷鋲企業は4000元と，＃''1鋲企業のリブＩｌｉＩＬＭｉ性の低さを示すデータもあり，
また，呪ｲ[公表されている統計でⅡlli-l'(Ir系列の比較が可能な経,尚の効率性に
|兇Iしては，表11が示すように，少なくとも1986年以降，今業種にわたる郷徴，
（37）
村肖の郷鎮企業の平均ｲ１，！〔はｌｌｉｌ尚の］:業企業のそれを-|､1Ⅱ|っている。
いずれにせよ，統計のﾌﾉＭＬ，不lilliから，リil状では，｜玉脳企業と比較した，
郷鎮企業の化産性，経尚効
率について容帆('<jな評ｲ'''iは表,，投入溢金,00〕ｃ｣,たりの利i,ｗと税(１，１ＭJIL）
W((果せざるを得ないので､あ’98319841985198619871988
る。そこで本節では，ここ郷$IMY業２４」019.94192(）１５．５３１３３２１４」３
４Ｍ目業20.4319.9520.5312年''１１の経憐11i力|(１１の分析を 剛:↑企業23.224.2420.6520.3(）２().6３
通じて，郷鋲企業の経,洲本｜Ⅱ所）１１《l家統iil局[1987],[l()88],[l989a]，各ｲﾄﾞ度の｢１４
村郷３Ｍ冒業ル|尺１１１１呪｣，「今lIi1全冊ＭＭ:核卯兀業企業質の特徴をⅢ|らかにしたい。 ｊｉ要IMflHIIH｣，「令lMiｲj・Ilillｲ11(Ｊ１ﾉ:核jj1I:]為染企業ｊｉ要
財務指標」のJml．
１６８
１経営分析
まず，表12で経↑)柳)'｛'１を'１ﾘ(iiMしておこう。灸業柧にわたる大まかな数ｲ｢(〔で
あるが，およそ’次のような俳徴を指摘することができる。
(1)｣')(維性を示す，利i''１／総文/'１，，l00jcの,iIi,定fMi，投入資金当たりの利
i''ﾘは，いずれもはっきりとした低下IiIi,fi1にある。
その要'五'の一つは，衣でみる'U(')，労賃以外の,Ｍ:ｗ,，（設,１１，i投溢，，！;〔材
料のlMi入費）のｊ１ｊ人にある。それは加川<)には，供給ﾌＭＬが深刻化している
'〕洲料．エネルギーのコストil1iI勝にあるとみて,,,,速いあるまい。さらに今一
つの要|ﾉ(|は，激化する,Ij場競ｲﾄに勝ち抜くために，利,,,iiiを縮め，！Ⅱ)(光コスト
表１２郷jlMr業の経尚仙lhl (111位，憶兀）
１９７８１９８(）Ｉ()８１１９８２１９８３１()8４１９８５１９８６１９８７１９８８
（１）経満収支
総収入 １１１８．１５９６．１６７().４７７１).２９２８．７１，２６８．２１，８２７.`１２，２２３．６２，()3４．１４，２３２．２
総文Ⅲ
うち(Ｍ１Ｗ
（【Ｍｒ）
税金
うf>所11}悦
純ｲllIVl
労(↑以ﾀﾄの１１１１１１の総
鬘文}||に,'iめる1t率
308.0‘１５２．１５２３．３
１５９．７３３９」‘!()２.(）
８(i､６１１(川１１３１．(）
２２．０２５．７３イ.３
７．４７．９！).５
８８．１１１８．４１１２．８
６１().(）７５２．０
５()１．２６１５．７
１５３．０１７５．８
‘lイ.７５８．９
１２．５１８．９
１１５．５１１７．８
1,()(i().８１，５`１７．５１，９１３．７２，５６０．５３，７()`１．８
８１１７．１１，２６(i､９１，６０６．８２，１３６．２３，１２８．６
２３().３３()１．４３５５．５４２７．７５４１．２
７８．７１０８．６１３７．３１６８．１２３６．５
２().１３２．７３８．６‘１３．９５９．８
１２８．７１７１．３１６１．０１８７．８２５９．２
２３．７４８.(）５１．８５７．１（i１．５５７．３（i２．４６５.`Ｉ６６．７６９．８
（２）jlWN1Wli
純ｲﾘ１W／総文||((％）
10()ﾉCBI1たり
|ﾉﾘl定ｆＭ（の利1V|(〕C）
盗令のｲﾘIMl(ﾉC）
盗金のｲﾘ１１Ｗ・税金
2８．６２６．２２１．６１８．９１５．７１２．１１１．１８.`！７．３７．０
3８
２９
３７
4５
２４
２９
3０
２２
２８
27
19
26
2５
１６
２４
2２
１２
２０
2３
１２
１９
７
８
６
１
１
５
７
３
１
１
６
７
４
１
１
（３）利ｉＭの使途
仙１１１利iW1総削i(1)
拡大iVlMif(2)
農機11311附人
llLl11ﾉ川尽建設
窮隊支援
架'１１１Wﾊﾞﾈ''２|;巣
((2)/(1)｝（％）
6８．２
３０．９
１１．５
１１．８
３．１
４．０
４５．３
9４．６
４７．０
９．１
９．４
４．２
０８
４９．７
１０().(）
４３．０
７
８
２
７．０
４３．０
1()`1.0
４８．０
５
７
２
９．０
４６．２
１０４．５
５０．６
１Iil｝
１１．イ
イ８．４
()９．７１５`１．４１０１．７１２６．５１７６．２
６１.(）７１).４８０．３１００．０１３８．２
6.4８．８６．９８．５１１．６
ｌＩｊ.７１９．７１４.(ｊ１８，(）２６．４
()１．２５１．４７９.(）７９．１７８．４
'''１１ﾘ｢）lFl家統計１，）［１１)84]～[1988]，［l()8()ａ]，il1lIil農業ｲ|孟鑑編Illli姿ji会［198()]～[l()89]．
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表１３信111介作ｲ1:とのiff金貨il1i
（11〔位，憶兀）
金融機llLlから信１１１ｲ↑作}|:か｜洲l合作ｲ|ニヘ（（111什作社と
のＩＩｆ人総#(ＩらのＩｌＩｉ人#((のＩＭＴ和のmIf差
２２
２９
３０
３４
６２
８１
７２
９２
１０５
１２８
８
２
５
８
２
４
２
４
４
８
’
５
９
７
５
２
１
２
３
１４
３１
３５
４２
６０
１３５
１Ｍ
266
359
45(）
１９７９
１９８０
１９８１
１９８２
１９８３
１９８４
１９８５
１９8６
１９８７
１９８８
５６
７０
８２
９８
１９８
２７８
`108
577
732
ＩｌＩ１ｉ１ｉ）lIl家統iilA0）［1981］ｌ()211．［198'１］1851〔．［1985］527I〔．［l987
a］２()811．［19871〕］８()11．［1()88a］２９()I〔．［19881)］７汀〔．［l989
a］2431〔．［l989b］7511.
を低くする結果であると’1Aわれる。
こうしたＩｌＪｉｌｈｌはたしかに，Ｔｌｊ場絲済の価城における企業経'営の特YIを端(1<ノ
に衣わすものであるが，，'１１１，質の故１iii;，ｉｎｊｌ１ｉ１１,質の製,ｌｉＴ１１の|》１発能ﾉJがないままに，
｢低ﾉＭ(iの過呈'１競争」（｢ＭＬｌ１報」Ｉ()85flil())１４１１）によって/|化るﾕ１１態である。
このようなｈ'二|的な総`|》↑iili勅こそ，ifli杣11．エネルギーをilli純し，需給'１３係を
-11ｲ逼迫させ，景気の過熱をあおる１%〔|大|として，郷鍍企業統廃合論の根拠と
なってきた。それはともかく，全般に収洲！'1が低下し，赤字企業がj1ｳえてい
るにも関わらず，雰易にｌＬｌ然淘汰が進まないところに，郷鋲企業のもつ企業
体Ｈの一端がうかがわれよう。
(2)利ilMlの使途に|剰して，企業の肱入り}41搬に充てる比率が1984ｲｌｉ以降杵実
に恥大し，その分だけ，農業支援，雌|J1冊'1など，企業外文ＩｌＩ１の｣t率は１１，ili少
する。人阯公ﾈ|:解体後，「ｕＩﾄﾞili農」（]:業をもって農業を｜11iう）のスローガ
ンのもと，地力政ｌＩｌ:は，」也城レヴェルでの農］:'''１の均術発股をはかるための
一秘の農業税として，郷鋲企業へ利illlの一%'1納入を１１ﾘlきかけているが，衣で
みる限')は横ばい状態にある。このことは，人Ⅸ公社の１１V１１体によ')，郷鋲企
業が企業としてのjillい↑:`W|;をﾘｺﾞiめ，rlLL盗金による再投ｒＭ拡大を行なう体質
になりつつあることを>爪している。
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しかし，その一方，衣には金緬は示されてはいないが，さまざまな名卜lで
地方政府が郷jME業に対して，盗金を提供させる慣行が存続している。その
ことが複雑な利害関係を形成し，農村経済の符11M体Ili1l，行政機l1Viの改革をｌＭｌｉ
しくさせる一力，郷ｆＭＹ業の|(ｌｕ蓄積機能をﾘﾘ体化させ，外部からの資金Ｉ１１ｉ
人圧力を大きくしているとして，郷鋲企業を'１１灸に発展させるためには行政
（38）
からの完灸な独立がｲ《TII火である，と主ﾘljiする人が少なくない。
(3)上記のﾉﾊ(と関連して，イ洲l合作社を'''心とする金剛1機|奥1からのfIf入金が
人lWiiに_ﾋﾟｹIしつつある。
1980～83ｲｌｉの郷鋲企業の述Illrii金の衆iil和2010｛意兀の|人I訳は，自己資金
l242I意兀（ＯＬ8％)，農業銀１丁，イ訓]合作社からの↑|｣i入れ235憶兀（]Ｌ7％)，
その他IIflllIIlからのWIi入れ65億〕じ（3.2％)，その他資金468｜意兀（233％）と
（39）
なっており，’二l己金融１Ｍの紙,W「であったことをノパしている。しかも，表１３か
ら1979～83ｲliの，イlｸﾞｲliの$IIllfM:業の信)'１谷'１ﾐｲ|:へのTl､金額とｌｌｌｉ人揃との差撒ｉ
はわずかであり，この５ｲlillⅡのＩｌＩｉ人総叡iは182億元に対して郷`Ｍ:業の預金
総額は177億)Cであることから，郷鎮企業の{訓l合作社からのＩｌｌｉ入金は，ほ
ぼlLl己登金の迷流とみなすことができる。
1984ｲ|ﾐ以降の郷錬企業の急ｌｊＭ；は，金ＭＩＩ)川illの緩ｲ||によるところが大きい
ことはすでに指摘したとお')であるが，lTilｲlil史には銀行，信)'１合作社からの
↑|｣｢入額が|iiiｲ'１度の２１冊強に達し，その後ｲ11ｲ'１約４;I;|lj1Wのペースで１１↑大するこ
とになる。しかも信)ⅡＭﾐﾈ|:との｣'１文は，、11金棚が従来の↑''１ぴ率とほとんど
変わらないことから，このｲｌｉを境に，郷`Ｍ:業の入超となり，入超額は年々
大|偏に拡大する何!|hlにある。
さらに，盗金調達を拡大し，かつ確実なものとするとともに，Ｉｉｌｉ務の返済
１１ﾐﾉﾉを分散するねらいから，ｌｌＩｉ人先を農業銀1T，信IIlMi社のみならず，政
府部|Ｍ１，lXillU信川機UM，企業'''1情)Ⅱなどに多様化し，また従業員株式（股
側Ⅱ）
１分）Ilillの導入が試みられている。
こうして，#I1Il鋲企業は従来の'１ＬＬ金Wi1IIl'il1の絲尚から金剛１機llAlに依存する絲
営体質へとIli武換し，そのﾎﾟｉＷ:，経,断の拡大が容易になる反1｢'i’’'１火政府の金
剛Ｉ政策に大きく左右されることになる。
このような{訓1機|)Mに依存する企業経,港の特厩は，発股IiIl:究)ﾘ↑と|];l家統計
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局による大型の郷鎮二[:業企業約200社の調査を基礎にした，周其仁･胡庄君に
（41）
よる優れたｲﾘ｢究によって'ﾘIらかにされている。その要旨は次のとおりである。
ｉ）総資産額に占める負債額の比率は，工lz均５割を超えるほどの高さに達
している。これは，収祐性が低下したとはいえ，返済利率をかな')」、るこ
とから，平均２～３年で投資を|Ⅱ|収することができるからである。つまり，
負債の拡大→資産の拡大→利益の拡大→負債の拡大，といった，負債が利祐
を拡大する１１Wi環が生じ，企業にはいわば「負債飢餓」雌とでもいうべき状況
が存在している。
ｉｉ）負債の償還圧ﾉﾉから，企業は哨産を図')，妓大限の利ilflの挫得をめざ
す。特に，景気の高揚期には，貸出現ＩｌｉＩが緩ｲ'１されることから，１台入金を可
能な限り１Ｍ額して設備投資を拡大する。製,liil1の1仮売競争が激化するのも，こ
うした事情による。景気の後退期には，労賃を切り下げてでも，経営の危機
を乗り切る。
iii）仮に，債務返済が不能の事態に陥ったとしても，競売市場がないため
に差しｌｌＩ１えは行われず，Ｌ上産がＩ亭｣|してもストックは現状どおり，「|lvlﾘﾘ(が
悴lこしても，身体はそのまま」の状態で，操業が刊開されるのを待つことに
なる。
こうした経営が成り立つ前提として，次の三つの条件が考えられよう。
その第１は，郷鋲企業の当二|$肴に対する各種調査がIﾘ}らかにしているよう
に，企業を創設する最大の'三|的は，地域の農民の就業機会の確保と所得水準
の向｣工にあることである。不景気の時でも従業員を雰易にｌ１ｉｌ減しないのは，
まさにそうした創設の動機による。調査結果の'１１で，次いで創設の動機とし
（42）
て多く挙げられる項|=1は，郷，村政府のＩは源の確保，財政'|X入の1M|力||である。
つま})，就業の鮫大化と社区（地域）全体の１ｌｘ人の噸jⅡとを起業の韮たる「｜
的とするがゆえに，郷鎖企業は独立した営利企業体というよりもむしろ，地
域全体の利害関係に規定される経,賞組織としての性格を持つことになる
(『中国郷鎮企業報ｊ1989年７)三１２１１])。
そして第２に，「ソフトな予算Ilill約」のもとで，郷鎮企業が比較的容易に
資金を調達することがで､きることである。これは，金剛lflill度が整備されず，
マクロコントロールが欠如しているままに，農業銀１丁，信)Ⅱ合作社などの金
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（４３）
融機UAIが’’'1i常｢'<)にオーヴァーローンの状態にあることによる。
さらに節３に，非'１i'尚企業の!'ｲ産椛が暖昧で，lii''１龍についての法規定がな
（11）
く，Ii1i椎．li1i務の苑｣'{とｲｲﾘﾙ(はJ'：経済('<｣要'k'によるところが大きい点である。
こうして，」'x刊搬'1'ﾐが低下するなかで，金剛,機関からの剛,資への依存度をiwj
める一力，依然ｲｱ政との関係が密接不Ｔ１分なところに郷鎖企業の総営体YTの
特徴がある。fit後に，項を改めて，このような企業の性格を規定する，行政
機関，1ｌｂ城とのllAI係について検討する。
２経営組織
兀米公'１汁の郷ｆＭ:業は，郷，村政府付)瓜の企業であり，したがって，「鉄
（１５）
飯碗｣，「人釧飯」といった|兎|↑》↑企業の体||i'１とり１J(似した企業体質をもっていた。
農業経営論fi責ｲFIlillの杵及，人氏公ｲ|:Ilill度の１W１１体と並行して，江蘇行llXIWf
郷における1972～83ｲｌｉの経ﾙハ（｢人IXillvM」１９８４１Ｍ)１１３１１，および'984ｲIH8jl
lOl]）をもとに「一色三改」をスローガンとする，郷$Ｍご業の体H1改rl1iの１化
進の必要性を説く論訓|が強くなり始める。この「一也」とは，郷鋲企業の経
営にiii1iIi責任Ilillを導入することであり、「三改」とは，企業幹部の選任を従
来の党・政府によるｲ雁命からllMUj，労lli川の選挙，谷意によるﾉﾉ法へ切')換
え（終身IIiIIの廃｣|:)，］IMi貝，労'１１}行の採Illにあたっては，終身雁)llllillからIO11U（
付きの契約I|i'|に改め（｢鉄飯碗」の打破)，賃金の決定には一律|ilil定・定額Ili'１に
代えて，蕪本給に''１，米高による変動分を力||えるﾉﾉ式にする（｢人#川飯」の政
（`Ⅱ刀
替)，という|ﾉﾘ雰である。
こうした改〕''１１:のｉｌｌいは，企業のlLl主椛を一Ⅳ|拡大し，経営の効率性をi(？iめ，
谷Ｉ１ｌｌｌ１<｣な企業illll織への''11皮を’１桁すことにあ')，その成来は国↑;↑の企業政〕'１［
のモデルとなるべきものであった。1984ｲ1Aの段階のおおまかなillIiiilで，灸ｌｌｉｌ
（17）
の郷鋲企業の９１;'luItが「一也三改」をﾘﾐ施しているといわれ，改革がもた
らしたIlIil々の企業，」山城のＩＭＬの実Ｉｸ'１は，雑誌・新'１１１紙｣2で数多く報じられ
ている。
しかし，ネ|:全科学院経済Ｉｉ１ｌ:究川iなどによるn,l｣也訓布によれば，依然，経営
責([打の任命は郷，村政府が１１１１:接行なうところがほとんどであり，また，」也
（１８）
j或によ')程度の差があるものの分111in，）１１(11Ⅱ/'iでも政１１１:の介入が続いている。
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また今Ｉ]，行政の介入がもたらす弊害として，利ｉｌｌｌの過大な;|;''1)当て＝「撚
派」が再三批判の対象となっている。政府が郷鎖企業を「金のなる木｣，「小
金庫」とみなし，＃J定の税獅をはるかにI1lIlる金額を納入させるために，企
業の業績が悪化しているのである（|ｸﾘえば，「経済||報」1988年１１月2611)。
｢一包三改」の必要ｌｆＩｉがしばしば強調されるのも以｣主のようなど|「情を反'１央し
ている（『''１国郷鎖企業報」1987ｲｌｉｌ)］２１二|・同，l989flA3）IlOl1)。
このように，Jilil実には企業の，イ丁政からの完全な分IiIIIiがlMliしい品大のI1lllIl
は，財産権が||愛昧なまま，政府が郷鎮企業の実質｢I<ﾉな所ｲ州となっているこ
とにある。）(ill業査余の説|達にしろ，金融機関からのilf入れにあたっての担保
の保証にしろ，政府以外にその責任を担える三ｉｉ体は存在しない。その政府か
ら経'宮責任者に任命された稀は，当然のことながら，ｌＬＩらの地位を考えて，
市場動向よ'）も，政府の指令，意lfilによ')敏感に反応し，かつ従わざるを得
（49）
ないことにもrる。
しかも，政府と不T1il分の'1M係にあるいま一つのIll1lllは，１V三指摘するよう
に現実に存在するのは不光介なTl１場経済であＩ)，そこでの１%〔材料の確保，製
（50）
１W'のI仮売は，「コネがなければ，につちもさつちも行かない」状》１１にあるか
らである。双１１ﾘLIlillのもとでは，ｌＢ(府の支えなくしては郷鋲企業の経営が成り
立たないといってもjllll言ではない。
むろん，地域，企業によ')，行政からの独立性のり鮒9に錐はあるし，今後
の経済成長のiiⅢlhlに対応して企業としての独立性に変化が生じることは当然
予想される。しかし，今１１の今般il<」を価向として郷鋲企業は，行政に依存せ
ざるを得ない状況のもとで，就業機会の確保をはじめ，」山城の利害関係に根
ざした，谷川りな企業とは異なる経営illll織としての性格を持つことになる。
こうした企業協'1織の特質は，Ｍ(i幸悼の揃いながらも優れた論評，「対郷鎮企
業郷土特点的弁証分析」（｢'ｌ１ＭｌｌＭＭ:業報」199011ﾐ４)113｢I）で|ﾘ１らかにされ
ている。粁二卜のﾈi1MlLをしながら，その要点を示しておく。
絲営'三|標一政府の利袖，社区の禍利，労１１ﾘ１粁の収入の三カｍをiilii足させ
ることにあり，これが笑Uilされると，地域あげての栄誉に浴し，さらに多く
の資源と発展の機会が｣jえられる。llil難を時には西(!!||の企業では想像ができ
ないような，行政，｜u:論の強ﾉjな支持が与えられ，YI1跡さえ起こる。
１７４
しかし，この経営|=|標と聖llnの関係として，行政の過度の介入，寄付金の
割り当て，各柧名義の利ilWの供''1,,企業とは少しも関述のない義務の負l11な
どのJR荷を郷鋲企業が背負うことになる。
経営打，こ[場踵－多くは郷二lﾕ色の濃い農民企業家であ')，貧lKlを脱した
いという強烈なllIi望を持つ。苦労に、え，節約し，定まった経尚方式にとら
われない。しかし，彼らはjlll対('<)に，lIiIli識の蓄械に乏しく，現代の符理水準，
乢主意識などに欠けている。
企業のなかでの労Iill打に対する工場腿の地位は家長のようであり，彼の主
張どお')に，〃zllが決定される。労１１１１二行の工場｣史に対するl監督樅と拘束ﾉﾉは
ないに等しい（『'|'|玉|郷`Ｍ：業報」l98911i7)12111)。
人二}A労IjiI-例えば，fill業時に|ルノ｣した人は，人'lii1iのうえでしたことと
して，金銭や物でのお返しを望まない。また，経尚がlIllilliな時に労働肴は，
数力)]給料がなくともⅡ1,勅する。しかし，その人情が競ｲﾄ関係よ'）Ｍｉ祝さ
れ，人事を縛ることになり，その結果，企業|ﾉﾘﾊﾞ'１には近親者が多くなり，労
Iill者総体としての素質が低下する。
なお，蘇南地域においては，労働稀の孫111にあたっては，農家の｣|)(入が均
（51）
等となるよう，農家１戸につき１人を募集するところが多いが，それは)ｉＦｌＩ１
機会を均等化し，社区全体の柵利を優先させるzli例といえよう。
意志決定一党・政府，＃1'1鎖企業局，符理部'''１，IiⅢi，ならびに税務機関，
銀行，社会同|体など「h11iが多すぎる」状態にある。ある機関は完全な決定椎
を，またあるものは部分(I<｣な決定権を持ち，また，決定に大きな影響力を持
つ部'''１もある。四111|の企業のように１人の経営打が高度な絲営|豊|主椛を持つ
ことはない。このことは，大衆のｸill恋を集め，入局的な災ﾉﾘ}の柵想を皆でｲⅡ
談し，各力Tiiに恩恵を』)え，またiii例を兄，良好な外的環境を造るという長
所はあるものの，干渉が多すぎて符理の効率を悪化させている。
むろん，繰り返すまでもなく，こうした企業体質は各地の郷鋲企業に一様
に共通してみられるというわけではなく，郷鎮企業の先進地域と後進地域で
は体質に差があることは十分予想される。また，先の総徴分析においては，
1V投交に向けられる利ill1の比率が高くなり，郷鋲企業余体としてみた場谷，
企業としての汕立性が強くなるIllmlfi1にあることを脈認した。この(11||面からみ
第６章郷鎮企業論１７５
る限り，上述の企業体質も不変的なものではないことを物語っている。
しかし，全般的な仰lfT1としては，郷鎮企業は，社区全体の利益に貢i欲する
重要な経営組織として存在するのであり，盲'二Ｉ的に利潤を追求するのも，ま
た，非合理的要素を多分に抱えるのもそのためである。社区全体の厚生水準
を向上させる組織として期待されるがゆえに，地方政府，地域住民に支えら
れ，合理性，効率性にとらわれることなく，１１丁場動向に柔'肱に対応し，強靭
な競争力を持ち得るのである。
すでに指摘したように，今Ⅱ，研究者，政策}11当者の''１１では，郷鎮企業の
正常な発展を阻害しているのは，こうした企業体質にあり，合理的で独立し
た経営組織に改革すべきであるとの見解が一般的である。しかしその一方で
少数ながら，現行の企業illll織の長所を評Iilliし，短所の改善を主張したり（例
えば，噸幸偉)，あるいは，経済，社会，文化の後進地の場合と限定しながら
も，現在の郷鎮企業体iljllの有益性を積極(１９に評(111iし，全|主|一律に行政と企業
との分離，分椛による企業の活性化，ハードな拘束などを推進することは通
（52）
切ではない，とする兄ｌｉギもみられる。
たしかに，短期間で一律に，郷鎮企業を谷111的組織へ改編することは，リ
スクは大きすぎるし，不可能であろう。合理的な企業組織へ改編されれば，
雇川機会が減少するうえに，これまでの急速な発展を文えてきた非総済的，
非合理的要素を失うことになるからである。企業組織の合理化によって，郷
鎮企業がより－屑発展するという確実な見通しはないのである。
VＩ展望
農業の合理化に伴うさらなる余剰労Iilij1力の鉦(在化が予想され，国営企業が
抱える過剰就業問題の解決策が兄１１１，せないまま1980年代後半に入り，年平均
1530刀人という新規労働力の労IJITIj場への参入が続いている。農業，および
都市|正|肯企業部門での労働の需給関係が改稗される兇通しがたたない状i兄に
あって，郷鎮企業の発展を４illlとした農村工業化は今まで以上に重要性を増す
ことになると思われる。今後采たして，これまでどおりのlllH調な成長を持続
することは可能であろうか。
１７６
サブセクターとしての#llIfMr業の発展は，Ｔｌ７場維済の領域が拡大し，｜玉|皿
経済今般の高成焚が続くなかで，メインの国営企業による供給が不足すると
いう状i兄のもとで可能であった。長jUl的にみれば，｜];|営企業の体ＩＩｉｌｌ改革が進
み，供給能力がlfil｣元し，Tl1場競ｲﾄｶがりjl化されることが予想される。そうな
れば，少なくとも|玉|営介業と競合関係にある業種の郷鎮企業の衰退は不可避
であろう。また，天安１１１１事件後にみられたように，一時的に政ｉｆ１Ｉ青勢に左右
された')，金剛lijlき締めなどマクロの経済政策の彩粋を受けて統廃合が繰り
返される可能性も否定できない。ことに，短ﾉﾘＩ的な利猯を求めて繰り返され
る無秩序な過当競ｲ'に対しては，’'１火政府がより柵ｉ((1<｣に介入することはあ
り得よう。
しかし，当ｍ現状の双ﾘﾘLIIillの枠jlllが大きく変化するとは考えられず，政府，
|玉|営企業による投査にはＩＭＬがあることから，今後もり|き続き郷鎮企業が発
展する余地は十分にあるとみられる。特に，｜正'尚企業との|Ｈ１の棲み分け，も
しくは1,蒲系列化によるパートナーとしての関係は，｜玉|営企業ｌｆｌ体の発展に
及ぼす影響は大きく，｜玉|氏経済にとってｲ《可欠のｲＭ１として郷鋲企業の役ｉｌｉｌｌ
はり|き続き重視されることになろう。ただし，1984～88年にみられた超問速
の成瞳は，’'１央政府がインフレを容認しない限')あり得ないことであ')，し
たがって，今後も従来どお')の雁ｊｌｌｌﾘﾘﾋ｣|)(効来を）０１侍するのは靴しいとみられ
る。
発展の余地といえば，沿Iilﾘ|Ⅲ１発戦略にiハう輪Ⅱ1,産業としての発展にもﾉﾘl侍
が寄せられるところである。しかし，’'１リリ父府の械恢iI9なjliililll,振興策があれ
ばともかく，１１１．に{l1lil》'|企業のlLllUj努力にｲJ;せるだけでは，海外111場での競争
に勝ち抜くだけの経済能ﾉjを排ち得るのは一部企業に|U(られるであろう。
ところで，郷&Ｍｒ業の経尚状態がすでに悪化の兆しを見せていることが今
後の発展の|醐朏さを了１１(||させる。こうした傾Ifilに対し'980年代後半から，
｢－包三改」のIlill度改革と並行して，先端技術の導入を含む，技術改良の１化
進によって郷鋲企業の経徴体質を改稗すべきだとする議論が|と|立つようにな
る。しかし，詳論するまでもなく，谷I1l1化による効率性の追求と雇用吸収ノノ
はトレードオフのUM係にあ')，郷鎮企業の資本・技術集約lWMr業へのDliZ〈換は，
農業部'''１の余剰労Ililﾉjの|ﾘﾄkIlXﾉ｣を低下させてしまうことはlﾘlらかである。農
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村において就業lIiﾉjがよ')-11ｲﾘｶ!まるなかで郷ｆＭ:業の)１１()'１'UUUlX効果が99ま
れば，農村]二業化の愈我が失われてしまうことになる。
いずれにせよ，今後郷&鮒:業が三脛典な扉Ⅱ''１)１１(｣|ＸＪｉｉとして発展するうえで，
|玉|蛍企業との''１１の共イハド11i完llAl係の'(i''''１，．拡大，地域'''1のイヤ｣1l1i1<ﾉな企業配置，
などllI火政府による朧業政策が不iiJ火となるであろう。
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第７章対外|刑放と開発11戊''１各
Ｉはじめに
改１１１１J:．|ｻﾄ]放から12ｲ'三，Ｉｌ１ｌＩｉｌ維済は大きくlliMiした。ｌｌ１ｌＩｌの主要絲済l旨標を
ひもといてみると，1979～88ｲｌｉのlMillllに，lEl氏ﾙｊＭ{産のｲＩｉ平14」成健率は
9.6％という商い/Ｍ(iを記録し，このうち農業/|{産棚の↑111ぴ率が6.2％，=[業
（１）
ﾉｌｉ１ｉ剛iのそれが12.8％となっている。したがって，７８ｲ|ﾐを｣i(準イドとした88fl式
の|玉lhkb総生i韮の↑''１ぴll1Wiは3.91冊，そのうち農業化産緬が4.211ネル百l:業/Ｍｉ額が
（２）
4.3ｲﾊﾞである。農業や工業を含め，この]()ｲﾄﾞ'''1にIl1l1Iilの|正'１１３経済における生
藤ﾉ｣が飛lili1il<｣に1W大したことがわかる。
●
対ﾀﾄ貿易についても，ほぼ|Til様のlAMiがみられる。1979～88ｲｌｉ，lliiiii肥,入総
#l(iのｲﾄﾞ平均成災率は15.3％で，このうちI1iiiill11のそれが16.2％，Dlilii人が15.3％
（３）
となっている。したがって78ｲﾄﾞを基i((《ｲ'１とした場谷の88ｲ|さの輪''１，人総額は
（４）
3.()|(11＃となり，このうちIiiiilIl1が4.21冊，lliiii人が3.7ｲﾊﾞである。この''''’’'１|正｜
のjliiiiill11がＩＭＬ余体に占める;|}||ｲMTO,75％からＬ43％へと1%｣'１#し，ＩｌＭＬにおけ
（５）
るllUi位も32位から17位までに」ミケＩしている。いずれもが改j1Iい'111放のＩＭＬで
ある。
紬),,)，改ｈＩＩＩ[・ｌＩＩｌ放が'三ｌｌＨす経済|Ⅱ１発の』Ｍ（(l<)戦''１片||標は，一言でいえばｌＩＺ
１】Ｗ｣の発腿と|(illにあったのである。1982年911,ll1lli1共朧党Zi)川21111余|盃|代
表大会で'11,された「IIMliiI1iiBJ（４１}州）の捉汽がこのことをhl1ﾘﾐに物語って
いる。つまり，1981ｲﾄﾞから今ｌＵ:紀木までの20ｲ|え'''1，’'１lElの経済雄設のJiL本'三｜
標を絶えず絲済効釆をリ|きＩげるというiii胱のもとで，農業とｌ業の412虚を
（６）
４伯にjWIIやすことに設定したのである。この'１標は?１１時としてはかな')i常j〈，
111F心(|<｣でさえあったが，ともかく経済発股11山''１片のルイⅢ標を具体(Ｉ<ﾉに提言し
（７）
たことに大きな意義がある。その後10ｲ|{，ノＭｉﾌﾞJの発展においてそれを')の
第バヒ対外|Ⅲ|放と'''１発11戊略１８３
成采を収めた。だが「剛iilii稀」の提言はLMiﾉﾉ発展の数量(1<｣な'と|標をlﾘＩ示し
ているのみでなく，絲済効来のり|き上げというｆＭｉﾉﾉの質(1<」|('1-Ｌをもｌl指し
（８）
ている。このためには商,IiiI1絲済・ili場継済の発展がｲ〈TII火であＩ)，１１i場メカ
ニズムの導入による経済効来のl(ilLが爪要訓Ｌ１辿になってくる。そこで′'１１漿力
の発展とlfilLを［|指す改革・ＩⅡ1放は，つきつめていえば，iWi,１，１１，経済の発展と
ilj場メカニズムの拡人をもたらすことを戦llIif体系の一環とせざるをえないの
である。１Ｍリjの発展はおのずから|JilhkL経済今般のり11代化にも寄与するとい
うことで，改j1iL・'Ⅱ|放はまた''１|玉|が'1桁す'ILlつのりd代化達成の!|U〔I11ff手段の一
翼にもなっている。
そこで改lIIIiと|ｻﾄ|放の|對係について考えてみると，改11111:とはIli'|度改jII1iであ')，
これまで経済発展を|lⅡ(717:してきた絲済洲i'Ⅱ史の改ｊ１ｌ１ｉが行われてきた。大きく
は農村人民公社Ilill度の改２１１０:やhllTlj絲済洲ill度の改jIl10:がある。さらに細かくい
えば，所有と経営の分Iillli，企業lLlfii樅の拡大，多机多様な形式の/|{産責（[IIi'１
の導入，絲済計l11jlの緩和とilj場経１斤の拡人，I111i格体系の盤liIli，労'１１１．賃金Ilill
度の改jYiなど一巡の体系｢'<]なＩｌｉｌｌ度改1＃:がある。これらがll指すのは，練')返
すが，経済のIilli航法Ｕｌｌを体ﾘ,lするiWi,'１１１，維済の発腱と111場メカニズムの拡大で
あり，それによる/Ｍｉﾉjの発腔と|(,I[である。これに対して対外開放とは，
諸外|兎|との絲済交流を広げ，絲済llM係を緊密にしていくことである。政策的
には絲済特区の|＃|放，外資のii1i極(l<｣導入，対外貿易の一ﾙiの拡大，沿海地域
発展l1ilUl1升などの一jlLのｌｌｆ置がとられている。ヌ１１外１%1放はこれまで''１|]:|がとっ
てきた姿勢を一変し，ＩＥＩ際分業を11『定して，｜'|ら|];|際iIi場への参入に努め，
溢水=ｉｉ義経済との接合過程で，資本三ｉｉ義の利ﾉ,１Kをも受け入れるものである，
と１１Ｗしてよい。これによりIlill度改l1l1iと１両|じく，その'二|標は，商１１iii,継済の発
展とTlT場メカニズムの拡大を促し，絲済効果のlf1LIにﾙiIiぴつけて－ⅣｉｊＭｆノノ
の発展を|叉|ることを１１脂している。紙1,0)，IlilⅡ史改]'''１:はﾊl外|ｲﾄ|放の|玉||ﾉﾘ(I<)条件
を纏IWi，提供し，対外'１ﾄ|放はIlill度改jﾘﾙ:を'二F|際(|<)(!!|1Ⅱliから支援し，促進するljM
係にある。そしてi''１１ｲ'iはⅢﾉﾉ:に|兇1逃しあい，いわば【ＩＳＩ韮ﾉJの発展をl1jMhする
111のiilIi輪のUAI係にあるということがいえる。なお，これまでは対外|Ｈ１放が先
に進み，Ilill度改革が人''１iiiに遅れているのが災ｌ１ｌｉである。
対ﾀﾄllM放は１ilIiかに絲済発展に役]>:っているが，その』４体的政雄や|Ⅲ１発)|U(IWf
１８４
はどのようになっているのか，このﾉA(をIﾘ|らかにすることがが本]､ｉｉの洲迦で
ある。まず対外|》1放の背景と戦略(I<｣体系について述べ，つぎにこれまで展開
されてきた|)}|放政策を，経済特区，ｉﾊilMh域，外ifii導入，対外貿易のllUiで，
それぞれの|刑発)|UU''#の自!|｛I11iや''１１池について考察してみたい。
Ⅱ対外|Ⅱ|放の戦''１((Ｉり体系
’'１|]ilは1978年l2llの'''１F|共産党卸川１０１３１'１全会でもって，対外|＃|放に踏み
きった。文'''１[後にとられたこの政策ｌＩｉﾊﾟ換は，日ﾉJ史ﾉＩｉのｌｌｉｉｌ１ｌｌを振りかざして
排外(l<｣政策をとってきた過去のあやまちに対するⅨ満からきている。llLlつの
Uil代化をＩ(|i逃して絲済発股をはかるためには，どうしても対外|＃1放をして外
|玉|の利点を１１)(')入れる必要がある。新''１|玉|成立以来の|]ﾉj更ｌｌｉ政策は，実際
には鋤|正1政策にしかすぎなかった。
llll1ilがこれまで対外1%Ｉ放政錐をとらなかった，もしくはとれなかったｊｉｌＩｌ１Ｉ１
はなにか。それにはそれな')の脈史(|<｣背景があった。節ｌに，1950ｲＩｉ代，朝
鮮１MＭ卜を契機にアメリカを'''心とするilWIl1ll資本主義諦|玉|に敵視され，その対
''１封じ込め政策にj111つたからである。このｌｌｌｌに対ソ一辺倒的政策をとり，ソ
jlLからそれなりの援lﾘﾉを受けた。だがjiJ2に，６()ｲ|え代，’1'ソ対立が衣ii｢li化し，
ソ連から援助悴｣|:，技術肴総ﾘ|き揚げの扱いを受け，ソ連・束|吹とのUM係を
大きく後退させざるをえなかった。ときあたかもベトナム戦争が激化するな
かで，’１１国はますますlIIlﾉﾘにこもる状態におかれた。節３に，続いて文化大
jiI1D:命が起こり，この』雌ｉｌでｌＬＩﾉJ山'て政策が盃|||'され，これを対外経済交流と
対立させて，盲ｌＩｉ１<｣な排外三ｉｉ義に北った。’１１１人ilMIは対外貿易を「沖務迎1ｌｉｊｊ」
と伽唆し，技術導入を「洋奴哲判と攻撃し，｜]ﾉJ史ＬＩＳをあらかたlLI給|と１足
（９）
と|両lﾀﾞ'|に扱い，徹底して銑|正|体Ilillをとった。文]!＃:)Ｕ１の極左ＡＭ(のl杉糾による
害赤はきわめて大きい。このほかにしいて述べるならば，「|'|玉|には釧国の伝
統がある。「地大物|W:」（土｣IILが)女く，物資がＩＨＩか）で他'五|に求めるものなく，
|:IらlIt界|玉|家をなすという'１１地U､想の考えﾉﾉが１１｢〈から二lijlﾘ|だけでなく瓜衆
のなかにも強く残っている。ともあれ，これらの意味をも含めて，対外ｌｌＩ１放
政策はl11llIIにとって処|正1以来の－大ｌｌｉｉ<換であった。
第７章対外|＃|放と|汁１発戦''1Ⅱ１８５
そこで対外|＃|放とはなにか。この点について，係]i宗論文が}ﾘ1確な概念＃Ｌ
定をしている。つま'）「独立自主，｜そ|ﾉ]史化のilii提のもとで，平等互恵の１%〔
I1lIを堅持して，対外貿易の発展，先端技術の導入，外l玉|盗金の借)'1を行い，
（10）
積極的に対ﾀﾄ経済ljllI力を展|)|lして，わが'巡|の現代化処設を促進する」という
ことである。ここで留意すべきﾉﾊ(は，’二|力史41三の立場を依然として崩してい
ないことである。そのうえで対外貿易の発展や技術導入，外if1S利111等の対外
経済協力を対外開放の|人|容とし，その'二Ｉｉ１<)をIlUつの州上化に寄与することに
おく。この意味から，対外|}}l放の概念には''１|玉|経済全体のあり方および''１|玉｜
の対外経済関係全般にかかわる戦''ＭｊＩ､鯉と指導lＪ１剛が含まれているとｶｷﾞされ
る。対外|ｻﾄl放は'１１|巡|経済をして必然(1<｣に|}Ⅱ放継済体系に|(１１かわしめざるをえ
ない。そしてこの|)'１放経済体系はＷＭ,経済発展の1111題とも深くかかわってい
る。いうなれば，ｌｌＨ放総済は商IIii1,経済発展の必然的結采である。それと同時
（１１）
に，ilW品経済の発股は|)ﾄ|放経済がよってたつ内ｲＩ１ｉ１り条件でなければならない。
''１唾|はili'|度改ｉ１１ｌｉにあたってｉＷｉ１１ｉＴｌＩ経済の発展によるＬＭｉ力の向Ｉを［I指してき
たが，対外開放政策はこのilWlIiiII経済の発展を-11iｲ化し進める役割を担うと同
時に，「'１|巡|経済内部において商,1,11,経済のある稗度の発展がないかぎり，｜)M放
経済体系もうまく機能しないのである。この意'しkでは，｜ｻﾄ|放経済はilii11ii1,経済
と表裏一体の関係にあるといわなければならない。ｉ１ＷＩｈｌ,経済の発展は必然的
に開放絲済を必要とし，また'１Ⅱ放経済はiWi,ｌＩｉＩ,経済の発腿に依拠せざるをえな
いのである。
つぎに，開放経済はull外|f'１型絲済ではないが，しかし外lfT1Ui1経済はｌｌＩｌ放経
済体系の111要なliMii収部分である。いいかえれば，開放経済は－面ではﾀﾄlfjlll1
経済である。では，外lfil型経済とはなにか。路林書はこの１１１語についてつぎ
のように＃A定している。つまり「ある'稲|が|正|内経済の健介な発展と成長をl化
進するために，｜玉|際T'7場にIhlけて|l}|放し，｜ごliI際Tlj場の需要を指lh)して形成さ
（１２）
ﾉしる継済柵造および経済機榊の体系である」と述べている。ここで冊意して
おくべき点は，タトlfil剛経済の|=|(I<｣があくまで|玉||ﾉ1経済の発展と成長にある点
である。そのうえで圧||鱗分業に参入し，それを指ｌｆｌ１するもろもろの)|晩''１%手段
の展|#1が考えられる。
｜刑放経済体系としてのﾀﾄlf11型経済における|＃1発戦''１件の'''１題について，ほぼ
１８６
１１つの爪要な)|UtllI綿腿jがある。これを体系(|<ﾉに並べてみると，｜)Ⅱ放一沿１１リ
ー労１１１１集約l1iMi業一jliiliill11lfflfil-ljl;|際経済iliii環という序列のJLつのキーワード
がある。この外|(,I型経済体系に対して，それぞれに対応する|ｻﾄ１発戦略の選択
（１３）
肢がある。以1〈，史１Ｍ(論文を参!'((しながら述べてみたい。まず第１に，１通|際
経済１１iIi環と国|ﾉﾘ絲済1111i環の関係である。’'１ＩＥＩの論洲は，」２述のﾀﾄ|ｲ'１型経済の
概念BA定にもあるように，｜正|際経済１１１１i蝋は|]三||ﾉ､]経済iliIi環をもってJ,囎礎とする
認識に立っている。たとえば外lM1経済において“耐､､ｲ１１外”（1%〔料市場と製
,liiI1TlJ｣坊の１１１，j力ともl1Il際ilj場に求めること）であっても，その本体はl2iil内にあＩ)，
|正|内から各櫛ifiiil1i〔のllWi・''１１桜の投入が必要である。つまり，｜正||ﾉ､I経済１liqi環
から切')Illllliした'１１|際経済１１而環はあ')えない。それに10億の人'二|をもつ''１国の
lEM内１１１場は'三〔人であ')，これを1Ｍけるような'１１|際経済Ⅱ'i環はおかしいので
ある。鋪２に，lliiiii出折|(11と輸入代桙との'11係である。一般｢|りにいえば，｜Ⅲ１発
戦略の|||(i序はjliiiii人代杵から光に発展し，ある段階で逐次Iiiiill1,指l(,1へ発展して
いくｊＭ,｛をたどる。jIiiii人代替の発匹は安本袴枇の|(liでも，技術irliにおいても
lliiliillj,指|(,1の条|ﾉﾄを終Iilliする役{|;||を来たす。そこで仮にjliiiiIl1ll行lhlllUill1片を実行し
ようとしても，たとえば沿海｣山城でいきなりjliilii,''1,桁lhlllU(''1汁に進む場合でも，
jliiiii入代梼戦略を避けてjmることはできない。いわんや，すでに述べてきたよ
うに，llIlElには|〔大を|;IillﾉﾘTlj場があるので，なおのことlliiiillI,指ｌｉ１Ｉと輸入代杵
の戦ｌｌ１ｈｉ１<)選択のかねあいを緊辮に考える必要がある。
節３に，ツノⅢ集約l1i11雌業と盗本・技術集約lliM:業の|兇|係である。’ｌｌｌ]ilには
蝋富で低廉なｼﾞﾌﾞl1Iillﾉﾉがあり，労'１１１１集約!(1)韮業に｜･分な比較優位をもつので，
それをjⅢしてlliii,'''１指|(,１１雅楽ないしは外|(111'ｉｌ経済を発展させる条ｲﾉﾄが十分にあ
る。－此IlIllilは資本・技術ｉＭｊ１'i1産業を発展させる条Ｉｌｌ:をも持っている。
沿iimhlI11jにはそのような人(1<｣物(1<｣条件がそなわっている。とくに科(学技術人
員がこの地域に100余ﾉﾉ人も帯ｲ１１｛されてお')，’１１|];|における頭脳労11111の賃金
コストはﾀﾄl玉|に比べて一川i低脈であり，そのﾉﾉﾊﾟは優位である。したがって，
労Ilill集約型産業と|同llIlib並行｢1<｣に溢水・技１１１V集約ｌｌＭｉ業を発鵬させる|刑発戦''1片
をたてることが''１能であり，また有利でもある。
節４に，浴iiiと内陸との関係である。ｉｲﾄ海地域において外ｌｉＭＵ経済を発展
させる多くのｲ丁利な条件があることはいうまでもない。しかしながら，だか
鋪７章対ﾀﾄＩＩｌ放と|Ｈ１苑１１戊略ｌ８７
らといって|ﾉl陸の栄iﾉﾄをまったく度外視することはできない。｜ﾉﾘ|雄において
も条件のある地域においては，それな')に外|｛,1捌経済の発股が'１J能であ')，
その可能性を追求せねばならない。とくに外資導入の1「Iiでi(伽地域を優遇し
すぎて，内陸を差Ｈ１するようなことは避けなければならない。逆にいえば，
沿海地域の企業でもすべてjliIiilll1を指|(1Iすることは不１１１能であＩ)，イ}|当の(|j分
が|正１１ﾉﾘTl１場にlfllかわざるをえない。したがって，沿iilと|ﾉ1陸の脇ﾉﾉおよび横
の連繋を強める１%1発11ﾘﾘ'１枡を考えなければならない。１１k後にｊｉＪ５は，’111放と改
１１２の|坐1係である。このﾉ11Aはすでに述べたが，要するにlIl放と改HI1Lはセットの
|兇Ｉ係にあり，ＴＷＩはI11ﾉﾉ:に緊密な|人|采をなして影糾しあっている。たとえば
柵１１'地域の外lf11M経済を発股させるためには，当i('i，ヌil外貿易のIIill度改１１|[を
徹底させる必要がある。uIxのIiつのｌＩＩｌ発城略の諸llAl係のほかに，Ⅲ|j人]Uiu
企業と郷鋏｢'１小企業のｌＲｌ係がある。浴Iiiﾘ｣也城の郷fMr業は外|ｲ'1型経済の発股
をｌＩｌｉ進する過稻1でｌＭｌしがたいｲｲｲEになっている。しかし，これらの#'''1鋲企
業は技術ﾉJと経↑;帆材に乏しく，’'１１i報にも欠けるというlllll辺を抱えている。
これらと都市の人』'ｉＭ:業が下を結んで|)lﾙﾉﾉすれば，きわめて強い競争ﾉﾉが生
まれ，タト向型経済の発腔に大きく奇ﾉﾉすることはまちがいない。
’'１|玉|の|)M放政策は，」山lll1il<｣，附近｢|<｣そしてllUUl1＃(|<jにいって，「分力位の|ｻﾄ１
放」を試みようとしている。それが來冊|船ilmであろうと，’l1llfllまたは11q北部
であろうとすべて１%1放のﾇ'１象になるべきであり，そして';Ⅱ『が社会:二ｉｉ義|玉|で
あろうが資本主義|';|であろうが，また先進|玉|や発股途Ｉ｣]ilを'''１わず，｜||瓦に
（１１）
維済|)M係を深めるべきであると考えている。対ﾀﾄ|)'１放は外から|ﾉﾘへ，小から
人へ，点からirIiへというノノ針をと')，総済特区－，W}IilllⅢ|放川Iljと沿海経済|)'１
放区→|ﾉﾘ陸などの爪１１ｲｉＩ<ﾉな階梯をjmじて逐次沿illから|人]|雄に向けて|化進さ
（l別
れる。そして'１Mt造(I<｣，llUilWfl1<｣には｣i述のｊｍｌ)，｜過||ﾉ､l絲済１１，'i環を』,L礎にしなが
ら'111漂絲済{liIi環を指|｢,Ｉし，DIiiiill｣,脂|（,１発股はつねにlliIii人代州|<」発股とのかねあ
いで推進する。また，ツjfllill集約型産業は資本・技術集約1lil11曜業と|両111荊Ｍｉｉ１<ノ
に発展すべきであり，jllI鋲''１小企業と都ilT大型企業との紫密な結合による発
展の1替在ﾉ]に留意することなど，対外|＃1放の戦''1片は「企ﾉﾉ位」という111評iに
示されるように，きわめて総体(1<｣，多i｢'i｢1<ﾉ性格のものであるといわなければ
ならない。
188
以上の開発)lUUlhの体系｢lWii想を背後から〃t定しているのが，’''１王1がおかれ
ている雁史的社会的条件である。いわば|；'1発lMlU'１枡の｣ＪＩｚｌ:であるが，Ｉｌ１ｌ玉|では
これを「|玉Ⅱ青」とよんでいる。’五||青にあった|)'１発戦''1ff，その'玉Ⅱ青とはいろい
ろあげられるが，ここでは人|]，｜玉'二ｔ，低|)ﾄ|発，そして社会主義のlLlつの特
徴を取')あげてみたい。まず第１の特徴は，’'億という巨大な人'二|を擁して
いる国だということである。人'二lが多いことは労lliIﾉﾉも盟涛｢であることを意
味するが，｜可時にそれがil1j税人'二|として大きなiil1lにもなるＩｌ１ｌｌｍを見逃して
はならない。人'二|の約８M;||が農民である。その教育７Ｍ(iが低いことから|司民
（16）
経済に大きなfullとlNl1lIをもたらしている。経済|ｻﾄ１発ｌｌＵｉＩＩ片がまず第１に考慮
すべき要因は，この'ｺﾞ大な人｢I<｣資Ｊｉｉの活性化をいかに考えるかにあるといわ
なければならない。
第２の特徴は，広大な|玉|｣:をもち，地域格差が非常に大きい国だというこ
とである。｜玉|土が広く大きいことは，天然資汕ｉｉが豐淀;であることを意味する
が，しかし人'二1で平均してみた資源の１人当たりIIIllWlIkは必ずしも多くはな
い。｜玉'二kmi積のうち'1|地が33.3％，高原が26.0％，盆地が18.8％，丘|凌が
9.9％，平原が12.0％で，そのうち耕地はわずか10.0％しかなく，１人当た
（１７）
|)の耕地mi積はかなl)狭い。さらに重要なことは経済発展の地域格差が非術
に大きい点である。主に】〔部の沿海地域が比鮫｢19発達し，内|曜部が遅れてお
り，特にlI1iUi部およびilq北部の落差がきわめて大きい。また'両Iじ沿海地域で
も都市と地方との'１１１にかな')の格差が存在する。’'''五|経済の|)'１発戦略にとっ
て，これらの地域格差をどのように認識し，その格差を縮小する方向でいか
に開発を考えていくかがZn要を課題である。
第３の特徴は，低|ﾘﾄ１発の'''１組である。ll1liilはﾈ|:会Iiﾐ義|玉|であるが，同|聯に
また低開発|玉|でもある。URl民の/'三iiIi｢水準は低く，いまだに貧しい。｜玉}民１人
当た')の所得水１１(iは，｜玉|連統計では最低所得|正|に)威し，３００ドル台のインド
なみである。もちろん社会体Ilillのちがいからインドとの､１１:接比較はできない
が，それでも所１１｝水準は低い。練Ｉ)返しになるが，人'二1の８;!;'1が農民であり，
彼らの教育職度も概して低い。毛沢東をして「－鋼二tl」といわしめたよう
に，かつての''１国は貧しく「文化」穏度も|と1級に近い状態にあった。現在は
どうであろうか。１２ｲli米の経済発展でlEl瓜経済がＩ|ｲＴｌき，lLlLb生活もそれを
節７章対外|ｻﾄ|放と|)ﾄ１発戦''1片１８９
')にlhl-上し，’''１１;|はかつての「一窮二|=|」の状態からようやく脱１illしたが，
しかしまだそれほどの余裕があるわけではない。｜＃|発戦lIlIfを考える場合に，
''''１１のこの低開発の状態をⅡ11:祝しなければならない。
第４の特徴は，社会主義|玉|であり，社会主義体Ilillを堅持するという立場で
ある。これはイデオロギーの'１１１題でもあるが，それだけで､はな〈，’'１|玉|の歴
史的社会的条件に規定された容帆的条件の要請にＪｉＬづいている。搾取のない
平等な社会を指lfilする社会主義の理念を辿求することはさておくとしても，
llI意の貧しい圧llXjを飢餓から守り，それぞれが豊かになるためには，所得の
大きな格差は許されず，社会主義のiiiを歩むしかない。
資本主義の道は継済の汎iliLと|玉|家のIjii壊を意味するだけである。この大前
提のもとで生産ﾉ｣を高めていくために商,１，１，経済の発展とTIT場メカニズムの拡
大があり，改革．|ｻﾄ]放の政策がある。ｉｆｌｊ小平が提'１Ｈした「先寓」（光に蝋かに
なる）政策もこの大前提からはみでるものではない。改革・'3N放政策の推進
がどのようにして社会主義体ＩＩｉｌｌの１%〔llllと折')谷うかが実は最も雌しいところ
である。ある意'１ﾉＩｔでは，｜ｌＭ放政策の戦略は多くのirliで社会主義体Ilillの堅持と
ｲ１１矛)iziする{'1''1ｍをもたざるをえない。はたして社会主義(l<｣な商,W,経済，社会
主義的なTl7場メカニズムというものがあるだろうか。仮にあるとすれば，そ
れはどのような形態のものであるのか。また仮にそれがありえないとするな
らば，改革と1)'１放の|((ｉ進，つま}〕商Ｉ１ｉｉ１,経済やＴＩj場メカニズムの発展は''１国の
社会主義を薄め，究jIiIi的にはなくしていくことにな')かねない。この辺が改
jVi・開放政策につねにつきまとう池lW1iWである。
この点は，とくに対外|Ⅱ1放における|ｆ|際分業の'''1題との|剰述で考えると'ﾘ｜
らかになる。対外|＃|放は政策IlOに経済特区のｌｌｌｌ設，対外貿易の拡大，外資導
入を促進するが，その経済的本質は，’1'|](|経済を全ii【li(|<jに|正||鱗分業に参入さ
せることを意味する。そして，’'１国経済が|正|際分業体系にﾙⅡみ込まれ，｜正|際
Tlj場の厳しい競争にさらされることを党`W}しなければならない。｜ｴ|際分業は
その性格｣二資本主義的な/|ｔ産|對係に規定されるので，その場谷，それが仮に
''１国にとって「不谷I1l1｣，「不公平」であったとしても受け入れざるをえない
（１８）
ことになる。多少「}11」をするが，よいこともあるということである。この
点の|Ｈ１題について，いみじくも銭俊瑞論文は次のように規定している。「わ
１９０
れわれが|正|際分業にliliIil(('りに参ＤＩＩして対ﾀﾄ貿易を発展させ，通Ｔｌ:に外交を利
)|Ｉすることは，あるirliでは疑いなくlEIil際独占安本に一定の“みつぎ”を納め
ることである。つま')無償で一冊'１の剰余I111illhを移iliZiする。しかし》'|のｉ｢,iで，
われわれにili{iliiなlH(策と厳格な/i側1があるかぎ')，われわれはhlj族絲済を発
（19）
展させ，人1lbの/liiiIi水j((iをリ|き」xげることができる｡」このように，対ﾀﾄｌｌｌｌ
放政錐は高次元の戦''１件|l標において溢水三ii義｢'<｣な']il際分業における|玉|際経済
|對係を肯定しているのであり，またそうせざるをえないのである。
ll1lTilの対外|Ⅲl放における開発110U'1%を考える場ｲﾔ，つねにその｢〔人な人'１と
多様な地域格兼をもった)女人な']il12，これにkM地された'''１F|経済のﾘﾐI11jとそ
の発展を念頭におかなければならない。いかに外|('1型経済を考えようと，あ
るいはその一環であるところのllil際維済iliIi環，jIiiii,''１，指|｛,ｌｉｌ<」発展を考えようと，
'''1腿の要は本体である''''五|のlJillﾉ､|絲済のiili性化をもたらすものでなければ意
味をもたない。また，｜)}1発戦ｌｌＩｈは，線')返すように，’''１１Ⅱ|が必要としている
社会三ｉｉ義という人iiii拙の枠内でしか認められない。それと|司時に，その大｢iii
提のもとでなら笈不二iﾐ筏的要素を含むものであっても許雰されることになる。
ﾘ[lｲ１１のlMl放政莱は，むしろ資本ji義(|<｣要素を含むものでも人lluに受け入れる
ノノlhlをとっている。対ﾀﾄllH放戦''1ｉｆの般人'二I標は外|]《|の絲済ﾉjを利lllして''１国
経済の発展を|ﾇ|ることにある。対ﾀﾄ|Ⅱ|放によりIWi,１，１１，経済と１１丁場メカニズムを
促し，経済効采をi高め，全体の｣Ｍﾋﾞﾉ｣をlfil-上することができるならば，それ
が社会主義の人iii脳に)0ﾉ:っているかぎl)，資本jﾐﾆ淀の利点を取り入れ，大い
に安本iﾐ義に，i`:ぶことをもll1llilは考えている。
対外|Ⅲ|放の|)'1発llmll1＃を品も具体｢|<｣かつ典型(|<jに刀〈しているのが，経済特|Ｚ
の|船|設である。そこでつぎに絲済特区の|}'１発ｌ１ｉｆｌｌｌ＃についてみたい。
111経済特区のIUli祝と|＃1発戦''1%
経済特区とは，具体｢l<ｊに探り||，珠獅，１瓦'''1,11111jlXの|几|つの特区を指す。た
だし特区といった場什，広い意味ではiｲﾄIilﾘｌｌﾄ|放洲lliljおよび経済|)H放区を含め
ていわれる場合がある。経済特|又のWIiALIと開設は改１１''１:．|Ⅲ|放政衆への'胸<換と
|而川にはじまっている。その絲過についてみると，1979ｲ|え１月，広〕Ｍ『党委
節岡,ｉ対ﾀﾄ||}|放とＩ)ﾄ１兆Ｍ1片191
貝会において特区|Ⅲ|彼のIili恕が提起され，｜Tilｲli4)]，党''１央にこのWIi組がlilil
fUiされた。これを受けて，７９ｲﾄﾞ７）１，党''１火および']《|務院は広來，｜《ＭＬの二
つの行で対ﾀﾄ継済iiiMﾘﾉについての特》llな政策とりｌｌＵｊｉ１<川f笹をとることをきめ，
あわせて深tlll，珠１１m，匠'''１，１１１１頭の４Ｔｌ丁で「l1iiii出特|×」をＩＨＩ殺することを決
定した。｜几|つの経済特区のAlL設は探り||特区がﾉﾉＭＴし，1979イド７)三１，区|ﾉﾘの蛇
'-1］:業区の雄設が|冊|始された。ｿ|き続き珠Ｉｉｉｌ特区が1980年l())lに，１夏'''1特区
がと|；11981ｲlilO)］に，そしてillllllI特|スが1981ｲ|Ⅲ月にそれぞれ火継ぎ｣１１に建設
をはじめた。なお，>11初「lWilll,特|ｘ」とよんだのは，タト圧|の「輪ll1Illll:区」
と|刈|Iする怠図が含まれている。また，探り||，珠１１m特|又を，］:業，iWi業，農
業，牧畜，ｉｉｉ宅，IiM光業など多種多様な業梛を含む総合特区に建設すること，
1夏'''１，１１１１，J特区を，lliilii出力Ⅱ［を主とし観光をも含めた特区に処設することが
（20）
Iili魁された。
経済特区の赦地lrliｲl1iはﾐ1Ｗ)探り11特|×が327.51《'１A珠１１Ｉ特区が6.71《Hf，ｌ変|M1特
区が251《'１F，1111頭特区が1.671《Ⅱfであった。その後，絲済|｝Ｍｉの条件，投資誘
致，符11Ｍkの必要弊の諸要|火|を者脳して，探り||特区を除くその他特区の敷地
1｢lih'iの拡大が図られた゜珠ill特区は1983ｲ'１６)－１，１５」6k''１にiillil蛙，）変'''１特区
は84年５）１，鼓il〔llllIを含むl変'''1全,IIljに拡人し，lniIi1iが1311《lnPにjW11大した。ま
（２１）
た，i111IiHは84ｲ'三1111,52.61〈Ⅲ/に訓lWfされた。
経済特区の|刑設と処設はいちおう|||([洲に進み，1984ｲ|ﾐころにはある職度の
成来を収めるにいたった。この経験を踏まえて，特|><の－１Hillの政莱を沿i毎地
域にも広げることでｉｎ海ｌｌＩｌ放祁市と沿海経１斤|Ⅱ|放区が指定されることになっ
た。８４年４)１，大jlll，秦きりM)，天H1，lli1Vl台，１１i局，迎雲1巻，WjjlIL，Ｉｊｉｌｌｉ，寧
波，１１リト|，ＩＶＩ１ﾘﾄ|，）ﾑﾘ`ﾄ|，illjil，北iiIの沿荊研l`I港湾Ⅲ'|jおよびｉｉｌ１打局が|)ﾄ|放さ
れた。そして85年２）１，さらに珠i]:デルタ，腸イ･Ｉ]:デルタ，１１１１｢|南厘源泉テル
（22）
タの３地域を1ＭF経済|)判放|ﾒ:にすることをきめた。その後，さらに遼〕|〔半,Ifb
および'｣｣〕|〔Wrbの二つの地域が開放されている。このように，1979ｲﾄﾞからは
じまった一巡の経済特区のｌｌｌ設やiMjJm城の|)'１放は，きわめて大'11で積極(l<ノ
であり，’'１|];|の対外|Ⅲ|放に対する愈欲を-|･分に示している。
総済特区ＩＨＩ設のlli1<｣についてみると，狭い意lLkでは，外盗を誘致して先進
技111と設IiIliを導入し，外ifiiが]i業，IHi業，命iW11，サービス等の総済iiMij1に従
１９２
事することを奨励し，もってDliiiill'１の拡大，タト賃の雌得，人材の訓練を推進す
（23）
ることにある。要するに，タト登を誘致してDliiiillllをｉｌｌ１ばし，外１１tの雌得と人材
の育成を図る点にある。しかし，経済特区１%1設のりⅡいはこれだけにとどまら
ない。よ')広い恋lLkでは，つぎの４点があげられる。まず節１に，外ｒＭ誘
致と利ｌｌ１を行い，その先進技術と帯L11llill識を導入し，社会主義の|lりつの現代
化処設に奇ケ.することである。節２に，特区をして対ﾀﾄ経済技術協力の実験
場とし，｜ﾉﾘ外のＩ１１ｉ報交流の柵Ｉｉ度し役として対外経済UM係の発展を推進する』,§
地たらしめることである。ガリ３に，特区をして対ﾀﾄ|)'1放を災行し，各種形式
の経済特区の実験場たらしめることである。第４に，特区をして''１庇|をlu界
（２４）
にlfilけさせる，｜Jill鱗分業と'五|際TIj場競守卜のiiiil1iIi」ｉｕｌＬたらしめることである。
とにかく，Il1lJilのりil代化と対ﾀﾄ|)'１放をｲ(雌するための実験場として経済特区
が|)H設されたのである。経済特区は対外|)'1放の窓||であると|両１時に，対外|Ⅱ｜
放のすべての機能を集約する扇の要であり，いわば対外|＃1放の成否を他う戦
略的拠ﾙﾊﾞである。そして当i('iする対外(1<｣訓L題は外ifＭ誘致と利111および'通|際
分業の２点にあるといえよう。
したがって，経済特区の立｣山についても，その110U'IifiI<川標にあわせてかな
|)の１１ＭKがなされている。節ｌに，交jmlliiiii送が至仙の地点を選択しているこ
とである。llL1つの特区とも火i棚)海の港湾:lillTljに位置し，南シナ海や台洲ｌｊ
峡にi('iして，水迎がきわめて仙利である。節２に，ゴｌｌｊＩ蒜の/'1,身地で，秀港，
マカオ，台湾とMli史｢l<jにjmiWi交流がＭＩＩんであった伝統をもつ地域であること。
第３に，秀港，マカオに隣接し，寄港溢水や外資を誘致して対外貿易を発展
させるのにｲｲ利であり，｜正|際Tl｢場Ｉｉｌｊ報を収｣|)(するのにMlj利な地点であるこ
と。そして節４には，｜lLlつの経済特区のそれぞれが１Ａ大な後背地をもってい
る点である。広來とＩＷｄＬは物廠が豊l衛な｣也城であ')，一般Lli衆の文化ﾉ|〈i((iも
（25）
比較(I<」高く，技術ﾉﾉもj9l侍できる。
立地条件もさることながら，外資の誘致で最Ｍｉ:要なことは投資に対する
優遇ｲﾙ世である。なかんずく12地の１Ｍﾄﾘ仙)Ⅱおよび税lli'１｣二の特ﾘＩＬが主要な
内容になる。まず｣刈仙)'１についてみると，」1地はルＭりには|正|ｲ『であり，
社会Eii義|正|の1%(１１'１として所ｲ｢樅は譲波されず，」1地仙Ⅱl椎のみがｲ丁償で譲渡
される。その法(I<」根拠は1981ｲlillI三I，）ム束f１人m代表大会が公;ｲ|jした「探り|’
第７章対外|Ⅲl放と|)'１発110('１１６１９３
特区三上地管1111暫疋）iM定」である。」:地仙)11の要点はその仙川ｲ'１数と使ｌｌ１費に
ある。妓長仙川ｲ|:数は業ｈＭｌｌに異なl)，２０～50年の''11,iがある。｜而Iじく(史)llill（
についても川地Hllに1ｍ'?！↑た')１０うじから200〕Cまでの'１Mがある。探り||を|余〈
その他三つの絲済特区は深tlllの?|(例を参!!(!して爽施されている。その後，
1984年１２１１に「探りｌ|絲済特区｣2地仙lll費調整及び優遇ｉｌＭＬ弁法」が公ｲ|』され，
主として使川費の大''１MをiMWWiが１丁われた。また，８８ｲ|Ⅶ）三}には「深#||総済特
区二t地管理条(ﾀﾞ'1」が公ｲ|』され，」J也仙1Ⅱについて－１iqilﾘｌ１ｉｌＩＩＩｉなＤＩＩ定がなされて
（26）
いる。ここで指１iiiしておかなければならないのは，タトriiにとって，北地の便
IllｲＩｉ数がいかに災〈ても，ここ｣也)ﾘ『有椛の譲渡ができないのが一つのIli''約であ
る。ここに社会｣ﾐ義の1)l(１１'１がﾀﾄ盃の利害とｲ||秤れない点がある。
つぎに税IIill上の特典についてみると，まず継済特区における所得税率が
15％である点が特筆される。これは呑港に比べても若「低い。その法(1<〕根拠
は1980年８)１，余|玉|人1lb代衣人会で批ilkされた「広來満経済特区条例」であ
る。その後84年１１１１にさらにlEl務院の「経済特区及びi(Ｗ'14港湾部Tljの企業
所得税及び]iilW統一税減免に'1MするjlW定規定」が公ｲ|jされた。その要旨は経
営期が１０年以｣この外盗系企業について，収益をあげたｲ|孟度から旭ji;〔して第１
～２年は所得税を免除，第３～５ｲﾄﾞは)１r得税率15％の)ｒ額を減税すること，
また企業がLli産のためにliiii入した機械設liIli，lIfll11ii！,’１〕l(料，Iiilii送機械その他生
産財に対してIlWi統一税を免除することである。その後，８Ｍ１１０)]に|正|務院
の「外資の投資奨励に|兇|する脱走」が公ｲI』され，このなかで輪１１１，額が41ﾐ産額
の70％を超えた外資系企業に対して，所得税率１５％を10％に減額することが
（27）
できると規定している。このように，タト資を誘致するために絲済特区で税Ilill
｣そのさまざまな優遇ｌｌｆ世がとられている。なお，特区以外の|玉|内各地におけ
る合弁企業や外資系企業の)ﾘ↑１１｝税率は30％，」山方税をﾉﾘⅡえると33％になる。
この水準は多くの先進|玉|における50％の税率，発展途I｣玉|における35～40％
の税率よ')まだ低いが，しかし特|Ｚに比べて非附に高い。紬)訓，外資は特|ｘ
に投資することがもっとＭ『利である。なお，この場谷の怖区とは，経済特
区，沿海開放都Tljおよび絲済ｌｌｌ１放区を含めていることはいうまでもない。’１１
|玉|が税Ili'|上の特典を特区に!）えて，タト資を特区に集ＩＩ１ｉＩ<)に誘致する意|ﾇ|がう
かがわれる。
194
ここで経済特区がもつｌｉＵＵ１＃('<｣意義について考えてみたい。一般に経済特区
には技術，符１１M，’'１１識，対ﾀﾄ政策のllLlつの窓１１の役１}'|があるといわれる。こ
れはBill小平のいった言葉であるが，この言葉のなかに経済特区の果たす役?;'｜
がこめられている。その窓'1の役＃;'|というのは，第一義｢'<jに内陸経済との|奥Ｉ
係である。’l1lJilの|ﾉﾘl鞭を－つの建物にたとえるならば，’１１１つの経済特区はそ
の窓1Jにあたる。ここで外盗を導入し，それにともなって入ってくる先進技
術と現代的符li1lUj1｣iを'ﾘ11収，ｉｌ１１化し，）(i'１意]:犬をﾉﾘ||えて|ﾉﾘ陸に移転する一ﾉﾉ，
内|鞭を１１１:界に'(ilけさせるための対ﾀﾄlll1放をＭＩＩｉ進する。しかしながら，現ｲ１１
のところ経済特区の技術導入はまだ少なく，｜人l陸への移iliz<の役;|;'１６十分に発
揮されているとはいえない。
経済特区は新技術を導入する際に，｜ﾉl陸がもたないつぎのような優位な条
件を具lWiしている。節ｌに，経済特区は'１１冊して新興都Tl1または新興地域であ
')，伝統｢'<ｊ]:業を改造するIill1がなく，技術の老化U,l象もない。第２にル上
述のごとく，｜ﾉ１１雄よ'）Ｍ１まれた優遇政策がとられ，外iniを新興Ⅲ業に誘致
する条ill:をもっている。ガ)ｉ３には，繰')返すようだが，ｉｲﾄ1i伽山城に位置し，
香港・マカオなどのlJil際iIj場に隣接し，’11界の新技術の11iﾉﾉ向を察知し，それ
と交流して新しい技術を導入するのに仙利な位祇にある。ｊｉｉＭに，経済特区
は内陸に比べて新しい経済符｣111体||i'|と経憐智IllUJ法を1ｌｘ')入れているので，
新しい科学技術を/Ｍ:ﾉ｣に転化し，新興]:業に導入することが比較｢I<」早くで
きる。第５に，経済特区は呑港・マカオとの↑1i米が仙利で，外|玉|の投資家や
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技術者が'二１分の41iii｢i様式を選択するのにＩ皿利な場)ﾘ↑にある。
経済特区はこのような優位を栄iﾉﾄを踏まえて，つぎのような戦略('<ﾉ意義を
もちうることになる。まず節ｌに，経済特区と''1V,Lの科1,1‘:技術の進歩とのUAI
係である。絲済特区はｌｌＭｌの科学技術の進歩に当i｢,iするなかで，’'１国と先進
|玉|との技術格兼のll1liIillliを縮める役;';'1をｌｌｌっている。いわば後発性の利益をい
かに蝋1卜するかにある。このために継済特区は'l1IIilのために三つの経験を蓄
積する必要がある。その一つは新qmlu:業をｌｌＩｌ発し，発展させる経験である。
''１国の科{学技術は遅れておl)，工業1ｍでは伝統(1<ﾉな丁.］:業がかなl〕の比頑を
占めている。近年になってようやく外|正|における苑hIliの4「情をI1l1解するよう
になったが，どのようにして伝統(|<｣工業から近代｢1<］新興]:業にili武換していく
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のか，まったく経験がない状態にある。経済特区はまず先に近代(1<｣新興工業
を発展させ，その経験を|ﾉﾘl塵に移!|iZiすることが｣９１侍される。二つ｢|は新興]二
業の符111と|吉報化社会の経験である。lwiLの科学:技術の進歩によ')，経済社
会の情報化や科学的轡叫が急速に進んでいる。経済特区はいかにしてこれら
の経験を蓄破し，内|雄へ移転するかの敢要な役割を担っている。三つ'三|は伝
統工業を改造し，伝統(1<)製,lii1iを変111iする経験である。伝統工業は国民経済の
なかでまだかな')の地位を,11め，それなりの役割を担っていて，経済発展過
程においてなくなることはない。したがってこれらをiiIilYli化する必要があり，
今後相当長期にわた')新しい技術を利１１]して伝統]:業を改造することが重要
な任務になってくる。経済特区は外'五|から新しい技術を導入して伝統=[業を
改造する経験を蓄積する必要がある。
つぎに第２に，経済特区と''１庇|介体の発展１１０t略の関係についてである。’１１
１玉|の対外開放戦略は今|玉|の|)Ⅱ放である。この|=|標を実りiＩするためいくつかの
ステップを路んで推進するが，その節１ステップが経済特区の建設であ')，
節２ステップが沿i肺llTlTおよび経済１%|放区のllIl放であり，岐後のステップが
今匡|の今1ｍ的|)ＩＥＩ放である。経済特区はまさに灸|玉|のllll放戦''１６|=|標の第一歩に
位置づけることができる。対外開放政策の腱|ｻﾄｌｊＵＭｉＬは爪屑｢1勺柵造になってお
')，経済特区→沿海|)ﾄ|放都Tlj・沿海絲済|ｻﾄ1放区→|ﾉl陸のrMi的１１【（序をへる。
そして來から四へ，外から内へ崇枝(1<｣に｝Ｉｌｉ逃し，Jir屑｢l<〕を|＃1放のｈｍｉを形成
する。経済特区はこの重艸i的な対ﾀﾄ|汁l放政策の窓|」にあたるが，現在はまだ
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その初ﾉﾘⅡ|りな段階である。
そこで，経済特区を外|｛illl！経済に作')あげることである。資金の源泉を主
として外資に依存し，製,Iii11はiiとしてjliiiiill'１に|(ilけ，経済の収入は輸出外貨が
主になるようにする。これでもって経済特区をIEI際Tl7場とリンクし，｜玉|際貿
易を発展させ，沿海と内隙の対外経済ないしはﾀﾄliil型経済の発展を推進する。
経済特区は，内|雄が逐次|汁|放され，’五l際TIi場に参入していくことを推進する
橋波し役であり，その対外経済|對係の経験を蓄績する実験場でもある。した
がって，総済特区の成行は，今|正|の灸i｢ii的な|)ﾄ|放llUUl1片の勅1,1に多大な影響を
』ｊえるといわざるをえない。ここに経済特区の最大の戦'１１片的意義があるので
ある。
１９６
最後に，’'１|正|の経済特区を台漉の輪111,力Ⅱ]ﾕ区と比較することでその性格を
一層Iﾘ|らかにしてみたい。台沸の高雄lliiilll1l力'1二[:区は1965ｲliに|冊|設された。探
り||特区の蛇'二'二[業区が７９１１ﾐに処設を|)｜Ｗiしたのと比較すると，そのllUに約１４
ｲ|皇の'''''１１Wがある。ｌｌＩｌ設の背景はどちらとも|司じく対ﾀﾄ|Ⅲ|放を意|ﾇ|するところ
にある。｜)Ⅱ設の'三Ｉｉ１<ﾉについて，台湾のlliiiill11ﾉ１１Ⅱ=[:区がlLl,げたのはつぎの４点で
ある。つまり，①|玉Ⅱ人Iおよびﾀﾄ|]且'投資の誘致，②liiii仰,]:業発展の促進，③雁
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１１１機会の)(i'１世，④外'11の新しい'ｌｉ１曜技ｉ１ｌｉの移jbiである。これからわかるよう
に経済特区の|＃1放|](l<｣は台湾のlIiiliilMl1］:区のそれとほとんど変わらない。ま
た，１９ﾉ川という点でも，iilii料とも沿１１ﾘの交迦至仙の場所に位置しているとい
う意味でまったく類似している。ただし，DJ模の大きさからみれば，経済特
区がはるかに大きく，台湾のlliiiill1lll1=|:区は小さい｡i部lIijliiiiillj1jll］:区が0691《Ⅱ１８
楠梓jliiliill11ﾉ''''二[区が0.91('１A台'''１Iiiiilll1加二|:区が0.231《'１Fでいずれも1kⅡfにiilll』たな
い。それに比べれば，すでに述べたごとく，深tlll特区は327.51《''１mで桁違いに
大きく，もっとも小さい珠illi特区でも15.16kⅡPはある。
規模のちがいから，したがって，iilli打の性格もおのずと異なってくる。ど
ちらかといえば，台漉の輪｜'1,力'１］:区は文字、リliiiiilll1力'1二[が主であり，それの
みに特化しているのに対し，経済特区は総合的投資のＷＩｉ格をもっている。繰
り返すが，探り||，珠il『特区は］:業，農業，商業，牧帝，住宅，観光等多種多
様な業桃を含む総合特区であり，反|Ⅱ１，illlljlfi特区にしても輪Ｉ'１，〃''二'三を主とす
るほか，観光その他の業秘を含めた特区の建設を|]指している。この点にiili
者の大きなちがいがある。つぎに斫優jlMlr世についてはほぼ頻似しているが，
どちらかといえば，絲済特区の)ﾘ↑得税率が台漉のjliiiiilMll二[区のそれよＩ)やや
低い。Ill連するﾉA(は，’'１|玉|における特区と|又外の課税税率に大きな差別があ
るのに対し，台湾の場谷，区|ﾉ､lと区外の税率が|両|じである点にある。概して
''１国の優遇措世は特区と区外を差別するのに対し，台湾の輪'11,1Ⅲ]二区と区タト
の投盗奨励柵ifに差》'|がない．この点からいえば，台湾介体が''１|玉|における
特区に等しいことになる。なお，ここ地仙１１１については，’１１|玉|の場合すべて|通｜
有地であＩ)，賃貸によ')仙)|Ｉするのに対し，台湾の場谷は，jliiiiill1lﾉﾉ'１工区のここ
地はすべて公有地であ')，｜iil様に仙111樅の賃Tfによ')仙川するが，区外の｣旦
地は所ｲ『権の譲渡により１Ｍ卜できる点にちがいがある。したがって，台湾の
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場谷，区外における投安の誘lklはそれな')にil0liい。輪}11,!Ⅱ:区の肢大の利ﾉﾊ（
はその集''１瀞川と行政能率が高いﾉ`１Aにあるといえる。このﾉﾊ(について機能(1<」
にいえば，絲済特区の杵I1l1と行１Ｍ上率はまだTL｢iI/ijの輪ll11ll1]:区に及ばないと
みられる。いずれにしても，ｌｌｌｌⅢ|の特区は，それな')の優遇拙世をとってい
るが，符l1l1効率や行政能率を改蒋することにより，外溢の誘致を促進する必
要がある。
1Ｖ浴ill地域の|ｻﾄ|苑１１戊''１枡
沿海地域とは，沿iiﾘの８省311iを|Hす。北から遼寧，ｉｉｌｌ北，’11束，江蘇，
ｉｉｌ１ｒ江，１Ｍk，広來，広ilqの８打と北〕j(，犬１１１，」:海の311jである。この地域
は今'五|人|｣の37.7％，二|:業の59.4％，農業の5().3％，lliiii,'''１の72.9％を,ｌｉめ，
llil氏経済の皿要な＃'1分を柵成している。沿ｉＩｉ｣山城の経済発肢戦略が||｝ill光を浴
びたのは趙紫|場の提'''二|によるものである。ｌ()87ｲlill)]，趙紫|場は柵ill｣山城の
説|盃を踏まえて，’'１共ji)ｌ３１Ｕｌ２ｌｌ１介会において，’'１央政i合川)を代衣しWW征地
域経済発展戦|''件を力Ⅱ速することを提案した。その要旨は，チャンスをつかみ，
計11111｢1<J指導のもとでllIin．:だてて|]!'際ilj場に地''１,すること，ＩＭｉｉ労I1IiI1ﾉﾉの優位
を利１１)して，振興しやすい労'1111Ｍﾉlliu産業と外|(UUi1経済を発展し，製,ｌｉｉ１１に体
ﾘilされた労務jliiiillj,を促進すること，「I1lImiｲ１１外」（原材料と鍵,1,11,の二つのTIj場を
柳ﾀﾄに求めること）を災ｲ『し，「人巡大川（大いに輸入とlliiliillIlをすること）を
行い，沿１１ﾘ地域のlliiiill1,貿易でもって|ﾉﾘ陸絲済の人いなる発展をリードし促進
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することなどで､ある。
趙紫陽のいうチャンスとは，’五|際経済環境が'''１]Rlの対ﾀﾄ|)｜|放にきわめてｲ『
利になっていることである。’1本やアジアＮＩＥＳが急速に発展し，いまや束
アジア地域は''１:界の成隆センターになりつつある。この過栂で先進|];|やアジ
アＮＩＥＳの賃金が高|勝し，llillﾉlの雁業洲轆をせまられ，資本は低１Ｍ『労Ｉｌｉｌを
求めて東南アジアやll1llilに|(ilかおうとしている。’|'|]ilは人|]が多く，Llil舌水
i((iが低いので低貸金労Ilillの刺I1iiである。まさにこの'１抑Ｉに，このような条件
のもとで''１|通|の蝋富な労伽ﾉﾉを|]《l際ilj場とリンクさせることが可能であれば，
－つのダイナミックなｉｲﾄ１１川域維済発腿llUU'1%が}脳想されうる。すなわち労H１ｌ
１９８
集約jui1厳業とﾀﾄ|(,1型紙済を発股し，労務jliiiiHj,を促進する。核心は「iilijmI在外，
大進入}'１，」にある。１%〔料と製,'1,1,11j場の二つとも'玉|際１１１場に求める柵想はきわ
めて大lll1でかつjlﾘ｢新でもある。これが災ﾘ,lできれば|ﾉﾘ陸経済にも大きなイン
パクトをﾉﾉえ，｜]illjkIj絲済介体の発展のエンジンにもなるということで､ある。
趙紫'1坊の捉案で''１|](|の対外|}}|放'llXlI＃をめぐる議論がiル|鵬した。それには多
くの焚成と支持の論縦がみられ，このなかで|]：|際人i1ili環論が提起された。そ
の旗丁･は?川上である。ここで]iALがi1l:いた「|];|際大１１１Ⅱi環にlHjする紙i斉発展)|乢
略の榊恕」の要旨をかいつまんで紹介し，これを皿して沿海地域経済発展11U（
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''1片なるものの概要をとらえてみたい。
三Ｍ:論文はまず，リ１１代''１１J{|絲済発腿の?i{要才1両を)雅業の二Ｉ１Ｗｌ皇と地域の二
JE性に求める。’|'|]!'の=l:業部''１１のlMii造はかな')先進(1<｣で，とくにiii工業を優
先していることから，榊造｢|<｣にはＧＮＰ１人?I1たり１０００ドル以Ｉの|正1のレベ
ルに匹敵する。これに対して腱業lIflll1'|のW/i造は非ﾊﾞｬに後進｢１９で，農業労MiIノノ
の全体にIliめる｣Ｍｒからみると，ＧＮＰ１人」］たりｌ()０ドル以1丁のＩＥＩのレベ
ルにしかなっていない。これが]:業と農業における)紫業の二JＭ１ﾐを示してい
る。一ﾉﾉ，地域(l<」にみると，沿ilﾘと|ﾉﾘ|雄の分極化の'111越がある。ｉ｛)海地域は
加二[業が集'|'し，絲済発匹のﾉＭ１ｉＭｉｉいが，しかし1%〔料は|ﾉﾘ陸の供給に依ｲ／
し，製,',i１，６大趾に|ﾉ､l陸に１１K光されている。これにl(i'し，｜ﾉ､11塵は１%〔料生産が1ミ
で，経済発展の水準も低く，ｌﾙ〔料と製,Iii1i'|j場は沿Iilﾘに,ｌｉ拠されている。この
矛１行は過去においては''１央の計lllil的符111によ')処ｌ１ｌ１されてきたが，ＩｊＭは折
令Ｉ！|：計IIliが縮小'11,1(,1にあ')，新しいﾌiP屑をｌｌｉみｌｌｌ１している。｜ﾉﾘ隙は経済発展
のために[li-LのⅢ||］:業を発腔させようとして，沿iiljに対し原料の供給を仰Ilill
している。このため沿海のi(・ｌｉい力'１１技術をもったｌ111］:/'三厳も|ﾉ､1隙からの盃iII（
供給のIli''約によりマクロ的な経済効来をあげられないでいる。これが｣也城の
二砿性からくる'''１１辺で､ある。
u-lHの産業および｣也域の二J1rlｿﾞ|ﾐﾌiWiを１１W【沢しようと試みる場合，祝11!】;をlJil
際経済の伽域にまで広げて考えると，状》,lは光余にちがってくる。労Ilil集約
型製,1,1,の輪IHを皿して[lIlIlの腱村労lliIﾉﾉを|玉|際大１１iii蝋に投入し，「lil際１１７場に
おけるllil<換メカニズムを利11|すれば，］:業化の二つの|]標を一つのi1iIi環体系
に統一して達成できるのである。労'1ＭＭ)型製,Ｉｉ１１１のjliiiiilll,を発展させれば|玉|際
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ilj場でﾀﾄ賃を)婆１４卜でき，外Ptがあれば瓶二|:業に必要とするrii本11ｲをIiilii入し，
爪]:業の改造ができる。IliL［業が改造されれば，よりよい設Ｉ)Ｉ１ｉと１１〔料をIIBfl：
業に供給し，その梨,１，i11lliiiilI11を支援でき，ここで|玉|際分業と|玉|際交換を蜘離と
した外lfiⅡLu経済の１１iii環体系が形成される。このような統一(1<)なＩlili環体系のメ
カニズムは，国|ﾉlだけではできない。
外lｲﾘ型経済の発展は沿１１ﾘ;からはじまる。ｉ〈伽力Ⅱ1:業の従来の「iilIIjIiｲ'１内」
の局1(1iを「IiII1頭ｲ１１外」にI胸<帆し，この｣也城の１%(料と製品Tlj場を国際11j場にリ
ンクする。これによってi｛}iii地域'1身が発展するとliil時に|ﾉﾘ陸地域の発展を
も促進する。従米沿１１Jが,!i拠していた|ﾉ11雄の１%〔料，製,Iiil1ilj場を|ﾉﾘ|鱗に|＃lけi度
し，｜ﾉﾘ陸の発展に新しい契機を与えるからである。これでW伽と内陸の矛)iri
を解決し，新しい段ﾙｹﾞにIiijlliする。
｜玉|際大i11Ii環経済発腱戦''１%の|I棚1は，リilｲＩｉから今''1:紀末あるいはさらに長い
'１洲]を想定する。ＪＭＩｉから今'１１:紀木までに，農村から約1.81意の労I1IiIﾉﾉが析
Ｉｌ１１される。邸il征のllPit~[業の収雰能ﾉ｣からみて，もし2()00ｲｌｉにおいてﾂﾅlli1l集約
型)111〔[製,Iil11のliiiiiIM【iが1500価ドルに達すれば，約600()〕j人の)lmi1lIl1lⅡ辺を解決
できる。今後第２次雄業と節３次廠業の雁)'１機会のjVM111比率を１対２とみる
ならば，節２次i韮業の発展によ})，節３次)雅楽で１２{意の労Ⅲﾉﾉを||ﾉﾘUlXでき
るので，１２記1.8Ｉ意の農村ﾂﾌﾞIlilﾉﾉの移iliZilIllMLlはだいたい解決できる。なお，
今|Ⅱ:紀末までに総額1500億ドルのlliiiilll1を達成するには，これからの十数年の
jliiiiilI1,成長率はｲ1三率12％以上でなければならない。この'二|Ｉ票は商いようで必ず
しもirliくはない。これは|]本，ブラジル，、|卿Iilの成及｡ＩＷｌｌと比較すればわか
ることで､ある。
ｕＩがＭ１論文の１１１Ⅱ際大illIi環経済発展戦''１＃に|奥1する要旨であるが，この論
文は趙紫|場のお鎚付で1988ｲＩｉｌＨ５１１の『経済'－１報」に拙救された。これを
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受けてこの'''１題をめぐる賛TIfの議論がわいた。たとえば係燕ｲ|は「|Jil際人i1iIi
環経済発展戦'１'綿(論」て､この戦''１%の実行TII能l1liについてｌＬＩつの'１'1111をあげて
肯定している。つま')，①i｛剛Ｉ地域の労１１ﾘ1集約型製,１，１，は'五|際lWi1UMxﾘ|におい
て｣ia01にわた')存立AL盤をもっていること，②沿加也域の労I1lillﾉjの盗質は〕|〔
南アジアのそれに劣ることなく，１．分に|巡|際競争力をもちうること，③アジ
アＮＩＥＳが旅業高度化過稗に、｢iiしており，ツjfImll集約Ui1産業の|玉|際｢I<レフト
２００
が巡行しているので，ｌｌｌｌＥｌにとり得がたいチャンスであること，①外向』,i1維
済の発展はＩＭＬ経済変11i))の彩郷を受けやすいが，’'１|玉|には広大な|玉|内TII｣易が
（３４）
あるので，その緩衝｢I<｣後背地をもつというイj利な条件があることなどである。
このほかに，］(雌論文における沿Iii川城経済発腱11晩１，１片を文}寺する論調として，
この地域の人'１要|火|の優位I4l2を脱ぐものもいる。沿i伽山城はインフラストラ
クチュアがよく，交皿がＩ史利で科学技術のllH発能力が比較的i｢冊いほかに，人
'二'要lklも有利な条件であ')，これらはＩｲﾄiiﾘJ山城発展戦','＃の実Ijilを|ｿI帯i,ｉするnｔ
（35）
要なﾉM(拠であるとみている。
これに対して，三Ｍk論文に艇'''１をさしはさむ)１１ﾙｷﾞもみられる。たとえば一
部w'''１家の兄i1i/１１としてつぎの艇'''1が披露されている。つまり「Ｉｌｊｍｲ[外」を
笑現するには二つの優位な条iﾉﾄをもつ必要がある。－つは労伽ﾉﾉが豊嵩で平
均貸金が低いこと，二つは'五|際(I<｣にみて先進|,<ﾉな技術水iいをもつことである。
そこで''１|]ilはＭＩＩ寓なﾂﾅIlilﾉ｣資il1Iiをもっていることは碓かだが，111位当たり製
'''１１１に含まれる1＄金』71:は必ずしも低くはなく，このﾉｱi｢liの比､|攻優位はまだ１分
に苑lil(されていない。また，》'11｢'iのll1llilのjIiiiiH1lは資ilMuと低技術lli1の製,１，１'１が
主であ')，かなりの製'''１１１の,Ｍ１は'三lil際｢l<ﾉなレベルに達していないということ
（(１６）
である。この駁'''１はかな')IwiIIIljに１１１Iする兄ﾙｷﾞである。このほかに，「llljIj(lｲ,ｉ
外，人進大'11,」が柵il爪11UUl1hのすべてではないという批判もある。ｉ<ＷＪ戦略の
本質｢l<｣課題は，沿iil地域の優位を卿|(し，｜玉|際絲済におけるｲ]｢利なチャンス
を利１１Iして，１１１１正|経済の|正|際継済への参入をﾉﾘ||逃させ，｜ilillﾉﾘ｢1<ﾉ要素と|]il際(1<ノ
要素のfitjlMuiiliを岐人ｌＩｌに実り,Iすることにある。たんに「１，１１，ｲ,ﾐﾀﾄ，大進大
lll1」にたよるだけでは，このiMMIlをｿくり【lできない。一つは，「lIijljMiﾀﾄ」は
|ﾉ１部条件をＪｉｕ雌とした「ｲ'１外」でなければならない。二つは，winiiF地域の
｢大進大lIl,」は浴iimと|ﾉ､I陸の絲済UAI係を9Mめる１１１能Wliがあることに留意しな
（３７）
ければならない。また，沿ill｣山城経済発展１１０U'1件は外l｛１１型経済の発股を折|ｲ,Iす
るが，これはlliliII1lでもってllilⅨ経済の今1(,iiI<｣収｣之を|叉|ることである。その場
合，DliiiIIl,指|('1110(略が爪要になってくる。’''11ilはUil在でMWi入代替'１<｣発股が主
になっておl)，輪Ⅱ',ｌＨｌ(,|戦''1升をE1Ｍける必要がある。しかしながら10価の人
|」をもつ人|];|として，llill大Iilj場の需典がきわめて大きく，供給不足の状態に
あって，ｉⅢi1lIiIlのlIl際競ｲﾚﾉﾉもﾘﾘいなかで，光介にjliiliill1,指|｛,1戦ｌｌｌｉを採|)入れる
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のは不可能であり，DliiliillI,指lhlとjliiiii入代粋のリンケージを採Ｉ)入れるべきであ
（38）
るという兄lW1lである。
いずれにしても沿1iii地｣或発展戦lllhが提起され，｜正I際大illii環論がMiiんに股|ｻﾄ｜
された1988～8911iに，’'''五|経済は財lliM;字，貿易赤字，マクロ的需給|對係の
榊造的不均衡の拡大にll1i/liしてインフレが進行し，経済が急速に苦境にljiriっ
た゜そして89年６)二lの大安''11事件で趙紫|場が矢１１Allすると|両１時に，沿iii戦１１１６の
議論は一時期立ちilliえとなった。たしかに沿海戦略には不十分な点が多々あ
るが，しかしそれが提起している力lhlとiillL題は，１１１国の対ﾀﾄｌｌＩｌ放政策にとっ
て避けて通れない'１１１題である。沿海地｣或に雌'１|する|工人な人'二|＝豊常な労Ilill
力，この地域が具１Wiする有利な条件，それに|正|際経済環境の有利性などこれ
らの諸条件をいかにll11iil経済の|ｻﾄ1発)iUU'１＃に結実させるかの課題は切実である。
もともと沿海1敗略は|]本とアジアＮＩＥＳの経済発展から大きなインパクトを
受け，その教訓に学んで提起されたＭ)である。蝉国，台湾，香港，シンガ
ポールのアジアＮＩＥＳの発展が可能であった以｣1，それと類似した条件をも
つ''''五|沿11F地域も不可能ではない。」処の沿海戦''１%は沿ＩＩＪ地域経済のＮＩＥＳ
化を'二|論んだ榊想である－１１１iをもっている。しかし大きく立ち遅れた|ﾉ１１醗部
継済との|對係をどうするか，そしてiMjllUU'1片によ')''１|玉|全体の開発戦''１%の展
望がどのように１$Ⅱけるかの'''1題がまだ残っている。このlIIl題にある経度答え
ていかないかぎり，沿海戦略の論識はこれ以上進まないであろう。
ともあれ，沿海地域の盟富な労Ilillﾉﾉを11i)1貝し，刑I紬して|正|際分業に参入さ
せるにはそれなりに安本，とくに外lJil安本の導入が必要であり，またｼﾞﾌﾞ側集
約型製,1,1,を国|際TIT場にjliliiiIll,する対外貿易の拡大が正典になってくる。この'''１
題をつぎにみてみよう。
Ｖ外資導入の戦略'１１１題
経済特区，沿i征ＩｌＨ放都Tljおよび経済|冊l放区の設置はすべてﾀﾄ盗の誘致と導
入を主なjuいとしている。したがって''１|]:|に対する外ifiiの進{11,はおのずと沿
海地域に集'１Ｉしている。たとえば1987ｲﾄﾞ木Ijil在，外資の総投資件数１万13件
のうち9600件，全体の95.9％を占める企業が沿海地域に進111,している。地域
２０２
(|<｣にみて肢も多いのが広〕l(行で，ここだけで(jllliﾉﾄ，灸体の610％をI1iめて
いる。つぎに多いのがｉＷＷＴの1020件10.2％で，３番'三|が_|xilljiTlTの303件
3.0％，このあとが広11Ｗ↑の292件2.9％，北Ｊ１(llTの2561′|:２６％，大津Tljの240
（39）
件2.4％などのllUiになっている。）Ｍ〔行が際立って多いのは，秀港資本の進
Ⅱ｣,が集ll1しているからである。耐巷資本の1111:抜投資は金緬にしてf'零体の３分
（`I(1)
の２を,Iiめ，たとえば88ｲｌｉは65.4％に達している。外ifiiの進'''１がｉｎ海地域に
集｢|'するのは，これまでも述べてきたように，この地域の経済が比較的発達
してお')，インフラストラクチュアもよく，交皿が便利であること，それに
'五1家ｉＩり奨励政策がしかれ，役riiに対するMliリＭ)優遇や特｣｣'↓がﾉﾉえられてい
るからである。
’'１|正|のﾀﾄrii導入戦''1%のル1Ｋは外riiの利)'1という)11語に７ｋされるように，タト
資の先進技術を導入し，その総'１;↑符I1l1の)il'i誠に学び，企業のiili性化と経済発
展を|ﾇ|る点にある。まずここでいう先進技術とは必ずしも先端技術を意味す
るものではない。外交にとって先端技術を安易に安本進''１，とともに移転する
ことはないのが一般('<｣である。しかし移ｌｈｉされるものが標j((き化技術であって
も，，l1liilにとってはそれなりに先進技11;iであるとみてよい。外交による技１１１１
移転は，’'１|正|の受け入れ条iﾉﾄにもよるが，慨して/１２朧ﾉﾉの|(ill2にそれな')に
寄与することはまちがいない。また，仮にそれが標準化技術であっても，’'’
'五|の低脈な労'111ﾉﾉと紬介してﾂﾌﾞllill集約lMilif業に特化すれば，それを})の比較
優位とlIil際競ｲﾚﾉ｣をもって１１;|際117場に進,''１,するiil能性をもちうることになる。
つぎに維営/iIiI:｣111の知識に学ぶﾉ,１Aについて，外ｉｆ初進出は経尚安iI1(をパッケー
ジにして行われる性格のものであるから，経↑)↑符111のノウハウがほとんどそ
のまま移lliz<される。ll1lJilでは近代的なｲ:iⅢ(I<)経`);↑櫛Ｉｌｌｌが社会ｺﾞﾐ繊体Ili'1のもと
でほとんどｲ、ﾉﾉ:基盤を失い，ｆ『たなかった。いうなれば「継尚」らしい発想
や概念が社会にはまったくみられないのがUilﾘﾐである。この意味では外交の
進出による経,階符ＩｌＭ１ｊｉの導入は必要かつｲ柵であ')，リｉｉ烈なインパクトを
企業や経済にﾉﾉえることになる。
対ﾀﾄ|)'1放llj(策へのlli1<換がはじまるとまもなく，1979ｲ|え６)]に「'１１ﾀﾄ谷盗経
営企業法（lY1案)」がji)i5jUl人Lu上表大会jiJ2次会議で群議１１決され，タト麦
導入の法ＩｌｉＩＩＭ)準lilliがiTわれた。｜司時にlTilｲｌｉ７)１，人hLb代表大会常務委員会
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表１外資導入状ﾙﾋに関する統計（1979～88）（金#Iilli位：而刀米ドル）
その他投資
Lil
Ｉｌｆｊ跳
雰1-｢!i『~1『Iｉ件数
6,01(）
１，７３２
２，６５１
５，９３２
２，８３４
３，７０９
５，２９７
２８，１６５
７
２
８
２
３
６
８
２
５
３
７
５
５
１
１
1３，５４９
１，５１３
１，９１６
３，５３４
８，４０７
７，８１７
９，８１３
４６，５４(）
I(),６９(）
１，０６５
１，２８６
２，６８８
５，０山Ｉ
５，８０５
6,487
33,035
９２２
４７０
１，８５６
３，０７３
１，４９８
２，２３３
５，９４５
９４９
５２２
１，８９４
３，１４５
１，５５１
２，２８９
６，０６３
2０，５４８
３，４３０
４，７９１
９，８６７
１１，７３７
１２，１３６
１６，００４
1979-82
１９８３
１９８４
１９８５
１９８６
１９８７
１９８８
協
定
契
約
糊
1５，９９７7８，５１３
１２，４５７
１，９８１
２，７０５
４１，６４７
７，２５８
８，４５２
１０，２２６
1，１６６
６３６
１，２５８
１，６６１
１，８７４
２，３１４
３，１９３
1979-82
１９８３
１９８４
１９８５
１９８６
１９８７
１９８８
突
際
投
登
棚
1２，１０２
ｉｉｉ）協定契約瀬における1Ｗ|呈伯款件数のｲⅡがｲｬ計と一致しないのは,一部亜複契約件
数を削除したことによる．
111〃｢）１Fl家統計Ｉ柵,,ｌ［198()］645頁．
第１０次会議で「外'五|投盗/靜班委員会」の設置が決定され，タト資の受け入れに
対する行政機構の幣IiIliがはじまった。リ|き続いて8Oイト９)１，「Il1外谷盗経営
（４１）
企業)ﾘT得税法」が節５)０１人民代表大会節)i３次会議でＴＩＭされた。これらﾀﾄ登
導入に関する－述の法hll-lこの整lilliは，対ﾀﾄIlll放とﾀﾄ登j幕人がきわめて密接な
関係にあ')，肛lll玉|の外盗導入に対する柵Ｉ(的な姿勢をうかがわせるものであ
る。その結果，外盗導入はそれなりに進股した。その状況について，衣ｌを
みてみたい。
この衣で示すように，外資導入の統計は，協定契約額と実際投資額の二つ
の範|'濤に分けられる。まず協定契約額についてみると，ｉＩ１ｉ款，、妾投盗およ
びその他投資を含めた谷計金額では，1979～82ｲ'三の４fIillI1で205億ドルを記
録し，その後は83ｆＩｉの341意ドルから衆flillIl調に１１ｳえて，８８年にはl60I意ドル
に墹大し，７９～88年の１０年|Ａ１の合計は785ｲ意ドルに達している。この内訳は
情款が465億ドルで今体の59.3％を,Ijめ，１１１〔接投資が2821意ドルで､35.9％，そ
２Ｏ４
してその(u投資が38億ドルで4.8％となっている。ここで借款の動１句につい
てみると，７９～82年が135億ドルで比１１咬的多く，このあとの83年は１５億ドル
で少ない。｛背款が特に噸えたのは85年の35億ドルと86年の84億ドルで，いず
れも前年に比べ倍噸している。ｉｌＬＩ接投資は件数とあわせてみると，７９～82年
が922件の60億ドルである。このあと83年は470件の17億ドル，８４年が1856件
の27Ｉ意ドル，８５１Fが3073件の59｛意ドルとlllli調に'１１１ぴている。それが86年には
1498件の28億ドルに減少し，８７年にiliぴ脳えて2233件の37ｲ意ドルになり，８８
年はさらに増えて5945件の53億ドルになっている。件数と金額の比較でみる
かぎり，１件当たりの投資金額は必ずしも蝋えていない。1979～88年の１０年
Ⅲ]を合計すると，全体でＩﾉﾌﾞ5997件の281{意6500万ドルになっている。
つぎに，実際投資額についてみると，協定契約額よりかをI)少ない。｜昔款，
ilLL接投資，その他投査の合計は477億ドルで，｜州定契約棚の60.8％にあたる。
このうち借款は330ｲ意ドルで協定契約額の71.0％，、接投資は121ｲ意ドルで
43.0％，その他投資は26億ドルで681％になっている。また，実際投資額
477億ドル全体を１００とすれば借款が69.2％，ilI接投資が25.4％，その他投資
が5.4％をそれぞれ占めている。この数字でわかるように，全体として|昔款
にウエイトがおかれ，H1接投資は比較的少ない状態になっている。
借款とilLL接投資の戦''1片的'１１１題について，経済発展の需要および長期的観点
からみて，直接投資を主要とし，｜背款を補完とすべきであるという見解があ
る。山桜投資のメリットはつぎの４点にあるとされる。第１に，リスクを減
らし，効果を｣こげることができる。直接投資だと企業リスクは投資者が負仙
し，投資収益は受け入れ国の支払能ﾉ]の|(ilLに寄与する。また，合弁企業や
外資系企業は各1.経営責任と企業リスクを負うがゆえに，経済効果を高める
ことに努める。第２に，技術移転をするので生産技術能力および経常管111ル
ベルの向上に有利である。いうまでもなくⅡ!〔接投資は外国の資金を利川でき
るのみでなく，さらに重要なことは先進的な技術や設術を導入し，科学的な
経営符IM1の知識と経験およびその他の経済情報の導入をもたらすことができ
る。これは借款のような融資形態よりもはるかに有益である。第３に，輸出
商品榊成を改善し，輪11J,競争力を強化できる。当ｍ中|工|の経済がliTI上しない
のは兀業生産が|（il上せず，，Y,質が恕く，国際Tl7場における競争力がないため
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１)ＩＩ定契約ベースのﾀﾄini禅MJl=ｌＨｌｌ統計（1984～88）
（金削ｉ１Ｉ１位：1'iﾉﾉ米ドル，I1Ii弧'八1％）
表２
l988
1IliJZiL合iilll時〃l､iil政1(rlY付’'1際金融機lHllY付その他 3，１４５７２５９１３ 2.280２．２０１ 5６洲一別９ (liVilllLl31（１１．５）１，３８２（14.(１）５０５(１０．５）970(２０．３）１１２（９．２）
２，６５１
(５５．３）
Ｌ()67
(２２．３）
ｌ、`１８１
(３１．０）
4２
１１
ljM
(１２．３）
１．８２６
(１５．６）
５，１３８
(４３．８）
１４
１２
２，０１９
(10.6）
１，３０８
(１１．５）
`WlOO
(３６．３）
３，７０９
(30.6）
１，９５０
(１６．１）
１，２８３
(ｌｌＬ６）
５
（（１）
４７１
（３．９）
（)１０
（5.0）
1０３
１５
[I'[接投溢小iil 1，８５６ 3.073 1．４９８ ２．８３４
(２１」）
２，２３３ ５，９４５ ５．２９７
(３３．１）
３，１３１
(１９．６）
１，６２１
(101）
５９
（０．４）
４８１
（３．０）
８９４
（５．６）
５３２
（３．３）
２０５
（１．３）
１５６
（１．０）
合弁耗憐
合作維徴
合作ｌＩＩｌチビ
企$(i外fｆ
７`１１
１．０８９
1．４１２
１，６１１
１
2,030
(２０.(}）
３，４９６
(35.4）
３５９
（３．６）
４６
（0.5）
892
582
６
１，３７５
(１１．７）
１，３５８
(ｌＬ６）
８１
（０．７）
２０
（0.1）
1．３９５
７８９
３
‘１６
３，９０９
１，６２１
５
2６ １００
(2.0）
`１６ 1８ 410
その他投資'１，iil ２２１
(４．７）
１６１
((化I）
６３
(１３）
３１３’（２７)’
１４０
（１２）
４３
（0.`l） ｢Tip■￣￣lllilii〔f(易Ｉｌｌｌ:*１Ｍ：''1際リース
注）（１）その他投安とは,タトrliとの｜11i伽Y洲)M:携またはⅢＭＩ１Ｉ/:|棚$において供1ｊされ
た設備のiiiliIlllWWiおよびIMI資(I<)性格をもつリースにおいて供ノノされた設lWiの舟jlillli
軸を折す．
（２）1984年および'985〈1KのⅢ[組立はllil際リースの部分を含む．
''1,1ﾘi）’五|家統7;Ⅲ編［198()］5811y〔・ｌＴｉｌ［I()88］7331〔．｜iil［I()8()］（ｊ４５ｆ〔・
である。これをⅡ![恢投登の受け入れによって大きく改稗できる可能`１１１がある。
第４に，櫛班とコントロールに仙利である。ｌｉＬｌ:接投rIiは''１'?K|の法DJに従って
投資を行うので，役ifii1Ii)11(,lの指導や投盗IWi造の改紳をするのに仙利である。
これに比べてI昔款の｣)ﾙｲﾔはIi1i椎'五|のI|ｲ11j(金'''''1政策のIli''約を受け，圧|際金剛ｌＴｌｊ
（12）
｣i坊の影粋を受けざるをえない。このように''''五|にとって外ifiS導入のよ')望ま
しい戦ｌＷ１リカlhlは，ＩＩＩｉ秋よ'）もiII接投盗の役;';||を拡大し，それを噛やしてい
くことである。しかしながら，Ⅱ![接投盗は''''五lが101侍するほどには｣]i＃えない
のが実情のようである。つぎにM}定契約ベースでみた外rii導入の項'三lBll統計
を衣２でみてみたい。
２０６
この衣は1984～88ｲliのj0lllUについてみたものである。まずｆｌｌｒ秋についてみ
ると，政府貸付，｜通|際金融機|兇llY付およびその(uii付の３項|」に分けられる。
このうちiiii二打が公(|<｣機|對弘後粉がIXjllll金剛１機|奥1に脇するものとみられる。
榊成でみると，８４～85ｲ|ﾐは１１｣｢秋が直接投盗よ')少ないのに対し，８６年以降は
价款がjiI大して約３分の２を,'iめている。その１１ｳえた部分はほとんどがその
他貸付である。どちらかといえば，政１１<lTf付とllil際金融機関貸付が比較｢Ｉ<ノコ
ンスタントな規棋でｌＩｌｉ移しているのに対し，その他tY付の変Ii))は大きい。
つぎに，ilh:接投盗についてみると，111〔被投登は合弁絲営，合作経営，合作
|)｜1発，企額外交の４ｊｍｌに分けられる。このうち合弁絲営と全祇ﾀﾄ資が｣ＭＬ
企業11〈人の形態をとり，投盗111k''１%｣二J１１要を位粧にあると|=|される。なお，什
作経尚と合作１%|充とはいずれＭＵ７の契約にJiLづく役riiであり，合作経,断は
一般｢I<｣業種を対象とするのにﾊ'し，谷|/|:|Ｍ１苑は文字皿リ資iｌⅢ１発に特定され
ている。このなかで|'だつのは，合弁総'１》↑と合作経尚が[[；倒ｉＩ<｣な＃A模を,!iめ
るのに対し，／Ｍ:|Ⅱ１発と全額外TiSはまだウエイトがJ|州に低い。このうち，
合弁経,断の投溢規模について，そのｌｉＷｉたりの投溢金額のllli移をみると，
1984～87flきが140ﾉｊドルから154ノノドルの'１１１をｌＩｉｉ移していたが，８８ｲｌｉは80ノノド
ルとなっている。８８ｲﾄﾞは件数と金額がともにjiｲえたが，ｌ仲里11たＩ)の投盗＃Ｌ
模は逆に小さくなっている。これに対し，緋【l外盗の役ifii規棋は，８７Hliが1
件当たＩ)１０２４ﾉＪドルで特に大きいほかは，合弁経憐と比鮫してあま')兼がな
い。衣の分ｊｌｉ１ｉｉはこのほかに，その他投安としてiililfid妙1,,力''二Ｍ'1血および'正｜
際リースがあるが，B,L模としてはまだ人きくない。
外ifii利111の状i)tについては，つぎのようなｌｌＩｌ)廻点が州ｉＩｉｉされている。つま
')，これまでの↑ｌｌｉ秋は大部分がIlil腿絲済の比'咳(I<ﾉﾘりい典であるエネルギー，
交皿，ｊ皿信，素材１%(料生産等の強化に仙)Ⅱされ，このような役ｒＭ方lf11はＪＩＬ
本｢l<｣にはIliしい゜しかし，Ⅱ!〔被投資のﾄﾙ造についてみると，かな')の盃みが
みられる。たとえばini金の投溢分野が分Ilil(し，：in点がはつき'）しないこと，
非LMiil<ﾉﾊﾞ'''''１への投盗が多く，’|ﾐ産(I<ﾉﾊﾞ'''''１への投査が少ないこと，Ｉ:業の川
1,.部'''1への投資が多く，）ｌＬＭｌｌｌ１ｌ１への投査が少ないこと，低いレベルの爪複
投資が多いことなどである。これらの液みに対して，｜:Iil家の)紫業榊造政策の
要求に１１((らして，外交の投盗dﾘl1filをJ|;し<誘導し，タト盃の利川が産業lili造の
第７章対外ＩＩＭ(と１１ﾄ１発戦略２０７
（l（１）
改神に奇ﾉﾉするようにしなければならない。’'１|玉|のﾀﾄifii媒人のうち特に111[被
投盗について，まだ今体の|冊１発戦''1＃，なかんずく)曜業|Ⅱ１発)IOU'１内と緊密に結合
して横伽1<｣な役ﾘｷﾞ||を来たすまでには張っていないことを物語っている。
Ⅵ対外貿易のliIRl'|＃選択
対ﾀﾄllll放iiiiの''１|巡|の対外貿易は長jUlにわた'）「過ｲ《足を洲纏し，イｌ１Ｍｌ皿
じる」という戦''１%指針をとってきた。そこでは対外貿易を流皿分野における
物資のj1Ｍ足の調整丁段としてしか(,１１:杜づけず，対外貿易が|玉|瓜経済の発腔
を促進するというもう一つのIl1lli/Iiを兄落としてきた。対ﾀﾄ|冊l放後は従来の兄
方を改め，対外貿易が絲済発股をもたらす役？;'１に１W意しはじめた。しかし，
伝統(I<ﾉな貿易政策と'莱業政策は輸入代枠および|人11(,u1i1発腔戦１１１（と深くかか
わっているため，iWi11iil1のlIil際TIj場への進||',の発想がきわめて弱い。このため
（4ｲ）
庇|際分業への参人による１ＭJ総済発"&の「釆数効Jluが機能しないでいる。
｜正|際分業の戦略からみたlIllJilの４Ｍ:要素の比較優位はなにをおいてもその
巨大な人'１に裏づけられたｌＭｌ１ｉｉ;を労伽lﾉﾉ盃iI1iにある。’'１|]ilの賃金水準はアジ
アＮＩＥＳはいうまでもなく，ＡＳＥＡＮ洲]:|のそれよりも低い水準にある。こ
れをもって労働集約』Ｍ１韮業に特化すれば，その製,'i,１，は必ずや｜･分に'二Iil際競イト
（１５）
力をもちうるのである。’'１|正|のDliiiiill1I11UUll外はまさにここに求められるべきであ
る。その場合，ｌｊｌ〔材料は大きく輸入に依ｲIfする体ＩｌｉＩｌをとるという兄解がある。
これによって原料]|iiii人一>付力llIllliｲ['(〔lⅢ|:->lliiiiiⅡ',→Ipf〔料I1ljliiii人→付川lll1iiI111〔Ｉ１Ｍｌｌ］：
（４６）
→1IllliIii,'11,……のi1iiiIlM榊造を雌)ﾘﾉ:するﾉﾉ|(,1へ苑腱する。いわばiiii述のＷＷＩ経済
発腔戦略における「iiliililJｲ11外，大進入}''１」をいいかえたIWi想である。しかし
ながらこのような考えﾉﾉに対して，つぎのような'''１題が|斤liiされている。つ
ま')lI111ilの労働ﾉﾉの質は低く，労ＩｉＷＭｉｌｿﾞ'1も低いため，」ｉＷｉｉ輪Ⅱ'１されている
労I1Iill集約L1i1llli11nl1は|正|際11j場において競ｲﾄﾉﾉをもたない。また，一次ＬＭｉ１１ｉ１Ｉ１ｌ１ｌｌ
Ｌを１{体とする労I1Iil集約111低技術商,'Ⅱ１，のIliiiill11は，絲済発展を促進するﾉﾉをも
たない。それに低技術低,Ｉｉ１１,質がもたらすIMlli格は，’'１|玉|の低Ｉｌｌｉ労働力の優位
を十分に発揮できなくさせている。したがって労l11ill集約Ui1低技術商hi11のｌＩｉｉｉｉｌｌｌｌ
のみを－１｢lilI<｣に強訓Ｉするならば，ll1lIilが|]il際分業体IlillにおいてどImiしている
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表３１iiiill1lにおける1冊ｉ１１ｉｌ１１Ｈｌｌ榊成のllli移（1981～88） (１１１位：％）
１９８２
２２３
１０().(）
４５．０
１３．０
０．４
７．４
２３．８
０．４
５５．０
５．４
１９．２
５．７
１６．６
８．１
1９８４
２６１
１００．０
４５．７
１２．４
（川Ｉ
９．３
２３．］
０．５
1988
４７５
１００．０
３０．４
袖(1)総緬（億米ドル）
介訓 100.0 1００．０
４３．３
１２．８
０．５
８．５
２１０
０．５
一次旅,h',小iｉｌ 4６．６ 5０．６ 3６．５
１４．４
０．４
９．４
１１．９
０．４
~~~~￣￣￣1
1J１J食,'Ⅱ１，及び食Ⅱｌｉ１１物飲料、タバコ非食ｌ１１１ｊｉｉ料鉱物燃料及び'１０迎１%(料li1111([物illlllH等
]:業製,liiI'１，iil
1３．３
０．３
８．９
２３．７
０．４
]３．９
０．４
９．７
２６．１
０．５
1２．４
０５
８．９
８.`１
０．２
６９．７
６．１
２２．１
５．８
１７．４
１８．３
4９．４
５．０
１６．４
２．８
１２．７
１２．５iｌ 雨TUTＴｌ８．７－化学及び'1M述製１１,'１紡紙．稚]:業･金ＩＪＩ製,１,'１機械及び輸送設ｌｉ１ｉその他雑IY製,'１１，その他木分fli製,1１１， ６．１２１．４４．９１６．９４．１
’''１１ﾘi）｜Ⅲ|家統iilli;MMiIi［1983］４０()I〔、ｌｉｉｌ［198()］`l(hIll．｜iil［1987］592r〔．｜iil［1989］６３４
頁．
ｲ《利な立場からｌｌ１Ｕ;'1できず呪後発性ﾈｌＭＩＷ)効果を苑ｲiliできない。この辺が労
（４７）
伽集約l11llW11ii1,jliiiiiIl1,戦''1片の欠lWiである。
表３は1981～8Ｍ１のIliiiiill｣ｌｉＷｉ１１１ｉｌｌ脚成のＩＩＩｉ移をJ1〔Ⅲ'１にみたものである。１冊i11ii１，
項'三|は一次朧,ｌｉｉｌ１と[:業製,W,に人》'|される。これでみると，」二述のﾂﾅIjill集約型
低技術lHi,liiI1は二[業製,lii1,範嶬に含まれるとしても，これだけではどの項'二|かを
特定しがたいが，しいて指摘するならば，その他雑貨製,'１,'１およびその他木分
類製,lii11をあげることができる。’１１１階を谷i汁するならば，８１年が210％，８５イド
が25.2％，８８ｲｌｉが35.7％とかなり急速に｣iＩえている。そのなかで，その他未
分類製,１，ｈの＃1模がl()85ｲ'２以降に急崩しているのが|=ｍﾘﾉ:っている。また，紡
績・IlPi]:業・ｆＭｉ製,１，１１，の項'二|は，低技術とはいえないが，広い意Ⅱﾉ|〈ではｿjrW1l
集約ll1l1V1Iii11の範嶬に含まれる性格のものである。
ここでもう一つ注|'すべき点は，資ili(集約型jliiiiill11のlIll題についてである。
表の一次)猿,Iii'州iiillllがこの範蠕に入るので，その１１ﾘﾉlfTIはll1liKlの輪'''111m''1%もしく
は資源11Uill1ifを,!iう－つの指標にな'）うる゜まず一次産,1Ii1Illiiiiill11のｲＩＩｉ移をみると，
1981ｲﾄﾞが今|》ＩＮの46.6％，その後樅ぱいに1lij1いているが，８５年に50.6％に恥大
し，８６ｲﾄﾞには36.4％に急減して，８８ｲlﾐは30.4％になっている。その内訳につ
第７fiii対ﾀﾄ'１｜|放と|＃１発11UUHif２０９
いてみると，食,1,,1,及び食)Ⅱ１１１１物，Ｊ|;食)'1原料，鉱物燃料及び|兇|述));(料の３項
||が主になってお')，そのうちで､６，鉱物燃料及びｌｌＡｌ述原料が肢も大きなウ
エイトを,liめ，その変動|l1iiiiも大きい。ちなみに，鉱物燃料及びuMjlL1)l(料の占
める１;|l谷は，８１ｲ|iが23.7％，８５ｲ'1が26.1％に１１＃大したが，８６ｲI〈には119％ま
でに急減し，８Ｍ〈が8.4％となっている。８６ｲ|え以降に一次産,１，１'伽iiIMr体の謀|｜
谷が急減したのは，主としてこの鉱物燃料及びllAljlhlH〔料の減少によるもので
ある。ここに''１｢|ilにおける安川1(１Ｍﾉl1iujliiiii1lI1Iの変化もしくは盃il1ii1lUill1hのlli云換を
読み11【ることができる。そのiiiiまでは，’'''２lilにおいて盗源集約型iiiiiill1曲肯定
していたlhlきがあるが，８６ｲﾄﾞ以降にllj(策111云換をして，－次)雄,',il1lliiiill11をIIlIえる
ようになったとみてよい。’'１|ﾋﾞIRIは粂体として登iMiがⅡllL1詞であるとはいっても，
繰り返すが，１人:'1た')にした盃iliiの''１MＷ:|Ｔｌ:はけっして蝋かではなく，むし
ろイ《足ぎみである。その－．|ﾀﾞ'１がｲiilllであって，’'１|]!|はエネルギー小''11iがきわ
めて悪く，イiilllは|]《|内需要をまかなうだけで)|《i'iいっぱいで､あり，jliiiiiIl1lの余裕
など客iiM｢I<ﾉにはない。また盗iＩi(をlliIiilll,する場イャでも，DIiiiiill1,戦''１什からいって資
iIliをそのままjliiiii,'１１,するのではなく，いったんlⅢ|:して付力llIllliIllI〔をｉｉ２ｉめてから
)Iiiiiill｣,する輪ｌｌｌ,代将11m''1片をとるべきである。このような反宿にたったDliiiii,''１，戦略
の転換が，８０年代後半からみられ，そのＩｊＭＬが]:業製,'i71,輪｜１１，;';||谷のj]|ｳ人に対
する一次産,'iiiⅦii入り;||谷の縮'１，という形で表にあらわれている。］:業製,'1i1,輪|Ⅱ
ｉｌｉｌｌ谷の噸人は，衣でみるように，］ｉとしてその仙木分類製,1,11,の;';||谷の１W火に
よ'）もたらされたものである。これをもってlIiIiill'llli造におけるDliiiii,'ll1lHlfil的ＩＩＪｉｉ
ｌ(,]が強まっているようにもみえるが，しかし災|際にはまだそのようにいえな
い1(Iiがある。この辺の兄ﾌﾞﾉはDliiii人の状1i兄を勘案してどえる必要がある。
つぎに，jliiii人のｉＷｉ１１１１１１別榊成のＩＩＩｉ移について衣４をみてみたい。この衣の収
lIHll区分もまったく表３とlTil-で､あＩ)，一次IIif,lii11と|:業製,ｌｉｉ１１に人Hllされる。
まず，一次i鼈,'n11lliiiii人の推移についてみると，1981ｲｌｉが36.5％，８２ｲＩｉに３９６％
に｣甘えたあと83ｲ|iには27.2％にIMiLし，その後さらに減少して85ｲＩｉには
12.5％，そして88ｲ|えは18.2％となっている。一次雌,lliI,輸入の内訳は食品及び
食)'1勅物と非食ＩｌｌｌＨ〔料の２｣I川が'''心になっており，この２Ｊ面|］とい|ﾘi減IWi
lｲ'1を示して，一次Ｉｌｌｉ１ｈｌ州iii人の?;||令へ体が減少するﾙｉＷ;をもたらしている。つ
ぎに[業製,ｉ１ｉ１,輸入の惟移についてみると，８１ｲ|きが63.5％で，その後１１１ﾘi増し，
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表４輸入におけるiWi,１，１',Hll榊成の推移（1981～88） (lli位：％）
llIiif illiW1９８１ 1９８２１９３１００．０
３９．６
２１．８
０．７
１５．６
１．０
０．５
６(Ⅳ１
１５．２
２０．３
１６．６
２．５
５．８
１９８８
５５３
１００．０
１８．２
６．３
０．６
９．２
１．４
０．７
８１．８
１６．６
１８．８
３０．２
３．６
１２．６
ｉｎ人総額（IiH米ドル）
谷ｉｉｌ
２２０
１００．０
３６．５
１６.`１
１．０
１８．２
０．４
０．５
１０().(） 1００．０
１２．５
３．７
０．５
７．６
０．４
０．３
８７．５
１０．６
２８．２
３８．４
４．５
５．８
一次朧品′l､iil 1９．０
８．５
（Ⅲ！
９．３
０．５
０．３
８１．０
１５．５
２６．７
２６．４
４．３
８．１
1３．２
３．８
０．４
７．３
１．２
０．５ＪＬＩ食,Y,及び食)Ｍ１物飲料、タバコＪｌｉ食nlljl(料鉱物燃料及び'111連1%(＃;l1li)｣植物illllH禅
]蝋製品′Ｍｌ 6３．５
１１．９
１８．３
２６．７
２．５
４．１
72.8
1`１．９
２９.`１
１８．６
３．６
６．３
8４．０
１１．６
２２．５
３３．８
４．３
１Ｌ８とＩ化学及びlIll迎製品紡織･軽］:業･金属製,１，，１，機械及び#iii逆機器そのｌＭＩｉＵｔ製,Y，その他木分Ｍ製,１１'，
１１１，)ﾘi）ｌＩ１家統iil･Iii)編[l()83]'105-`|()()I〔．’両|[１１)85]494-`l()()】〔．｜iil［１１)87]593J〔・liil[198()］
63511.
85年には87.5％まで｣1'１１人した。このあとは樅ぱいの１１i))きをみせ，８８ｲliは
818％となっている。その内訳は，機１１Ｍ(ぴ輸送機器がもっとも多く，８１イド
が26.7％，８５ｲ|iが38.4％，８８ｲｌｉが30.2％となっている。そのつぎが紡絞・幟
工業・金属製,'１Aと化学及び関迎製,Ｉ１ｉＵ１の２J11|]である。このほかにその他木分
類製,l｢,',が近年11ｳえるIWil(１１を示し，８１ｲliは4.1％，８５ｲ'三は５８％，そして88ｲ'１は
12.6％になっている。１１%していえば，ifii本財としての機械設illiまたは'''''''製
ｌ１ｉＴｌ１のjliiiii人がwliiii人品の'''心になっていることをこの表は7（している。しかし
ながら85～86ｲｌｉに機械及び輸送機器が特にj14えたのには》１１の事`li1iがある。こ
の時I０１に''１|玉|は一挙にｆＥ機製,ｌｌｉ１１や|÷Ⅲ〕|〔などのⅢiil久ii1jll1ll1ｲを大Ｉitに輸入し，
不必要に多くの外貨を仙い来たしたという'''１１四がある。）liiii入城''1ｈが揺れ１１i)]き，
一定の１%(11|]に｣,[づく力針がみられないlI1M11であった。
貿易111k''1片と111業政莱の棚点からこのlliiii人ilW11iil1のl1Vi成をみると，１%〔材料とし
ての一次産,ｌｉｉ１１の謀||谷が縮小し，査本!'ｲとしての］:業製,１，１１,のり;'1谷がji＃大すると
いうことは，貿易がjliiii人代替｢I<ｊＩｌＵｉＨ造を指lfllしているといえるかＭＩＩれない。
事実，’'１|玉|がこれまで｣訓1にわたってとってきたのはliiiii人代絆(I<」貿易発展収
略であった。化旅力がまだ未発達であ')，｜玉||ﾉﾘilj場のWiif要は大きく，「供給
第７jWIi対外|}ﾄ|放と１%１発lluuIl片２１１
不足経済」のｌ１ｉ１題がｲiｲ',几ている状》,Lのもとでは，lliiii人代将｢I<｣貿易発股１１m略
（18）
を１１)<,)続けていく必要,|’|；がある。’''''四は，どのようなlIiiii人代粋｢1<｣戦略をとる
のか，また輸出指,｛,的戦,,,片をどのように発腔させ，iiWirのllM連をどのように
考えていくかにある。
jliiii人代将と輪lLIl,指lfl1の'１０(''１什的選択'1111辿について，’'１|玉|はそのおかれている
条件からみてどちらも必要であ')，liill胴tjiTI1りに発匹を|ﾇ1っていく必要があ
る。練,)返すが，’'億の人１１と|工大な'11||ﾉ､川場をもつｌｌ１ｌｌｉｌは，どうしてもjliiii
入代)WWI<ﾉ脈業発展を|叉|っていく必要があI)，またこれまでこのような発展が
｢|,心になってきた。一血｜正|皿経済のダイナミックな充ｌｊｌｕのために輪ｌｌ１１ｌ旨'(１１
的雌業発股の方lhlをも||折す必要にせまられている。これは沿iii経済発腔戦
略における|]I||際大i11ii環柵想と'1M連する''１|題であＩ)，いわば「iilii蚊在外，人進
大,''１，」戦''１＃の提111｣,がそれである。また，｜];|際絲済環｣党の|｢liでみても'''111|はい
ままでにない良好なチャンスを迎えつつある。そして'１本やアジアＮＩＥＳの
|工|際分業体Ilillrにおける1liiiIIlI指lfil(1<」発l11iが11''五|に大きなインパクトをﾉﾉえ，
中１１;|のDliiiilll,指lfiI的発展の試みを功気づけている。しかしながら，llil玉|がアジ
アＮＩＥＳのように|]iI氏経済の発腿を灸1｢lil1<」にiliiiii出指|（１１に依存することは，こ
れまた不,il能なことであり，非現実(|<｣でもある。とにかく''１|正|はjliiii入代替を
さておいてliiiiillj,指,h,のみを発展させることはできない。むしろ輸入代将に依
拠し，それを基盤にしながらlliiiill1,指|｛,1の発峻を図るほかはない。現実にはjliiiii
入代枠がきわめて根強いためにlliiiiill1,指|('１が発腔しにくいIⅢ情がある。これを
どのように克服してよりダイナミックな対外貿易戦ｌＩ１ｆｆをljI&|ⅢＩするかが，当11｢Ｉｉ
のJ[要課題である。
Ⅶむすび
「l111ilの対外開放は１Ｍリノの|(111:を111Ｈし，｜)し|つのUil代化を達成するために，
不辿jliZ〈の決意でスタートした。そのiiilil処に絲済特区の|柵|設があり，さらには
海南AI)を含めた沿加)}|放洲llTlj，経済|》l放|又，遼東半局および'｣１束半島の沿海
地域の灸irIi(ＩりllH放がある。そのziiたるｉⅡいは三つある。まず節ｌに，外交の
誘致である。タト盃を利)llすることで外|]ilの/Ｍ１的な’１ﾐ産技術の導入をlxll)，
２１２
ﾀﾄ国の科学的な梼理知識に学び，もって''１|玉|の生産力を高め，輸出競争力を
もちうることを期待している。いわば後発性の利Ziili§をｉ獲得する戦略である。
第２に，経済特区やその他沿海|＃l放地域を経済近代化の窓口とし，実験の場
としたい点である。沿海地域が具備している有利な条件を''三かして，対外開
放に必要な特別な政策を実施し，全|玉lに先がけて近代的な経済諸Ili'１度と市場
メカニズムを実験的に導入しようとしている。第３に，沿海地域開発戦略で
ある。沿海地域に集'|Ｉする膨大な低廉労''’１力を動員し，労働集約型産業に特
化して輪111,競争力をもち，｜玉|際分業に参入する戦略である。いわば沿海地域
の「ＮＩＥＳ化」戦略であるといいかえてもよい。
しかしながら，これら対外開放戦略の成采はまだ十分にはあがっていない。
その背景には社会主義体IIi'１というｌ１Ｉ１題もあろうが，よ')基本的には制度改革
が人''１mに遅れ，｜兎|内経済の1舌性化が思うように進んでいない事'|青があるよう
である。そのために外資導入において主要な戦''1什'三I標とされている面接投資
が不十分で，なかんずく重要部分である合弁経営や全額外資の導入がまだ少
ない。しかも外資といっても現在は寄港一地域に集'１'し，先進的な技術と符
1111知識をもつ1=|米資本の進出がまだ本格化していない。したがって，産業開
発戦略からみた対外貿易の榊造においてもjliiiillI,指向的榊造のIl1Imがまだみら
れず，輸入代替的榊造がきわめて根強い。lliiiii出指1句的発展への転換は，｜玉||ノリ
における「供給不足経済」に大きくllllまれている。
それにしても，対外lll1放は後戻')できない段階にきてお')，この方向は'１１
|工|経済にとって不可避であり，その政策の堅持を疑う余地はない。問題はそ
の対外開放を推進していくためのlKllﾉﾘ｢19条件がまだ不十分である点にある。
今後，Ili'１度改JYfが進めば対外|;'１放はさらにiiii進するにちがいない。
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第８章「改革１０１１ミリ０１」における｢'１|歪|財政の榊造
Ｉはじめに
1978ｲli以降展|ｻﾄ1された'l1lililの経済改j1II1:は，1989年６)１４１１の大安'''１武ﾉﾉﾘ１１ｉ
ｌｉｉ二'１件によって，ひとまず第１聯を|】|じた。ユⅢ件後，’１１|玉|共産党は89年11)１
６～９１]，l3j0151l1全会を１%１１１Mし，９１ｲ|えまでの３ｲ'2にわたる「継済iiﾙ|整１０１」
のlB(策ﾎlilIl価ともいうべき「さらに＃剛1．lWfl11nをj進め，改j1l11:を深化させること
に関するＩｌ１共''１央の決定」を採択し，改ｊＩｌ１ｉ路線の修]|ﾐを行った。これはlﾘ|ら
かに''１|通|の経済改hIl1iがほぼ１０ｲｌｉにして挫折したことを示すものである。｜司文
謀（1989ｲliUﾚﾉ文ｲﾉﾄ）は経済改j1I1iが進めてきた，計lIljからilj場へ，雌椛から
分椛へという〃Ifilを逆ilizくさせ，計I11ilIM1，集椛強化の力|｛,|を示している。例
えば，経済体IIiIl改ＪＩｌ[は「計llljl経済とＴＩj｣洲}i１節をｲ||結合した経済述営システム
を徐々に作りＩこげることであり」「盤ji1l1･盤'１！]MのIUlllⅡ''１はよ')計u川性を強化す
べきで，血｣1に集''１を強化する」と１Ｍ定している。この「計''111経済とTIj場訓
節のﾉ|Ⅱ結合」というDJ定は経済改jIlI1:の初j９１段l11iliでいわれた言い方であ')，１０
ｲﾄﾞ前にかえったというＩ:'１象を｣ｊえる。また「iil1川Ｍｉｌｌを改;i1iiL，適度に指令
'|生計IIIilの範'111とｌｂｊＦを１Ｗし，ｌH令Ｉ！|蒲'１１Ⅱ1の城)肢をﾘiiめ，指導Mii；l1m1の実施力
法を光介なものにする」とも述べられ，桁令Ｉ！|;経済の復iiiliの力Iｲ１１をも示して
いるのである。
分椛化の1rIiでも逆Ｉ脳<』il象がみらｵし，災椛化が打ち'''１されている。「'１[火へ
の財政集'1'を適皮にii1jめる」「物rii符｣111体Ilillを改神し，〕｢i要物登の|];|家統一
分配の比111を通4111:高jめる」「物Illi/iliI;１１１１樅|U(を迦度に集'|'し，｜玉|計趾化にかか
わるＪ１i要,Ｉｉｉ１１ｌｌのI1lli格に対するf蝿'1を｝ｊｉ化する」などとルA定されているのであ
る。こうして，計画と柴椛の体Ili'|をﾘji化することによって，経済環境が改神
されれば，その後改７１kを－川１深化させると言っているように，1989ｲ|主の天安
ｊｉＪＭｉｉ「改J1''0:l()ｲｌ１０ｌ」における''１|]:|財政の榊造２１７
１Ⅱ'二１１件から少なくとも３ｲﾄﾞ'''1は「継済iil1iI蝶jU1」とされたのである。３ｲｌｉＩｌ１ｌの
経済調整期を経過し，経済環境が蕊えば，節２次経済改j1l1iのⅡ棚]に進むのか
どうかはもちろん311段WIrでは子11111の|ｌ《りではないが，Ｍｔ｢'１|玉1の経済史の''１
で，「洲終政策」がとられたのは過去に３度ある。６１～63年と78～81年と今
度の89～91年である。このうち今liTlの訓|盤は61～63ｲﾄﾞの調整政策に類似して
いる。つまり改革（大WM地）の失敗によって，それuiiiiの政策にもどして，
経済の調整をｲ了うという性格で､は共皿しているからである。その関連からす
ると，人跳進一訂lill雛一文ZlIiという展'１ﾄ|に対して，第１次経済改革一調幣一節
２次絲済改革となるのかどうか。いずれにせよ，ｉｌ１ｌＥ|経済の現状と将来を理
解するには，調整にいたる経済改革10ｲｌｉの過程の多Ｉｒ１ｉｉＩ<Jな解|ﾘ}が不可欠な手
続であると思われる。
１０年改革はいかなる洲廻をもち，その課題に対する改jVi策がいかなる役！;|｜
をiii化，ついには，改'１|[をWIL折に導いたのかを，絲済７)各領域とそれに対応
した改]１１０:の展|；l1jMiLにlll1して解|ﾘＩすることが正典である。
このような意味から，本章では経済改jIlI1:の１１'心をなす財政部|Ｍ１を対象とし，
改1111とその過程でﾘilれる''''五|財政のﾙﾙ造変化の過稗を追求し，「改革１０ｲ'１０１」
における｢'１|玉|財政の榊造と位ｲｌｌをlﾘlらかにすることを課題とする。
Ⅱ財政改革の課題
１財政改革の本質
1978年にはじま|)，ほぼ１０年にわたって展|ｻﾄ1される''１|];|の経済改Ｉ１ｌＩｉは，社
会主義経済の改革のﾘﾐ験(1<｣試みとして，－時は，IIL界の先頭をきって注|］を
集めたこともあったが，おそらく改jYiの展llll過程において，その挫折は必然
的であったろう。このｊＭｉｌを財政の体Ｉｌｉｌｌと柵造のirliから検討するのが本章の
課題であるが，そのiii胱として，’'１国における財政改ｊＩＩＩｆは全体の経済改j1I1i:と
どういう関連があ')，どういう位置を,!iめていたかを検討しておかねばなら
ない。
’１１|正|の経済改革の課題については，すでに別の機会に検討したことがあ
い〉
るが，ここでは11ｲ政改〕''１１との僕1連を'''心にみると，次のようになるであろう。
２１８
改革以iiiiの''１|正|絲済は計画絲済を'''心とする体Ilillであったことは言うまで
もないが，他irliでは，’'１|正li1<ﾉ特徴をもつiillllil経済であった。それは毛沢來モ
デルといってもよいが，それはjln常の社会三i{義経済の集権的な計l11jl経済と|両１
時に，分l1Iiuにおける平等ｌｌＩｉと社会(l<｣分l1I1UおよびＩｌｊ分lllUの機能を柵造化させた
ものであった。この体Ilil｢|ﾏにおける社会'１<ﾉ分l1l1llは，特ｲi1iにおいては集権(l<ﾉ資
汕l(配分体Ilill，iiliYMにおいては，社会的分NUと佃|】'１「低ｉｆ余供給Ilill」によって
成り立っていた。
そしてこのようなｲ|:会ｌ１り11i/Ｍｆの分配jlM11を?'11つていたのが，財政$'１度で
あったことはいうまでもない。このⅡ]|ｲNIlil｢|〈の!'ｲ政IlilⅡ史はて[業，ilW業，金融，
述輸などの企業，ユ|(業体の財務を集'|'し，その資金供給をjlnじて，1V生産の
盗源llIiU分を統l11iしていたのである。また企業レベルの利ｉＭはすべて｣圭納され，
欠欄の｣iﾙ谷は財政から補填された。こうした体hllでは，{111i格は２次的な役;l;|ｌ
を減ずるだけで，１１j(策ｉｌり'三li1<)に沿うシステムがとられた。その一つが「低賃
金供給Ili'１」なのである。「低践金」はいわゆる低衝金ではなく，貸金（ﾘi1余）
として11ＩＩＬ分される部分が少なく，イ|:会i1Oな形でのｌｉｄ分がｲⅡ当の('1分を,Liめる
ことを意U代している。そしてこの「低賃金」でＬｌﾐiiIi必Wiif11ii1iが安く供給される
のである。
このような関係をlljK雲は次のように位置づけている。「経済法11'１によって
ｴ|iを１丁をうこと，これは好ましいﾘil象である。食)W,iのlWi人{llli格は高く，１１k光
Ｉ１ｌｌｉ格は低い，｜玉|家はl1ili肋をしなければならない。家賃は非常に低く，ただ修
1111賛にあてられるだけである，ひどい場合は修jlMY1iさえまかなえない。｜正|家
のﾈilimj金は総計二iii｢数薑'1意元である｡」「ミクロ経済からみれば，これはｲ《谷
Hllであ')，経済法'''1によって]'1を行っていないように兄える。しかしわが'];｜
は低賃金Ilillであり，もし|玉I家がｲ1111ﾘﾉ金をⅡ｣,さなければ，大々(1<］にfMrをリ|き
Ｉげなければならない｡」「紬IiT)どんなﾉﾉ法がよいのか？補助金がなければ，
大いにIllli格が上ｹ'し，貸金が｣V|える。やは')｣〔jil在の|正|家の柵ｌｌｊｊと低賃金のや
')方がよいと思う。そうでなければ，経済が混i1iLするであろう。最終｢1<ﾉな経
済の絲来からみれば，Ｍ'１１のやリノノはミクロの、iではイ《谷1111であるが，マク
（２）
ロのi('iで'よやはり経済法１１'１にかなっているのである｡」
つまl)食)|鎧や家賃などのL1iiiii必＃if費を/'２１雍賀以下で供給し，その差を11ｲ政
節８噺「改ｊＩＩｌ':l()ｲlilUl」におけるll1llilIIｲ政の榊造２１９
の#ili助命でまかなう，１１ｲlB(の11}分NU機ﾄﾙをもった経済体Ilillをとっていたので
ある。この11ｲ政の再分ｌ１ｌｉＵ機能はilIiYIiI1ｲばか')でなく，イｉｌ)<やｲTilllなどのエネ
ルギーやｌｊｉ(材料のIilli格や交皿料金などの経済の茶幹部|Ⅱ'て､６，I1lli格は低く設
定され，経済余体の安定が|叉'られていたのである。もちろん，こうした部'''１
の持横査金等は計画lid分されていたことはいうまでもない。
したがって，’'１国の絲済改革は，lliに雌柵1<ﾉな計11川経済を分権(1<｣，ilj場(1<」
経１斤に改ｌＩＩＩ:すれば足Ｉ)るわけではなく，分llMlii造その“)の改ＺＩＥをＭ《iii火
の洲辿としていたのである。分配ﾄﾙ造の変ｊ１ｌ１ｉには二つのｲl1lll｢liがある。一つの
i('iは111棚分'1'Mli造で，もう一つの1('iは)薙業に対する盃iI1il''１U分'''1題である。こ
の二つのIlllli/liではそれぞれ財政のかかわりﾉﾉが異なったものになろう。iii｢行
はiM1iI1ｲに対するﾈili助命システムおよび社会(I<j11lj費の改JIII0:が課)趣となるで､あ
ろう。この』lz等主義｢1<｣分'1'1U体ＩＩｉ'１をそのままにしては，経済改革の|=|(l<)たる経
済の近代化が達成不i「能だからである。このJlA等主義｢|<｣分l111U体制は，ｌＯＩ意の
氏に|｣に３度の食二１１と人hLIlliをjlz等に傭iliするという低ﾉＭｆ力段階に||((応し
た分配体IIillであって，絲済の近代化をはかり，よ')詩j次の/ｌｆ歴ﾉﾉ段階のil1iYli
ﾉＭ(ｉ，例えば'１棉卜ラジオ・ミシンの段WIrからカラーテレビ・竃気冷蔵ljlI・
fu気洗瀧機の段階に移行するには，従来のjli等('り分１Ｍ,Ｍｉ'|では不可能であり，
（３）
差》'ｌｉＩりなｉｌＩｉｌｌ分システムの導入が必要である。このような分''１U改革にⅡＭしても
財政IlilI度は大きく関わっている。
また，後稀の産業に対する補助金体Ilillの政ｊＩＩＩｊ:も大きな課題であることはい
うまでもない。
したがって，財政改〕'''1:は||｣体Ｉｌｉｌｌの1,.で11ｲ政が分1HMM<1,(で大きな役ﾘﾄﾞ'|を来た
していたために，経済政１１|[の過秘でも'''心｢I<ﾉな部l1I1たらざるをえないが，改
ｊＩｌＩ:のl1il<｣からいえば，従米の主役グル|(からむしろ後兄の役へと後退すべき過
秘ということができる。
盗金ｉＷ>も「計|II1lI1iU分」から「,|j場''11.分」へ，つまりilj場Iilli格による資金
のlHiU分機柵への改IYiであり，もう一つは!'ｲ政の袖助命IIi'１の改Z11iということに
なるで､あろう。
これは''１|玉|における経済改jYi:の二〕､の洲也，計画経済のilj場経済化と平等
=ii我(１０分l1lUIli'１度の改ｊＷ)11ｲ政改ｊ１Ｉ１１:での衣Udということになる。このことを》'’
２２０
の表邸ilでいえば，ｌｌ１ｌＥｌの財政改Jll1iの究極の|Ⅱl<)は本米の11ｲ政の菱にかえると
いうことであろう。つま')ll1l1ilの財政はいわゆる行政経費をまかなう本米の
11ｲ政と「ｲI:会(|<ｊ苔ｌｌｌｉ」を111う/Ｍ:処設11ｲID(よ')なっている。「ｊｌｉ１寵建設!'ｲ政」
は資本1{雑では''111%|lrli本，企業のiiliIliIとされているものである。もっとも武
本主義|正|家の1111ij(もｌＬＩｌＩｌ主義段l1Miの７Iill税lIil家，夜弊|];|家の段階から，さらに
後進|玉|の場谷はより強く，｜正|家rii本の役;';'1がﾘｊｉ化されてきた。しかしその分
1111;は|工制のifli本投1,.を必要とする部|Ⅱ１，イ|:会資本などの分野にⅢ!られ，社会
ｉ１ＷＭぞ)雄の基本部分は(llIjlHll企業に'11われていると言ってよい。したがってﾉI｛
産建設ⅡＩｉの資金配分機能はIlllil各メカニズムをjmhして，佃|別企業にﾘi}すという
ことになるであろう。これは本来，効率やｲI:全的/|ﾐ雌iiliﾉﾉの墹巡を担うべき
｢資本帯IilIi」と'五l家機能遂行という非経済(lりなiiIi1li)１のための総Y1iを支弁する
ための!'ｲ政というｲⅡ異なる性質をもつものを分Iillliし，効率的な経済システム
を作')ｌｌｌ１す必要のある段階となったことを>（していよう。’１１|玉|経済余体にｌＩｌ１
してみると，毛沢來lli1r代の''１|]:|は「社会ｆｉﾐ義ｌｌﾘ原特ｊ０ｌ」といってよく，資金
を|正|家機柵をjmじて雌'|'し，ソ述からのプラント導入による技術導入によっ
て正化学二I:業化をはかった。そこでは社会の４Ｍﾋﾞﾉ｣の_け卜は既ｲﾄﾞのソ連の技
術水準のilIi化・普及におかれ，柳々の要|火|があったにせよ，’'１|通|のllj経済|ｲ〈
Ili'１の-|､.では，技術iIIIU:新はおろか技術改良も比側りには行われなかった。つま
'）「'|'|]:|ｲ|:会主義経済体Ili'1」は|ﾉ､liI<｣なメカニズムとして，技術|Ⅱ|発を通じて，
'二Iらの/Ｍﾐﾉﾉを高めるというシステムを欠いていたので､ある。なるほど50イド
代にソ迎から導入した鉄鋼業にしろ，ILl1liI1Jl1I業にしろ，そのまま定着した
が，また'１１/１１放|§'１トラックは30ｲlillllもモデルチェンジが行われなかったように，
ｌＬｌｕ発腔能ﾉjを箸:し〈欠いていたといえる。これは経済体Ili'１が絲済効率の|イリ
上や技ｲﾄﾞ｢iIl10:新の!{ﾘ11人|を欠いた体Ilillであることを示しており，その－つのりilれ
が|[111ｲ]lij(体Ili'１だったのである。それを「経済効祐」111〔'1'１を基準とした財政Ili'１
度に改]l'iしていくことが，改h'111:の本質となるであろう。
２財政改革の思想
財政体Ili'|政r11iを実りiIjしてゆくにあたって，その改〕''11:を導いた'1ｲ政AMAは実
際どんなものであ')，その１１ｲ政,'Ｍ`(とすでに述べた11ｲ政改J1I1i:の荷１Ｍ１１との位ﾉ'1１
D1i)８歳「故１１１１':l0flijOl」における''''五111ｲ政の榊造２２１
をみておく必要がある。
一つの財政思想は処'五|以来の財政の経験から総括された財政思想で，｜東雲
や薄一波元財政部長，許毅ilii財政部11ｲ政科学研究所災などの財政部系統の財
（４）
政均衡Jii視の思想である。財政均１町爪祝の考え方の前提には，財政の計uljl絲
済の計画11,分の'''心をなし，「喬l1Iljl経済をziiとし，ｉ１７場洲節を補助とする１%（
11'１」への改革思想がある。すでに陳雲モデルに関連して述べたように，財政
の分配，ＴＶ分配機能を爪祝し，財政のlJiullj経済における各柧の均衡作１１１を１，
祝するものである。そのためにいわゆるilT場調節は小l1W11iiI1L'三産部'１｢1に限られ，
信)Ⅱ，lWi業による脂導Ｉｌｌ訓節をかなりIMLはしているが，これも指令性調節
とともに計剛調節だと位置づける。
また経済運営の１%(l1llとして，｜lLI人均iＩＶ（11ｲ政，信川，物査，外貨）を1,祝し，
とくにこの''１でＭｲ政収支の均術がカギをなすとし，こうした均１Wも短期
（ｌ～２年）の均衡でなければならず，これによって安定的経済発展が可能
となるとされていたのである。
また財政が圧|民経済に,!iめる割合について薄一波の「２．３．４のlH1I1I」が
ある。これは1956年のｌＩ１共８分大会でのiWi一波財政部災が節１次５が|き計画
期のl1ｲ政経験を総折したもので､，「帯械比率は|玉I氏j1T得の２謀|I余')，財政は
同じく３;I;11,財政に,liめる雑木建設投査の;!;||谷は４１;||がZZlLLiである」という
財政の経験Ⅱ'１である。Ｉｌ１ｌ玉|財政はその後たえずｊＭｌｌ蓄績に悩まされた経験か
ら，経済改革初期の11ｲJIj(述営の一つのJik準とされたのである。いずれにせよ，
この１吋政部・陳雲系統の財政改j1l1iの|=|標モデルは財政均衡と財政の11)分１１１[l作
11]を亜祝し，基本(|<｣には11ｲ政をiMiIlifの第１の調節手段とするものであった
といえる。
もう一つの財政改ｊＩＩ:の考え方は，「放椛譲利」（椛限を下し，利潤を談波す
る)，つまり中央財政から地方11ｲ政，企業に盗金，椎|U(を委譲する分権，自
主権のllmf与を財政改J1I1j:のＪ１喋本政策とするものであった。この考え方は，経済
体IIillの|=|標モデルを社会主義商,W,経済，計I11ii的商品経済とした上で，主要な
調節千段である|[l財政体ＩＩｉ'|の資金配分機能を企業の財務'41主椛を強化し，そ
れを基礎とした市場メカニズムの)(illll1Iによって取ってかえようとするもので
ある。したがってここでは究極的には，Ｔｌ7場をmずる｛illi格形成によって，社
２２２
会i１勺査金のi1liU分がなされることにな')，１１ｲ政のＴｌ,'i１節機能は主役のＨｆをＴｌ)，
かわって金融が資金illiI節の主役となることになる。この「放権譲利」を11ｲlB（
改革のＪＩＬ本とする改rlIi派の財政ＡＭＪ(は，しばしばⅡｲ政赤字やインフレを１１糊Ｕ
する考えにつなが')，ｌＬ１ｒにはむしろ11ｲjB(赤字，インフレが成長をllill激するも
（５）
のとして有り１１論が主張されることもあった。
現実にはいわゆる説|悠派（l4jiIW派）のI|ｲ政改１１ＭA魁と改革派の「放椛譲
利」改jII1Lが，！'ｲ政改I1I1iの雁|汁ｌＭ１１に大きな影響ﾉﾉをもつことになった。しか
し具体｢I<)には後にみるように，この二つの財政故７１１１[ＡＭＡ６１ｌ１ｌ]El1lｲ政の課越に
十分),ijえるものとはならず，紬１，i)改ｒｉ:に111折をもたらすことになるのである。
このほか，リil笑の財政改iI11iにl杉騨をもったわけではないが，財llj(体制改ｊｌＩ１ｉ
榊想として，ユニークな論理を腿lIllした人物がいた。この榊想については，
社会Zii義の経済改革，！'ｲ政改ｈＩＩＩＩ:の｣二から｜･分注|ＩしておいてよいようにAy､わ
れる。
（６）
すなわち，係毅氏の「'1ｲ政改ＪＩＩｌｉ:'三|標モデルに対する一lmi'Iii想」がそれである。
この柵想は三つの部分からな')，第１は三屑の11ｲ政資金体系を作ること，jiJ
２は三つの類１Ｍの地力!'ｲ政符lll1Ilill度を作ること，節３は|E|家財11j(と企業11ｲ務
の分業を'ﾘｌ１ｉｌｉに区分し，’五l家!'ｲIB(の企業に対する調節作川を有効にし，また
企業のために機M19な!'ｲ務メカニズムの形成を促す体ｉｌｌを作ることである。
とくに創りｌの三ﾊｵ財政ifii金体系の)(i'１設柵想に特色がある。現在l1i-の|玉|家予
算を総ｌｌｉ予算と発展Ji1命予算に分け，さらに''１ﾘ(l:と地力の発展｣ＭＥ予算に分
けるというものである。つまりjKIjUl財111(と'''1洲l財政を分け，あるいは経Ｙｌｌ
と投安の資金の性格のちがいによって，それを分けるというものである。こ
の考えﾉﾉの雑木は行政ﾙ紐!｛型11ｲ政とLlﾐ)雅処設lIl1Ilｲ政を分lillliすることであ')，
後村の経費効率をllilllとした機枇を杣|÷|に'>:てるということである。こうした
考えを発展させると，１１ｲ政体Ilillばかりでなく，｜ﾀﾞ'|えば金剛1体ＩＩｉｌｌ，とくに''１ﾘﾋ
銀行の位置づけなどiTlB(樅ﾉﾉから分Iillliしたilllrlの経済櫛1111機)Iilliを設立し，政
治と絲済をﾈⅡ対的に１１１１立させるＩ脚恕まで琴えられるのである。
第８ボ「改〕'''１:l()ｲlil0l」における''１国１１ｲ政の柵造２２３
１１［！'ｲ政改革の股|＃Ｉ
｜[|財政体ＩＩｉｌｌは「統収統支」（統一j１１文）といわれ，）批Ⅱ1,人とも著しく''１央
に統一されたものであった。地力に対しても，企業に対しても|司様であった。
この財政体Ilill改革は早くも1978年11)lからはじまることになる。そして改ZYU：
政策としては，ほぼ－賀して「放椛識利」の考えに』(づいて腱|腓]され，その
意味では改ｊｌＩ１ｉ派のzii導の下に11ｲ政改jII10:が１Tわれていった。
１８０年改革
1980年iiii後に集'|'して，一つの改j1l川があＩ)，地ﾉﾉ分椛のﾉk認，企業|]主
（７）
椎の試ｲﾃが行われた。
まず1980ｲliから北Ji(，」Ziil，犬iFl1の３大iljを除いて”各省級に対して，各
秘の「かまどを分けて，ご飯をたべる（分lil:吃奴)」式の予算符f1l1体ＩＩｉＩｌを実
行した。
節１種は広東，１１，１雄のlilW'｢に対して，「収文を分けて，定緬｣二納あるいは
定額i11i助」の特別優過力法をとった。歳入i｢'iでは，’|'火ilI属企業・斗ｌ業lii位
の｣'１人とljM税が''１火に属するほかは，すべて地ﾉﾉの｣|X人とし，歳出|｢'iでも，
''１ﾘⅢ属企業・事業lli付の文Ｉｌｌ,が''１央にﾘii}すuﾀﾄはすべて地力の文}'1,とした。
そしてこのiilii折の79ｲ'三の財政収支iMi〔の数([/[を韮数とし，上納あるいはIWi肋
の金額を硴定し，５ｲｌｉ不変とした。ｉｉｌＩｉ４ｉｈにはすでに|ILlつの経済特区がｲｲ在し，
その雄設の必要もあって，より多く地力lLl?i{樅を与えたものである。これに
よって多くの外貨1ｌｘ人の橡1{卜も期待していたのである。広来の毎年の止納瓠
は10億元，ＩＷＬｋ省はｲ11ｲlil5偲元の#11111ﾉﾉをｌＩＩｌすことになった。
第２種はUL1)'１，｜洪ilLi，’三IMi，河ＩＩＪ，湖北，湖ＩＩＪ，安徽，江ilq，111束，’''四，
iiil北，遼寧，撫龍i]:，T1i林，ｉＮ１ｒ江のfWTで，「収支を分けて，分級請Ii」の
方法を実ｲiした。「収支を分ける」というのは，’１１央と地力で'ﾘ|雌に｣|>(文の
範lIlを区分することを指す。歳入では，’'１央企業収入，｜塊1税111人は''１央財政
にﾘii}ＩＴＩするものとし，’'１災11ｲ政のlDlil定｣'１入とする。地ﾉjr企業｣|X入，liiK税，農
牧業税，」]１W)ﾘ『得税，地方税とその他の｣|)(人は｣也ﾌﾞﾉ!'ｲ政にﾘi)し，地力!'ｲ政の
224
111|定｣'１入とする。｜玉|務院の批Ｉ化があれば，’'１央iil:接梓1111の企業もその収入を
ｌｌ１央分80％，地ﾉﾉ分20％とする。二[1冊i税は''１央と地力の調整収入である。文
'11,では''１火11ｲ故に届するものには，’'１ﾘUﾘT1iME業の流Iij1資金，ｉ替在ﾉ｣発ＩＩＩｉｌ改
造査金と新製,1,1,試作費，地質探査Yli，｜正||ﾘﾉj1IIMIiY1i，対外援助支Ⅱ１，，農林・水
利・気象などのzl下業職等々が含まれている。」|Ｍ財政には，地力基本処設投
安，地力所屈企業の流血１１査金，文教術'|：科学二|Ｉ業Y1i，都TljiI(i持費などなどで
ある。
「分級請１１」というのは，区分の収支範|Ｈ１に従って，1979年の｣|X人見込数
値を恭数として計算すると，地ﾌﾞJ収入が文ｌＩｌＩより大きい場合は余分を一定｣上
率で_上納する。文''1,が｣'１入を_l1まわった時は，不足分をLl1央がIi1li税から一
定比率で洲盤する。分普||比率とﾈililUj額を(i(i；定してから５年は不変である。
節３祁は内蒙Tl｢，斬りH，チベット，寧奥，広i1Liの５自治区と雲南，青海，
iIt)'ﾄ|の少数LL族の比較的多い三つの行である。ここでは民族自治地方財政体
Ilillを実行している，氏族'二船地区への特》'１な'111ＭKが行われているようである。
第４櫛はi[蘇衙が継続して試１丁しているlDIl定比率請負法である。これは
1977ｲﾄﾞからi]二蘇椅で試行されたIは政符111'1体IlillであＩ)，＿'２紬，留川の比率を確
立し，一度定まれば４１|主は不変とされた。８０ｲIiは－Ｍ'158％，留Ｈ１は42％で
あった。
この新しい財政体Ili'1は古い体ＩｌｉＩｌと比べると，次のような特徴がある。
（１）「一つのカマドの飯をくう」（｢一吐吃飯｣）から「カマドを分けて飯
をくう」（｢分吐吃飯｣）方式にかわ')Ｊｌｲ政の「大釧の飯をくう」体Ili'１
が変化した。
（２）Ｉ|ｲ政ifMrのIIL分をこれまでの(ljl'lll1lil｣分から地域を主とする体Ilillに改
めた。
（３）分;Ｉｉｌｌ比率をi(11i肋額はｌｲ'三一定から５ｲli一定に改めた。
この1980〈li改ｊＩｌ１ｉの'''心はこの11ｲ政｣ての地力分椛化にあったが，すでにみた
ように，かなり詳細に地方の事情を勘案し，ＡＵ､い切ったIは政権限を下放させ
たといえるであろう。ただ'''1題は資金に'1Mする樅|U(委譲と行政事業の樅Ⅱl(あ
るいは責ｲ[の分lIlが必ずしも協訓|，確谷i'<｣ではなく，むしろ後の''１央1吋政の
慢性的赤字化をもたらしたこともＺｌ眺である。さらにこのことと関逃して，
第８識「改而'1[lOflﾐﾘﾘ|」における'''1i;'１１ｲ政のﾄﾙ造２2５
よ')大きな１１１１題は，以後11ｲ政安金のllIiU分において，’１１火と地ﾉﾉの比率が逆転
し，いわゆる計1111外登金のjl#人などで，地力の椎'11(および比I1iが高ま')，’'１
央財政のコントロール喪失の述lIxlになったことである。しかも''１|玉|では集権
から分権といえば，’'１央と地力の財政椎，企業梓'１M椎の椛限委譲を指してき
た。そして70年代末の経済体Ilill改j1Il:までに２度経済符１１M体Ilillの改1ＩＩＥがあるが
(大躍進時と1971年iiii後)，いずれも''１央符理か地力（欄級）符1Mかで，分権し，
地力管理に移すというものであり，雌椛と分椛（''１災と地力）を繰り返して
（８）
きたといってよい。この改ｊＩｌ[も一miiではこの伝統をリ|きついでお')，こうし
た経験の反省の｣二に立っているとは必ずしもいえない。つまり'|'|正|で分権化
してもそれは政治権力の分椛であって，分椛を受ける＝i２体もまた'Ｍ｣の政治
椛力にすぎないのであって，地力小型権力が''１央の椎ﾉ｣と異なった経済行動
をとるとは考えられないのである。小型権力が競ｲ'して，より効采的な経済
行動をとれるわけではなく，それぞれの小型椛力は'二|己のテリトリーを持っ
ているので，共皿の場で､競ｲ卜することはあ')えず，むしろ封鎖的，地力害'|拠
的ビヘイビアをとりがちである。もちろん行政i(Iiにおける｣山刀[ｌｉｆ１とそのH′ｌ
政権の確立は必要なことであるが，生産建設iniでの分椛は｣也方政椛に権限分
与することでは本来の課迦にllijえられるかどうかはなはだ疑''11というべきで
あろう。
企業自主権の拡大企業'２|主権の拡大は早くも1978ｲl主から|ｌＩｌ始されるこ
とになる。初めはlE1il徴企業の減ｲilli値Jill基金の企業へのW{係からはじまる。７８
年から償却基金の50％が企業にＩＶＩ係され，７９年からはll1il走査産薄I111iが100万
元以下の工業交迦企業は70％|V(係できるようになった。８５年は70％企業留保，
30％上納が一般化された。
利潤留保IlilIや利改税，利IilMl請血などの方法によって，企業|ﾉ､lJif余が設けら
れた。生産発展基金，新製,'iii,試作Ｊｉ§金，奨励JiL余，１１１１利基金である。初めは
上納利潤の５％稗度であったが，８３年６月から利改税の一般｢|<｣採１１１以後，利
潤の企業慨保比率は徐々に拡大していった。
しかし'980年代の初ｊ０ｌは企業の財務'二1主権の拡大は試行ということもあっ
て，非常にIIill限された段階で，８４ｲiiの「経済体iIjll改１１ｌｂ:に|奥|するll1共''１央の決
（９）
定」文書が採択されて以llflt本格イヒしてくる。
２２６
財政の企業への安くM1i絵のﾉﾉ法も変化してくる。それまでの11ｲ政による無
|賞供給から銀行によるｲ｢|賞，元利返済システムへの'胸<換である。それまで企
業の流加資金とルＭ１設投資は財政から人Ｍ１(行，他殺銀行を皿じて無Iii〔で
配分されてきた。企業流ii)1安金は80ｲＩｉから|];|のｲil賞衝付にな')，８３年７)]か
らすべて銀行の統一/iIif｣111体IIi'１へと変化したが，ｌＪｉｌの発給('1分はすべて占111賀
を支払い，銀行剛1盃には利イ･を支払うこととなり，利率も差別(1<｣をシステム
が採川された。
1979ｲＩｉから舶剛些設投資の財政による無償交付は，雄設銀行の貸付とな')，
利子と期l｣ｊｍｌ)の返済が義務づけられた。建設銀行'4|体も'二l己盗余の拡大を
求めらルカ((金を秋ﾄﾘ<(I<｣に受け入れ，また'｝llI1i努ﾉjをすることになった。し
かし１Ｍ『はどちらかといえば短l0nMrで，測りl剛|資をする建設銀行としては，
短期盗金の長jOl迦111にllll題を残した。こうしたIli''約もあって，なお大宗は11イ
政資金を原安とした｣訓|資金の供給という性格にとどまっている。
しかし企業の投安盗金および流動資金の財政交付から銀行m1I1盗への転換は
重要な一部であったが，企業111'|からみれば，利『･川′illil9水準であったし，
返済が必要となったことで，投資効率を老臆しなければならなかったとはい
え，そのｌ１ｉﾙ|Ｕ｣はなおｲ《十分なものであった。またjiMkも自立した金融機関
とはいえず，Ⅱｲ政安金への依存がなお大きかったのである。このほか文教Ⅱｉ
位や行政11i位に対しても，「予算請負Ilill」がとられている。1980ｲ|ﾐ１月，ｌＥｌ
務院は「非化朧性支'''１を節約し，浪費に反対することにUAIするjＭ１」を１１}し，
80ｲﾄﾞから文教，術21{，科学，体育等の二}「業111位と行政機'1A1に「予算請負Ilill」
を試行させ，ｊｉ＃収節約の努ﾉ｣を求めた。哨収の力法として，」'１入の見込みの
ある11i位は枕ＩＷＩ<)に収入の血を追求し，経賀不足をﾈ''１うものとしたので､ある。
これは，社会附'1織のＩ！'：格をｌｌＭ１ｌし，一率に収洲！|i1HiI1'|を１，１)するや})力の典
型であるが，ｊＭＭｒ業に２１;||の'二|□|U(売椛を認め，そのために，ほとんどの
上|=産企業が小売部（l11lilT部）を作')，ｉｌｉｉ売に桁をlⅡ,す)mlijlﾘlとjI11侯って，非収
益('<｣な｣|i位まで，iWi充やｚｌＩ業によって絲費の捻''1,に努めなければならず，１０
億総iⅢi人化の端紺を|)}|き，「経済のｉｉＵＷＩｉ化」をはかったのである，これは一
ｍiでは活性化したであろうが，他iiIiでは，社会(|<)効率の低1<をも意味してい
たであろう。なぜなら，素人が小規模に商売をやり，。}｢業をやることはむし
第８素「政１１１ｌｂ:ｌＯＩｌ２ｊ０ｌ」における''１|]《'11ｲ政のﾄﾞﾙ造２２７
ろ本業の効率低下をもたらすとともに，社会全体としてはiWi業や事業の効率
低下はまぬかれないからである。
８５年改革’'１央と地ﾉﾉの予算符1111体Ilillは，1980年改j1Ik後５年が経過し，
85年に兄直しの'１斜０１を迎えた。この85午改１Ｗよそれ以前の83年６月１［|から
の企業の利改税の節１次施行，８４年10)]の第２次施行および|司１０月の「経済
体制改革の'Ｉ共''１央の決定」文書以後の企業自主椎の拡大を経済改革の中心
環節とする考え力がＺｉｉ流になってゆくなかで行われたものである。
それは「税品'二|を区分し，収支を査定し，分級請血する」という原則に
のっとって，’１１央，地ﾌﾞﾉのI|ｲ政の権利と責任をより'ﾘ1(M1化したものといわれ
る。
歳入の税１１区分は次のようであった。
１１１央固定収入一''１火国営企業の所得税，調節税，鉄jii('１，各銀行本所，
保険総公司の営業税。ｆにllI:業企業の｣|又入，「１１央請ii企業の収入，’１１災経営
の外貿企業の損失，食粘i，紬，食)ⅡilI1I111i格差祐金，燃料１１１１特》'|税，関税と税
関が代理徴収する物,liil,税，付力Ⅱ{111i(iii税，特定調節税，ilD1祥ｲﾆiillI，外資合資企
業の工商統一税および所得税と鉱区使用料，｜玉|庫券｣'１人，国家エネルギー交
jjn重点基金。その他の｣'１人。イTilll部，電力部，石illl化学総公司，非鉄金属総
公司所属の企業の物,１m１，税，尚業税，付加Illi値税はその70％を''１央Iは政の固定
収入とする。
地方固定収入一地力|正|憐企業の所得税，調節税と請ii料，集Ｍ企業所得
税，農牧業税，船''1仙１１１免許税，都市家屋土地税，屠殺税，家畜交易税，集
Tl丁交易税，契約税，地力iii1ifl企業｣'１入，地力絲営の食WM[，IWiil仮，外貿企業の
損失，税金滞納金，罰金収入，都Ｔｌj維持建設税およびその他。また前記石iＩＩＩ
部以下･の所属企業の物,IiiI,税，尚業税，付力l1Iillim1(税の30％。
！|'央と地方の共有収入一物,7,税，営業税付力llI111iｲilI〔税（ただし，前出の部，
銀行本店，総公而|の７冊ljlⅡ]を除く）。資源税，建築税，！iH税，イllil人所得税，国
営企業奨励金税，外資，合資企業の]旦商統一税および)ﾘT得税（ただし海洋石
油企業は除く）。
歳出の面も'１１央支ＩＭＩ'三1と地力支}11,項|=|を区分しているが，基本的には８０
年改革の第２種の場谷とほほlTil様である。
２２８
共ｲijl)(入については，」山刀｣'１人が文Ｉ|',よ')大きかった場合は定額｣二納し，
不足した場合は，一定のiI;||谷で，地方に分与する。共有''１人をすべて地ﾉﾉに
|Ⅱ|してもうＭ１の場合は''１火が定ｲWi補助をする。しかしこの比率は５年一定と
する。1985～86ｲ|：に実際に定められたﾉﾉ法は，」山ﾉJ｢|凸|定収入と共ｲi収入を合
計して，地力I|ｲ政文lIllとリンクし，一定の比率で分;l;|'し，総額分;lillllillを災ﾉﾘlｊ
したのである。
広來とｉＷｄＬは「財政人請負」を継続して行い，」二納および柵｣ﾘﾉ金額は，そ
の後のl11ii兄のｌ１Ｉｉ移をみて，洲雛することとし，JiつのＫｊ族'二|治区と|両]待過の
省は定洲ili助命棚を５ｲlilIll，イＭｉ10％Ⅲ１１ｳするﾉﾉ法がとられた。
いずれにしても，とくに税｣'１のi('iでの「放椛液利」の性格が－１iii強化され
ている。
企業の財務['三i糀の拡大は，1980年以後の試行期をへて，６３ｲＭＩ]から利
改税ﾉﾉ式が一般(1<｣に採lllされ，節ｌ次改ｊＩＩＩ１：（利改税と利iW1I紬Ili'lDlli行）をへ
て，６４ｲ１１１０月には第２次改rl1i（利改税とiiⅢ|節税）へと進んだ。これとlTi川に
I商税hllの改JIIIiを行った。IiWi税を物,Ｉ１ｉＩ,税，付lllIllli{1if税，営業税と｣１m税の４
種の税11とし，物品税については,'n11l1を細かく分け，税率を通』1に調幣した。
採｜'11企業には新たに登iI1i税を微｣|Xすることとした。地力税に家屈税，二|川仙
111税，船''１仙)Ⅱ税と洲lI11jﾙllil寺｝lLLi没税の４)Ni〔を設けた。
利ilMlのある'了lHl1)↑大''１１'Ｍご業は利il1の55％を所11卜税として徴収し，国営小型
企業には新しい８級の衆進税不が採111された。この８級糸進税Ilillは最高i限が
55％となっている。
さらに国営人''１型企業に対しては調節税を徴jl)(することになった。つま'）
利改税だけでは利潤課税の公平|化が１Ｍi{|｣{しされず，企業の総営努ﾉﾉﾀﾄのｲllli格要
素などによって4｜きずる「超jlMlilM」を洲節税でとらざるをえなかったのであ
る。このような利改税の一般(I<」jlil11lによる企業への利ilMの留保率は大ＩＩ１ｌｉｌに進
展したことはいうまでもない。｜正'尚企業のlWIMlilMの総棚は78ｲﾄﾞには30億九
にすぎなかったのが，７９年に86億元と1Ｗえ，８５ｶﾞliには462ｲ意兀，８６年には約
（10） （１１）
500｜意)Cに達した。これはほぼ|;１１１蛍企業)ﾘ↑１Ｍ:税総finにljH敵している。』Ｍ１企
業のW(保利ilMl棚もおよそ200億Ｊｃに達してお')，これらの企業盗金を'''心と
した二]r算外盗金は子jil〔|ﾉﾘ資金の８～９１V|’（87～88ｲ'三）に途している。つまり
節８jWt「故i1IYlOｲ'１０１」における''''1;|I1ｲ政の榊造２２９
利ilHlに対する実質課税率はおよそ５;|;||とみられ，このﾉＭ(《は溢水三ii義'五Iの法
（１２）
人所得税に比しても，それほどi1mい水i((iではない。
こうしてみると，1985ｲ|えiiii後の改ｉ１Ｉ１ｉは地方財政と企業11ｲ務の、で分権，自
主椎が大lljFiに↑''１狼したことはlﾘlらかであると`U､われる。
８８年改革1985ｲ|え政ｊ１ＩＩｉの３ｲｌｉ後，８８ｲliには財政轡l1l1改ｊＩＩＨの若螢二｢の修ＩＩＬが
（13）
行われた。新たにＭＨにわたる地力11ｲ政の請負llillが37の竹級とおよびそれと
並ぶ都TIjに導入された。
（１）「収入Ⅲhlｳiii1iliIlill｣。８７ｲli決’1[を｣,蝋とし，地力I|ｲ政の｣|X人逓哨率と
留保，」と納比率をＩＭｉ定し，その比率に応じて，’'１Jしと地力が分;';|Iする。
逓増率をこえる収入は地力にすべて与えられる。そのIIi'|度は北京Tlj，
河北行，遼寧行，柵ﾄﾞﾙilj，ハルビンT'１，１]:蘇打，ill1ri]:1h，職皮Tl丁，ｉｉリ
南省とIMfTljの10地区。
（２）「総紺分り;|lIIill｣。査定された｣'１人』I(数とｌＹＩ株，１１紬比率に従って地方
」|X入を''１央と地力に分りｉｌｌするﾌﾟﾉ法。天津TlT，lllllLi折，宏徽街の３地区。
（３）「総額分;|;''十jM1)IⅡ1分llllW>割｣。(2)の力法の他にiiiiｲ|iよ')１１肋Ⅱした分
については，」山方にｲｲ利な分;lill比率をjUil111する法。人ilLTIj，青局市，
武漢TlTの３地区。
（４）「_L納額逓lilII請IiIlill｣。一定の_上納額を定め，伽|i一定の比率で_|を納
額が逓増してゆく法。湖南行と広來省の２地区。
（５）「定叡i-li納Ilill｣。介定された収支基数に従って，収入が文'11,を｣ｭまわ
る部分のうち，毎ｲ|えli1il定金徹iを''１央に｣:納する。’11〕|〔布と鼎龍i]i行の
２地区。
（６）「定額JIWlilﾘﾉIlilI｣。森定された収文1k数に従って，文}'１，がjlX人をこえる
部分を，イＩｊｲﾄﾞlllil定した金細を''１りぃ餅補lUjする。このﾉﾉ法は，内蒙T1T，
広西チワン族，チベット，寧亙liIl族，斬り謡ウイグルの各lL1ifl区「貴州，
雲南，背Ｉｉｌｌｉ，TI｢林，ｉ]:il1i，峡illi，ｊｉＭＬ，Iil耐ハｌＩＮｌ，＃伽|上，｜ﾉﾘ)||の各
省の１６地区。
この｝Ｉｌｒ週は「地力jii1収の杭Ｉｉｉ<性をリ|きＩ１１,すと|両lllilI：に''１央11ｲ政の安定(1り成及
を保証する)〕}(I1ll」の導入といわれているように，ｌﾘＩらかに財iIj(が↑''1ぴなやみ，
ますます比IIiが低]〒しつつある''１Ｊし財政に対するテコ入れでもあった。
２３０
また1987,88年に企業レベルに導入されてくるのが，経営請負責任IIillであ
る。政府は88年２月「今lXj所ｲに[業企業講負経'尚責任Ililln暫行条例」をIIill定し，
請負経営責柾Ilillの普及をはかっている。これは利ilMl請負を雅本とし，利潤と
賃金の連動Ilill，技術改造請flという三つの請r1項|=|よりなる経営諸ｎｈ'１であ
る。これは一ihiでは利改税の経営lli']激効采と税収効果がなくなってきたこと
も関係して，利illl請iiIli'|が企業11ｲ務Ili'１度として導入されてきた。これも『１１央
財政の地位の低|､に対する一つの対応という意lLkをも持っている。８８年には，
|画家I竹政収入の|玉|民)ﾘ『得に,!iめる比率が791Fの32％から実に１９％に低~「し，
財政の|玉|民経済今体に対する各邨機能の遂行に大きなｌｌＩ１題を樅ずるほどに
なったのである。
1Ｖ「'''五|財政の榊造変化
改革10ｲ｢の財政体Ilill改ｊ１Ｉｉ１:によって，’'１|]Ilの財政はその柵造と機能が大きく
変化した。その柵造(lり特徴は次の三つの点にあらわれている。第１は，｜司民
絲済における財政の比正が著しく低1化，財政の調整作１１]あるいは仰分111.機
能が極端に衰弱していることである。
第２は，第１の要lklとともに，1980年代|玉|家財政は慢性１１<｣赤字に陥ってい
ることである。７９年から連ｲli赤字である。現代Il1lJil財政の}綾史の''１でこのよ
うな現象はかつてなかったのである。
そして特徴の第３は，ネi1imj金の墹大である。この点は{111i格改革がたえず，
Iilli格補Ｄｊ金や各椰の丁･；LLiを伴う形で股|｝'１されたことと無関係ではない。
１中国財政の比重低下
まず表ｌによって，財政のウエイトの趨勢をみてみよう。
ｌＩｉｌ民所得にIliめる財政収入の比率は197811ﾐには37.2％であったのが，改革
後急速に比J1tが低~|､している姿がlﾘ11111〔である。８８flZには212％と約２;I;||にま
で低下した（『''１|玉ｌ絲済ｲ|:艦」1989ｲl孟版は88年の比率を19％としている)。
このことは，！'ｲ政外の資金の拡大を意lUI〈するのであり，いうまでもなく，
企業収入および個人所１４卜のjVi大を意味する。
節８歳「改革l()ｌｌｉ１Ｏｌ」におけるllIlZilllｲ政の枇造２３１
表１１１ｲ11j(収入の比率よその|化移
11ｲlIj(文''１，に,'iめ
る」Ｍ§処設の比
率(％）
４０．７
‘１０．４
３４．６
２９．７
２６．８
２９．６
３１．６
３１．６
２８．８
２５．７
２３．７
３７．６
‘１６.(）
３０．１
３８．７
４０．２
３８．１
３０．１
IlilllL1i)illﾄに占め
る１１ｲ政収人の｣上
率(％）
３７．２
３１．９
２８．３
２５．８
２５．５
２５．６
２６．０
２６．１
２７．７
２４．２
２１．２
３２．７
３８．６
３４．２
３１．５
３４．４
３２．３
２６．０
1978ｲﾄﾞ
７９
８０
８１
８２
８３
８４
８５
８６
８７
８８
－１i｣U1jlji｣ﾑﾉ
ﾆli｣０１､lju4）
1963～65ｲlpDlxl4j
三ｌｉ｣01平均
lllIJi｣０１平l4j
IL川01平均
六１i｣01平均
36.5
34.6
315
28.3
28.8
29.7
３１．５
３５．０
３４．７
３４．２
３４．１
２４．２
３０.８
２２．７
２６．３
３３．０
３３．２
３１．３
注）（１）一］i｣０１とはｶﾞﾘ１次５カイI希'1'1IIOlを意Ⅱ,|《する．
二ｌｉ｣０１以1《それぞれの５カイlHiil1Ilil1Olを指す．
（２）１１ｲ政収人はllil外''１｢秋を含まない．
ｌｌｌ所）１１１１家統計１１０１編［1989]．
表２国家丁算収人にAllする今'１！｢r3i1:ﾀﾄ溢金｣|X人のl上率とそのＩＩＩｉ移
(2)のうち
jIhﾉﾉ'1ｲ政Tb
iil:ﾀﾄ賓金
(憶兀）
(2)のうち
、陣1｢業１１１
位TkZil:外資
余（他兀）
(2)のうち
IIil徴企業お
よび主符部
'''1予算ﾀﾄ盗
令(偲元）
２５３
３４４
４４２
４１７５
６５６
８０４
９９１
１，２５３
１，４００
１，６２６
(2)
問il:外収人
ｆ]?:収入に対
する比率(％）
３１．０
４２．８
５３．５
５９．１
７４」
７９．９
８１．０
８３．３
７９．５
８９．７
金額(偲元）
６３
６９
７４
８５
１０１
１１４
１４３
２３３
２９４
３５８
３４７
４５３
５５７
６０１
８０２
９６７
１，１８８
１，５３０
１，７３７
２，０２９
3１
４０
４１
４１
４５
５０
５５
４４
４３
４５
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９１
１，１２１
１，０６７
１，０４２
１，０１６
１，０８３
１，２１１
１，４６７
１，８３７
２，１８５
２，２６２
２，４５８
１１１，所）｜Ｆ１家統計l0i編［1989］6741F〔．
２３２
衣２は|正|家予算:収入と予算:外｣'１人，了算ﾀﾄ資金の111i移を示したものである
が，1980ｲli代木には，予算外収入がほぼ|正|家子jl1〔収入に匹敵するまでに成長
している。１０年iiiiはわずか３;';||のﾉＭ(iでしかなかったのにである。しかも子
jil1:外登金の墹大は企業やＰｌＦ業体の冊ｌＩｌ１１ｌで'１ﾐじているのである。これをllil家子
j;〔の４Ｍｔ雄設lIiと比べてみると，８７ｲrkで，企業・Zl1業体の子j1l:外交余は約
2()00億九に達し，これに対して87ｲｌｉの|;l:|家予算の！Ｍf建設費は785憶兀にす
ぎない。つま')lEl家Tjii1:|ﾉﾘの述設盗金は企業の半分以1北かないのである。
こうした'正|家11ｲ１８(の比皿の仙卜はＩｉＩゆえにLl化たのか。もちろん企業の財
務'二ｌＺｉｉ樅の「放椛」によって/１兆たのであ')，それ'１１体政策|Ⅱりでもあった
のだが，比重低下は!'ｲ政収入の↑''１ぴが少なかったことにも影響されたとみら
れるのである。
今1988ｲｌｉの|]il家}|ｲ政1lx入の項ⅢＩｌｌ榊成をみると，総収入2588{意尤のうち，
]:lWi税が60.9％，１Ｍ↑;↑企業所11ﾄ税が2().6％，関税６％，農業税２％，企業収
入1.9％などによって榊成されている。ちなみに87ｲﾄﾞは，二[Tm税58.8％，｜王｜
（11）
↑;↑企業所得税が216％である。したがって]二IWi税６V｝||，企業所得税２;!;||とみ
てよい。これを||Ⅲｲ]B(体Ilill時とくらべると，｜ﾀﾞ|lえば78年はriWi税が40.2％，
企業｣'１入（利ilMIL納赫）が５１()％であった。企業)ﾘT1l卜税は利ilW」笈納の変lli1で
あるとすれば，＿上納利ilMの55％としても，８８flきの企業所得税は740億元くら
いにならなければならないが，災際には554偲兀にすぎず，２５％秘皮平均税
jlXのｲ''１ぴよりも低いのである。これは企業の利illlの１''１びが低いことを意味し，
効率｢l<｣な継営ができず，ＬＭｉコストのi<ｆｉい非能率な企業が多いことと，一部
火ＩＭＩ業がかな')の比爪でｲＭ１することのためとみてよい。
財政文Ｉｌ１１ｉ(Iiで､みると，基本雌設交付金の,liめる比)｢iは1978年の4().7％から
87ｲﾄﾞには25％に低Ｉ化，１１ｲ政の継済処設に対する役Wllの低~卜には耕:しいもの
がある。雌はL設交付金のうち農業への投資は76年から80年までの平均が全
体の10.5％を,liめていたのが，８７ｲ'１にはわずか３１％に低下した。１１ｲ政文農
盗金も78ｲ|皇の13.6％から85ｲ|えには８８％に低~|､しているのである。
｜玉|家lけ政を''１ﾘﾋI|ｲ政と地ﾌﾞﾉ財政に分けてみると，’'１央ＩＩＪｲ政は1980ｲ|ﾐ代にま
すます比孟が低-|化，７()年代後』|《に11ｲ政支}'１，でみて、ほぼ'１１央財政と地ﾉﾉ11イ
11j(は|両1樫度のウエイトをもっていたが，８６ｲﾄﾞには41.3％と58.7％と４：６の比
弟Ｍｄ「改jIlI,:l()ｲ|孔川l」における''''五'11ｲIIij(の構造２３３
表３’'１リリＩｲ政文１１１，と地ﾉﾉ'1ｲ政文'''１の比率およびその｛((；移
（他ﾉ1ｺ）
地ﾉﾉ１１ｲIIlcEIlI，
２，６５７
３，５９５
５１３
５７８
６５０
８０７
１，０`１７
１，３６８
総抓
''１リリ!ｲ政文''１
比率（％）
TＪ'1ｲjHj(又ｌｌｌ総iil（憶兀）ｲ１２１座ji.・lij01ｲiTi’六・lLjUl谷iill981８２８３８４８５８６ 49.448.354.049.949.747.843.3４１．３5,2476,9521,115１，１５３１，２９２１，５４６１，８４５２，３３１ ２，５９０３，３５７６０２５７５６４２７３９７９８９６３ 2,657
IlI11ili）ｌＩｌ家統計ｌＭｌＩｉ［1989］（)7311．liillt［1989］１１Ｍ．
率になっている。」|X人i「liで''１央と｣山ﾉﾉは81ｲｌｉ，８２ｲ'１の２ｲl11111l1央が地ﾌﾞﾉから
それぞれ70憶兀，４０億九の|('｢入れをしたが，その後は''１央と地力の11ｲ１Ｍ〔を調
節するとともに，’'１火はi/,〈字を地ﾉﾉ11ｲ政からＩｌＩｉｌ)るのではなく，銀行の当座
iii越によってファイナンスしている。
以上のように，財政，とりわけ''１ﾘﾋ財政はその|玉|比経済におけるlMiを著
しく低下させ，かつての''１|]:Ⅱけ政の特徴といわれた!l三雄処設型財政からi剛1i
lMIIｲ政へと変質しているといってよいであろう。しかし'''１題は第１に「放椛
繊利」によって，｜玉|氏経済のコントロール機能をＷＩ<ﾉにＭＩＩ的にも失ったに
もかかわらず，それにかわる調節機能をもつ装iililが木形成といわざるをえな
い。ここでは'１|他にしえないが，イi洲Ili'|皮やimi業機UMなどの調節機能が|幼い
ていないのである．第２のｌｌＩｌ題は，エネルギー源，交jl]n，１〕l〔材料.二[業などの
爪ﾉM建設や農業などの｣i醐朧業，インフラストラクチュア部''１１の盤IIliなどの
唾|家)竹政が111うべき社会投盗のｲ《足が激化していることである。エネルギー
交皿基金を作って対処はしているが，はるかに不｜･分であることはいうまで
もない，つまりこのような部''１１は，本来仮にTli助メカニズムによる査金配分
が行われたとしても，そのメカニズムでは洲幣できないもので､あり，この点
に11ｲ政の経済説１節作111があるのである。「改j1l1iloｲlij0l」のll1l1il財政は調節の
三ii役を下りて，次の主役，ili場メカニズムを育てぬまま，１１肋役としての役＃;'１
をも十分来たしていないといわなければならない。
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表４１J!'家11ｲ政収支とその維移（』'1位：億〕C）
そのうちllillﾉﾘ公
|/ilIillDli券による
もの
総収入
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９１
］，Ｉ２１
ＬＩ()3
１，０８５
１，０９(）
１，１２４
１，２４９
１，５０２
１，８６６
２，２６０
２，３６８
２，５８８
１，１１１
１，２７４
１，２１２
１，１１５
１，１５３
１，２９３
１，５４６
１，８４５
２，３３１
２，４４９
２，６６８
０
１
７
５
９
３
４
１
１
０
０
－
７
２
２
２
４
４
２
７
８
８
訓
訓
一
一
一
一
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
０
０
０
艸
岨
佃
田
い
い
３
く
ｌ
く
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
１
１
３５
４３
７３
８４
７９
７７
９０
１３８
１７０
２６１
’1}所）’1;|家統iill,)編［1989］６５７，（)721〔、
２財政赤字の慢性化
’'１|迦'11ｲ政は雄|]!|以来11ｲ政収支の均imliを!'ｲ政政策の鋪１の原11'|として述営し
てきた。したがって，皿常は!'ｲ１８(赤字は''２じないのが杵jmであった。連ｲﾄﾞ財
政赤字であったのは，195811ﾐから61ｲ1Kまでの４年迎統，７４年から76ｲliまでの
３ｲ|ﾐ連続の２１Ⅱ|だけである。これは大WM進の失敗と|几|人ilillによる経済i1ililiLj0l
のりil象であった。ところが，衣４のように，経済改ｊＩＩＩｊ:が実質的にはじまった
79ｲ|皇から88ｲ|ﾐまでの10ｲIき'M1兄？１１にjlMi赤字が続いている。８５ｲ|えは211意の;１A字
となっているが，｜Jilli1ijlX入が総｣'１人の''１にj;[入されているので，その分を合
わせると，実質」は赤字とみてよいのである。これだけ赤字が継続すると，
すでに''１|玉|財政は赤!↑:をiMlみこんだIll政体Ilillとなっているとみてよいであろ
う。赤字の決済は79ｲli，８０ｲﾄﾞはそれ以iiiiの剰余とｉｉに銀行の貸越しによって
処､11された。ところがこの影;Ｗｌｌが物l111iIl勝i1tとして｣〔111れ，８０年の物Illli｣i昇率は
６％にのぼl)，それ以前20flillllほどほとんど物Illliが変わらなかった'１１|正|の
人々を雛かしたのであった。それにこりて，８１，８２ｲ'１はliii述したように，地
ﾉﾉｌ１ｲ政からの借金でファイナンスされたのである。ほぼ'771時に82ｲ|えからはlIl
Ii1iを発行することになったのである。岐初の３fIﾐｌｌＩ１はｲ'１額40ｲ意元で，企業・
Illil人に＃;''1)当てられ，「TlT1I1il1j化」されたといってよい。８５年にはさらにこ
れが60億元の水i((iにjiｳ大していった。８３ｲ|え以降のﾎﾟ１Ｍ字は111ぴ銀行貸越で処
１１Mされているといってよい。
節８章「改hIlIi:I()ｲＩｉｊ０ｌ」における'''１１;'11ｲ政の榊造２３５
１１ｲ政赤字は主にlllJulｲ政に生ずるのであるが，８８イドには，’'１火財政ばかり
でなく，’''三↓級の11ｲ政を含めた｣也力!'ｲlij(のバナ:化Ｍ化ているといわれる。
この11ｲ政赤字の要|火|は収入１｢Ii，文||Ⅱ(liの１，１１ｍからその分析が必要である。
収入1(liでは，寧学平は1986年の|ﾀﾞｌｌから次のように分析している。「11ｲ政赤
字のｌＭｉｌは企業の経済効柿が_け|しないことの総合１１<｣衣ﾘilである｡」「1986ｲｌｉ
の]PjXl:|人IllIl営]そ業企業のイ《変製,'｢,１，コストは6.6％_|ﾕﾀＩし，企業の火H1額は
65％増ﾉﾘllした。実MillilM1と税金は０２％低]､し，｜玉悩とイヤ作社の商業実りil利
ｉＭは19.5％低下し，ｉＷｉ１１１１１,流血費は(i5％１ｹ'し，供fi'i合作社の欠'1伽は
38.8％hWえ，タト賀企業の火１１伽は急激に１ｹ|した。企業の総済効益が低~ﾄﾞす
ると，1111:接財政収入のjml1に形料する｡」「86年の場合企業の減収と火}11額は
（１５）
合計82{意)Cに及んだと兄られる゜」
財政刊ljl1ｲ政科学{ｉ１１究)ﾘiの項鏡泉氏も1988ｲｌｉのケースについて次のように分
析している。「総文ｌＩＩ１が総収入より依然として大きく，１１ｲ政赤字は1987ｲliの
7959億元から8().49億几にj１Wえ，そのＭｒｲ'１より7()億〕[jの｜竹政債券を発行し，
実際赤字はかなり1ＷⅡＩした。’'１央11ｲ政がかな')大きな（}鷺であるばかりでな
く，地力||ｲ政Ｍｉ《字の地ﾉﾌﾞがhK1えている。企業の経済効袖が|(,|_こせず，イ《変
Iilli格による製品′|i産コストは87イド７％１ｹ|したが，また'2.3％_け'し，｜丞|家
（１０）
の11ｲﾙi(を人々('《]にi1Iik少させた｡」
１１ｲ政支'''１ｍで､は，大きな'''１越なのは後述するようなfHi鮒lillﾉﾉ金の｣(`１１人であ
る。「財政、杣のI111i格ﾄﾞiIi給金と企業火lⅢ||i給金は多年jiillえこそすれｉ１,１t少して
いない。（88年は)1987ｲＩｉの671031意)Cから762.78偲元へとＷＩｌ１し，すでに財
（１７）
政jlX人ﾙ鮒lの約30％を,'iめる｡」
このIllli格補給金はｉｉにIllli格改革を文持するためにとられたものであるとい
う意'|ﾉkでは，I111i格改〕'''1:を'''心としたﾙﾓ済改''''0:をｌｌＩｉ進するためのスタビライ
ザーとしての機能を来たしているとみることができる。
いずれにせよ，財政の赤字体質化は，’''１[|絲済が世ＩＹ１ｉｉＩ<ﾉなインフレ体質化
したことを示すものであＩ)，1988～89年のインフレの激化の三ｉｉ要を要'八|であ
るとはいえないが，淵ｲｌｉｉＩ<｣基盤をなしていることは(M;かて､あろう。
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表５１玉|家Ⅱｲ放物IlIlilI11ilUj金 (111位：偲兀）
1９７８
９３．８６
８．４
【)５．６(）
3６．３１
１．５０
１９７９
１８０．７１
１６.イ
１３６．０２
７３．２８
６．３１
３．８８
３０．２２
４．５０
２１．７９
1９８５ １９８７
２９４．６０
３２．５
２ｲ４．３１
１７２．２３
２３．２０
１８．１６
５１．４４
７．８４
１０．５７
物I1IiiIlillD谷iil
llｲ政支'1}とのルド％
１．逆ザヤIlliDj金
食柵と１１１１
綿花
氏111イilX
lAMﾘ１１`Ｍ}菜
豚皮
２．農業2Ｍｔ文援の
農業/Ｍ１手段Ｉｉｌｉ肋
金
化学111U料
農１１１報１１１１
農lI17Eノノ
農111機械
３．外Ｈ輸入,'１，１，火ｌｌｌ
ｌｉｌｉＵＭｒ
食柵
綿花
化学'''1科
2４２．０７
２２．３
１７８．５６
１０８．０１
２１．８４
６．４７
２３．８６
８．６３
２０．４１
2９９．４７
１６．３
２７２．９２
２０１．８(）
２６．０４
１５．６８
１６．３４
７．０４
６．９６
2５７．４８
１１．８
２４３．８８
２０６．３９
１６．１４
１７．８５
４７．４８
９．２７
６．１５
９．５］
１．５９
２３．９１
３．５０
８．３４
６．１０
４．０２
１４．３５
２，２０
８．６１
６．１０
２．７８
２２．９０
２．８５
７．９５
６．５０
Ｌ５３
４３．１(）
１．４５
０．０２
５．００
１．５０
６．００
１３．３４
８．０８
５．２６
５．２１
４．６８
1７．５９
８．６４
８．９５
1７．６７
5．５０
６．３４
２．３９
1１．７６
５．６３
５．１２
2０．７６
１０．４２
９．８１
７．７
９．３７
｜l}所）Il1lj1絲済ｲ１１鑑綱#'１姿!i全編［1989］118頁．
３補助金財政
改?110:10ｲli期の'１１|正'11ｲ政の節３の特徴はﾄﾞiliIﾘﾉ金（Iilill1Ii）財政化である。実は
このﾈili助命は改fl[以iiiiから大きな比jiiを,'iめていたわけではない。表５にみ
られるように，1978ｲ'１には未だ#11Ⅲ金が約94｛意元で，１１ｲ政収入全体の8.4％
（18）
をIliめるだけであった。食粘!と食)U1illlに対するI111i格ﾈllillﾉﾉは60ｲｌｉにはじまった。
食粗・食Il1ilhの超過llili入に対して奨励力lliiI:を行い，その雌入Iilli格分は販売{111ｉ
格をリ|き」xげず，１吋政補lDjを行ったので､ある。
他力，｜Ａ１，，烏，リ'１，１１１f菜などのWli,'１i１，を紙↑)↑する|玉脳lWi店に対して，早くも
1950年代からﾄﾞ11i肋をｲ『っていた。豚，牛，羊，リ'1の|脳牝１１K光Illli格は|玉|家が
統一的にIli'１定し，111F菜は''１火の力針に雑づいて各地で決めていた。肉，リ'１，
烏を秤'''１(|<｣に経徴する食,l1iI1公ｉｒｌは，雌Ｍ<」には欠捌のことが多く，野菜公ｉＴｌ
系統も火lljが稗jmであった。｜;11|家はこれに対し，｜仮充{111i格をijlき_'２げるので
はなく，Ⅱｲ政ﾈ11imjで対応したのである。したがって78ｲ１１以iiiiには，食糀，食
Hlilll，lAI，為，リ''’1V菜の=iﾐ食と主要な1,ill食,ｌｉｉ１１に対して，逆ざや冊'1分を財政
第Ｍｉｔ「改jllI':]()年１９１」におけるIl1lIIlI1ｲ政のlMi造２３７
補給していたのである。綿花は78ｲliからIilli格ilillﾉﾉの対象となる。しかし79年
になると，農雌物I111i格が平均24.2％ijlき上げられ，ｊ超過Ｍｉ入に対しては，５
１;llhlｳの協議Iilli格を設定し，大'１冊な)ｌＭｉ物Iilli格のり|き上げを行った。このため
に財政補11ﾉﾉ金は180億jIjとiiiiｲ'１の２ｲﾊﾟにはねあがＩ)，以後ますます拡大し，
87fliにはついに約300徳うじ，１１ｲ政文ｌｌＩｌの32.5％を,'iめるにいたった。そして，
''１央Iは政nll｣のIllli格補lﾘﾉの,１，TI1lzlは47種に達し，地ﾉﾉ財政IiI11のIllli格ｉ１Ｉｉ助品'三｜
はさらに120余にのぼるという。Illli格ﾄﾞＩＩｉＵﾉﾉの形式も多極多様で，例えば，食
粘!と食)１１１１１１の場合，I111iｲ各差I(||i肋，超過11櫛人力'１算ﾈ11ilUj，経営火'１１補助，協議｛illi
格平IllIi差ﾄﾞ11i肋がある。そして多くの地方政府は地ﾉﾉの必要から|全1分でﾄﾞＩＩｉ肋,ｌｉ１，
（１９）
'二|を拡大し，Iilillﾉﾉの範ljilも勝手に広げているといわれる。
いずれにせよ，1979ｲliu米I1lli格ﾄﾞililUjは大々ｉ１りにjW1l1し，８７年には財政支ｌＩｌ，
のうちで簸大の比亜を,'iめる岬はk設交付金の23.2％を人きく越えて，第１
位の地位をIliめるにいたっているのである。
したがって1979ｲ|ﾐの総済改IIl1i後の''１|正|財政のiIlim｣金化は，それ以iiiiの１１１|玉｜
財政の支''1,榊造と比べて大きな特色であり，変化であるということができる。
しかし，まことに奇妙なことに，このようなﾈilimj金11ｲ政は経済改ｊＩＩ１１:の改革
|=|標ではなかったのではないであろうか。ＴＩＴ場をjlnじて，ｌＭｌｉコストに兄
谷った商,IiT11の比I1lliを形成し，谷珊l<｣なＩllli格体系の)|ソ成によ')，ＩｉｌＩｉ格の述勅を
皿じて，各部'１'|への資iliil1'１０分をｲ了う体Ilillを1(illl)'11,すことこそ経済改ｊ１Ｉ１ｉの'二Ｉｉ１０
であるとすれば，従前のIllli格|《ililUjIli'１をこそ廃棄して，ｊＭｉコストに兄介った
Iilli格形成を１７(米しなければならないであろう。ところがである。経済改jYiの
過秘でむしろ，鬼子が生まれたというべきであろうか。もっとも８５ｲﾄﾞに肉，
烏，リ'１，リチ菜などのHill食,Ｉｉｉ１１の{llli格が統附'１からはずされ，１吋政補助もなくなっ
た例もあるが，全体としては拡大しているとみてよいのである。
I111i格補助は一つは｛illi格改ｊＩｌ:を進める際に，多くの場合Illli格改]Yiがiwi,ｌ１ｉ１１Ｉ１１１ｉ格
のⅡ(〔上げを意味したから，’１(〔｣きげの|杉鯉をｲ||殺するものとして，物｜llliT･当や
iWillﾉﾉを出すことになったのである。この方法はたしかに－'１割1りなショックを
和らげる効采をもつだろうが，その分だけ改ｊＩＩｌｆの効果を''１途半端なものにす
るようである。
このll1lEl11ｲ政の袖助命化は，まずｌｌｲ政改ＪＭ:の本来の課題でなければならな
２３８
い低賃金･11ｲ1文1'j分ilIUI川造（陳雲モデル）を変j'''0:するどころか，むしろそれを
飛んだ形でIil,i{存するように機能したといわねばならない。
そして第２に，｛llli格ﾄﾞililUj金は「節２の賃金」といわれ，改革10ｲ'１の''１１に許
しい」２ｹ｜をみた賃金・ボーナスの｣二に，迫！Ⅲ｢|<ﾉな給付として，ｉｉⅢ雑金の膨
張に一役かつたのである。しかもこの形の給付はきわめて平等ｉｉ義的な性格
をもっている。経済改ｊＩＩＭ課題の一つが，従iiiiの平等二ｉｉ義的な「低賃金」分
配榊造の変j1I1iであるとすれば，イ|:会(IO給付たるI1lli格ﾈililﾘﾉはそれに逆行するも
のといわねばならない。
おそらく，このような奇妙な１１ｲ政柵造が招来されたのは，一つにはIは政均
衡や!'ｲ政の1Ｗlid分榊造を'''心に考える陳雲や許毅などを代表とする調整派の
'''１接ｉＩり影粋もあるかいiⅡれない。
Ｖおわりに
「改jIl1ilO年」の'１１１に変貌した''１|玉|の11ｲ政|脚造は経済改ｊ１Ｉ１ｆの具体｢I<｣を展llHと
不可分であった。「放椛溌利」というノノ式で遂行された11ｲ政改jIIIiは，計iIIjl絲
済の了ｉｉ役たる11ｲ政をそのk1<から降ろすことにはなったが，in場メカニズムと
いう次の主役を議場させることができず，主役ｲ《在のまま，Ⅱ肋役さえその役
を果たせない状態におかれてしまった。分椛化も本来|iil7Miの'Ｍ１椛力への
｢放椛譲利」であるから，谷｣ll1il<｣な絲済jﾐ体た')えないことはいうまでもな
い。
また低賃金型経済体ＩＩｉ'|の変１１１[については，むしろその意識さえなく，ｌｆＩ家
'１１赤に'１１')，その非4Ｍk(1<)なhIiilll1MIjiL象をもたらすのみであった。
Ｔｌ１場メカニズムを皿ずる新しいコントロールシステムの形成は，当然なが
らTl１場メカニズムをⅢずる｛illi格形成とｆＭｍｉからコントロールする信111体系
の形成を中心とするであろうが，本章では，この改111110ｲli1Ulにそれが具体(|<ノ
にどう展開されたのか，あるいは-|･分に形成されなかったことについては言
及しなかったが，改ｒＩ１ｎ:の課題がⅡｲ政から金剛lへという流れであったことは｛Ｗｉ
かであるから，１１ｲ政Iliと金剛lmliは表喪一体のものとして１１)<')扱われねばなら
ないであろう。それは今後の洲廻である。
第８章「改革10ｲ|きりり|」における'１１|正|財政の榊造２３９
[注］
(1)高橋iiiii［1989]，［1990］を参１１M゜
(2)このような陳雲の考え方は毛沢東モデルと共通するものがあるが，「均
衡論」や「所有論」「農二[関係論」などの面では，考えを異にしていると
思われる。したがって，陳雲モデルと毛沢東モデルでは共通部分もあるが，
位相を異にしている（陳雲「経済情勢とその経験と教訓」大'11他編
［1985］445-6頁)。
(3)実際には「先に蝋かになれるものから型かになる」という「先冨論」的
政策がとられたが，これは差別的分配であるが，合理(1りあるいは公正な差
剛Ｉ的分配ではなかったために，’'１１題が4'三じた。
(4)雄|玉|後の財政のI1I1論と実践の''１１題については，許毅［1985]，薄一波
［1980］を参照。
(5)寧学平［1988］参照。
(6)孫毅［1988］165-174頁。
(7)左春台・宋新｢'１主編［1988]。
(8)建国以後の経済改革のMFMLについては，「当代'１１圧Ｉ的経済体I|i'１改革」’'１
国社会科学出版社，19841Fを，財政改革については，同じく旧代中国的
財政ｊ上・下，1988年を兄よ。
(9)この間の改革の詳細は，例えば，’'１内一ﾘ）［1988］を見よ。
(10）黄菊波・］主誠尭［1988］176頁。
(]l）国家統計局編［1987]。
(12）ただし，中国の税収の品大項'三|はこ[iWi税（物品税，付力llllliｲlIh税，営業
税）であり，これも企業が負担するものである。
(ID’'''五|絲済年鑑編鮒委且全編［1989］１１１，１－３頁。
(lｲ）国家統計局編［1988]，748頁。１７７１［1989]，658頁。
(15）寧学平［1988］88-89頁。
(１０項鏡泉［1989］１V，３７頁。
(17）同，１Ｖ，３７頁。
(18）左春台・宋新１１'主編［1988］433頁。
(１０項鏡泉・揚艮初［1988］263頁。
[参照文献］
許毅［1985］「30年来財政1111論與実践的発展」『財政理論典実践」絲済科学}１１，
１仮社．
黄菊波・王誠尭［1988］「論対企業{W利使川的税収調節」（1'１国財政学全編
［1988])．
項鏡泉［1989］「'1'|工|財政概況」『'１１匡|維済i'二鑑」1989年版．
圧|家統計局編［1989］「｢'１|正|統計年鑑｣，統計{ＩＪＩ版社
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珍鏡泉・揚艮初［1988］「我'五lIIli倍l1ilill,'iilり現状，成lkl及若干対策建議」（'１１国
財政学全編［1988])．
左ｲ始・未新''１主編［1988］「''１国社会主義財政11W史」''１|玉|財政経済{'1,版社．
孫毅［1988］「11ｲ政改革'三|標棋式研究」（'|'|玉|Ⅱｲ政学会編［1988])．
''１|正|財政学会編［1988］「第８次今|]１１|ｲ政I1l1論討論会文選ｊ’'１|Ⅱ|財政経済'１１，
版社．
111|Ⅲ|経済年鑑編iliit委員会編［1989］「''１|玉|経済年鑑」1989年版，経済符､11雑
誌社．
|ljl〔雲［1980］「経済情勢とその経験と教iJll」（人111仙細［1985])．
寧学平［1988］「対煎新''１，]3川政赤字(Iり希法」（''１|玉|財政学会細［1988])．
iiW一波［1980］「関於絲済Ｉ作的幾Illllllll題」「Ｉｌ１ｌＩｌ社会主義経済建設lMj｣，
Ｉｌ１共''１央党枚１１１，版社．
人'11仙編［1985］「''１|玉|共朧党妓新資料集」-k巻，勁草書房．
高橘満［1989］「都市経済改jII1j:の展|)ﾄ|とその課題」111内一ﾘ)細［19891
-［1990］「経済改IY1:l0flを－転換･改ＩＩＥ・変貌」「】i1代''１国」（Ilil代''１国学
会）jiJ64号，1990年８几
llllﾉﾘｰﾘ）［1988］「現代ll1lHlの統済故1'''9:」学|場諜房．
－－編希［1989］「''１｢Iil経済の転換」（ｵﾋﾞﾄ波講座第２巻）瑞波書)ilr．
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第９章“官倒”－''１|玉|における腐敗現象
llllll辺の所ｲ1１
ミハエル．Ｓ、ヴォスレンスキーは，ソヴィエト社会におけるルゲ級対立の
ｲＭ１をilI:証した将作「ノーメンクラツーラ」（1980ｲ|《）の｢'１で，「文lNUWf級と
してのノーメンクラツーラが搾｣l)<をこととする特椛階級であ')，樅ﾉﾉによ'）
（１）
富を手にする。１章｢によって樅ﾉﾉを丁にするのではない」と指摘した。また，
元モスクワTlj検二Ｍ)三i【柾捜査検」１Ｍフリードリッヒ・ニェズナンスキィは，
ソ連における１丁政，検察等各職務分111Fの犯罪を「ソヴィエトにおけるマフィ
ア，マフィオズム」と'１V〔んで，そのﾘﾐ態をドキュメント・タッチでヴィ
（２）
ヴイッドにlilIiきｌｌｌ,している。これらのiiilil折は，ロシアｈ１Ｉ１ｊ:命501ililイドに際して，
かつてポール．Ｍ､スウィージーが，「｢からの大衆(1<」没透」あるいはＭ細
(1<ｊ政治|釧今'」等，樅ﾉ｣と特椛に対して有効に反対するﾉﾉがない場合には，や
がて新しいルザ級Ilill度へと転化する「非政治化された社会（adepoliticized
（３）
society)」としてソ述を１１ViきＩ'1,したことにもilIl川ｊｉを発する。これらは，ルド級
化された社会としてのソilLのうちにあって、政WLiil<｣官僚ならびに経済(19管Ｉｌｌ１
満としての文i1Wiliqiと他力に勤労人hlj大衆1門とが対二11ﾉ:し，iili者のllUの深い旭
裂のiil1Il1llに，所1↓卜格差と身分格差という極めて鮮Iﾘlなスペクトルが存ｲ|皇して
いることを示したもので．あった。
他力，社会主義という文脈をｌｉｌＩけして，アジアにおける近代化過私}に'１１４をlfil
けてみよう。1960年代のシンガポールにおける各柧形態の腐ｌＭｉｌ象に』,fづき，
社会学料，シエド・フセイン・アラタスは，発腔途｣1|玉|における腐IMil象と
は，近代化以前以来の災い服史過秘を背景にしてお')，イ丁効な行政機能の未
発Uilこそが腐敗のili(泉であ')，さらなる腐敗苑41ﾐの圧ﾉﾉｉｌｌｉであると指摘して
い）
いる。ジョン．Ｂ､モンテイロも，７０ｲ'１代に前1るインドのZlI例から，「行政矢
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陥（malad1ninistration)」という(l1llmiに|Ⅱ|えて，諸権利への無知，政iiL)的警
戒心の火力Ⅱ，椛威・Ili'I度への行従，マスメディアの未発達そしてTif命論に根
ざすアパシー現象の塑延等の１５jji範な政iiLi社会的背景要因を，腐敗の根川i(とし
（５）
て挙げている。これらのやや近代化オプテイミズム('りな作業に`|喪疑ｉＩりで，
｢腐|U(の習俗（folkloreofcorruption)」にili'二|するグンナー．ミュルダール
も，I1Li欧１１<j意味での利潤，117場競ｲ１への欲求を鼓狐|iすること，および公的責
任と椛力に属する傾城からIlHl人１１<j利得を得たいという欲求を排除することの
両者は，南アジアにおいては極めて|ＭＩＩｉであると指摘し，さらに，西|狄的立
場からは利潤のｉＩｉｉ泉とはなり得ない一定の行為が一般に金銭の対象とされ，
前資本主義的な伝統ｲ|:会の名残として，ある柾の「Tl７場」すら存在すると立
（６）
論している。すなわち，こうした諸作業から，」と述の社会主義ソjlhにおける
特椛の存ｲlﾐと格差のスペクトルに力l1えて，アジア諸国の|＃１発途上の過稗にお
いても，ほぼｌｎ１極の行政_|:の特権に''1米する腐敗ﾘil象が汎jlni19に発生してい
ることがiM1llllされる。
だが，これらの現象一特権の存在とそこに淵川ｉｉを発する腐敗行為の顕在
化は，革命後50周年のロシアというより，また，テイクオフ期のアジア諸|玉｜
というより，むしろLVL命後40問ｲliを経て，〈改革･'＃|放＞という新たな|＃1発プ
ログラム始動後１０年の時ｌｌｌ１的経過を経た｢'１唾|において，よ')典型的に，よ'〕
深刻な様杣で滋ｆＩＬているようにも,Ｗつれる。
「'１国は，本書の第１章でも詳細に検討されているように，197811212月の'１１
|正Ｉ共)壁党節llj0lll1央委員会第３１Ⅱ|総会（ｶﾞ川ｊ９ｌ３１ｌ１全会）以来，１０年''１１の
〈経済改革〉過漉を経過した。たしかに，この１０ｲｌ１ＩｌＭ，’'''五|では|Ⅱ|内的経済
システムの変更および対外経済接１Ｍ(に関するパラダイムの変換など多くの変
１１１１１が試みられ，そのil1l:接の所産として極めて脆['すべき変化がもたらされて
きた。IIL界史的範嶬としても稀ｲTなzlI例にIIIiする高度成長はもちろんのこと，
改革始動以米，’'''五|の一般Ⅸ衆のｌｌＩ１に拡がったiﾘＩ)き立ち，煮えたぎるが＃１１き
"lhl-l1”へのエネルギー爆発は，まさしく特２１Yにlill〔する。
しかしながら，あるいはそのゆえにこそ，〈経済改J1lli〉の各｛liil》'１政策内容
がほぼｌｌＷくし，札'17]i1i抗状態にlWiった1980ｲ|ﾐ代後半以来，’'１国の経済社会
は，かつてない深刻なlZKl靴に逢着している。その困難とは，往時のスウィー
第９章“'|:１１iilr'－１|'|玉|における腐敗現象２４３
ジーの対ソ迎観を揺るがすまでの革命50111ｲﾄﾞ当時のソ連ｲ|:会の実態以－ｋの，
また，モンテイロをしてインド社会へのオンブズマンIli'１度の導入を主張せし
めた以上のインパクトをもって，われわれのlM1iiに|こ'らを寵呈しつつあるよ
うにも,U､われる。
それは，｜工視的に兄れば，第１１期３''１全会以降，社会主義の自己変ＩＩＢ:とい
う文脈で，〈経済改革〉という名の新たな装いをまとった''１圧|の膝史的な近
代化努ﾉﾉ'二１体がすべて水泡に帰しかねない'二i人な'ＭＩＩともいえる。饗言を要
するまでもなく，1989ｲliの第２次天安'''１１Ｗ'2によってもたらされたクレディ
ビリティ・ギャップとしての政治危機と椛力)博|ﾉﾘ部における“継承危機”は，
政治体系としての''''五||玉|家機榊にとってJ1t大な危機的様ﾉⅡ|を示すものではあ
る。だが，本章のわれわれの観点からすれば，“官倒（guandao)”という名
の椛力と金銭との癒着Uil象にこそ，’'''１Zlという存ｲ１１の奥深い難題のｆ鳴点が兄
山されるようにもAllえる。＿上述の政ＷＥ機はもとよ')，“継承危機”自体も
あるいはこの難題の系でしかないともいえる。なぜならば，“官倒”に代表
される癒着現象~それを《銭（qian)・椎（quan）ネットワーク》と呼ぶこ
とにしよう－の存ｲ'１ｉこそ，経済，政if１，社会そして文化の各領域に及ぶあ
らゆる3i1代｢'１|工|のシステムのうちに，深くillllみ込まれた“不発ﾘｌｉｉ”と思われ
るからで､ある。
顧みれば，第２次大安|ＩＩｌＺｌｊ件に至る1989ｲﾄﾞ春の学L'三，クilI識人の諸要求'二1体，
この《銭・椎ネットワーク》への「異i識11'し立て」（cont6station）に根ざす
ものであ')，これゆえにこそ，“官lii'|，，への素朴な反感，嫌悪感そして共犯
肴意識を共有する一般TIjm屑とのjILjIM;も可能であった。だが，それらの諸要
求も，そのｌＩＬ立て対象が｣二述のｊｍｌ)まさに根i原ｉｌりであるがゆえに，武ﾉ｣鎮
圧を経る過程の''１で文字jlnl)圧殺されざるを得ず，結果的には“不発”にと
どまった。とはいえ，その「否（ノン）！」という異議'１'し立てが焦点を合
わせた当のﾘlii劾対象は，後述のように本質的な変更を何ら家ってはいない。
今|Ⅱ|は“不発”に終わったものの，《銭･椎ネットワーク》が，システムにビ
ルトインされたいつ爆発するとも知れぬ“不発ﾘlii”であることには変わりは
ない。l11I劣な比'楡を続けるならば，ｆ'す管が作111jを始める時には，想像だにで
きぬ大きな爆発力と衝撃波がシステムを襲うものと`uAわれる。
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果たして，こうした文字通りの‘`内Nllの敵”としての''１国における《銭・
椎ネットワーク》はいかなる性硬のものであろうか。」｡述のソ連ケースから
得られる社会主義という体IIill｢I<J要因によるものが主旋祁であろうか。それと
も，発展途上の近代化過程にほぼ汎jmiI<｣な開発要lXlともいうべきものがｊ２調
であろうか。この社会ごii義というシステム要因ならびにアジアにおける後発
的ﾄﾞﾄ１発という二者を，比較の）i唯jlilll空'''１として設定し，これを手がかりとして
｢'''五|の《銭・椎ネットワーク》を捉え返すことにしよう。やや結論先llXl)的
に立言しておけば，それは，経済改革j0lという未曾有のシステム転換の歴史
過程にある'Ｉ１ｌＩｌの固ｲiの歴史課題と仙人われる。すなわち，それは中|玉|社会
が依然として「計画化」機織，「TIT場」機柵以外の伝統的調整機織に大きく
依存していること，さらに改jYiプログラムというL'三瞳ﾉﾉ主義に収鮫した近代
化課題の議場によって本米的な''三|皮質がI1j浮止しつつあることの反映である。
こうした''１１題関心をさらに進めるならば，’'１|玉|の経済改I1I1j:によって'１１１前にも
たらされたものとは，実は，「ilT場」の不整合と不完全さゆえに，本来の改
革'三I標たる経済諸行為の谷叫化が依然として「非合理的」範嬬にとどまって
いる一方で，“もう一つの什珊I<｣範嶬”として《銭･椎ネットワーク》が浮_し
しているといえるかＭＩＩれない。
１１“官倒，，へのアンビヴァレンス
１社会的“支持，，
まず，“官倒”とは(iilか。いうまでもなく，字義（"官Iiill爺"）を辿れば，
官僚による“倒爺（daoye)”すなわち物資の転売，投機行為等の経済(1<]不
ｍＴ為であり，一般的に腐敗（corruption）と称される聖|$態のことである。
この限')では，冒頭に触れた祉会主義ソ連における特椛の存在とその淵１１１，
あるいはアジア諸|玉|の発展jllMUi1における各種の行政犯罪を，社会主義および
アジア発展における各'五|版“'白1iill”と'１Vしぶことも許されよう。だが，逆にＩ１１
ｌ玉|における“官倒”別,l象を，ＩＩＭの社会主義システム下における腐敗現象な
いし')ﾄ１発途上過ﾌＭこおける腐敗として一般化することは必ずしも適切とＭＡ
われない。
節９Tii“'lTliill”－''１|]!|における腐敗ﾘil象２４５
たしかに，“1当Tliill”のⅡ11:接'1<｣背景としての腐敗には，それらと1凡、I<ﾉな二|「
態もJil象ｍｉの|而ＩＨＩ！Ｉiとしては観察される。’'１|巡|における胸1ＭJ染としては，
｢以椛謀私」（樅ﾉﾉによって私利を謀る）というIlllliniにその特徴を》|Ⅱ'１,するこ
とができる。この私(1<｣利袖の超i去DljI<｣追求・Ｉ雌卜は，lhiljlIの各iilMの脚敗りｉｌ
象への定義にも繋がるものである。例えば，アラタスは，｜|(i賂（bri1)ery)，
樅'11(を通じたりj】要（extorti(),,)，親族〕Iijll（nepotism）の三判を「腐敗」と
（７）
してkM定している。また，ニェズナンスキィは，」lXIlIi，越椛あるいはI職務椎
|ｌ(逃'１１１，職椛あるいはllMi務Ｉ２の地位のi朧)Ⅱ弊と，腐敗＝行政｣土の犯ｊＩ１を分類
（８）
する。さらには，腐敗を幹部Ⅲiのｌｌｉｉｉ客として，機UAIによるＭ１上述灰（institu‐
tiolIalo[fences）および「貧稀の犯Jl1」（crimcso{thcpoor窃MH，公共'1ｲの私
物化，アブセンティイズム等）とともに，総済犯ﾘ'１（economiccrime）として
（９）
一般'１<｣に捉える｣,[Lﾉﾉもある。この|Ⅱ(')では，’'１|:Iilにおける「以椛謀私」とし
ての“官liill”nil象は，社会=iﾐ義というシステムノi(jlilll空'111ならびに発展途11過
稗の||}]発空'１１１における腐敗と，ほぼlTil)l1llのりil象(I<〃態といえる。
さらに，’'１１正|における“1！｢Iiill”０)もう一つのJ凧要な'''1111｢,iは，「以椛代法」
(樅ﾉﾉによって法に代わる）という超tMljl<jlLIlll，すなわちその樅'1Ｎと特椛ゆ
えにi去ｉ１り訴追可能ｌｆｌｉの埒ﾀﾄにあるというﾉ,!『(にある。この腐敗のj超法Dljfliは，
ソ述におけるz1l態としても観察され，ニェズナンスキィは「職務Ｉの犯罪の
摘発にあたるのは，１%〔11'１として，まさにその犯３'1を１丁っている当人たち」で
（１０）
あるという点を挙げている。したがって，“'１１１．lii'|”の「以椛謀私」および「u
（１１）
椛代法」という二つの{l1lIi('iに杵|Ｉする|Ⅱ(リでは，ネ|:会iii義ならびにＩⅢ１発途｣土
という二つの蕪jlilllとの|両|質性がｉｌ卜られることになる。
しかしながら，これらiilli比!'攻）,LIlilllとの岐人のｲⅡ述を>八すのは，“'｢Vliill”の
背景としての社会('<｣意撤のｲＭ１である。’l1lIilにおける“官lii'１”なるUIl象は，
ﾕｲ今の社会意i識;|<1'1にあっては，川(悠感とともにそれと愛'11|併存(l<ノ（アンビ
ヴァレント）なある机の“支持”を↑|卜ているのである。むしろ，それは1978
年以来の経済改〕'１１，:のil1l:接の所産であり，《企lllj総IWi》といった灸社会(|りな気
風の'１当｢|〕ｌｌｉｉ#への噸''１Ｍ．浸透にほかならないからである。
この“1当｢倒”に対する企社会('<ﾉなアンビヴァレンスこそ，lllliHlの《銭・椎
ネットワーク》のｲｲｲ'１１をユニークなものとすると|両１時にそのｲ前:を支える節
２４６
１の要fl:である。この点を具ｲﾉＭりに兄てみよう。
つま|)，1978ｲ|き以】<の経済改革とは，過度の11i純化をも恐れず立言すれば，
伝統１１<｣平均`１ＭJ1と社会主義の平等志lfilの結合により，長く抑え付けられてき
た人々の1111賀MH望の解放過概といえる。それは，経済改茄初｣０１段階の成長そ
のものが111i費主導111であったことにフパされてお')，また当の改１１|叫念の腿,Ｌ
屑にある“先富論”哲学|全１体がiili費の奨励を主たる|ﾉl容としていた点にIﾘＩら
かであろう。“光衛論”とはあえて繰り返すまでもなく，flj小､lzが78年12)］
の党''１央政治局会議で提起した|ﾉﾘ窯で「一I1illの地域，企業，労Ilill者・農１１Jが
●●●●●●●●●
辛勤な労働をjlnじて，その収入が先に多くな')，牝iTIiが先に改善されること
によ')，今|工|人氏の共|司寓裕への途をｲｲi〈」（傍点り|Ⅲfi）ことを|=|指して地
（１２）
められるすべての経済諸政策の根iINであった。
その意味するところは，第１にかつての“不悠寡ml1i不均（貧しきを憂え
ず，均しからざるを愛う）”という上述の悪平等主義からの訣)Illlにある。した
がって，これは，Tli外の人々のⅢ(には，もし機会に恵まれるならば，迷うこ
となくカネを儲けよという公｢|<」椛威からの勧奨とⅡ災ぜられる゜貧窮こそが社
会主義(l<ﾉ栄誉とされ，南貞総がブルジョア｢I<ﾉ恥辱とみなされた時j91とは異な')，
カネを儲けること|と1体がかってのように3'1悪感を伴うものではあ')得なく
なったのである。それよ'）もむしろ“先寓論”が本来的に'二|指したものとは，
こうしたマネービル機会の提供によってもたらされる“先富論，，の示範（モ
デル）効采であった。すなわち，収入がjl1え，LliiiIiが先に改善される他粉の
様子をつぶさに観察することによ')，ﾕﾉi然人々の'''1にLlﾐまれる羨望，嫉妬等
の|些1然な感情を拠子として，各自がそれをモデルとして発奮するという精ｲII1
lljlli紋をｊ'1つたものでもあった。
このUl[接の結果が，＿'二述の1987年以降の《全民経iWi》という社会的気風の
蔓延である。逆に言えば，“先寓論”といういわばお｣二からの公式Ⅱ平ぴ掛け
が，かくも急速に''１|玉|社会の深部へと受雰されていったという?|卜爽同体，’１１
国社会の｣自壊の''１に深く沈潜されていた伝統要素に鋭く訴える|ﾉﾘ容を“先博「
論”が含んでいたことを示していると兄ることもてきよう。したがって，こ
の関述でいえば，“官倒”とは，広範な大衆的支持を得ることとなった“先
富論，，のｊＭｌｌ反応にしか過ぎないことになる。‘`光寓”に至る手段のIE当性
節９iWi…lj11iill”－'''１１《|における腐lMil象２４７
こそが，’''１１趣とされるべきにもかかわらず，千段のJに'1性を超えて，結采と
しての“先寓”状態のみが先行したことになる。iii脳の“先常論”のうちに
あっては“辛勤なﾂﾅ1,1”とされるのみの“先博｢”手段の|l愛昧`ｌｌｌｉと’１標として
の“光常”状況への過度のＷｌｊ(が，こうした“跳IM1”を愁起したものと`U､わ
れる。“先窩論”から導かれる金銭兼｣≦１１粒，‘`一切|('1銭希”という一ﾈ''１教(1<ノ
（１３）
|U:界鋭が，改111[j01ll1lF1の社会意識として定杵・浸透したのである。“|ｲﾘ銭希”
といういわば｛illil[(〔''１立(l<ﾉなレベルを超えて，これに“一切”を冠することに
よって，文字皿Ｉ)の拝金ｶﾐ義へとDliZi化したことになる。これは，社会Ｚｉﾐ義イ
デオロギーがJil災｢1<｣腱ｌｌｌの''１で，次節にi((i拠枠（[ｒａｍｅｏｆｒｅｆｅｒｅ１ｌｃｅ）として
の機能を失効する''１で，新たに雌得された準拠枠ともいうべき性格すら帯び
ている。したがって，この意|I/|とで，“'|:1．Iiill”とは，手段の当否判|折を“跳腿”
した，「先寓論」輝学の行為レベルに対する大衆｢|<ｊｊＭｌｌ反応と兄ることがで
きる。
２“もう一つの合理性”
さて，“'1当｢例”はこうしたｲ|:会(1<ｊ“支持”をその背鎖として持っているこ
（Ⅱ）
とになるが，これを経済改11',:という今体又'111(から|)11え返してみよう。’'''五|に
おける〈経済改jIIli＞とは，さまざまな視点からの各邨各様の定義が可能であ
る。’１１央集'１１型の指令性計lllil指標システムから分Ｉ１型の１１１場志|ｲil的社会主義
への移行，公ｲｲlli'1下の経済多ﾉﾛﾐ義への模索あるいは近代以来の''１|]ilの長｣9Ｉ
的近代化過稗におけるｲ|:会二に渡システムを初)０１条|ﾉ|:とする新たな模索過稗
等々である。だが，ここでは，｜正|家（＝,Ij(１１１:)，集|TＩ（＝企業）および洲|Al人
(＝ﾂﾅI1Ii川，農ｈＵ等あらゆるレベルでの絲済洲丁為の「｣〕'1性化」追求という
諒解を掲げてみよう。というのも，’'１|玉lIll'１における改Ｊ１ｌｉｆ論議には，ほぼ共jln
して，改jII1i以iiiiの''１|正|の経済行為が「非谷１１１１性」範I'祷のり|↓型にして，ｌｌｊｌｉ;乗す
べきものとのいわば企き近(Wrjl1三i{義('《｣認誠がそこにはiiil提とされているよ
うにＭｊ､えるからである。
その背景には，かつての「計画」に対して「ilj場」という“兄えざる手”
●●●●●
をﾄﾞ11i元(1<」に部分設定することによ')ｗ各ililﾙ参ﾉｌ１ｌｌメンバーはrlflk｢1<｣かつ谷l]ｌｌ１
ｉ１<ﾉな経済行動をとりうるはずとのいわば「,|j場絶対ｲ''１話」がlI11f黙柳にiii脳と
２4８
されていたともいえる。改ｊ１Ｉ１１:－Tlj場機柵とiillllil化機榊の複合体への移行と
いう現実｢lり要ｉｉｌｉをiiiiにして，’'１|;lilにおいては万能性ﾈllIiiiiiの(l1lIIliが，政莱意IXl
（１５）
(1<ｊによりiiiil([iにlllIし,}'１，された感もりｊｉい。
だが，’'１|正|の実態として成立したものこそ，こうした「皿性化モデル」と
は対Miii1りな経済行11ﾘﾉにおける「非｣]'1性１１<｣」要素の拡大であり，“官Iiill”リi1象
に代表される「非｣111Ⅲl<」」要素の璽延であった。当初１０１侍された「行為のＩＭ１
Ｉ！'；化」状i兄とは，まさに対'１ﾘ<といってよい。例えば，指令Ｉ！I折標の縮小に伴
い，「谷IIl1化」されるべき政１１１:部''１|と各ＩＨＩ徴企業'''1の関係Ｍ'u粋な紙済契約
lRl係ではなく，人(I<ノネットワークによる干渉で飛みとブレが依然として苦し
い。リース絲徴者，私尚業了ii等の新興勢ﾉ｣の「<Ｗ《(l<)」利祐も，「不谷li1l1化」
の対象から免れ得ない。“紅lｌＭｉ（ｌｌｏ１ｌｇｙａｎｌ)ing)，，（＝やつかみ，リlliみ）なる
社会１１り・集団('<｣爪ﾉﾉによ'）「社会遡兀」されねばならず，公｢'<jに辿認された
j1i当な所1{ﾄといえども(聯il；の|Ⅱ(')ではない。本来，企業の手許にW(係される
べき一次分配後の１V(CMllilMも，パトロンとしての主轡部|Ⅱ|等への“１Ｍ|(派
(tanpai)”（＝其ﾉⅢ金）としてｉＷｌｉ紬されるなど，企業へのMｲ務IliでのlLlj：樅拡
大には依然「ｲ《谷'''1な」Ili'llUlがｲｲｲ'{している。この結采，企業が本来('<ﾉな杣
)0ﾉ:した経済実体とは全くなり得ず，地ﾉﾉ政111:’1級子ｉｉ符部''１]こそが改]|'〔の放
火の受打ｌＨ'iとな')，“諸侯経済”と称されるまでの地域;';||拠のアナーキー状
UILを/|ｉみ}'１，すことにもつながった。ましてや，イ《足と低I111i格，ｊＭＩＩと高I111i格
の共ｲ7から，I1lli格の〔I1li))洲筋Iﾉi：)１１は』０１緋された役割を来たしていない。
元来，経済１Ｍ))にはHl1性('<｣要素とともに非Hl1性('<｣要素の1TI1f'１．がj､常併存し
ており，そこには経済ｉｌ１ｉｌｌｉｊ１ＩＩ１の行為料のI111ill/[観念，感I1liあるいは伝統(I<)要素
が大きく作川することは，Ｍ、ウェーバーの指liK1をまつまでもない。だが，
,|,国の改Ｊ１,[のり,l実｢'<｣巡皿にあっては，以1〈に見るTlj｣；ル“j募入”の不光今性と
伝統`Ml1という二つのｲﾉｌｉｌｌ１により，さらに「」|ﾐｲhrI1l1l1<ｊ」要素がﾉl1ll速度｢'<ﾉに進
展することとなってしまったのである。
まず，第１には，改JIIlJ:当初，ボＭｉＩ<)信虹(がほぼ無限定なまでに寄せられて
いた「TIT場」そのものが有効#'1に作動し↑(卜なかったという点が挙げられる。
11丁場が狭ljiiiにしてilj場機榊の作１１i)川iijl)１１が限定される''１にあっては，各Tlj｣易参
jll杵もTIi場を皿じた本来(1<ﾉな絲済１１標を速成することはできず，このため，
第９章“,ﾊﾞliill”－１ｌ１ｌＩ|における腐敗現象２４９
その不完全性をﾈili先するべく他の非Tl１場的手段に依拠せざるを得ない。ここ
にいうところの他の手段とは，’'１国においてはインフォーマルな情報交椣を
主体とする対iihii1《」人llIlljM係（face-to-[acerelatio,]）の総和一“関係
(guanxi)”へとill[締することとなる。こうしたく関係ネットワーク〉のlllで
の，文字皿')のキーパーソンとしての樅ﾉ｣者への接近を皿じた“関係”雌得
により，行為｢１標を貫徹せざるを得なかったのである。したがって，ｊ募人さ
れた市場そのもののﾙA模が狭小であったという''１|玉|の改j1I1i描置の不十分さに
加えて，TlT場機榊がｲｲ効|<111に機能すべき社会的フレームワークを欠くという
まさに根》;(的な二つの要lXlが，イⅡ瓦にjMiして，結采｢|<｣には逆機能を呈する
こととなった。
この意'１ﾉkでの「ilj場」の不完全性を，各経済主体のﾀﾄﾊﾞ|j環境要lXlとするな
らば，第２の要因とは汀各経済行為判'4|身のうちに|ﾉﾘｲlﾐする伝統`ＭＭＩ1<ｊ文化
要'１１ともいえる。それは，しばしば指１１＃されるように，伝統'''１玉|に汎皿する
共lTil体原理としてのI(１１縁関係，地縁'111係等の重視である。」二述の〈UAI係＞
ネットワークーすなわち縁故による総済llXijlを顕ｲｌｉ化させ，それをJ[当化
する満識の存在である。というのも，こうしたビジネス場、裡におけるイン
フォーマルな人'''１|剰係としての“業縁llM係"，すなわち〈Ｍ３係ネットワーク〉
には，フォーマルなﾎﾟⅡ細UAI係では代稗し得ぬ亜妥な機能があるからである。
それは，まず第１に，’'''五|におけるjiill縦効率の低さの結果として，］]Ｉ式の$１１
織対iMl織の関係では'''1題が多||皮にわたるため，緊急を要する場合でも，ほと
んど気も速くならんばかりの'1寺'１１１を要する。これに対し，インフォーマルな
く|｝M係ネットワーク〉をjlljじることによって，多力ini，多部局に及ぶ針|i雑な
（１６）
'''1題も，各組織|ﾉﾘのまさに各ｲ|(|人の丁･によって迅速に'１１ｷﾞ決が図られる゜第２
には，’'１|工|における各ﾙ'1織の閉釧(|<｣性格とも関述するもので，各々のキー
パーソンとの''１１骨なコミュニケーションを保つことによって，皿常チャンネ
ルとしてのフォーマルなiill織|Ⅲ交流では11ﾄることのできない得種情報に接す
ることができる。本来ならば，組織情報のiITi1iﾘQとして指ﾘｌＩｉさるべき性質の)１Ｍ
定述反行為ではあるが，そのインフォーマルな関係性保持のために，当三|ドイ'i
llllにあっては何ら』|』悪感を伴うことはない。Ｒ頭に触れたミュルダールの折
摘のように，沈殿していたく関係ネットワーク〉が習俗として｢'１|正|社会の雄
２５０
底部から，＿上記の非Tlj場｢|り手段の要請により，改i1IIiというBd実Ⅱ|:界へと急速
に浮I1したものともいえよう。
しかしながら，ひるがえって，こうした状況をすべて「非合理的」要因と
して斥けることは，改j1l則り''１１|正|の現実を全iriilI<｣にすくい１０〈ったといえるであ
ろうか。本節の同皿で触れたような過度の近代谷lll1Etii義の腿にからめとられ
ているのではなかろうか。むしろ，これらを「非谷lll1MiiZll濤」としてすべて
断罪することは，公1zのｌｊ１〔１１１１に反するものとＭＡわれる。というのも，レ
ヴィニストロースらの社会人類学等の成果がわれわれの|川iiに示す事実とは，
市場機織以外の洲盤メカニズムの存在であＩ)，それらをlMiili1りな近代合理主
義のみに依拠して「iiii近代」あるいは「非谷ｌＷＩｉ」のflを冠して排除して行
くのは騎倣とのそしりをも免れ難い。われわれが「伝統」と一般的に呼ぶよ
うな非TlJ｢場｢1<〃共lTil体(1<」調幣メカニズムが，“Tlj場維済が特異に成立した時
代”に過ぎないりi1代社会にも色|i農く残存している。カール・ポランニーにま
つまでもなく，１１丁場機榊の今im支配は特殊歴史'１<｣状DIIであり，特殊な時代の
IIilI度的所産でしかないのである。したがって，われわれとしては'二述の状》１１
を「遅れた」’１１|玉|における「非谷liLIWJ」範1'篇として斥けるのではなく，むし
ろ上述の〈|對係ネットワーク＞としてIjil実に作軌している「もう一つの合理l
性」の普遍性にこそ肴|='すべきものと思われる。
だが，それｂ１Ｉｊぴひるがえって兄ると，｜Ｈ１題が１Ｍ|していることがあらわ
となる。というのも，その「もう一つの谷剛性」ゆえに，’１１|工1における“官
倒”と呼ばれる官Illi1i＃による腐敗1丁為は，’''1正|の各システムの深層に強|画|に
浸透しており，この点こそ「ｲ丁為の]ql1性化」を求める改'''1プログラムの進展
にとっては誠に愛噛さるべき二liI態となるからである。
HIiIlll織性一“官iWi”
さて，社会ｲＷ１ｉとしてはアンビヴァレントであり，改１１lb:プログラムに対し
ては'111審要因とならざるを得ない''１|玉|の腐ｌＭｉｌ象の性格＃,L定を行うための準
Ｉｉｌｉ作業として，“`向Iiill”のややUil実ｉｌりな様ｲⅡを'瞥兄してみよう。特に，その
組織性として党政機|兇l幹冊|jが兼職その他の形式によ')経衡にiiLu接参与してい
弟９章“官倒”－''１|正|における脚IMil象２５１
る‘`官商”形態を111リ」げてみる。例えば，上１１『では，“Wfi1l”が最ＭＭｉｉ１（
を極めた88年汀各種の党政機llMlIl体が設立した企業361社のうち，“官商”的
色彩の濃いものが122社とおよそ３分の１を,liめた。これら361社の新設企業
に合計645名の党政機UA1幹部が名を連ねて関』）しており，本務の党政機関と
の関連が完全に|折たれていない荻１１Mt肴は，これら新設企業幹部の３分の２に
（17）
のぼった。“退休・Iilli体”とⅡＶばれる離退11俄者がその残')の３分の１である
が，１１１|玉|でいうところの“退休・IiIli休”とは必ずしも，兀米機UAllll位からの
離脱を意味するものではない。＿上述の〈関係ネットワーク〉が存在する所以
である。したがって，依然として従来の党政機|』MUI体のil州llIiiliの地位にあり
ながらも，あるいは党政機|乳1と依然密接なく関係ネットワーク〉を有する
現・元幹部層が，いわば「hIJllIl企業」としての各邨公ｉｒｌに:i′iを連ねているこ
とになる。公務員の雑]IMIを禁ずる'ﾘl1ilI;な規定が不在であったためであること
はいうまでもない。“'1:(･iWi”（I<」色彩の濃い公司の存在が，“官lii']”Dil象発Lliの
まず第１の拙床であった。
全国レベルでは，征''１林llil家]:商行政管]111局災によれば，８７ｲ|ﾐｰ'ずW01以来
各地のI商業行政/轡11'1機UMに益録・議記した公司数は急1Wの一途を辿り，８７
（１８）
年末時点で36.47Ｊ社にも達した。これは8Ｍﾐ火の15〃社から１１洲以上の急テ
ンポである。なお，９０イド２)]木ﾘil在では，これら公iTl総数の24.5％に'11当す
（lい
る７万社がすでに'１W!＝＃l(・'Ｍ}されている。いずれにせよ，こうした全|玉|数{in
のほとんどが，＿し述のIiiﾘの判ﾀﾞ'|のように“官i1li”「l<｣色彩の1i濃い公司でiLiめ
られていたものと想像するのも決して|IWiではない。
このため，“1:｢Iii'|”現象に対する対抗措置として'''１１]il政府が採)Ⅱした政策
内雰が，党政機関幹WIlの雑llMi禁｣|ことなったのも当然であった。’1'共中央弁公
庁および中|玉|国務院は，８８ｲlilOI13Il，「関於l1fL以｣z党ｲlll1il家機関退（雛）
休幹部経商弁企業ｌＭｌｉｌＷｌ:1mllill」を公布しているが，その'191イ薑は，第１に，
党・国家機関幹部の迫・IjWlilliili後の商業企業iiuiiIiﾉﾉﾍの参ノノを禁｣lそしたこと，第
２に，名誉職をも含めて余人１Ｍ｢有Ilill企業，外ﾄﾘ系企業への兼任を一律禁止
したこと，第３に，非粂人lXi所ｲjllill企業へのｲJ;職には迫llMiT･統充~｢後２年Ⅱ'１
が必要で，その報IMlll額も1%(給ｊＪ額と原機関の幹部平l4j奨１m趾<Ｍ<準の合計額を
（2(1)
｣二|Ⅱ|ってはならないとざオしている。
２５２
次に，これら“'1Tilii”の実際の↑｝↑業iili1Ii1j内雰を兇よう。これらの“官商”
公iTlは，ほとんど「～諮iiII公iTl｣，「～ﾉﾊ包公而|｣，「～l聯か公TTI」あるいは
｢～|ｻﾄ１発公司」といった:ｲﾉ1称を通してはいるものの，情報コンサルタントど
ころか実際には文(↑:通りのiWi業iili11i11に従P|Ｉする流j､業が人｣ｒであった。実態
はといえば，“llLljll1公司”といううＭｉに尽くされるように，正式の敬録資金，
益録所ｲI地，４１〔業スタッフおよび'ﾘ|(ilI;な絲営業務範|〃|のllLl料をほとんどの場
合欠いていた。公iTl設立・蔽記に'1Mする法的丁･統の火！(11が股火の背景要ｌｋｌで
あることは鋳言を要するまでもない．こうした“'口1Wi”公而|のiliⅡ織Ji蝿のｲ（
'ﾘ１１ﾘIl1li，と')わけ経営スコープのイ《Iﾘｌ１ｉＩｉｉさは，“官ｌｉｉ'|”が宮tlliによる物登の
ilik売行為としてlUill光を浴びることとなるｊｉＪ２の１Ｍ<であった。
では，これら“'１２｢耐，公司の企業資金は一体どこからiiMl達されたのであろ
うか。「皮包（トランク）公而|」と称されるようなilWL仙なiMI織形態ではあっ
ても，一定のｒＭｒ調達が必要となることは''１]違いない。ｿ〔は，この点にこそ，
"1：１１１W”の“'１:｢i腓i”たる1ﾘ↑以を兄'''１すことができる。イlJilHllIﾀﾞ'|ではあるが，杭
)｜ﾄlTlj〃'11ﾀﾞ１１を)[」よう。1988年ｌ～５川U1に新設された杭)Ｉ１ｌｉＩｊのiil1ii]:行属企業
158社のうち，その益録ini金（"注'''1資金,'）の「ほとんど」が各政府門''１１１１の予
算ﾀﾄ資金の転)'1によるもの，ないしＬ述した“榔派”という名の無Iii〔調達に
よる株式調達であるという。その総投登紺としては，数ＩＩＬ｢ﾉJ元から，人BA模
（２１）
なものは数Ｉ意〕Cにも達するという。
当今，｜]本でも，フイランソロピ－(1)hilantllropy）あるいは企業メセナ
(文化芸術支援iilinli11）なる斬たな概念により，企業の社会(l<j責任として，地域
政府，各種氏'''１１１１体への寄付，後援が次姉にi剛,Lされつつある。だが，ｌｌ１ｌｆｌ
においては，企業lLl身が社会(|<ﾉﾄﾞＭ'Ⅱ早生機能を'1[つたいわば社会ﾎﾟ'1細そのも
のであ')，｜玖米ないし岐近の'１本における企業のMf付行為と|両１列に論ずるこ
とは本来(1<｣にｲ《jllKiU｣だろう。
そもそも，“ＭＩＩ派”というｆｉの政府機|ﾈﾙII1llからの企業に対する強ＩＩｉｌｌ調達が
なぜ可能なのであろうか。その解幣は，やは'川Ｍ１のｎmmに見た人１１榊成，
すなわち〈|州系ネットワーク〉に求められる。光に兄たように，これら“官
1%i”の]掴吸，総維111弊はいずれも各企業の主符部'''1が派適した人物によっ
て,!iめられており，はなはだしきに至っては，Mlf部１１１１の枢要の地位にある
第９章“官lfill”－''''五|における腐敗1111象２５３
人物その人がそのポストに座っている。文字通りの経済実体として独立し得
ていない中庇|企業の現実から，果たして，これら主符部ｌ１Ｉｌの意向を無視する
ことが現実的選択であろうか。あるいはより精確には，〈関係ネットワーク〉
の存在から，主管部''1そのものの意思として映らざるを得ない主符部門のＩｌＨＩ
別幹部の個人的意|(i]を無視することができるであろうか。“官商”設立に際
しての“|難派，'拠出を拒否することによって，後々の企業経営に主答部'１F|か
らの，すなわち主管部｢''1のｲ剛'|幹部からの報復的な横やりが招来されること
を危'|具する各企業長を責めることはできない。こうして，“官商”公司の設
立に関しても，やはり“榔派”で協力しておき，後顧の愛を断つというのが
企業側の合理的行動選択とならざるを得ない。
また，より「積極的」を'11'|而も存在し得る。というのも，これらの“官
商”自体，名義上は独立採算が原Ⅱ'１となってはいても，やはりその背後には
｣二述の各党政機関の権威と資金が控えている。このため，“官商”公司が儲
からぬはずはないと人々の眼に|映ぜられるのも無理はない。したがって”各
企業側としては，収扶の安全性という点から，ハイ・リターン，“官商”への
投資を行うことによって資金|Ⅱ|収を｢1論む計算が１，１１〈ことともなる。
かくて，“官倒”に至るilill織形態としての‘`官商”を見る限りでも，〈関係
ネットワーク〉を基礎として，「権（＝行政)」サイドおよび「銭（＝企業)」
サイドの両肴に，これを《銭・樅ネットワーク》へと固定化，発展させる合
理的契機が存在していることが理解される。
1Ｖ性格規定
このように蔓延する“官倒”現象は，《銭･樅ネットワーク》としての合理
的基礎を背後に控えている。この成立過程および背景要因等は前節までで示
唆的に触れてはきたが，ここでややとりまとめた形で提Ⅱ』,してみよう。社会
主義との基軸からしばしば指摘される絶対権力の腐敗という側面を主調と見
るのか，それともシステムDIi云換という改JYi過程に不可避的な過渡期要素，す
なわち新旧iili要素が併存した“双jlﾘLIIill”状況による所産として，このいわば
開発要lXl，過渡jUl要因をzii肱ｆｌｔと兄るかに|)Mわる。ここでは，’'''五|(''１各論省
254
のさまざまな認iiilliをＷ,[Lしつつ，《銭･樅ネットワーク》の性格を1V盤｣11!する
ことにする。
１権力腐敗の側面一内因論
まず，椎ﾉ｣との|剰述に注|=Iしてみよう。“郡i'１”リil象を，“権ﾉ｣経済，，とい
う観点から捉えるのがiIill守鈎で，彼は，“椛力経済”を「一種の椛力をjlilllと
（22）
した経済のjili行形態」と定義して繊論を股|ｻﾄ]する。さらにこれを受けて，施
川鱗は“権力絲済”「|体を「樅ﾉﾉの金銭へのjliz<化」として1V定義して，およ
そ樅ﾉﾉが存在し，一定の経済('<ﾙＩＷＩｉﾐを文I11ii｣する''１にあっては，こうした金銭
（23）
へのlbi化は必然であり，その実質は今き搾11Kであると論破する。すなわち，
椎ﾉﾉj行が何らのrli本をも必要とせず（あるいは'1k低二１７tの述転資金により），
IillらのLli塵ｉ１り投溢をＭＴうことなく，いかなるﾂﾉIIilコストをも支払うことな
く，ただ|川状に将:f'１をしたり，「lliIiill1lii′|:１１１証」を発行した|)，“liillう'6”＿し
かもlliなる譜:』Ｗｉ:業のみによって「(額の雅利を企ることができる。これでは
化産丁･段が今人LL所ｲiとなり，搾１１)(が}坊莱されたはずの社会主義ll1lljlにおけ
る搾lMil象ではないかとＩｌＨｌ１英する。したがって，こうした主張からすれば，
これら“官倒”リ[l象[|体が一枕の容観(I<｣な内ｲ|ミメカニズムによって文,IILされ
ており，各宮川!'j1人のIiM1l性あるいは)J１L範意識というIl11illll性のｌＩ１ｌｌ辿ではなく
なる。こうした「|ﾉﾘ|火liiili」の立場からすれば，｝'1然，それぞれの椛勢ｲ'１（そ
れがたといいかに小さな行政椎|U(であるにせよ）への倫jll1要請というIlIjlHllの
対liiiM(法ではなく，“'l911iill”flil象Ⅱ(if)のためのﾉﾉ策として改iYi:の徹底化が求
められることとなる。さらに，このﾉj((から，いわゆる“IXj王化”ｊⅢ１１i力とは，
この「|ﾉﾘ囚論」の探究を－１仲突きiiiIiめて，何らの！'iﾘﾙ|をも受けぬ絶対椎ﾉﾉと
しての党の政if１文lll1Uの柵造そのものに｣,,L,''１，す立場である。したがって，この
絶対「|ﾉﾘ因論」からは，党に対するカウンター・パワーの存在，すなわち政
治的多)C主義の導入こそが，‘"n1ii'１”リl象根治のﾉﾉ鞭として}iIliかれることと
なる。
“T｢lrll'，現象ないしその皿奏底11),:としての《銭･樅ネットワーク》への対処
に関しては，岐後にｌｉｌｌれるが，その鞠人としてlMi(祥の)ﾘT論によって，“官
Iiill”lllllli'|の』iL水ﾉﾉ|｜１１を索Ｉ1'１１iしておこう。呉稼祥も，lTil様に，腐敗とは椎ﾉﾉ仙
節９章“官倒”－''１|正|における腐敗Ull象２５５
川のFill産物と|折じてお})，公共利益が私利にlfilかう時，腐１Ｍil象が顕在化す
るとして，「内因論」の)Iﾉ:場をとる。しかし，その‘`私利”Ｉｆｌ体椛ﾉj満自身
のIⅢ人的利益のみならず，その所属する集lIlの利益にほかならない点を強調
しているのは，われわれのく|州系ネットワーク＞への注|」にも、ずる･そし
て，腐敗現象lJl1Ili'１のためのｌｌｌｒ世として，呉稼祥は，三つのlIl1IIi'|メカニズムを
（24）
提起している。節１は，椛）｣の|ﾉ１部IIill約で“在I|ﾘ1集liJl"，すなわち椎ﾉＪ１骨白
身の｢|己ＩＩｉ''約を意味してお})，水米的な官僚Ili'１度の実りilを榊想したものとい
える。第２は，椎ﾉﾉﾀﾄlllillからの隅IMIli，IIill約であって，h1j衆Il1llからのl21LL防衛
の実現，権力折の選択，いわば|とｌｌ１１な民主Ili'１度がそこには合意されている。
前述の絶対Ｍｌｋｌ論」の処｣童としての政治多元化の要請とも連関する。第３
の仰ＩＩｉｌ]としては，これまで''１|正|がしばしば採)Ｉ)してきた腐敗分子に対する
"1青洗運動"，“整瓜連1Iijj”が挙げられる。だが，｜ﾉﾘ部IIi''約，タト部Ili''約そして
連iij1形態と呉稼祥が挙げる三１'iのlIl1IliIlメカニズムは，いずれにもlMltが存在
している。呉稼祥によれば，１:１１ｶＮ|i'１度の実現には封建主義の影響が色濃く，
"清洗”運動も大衆レベルにかつての恐'布の記憶があＩ)，と|)わけ|坐''11．民主
には指導部の恐怖lii宝があるからである。結局のところ，ｒⅡ１１．氏ｺﾞﾐ，とりわ
け経済的ｌＬｌｌｌＩの発揚を主ﾘlIiする呉稼祥は，経済的'二}１１１の発腔こそが公平な競
ｲﾄ関係を促進し，この結采，官僚麻の非経済領域における絶対優位を弱化さ
せることができるとして，維済lLllll化を，いわば第４のlIl111illメカニズムとし
て想定しているようにＭｊ､われる。
２新旧要素の併存一過渡期要因
次に，システムlli云換としての改jII1i過程を重視する立場がある。これは，改
革に|弛伴する新llliilIj要素のｲﾙ存という過,i度101要lxlによ')注[|するものである。
まず，この立場の一つとして，椛力そのものを上述の「|ﾉllkl論」のように
絶対権力と捉えるより，むしろ，これを未成熟のilT場条件-|<における仙占と
相対化する見方がある。すなわち，椎ﾌﾞ]の鉛雑な特殊形態としての独占と
（25）
"官倒”現象を捉えるのが，哀l7fである。衰岳によれば，企業併合，｛ｉ１ｌｉ格統
一，営業1舌勅へのIliIl限等のさまざまな手段によって杣,liiI<｣なilj場地位の獲得
を、指す，いわゆるill(,!』（測祈）は，契約行為を皿じた「肪畿による杣ILi」
２５６
であって，成熟したiWi11ii11ilT場に出現するものでしかない。これに対し，半自
然経済状態・産l1ii1,経済をようやく脱し，貨幣化経済への歩みを始めたばか,）
の１１|玉|のようなTl１場条件が未成熟な場mliにあっては，Ｔｌ１場の競争榊造に対す
る脅威はこうした「協議による独占」によってもたらされるものではない。
それは，「行政狐I1i｣，すなわち|Ｔｌ家から''ｊｌｗされたⅣ'１〔営椛（特殊小売権，１''1ｉ
買権)，経済符''1樅を１Ｍ｢する各部'Ⅱ'･企業，あるいはその他の符Ⅲ職権ない
し特殊な影粋力を行使し得る機関，’１１体，｜正|家公lIMi人員によってもたらされ
る脅威である。つま')，こうした「行政jlI1l1i」を利１１ｌして「椛力と権力｣，
｢権力と財ﾉj｣，「樅ﾉﾉと人,liIi」という特殊な交易を行い，その結果として，
市場において不Jli常な１１７場特椛をさらに得て，｜工額のｉｌＪ場利補を貧る独占形
態と論じている。
さらに，陳初i)Eiは，新Ⅱ]ili体IlillIjl:存によってもたらされた以一卜のような状
（26）
Ｄ１Ｌｉ１り要lxlを指摘している。まず，第１には，原ｲiの経済体Ililllfl体のうちに
"官倒”発生の二k鞭が求められる。改ＪＭｌＩｊＭこおける椎ﾉﾉの下放が，，,｣体ili,｜
の行政的序列に従って進行したため，その分椛化のﾎiIi采として成立した各秘
の行政性公両１，経営公TTl（iiii節で兄た“官商”公司）は，－部特定の個人の
威信と権威の影糾を兇ＭｌＩｌい。本米的にはiWi1h11絲済条件下における平等な
パートナー関係にあるべきにもかかわらず，実際のところ，人里|]F関係は複雑
を極め，長j0lにわたってﾙlli時されてきたWW1Iii1,系列llM係にはほとんど変更がな
い。このため，新たな“1:1Ｗ，公司も，旧来の管jliil;範Ⅲ1を)ﾘT符する－部ｲlBil人
の行政椛力の大きな影糾を依然として家らざるを１１卜ない。改革における分椛
化政策が実は||｣系列にi()った11iなる分屑化という色彩が濃いことから，物資
に対する支ｌ１ＷＩｉが従来のような機関そのものへの集,|I状i兄ではなく，ｆルベ
ルでｲlMll・分散(1<｣にkli人的状況として発生しつつあるとの認識と解釈するこ
ともできる。
第２には，いうまでもなく，新||｣､'1体Ilillのi)１杯状DlLが肢も典型的に現れる
ものとしてｲllli格価｣或に注|='し，「双'|ﾘLIli'|」という名の多JiiIllli格Ilill度のｲﾁ在が
挙げられる。Illli格傾城での多重性は，il1j11iTl,経済への移行という過渡期段階の
不可避的二'１態ではあるが，’''１題の根川ｉｉは|両l-iWi11iiI1の計illjiI1lli格（＝公定IlIli格）
と｢'７場IlIi格（＝坪ji)ﾉｲllli格，｜)Ⅱ識(､格そして文字jml)の11j場I1lli格）との''１１の余り
ガリ９章“'ﾊﾞ側”－１lllJHlにおける胸ｌＭｌ象２５７
に大きなI1lli格差である。」1述した物盗，iWi,'i,'１へのいわば屈人｢|<｣な；11(IliiI<j支配
樅を)Ⅱいて，Ｔｌ７場I1lliIil1にlliZi化することによって１４卜られるうｉＷＩ柵iが膨大であれ
ばあるほど，こうした大ll1Niな「双11ﾘLIIill」Iilli格兼は，“官倒'’１丁為への抗し靴
い誘惑である。
他力，“'｢l1iil1”の「願容」としての企業サイドにおいても，“官１１;'１'，を苑41三
させる客観｢1りな状ﾙﾋ要lXlがｲｲ在している。それは，洲給のアンバランスとい
う↑if弊である。たしかに，経済改１１''１:の進展を経て，’'1|家からの計mIll1U分とい
う従来の1H1材料調達ルートはそのシェアを大きく低l､させてはいる。もちろ
ん，これは改JII1fI]標たるTIj場化の進展であるとlTil時に，企業II1llからすれば大
きな脅威にほかならない。｜H〔材料調達1(Iiにおける今1｢'i｢Iりな|玉|家依存ではなく，
TlT場からの'二1ｕ調達責任Ｍｒ業'二l身に課せられることになる。この新たな寅
柾を途成すべく，企業ｲ!!'lはWiir給のアンバランスに対||'(↑することとなるが，ＴＩｊ
場供給品そのものへの不`兵から，ｊＭｌｌ対応としてのｲlililiの横み増しから，紡
川1りには，Ｔ'1場供給が低-「するという悪１１１１i蝋にljmる。それは，従来の生産品
と需要品との|H1のアンバランスにjllえて，１１１場供給111:と需要Illitとの'１１１の「咽
lWiiされたアンバランス」の苑'|ﾐにほかならず，需要料としての企業は，いか
なる手段に訴えてもとその人丁に芥北することとなる。｜|]環｣党下では，必要
物riiが入丁イ《TTI能となっても，国家(l<)保誠に依ｲIFすることが111能であったが，
今やそれは当該企業のＬＭｉ経憐の仲ＩＭＩ;という厳しいIli'１戒にi''１:i('iせざるを得な
い。その一方で，人手に際して手段を選ばず，商コストを費やしたところで，
それを十分補償するに足Mllの並行ilj場（parallelmarkct)，すなわち「灰
色」あるいは「黒(LL」Ｔｌ｢場という:i'１の》'|の《銭・樅ネットワーク》ＭＭＬ
ている。製品化してそれをiTljlllli格で11）〔光することはもとよ})，「噸''1Mされた」
極端な需給アンバランスによるう06丁Ⅲ場状》,LからそのままiliZ<売してもさらに
大きな利ｲiEが!|i云がり込む。したがって，“`｢１.lii'１”の「顧客」サイドにおいて
も，“'師ill”発41ﾐの容観'１<ﾉな状Jilf典|ﾉﾋlが存ｲ'{しているのである。
さらに，踵l9li1<｣，歴史１１<ﾉ視点から，絲済ﾈl:会柵造の激変との連関で捉える
議論も見られる。本節の同DIIに禍げた|》1発要'１１をIＭＩＬする立場といえる。近
代化過程の進展に伴う社会ｲﾙ造の変迷こそが，節一義的に“`｢｢倒”あるいは
腐敗ﾘil象の１１１婆な｣,|u雌とする］：宗礼もそうした論判の一人で，彼は，近代化
２５８
を政治椛力と経済(I<｣11ｲ博i，イ|:全的名望という社会資源の役割が基本的に一致
していた伝統社会からの剛i１１１，１と捉え，その近代化の進展に伴い，それら各社
会資柳;(の分裂・分解が共に進行し，Ｉｌｲ常と椛力との交換が発化すると一般｢1<」
（27）
に確認した_しで，’'１|兎|の新たなりil実としてのilWl1iil,経済|奥1係の浸透に着|=｜する。
彼は，１$ｊ１１ｉＴ１,経済システムの導入によ')，Ｉ'61体ﾂjrljill打あるいは私営企業主グ
ループなどの独立した利害要求を｝寺つ新たな利扶集lJlが社会的に形成されつ
つあり，これらの新ＬＩｉの政WL1参!)Ⅱ要求グループと，依然として高度に集権(1<）
を政治椎ﾉ]との１１１１にi二ljlIMi・ｌＩｉｌ｣|川i等の腐敗ﾘTl象が容易にもたらされることと
なったと兄る゜つま')，王宗礼によれば，近代化による社会榊造の変遷を通
じて，新たな11ｲ富ならびに権力のⅢi(泉がLlﾐみ１１｣,されつつあるものの，これら
の新たなエネルギーと||]米の政治とのUM係が不分lﾘ|にして，政治体系'４１１にこ
れらエネルギーを'ﾘﾘ(｣|)(するチャンネルが木形成のため，新エネルギー(11'1とし
てＭＩｉ賂といった不法行為に訴えざるを得ない，とiﾐ張される。力||えて，新
||｣体Ilillの併存状況によるＩＩｉＩｌ度の不完令性，すなわち改革の不徹底さを挙げる
とともに「Iilli(ｉｎ観念の真空状況」から，公職人員の近視''1(的行動が惹起され，
私利私欲に走ることになると指摘している。
したがって，これらの所論から|ﾘ}らかとなる;((ﾐ点は，“官倒”を特定個別
の1二『係liWによる腐敗というIlilil人｢I<ﾉﾘ11象と捉えるのか，それともよ')広義の大
きい社会現象と捉えるかという分岐であろう。ｉiii者の屈人的な(|Ｈ１》'|現象とい
うI1l1解のみでは，’'１|玉１におけるIIil笑の半分以-kが手許から零れIIJ,てしまうこ
とにな')かねない。というのも，一部の,'iM21i下劣なる官史が行う堕落のみな
らば，綱紀閑J11といったIlBlBllの対症旅法的IilfijBiで一定の効果は期待できよう。
しかしながら，“T<|i;'１”行為の実行をイ〈可避('《｣に要iii1iする経済社会的環境を
背景にして，“官倒”の一方の受抽肴としての企業(11'１（＝銭サイド）と他方の
受益者としての行政{111I（＝椎サイド）の双力の存在こそが，’'１国の実態であ
る。社会ｺﾞﾐ義環境で砿成されたく関係ネットワーク〉が，改]１１１１という新たな
環境条件下で《銭・椎ネットワーク》へと進展したことによって，liiなるＩⅢ
人現象の枠を超出しているのである。まさに，これらはたとい近代今I1lLiそ義
稀の眼には，いかに「非合I1l1i1<］範''濤」とlllIlI;ぜられようとも，？'fi｡!ｌ者双方に
とって極めて現実谷JJ1lil<)を行1lij1選択として存立している。
第()革“官lIill''－１''''1における腐lMil象２５９
Ｖ“官liill”への対)jMlf世
さて，こうした社会(l<)根拠と文|〈lrを背景とする“121.liill，，リ,l象の蔓延から，
政叶IJi局としても“’'4｢liill”への対処をその重要な施策として柵１１,せざるを得
ない。なぜならば，まず，そのDA模の拡が')が「かつての|]《|Ⅸ党統if↑時代を
通かに_Llillる」とまでに{k税されるに至っては，これを等WlllMすることは|芒｜
らの支配の]l;統WliにもUAjわるからである。また，iiii述した腐敗の絶対「|ﾉⅢ｜
論」を掲げるグループからの政WL1II<｣多元化の要求に対しても，反“`｢丁lfll”を
'二|己のうちに光１lxリして，反“７１．liill”＝反椛ﾉﾉというその尖鋭な政治要求を
かわす必要があるからである。紙'１Mはすでにﾉ↓きてしまっているが，こうし
たlLLi局II1llの公式対応のl1MLを指燗したｌで，“'|,｢剛”へのわれわれの展望を
まとめて筆をおくことにする。
１「外因論」による“廉政',対応の限界
政府当局ll1llが企lxlする“`'０１．liill”リ,l象への対応は，“脈政"，すなわち各機ＵＭ
胖部に対する厳格な法・Ililll史机行によるjMll純化努ﾉﾉに尽くされているといっ
ても過言ではない。というのも，“Ｔｌ･例”qil象そのものへの状DiL認識と評ＩｉｌＩｉ
が，前節で検討した|ﾉ､1容とは根本｢1<)に|;Ⅱ速し，意図(l<)な「{|Ⅲ''化」と「歪
1111」がそこには投影されているからである。
公式(1<｣立場からは，イ|:会ｊｉ義Ilill度はその本質において，いかなる形式の脚
１ＭTl象とＭⅡ刀:対立，Ｊ１;''1/:1艸斥のⅡＡ１係にあるとされることはいうまでもない。
マルクスの『ゴータルlIil傾批1《ｌＩ１等をも援11Ｉしつつ，llmilMil象もうちに含む一
切の社会主義社会におけるリ,l災としての“悪弊”は，決してｲ|:会ｺﾞﾐ義社会そ
のものによる派化物ではなく，Ⅱ|社会の“lﾘ斑”がもたらすｆｉｌｉ:赤であって，
非Ｉ)去られたⅡ|社会の“屍lj(L”とされる。すなわち，腐敗とは，共)鼈党内に
おける“非常態'，リil象も含め，それらのljl〔|Ｘ１は外ｲE(1<ﾉな侵食作川と主張され
（28）
ている。そして，l989fliのﾉ<安'''１J|Ｉ件を総たりil段階にあっては，封建残i準と
ブルジョワルザ級日'''化への感I1iiliのiilii打が複合して，こうしたﾀﾄlHilli1<］を侵食が
（29）
1丁われているとEiiﾐﾘljiされている。
２６Ｏ
この「ﾀﾄ1大Ｉ論」とも称すべき1111通|における腐敗Ijil象にﾇiＩするi認i識は，ソ述
の犯ﾖ'1認i識と兄Zliなまでの一致を示している。従来，ソ述の法学者，犯罪学
者たちは，社会主義の下での犯Jllの原|人|は，人々の意搬の''1の過去の残1i半と，
ﾀﾄ|玉|からの人心への}杉騨であるというﾉ`'､(を主に論ずるのみで，「11iに第二義
的な11;(は|として，ソヴィエトの社会のﾉ|{iiliにおける経済(1<｣および社会的性格
を持つ非対立的（であるかのどとき）矛ｌｉ１[iのｲＭ１について触れている」に過
（30）
ぎないという。つまり，犯Jl1を誘起する「根本(I<｣ではあ')えない」社会(|<j1H〔
|klは，リ,l存の社会とｉｉ義の枠jMlの''１で次節に解決されうるもので，これらの社
会的“悪弊”をＩＷ１するに，いかなる柵jiliiI<J変革をも必要とするものではな
い，とii帳する点において全くの|而1質11'１，｜両ⅡＭＩ:をｌＩｌｌ遮|・ソ述''１１で兄{１吋こ
とができる。
したがって，こうした「外lkl論」認誠から，“官Iii'|”リil象に対する対ｌｉ剛（
法も，「IllIlHll化」されざるを11ﾄないこととなる。というのは，“脈潔清苦”に
して“奉公守法”に努めている絶対多数の機関絆IIillに対して，「あくまで少
数の一冊'１の幹冊|j」がi1jllMi，ＩＩｉｌ｣|XllIi，lIMi椛淵１１等のあるまじき行為に及んでい
るに過ぎないというのが，この「外lxl論」の兄る“｣ilIl実”だからである。こ
うして１，１，'iかれる“ﾘ[l実”とは，“官倒”のﾉＩｉＭｉをそれぞれの官史諸｛lljl人の人
格'''１題のみに局限し，各々のＩｌ１ｊ淵官史の'''１題へと「ｲl1ljlBll化」するものでしか
ない。それは，前節まででj検討したような“'向lii'|”の社会的谷li1lllliという本
（３１）
質的なllIl1lIlを倭小化することにほかならない。
だが，それにもかかわらず，こうした「ｲlJDlH''化」された“官ＩＦ'１，，案件の処
I1l1という１両)部的対Ｉ,剛ii法lLl体にも，実施1｢'iでは原I1l1｢I<ﾉな|水llI1ltが伴う。’''１正'''''’
'41身が「)､ﾉ:案靴，洲査雌，処｣]川i」と'１Vぶ「三ＩＭＩi」Dll象に示されるように，
"発案多，立案少，免訴多，旭ri1F少，緩)''１多，リミ)''1少”というのが現実の?'１
態である。より具体('<ﾉには，党、がllM述する総済犯ｊｌｌを摘発・立検すること
が|Ｍ&な,1,1,'１として町各ﾉﾉiiIli，とりわけ１片j津幹部からの≦1:渉がｲＭ(すること，
局部利絲にlilil執する部|Ⅱ１，地域によるｌ(ﾉﾉ(ｉｌｆないし１１１Ⅱii<的対応が杵:しいこと，
そして政筑，ＩＩｉｌｌ度，法Ili'１度がｲ《徹底なため，合法fiIi城と非合法緬域とをIﾘ|(ＭＩＩｉ
ｍ２）
に画分することがlMlliなことが|片摘されている。控え'三|にいっても，ここで
挙げられている諦苣要因こそ，われわれがiiii節までに凡てきた《銭・樅ネット
ガJ９章“`１１１．Iiill''－１'''五|における腐ｌＭｉｌ象２６１
ワーク》のｲｧｲlﾐそのものではないだろうか。“T｢例”Dil象の｣|)<締という公(I<ノ
対応に対してすら，まさに“官Iiill”の根Ⅶ1(としての《銭・樅ネットワーク》
が機能していることが刀くされており，逆に《銭・樅ネットワーク》のlﾑ表の
人いさが|I川認される)i1iuでもある。
２出路を求めて
《銭･樅ネットワーク》という社会ｲ/ｲｌｉこそを“官lii'１”:IilIl象の背景と捉える
われわれの立場からすれば，こうした「IllIil》''化」された対応のlUXl界は'ﾘlらか
である。たしかに，1989ｲ|え米の“官iWi”公i『|の盤J1'１，統)ﾂﾞ6谷そして局WlliI〈ﾉな
対症}M舷に過ぎないにせよ“官Iiill”IllilHll案|ﾉ|:の稀I1I1等により，現象としての
"官倒”は影を1替めつつある。文字jmリ，対症旅法としてのlIl1Ili'１効来であり，
これをTIf定するものでは今〈ない。しかしながら，リiii状の鋲iWi化が必ずしも
ｿiXilH(のｊｌ１Ｍ１には結び付かないのと今くlTil様に，まさに社会存ｲＩｉとしての
《銭・椎ネットワーク》はルＭ<｣変史を家っていない。
したがって，Ｉ１Ｉｌ１趣はここで分||皮せざるを得ない。すなわち，この厳然たる
社会ｲＭ１としての《銭・椎ネットワーク》を所ﾉﾉのものとして，その「もう
一つの谷ji1l1性」をそのまま認１１Jし，これを棚Ｉ(｢1<｣に利)|Ｉするという対応がＴＩＩ
能であるか否かであり，もし，そのIWi1答が否定的であるならば，あくまで
｢行X)のｊｌｌ１性化」という)し11初|]標に沿って，《銭・樅ネットワーク》そのもの
の全|｢ｌｉＩ１<ﾉ廃棄を追求することがlllli-のﾉﾉ策である。
《銭･樅ネットワーク》の「もう一つのｲM1l1性」たる股火の所以は，受締り１
事料のみならず今体認誠としても《銭・樅ネットワーク》のイト征が必典祝さ
れているところにある。そのｲＭ１｣1M''１をイ《'''１としつつ，結采としての受抽度
の差異をまさに《嫉財i》のレベルから|ＩＩｌ)111祝するところに，《銭・椎ネット
ワーク》に対して隠微なl1li格付与が行われる｣111'１１がある。では，その《嫉
！(li》のレベルこそが，’'''１趣の根iI1(であるならば，その公|》Ｉ化と工lWi化が'''11辺
解決の途となろう。公|ⅢＩ化という文111RからはＴ各行為判の椎lU4の内需と絶ｌｌＩｌ
が確定されねばならず，それに｣i§づく“'１２１．iii'１”jiT為のﾙiii采としてのバランス
シートが作成されねばならない。このﾎﾟili采，文字ｊｍｌ)のI|/'|人｢'<｣利抽追求とし
ての「以椛謀私」が，《銭･樅ネットワーク》の一員として肝各集団利袖を代
２６２
衣する「以椛謀私」行為から|峻別，排除されていくことにも繋がる。さらに，
"官倒”実行のｆｆ･集卜１１利絲の｣|>uliW史の|;||逆から，ⅢII1il汰が行われ，競ｲﾄｶ
に欠ける“11llii'１”は，こうした公|ⅢＩ化のｊＭＩ１の''１で次節に平準化されて行く。
《銭・椎ネットワーク》の存ｲ'：そのものに依拠した《銭・樅ネットワーク》自
身の|{|己溶解に１０１侍するﾉ71filである。
だが，こうした《銭・椎ネットワーク》’1|身への依存によるlIiｷﾞ決の模索も，
DJ笑｢l<jにはほぼ不可能といわざるを得ない。というのも，“官liill”の一方の
受抽打としての企業Illll（＝銭サイド）と他ﾉﾉの受抽打としての行lＭＩｌｌ（＝樅
サイド）には脈倒｢1<｣な“需給”アンバランスがｲＭ１してお')，まさに椎サイ
ドによる杣Ili状態からは，上述の公ｌｌＩ１化平準化の契機は望み１１卜ないからで
ある。したがって，あらゆる意Ⅱ|<での''１|正|のり１１災を所ノノとするならば，すな
わち，絶対「|ﾉﾘ因論」に基づくラディカル（IiM(('<｣にして過激）をllyl1決が当
1iii採111ﾌＭＥであるところから，リ,lｿ(｢lりに孫)Ⅱし１１ﾄるﾉﾉ策とは，１２述した「ＩＵｉｌ
Ｈｌｌ化」された対症l)|(法とともに，《銭･樅ネットワーク》のｲＷｉｉ背景そのもの
への対処しかないことになる。川ｲ川には，′｢l･侭の雑llMi祭jL柵世，退職後の
身分保証，公而|設iYfに|仏|わるＩＭＬ定の完lWi，資金１lxﾘ|の厳格化，lWillXﾘ|の法
IIill化等々にﾉﾘ'1えての，《銭・樅ネットワーク》存立背錆たる“双!|ﾘLIlill”状UiL，
あるいはｲ《足状況のWi1ilIにそがその起点となる。これこそは，新'''''１１システ
ム併存の過渡１０１としての性格を強めつつあるIlll1ilの改１１１[の現段WIiの課題その
ものである。したがって，改ｊＩＩ１ｌ:の一Ⅳiの巡腿にしか，《銭・椎ネットワーク》
あるいは「ili場」と「計画」に挟まれた「もう一つの谷llMl！'ﾐ」を超,IＩｌ１する途
は残されていないことになり，この政if1ll<ノコンセンサスの１illi立こそが，
《銭･椎ネットワーク》|ﾘｷﾞｉ１ｌｊへの節一歩となる。だが，肢も根ilj1((|<｣なりiji巣》|]狭
というべきものは，それ以｣〃)政治的大沢|折を要する《銭･椎ネットワーク》
のFlLLTIf定である。これなくしては，’'１|];|の‘`官liill”Dil象はいかに鎮静化の
様ﾎⅡを示しても，常に１V充の１１｢能'！'ｉを秘めた宿I1iiijとして'１１|玉|をﾌﾞ)〈述に脅かす
で､あろう。
[注］
(1)Voslenski［198()］j1jii1(489-49()r〔。
節９噺“`'９１.剛”－''１国における腐敗現象２６３
(2)Nezllallski［1981］
(3)Sweezy［1967］
(4)A1atas［1975］ｐｐ､79-80
(5)Mollteir(）［1966］ｐ､７０
(6)Myrdar［1964］川1<239-24511゜
(7)AIatas［1975］ｐｌ)」1-14．「これら三紺型は必ずしも一つのものではな
いが，公共利絲の私(I<｣lliI<]への従屈，とりわけ義務とＩＹ１ｉｲ||:に違反して，秘
密典にかつ州訂1<]を詐欺行為によ')，公共利袖の侵審という結果を無視す
ることによる私(l<ｊ利杵への従肌という」し皿の糸を持っている」（i})id.，ｐ、
12)。
(8)Neznansl《ｉ［1981］１)1).226-227．ニェズナンスキイは，それらの|ﾉﾘ訳と
して,‘収I１Ｉｉ（12％)，越椛・IlMi務椛限逃Iｌ１Ｌ（５％)，職椛・職務｣２の地位の
淵111（50％）と概算を示しているのがﾘ川〈深い。
(9)Zafanoli［1985］１)11715-73(）ただし，ザファノリのように，腐敗を経
済犯ｊｌ１として一般化すると，その減Ｍｌｉのみがしばしば強洲されることと
な')，社会UIl象としての広表という本価(Ｉ<ｊＩＩ１Ｉｌｍｉが行過されてしまう。
(lO）Neznanski［1981］ｐ､227．
(]l）〕CTff港「又lil(:報」Ｍ'１編集災の腿翔も，「権ﾉﾉによって私利を図ること」
およびWlk，１Ｍ上の述反をliIjlil1I(として|)llえている（程翔［1990］)Ijii1(142-
1491〔)。彼は，このI11li打を狭鍵の腐１１１(とし，「j'''0:命の成功とほぼ|iil時にｌｌＩｌ
Ｂｉｌ，次第に深亥||化していった」広義のliIj1敗として「人ljlliの利に背いて専Ili'１
ｉＭｌｉの道を歩むこと」とBA定している（lilliii，）Ijii1<145-146頁)。
(12）詳細は，菱'１１靴ｌ１ｉｌｉ［1985］を参'1(!。
(13）この伝統要素と荊拭との衝突に|剰しては，菱|lⅢＩ１ｉ１ｉ［1990］を参||((。
(１４）本節の叙述は，菱lllWtllif［|()89］による。
(15）」111論レベルでは，193()年代以来，Ｏ・ランゲらによりイ|:会主義経済にお
けるilj場機|Ⅲ禅入のｲi意性が,|川そのものの「麻１４〔｣，「火lu(」とともに似
、iに論議されてきた。また，ソ(1)tレベルでは195()ｲ|弍以米の改革「先進|玉|｣，
東欧洲玉|のrlの経験があるにもかかわらず，ll1llilにこうした「ilj｣乃絶対ﾈI|’
話」が支lNUII<ｊであったのは，多分に政漿意図(1<｣なＩ！';格であるにせよ，改Ｉｌｌ〔
の「後発料･利怖」をｊＭｄしたものとしてりｉｌ時ﾉﾊ(からは111しまれる。
(16）ミュルダールもこうした点に触れ，「急行切符（spee(1money)」と名付
けている（Myrdar［1964］）I1iil(245頁)。
(１７）「社会科判1988ｲﾄﾞ節12』０１，３１頁。
(１０「人民[1報jl988ｲ'１１０)12311。
(ID李鵬「政府iiIir動報('｢」（第７)０１余ｌＩＩ人hli代表大会第3111|会議）’９９０１１１３
）１２０１]。
(２０「人民｢|報」1988ｲ|Ⅱ)12511。
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(21）「社会科判1988ｲ|と第1210'’３１r〔。
(22）ｉＩｉ１ｌ守鈎［1988]。
(23）施机鱗［1988]。
(2Ｉ）呉稼祥［1988］56-6,J〔。
(29哀イバ［1988］28-30頁。
(26）陳初i腿［1988]。
(27）］そ宗礼［1988]。
(28）こうした縦諭は枚挙の|Ｗ【)ないが，代表(l<｣を６のとしては，呉処国
［1989]。
(29）１１'共111火宣伝部細［１０()()］など。
ⅢNezllanski［1981］ｐｐ､218-219．
(31）とはいうものの，当今のＩ１ｌｉ勢を考えあわせれば，こうした公式論の捉川
もあながち1111解できないことではない。改jII[のテンポと規模に|則する脂導
部１人1のコンセンサスが11lLられていない''１では，社会ｊｉ義への|拠疑と逵巡を
Ｉ１ｆ胎せざるを11卜ない「|ﾉ､ⅢliiiIii」（|<､lﾉｽ場は採り11ﾄるはずもなく，「過渡)01」
要lKlもすべての責を改了''１':にﾘi,}せられかねない。また，大多数の幹部，党員
が腐111(にさらされているとすれば，党折導のjli統性という点に触れざるを
１１１Lず，あらゆるｍｉでの''1ＬＭｉ定に繋がるからである。したがって，この
「ﾀﾄlkliiiiii」による化lHll化対応と「故111j:の倣庇化」を111標櫛することしか，
Jil段階の:lllij)''''1選択肢としては残されていない。
(32）喬石報〈!｢，今|玉|紀↑１k検盃]:作会瀧（1989ｲｌｉ１）12811)。
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第１０章’'１|宝|における政治体Ilill改革論議
一「l｣Ｕ'二'改ｊ１ｌＩｉ」から新権威jli義へ－
Ｉはじめに
ｌｉｌｆ１ｹillのように，ソ連・〕|〔|ＸｊＷｉｌｌｉｌと異なり，’'１|];|では継済改革が先行し，llj（
治改LII1iはその後塵を拝した。イ|:会Ziﾐ義洲lilにおいて1989ｲliに発'１兆た一巡の
zlI態は，’'１mとソ迎・Ⅱ〔|炊諸|]ilとのlB(ifiﾉﾉlhlをクロスする形で異なる道に導
きつつあるかに見える。本章の洲辿は，これを1''1:桜考察対象とするものでは
ないが，lIilllにおけるllWi体Ilill改〕'''0:論識の検討を皿じてその背筑を探ること
にある。
政治体IliIlの改jlI1iをめぐる論縦は1980ｲｌｉ代に入ってから本格化したが，天安
''''二Ｗ卜uiiiiまでに|Ｉ,l定すれば三つの段Ⅲｉｆに人Hllできるであろう。まず，l980
fﾄﾞに党llL火からのＩからのl1IlM1m提起があ')，ついで経済改ｊ１Ｉ１ｉの進股にともな
う矛盾の集械が86ｲｌｉを'''心に広範なlB(１h体IIill改jIl11:論i畿を巻き起こした。そし
て，政ｉｆ１体Ilillの改11110:がはかばかしい進股をみないなかで88ｲ'2から89ｲ１１にかけ
て新椛威主義がMIL起されるようになる。この三つの段階にはそれぞれ|ﾉﾘ券(I<ノ
性格的に異なるものがみられる。それは絲済体Ili'|改:1Viの進展と撒ji1fに)|(1応し
ているともいえよう。
ところで，「政1h体Ilill改ｊＩＩｒ」というｌ１ｌｉ;Ｉｉはどのようにして定１(fしていった
のか。「'－１１１１三''１灸会以ﾙﾐUj(if１体Ilill改ｊＩｌＩ,:人二|｢ii[｣」のiiii文である「ｌ１ｊＵｌ３ｌｌ１
全会以来の党の政ｉｆ１体Ili'|改LViAMAの発1Ｍ%略」によれば，六つの言い力が
あったという。すなわち，＿ＭｌｌＷＩｉ造の改〕'''0：（1078年12)]，Dlj小平)，社会=i繊
政if1Ilill度の改ｊＩＩＩ':と光成（1979ｲli9）'’１Ｍ||災ほか)，具体(I<jIlill度の政jIIl：（l()８０
年８）l，都小平ほか)，体IlilI政1''１'：（l98lｲli2）|，鮴!i超ほか)，政ifi改j1l1i（1986ｲ|：
５)１，ililⅡi＃立)，そしてlB(if１体IIill故]'''1:であって，この１１１語は1982ｲ'１９)－１の''１｣|〈
l21iJl今lIil大会におけるiIill糀邦jliliiliで初めて使われてから，flj小平などのf耐』
第１()liIii1l1l玉|における政if１体Ilill収〕'''１:論繊２６７
指導者が仙11Ｉするところとなったが，品終i'<jに統一｢'<)に仙川されるように
なったのは，Ｉ；'1小ｊ１ｉが86イド５月2011にilj度，政ifll'Mill改jYiとはI膨大な機榊，
過剰な人員，官惟iﾐ義の一・ｌｆｌなどを内雰としているとiWiってからであると
（１）
し、う。
以下，三つの段'11;Irを検討することにしたいが，iiiIii識は多ﾉﾉiniにわたってお
')発表された論文もきわめて多い。｜ﾉﾘ雰ｉＩ<｣にも政ifil'Ｈｉｌｌ「変jYi」から「iiな
る」行政故jUI1iにいたるまでと'ＩｌＨが)jjくい。ここでは節１段|Ｗ）「灰''１改革」と
第３段ﾙﾄﾞの「新椛成子1ｉ義」を'''心に検討することとしたい。
Ⅱ「U〔''１改Ｊ１ｌｌ:」－政if１体IIi'|[Ｍ:の提起
1部小平講話
1980ｲIi8I二１，１１j(if１１両)拡大会識が|ⅢlIlMされ，この場でｶﾞﾙﾄＷ）「党と|]E|家の
指導制度の改１１１kについて」と題する識話が1Tわれ，liil1]木にllj(柏Ｉｎｊで採択さ
れた。後述する)蓼雑|雛によれば，「U(〔}１１改ｊＩＩｌＩ:」とはこの政if11n)枕;人会議とこ
のあと|)｛'１１１１された節５Ⅱ/i引]!'人乢代表人公輔31,|会繊において党と１K|家のＩＩｉｌｌ
度改革の実ｉＴｌｌ}ｌ始が決定されたことを指すが，後ｲﾄﾞのl砿史細,i巣においてこの
80ｲﾄﾞは商〈評ｲ111iされるであろうし，ｌＩＩ暦ではり〔１１１に>I1たるところから「灰１１１
改判と呼んでよいであろうと述べたことに''1米する。ただし，11,|玉|ではこ
ういう言い方はその後していないし，われわれはむしろ)蓼諦|朧の改lYi案を
｢〃〔['１改１１１k」と称しており，ここではそれをjﾐ対象としたいと考えている。
ともあれ，郡小平術iiiIiが具体｢l<ﾉな政ｉｆ１Ｉ'Mill改1Ｗ)|」火を切ったことは|Ｈ１違
いない。彼の識話はJIfl]il鉾党=iilI1i'j〕|〔|正|務院1州|のｈ′|Ⅱ）ＷＭｉ１除，趙紫陽の首
'11職)Ⅱ，Iilj小瓦１２を含め李先念，’１１１１雲などの１１１１１首|;Ⅱiiiﾄﾞ辿を決めた政ifl1而)拡大会
i誠で行われたのであり，この会縦lLl体が1976ｲｌＶ)毛１Ｍ〔のﾀﾋﾟと「llLl人組」の
追放以降の，毛沢1k路線をllijf製する当時の１１１Ｗ派である「すべて」派と都小
平を'''心とする故jYi派との椎ﾉﾉlハルの総(|:｣1げ，すなわち政ｊ１ＩＩｊ:派の妓終的勝
利を宣言するものであった。郡小平はこうしたMili史(I<j背最のもとに，まずは
総覧的に|岬決を要する`Ｍ(をあげている。①樅ﾉﾉの過l史の雌''１はよくない。
なぜなら,Ｔ椎ﾉ｣の過度の集111は……化１人の独|折を/|{みやすくし，集'１１指導
２６８
を破壊するし，また，新たな条件のもとで1当｢僚ji義を４１§みⅡ１，す求人な》;(lklに
なる」からである。②過多な雑lliMi，iiillri踵の存ｲ１１はよくない。当然ではある
が，「1人のl1ill微，絲験，精ﾉﾉにはかぎ')がある」からである。③党の一几
(I<j指導（党政不分)，党の代行Ｚｉｉ義（以党代政）の'''１題解決に着手する。④腿
（２）
IUli1勺H脚をもって後ﾎﾟ|$Ｗ)|ｌＩｌ趣をﾙﾉi(決する。このうち②はかな')災行されて
いるが，名'三ＩｉＩ<ｊでもある。④はｌＩ縞折導)|北限っていえば，失敗している。
それは(|Al人の盗質の''''１廻ではなく，』ｉｆ本政策のﾉl11yLであり，梅ﾉ｣|ＩＮＩｲﾄの紬ＪＩＬ
である。①と③は根幹に触れる'''１題である。
さらにIflj小平は，Ｍ''１の具体(l<」Ilill度にはり卜窯が存在するとして，とくに，
｢党とl1il家の指導IlilI度，ｊｌｉｆ部Ili'Ⅱ史」における主要な弊害を]1つあげる。①'1:「
僚主義，②過度の樅ﾉ｣集'１１，③家剛i'|，①幹部の指導職務の終身Ili'１，⑤さま
（３）
ざまな特権である。いまでは常i紬化しているが，rll小亙|えはｌＩＩｌ題点を》１１快して
いた。この５点は｜Ｍ:に絡み合っているが，以1,.の論述にｌｌＡｌ連する二，三の
点について，1980年段lWfでＫｉｌｌ小Jlzがいかなる認搬をしていたかをみておこう。
まず①の官僚主義について，彼は「我が党と|玉|家の政WItiili｢のなかに広範に
ｲＭｉする－大'''１題である」として次のようにいう。「'12(･僚主義は長j91にわ
たって存在する複雑なMiIS史(Iりりd象である。】Ｍ:の官僚主義ﾘ11象は1於史｣二の'１｣1．
僚主義と共jlnﾉＭをもつ以外に，狐lLlの特徴を持ってお')，｜|]''１国の官僚三ｉｉ錐
と異なるばかりでなく，安本三ｉｉ義'五|家の111.僚主義とも異なる。それはわれわ
れが腿１０|にわたって，社会三i三義Ilill皮と計'1'１１粁〕ill1Ili'Ⅱ史とは経済，政if)，文化，
社会のすべてにたいしてi高度な''１央集樅(|<」符L'1体Ｉｌｉｌｌを実行しなければならな
い）
い，と考えていたことと栴恢に'1ＡＩ係している｡」【肌１，コ「の指摘は’１２１.係主義を
歴史(1<〃伝統(l<ﾉにリ|き継いでいるというばかりではなく，l950IIAItに導入し
た「ソju1」ネ|:会主義処設力式さらにはこれを批)|('|・采')越えようとした毛
沢東ﾉﾉ式もこれをllllIIiしていることを合意していよう。②の椎ﾉﾉの過度な集
''１現象については「党の一元il<刑筒導を強化するというスローガンのもとにす
べての椛力が党委員会に集'|'し，党委fi会の樅ﾉﾉはと')わけ節ｌ書記に集''１
（５）
した。党の－ｊｃｉＩり指導は征々にしてＩ'１１１人の指導に変化した」と述べている。
これに③の家焚州'|の１１１ｷﾞ)|ﾘ(，すなわち「家艮Ili'|はIllil人に樅ﾉ｣を斎1史に集'１'した
（６）
ばかり力､，佃|人が組織を凌鰯し，jiill繩はIlljl人のj]似ずになってしまった」こと
第１()章l1111ilにおける政沿体IIill改11111論識２６９
を力l1えると，「'１りしから地方，企業･zll業所から社会卜１１体にいたるまで，「お''１
の大将」をJ､いた人．「|,・小のピラミットが盤ll1ilし，しかもそれは頂点集約
型ではあるが非能率的な官Ijlli主義がMk厄する牙城であ')，城を守るために既
得椛益には敏感であるという大状３１１が浮かび｣こがってこよう。
２膠蓋隆「庚申改革」の構想
塵蓋隆''１央譜:記処政策１i)｢究室ｲﾘ|:究員は1980ｲ|ﾐ10月25日，党校系統''１共党史
全|玉|学術討論会において，脈史的経験とわれわれの発展のjii」と題してか
な')長人な報告を行った。ｉiii説でもｌｉｌＩれており，また内雰から察するに８月
の政iiLi1可拡大会議での討論を路まえているといえる。彼の報告は４部に分か
れてお')，その大半は表題からもIﾘｌ１ｉｌｉｉなように「歴史的経験」の総括にさか
れていて，肢後の部分が「発展のiii」にかかわるものである。総体としてHl1
解しようとすればもとよりだが，今後の政WLi榊想についても雁史部分にｉＩｌｌれ
なければならないであろう。しかし，その若干についてはのちに述べること
として，まずは政治にかかわる放後の部分をみよう。
彼は|正|家の民子主化と党の民主化について語っているが，｜玉|家の民主化にjlﾘＴ
新な内容がある。まず鈍’に，国家の厳高椛ﾉﾉ機UL1とされている全|玉|人氏代
表大会の改ｊ１Ｉ１ｉについておおむね次のように語っている。nil在全|玉|人氏代表大
会代表は3500～3600人いるが討論も}'１,来ず機能麻仰である。これを１０００人に
縮小する。このほうが民主の拡大によい。灸|正|人氏代表大会を二院制にする。
多くのl正|が｣1-1mlij院に分けているのと|司じようにである。IIilｲ'１１，今|玉|人氏代
表大会を２１塊に分けることを老lilX1l1である。一つは区域院であって，それぞ
れの区域の，その地力を代表するものである。もう一つは社会|境であって，
各|糊博と企業の利益を代表するものである。区域院が節一院で，300人。社
会院はガヒ院で､，700人。このiiIij院は立法権を行使し，｜両１時に政Ｗｉ舌Iij1をl監
督する。すなわち，共同して|司家の岐高椛力を行使するのである。iillj院はﾉＨ１
万にIIill約しあう。一方が誤りを犯せば他ﾉﾉがﾙ'}すことが''１,来る。一方では，
各区域，各地方，それに各民族の利袖をi'１ＭKするのに側41:であるし，他方で
は，人以内部の矛研つま')各職業，各階)岬の人乢内部の矛盾を処Lllするのに
便宜である。実質性をもたせるために，会議は１イlﾐに211Ⅲ|き，会議の期''１１
２７０
は長くする。これまでのような党と機|兇lがあらかじめ準備した法律を承認す
るだけの「ゴム印」ではよくない。iilii院には附設機Ｍ３を設ける。リil在の300
人の常務委員会では会議をlIHくのも不仙であるから，精鋭を集めて60～70人
にする。両院には経済，財務，労I11iIなどの秤'''１委員会を設け，専'''１委員会は
学者や専門化を招１１Wしてシンクタンクを設けるべきだ。「このようにすれば，
今l玉|人hliの経験とｸill忠を機を逃せず集'|'でき，企|玉|権ﾉﾉ機柵が権威と効率を
（７）
もつ人氏代表の権力機UMになれる｡」
第２に注|｣すべきは，塵蓋隆は|正|家＝社会の一九論ではなく，多元論１１<ﾉ兄
解を示している点である。彼はいう。「社会生1111｢と'五|家生iiliにおいて兄lWi1の
対立が生じるのはJ[常なことである。党と'五|家はそれらが敵対的に変化する
のを防｣Ｌし，それらを民主｢|りなﾉﾉ法で谷｣l11iI<｣に解決するように導くべきで
（８）
ある」と。そこで，文ｌ１ｉｕ政党であるというよ')は|玉|家をも凌駕する「絶対
｢１９」党と社会lIl体，企業･リト業｣'1位（|]本でいえばほとんどが法人にあたる）
とのUM係をどう榊築しようとするのか，とくにその政治mでいかに考えてい
るのか。まず大衆|』１体との関係である。これまで党が大衆剛体の亘|{務をそつ
く')ｍｆ１を見るという現象があった。このため大衆lIl体は党化，官営化し，
大衆の利益を代表できず，党と大衆を結びつけ，人hIjlﾉ１部の才)iziを解決する
ことがＩｌｌｌ米なかった。｜と1分で自分を欺いていた。労Ili1Ⅳ'111分といっても，労働
稀に選挙させず，党が通1:i:人を派世していたから，それは労伽者の利益を代
表していなかった。労働jIill谷と大衆111体には徹底｢'<」を改]Y':が必要である。労
IIil者人衆に'二llllに，吸主(I<｣に自分の組合のl旨導稀と指導機|對を選挙させ，労
Ilill者I÷|身の組合を設立させるようにすべきである。青ｲli，ｌ(i}人，科学，文化
UAl係の洲可1体も|両'様にすべきで､ある。
とくに関心を引くのは農乢ﾎﾟ１１谷の設立を必要とし，雌認していることであ
る。全人口の80％以一'2を,liめる農民はlLI分の利絲を代表する|Tl体をもってい
ない。農民1111谷がなければ農民の利益を柵lIi侍するのに不利であ')，労農|而川
の強化に不利である。社会院は各階層・各職業の人乢の選挙する代表から構
成される。だから，独立の農民ilill合一'１１華介|玉1農乢連合会あるいは''１丁I隆全
|玉|農Mll谷というようなﾎﾟ||谷が必要であり，設立は必然的でもあろう。かつ
て農Ｍ１谷はいらなくなった，という人がいた。それは全国人氏代表大会と
節ⅢlWill1llilにおけるlIj(if１体Ilill改jIiIi論議２７１
名級人LLL代表大会がいずれも農乢を代衣しているからだ，というわけだ。人
趾代表大会は農､Lを代表しているのではなく，人１１h分体，各階隔の人hLを代
表している。農LLはやは'）日分たちのJ1□):の団体を持つべきである。こうし
てこそ人IXjl人I部の才)iriを]|iし〈処lll1することが,１１１,来る。農産物の{llli格は災ｊ０１
にわたりきわめて低く，鋏状I1lli格差は縮小しないばかりか拡大しているとき
もある。稲を植えても〕cがとれないというリ｡象は避けることが'11,来る。もと
よ')，党の路線，ブJ針，政策の指弊のもとであるが爪各卜１１体が独立U1i征を
負ってiiMi))を行ない，そのうえ，今ｌｌｉｌと地ﾉﾉの各級の農MII谷が設立された
ら，人LL1人１部のオ盾をつく')だし，拡人しないであろうかという疑念がわこ
う。しかし，こうしたことはないであろうし，むしろⅨ対に，人以|人I部の矛
)iIirを本当にうまく処l1l1し，すべての被|ｉｉｉ｢I<ﾉな要素をリ|き}'１，すことになる111切
（９）
な段llXI)なのである。
ｊｉ〕３に，のちに大きな'''1題になるマス・コミとの関係について，彼はこう
述べている。党とⅢ諭機UMの|兇Ｉ係もliil様である。「私は，……Ⅲ論機UAI，jlil1
道紀稀，評論従？'噺が独立した責任をもってニュース#lljii，大衆からの投脊，
評論発表をするのを許'Ⅲし，要求し，激励すべきであると考える。党の路線，
力針，政莱の指弾のもとでの広範な報j立の｢lllIrFir論・１１１，版のlL1['1はきわめ
てｊ１ｒ変であ')，党とllil家の氏三lﾐ化を()'1巡するカギであ')典をなす段１１)(')て､あ
（l（１）
るとｺﾞlifえる｡」
第４に，各企業・glI業の指導Ilill度の改ｊ１ｌｌｑ:についてである。大衆が符ｌＩｌ１すべ
きで，党が管剛してはならない。MkLが企業の主人である。もし党が/i”Ｉ１し，
」力ら人を派遣すれば，大衆は=[場を'41分のものと`Ｗﾌず，仙人のものと忠
（ＩＤ
うであろう。
なお，彼は党の改j1lI1:についてもtiillすべき発言をしており，芒''i時の改''１１〔派
内でのi術iiliを想定させる。｜Tilll(Ｉｒに，1987年初頭のi'iIl陥り１１j総書記「辞征」のさ
いに，党災老つま')i1Millll委員会がなぜiiijl｢'iに,Ｉｌｊ,てきたかの底流を示してもい
る。彼は党大会が選ⅡI,する三つの「''１央委ii会」が存ｲIｉすることになろうと
述べて，’'１央委員会，BAflt検杏委ji会，ilHillll委員会（または''１Jし監察委員会）
をあげ，それらはｊＩⅢﾉ:にIlill約し相ⅡにW{洲する。元来の''１災委員会は''１央執
行委員会に改め，このなかに常務委ｊｉ会を設けるが，llj(ifi1n)は設けない。Ｐ'１
２７２
然，常務委員会のなかにさらにN↑務委員会を設ける必要はない（政治ﾊｉｊには
常務委員会があり形式('<jにはここが肢Nli樅ﾉﾉを１１ｨｌっている)。三つの機関で意兄
不一致のときは迎),'ｉｆ合繊をＩｌｌｌき，連１，Wi会i雛でもiV1(沢しなければ全|兎|大会を招
集する。各級党委員会と各指導機関とでは乢主(Ｉ<」原I1llを実行するが，その三ｉｉ
要なカギは表決Ilill，l1Iiriiil<)表決Ilill，すなわち１人ｌ架の民主｢1<j表決Ilillを爽行
（１２）
することである。
３「庚申改革」の意義
1980ｲ|ﾐ代に入って｣iL々，本格｢l<｣を１８(ｉｆ1体Ilill政〕'''1:が従llHされるようになった
のはＩｌＩｌＩ然ではない。いうまでもなく，」,1本政莱の根本(1<｣な転換があったから
である。毛沢東時代の''１|玉|は対|ﾉ､ｌ的には「継統〕'''１:命論」に象徴されるように
ｆＭｉよ'）も「〕'''1命」優先であ')，対ﾀﾄ(l<」には米１１１ついでソjlliを「敵」とし，
総体(|<)にいえば，人IXilIlM1lIUUI1什体llillともいうべき「戦||↑体IIill」にあった。こ
れが，７８ｲｌｉ木の３''１余会において，経済姓設節一主義にIliZ<換されたのであり，
それは体Ilill的には「瓦|え時体ＩＩｉ'|」への切り替えを意'1,|〈した。こうした体IIillのlli武
換は当然，｜|｣米の体Ilillの改１１１１１:を必然とする。８０ｲｌｉ８１]の政治局拡大合繊にお
いて政治体IIillの改ＪｌＩｌ:が縦論されたのは必要に辿られた当然のことではあった。
ところで，このｌＷ)議論がいかようなものであったかはllillる'１１６ないが，
都小平の識i寅を一方とし，塵;捲降の「ﾘ〔''１改jYi」を他ﾉﾉとする)女範な議論が
あったことを想定させる。郡小平満iii1iの特徴は，あくまでも党とlJil家の指導
体IIillの攻l1lIであり，経済処設とそれに伴う経済体IIillの改h111iに'1((応した政ifi指
導のネックの改j1I1iを提'11｣,したものであ')，いわば｣ｪからの改革である。fll小
平がl〕ｕﾐ化といっても，それは絲済処設を効率化するに必要な瓜ｊｉ化である。
これに対して，）蓼恭|朧iiii説は一歩も二歩もMiiみ込んだ|ﾉl窯となっている。
すでにみたように，政治IIill度の抜本(I<｣改〕'''１己を志|(Ｉしている。地域院と社会院
の捉ｌｌＩｌは，各社会IJI体のlLl立Wliをiiii提にしてお')，そのために農MlIｲﾔの)(ｉｌｌ
設案に』'し型的に),Lられるように，社会lill体の'二い0ﾉ:化をｆｉ成・促進することを
提起している。これは社会の多)C化を想定し，多元化した社会のそれぞれの
利害訳|盤機関として今|玉|人氏代表大会を実質｢l<｣に機能させようとしたものと
いえる。政治Ilill度のｌｊｕｉ化であり，人椛等の観念は未だないが，ごく初jOlの
第lMiill1lJi|における政if１体Ilill改hII1i論識２７３
政if,体IIill改ｊＩ,[案としてはIllilIUl的なものであろう。それともう一つ，彼の提'１'）
した改ｊｌ１ｉ案は一切災Uilをみていないが，1980ｲﾄﾞ当時において，党のiili級胖＃'１
のなかにこのような発想があったことに注|｜しておかなければならないし，
90ｲ|曵代においてあるであろう｢'１|玉|の１８(１台lXjji化の力|ｲﾘをさぐる手がか')をﾉﾉ
えるものでもあろう。
しかし，）蓼蓋隆の「l)(ul1改１１，:」がなぜllIL起されたかの背哉もみておかねば
ならないであろう。２ｉＭには，毛iIUl〔批判の反動としてillIiI〕｢･が大きく振れ
過ぎたように仙人われる。＞'1時は，処|]里|以来の雁史'111腿をいかに解釈するか
検討''１であった。1981ｲliの６''１全会で採択された「処'五|以来の衿干のMilS史｢|<）
'''１題について」よりも，）蓼鵜|錐の毛１１<〕|〔批)|《||は厳しい。彼は，1955ｲ|えの農業
集団化はもとよ})，階級'１%|イト拡大化の要索は51年から52ｲ|ｉにかけて股'１}|され
た三反．Ｊｉ反連J))からあり，急ぎすぎは55ｲﾄﾞからであるが，毛沢東は58ｲＩｉ３
)]の成椚|l会縦で「'１１１進はマルクスzii菰であ')，反日'進はマルクスオミ義ではな
（１３）
い」と述べた。これは1'ﾙﾉIilUiなことといわざるをえない，と批判し，また，
｢毛沢來|両|志が当時（58ｲﾄﾞ）提起したこうした共産Zii義あるいは社会ｆｉｉ義は
科{ＷＩりではなく，空想(I<｣であって，農乢のある極の平均ｊ名義の偏兄を代表し
（川）
ていた」と論断している。さらに，継続ｊ１ＩＩＩ:命論を批1('|して，「こうした階級
MM1iliii環論と宿命論の棚ﾉﾊ(は……毛１１<火|TiljL<という老人がすでに社会ﾘiL象を
科料I<)に分析する能ﾉﾉがないこと，こうした能力を失ってしまっていること
（１５）
を税|ﾘＩしている」と丁．厳しい。
）蓼諦降の「炭''１改〕'''０:」案には，毛i)ｕ〔の''１１|人iMIiになってしまったことの
反行として，Iill度(|<ﾉなｈｕｉ化の力|{,lを強く志|(ilした'(liがみられる。それはす
でに触れた党中央機ﾄﾙの改1''19:をチェック．アンド・バランス(1<｣に捉えている
考え〃にもりTlれているといえるであろう。こうしたＭ１1条件をもつにせよ，
すでに述べたように，「l)〔''1改ﾖiii」案は199()ｲｌｉ代の政if１体IIill改革の｣1台とし
ての意義をもつものと考える。
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111政WL1体Ilill改１１lb:論繊の|ｻﾄ1花と13111|党大会
１政治体制改革論議一瞥
1986ｲlﾐは「双百」（｢｢家ｲﾄlルi'i花斉放）３０１，VIｲ１１にあたＩ)，また，すでに述
べたようにrll小平がこのｲlTiii半に政ifll'Hill改ｊＩＩＩｉの必ご婆をlll4えたところから，
政治体IIill改ｊ１ｌｌ:をめぐる論繊が１１１１発に腰|》1された。これは86ｲｌｉ末から87ｲｌｉ初め
の学'い卿ﾉﾉとiIi1l聯ｊｉｌｊ総普記の「i1iWE」でllUull1し，しばらくは「ブルジョア|fI
ll]化Mj､勉反対」がfj:伝されたが，｜而lｲ'１変頃から1りぴ論文が発表されるように
なった。そして，１１)lの党大会における)Iiu紫'１勝判&告において政if１体IIill改j1ll:が
衣Iﾘ|されるのである。こうした意||ﾉltからみれば，８６，８７ｲ|ﾐの政if１体Ilill改１１ｌｂ:論
祇は一定の範ljllではあれ，趙紫'1坊報〈!「に|杉粋を｣）えているといえよう。
ところで，1986ｲ|〈の政if１体IIill改jIIE論i誠は，これをまとめた劉鉦「わが'玉lHM
論界における政洲′Ｈｉｌｌ改〕'''1:にかんする討論・視点の総'覧」によるまでもなく
多様多彩をきわめた。劉鉦は政ｉｆ１体Ili'|の'１ﾘ[念，政i合体ＩＩｉ'１故〕'''１:の意Ⅱﾉk，政ｉｆ１体
Ilill改j1Illqと経済体↑'１改jIIIdの|兇Ｉ係などllIIiIlに分けて論点を紹介しているが，概
していえば，｜]:|家機柵・樅ﾉﾉの改蕃幣IWi，社会主義政ifL111ilⅡ史の改｣iL・保全と
いう」二からの保守｢l<ﾉな改１１＃:案に対して，１１２北ii義を説き，人Ⅸ主椛・人h1nの
権力をＪ１1本としてその拡大を要求する1,.からの'11[新(l<ﾉな改〕'''0:案がMIL起され，
このｌＩ１ＩｌＵにさまざまなヴァリエイションをもつ兄111ｷﾞが衣lﾘ'されていたので
（10）
ある。
ここでは，当時は非常に慎1mでしかも核心をついた兄解を表lﾘＩしていた厳
家共社会科学院政ｉｆ)学1i)|:究所所及の愁兄を紹介するにとどめる。彼は「かな
めの'''1胆は椎ﾉﾉの過度の集''１であって，｜|標はi1li度のhlj主｢l<」社会三ｉｉ義政WL1IIill
度と科判りな政策決定体Ili'１を作りＨ１,すことである」として，権力の過度の集
''１を段|ＩＦを迫ってIW1(決しなければならないとして４点をあげる。第１，「ヨ
コの椎ﾉﾉ区分｣。’'１央はもとよりｆ７，１１八｜とlifl区もヨコの椎ﾉﾉ区分を必要と
しておl)，これはまた，立法WiT政，iTl法各機UAlのUAil係に及ぶばかりでなく，
党政ＩＨＩ係にも及ぶ。「党政分業」をいかに実ｲ｢するかは政if１体ＩＩｉ'１改ｉＩＩｆにおい
て解決しなければならないIii婆な｣111論llIlllnであ')，リミ際'''1題である。節２，
弟l()章ll1lElにおけるllkifl体Ilill故iIl10:論繊２７５
｢タテの分権｣。一部の指j募州よある地区，ある部'１１１のすべての''１１題は自分が
政策決定できると考えているが，これはタテの分椛のlji〔I!'|に反する。各級機
橘の椛力と職責を'ﾘl(il:にする必要があるが，「樅ﾉﾉの区分」と「樅ﾉﾉによっ
て権力をIIi'１約する」という観念に箸:し〈欠けている。改IIIiはⅡI観念に衝撃を
』うえ，「権ﾉJがあればすべてがある」という観念にﾘjリノな衝撃となろう。
ｊｉ〕３，政府のllMi権liiullllにはｌｌｌＭきがある。llj(府の椎ﾉﾉは人椛という緬域を侵
犯することはllIl米ない。文:１１'１，:''1Fのような，私lIi活にまでi1iL紫に樅ﾉﾉが介入し，
楽しむ権利や悲しむ樅ｲ'|すら奪うというような行為はW|:されることではない。
また，「政府機榊」と非政府の「ｲ|:会機榊」との''１１にＭＩＭ区分がある。政
府の経済符理と|両1様，社会符｣111にも'ﾘ|雌を樅ﾉJ範|)１１があるべきだ。こうして
こそ「学術のl2IlI1」「(ill作の｢lllI」が保証される。lIllllには法律の保障が必
要である。第４，人LLと政椛の'1M係で，人lXjにより多くよ'）よく，Ull:接ある
いは111｢]接に'五|家の政策決定に参ﾉﾉさせるようにしなければならない。民主に
も法的な保証が必要である（｢光lﾘｌｌｌＷｌ」1986ｲli6)１３()||)。
厳家其は「ヨコの椛力区分」と「タテの分椛」というかたちで，椛力と椛
能の1ﾘ1確な区分と分111をiiﾘ！(してお|)，そこには)):法，Ｔ１法，行政の三樅分
立のようなチェック．アンド・バランスへの志lhlがみられる。が，ここでは
ｌＩｌ１えられているが，それuiiiiにI1yi(決されなければならない'''11辿として，党と
政)'１:の分離が岐大の洲辿であることは十分に怠i紬されている。また，厳家共
の兄解が当時の党''１りしの改''''0:派の意兄を反１１火しているⅡｌｉがあるとしても，彼
を独自化しているのは，人椛はｲ《可侵としている点であり，これは「急進」
改lII1i派のｺﾞﾐ張に皿じる。それともう1点は，社会卜１１体の'２旧0ﾉ:lYliを認めている
ことで，これは塵雑降の「U(Ul1改j1I1l:」にも述なろう。
1986年に展|)'1されたT繊論は，］ｌ)１４１１から６１１にかけて北〕i(て100人近く
の理論I:作粁と実務」:作打が参jllして|ｻﾄⅡ１Ｍされた「Ifll小平IB(if１体Ilill改革`HA想
と３１|｣全会以来の改ｊｌＩｌ:実践4'ｊｉｌ１ｌｌ討論会」での論点にｉＭﾉされているともいえ
よう。この討論会では，llj(if１体hIl改ｊ１Ｉ１ｉのj１１点のとらえﾉﾉで，①党政分lillIiある
いは整理，②iWj度な乢主化の災IjIl，③簡政と椎ﾉﾉの1〈放，①政府機榊の改革
と胖部hIl度の攻１１|If，⑤行lB(機|對の能率|hl-Lに意兄が分かれたという。また，
椎ﾉﾉの過度の集''１が弊害である点では一致したが，』↓体的なlWi1決ﾉﾉ法では意
２７６
兄が異な')，①党政|仏Ｉ係の幣111．党政分lMlli，党政分業では誤解を｜Ｗ〈から，
党と|玉|家の権力機'1M，行政部''１|，iTl法機|奥lのlIMi貢を'ﾘ1(iII;化すること，②党政
分離。党の性質と職能からみて，党のiiIiji))は椎ﾉﾉに紅(るべきではなく，説得
ﾉﾉ，影劉ﾉjによるべき。｜玉|家機llAlはlIMi樅に』ｉｆづいてiiMi))するのであるから，
1il1稀の]ＩＭＩ能，iiIiliﾉﾉﾉﾉ式は異なる，③党政分業。IIil代政if1は政党政if)であって，
執政党になるからlKl家機関と光今に分IMlliすることはできない，などのｉｉ狼が
（１７）
なさ(れた゜
２病疾に取り付かれた政治体制改革
1987ｲlilO)二Iの'|'共l31ml大会における趙紫陽報告において，彼は政WLi体Ilill改
１１１[について党政分Iillli，椛力の下放，政１１<｢機榊の改１１１K，’|(↑部人事Ilill度の改j1I1iに
ついて述べたが，１%〔l1l]論，一般論であって具体性に乏しく，わずかに，lJil家
公務員Ili'１度を設け，政務公務且とＪｌｉ務公務員に分けて，政務公務fiは党'１'央
と各級の党委員会がその候補判を人hblt衣大会にｌＩＩｉ)lijするが，。'ｌ務公務jiは
公募し試験によって孫)lＩするとした点が注|」されたぐらいであった。
それよりも，｜對心をijlくのは党大会iiiiの10)114}|，l21017Il1介会刊ｌＩｉ会i識
での識話である。趙紫陽は党11k分Iillliについて述べたいとして，これが政i合体
IIi'１改二,'Ｉ:の要だからだと言い，大会の討繊文献には「lB(WLi体ＩＩｉＩｌ改ｊＩＩ[の全体榊
恕」も含まれるとしている。この文献についてはのちにまた触れるが，この
ときの趙紫|場の識iii1iは大会報〈!『より川本('<」であり，例えば，党''１央は政府の
f十部（桁）に||(〈応するlIIljlⅡ１（｢対lHIfll｣）をやめたし，今後も設けない。政府
各部内の党文部（党組）も廃｣|:する。’''１|趣はＪｉＷにあ')，党委１１会が一切を
｣Ｉｘｌ)(I:切ってきたiIrい習慣・ijz《統がある，などを詔っている。ともあれ彼は，
党政分IMlliの利点として次の４ﾉ,!i(をあげている。①党の１片標を典にil7jめりｊｌ化す
ることができ，党の政治指導の水準を商めることができる。②真に「党が党
を轡I1l1する」ことができる。③党政不分では党委員会を行政の節一線におき，
はなはだしくは矛府の一Il1llmiとなっている。党政分I1Wliなら，党を超越｢I<｣な，
矛)iZiをIlill御でき，今１１了)を兄波せる立場におき，「各ﾉﾉ|('iのtilj調」という指導
作)'１を苑lil(できる。④党委員会は執什行の立場からW洲機能を真にもつこと
ができるようになる（『人１１』｢|#Mjl987ｲlill11261二1)。
第１０章’'１|工|における政治体IIill改j1I1f論識２７７
不可思議なのは，趙紫'1坊が党大会にかけるとしていた文i賊「政治体制改ｊｌＩｌｉ
の全体榊想」が公表されず，また，趙紫'１場の｣２述の講話が『人民|]報』にll
H2611になって褐戦され，翌2711，その解説ともいうべき厳家其の論文が掲
載されたことである。党大会を場として，その前後を含め保守派と改革派の
熾烈な|尚|争・駆けり|きがあったことをうかがわせるものではある。
厳家其の論文は党政分Iillliの必要|ルヘ珊生について，党とはなにか，政１１１：
とはなにかというような１%〔1111.1%〔ullから説き|ﾘ|かしているもので､あるが，こ
こでは後述との関係から彼が挙げている党政分ｌｉ１ＩｌｉのljlIif客となっている現実を
みておきたい。党政分離のI1l1解について，－ﾉﾉには，党の書記が政府・行政
の首長を兼ねなければそれでよいと考えている打がいるし，他方では，党は
|玉|家の政椛処設にもかかわらず，政府の梓1Mする各柧の事務について党はも
はや決定しないという｡折がいる。さらに，’'''２K|共産党は執政党であって|玉|家
の政治生iiliにおける指導的役;!;||は変えることがlll,来ないから，党政分離は根
本的に不可能という稀もいる。
すでにして，党政分離はljiiil路にはまった感があるが，それには以下のよう
な牢lllilとして築かれてきたIIil実が存在するからである。｜工|務院から各級の地
方人氏政府に所属する部，委員会，庁，Ｍのほとんどすべてに党支部（党
組）が設けられていて，党支部はそれが属する党委員会に許iilを求める義務
がある。多くの地力党委員会では皿常，若｛ﾕ名が政府1i剛)の各分野を分扣す
る専任書記と常任委員会を設けている。党機榊に政府機榊と)'1]対する「対'１
部」がある。党の「分Ｉ11書記」「分111%|↑委」「対|]部」はしばしばjB(府の|司級
部'１１１を越えて，ilh:接企業・事業lli位，社会|Tl体，下級の政府部''１に具体｢I<]を
行政的な指示を下達している。lTil様に，－１〈級の政府＃''１１１１，企業・事業単位，
社会団体はしばしばilLl:接，党委員会の「分担書記」「分担常委」に報告し指
示を仰いでいる。災際の政Ｗ'三iiUiでは，’五|家の行政邪務を符I1l1する二重の機
構が形成されている。人々はこうしたりil象に'11|〔れてしまって，いま，党政分
離，党と政府のllMi責区分が提起されると，多くの人はかえって習慣になじま
ないと感じている。また，党政不分は党と政府の'1M係ばかりでなく，党と人
氏代表大会，司法機関，企業・二ｌｌ業lli位，その他の社会iMI縦との|對係にも現
われている。例えば，１１綿'1人｡'｢Ilill度において，われわれが焚期にわたって実
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行してきたのは，各級の党委員会の組搬部'''１が党，政府，人氏代表大会，司
法機関，企業・ヱ'１業lli付から多くの大衆N|体にいたる幹lHfll体IIillの集''１符理で
ある。実際11,多くの地区で，荷1法機|兇１，検察機'1Mがその職権を独立して行
使することはｆ１ｉ々にして|ｲ《llIIlliであった（｢人氏||報」1987ｲ'111)三12711)。
以１１のような党政分１１tのlliii害となるＷｉ史｢I<」に形成されてきたりil実を厳家共
は挙げる。これは１１iiiり災としかいいようがない。それでもというより，そうで
あるからこそであろう，党政分Iillli政策について次のように税|ﾘＩしている。①
党と政)ｲﾘ:のllMi能を分lilIliする。党はＩＥＩ家機牒１でも，行政jllll織，LMiillll織でもな
い。党と政府，その他の|]il家機関，企業・ＺＩｌ業11i位，社会|Tl体とのllH1には，
$||織上，」２下の隷ＭｌＨｌ係はない。②各級の党ilill繩は'五|家の行政｡'l務から退出
し，政府の各部'''1の党文部を撤｣|)(する。各級党委ti会は1りぴ，政府職にない
政府活lli)lを分｝11符l1l1する４'１(ｲＩ?諜記・常委を設けない。政111:機柵と重なる「対
'二1部」は撤収する。③川榊1111は分;|;||糠１１１１にする。党$Ⅱ織の指導称と機関従
亘|端は各級党委員会が符｣ll1する。同家政椛機Uklのlff導打と従亘脚稀は|到家機関，
行政機llIj，裁判機'1M，検察機関に分け，それぞれが符I1l1する（｢人川1報」
1987ｲ|主'１１１２７１１）。
[Ｖ新椛威j二義をめぐる論ｲト
１新権威主義の登場
新権威主義は1988ｲｌｉの後半から輩1年初めにかけて論聰の注'１を浴びるとこ
ろとなった。もともとは1986ｲＭ～５）|に北〕i(大学と''１央党校が|)｜1催した政
治体Ilill改ｒＩＩｉにかんするサロン式講iiij会で，当時北ﾙ(大判!'i三'二課租の院41ﾐで
あった帳ﾊﾘﾉしが「ｌＩｉ集椛」の政治体Ｉｌｉｌｌの必要を提''１≦!,したのが岐初であった。
しかし，当時はｊＭＡされ議論の対象にならなかったという。また，「新権威
主義」という言葉は，」fiIIJl1li範大判歴史学部M'１教授のDli功奏'とI身が述べると
ころによれば，1986ｲ|えに民lJIl初j0lの政in(I<ノロマン主義に対する「強人ifil玉｜
（18）
論｣，厳復のそれにたいする判lij111語として初めて仙)|Ｉしたという。
ともあれ，新椛威了ｉｉ義がlUill光を浴びるようになるのは，新椛威主義の積極
的な論粁の１人である呉稼祥Ｉｌ１共''１央弁公)i訓査Ｉｉ１ｌ:究熟ill1Ul:究員によれば，
弟10章’'''1ilにおける1Ｗ１体Ilill改jIIIi論縦２７９
｢l988flえ初め，１３１１Tl大会の再ぴに流れた券|)１１気が`U､ＩＭＬに｢りぴ生気をもたら
した。｜両１時に，新||]体Ilillのｆｌｌせず戦いもせずという１１野化た対ｌ１ｌｆ状況はわが
国がilLn/liしている社会経済ｌＩＩｌ題を'三ＩｊＷｉしに危機化していた。’1制司は人々をよ
')深いALA考にlhlかわせ，新椛威ｉｉ義が1りぴ''五胎しはじめた」として，２)]に
発表した|]分の論文をあげたのち，６)]には''１央宜伝部Ｉｉ１ｉ究室が'''１１１MしたⅡ瓦
談会で，張炳几が２年1iiiの'２１税をTりぴ展|Ｉ'し，９）lには百１１冊ＩＩｉ新失敗90周ｲｌｉ
記念識i寅会で，蚊l1i1i女史が政治｢1<)強人の必要を説き，典.稼祥が社会上部の集
権と社会底部のＩ'111人のlLllllの発腔は一つの過ｊＦＩＬの二つの｛l1Ii11iであると主張し
て注目されるようにな')，こののち，批１'１がlllL起されて新椛威主義をめぐる
論戦が熱をｲ||倉びるにいたった（｢ｌＭ１１経済導報」1989イドｌ）11611)。
２新権威主義の論理
新椛威主義の論IU1はlli純Iﾘ|快であるが，まず最初の提ｌ１Ｕ１打である張炳）し
(このときは北京大学当代'I11lil社会発腔研究'''心ＩＵ１究察主、の)ﾘ｢論をIilIこう。
彼は「}溌史上またUil実に存ｲIｉする政if１体Ilillはさまざまだが，おおよそ三つの
モデルすなわち集椛モデル，半集椛モデル，分椛モデルに分けられる」とし，
伝統経済には集椛型政if１体Ili'|が，発展'|'のｌ１Ｗ１１１ｉ１ｉ経済には半集椛型政治体Ilillが，
成熟したＩ１Ｗ１１ｉｉ１,経済には分樅１１政if１体Ili'１がそれぞれ|』M述・照応し，伝統絲済か
ら成熟したiWi11iil,経済へと社会は発展するが，その過Ｉｉ度期に発展『|'の商,Ｉｉｉ１,経済
の段階を経なければならない，その政１h体Ili'１は半分ｲ楓1であるとする。彼の
主張で注'三|されるのは，計lllil経済と伝統（前近代）経済を基本的に同一と捉
えることである。なぜなら，伝統経済のルＩＫ経済lli位ｲⅡＪ７]''１および経済組織
の_上下クラスノトⅡ互'''1は継済ﾀﾄｉ１りな強Ilillﾉ｣によってか，あるいは'二1然に1審われ
た習慣のﾉJによって述鵬され，ル''1侍される。伝統絲済は政治と絲済の統一体
であ')，経済(1<ﾉな弊級が即政治(l<)を等級であり，絲済化iiIiと政治(|ﾐii1iは一体
である。他力，「計画経済」のもっとＭ１:要な特徴は経済組織と政治iMl織の
緊密な合一である。経済組織は↑1i々にして経済』側(iによらず，政if１基ｌＩＩ(ﾐに難
づいている。符軸する地域の広狭，）iM模の大小によって政洲1<ﾉなクラス分け
がなされ，１１１ﾘ(し，地力，蕪〃iにわたる維済111位のIＭ１的な集権体系が形成ざ
れ汀各)仲のﾎﾟⅡ織は政i台と継済の二血のlMli能をかねている。したがって，「伝
２８０
統絲済」と「iil1Lljl経済」は加仰<]に|両１－．である，とする。’'１|];|は伝統経済＝
計lIljl経済から発展''１の商,1,1,経済すなわち過'１１肌|に移行しつつある。半集椛１Ｍ
（１９）
政治体IIill'よ必弧である。
狼ｌｗＬはなぜこうしたI1l1論を股|＃Ｉしたかその災践(I<ﾉな意義について，彼の
論文を｜新椛威?ｉｉ義」に1'}録するにあたり「まえがき」で税IﾘＩしている。，|，
|正|の改''''1:は何｢liiIOな社会改jII'':でそれが'１１１]('iしている対象は「人一統」（余ｉｒｌｉ
ｉ'<ｊかつ微llIiJ1<)な統一)のｆＭＥｉ１<ﾉな政治作州'|である。このような体Ilill-l丁では，11Ｉ（
治生iiIiと絲済/|;活は一体化している。したがって，改革は「政ifiと経済の分
離」という総合('<ｊを方針を守って社会化iiiiを二Jn化しなければならない。経
済的にはiilllIil経済からiWi,１，１，経済への体IlillDhi換を光1〕MGする。政ｉｆ１ｉ１りにはⅢh:接
経済符1Ｗ)介能lliU政府から'''1接(I<｣に経済に/|鷺Ⅲ:する奉仕型政府へのlliili能ｌＩｉｉｉ換
を完成する。ｉ/I靴|:型政府は体Ili'|としては依然として集椛｢I<)であるが，全能型
政府とは異なり，ミクロ経済には|兇l与せずマクロコントロールを行い，社会
資本等の終IlIiに努める。そのｲＭⅢ'１１は，lWi,1,,1,経済は岐初の発展段階では未
だlliii弱であるから，利)Ⅱできる絲済ノルllj(iflﾉ｣でそれＩ÷|身を育成しなければ
ならない。判I:Ui1政府はただちに分椛モデルを採)|ＩすることはIIj,来ない。分
権型政ifll'Hillは多兀政WL1であって，経済の多〕C化をiiil提にしている。経済の
多元化（iIilIu1,経済）から政ifiの多)C化に茶るまでには必要とする歴史(1<j段階
がある。「､卜集椛Ilill」は今能政if1を多兀｢I<山LIi:iiIIillにlliZi換させる過渡段階であ
る。政ifiの糀鋭がりｊｉＩｌｉｌｌｉ１０なＴ段を１１)<ってｌＩｊ賜統1斤をゆつく')発展させ，｜司|'､↑
にこのｊＭｌｌで多兀(I<｣氏三iilli'1を実りilする条|/|；を作り'１１,す。これが実ｲ了可能でか
（2（１）
つ穏当な逃1)(であろう。
もっと帥ｉｉＩｌを浴びる論文，発言を１丁い，そのために批)|《１１の標的となった
のが呉稼祥である。彼はﾐIjiIlillfl：政)91のイギリスを例として，11,主と目''１が
｢結僻」するiiiiに，］WLIlillとlflllIの「恋I11i」１０|があった，１，１は|芒Illlの終生の
伴侶だがⅢ'1(Ilillは'二'''1のﾙﾄﾞiiiiの「恋人」であったともいえるとし，社会発腔
はおおむね次の三つの段階を経ているとする。すなわち，伝統的な専IIill樅)戎
の段階，新椛)戎Ｌｉｉ義の保繊のもとでｲﾙ|人の'1111が発腔する段階，’111]とhLzii
の結合する段l1Mf。
ところで，新椛威主義の「新」はどこにあるかといえば，「新」は佃人の
iiJlO章’'１国における政if１体Ilill政fl1i論議２８１
１二１１１１を判１１MしたJi1礎のうえにIliiIliIlの権威を打ち立てるのではなく，権威を
使って他|人の'二1111の発展を妨害する陣容物を粉砕し，Ｉｌ１Ｉｉｌ人の|］['１を|呆証する
ことにある。イ|ＡＩ人のｌＬＩｌｌｌを剥奪するか保証するかが新||｣椛威主義の分水嶺で
ある。新椛威主義はIujl人のlLIlIlを強調するが，これは実際には経済のFⅢ|を
強調することである。また，彼は新権威主義の政ｉｎスタイルとして，指導人
物を強調するばか')でなく，指導人物と協ﾉ｣協調する政策決定集lIlを強調し，
すぐれた見解，采|析な行11ﾘﾉ，いかなる障害もはね除ける力，」}〔越した適応能
ﾉ]を強調する，という。「精鋭」政iiL1である（｢ＩＭＬ経済導報」1989年lnl6
H）。
呉稼祥は別の論文，その衣題は「新権威－１１丁場化をjmじ民主化の特H'１快
速が発車する」というのだが，ここで，椎）Jを下放すればある程度市場が成
長するが，同||守にTIT場を分;';|'し，企業競争を政府部'''''''1の「内戦」に変えて
しまうことになる。企'五|各地に大小さまざまな几えない「城磯」が}Ｍｄして
いる。これらを強椛をもって粉1iイル，市場を発展させられるのが「新権威」
であるとする。それでは「新」椛威が「|[|」権威すなわち専IlilIへ転化してい
く危険はいかにしてlIlI｣Ｉしうるのか。そのブレーキは乢三ｉｉの|王ﾉﾉのみならず，
財産所有者の11i力，１１ｲ政１１ミル外部社会の圧ﾉﾉなどＩＩＴﾙﾄﾞ１１<｣1Jリjであるとする
が，それは経済発展にともなう''１産階級の成長に求められているといえる。
次のように言っている。「独立｢1りな財産所有者の存ｲ１１は|]分たちの財産を保
護するという巨大な[iリノを('三み，こうした圧力は政治と経済の一元化を防｣'二
（２１）
し，法律を健全化するの(こ役立つ｡」
呉稼祥の発言で識論を'１Vんだ－つに，民主の概念と岬政府主義との関係が
ある。彼は民jiの概念には「述１，１１の腿主｣，「iilililのIXj=iﾐ｣，「州１１度の民主」が
あるとし，「ili'１度のｌｌｕｉ」はmil代化の結果であ')，「迎lijjのhL主」と「活動の
民主」は現代化以iiiiおよびBil代化の過稗に存在する。「迎1lij1の阯主」は社会
を現代化に転換させていくiii脳条件であり，新椛威を合法化する前提条件を
作})出す。「iiIirhのｌｌｕｉ」は，新権威が|[l権威に変質するのを防止し現代化
に向かわせるのを保証するであろう。新椎威はIjil代(I<山uilli'１度に向かう穏健
な道なのである。ある人々は新権威を実行すれば\jiIlillを導く可能性があると
心配している。しかし，もしTIj場化の過程がなく，、二iﾐの述勅とiiIi動だけな
２８２
（22）
ら，さらなる型jiIIillを導くＴ１能性がある。その専ilillの文111Uする伝統社会にあっ
ては権威と'二llllはiilIj端を排i1ulする。一方はまったくrllIIを必要としないｲllil人
（23）
独裁であり，他力はまったく椛威を必要としないｊｌＭｊ()|<ＩＥｉｉ義である。つま')，
社会柵成員が無I1JMIi状態であれば，当然，こうした社会柵成員は'二1分を
｢養って」くれる人をlIiIIることになるし，また，ｊ|戯{[に政治騒乱に参加し
（２１）
やすい。このような社会は専Ilill三ｉｉ義とｌｌｌ１政府主義の'''１を帰れ!Iﾘﾉいている。
最後に触れておかなければならないのは，趙紫|場縦｣ﾄﾞ記の政策ブレーンと
いわれた陳一論''１|：11|紙済体Ilill改]|[1ｉ１１究iﾘTﾜﾘi長らの兄iﾘｷﾞである。後進'１１家がり１１
代化を図ろうとするには，｜Llつのモデルがある。①ハード政府・ハード経済，
これはスターリン・モデルを典型とする。②ソフト政１１１:．ハード経済，かつ
てのインドでの火ＩＭＩ。③ハード政府・ソフト総済，アジアのＮＩＥＳ。④ソ
フト政府・ソフト絲済，節２次大)lUmiiiにlilk陸に成功した先進Ｉ１ｉｌｏ③が成功し
たことは深く考えさせる。後進の充展途上の諸国では経済が遅れていればい
るほど，民衆の１１１)jji度が高まり，ネI:会は不安定化する。以主と効率とは発展
途－１２の|玉|家にとってl1Mlillllとなっている。成功した|]il家はこの靴'''1を三つのレ
ベルで解決している。ガソ１，乢衆の水準と政WLi参ﾉⅡlのUAI係。経済文化が低水
準であると瓜衆は|Ⅲ|家を管nl1することはｌｌｌ,米ないから，７１能なのは「糀鋭政
治」である。少数の桁鋭分子が指導(I<｣地位をしめ，｜玉|家の発展方If1を掌握す
る。鋪２，「樅ﾉﾉ)|《i1i鋭Ｊと「lRll誠精鋭」の'1M係。樅ﾉ｣を握った精鋭集団がIil1
llllでlllilまってしまえば，特殊な椛飛集liiIlになる。Uil代化,Ｍ`(をもち，能力が
あり知識ある糀鋭を樅ﾉ｣集団のなかに|ﾘh収していけば，椎ﾉﾉ集'１１は民衆の利
袖を代表しつつ，リ,l代化の進展を｣Tしめることが''１，米る。ｊｉ)i３，政策決定を行
なう樅ノノグループ|ﾉ､)Hllの|兇Ｉ係。政策決定iiiiはＬｕｉをﾘ(ｲiし，決定後は効率(1勺
なIIill度とプロセスを追求する（｢''1:界総済導報」1989ｲ'２１)]301])。
３新権威主義批判
もっとも強烈で辛辣な新椛威主義批判を行ったのは「急進」民主派の旗手
の１人1Ｗi成Il11Iil法Ilill・社会発展{i1l:究所教授である。彼は「LL主がなければ
社会主義はないという命題は最近ほとんど|Ⅱ|かれなくなった。かわってｌＭｉｌ
してきたのが“新椛ＩＲＭｉ義”と称される論調である」として，主要論点につ
節l(隙’'１|玉|における政if１体IIill収111[論議２８３
いて反論する。しばらくその批判をみよう。
（１）ＮＩＥＳを先例とする論拠。ノｉｆ本｢l<｣にV1iIlill政体であＩ)，なんら瓜三Ｍこが
ないのに経済発展がｊｉ１､いとしているが，その1111''づけはﾎﾞﾘｺﾞ１付会である。
ＮＩＥＳは|些''１１経済であるうえ輪Ⅱ1,桁lfll型絲済であって，lJil際TIi場の強烈なＩＩｉｌｌ
約を受けている。政府の経済にたいする統Ⅱi'|も微々たるものである。わが|正｜
のような人'五|で，Ziiに製,'Ⅱ1,4Ｍi経済であって，経済が政iflの厳密で強烈な統
Ilillを受けている状Dllとどうして|TWI|に論じられようか。
（２）専Ili'|とＩとllllのllAI係について。ヨーロッパの近代ilIl:1iiiに「qj〔Ｉｌｉｌｌと|当'111の
溢川０１」があったというが，ヨーロッパと''１|正|ではMili史状UILが大きく異なる
うえ，ブルジョア11110:命の際に，新興ブルジョワジーはiWilII,１，経済の発展のため
にのみ主権を擁誠し，」11帝あるいは|玉|］{のhL族統一を};|剛したのである。’'１
|正|では，素の始皇帝u米川Ｉ１ｉＩⅢIFiﾐはil1W11ii1,経済のいかなる発展の|皇１１１１も許さ
なかった。
（３）概念のilILiliLについて。民主，mllと無政府三ii義，ｌｌＭｌ(《序とをiliLlTilして
いるし，集''１，椛威と(I1iIlill，集椛をiliLlTilしている。これは政治学についての
無知と政治_この必要からきている。これとDM連するのが「宏定H1締」であっ
て，新権威主義椚壜はl｣ｕｉを実行すると安定ＩＩｌ結にl杉粋するのではないかと心
配しているが，災|鱗にはまったく反対で､，民主を災行してこそ安定Ｈ１紙が可
能なのであ')，VjiIlillであればmli1iLになろう。無政府?iﾐ義というのはLL主がな
いか民主がきわめて少ないときにﾘilわれる現象である。
（４）「精鋭政iiLl」について。代議Ilillは人氏主椛の発展であｌＷｉ光である。
'''１題は人氏の代表が真に人LLによって進|Ⅱされ､。かつ人１Ｍ:I監督し，リコー
ル柿をもつことである。こうした代表こそ精鋭分ｲ･といえる。もし代衣が真
に人１１１３によって進Ⅱ',されないか，あるいは代表になってから人氏に背けば，
人氏の公僕から人乢の了ii人に変わ')，椎ﾉﾉの疎ﾀﾄﾘil象が起こる。こうした代
表は精鋭とは'１γくず，,ﾊﾞＩｉｉである。新椛威ｺﾞﾐ義あるいは糀鋭政治を鼓|次する
ものは，－ilrii的にlH導判あるいは少数桁鋭の権威だけを強調し，指導肴は人
hliから選ばれなければならないこと，精鋭は人氏の利飛を代表しなければな
らないことを強調しない。
（５）光経済，後政iflについて。絲済体Ilill改１１lb:をまず進め，しかるのち政治
２８４
体Ilill故１１１１，:を行うという。lilii判を|而１１１ﾐｻにやることはⅡ!,来ないし，政治体Ilill改jII1i
を先行することはH1,来ないという。しかし，llIilll'１の主要盗本主義|玉|はいずれ
も先に政治('<jlXJ1ﾐIlill度を確立し，経済のhと主はこのあとに従ってきた。lIIiIlill
支配のもとでは経済のIjLli主など'''１題にならなかった。
（６）木発展lJil家llLji化不可能論について。教fiが遅れており，ｈｌｊ衆の文化
程度が低く，ｈ１ｊｚｉｉＩ１<｣椛利を行使できない，と新椛)戎主義粉は主張する。条件
の成熟を待ってはじめてⅨ主が爽行できるというこのIM1論は新鮮なものでは
なく，いわゆる「以主鈍行論」である。抗ｌｌ１ＭＭ１ｌ０ｌの根拠地では文盲や文化
程度のil↑jくない農民が豆を投じて村災を進んだではないか。人LL大衆は新椛
威主義打のいうように勉かではない。
（７）lXjjjﾐ政if)は|ⅡIりか手段か。社会にはまずﾄﾞﾉｌＷが必要で，しかるのちｒＩ
ｌｌｌ・ｈｕｉをｉｉ１ｉることができ，もし日１１１．ｌｊｕｉのために秩序を犠牲にすれば社
会を後退させてしまう，と新椛威主義粉は考えている。そうではなく民１１政
治を打ち立てること|L1体が|Ⅱl<｣であるべきで，lWilIliII絲済の発展を促進しＩ）l馬１１；
する丁･段だけではない。liil様に，政if１体Ili'|改ｊ１ＩＩｌ:それ'二1体が|=li1<Jであって，経
済体Ilill改jIl1fを促進し保証するためだけのものではない。なぜなら，民主Iill度
（25）
があってこそ人の'21111を実現でき，虹(るべきI米iiiliを得られるからである。
もう１人，fli逸舟社会科学院マルクス・レーニン主義研究所H1川究員の反
論を挙げておこう。彼の'1t判は根底(1<」でもある。新椛威主義はＩＩＡＩ人に椛威を
ｌｌｊｌＷするが，それは「人in」政WL1の１１１>'1統(|<)をｲＭに，新しいようで実はi1｢い
Hll論(1<j柵処を｣ｊ･える。手続きを経ない危険な政ｌｎｊ変ﾘﾘ)に谷法性を)(ill造する。
ここに)WT椛威三ｉｉ義の雌大の疾ﾉ(1)が存ｲ|iしている。「絶対｢l<｣椛力は絶対に腐敗
する」という格汽は，悪いIIill度のもとで､はよい人も惑い人に変わるし，反対
に，よいIlill度のもとで､(よ悪い人でもよい人がやるようにせざるをえないので
ある，とIllil人ではなくⅨ三iﾐ的Ilill度の必要を説く。また，Il11i仙判|折において，
経済効率を政Wzl(|<jlLlll1よ')高くみなしており，新椛威主義の提'11｣,判の一部に
は政策決定ﾙiに近い経済学者が屈している。彼らは「ﾘil突性」と「操作Til能
性」を強調し，危険が肢小のiilﾘ｢進(1<ｊを政ｊ１ｌ１０:のj､[を求める。プラグマティズム
（26）
の改111[|『学が彼らを文|IILしているのである。
第10章’'１|正|における政if１体Ilill改革論議２８５
４新権威主義論争の意味
新権威主義論争は１イ「もしないうちに，品終(I<｣には暴力(1<｣に消滅させられ
てしまった。新権威三iﾐ義の提Ⅱ間者も民主派・改111[促進派であり，その批判者
とはLL主化にいたるプロセスで､意見を異にしていたといえる。なぜ，彼ら民
主派が＃||(悪した｛'111人あるいは少数グループによる椎ﾉﾉのij(占とその椛威的行
使をあえて主版したのであろうか。
それにはやはり，iiij節で触れた厳家其の述べるような政治実態が牢|画|とし
て残っていたこと，「残っている」というu｣とに「党の一元的指導」のもと
で得た既１４卜椛肌したがってまた椛抽を人から小に革る幹部がさまざまなか
たちで酪持していたこと，たとえば，「小」の力でいっても「士皇帝」とい
われる地力ボスが存在しており，その地〃の一切の椛限を握っている。彼ら
大から小に韮る粉部は'二1では賛成しながら，１１Ｗ１体IlilI改IYiには無視ないし反
対であったであろう。それは'１音黙のしかも|工人な圧ﾉﾉで､あったはずである。
こうした実態に注|=|しておかなければならないであろう。
ともあれ，l31nl党大会で妥協的ではあれ，政１h体Ilill改革は採択された。そ
の改革の方途はＩから範を示すという体のものであった。しかし，それです
ら遅々として進まなかった。他方，経済政策の鉗誤やらWLi費性lhlの高ま')に
よって，８８年奥異常な物Iilli高を招いた。本米祁ilJ住民が改革の動力源である
はずであったが，そこから怨嵯の声が起こった。政治体Ilill改革はもともとlllii
弱をうえにIilMII1がj||わった。こうした時に誰もが考えつくのは，「強権」で
あろう。しかし，その「強権」はかつてのごときものであってはならない。
ソフィストケイトされている必要がある。かくて，新権威主義が－１１を風聯
する土製は十分に肥えていたのである。
さて，新権威主義をめぐる論争は机｣この空論に過ぎなかったのであろうか。
まず，1988年の後半から，新権威主義が論｣Tl[で勢ﾉﾉを得るようになること，
そして批判稀も指摘するように政策決定に近い単打がこれにl可調するように
なってきたことからすれば，趣紫賜とそのグループの権力・権威を高めよう
とした意|ﾇ|が兄て１１Kれる゜いわば，椎）JliNlｲﾄのjiiLLLとして利１１１された傾lfilが
ある。他面，新椛威主義はいわゆる|)ﾄ1発独裁をモデルとしたものであるが，
政治体附ll改１１lb:そして民主化を具体iIOにどのように進めるかについて一府を役
２８６
じたものといえる。
Ｖおわりに
1980ｲ|〈代における政治体Ilillをめぐる論下縦は，1957年春の一時期を別とすれ
ば，’|蛾人乢共和'五'40年の膝史でかつてないjjM模で行われた。それは上から
の政治体Ilill改HI1iないし行政改Ｊ１ｌ:にしろ，下からの民主化にしろ，１M在の｢１１|玉｜
の政WL1体Ilillが１曲i疾を抱えていること，それ以上に全くのIii病であることをlﾘ｜
らかにした。これに対して，具体ｉＩＯな処方鑓は結局示されなかったし，若干
は提起されたとしてもそれを'111審するﾉ｣がいかに強いかを示したのみであっ
た。
1989ｲ|ﾐ６月の天安|ｉＩ１Ｚｌｌ件以降，政治体Ilill改革にかかわる議論は表而から姿
を消した。しかし，もとより'''１腿は解決しているのではなく，隠蔽され深刻
化している。将来，それも多分比較的近い将来，’'''五|において政治体ili'１改革
は再び'''１題化するであろう。このとき，「灰'１１改１１|[」から「新椛威主義」に
いたる80年代の論議は兄il1Iされるであろう。
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